
 

科目名 経営学基礎 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 経営戦略、経営組織、経営管理の基本的な理論について学修する。 

授業の目的及び概要 

この科目は、経営学の基礎的知識を修得することを目的とします。経営学部では、企業が維持・

発展するために行う各種活動について学修しますが、本授業では、その中の中心となる、「経営

戦略」「経営組織」「経営管理」の基礎を学修します。授業では、学修課題と、キーコンセプト

やキーワードを基に、より具体的な企業事例なども説明しながら、基礎知識の修得を行ないま

す。 

履修条件・留意点 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

(1)企業戦略と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワーク及び経営理念の意義につ

いて理解し、記述することができる。

(2)経営組織、人的資源管理及びリーダーシップに関する基本的な理論と実践を理解し、記述す

ることができる。

(3)経営管理の視点で、会社の制度的特徴とコーポレート・ガバナンスについて理解し、記述す

ることができる。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法
単元ごとに、キーコンセプトやキーワードの確認テストを行ない、内容を解説します。 

また、質問や意見は随時受け付け、回答や補足説明を行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

テキスト
１からの経営学〔第３版〕，加護野忠男・吉村典久，碩

学舎，2021 年 
ISBN 9784502375127 

参考書 
井原久光，経営学入門キーコンセプト，ミネルヴァ書

房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 

その他の内容 

この科目の受講に 

あたって 

(1)授業の予習・復習を必ず行ってください。

(2)授業で習ったキーコンセプトやキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

2025/05/01
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第１回 対面 

ガイダンス 

経営学基礎で学修する内容と競争戦略の

事例紹介 

キーコンセプト：ポーターの 3つの基本戦

略（コストリーダーシップ戦略、差別化戦

略、集中戦略） 

事前にテキストを購入し、序文及び第１章を読んで

おくこと。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習して下

さい。 

4 時間 

第２回 対面 

競争戦略と事業システム① 

ポーターの３つの基本戦略とファイブ・フ

ォース分析その① 

キーコンセプト：ファイブ・フォース分析

（既存の競合同士、新規参入、代替品、買

い手、売り手）、経験効果、規模の経済、参

入障壁、先発者優位 

事前学修としてテキスト第６、７章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第３回 対面 

競争戦略と事業システム② 

ファイブ・フォース分析その②と業界構造 

「戦略づくりと DX」 

キーコンセプト：バリュー・チェーン、垂

直統合、水平分業、M&A 

【確認クイズ】 

事前学修として再度テキスト第６、７章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第４回 対面 

企業戦略① 

事業のライフ・サイクルと企業成長 

キーコンセプト：企業戦略、事業戦略、機

能戦略、成長ベクトル、プロダクト・ライ

フ・サイクル 

事前学修としてテキスト第５、８章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第５回 対面 

企業戦略② 

事業機会と経営資源 

戦略論全体の復習 

キーコンセプト：BCG マトリックス、SWOT

分析、事業機会、経営資源 

事前学修として再度テキスト第５、８章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修として第１回から第５回までの授業資料を

復習して、中間試験に備えてください。 

4 時間 

第６回 対面 

【中間試験①】 

試験範囲 第１回目授業～第５回目授業 

中間試験①の解説とアンケート 

経営理念・目的と戦略 

キーコンセプト：経営理念、ビジョン、ミ

ッション 

事前学修としてテキスト第３章を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料、中間試験を

復習してください。 

4 時間 

第７回 対面 

組織構造 

部門化と２つの組織構造 

キーコンセプト：部門化、組織は戦略に従

う、事業部制組織、機能別組織、限定合理

性 

 

事前学修としてテキスト第１０章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第８回 対面 

人的資源管理 

日本の雇用慣行の特徴 

キーコンセプト：新卒一括採用、終身雇用、

ジョブ型、職能資格制度、ゼネラリスト、

スペシャリスト 

【確認クイズ】 

事前学修としてテキスト第４章を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第９回 対面 

第 1 回目～第 8回目までのまとめ 

科学的管理法と以降の展開 

キーコンセプト：科学的管理法、管理過程

論、人間関係論 

事前学修として、テキスト第２章を読み、また、第１

回～第８回までの授業内容を再確認してください。 

事後学修として、第 1~9 回の授業資料を復習して、中

間試験に備えてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【中間試験②】 

試験範囲 第１回目授業～第９回目授業 

中間試験②の解説とアンケート 

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予

習しておいてください。 

事後学修として、中間試験の内容を復習してくださ

い。 

4 時間 

第１１回 対面 
リーダーシップ 

リーダーシップ諸理論について 

事前学修としてテキスト第１１章を読み、予習して

おいてください。 
4 時間 

2025/05/01
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キーコンセプト：リーダーとフォロワー、

資質論、行動論、PM 理論、コンティンジェ

ンシー・アプロ―チ 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

第１２回 対面 

モチベーション 

モチベーション諸理論について 

「人材管理と DX」 

キーコンセプト：マズローの欲求段階説、

動機づけ－衛生理論、期待理論、自己効力

感 

【確認クイズ】 

事前学修として再度テキスト第１１章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第１３回 対面 

企業と会社の制度的な特徴 

コーポレート・ガバナンスと企業の社会的

責任 

「ガバナンスと DX」 

キーコンセプト：株式会社、所有と経営の

分離、コーポレート・ガバナンス、ステー

クホルダー 

事前学修として再度テキスト第１、３章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修として授業資料を復習してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

復習① 

第１回目～第１３回目までの復習 

定期試験の意義の徹底 

【模擬テスト】 

事前学修として第１回～第１３回までの授業資料を

予習しておいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

復習② 

模擬テストの解説（第１回目～第１３回目

までの復習） 

定期試験の意義の徹底 

事前学修として第１４回の授業資料を予習しておい

てください。 

事後学修として定期試験に向けてキーコンセプトや

キーワードを学修しておいてください。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 経営学基礎 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 経営戦略、経営組織、経営管理の基本的な理論について学修する。 

授業の目的及び概要 

この科目は、経営学の基礎的知識を修得することを目的とします。経営学部では、企業が維持・

発展するために行う各種活動について学修しますが、本授業では、その中の中心となる、「経営

戦略」「経営組織」「経営管理」の基礎を学修します。授業では、学修課題と、キーコンセプト

やキーワードを基に、より具体的な企業事例なども説明しながら、基礎知識の修得を行ないま

す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

(1)企業戦略と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワーク及び経営理念の意義につ

いて理解し、記述することができる。 

(2)経営組織、人的資源管理及びリーダーシップに関する基本的な理論と実践を理解し、記述す

ることができる。 

(3)経営管理の視点で、会社の制度的特徴とコーポレート・ガバナンスについて理解し、記述す

ることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
単元ごとに、キーコンセプトやキーワードの確認テストを行ない、内容を解説します。 

また、質問や意見は随時受け付け、回答や補足説明を行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 
１からの経営学〔第３版〕，加護野忠男・吉村典久，碩

学舎，2021 年 
ISBN 9784502375127 

参考書 
井原久光，経営学入門キーコンセプト，ミネルヴァ書

房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

(1)授業の予習・復習を必ず行ってください。 

(2)授業で習ったキーコンセプトやキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

2025/05/01
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第１回 対面 

ガイダンス 

経営学基礎で学修する内容と競争戦略の

事例紹介 

キーコンセプト：ポーターの 3つの基本戦

略（コストリーダーシップ戦略、差別化戦

略、集中戦略） 

事前にテキストを購入し、序文及び第１章を読んで

おくこと。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習して下

さい。 

4 時間 

第２回 対面 

競争戦略と事業システム① 

ポーターの３つの基本戦略とファイブ・フ

ォース分析その① 

キーコンセプト：ファイブ・フォース分析

（既存の競合同士、新規参入、代替品、買

い手、売り手）、経験効果、規模の経済、参

入障壁、先発者優位 

事前学修としてテキスト第６、７章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第３回 対面 

競争戦略と事業システム② 

ファイブ・フォース分析その②と業界構造 

「戦略づくりと DX」 

キーコンセプト：バリュー・チェーン、垂

直統合、水平分業、M&A 

【確認クイズ】 

事前学修として再度テキスト第６、７章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第４回 対面 

企業戦略① 

事業のライフ・サイクルと企業成長 

キーコンセプト：企業戦略、事業戦略、機

能戦略、成長ベクトル、プロダクト・ライ

フ・サイクル 

事前学修としてテキスト第５、８章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第５回 対面 

企業戦略② 

事業機会と経営資源 

戦略論全体の復習 

キーコンセプト：BCG マトリックス、SWOT

分析、事業機会、経営資源 

事前学修として再度テキスト第５、８章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修として第１回から第５回までの授業資料を

復習して、中間試験に備えてください。 

4 時間 

第６回 対面 

【中間試験①】 

試験範囲 第１回目授業～第５回目授業 

中間試験①の解説とアンケート 

経営理念・目的と戦略 

キーコンセプト：経営理念、ビジョン、ミ

ッション 

事前学修としてテキスト第３章を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料、中間試験を

復習してください。 

4 時間 

第７回 対面 

組織構造 

部門化と２つの組織構造 

キーコンセプト：部門化、組織は戦略に従

う、事業部制組織、機能別組織、限定合理

性 

 

事前学修としてテキスト第１０章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第８回 対面 

人的資源管理 

日本の雇用慣行の特徴 

キーコンセプト：新卒一括採用、終身雇用、

ジョブ型、職能資格制度、ゼネラリスト、

スペシャリスト 

【確認クイズ】 

事前学修としてテキスト第４章を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第９回 対面 

第 1 回目～第 8回目までのまとめ 

科学的管理法と以降の展開 

キーコンセプト：科学的管理法、管理過程

論、人間関係論 

事前学修として、テキスト第２章を読み、また、第１

回～第８回までの授業内容を再確認してください。 

事後学修として、第 1~9 回の授業資料を復習して、中

間試験に備えてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【中間試験②】 

試験範囲 第１回目授業～第９回目授業 

中間試験②の解説とアンケート 

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予

習しておいてください。 

事後学修として、中間試験の内容を復習してくださ

い。 

4 時間 

第１１回 対面 
リーダーシップ 

リーダーシップ諸理論について 

事前学修としてテキスト第１１章を読み、予習して

おいてください。 
4 時間 

2025/05/01
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キーコンセプト：リーダーとフォロワー、

資質論、行動論、PM 理論、コンティンジェ

ンシー・アプロ―チ 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

第１２回 対面 

モチベーション 

モチベーション諸理論について 

「人材管理と DX」 

キーコンセプト：マズローの欲求段階説、

動機づけ－衛生理論、期待理論、自己効力

感 

【確認クイズ】 

事前学修として再度テキスト第１１章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第１３回 対面 

企業と会社の制度的な特徴 

コーポレート・ガバナンスと企業の社会的

責任 

「ガバナンスと DX」 

キーコンセプト：株式会社、所有と経営の

分離、コーポレート・ガバナンス、ステー

クホルダー 

事前学修として再度テキスト第１、３章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修として授業資料を復習してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

復習① 

第１回目～第１３回目までの復習 

定期試験の意義の徹底 

【模擬テスト】 

事前学修として第１回～第１３回までの授業資料を

予習しておいてください。 

事後学修としてテキスト及び授業資料を復習してく

ださい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

復習② 

模擬テストの解説（第１回目～第１３回目

までの復習） 

定期試験の意義の徹底 

事前学修として第１４回の授業資料を予習しておい

てください。 

事後学修として定期試験に向けてキーコンセプトや

キーワードを学修しておいてください。 

4 時間 

2025/05/01

6



 

 

科目名 経営学基礎 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 経営戦略、経営組織、経営管理の基本的な理論について学修する。 

授業の目的及び概要 

この科目は、経営学の基礎的知識を修得することを目的とします。経営学部では、企業が維持・

発展するために行う各種活動について学修しますが、本授業では、その中の中心となる、「経営

戦略」「経営組織」「経営管理」の基礎を学修します。授業では、学修課題と、キーコンセプト

やキーワードを基に、より具体的な企業事例なども説明しながら、基礎的知識の修得を行いま

す。 

履修条件・留意点 この科目は、本年度春学期「経営学基礎」の再履修用です。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

(1)企業戦略と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワーク、及び経営理念の意義に

ついて理解し、記述することができる。 

(2)経営組織、人的資源管理及びリーダーシップに関する基本的な理論と実践を理解し、記述す

ることができる。 

(3)経営管理の視点で、会社の制度的特徴とコーポレート・ガバナンスについて理解し、記述す

ることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の出席課題（小テスト）の結果、間違いが多かった用語について解説します。 

また、質問があれば、Teamsのチャットやメールアドレス宛に送ってください。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
１からの経営学〔第３版〕，加護野忠男・吉村典久，碩

学舎，2021 年 
ISBN 9784502375127 

参考書 
井原久光，経営学入門キーコンセプト，ミネルヴァ書

房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・Teams やラーニングポータルの掲示物は、毎週確認をしてください。 

・この講義は、オンデマンドで実施されますので、出席課題（小テスト）の提出を忘れないよ

うにしてください。 

・この講義は、オンデマンドで実施されますが、【試験は対面】で実施します。日時や場所につ

いては、講義内のアナウンスや掲示物を確認してください。 

・特に「キーコンセプト」と書かれている用語を重点的に理解しましょう。 

・この講義はオンデマンドで実施されますが、わからないところは、気軽に Teams のチャット
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やメールで質問してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス 

経営学基礎で学修する内容と競争戦略の

事例紹介 

キーコンセプト：ポーターの 3つの基本戦

略（コストリーダーシップ戦略、差別化戦

略、集中戦略） 

事前にテキストを購入し、序文及び第１章を読んで

おくこと。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

競争戦略と事業システム① 

ポーターの３つの基本戦略とファイブ・フ

ォース分析その① 

キーコンセプト：ファイブ・フォース分析

（既存の競合同士、新規参入、代替品、買

い手、売り手）、経験効果、規模の経済、参

入障壁、先発者優位 

事前学修としてテキスト第６、７章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

競争戦略と事業システム② 

ファイブ・フォース分析その②と業界構造 

キーコンセプト：業界、バリュー・チェー

ン、垂直統合、水平分業、M&A 

事前学修として再度テキスト第６、７章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

企業戦略① 

事業のライフ・サイクルと企業成長 

キーコンセプト：企業戦略、事業戦略、機

能戦略、成長ベクトル、プロダクト・ライ

フ・サイクル 

事前学修としてテキスト第５、８章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

企業戦略② 

事業機会と経営資源 

戦略論全体の復習 

「戦略づくりと DX」 

キーコンセプト：BCG マトリックス、SWOT

分析、事業機会、経営資源 

事前学修として再度テキスト第５、８章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

経営戦略論の総復習（第１～５回のまと

め） 

経営理念・目的と戦略 

キー・コンセプト：経営理念、ビジョン、

ミッション 

事前学修としてテキスト第３章を読み、予習してお

いてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

組織構造 

部門化と２つの組織構造 

キーコンセプト：部門化、組織は戦略に従

う、事業部制組織、機能別組織、限定合理

性 

事前学修としてテキスト第１０章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

人的資源管理 

日本の雇用慣行の特徴 

キーコンセプト：新卒一括採用、終身雇用、

ジョブ型、職能資格制度、ゼネラリスト、

スペシャリスト 

事前学修としてテキスト第４章を読み、予習してお

いてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

第１～８回目までのまとめ 

科学的管理法と以降の展開 

キーコンセプト：科学的管理法、管理過程

論、人間関係論 

事前学修として、テキスト第２章を読み、また、第１

～８回までの授業内容を再確認してください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

【中間レポート作成】 

期日、実施方法などは、講義内や Teams 等

にてアナウンスしますので、注意して下さ

い。 

範囲：第１回目授業～第９回目授業 

事前学修として第１回～第９回までの授業資料を予

習しておいてください。 
4 時間 
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第１１回 
オンデ

マンド 

リーダーシップ 

リーダーシップ諸理論について 

キーコンセプト：リーダーとフォロワー、

資質論、行動論、PM 理論、コンティンジェ

ンシー・アプロ―チ 

事前学修としてテキスト第１１章を読み、予習して

おいてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

モチベーション 

モチベーション諸理論について 

「人材管理と DX」 

キーコンセプト：マズローの欲求段階説、

動機づけ－衛生理論、期待理論、自己効力

感 

事前学修として再度テキスト第１１章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

企業と会社の制度的な特徴 

コーポレート・ガバナンスと企業の社会的

責任 

「ガバナンスと DX」 

キーコンセプト：株式会社、所有と経営の

分離、コーポレート・ガバナンス、ステー

クホルダー 

事前学修として再度テキスト第１、３章を読み、予習

しておいてください。 

事後学修として授業資料を復習して、出席課題（小テ

スト）を提出しましょう。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

復習：第９～１３回の復習および【模擬テ

スト】 

事前学修として、第１～１３回の授業資料を見返す

こと。 

事後学修として、再度、第１～１３回の授業資料をよ

く読み、模擬テスト（出席小テストの代わり）を受験

しましょう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総まとめ：第１～１３回の講義の総復習 

模擬テストの解説（第１回目～第１３回目

までの復習） 

事前学修として、これまでの授業資料を予習してお

いてください。 

事後学修として定期試験に向けてキーコンセプトや

キーワードを学修しておいてください。出席小テス

トの提出を忘れずに。 

4 時間 

2025/05/01

9



 

 

科目名 会計学基礎 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 会計学の全体像をつかむ。 

授業の目的及び概要 

この授業は、専門基礎科目の一つであり、会計学の本格的な学びに先立つ科目です。会計学分

野の主要な内容である財務会計、管理会計、会計に関する職業とその業務（会計監査を含む）

等を財務分析から概観することにより、経営学部生として身につけるべき会計学の基礎知識を

身につけることを目的とします。さらに、会計学という学問領域の全体像をつかみ、経済社会、

そして企業経営において果たされるべき会計の役割について理解できるようになることを目指

します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

① 会計学に関する専門用語の記憶、基礎・基本的な知識の理解および企業経営において果たさ

れるべき会計の役割を理解し、これらを説明できる。  

② 財務分析の基本的手法を修得し、その結果から、何が読み取ることができるか、説明するこ

とができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等については、授業中に解説及び講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

［改訂版］会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克

彦・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2025

年 

ISBN 9784794416025 

参考書 
ビジネス会計検定試験®公式テキスト 3 級〔第 5 版〕，

大阪商工会議所 (編集) ，中央経済社，2023 年 
ISBN 9784502454219 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

わが国では今、会計に関する知識が真に必要とされ、会計への関心が非常に高まっています。

しかし、会計に対する知識や理解が十分に社会に浸透しているとは言えません。そこで、個々

の企業の健全な発展のためにも、また社会全体の利益のためにも、正しい会計知識・スキルや

的確な分析力を持つ人材が、今後必要とされます。会計の目的は、企業の経営実態を明らかに

することにより、利害関係者に必要かつ十分な情報提供を行うことにあります。つまり、公表

された会計情報を読み取り、経営実態を正しく把握した上で投資や取引などの重要な判断を下

すために、会計情報を活用することが重視されているのです。この授業を通して、今後社会に

出る皆さんが、会計に関する正しい知識・スキルや分析力を身に付けてくれることを願ってや
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みません。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

会計の本質・役割 

【予習】「会計の本質・役割」を事前に読んでおくこ

と。 

【復習】配布資料、「会計の本質・役割」を読み直し、

講義で得た知識を確認すること。 

4 時間 

第２回 対面 財務諸表分析Ⅰ（財務諸表の理解） 
【復習】配布資料及びテキストの付表１を読み直し、

講義で得た知識を確認すること。 
4 時間 

第３回 対面 
財務諸表分析Ⅱ（財務諸表分析の目的、成

長性分析） 

【予習】「財務諸表分析の基礎」を事前に読んでおく

こと。 

【復習】配布資料、「財務諸表分析の基礎」を読み直

し、講義で得た知識を確認すること。 

4 時間 

第４回 対面 財務諸表分析Ⅲ（収益性分析、安全性分析） 

【予習】「財務諸表分析」を事前に読んでおくこと。 

【復習】配布資料、「財務諸表分析」を読み直し、講

義で得た知識を確認すること。 

4 時間 

第５回 対面 財務諸表分析Ⅳ（その他の重要な指標） 
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

すること。 
4 時間 

第６回 対面 
財務諸表分析Ⅴ（問題演習：中間試験に向

けて） 
【復習】問題を解きなおし、中間試験に備えること。 6 時間 

第７回 対面 第 1 回 中間試験 

【予習】今までの配布資料、テキストの財務諸表分析

を事前に読んでおくこと。（問題は解きなおすこと） 

【復習】今までの配布資料、テキストの財務諸表分析

を読み直し、中間試験までの知識を確実なものとす

ること。 

4 時間 

第８回 対面 
中間試験の解説 

複式簿記 

【予習】「複式簿記」を事前に読んでおくこと。 

【復習】 

 ・中間試験で間違った問題については、テキストに

立ち返り復習し、知識を確実なものにすること。 

 ・配布資料、「複式簿記」を読み直し、講義で得た

知識を確認すること。 

4 時間 

第９回 対面 財務会計 

【予習】「財務会計」を事前に読んでおくこと。 

【復習】配布資料、「財務会計」を読み直し、講義で

得た知識を確認すること。 

4 時間 

第１０回 対面 
企業会計を支える仕組み 

国際会計 

【予習】「企業会計を支える仕組み」及び「国際会計」

を事前に読んでおくこと。 

【復習】配布資料、「企業会計を支える仕組み」、「国

際会計」を読み直し、講義で得た知識を確認するこ

と。 

4 時間 

第１１回 対面 管理会計 

【予習】「管理会計」を事前に読んでおくこと。 

【復習】 

・配布資料、「管理会計」を読み直し、講義で得た知

識を確認すること。 

・第 1 回中間試験以降の範囲について、配布資料及び

テキストを読み直し、中間試験に備えること。 

6 時間 

第１２回 対面 第 2 回 中間試験 
【予習】テキストの該当の章及び配布資料をよく読

み、中間試験に備えること。 
4 時間 

第１３回 対面 監査 

【予習】「監査」を事前に読んでおくこと。 

【復習】配布資料、「監査」を読み直し、講義で得た

知識を確認すること。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
中間試験の解説及び復習 

【復習】中間試験で間違った問題については、テキス

トに立ち返り復習し、知識を確実なものにすること。 
4 時間 

第１５回 対面 定期試験に向けて 
【復習】定期試験に向けて、講義で得た知識を確実な

ものとすること。 
6 時間 
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科目名 会計学基礎 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 会計学の全体像をつかむ。 

授業の目的及び概要 

この授業は、専門基礎科目の一つであり、会計学の本格的な学びに先立つ科目です。会計学分

野の主要な内容である財務会計、管理会計、会計に関する職業とその業務（会計監査を含む）

等を財務分析から概観することにより、経営学部生として身につけるべき会計学の基礎知識を

身につけることを目的とします。さらに、会計学という学問領域の全体像をつかみ、経済社会、

そして企業経営において果たされるべき会計の役割について理解できるようになることを目指

します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

① 会計学に関する専門用語の記憶、基礎・基本的な知識の理解および企業経営において果たさ

れるべき会計の役割を理解し、これらを説明できる。  

② 財務分析の基本的手法を修得し、その結果から、何が読み取ることができるか、説明するこ

とができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等については、授業中に解説及び講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

［改訂版］会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克

彦・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2025

年 

ISBN 9784794416025 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

わが国では今、会計に関する知識が真に必要とされ、会計への関心が非常に高まっています。

しかし、会計に対する知識や理解が十分に社会に浸透しているとは言えません。そこで、個々

の企業の健全な発展のためにも、また社会全体の利益のためにも、正しい会計知識・スキルや

的確な分析力を持つ人材が、今後必要とされます。会計の目的は、企業の経営実態を明らかに

することにより、利害関係者に必要かつ十分な情報提供を行うことにあります。つまり、公表

された会計情報を読み取り、経営実態を正しく把握した上で投資や取引などの重要な判断を下

すために、会計情報を活用することが重視されているのです。この授業を通して、今後社会に

出る皆さんが、会計に関する正しい知識・スキルや分析力を身に付けてくれることを願ってや

みません。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス 

会計の本質・役割 

【予習】「会計の本質・役割」を事前に読んでおくこ

と。 

【復習】配布資料、「会計の本質・役割」を読み直し、

講義で得た知識を確認すること。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
財務諸表分析Ⅰ（財務諸表の理解） 

【復習】配布資料及びテキストの付表１を読み直し、

講義で得た知識を確認すること。 
4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

財務諸表分析Ⅱ（財務諸表分析の目的、成

長性分析） 

【予習】「財務諸表分析の基礎」を事前に読んでおく

こと。 

【復習】配布資料、「財務諸表分析の基礎」を読み直

し、講義で得た知識を確認すること。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 
財務諸表分析Ⅲ（収益性分析、安全性分析） 

【予習】「財務諸表分析」を事前に読んでおくこと。 

【復習】配布資料、「財務諸表分析」を読み直し、講

義で得た知識を確認すること。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 
財務諸表分析Ⅳ（その他の重要な指標） 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

すること。 
4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 
財務諸表分析Ⅴ（問題演習） 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

すること。 
6 時間 

第７回 
オンデ

マンド 
中間まとめ・レポート作成 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

すること。 
4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
財務会計 

【予習】「財務会計」を事前に読んでおくこと。 

【復習】配布資料、「財務会計」を読み直し、講義で

得た知識を確認すること。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 
企業会計を支える仕組み 

【予習】「企業会計を支える仕組み」を事前に読んで

おくこと。 

【復習】配布資料、「企業会計を支える仕組み」を読

み直し、講義で得た知識を確認すること。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 
国際会計 

【予習】「国際会計」を事前に読んでおくこと。 

【復習】配布資料、「国際会計」を読み直し、講義で

得た知識を確認すること。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 
管理会計 

【予習】「管理会計」を事前に読んでおくこと。 

【復習】 

・配布資料、「管理会計」を読み直し、講義で得た知

識を確認すること。 

・第 1 回中間試験以降の範囲について、配布資料及び

テキストを読み直し、中間試験に備えること。 

6 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 
監査 

【予習】「監査」を事前に読んでおくこと。 

【復習】配布資料、「監査」を読み直し、講義で得た

知識を確認すること。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
定期試験に向けての総復習（計算編） 

【復習】授業で実施した問題をすべて正解できるよ

うになるまで繰り返し練習する 
4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
定期試験に向けての総復習（理論編） 

【復習】授業で実施した問題をすべて正解できるよ

うになるまで繰り返し練習する 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
定期試験に向けて 

【復習】定期試験に向けて、講義で得た知識を確実な

ものとすること。 
6 時間 
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科目名 ビジネス情報基礎 開講年度 2025 

担当者 森下 浩平 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 情報処理と ICT に関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、情報処理と ICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー

（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、これからの大学生活を送る上で基本

となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大

学では、特定のテーマについて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。

また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面で ICT が利用され、利活用することが求め

られます。 

・本科目では、PC の基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われている

ワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの「使い方」（操作知識とスキル）の基

礎を修得します。また、本学の教学システム、関連した SNS（Social Networking Services）・

クラウドサービス・メールサービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った

情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ（IT

パスポート出題内容）についても学修します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となる ICT（情報通信技術）・情報

処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得です。具体的に

は以下の項目を到達目標とします。 

1）PC を操作し、本学の教学システム、関連した SNS やクラウドサービスを適切に利用できる。 

2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等

を含む）ができる。 

3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について

説明できる。 

4）キーボードを使って文字入力ができる（5 分間で日本語 300 文字以上）。 

5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。 

6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。 

7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラ

フの作成ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・PC を用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。 

・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバック

します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
情報リテラシー入門編 Windows10／Office 2019対応

型番（FPT1918），FOM，FOM 出版，2020 年 
ISBN 9784865104165 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 ー 

この科目の受講に 

あたって 

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーシ

ョンソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけることが可能です。これらスキルの修得

には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須の

スキルとなるため、集中して取り組み修得して下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

1）ガイダンス 

2）本学の情報通信機器及び教学システム

の概要や基本操作 

・本学 ICT 環境(1)：Learning Portal、U

niversal Passport、クラウドサービス（M

icrosoft/Office365）等 

・Windows の操作(1) 

・情報セキュリティ・パスワード変更 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP1Windows について～STEP6 アプリを

操作しよう，STEP10 Windows を終了しよ

う 

○事前学修 

・全 15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認

して下さい。 

・学内システムのパスワードをどのようにするかに

ついて決めてきてください（パスワードは半角英数

字記号を利用します）。 

○事後学修 

・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内

の連絡事項を確認してください。 

・自宅 PC から本学の教学システムにアクセスし授業

資料をダウンロードし閲覧してください。 

4 時間 

第２回 対面 

1）教学システムの基本操作 

・Windows の操作(2) 

・本学 ICT 環境(2)：学修ポートフォリオ、

クラウドサービス/SNS Microsoft/Office

365（Outlook、OneDrive 等） 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP7 ファイルを上手に管理しよう～STE

P9 インターネットを使ってみよう 

○事前学修 

・第 1 回の操作を基本としますので、第 1 回の内容

を事前に復習して下さい。 

○事後学修 

・自宅 PC にてメール操作や OneDrive 操作して下さ

い。 

4 時間 

第３回 対面 

1）教学システムの基本操作 

 ・本学 ICT 環境(3)： 

2）Windows の操作(3)・タイピングの基礎 

 ・Windows の基本操作 

 ・日本語入力・タイピングの基礎 

 ・作成ファイルのアップロード 

【テキスト】ウィンドウズ編全体 

○事前学修 

・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自

宅 PC等で操作して下さい。 

○事後学修 

・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内

システムを通じて提出してください。 

・以後、少なくとも「5分間で日本語 300文字以上」

を第 12 回目の授業では超えるように、タイピング練

習をしてください。 

4 時間 

第４回 対面 

1）情報検索と図書館蔵書検索 

2）プレゼンテーションソフトの基本操作

(1) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・STEP1 PowerPoint について～STEP6 

プレゼンテーションを印刷しよう 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認

しておきましょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習

しておきましょう。 

4 時間 

第５回 対面 

1）プレゼンテーションソフトの基本操作

(2) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・前回の続き 

・練習問題 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を

事前に確認しましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 
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第６回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(1) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・STEP1 Word について～STEP6 長文のレ

ポートを編集しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

4 時間 

第７回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(2) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・練習問題 1 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(3) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・練習問題 2と 3 

2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキ

スト】ネット社会で情報を安全に使いこな

そう 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 2 と 3 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 2と 3 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(1) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP1 Excelについて～STEP5 表を印刷

しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP1～5 の操作を復習しておきましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(2) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP6 グラフを作成しよう～STEP8 複

数のシートを操作しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP6～8 の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１１回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(3) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1と 2 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 と 2 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(4) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・STEP9 関数を使いこなそう～STEP11 

条件付き書式を設定しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP9～11の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１３回 対面 

1）総合演習 1 

・総合演習課題(1) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１４回 対面 

1）総合演習 2 

・総合演習課題(2) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

1）総合演習 3 

・総合演習課題(3) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

2025/05/01

16



 

 

科目名 ビジネス情報基礎 開講年度 2025 

担当者 森下 浩平 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 情報処理と ICT に関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、情報処理と ICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー

（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、これからの大学生活を送る上で基本

となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大

学では、特定のテーマについて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。

また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面で ICT が利用され、利活用することが求め

られます。 

・本科目では、PC の基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われている

ワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの「使い方」（操作知識とスキル）の基

礎を修得します。また、本学の教学システム、関連した SNS（Social Networking Services）・

クラウドサービス・メールサービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った

情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ（IT

パスポート出題内容）についても学修します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となる ICT（情報通信技術）・情報

処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得です。具体的に

は以下の項目を到達目標とします。 

1）PC を操作し、本学の教学システム、関連した SNS やクラウドサービスを適切に利用できる。 

2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等

を含む）ができる。 

3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について

説明できる。 

4）キーボードを使って文字入力ができる（5 分間で日本語 300 文字以上）。 

5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。 

6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。 

7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラ

フの作成ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・PC を用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。 

・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバック

します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
情報リテラシー入門編 Windows10／Office 2019対応

型番（FPT1918），FOM，FOM 出版，2020 年 
ISBN 9784865104165 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 ー 

この科目の受講に 

あたって 

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーシ

ョンソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけることが可能です。これらスキルの修得

には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須の

スキルとなるため、集中して取り組み修得して下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

1）ガイダンス 

2）本学の情報通信機器及び教学システム

の概要や基本操作 

・本学 ICT 環境(1)：Learning Portal、U

niversal Passport、クラウドサービス（M

icrosoft/Office365）等 

・Windows の操作(1) 

・情報セキュリティ・パスワード変更 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP1Windows について～STEP6 アプリを

操作しよう，STEP10 Windows を終了しよ

う 

○事前学修 

・全 15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認

して下さい。 

・学内システムのパスワードをどのようにするかに

ついて決めてきてください（パスワードは半角英数

字記号を利用します）。 

○事後学修 

・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内

の連絡事項を確認してください。 

・自宅 PC から本学の教学システムにアクセスし授業

資料をダウンロードし閲覧してください。 

4 時間 

第２回 対面 

1）教学システムの基本操作 

・Windows の操作(2) 

・本学 ICT 環境(2)：学修ポートフォリオ、

クラウドサービス/SNS Microsoft/Office

365（Outlook、OneDrive 等） 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP7 ファイルを上手に管理しよう～STE

P9 インターネットを使ってみよう 

○事前学修 

・第 1 回の操作を基本としますので、第 1 回の内容

を事前に復習して下さい。 

○事後学修 

・自宅 PC にてメール操作や OneDrive 操作して下さ

い。 

4 時間 

第３回 対面 

1）教学システムの基本操作 

 ・本学 ICT 環境(3)： 

2）Windows の操作(3)・タイピングの基礎 

 ・Windows の基本操作 

 ・日本語入力・タイピングの基礎 

 ・作成ファイルのアップロード 

【テキスト】ウィンドウズ編全体 

○事前学修 

・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自

宅 PC等で操作して下さい。 

○事後学修 

・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内

システムを通じて提出してください。 

・以後、少なくとも「5分間で日本語 300文字以上」

を第 12 回目の授業では超えるように、タイピング練

習をしてください。 

4 時間 

第４回 対面 

1）情報検索と図書館蔵書検索 

2）プレゼンテーションソフトの基本操作

(1) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・STEP1 PowerPoint について～STEP6 

プレゼンテーションを印刷しよう 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認

しておきましょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習

しておきましょう。 

4 時間 

第５回 対面 

1）プレゼンテーションソフトの基本操作

(2) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・前回の続き 

・練習問題 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を

事前に確認しましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

2025/05/01

18



 

 

第６回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(1) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・STEP1 Word について～STEP6 長文のレ

ポートを編集しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

4 時間 

第７回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(2) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・練習問題 1 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(3) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・練習問題 2と 3 

2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキ

スト】ネット社会で情報を安全に使いこな

そう 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 2 と 3 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 2と 3 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(1) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP1 Excelについて～STEP5 表を印刷

しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP1～5 の操作を復習しておきましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(2) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP6 グラフを作成しよう～STEP8 複

数のシートを操作しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP6～8 の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１１回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(3) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1と 2 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 と 2 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(4) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・STEP9 関数を使いこなそう～STEP11 

条件付き書式を設定しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP9～11の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１３回 対面 

1）総合演習 1 

・総合演習課題(1) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１４回 対面 

1）総合演習 2 

・総合演習課題(2) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

1）総合演習 3 

・総合演習課題(3) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 
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科目名 ビジネス情報基礎 開講年度 2025 

担当者 川浪 隆之 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 情報処理と ICT に関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、情報処理と ICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー

（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、これからの大学生活を送る上で基本

となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大

学では、特定のテーマについて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。

また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面で ICT が利用され、利活用することが求め

られます。 

・本科目では、PC の基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われている

ワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの「使い方」（操作知識とスキル）の基

礎を修得します。また、本学の教学システム、関連した SNS（Social Networking Services）・

クラウドサービス・メールサービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った

情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ（IT

パスポート出題内容）についても学修します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となる ICT（情報通信技術）・情報

処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得です。具体的に

は以下の項目を到達目標とします。 

1）PC を操作し、本学の教学システム、関連した SNS やクラウドサービスを適切に利用できる。 

2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等

を含む）ができる。 

3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について

説明できる。 

4）キーボードを使って文字入力ができる（5 分間で日本語 300 文字以上）。 

5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。 

6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。 

7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラ

フの作成ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・PC を用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。 

・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバック

します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
情報リテラシー入門編 Windows10／Office 2019対応

型番（FPT1918），FOM，FOM 出版，2020 年 
ISBN 9784865104165 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 ー 

この科目の受講に 

あたって 

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーシ

ョンソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけることが可能です。これらスキルの修得

には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須の

スキルとなるため、集中して取り組み修得して下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

1）ガイダンス 

2）本学の情報通信機器及び教学システム

の概要や基本操作 

・本学 ICT 環境(1)：Learning Portal、U

niversal Passport、クラウドサービス（M

icrosoft/Office365）等 

・Windows の操作(1) 

・情報セキュリティ・パスワード変更 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP1Windows について～STEP6 アプリを

操作しよう，STEP10 Windows を終了しよ

う 

○事前学修 

・全 15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認

して下さい。 

・学内システムのパスワードをどのようにするかに

ついて決めてきてください（パスワードは半角英数

字記号を利用します）。 

○事後学修 

・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内

の連絡事項を確認してください。 

・自宅 PC から本学の教学システムにアクセスし授業

資料をダウンロードし閲覧してください。 

4 時間 

第２回 対面 

1）教学システムの基本操作 

・Windows の操作(2) 

・本学 ICT 環境(2)：学修ポートフォリオ、

クラウドサービス/SNS Microsoft/Office

365（Outlook、OneDrive 等） 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP7 ファイルを上手に管理しよう～STE

P9 インターネットを使ってみよう 

○事前学修 

・第 1 回の操作を基本としますので、第 1 回の内容

を事前に復習して下さい。 

○事後学修 

・自宅 PC にてメール操作や OneDrive 操作して下さ

い。 

4 時間 

第３回 対面 

1）教学システムの基本操作 

 ・本学 ICT 環境(3)： 

2）Windows の操作(3)・タイピングの基礎 

 ・Windows の基本操作 

 ・日本語入力・タイピングの基礎 

 ・作成ファイルのアップロード 

【テキスト】ウィンドウズ編全体 

○事前学修 

・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自

宅 PC等で操作して下さい。 

○事後学修 

・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内

システムを通じて提出してください。 

・以後、少なくとも「5分間で日本語 300文字以上」

を第 12 回目の授業では超えるように、タイピング練

習をしてください。 

4 時間 

第４回 対面 

1）情報検索と図書館蔵書検索 

2）プレゼンテーションソフトの基本操作

(1) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・STEP1 PowerPoint について～STEP6 

プレゼンテーションを印刷しよう 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認

しておきましょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習

しておきましょう。 

4 時間 

第５回 対面 

1）プレゼンテーションソフトの基本操作

(2) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・前回の続き 

・練習問題 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を

事前に確認しましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 
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第６回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(1) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・STEP1 Word について～STEP6 長文のレ

ポートを編集しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

4 時間 

第７回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(2) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・練習問題 1 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(3) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・練習問題 2と 3 

2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキ

スト】ネット社会で情報を安全に使いこな

そう 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 2 と 3 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 2と 3 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(1) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP1 Excelについて～STEP5 表を印刷

しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP1～5 の操作を復習しておきましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(2) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP6 グラフを作成しよう～STEP8 複

数のシートを操作しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP6～8 の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１１回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(3) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1と 2 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 と 2 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(4) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・STEP9 関数を使いこなそう～STEP11 

条件付き書式を設定しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP9～11の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１３回 対面 

1）総合演習 1 

・総合演習課題(1) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１４回 対面 

1）総合演習 2 

・総合演習課題(2) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

1）総合演習 3 

・総合演習課題(3) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 
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科目名 ビジネス情報基礎 開講年度 2025 

担当者 宮崎 裕 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 情報処理と ICT に関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、情報処理と ICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー

（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、これからの大学生活を送る上で基本

となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大

学では、特定のテーマについて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。

また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面で ICT が利用され、利活用することが求め

られます。 

・本科目では、PC の基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われている

ワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの「使い方」（操作知識とスキル）の基

礎を修得します。また、本学の教学システム、関連した SNS（Social Networking Services）・

クラウドサービス・メールサービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った

情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ（IT

パスポート出題内容）についても学修します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となる ICT（情報通信技術）・情報

処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得です。具体的に

は以下の項目を到達目標とします。 

1）PC を操作し、本学の教学システム、関連した SNS やクラウドサービスを適切に利用できる。 

2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等

を含む）ができる。 

3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について

説明できる。 

4）キーボードを使って文字入力ができる（5 分間で日本語 300 文字以上）。 

5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。 

6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。 

7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラ

フの作成ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・PC を用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。 

・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバック

します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
情報リテラシー入門編 Windows10／Office 2019対応

型番（FPT1918），FOM，FOM 出版，2020 年 
ISBN 9784865104165 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 ー 

この科目の受講に 

あたって 

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーシ

ョンソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけることが可能です。これらスキルの修得

には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須の

スキルとなるため、集中して取り組み修得して下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

1）ガイダンス 

2）本学の情報通信機器及び教学システム

の概要や基本操作 

・本学 ICT 環境(1)：Learning Portal、U

niversal Passport、クラウドサービス（M

icrosoft/Office365）等 

・Windows の操作(1) 

・情報セキュリティ・パスワード変更 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP1Windows について～STEP6 アプリを

操作しよう，STEP10 Windows を終了しよ

う 

○事前学修 

・全 15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認

して下さい。 

・学内システムのパスワードをどのようにするかに

ついて決めてきてください（パスワードは半角英数

字記号を利用します）。 

○事後学修 

・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内

の連絡事項を確認してください。 

・自宅 PC から本学の教学システムにアクセスし授業

資料をダウンロードし閲覧してください。 

4 時間 

第２回 対面 

1）教学システムの基本操作 

・Windows の操作(2) 

・本学 ICT 環境(2)：学修ポートフォリオ、

クラウドサービス/SNS Microsoft/Office

365（Outlook、OneDrive 等） 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP7 ファイルを上手に管理しよう～STE

P9 インターネットを使ってみよう 

○事前学修 

・第 1 回の操作を基本としますので、第 1 回の内容

を事前に復習して下さい。 

○事後学修 

・自宅 PC にてメール操作や OneDrive 操作して下さ

い。 

4 時間 

第３回 対面 

1）教学システムの基本操作 

 ・本学 ICT 環境(3)： 

2）Windows の操作(3)・タイピングの基礎 

 ・Windows の基本操作 

 ・日本語入力・タイピングの基礎 

 ・作成ファイルのアップロード 

【テキスト】ウィンドウズ編全体 

○事前学修 

・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自

宅 PC等で操作して下さい。 

○事後学修 

・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内

システムを通じて提出してください。 

・以後、少なくとも「5分間で日本語 300文字以上」

を第 12 回目の授業では超えるように、タイピング練

習をしてください。 

4 時間 

第４回 対面 

1）情報検索と図書館蔵書検索 

2）プレゼンテーションソフトの基本操作

(1) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・STEP1 PowerPoint について～STEP6 

プレゼンテーションを印刷しよう 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認

しておきましょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習

しておきましょう。 

4 時間 

第５回 対面 

1）プレゼンテーションソフトの基本操作

(2) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・前回の続き 

・練習問題 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を

事前に確認しましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 
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第６回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(1) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・STEP1 Word について～STEP6 長文のレ

ポートを編集しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

4 時間 

第７回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(2) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・練習問題 1 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(3) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・練習問題 2と 3 

2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキ

スト】ネット社会で情報を安全に使いこな

そう 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 2 と 3 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 2と 3 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(1) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP1 Excelについて～STEP5 表を印刷

しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP1～5 の操作を復習しておきましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(2) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP6 グラフを作成しよう～STEP8 複

数のシートを操作しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP6～8 の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１１回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(3) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1と 2 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 と 2 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(4) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・STEP9 関数を使いこなそう～STEP11 

条件付き書式を設定しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP9～11の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１３回 対面 

1）総合演習 1 

・総合演習課題(1) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１４回 対面 

1）総合演習 2 

・総合演習課題(2) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

1）総合演習 3 

・総合演習課題(3) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 
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科目名 ビジネス情報基礎 開講年度 2025 

担当者 岩見 真希 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 情報処理と ICT に関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、情報処理と ICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー

（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、これからの大学生活を送る上で基本

となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大

学では、特定のテーマについて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。

また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面で ICT が利用され、利活用することが求め

られます。 

・本科目では、PC の基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われている

ワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの「使い方」（操作知識とスキル）の基

礎を修得します。また、本学の教学システム、関連した SNS（Social Networking Services）・

クラウドサービス・メールサービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った

情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ（IT

パスポート出題内容）についても学修します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となる ICT（情報通信技術）・情報

処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得です。具体的に

は以下の項目を到達目標とします。 

1）PC を操作し、本学の教学システム、関連した SNS やクラウドサービスを適切に利用できる。 

2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等

を含む）ができる。 

3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について

説明できる。 

4）キーボードを使って文字入力ができる（5 分間で日本語 300 文字以上）。 

5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。 

6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。 

7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラ

フの作成ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・PC を用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。 

・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバック

します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
情報リテラシー入門編 Windows10／Office 2019対応

型番（FPT1918），FOM，FOM 出版，2020 年 
ISBN 9784865104165 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 ー 

この科目の受講に 

あたって 

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーシ

ョンソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけることが可能です。これらスキルの修得

には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須の

スキルとなるため、集中して取り組み修得して下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

1）ガイダンス 

2）本学の情報通信機器及び教学システム

の概要や基本操作 

・本学 ICT 環境(1)：Learning Portal、U

niversal Passport、クラウドサービス（M

icrosoft/Office365）等 

・Windows の操作(1) 

・情報セキュリティ・パスワード変更 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP1Windows について～STEP6 アプリを

操作しよう，STEP10 Windows を終了しよ

う 

○事前学修 

・全 15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認

して下さい。 

・学内システムのパスワードをどのようにするかに

ついて決めてきてください（パスワードは半角英数

字記号を利用します）。 

○事後学修 

・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内

の連絡事項を確認してください。 

・自宅 PC から本学の教学システムにアクセスし授業

資料をダウンロードし閲覧してください。 

4 時間 

第２回 対面 

1）教学システムの基本操作 

・Windows の操作(2) 

・本学 ICT 環境(2)：学修ポートフォリオ、

クラウドサービス/SNS Microsoft/Office

365（Outlook、OneDrive 等） 

【テキスト】ウィンドウズ編 

STEP7 ファイルを上手に管理しよう～STE

P9 インターネットを使ってみよう 

○事前学修 

・第 1 回の操作を基本としますので、第 1 回の内容

を事前に復習して下さい。 

○事後学修 

・自宅 PC にてメール操作や OneDrive 操作して下さ

い。 

4 時間 

第３回 対面 

1）教学システムの基本操作 

 ・本学 ICT 環境(3)： 

2）Windows の操作(3)・タイピングの基礎 

 ・Windows の基本操作 

 ・日本語入力・タイピングの基礎 

 ・作成ファイルのアップロード 

【テキスト】ウィンドウズ編全体 

○事前学修 

・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自

宅 PC等で操作して下さい。 

○事後学修 

・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内

システムを通じて提出してください。 

・以後、少なくとも「5分間で日本語 300文字以上」

を第 12 回目の授業では超えるように、タイピング練

習をしてください。 

4 時間 

第４回 対面 

1）情報検索と図書館蔵書検索 

2）プレゼンテーションソフトの基本操作

(1) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・STEP1 PowerPoint について～STEP6 

プレゼンテーションを印刷しよう 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認

しておきましょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習

しておきましょう。 

4 時間 

第５回 対面 

1）プレゼンテーションソフトの基本操作

(2) 

【テキスト】プレゼンテーション編 

・前回の続き 

・練習問題 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を

事前に確認しましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 
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第６回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(1) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・STEP1 Word について～STEP6 長文のレ

ポートを編集しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

○事後学修 

・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきま

しょう。STEP1～STEP6。 

4 時間 

第７回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(2) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・練習問題 1 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

1）ワープロソフトの基本操作(3) 

【テキスト】ワープロソフトを活用しよう 

・練習問題 2と 3 

2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキ

スト】ネット社会で情報を安全に使いこな

そう 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 2 と 3 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 2と 3 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(1) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP1 Excelについて～STEP5 表を印刷

しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP1～5 の操作を復習しておきましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(2) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

STEP6 グラフを作成しよう～STEP8 複

数のシートを操作しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP6～8 の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１１回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(3) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・前回の続き 

・練習問題 1と 2 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの練習問題 1 と 2 を事前に確認しておき

ましょう。 

○事後学修 

・練習問題 1と 2 を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

1）表計算ソフトの基本操作(4) 

【テキスト】表計算ソフトを活用しよう 

・STEP9 関数を使いこなそう～STEP11 

条件付き書式を設定しよう 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきまし

ょう。 

○事後学修 

・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しよう

STEP9～11の操作を復習しておきましょう 

4 時間 

第１３回 対面 

1）総合演習 1 

・総合演習課題(1) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１４回 対面 

1）総合演習 2 

・総合演習課題(2) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

1）総合演習 3 

・総合演習課題(3) 

2）情報モラル＆情報セキュリティ 

3) タイピングスコアの提出 

○事前学修 

・テキストを使って操作を確認しておきましょう 

○事後学修 

・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。 

4 時間 
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科目名 データサイエンス基礎 開講年度 2025 

担当者 森下 浩平 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイ

エンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育成することを目的とします。 

・数理・データサイエンス・AI に関するリテラシーは、Society 5.0 の実現や SDGs を達成する

上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも必要となる「就業力」といえ

ます。 

・データや AI に関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる

力を育成する上でも数理・データサイエンス・AI に関する基礎的知識やスキルは必須の能力と

言えます。 

・本科目では、このような数理・データサイエンス・AI に関する能力の修得に向けて、各オフ

ィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会における実課題や実データを活用

する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。 

・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（IT パスポート出

題内容）についても学修します。 

・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠

しています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以

下の項目を到達目標とします。 

1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AI の活用領域、データ・AI

利活用の現場、データ・AI 利活用の最新動向について説明できる。 

2）データを読み、説明し、扱うことができる。 

3）データ・AI を扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュ

リティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明できる。 

4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する

報告資料を作成できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・PC を用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習） 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
AI データサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術

評論社，2022 年 
ISBN 9784297130428 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 最終課題 

この科目の受講に 

あたって 

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」

に関する知識や技能を身につける事が可能です。 

・欠席した場合は LearningPortal を確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用

 1-1 社会で起きている変化 

・情報倫理・情報セキュリティなど、情報

の取扱いに係る法規・倫理(※以降、ELSI&

S：Ethical, Legal and Social Issues &

 Security と略記を用いる) 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を復習しておきましょう。 

4 時間 

第２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデー

タ①、第 2 章 データリテラシー 2-1 

Excel の基本的な操作 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

復習してください。 

4 時間 

第３回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-2 社会で活用されているデータ②、第

2 章 データリテラシー 2-2 時系列デ

ータの可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-3 データ・AIの活用領域、第 2 章 デ

ータリテラシー 2-3 平均の算出とその

可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術①、

第 2 章 データリテラシー 2-4 標準偏

差の算出とその可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

ELSI&Sテスト 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化とその可

視化を事前に読んでください。 

4 時間 
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されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化を復習し

てください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第６回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術②、

第 2 章 データリテラシー 2-5 大量の

データを扱う方法① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を事前に読ん

でください。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を復習してく

ださい。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場①、第 2 章

 データリテラシー 2-5 大量のデータ

を扱う方法② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場②、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の

算出と箱ひげ図① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動

向、第 2 章 データリテラシー 2-6 基

本統計量の算出と箱ひげ図② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1①、第 2 章 データリテラシー

 2-7 度数分布表とヒストグラムの作成 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 ELSI&Sテスト ○事前学修 4 時間 
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第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1②、第 2 章 データリテラシー

 2-8 散布図の作成と相関係数の算出 

モデルカリキュラムとの対応（追加資料含

む）：社会で活用されているデータ、デー

タを説明する・データを読む・データを扱

う・データ・AI の活用領域 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第１２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-2 データを守る上での留意事

項、第 2 章 データリテラシー 2-9 定

性データの扱い方とクロス集計 

・モデルカリキュラムとの対応（追加資料

含む）：社会で起きている変化、データ・A

I 利活用の現場、データ・AI の活用領域・

データ・AI を扱う上での留意事項 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

復習しておきましょう。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(1) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１４回 対面 総合演習（最終課題） 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(2) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させ提出してください。 

4 時間 
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科目名 データサイエンス基礎 開講年度 2025 

担当者 森下 浩平 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイ

エンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育成することを目的とします。 

・数理・データサイエンス・AI に関するリテラシーは、Society 5.0 の実現や SDGs を達成する

上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも必要となる「就業力」といえ

ます。 

・データや AI に関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる

力を育成する上でも数理・データサイエンス・AI に関する基礎的知識やスキルは必須の能力と

言えます。 

・本科目では、このような数理・データサイエンス・AI に関する能力の修得に向けて、各オフ

ィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会における実課題や実データを活用

する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。 

・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（IT パスポート出

題内容）についても学修します。 

・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠

しています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以

下の項目を到達目標とします。 

1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AI の活用領域、データ・AI

利活用の現場、データ・AI 利活用の最新動向について説明できる。 

2）データを読み、説明し、扱うことができる。 

3）データ・AI を扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュ

リティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明できる。 

4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する

報告資料を作成できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・PC を用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習） 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
AI データサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術

評論社，2022 年 
ISBN 9784297130428 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 最終課題 

この科目の受講に 

あたって 

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」

に関する知識や技能を身につける事が可能です。 

・欠席した場合は LearningPortal を確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用

 1-1 社会で起きている変化 

・情報倫理・情報セキュリティなど、情報

の取扱いに係る法規・倫理(※以降、ELSI&

S：Ethical, Legal and Social Issues &

 Security と略記を用いる) 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を復習しておきましょう。 

4 時間 

第２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデー

タ①、第 2 章 データリテラシー 2-1 

Excel の基本的な操作 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

復習してください。 

4 時間 

第３回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-2 社会で活用されているデータ②、第

2 章 データリテラシー 2-2 時系列デ

ータの可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-3 データ・AIの活用領域、第 2 章 デ

ータリテラシー 2-3 平均の算出とその

可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術①、

第 2 章 データリテラシー 2-4 標準偏

差の算出とその可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

ELSI&Sテスト 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化とその可

視化を事前に読んでください。 

4 時間 
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されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化を復習し

てください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第６回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術②、

第 2 章 データリテラシー 2-5 大量の

データを扱う方法① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を事前に読ん

でください。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を復習してく

ださい。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場①、第 2 章

 データリテラシー 2-5 大量のデータ

を扱う方法② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場②、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の

算出と箱ひげ図① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動

向、第 2 章 データリテラシー 2-6 基

本統計量の算出と箱ひげ図② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1①、第 2 章 データリテラシー

 2-7 度数分布表とヒストグラムの作成 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 ELSI&Sテスト ○事前学修 4 時間 
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第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1②、第 2 章 データリテラシー

 2-8 散布図の作成と相関係数の算出 

モデルカリキュラムとの対応（追加資料含

む）：社会で活用されているデータ、デー

タを説明する・データを読む・データを扱

う・データ・AI の活用領域 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第１２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-2 データを守る上での留意事

項、第 2 章 データリテラシー 2-9 定

性データの扱い方とクロス集計 

・モデルカリキュラムとの対応（追加資料

含む）：社会で起きている変化、データ・A

I 利活用の現場、データ・AI の活用領域・

データ・AI を扱う上での留意事項 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

復習しておきましょう。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(1) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１４回 対面 総合演習（最終課題） 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(2) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させ提出してください。 

4 時間 
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科目名 データサイエンス基礎 開講年度 2025 

担当者 川浪 隆之 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイ

エンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育成することを目的とします。 

・数理・データサイエンス・AI に関するリテラシーは、Society 5.0 の実現や SDGs を達成する

上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも必要となる「就業力」といえ

ます。 

・データや AI に関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる

力を育成する上でも数理・データサイエンス・AI に関する基礎的知識やスキルは必須の能力と

言えます。 

・本科目では、このような数理・データサイエンス・AI に関する能力の修得に向けて、各オフ

ィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会における実課題や実データを活用

する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。 

・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（IT パスポート出

題内容）についても学修します。 

・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠

しています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以

下の項目を到達目標とします。 

1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AI の活用領域、データ・AI

利活用の現場、データ・AI 利活用の最新動向について説明できる。 

2）データを読み、説明し、扱うことができる。 

3）データ・AI を扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュ

リティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明できる。 

4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する

報告資料を作成できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・PC を用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習） 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
AI データサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術

評論社，2022 年 
ISBN 9784297130428 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 最終課題 

この科目の受講に 

あたって 

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」

に関する知識や技能を身につける事が可能です。 

・欠席した場合は LearningPortal を確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用

 1-1 社会で起きている変化 

・情報倫理・情報セキュリティなど、情報

の取扱いに係る法規・倫理(※以降、ELSI&

S：Ethical, Legal and Social Issues &

 Security と略記を用いる) 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を復習しておきましょう。 

4 時間 

第２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデー

タ①、第 2 章 データリテラシー 2-1 

Excel の基本的な操作 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

復習してください。 

4 時間 

第３回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-2 社会で活用されているデータ②、第

2 章 データリテラシー 2-2 時系列デ

ータの可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-3 データ・AIの活用領域、第 2 章 デ

ータリテラシー 2-3 平均の算出とその

可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術①、

第 2 章 データリテラシー 2-4 標準偏

差の算出とその可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

ELSI&Sテスト 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化とその可

視化を事前に読んでください。 

4 時間 
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されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化を復習し

てください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第６回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術②、

第 2 章 データリテラシー 2-5 大量の

データを扱う方法① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を事前に読ん

でください。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を復習してく

ださい。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場①、第 2 章

 データリテラシー 2-5 大量のデータ

を扱う方法② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場②、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の

算出と箱ひげ図① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動

向、第 2 章 データリテラシー 2-6 基

本統計量の算出と箱ひげ図② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1①、第 2 章 データリテラシー

 2-7 度数分布表とヒストグラムの作成 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 ELSI&Sテスト ○事前学修 4 時間 
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第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1②、第 2 章 データリテラシー

 2-8 散布図の作成と相関係数の算出 

モデルカリキュラムとの対応（追加資料含

む）：社会で活用されているデータ、デー

タを説明する・データを読む・データを扱

う・データ・AI の活用領域 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第１２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-2 データを守る上での留意事

項、第 2 章 データリテラシー 2-9 定

性データの扱い方とクロス集計 

・モデルカリキュラムとの対応（追加資料

含む）：社会で起きている変化、データ・A

I 利活用の現場、データ・AI の活用領域・

データ・AI を扱う上での留意事項 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

復習しておきましょう。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(1) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１４回 対面 総合演習（最終課題） 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(2) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させ提出してください。 

4 時間 
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科目名 データサイエンス基礎 開講年度 2025 

担当者 宮崎 裕 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイ

エンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育成することを目的とします。 

・数理・データサイエンス・AI に関するリテラシーは、Society 5.0 の実現や SDGs を達成する

上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも必要となる「就業力」といえ

ます。 

・データや AI に関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる

力を育成する上でも数理・データサイエンス・AI に関する基礎的知識やスキルは必須の能力と

言えます。 

・本科目では、このような数理・データサイエンス・AI に関する能力の修得に向けて、各オフ

ィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会における実課題や実データを活用

する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。 

・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（IT パスポート出

題内容）についても学修します。 

・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠

しています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以

下の項目を到達目標とします。 

1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AI の活用領域、データ・AI

利活用の現場、データ・AI 利活用の最新動向について説明できる。 

2）データを読み、説明し、扱うことができる。 

3）データ・AI を扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュ

リティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明できる。 

4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する

報告資料を作成できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・PC を用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習） 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
AI データサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術

評論社，2022 年 
ISBN 9784297130428 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 最終課題 

この科目の受講に 

あたって 

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」

に関する知識や技能を身につける事が可能です。 

・欠席した場合は LearningPortal を確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用

 1-1 社会で起きている変化 

・情報倫理・情報セキュリティなど、情報

の取扱いに係る法規・倫理(※以降、ELSI&

S：Ethical, Legal and Social Issues &

 Security と略記を用いる) 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を復習しておきましょう。 

4 時間 

第２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデー

タ①、第 2 章 データリテラシー 2-1 

Excel の基本的な操作 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

復習してください。 

4 時間 

第３回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-2 社会で活用されているデータ②、第

2 章 データリテラシー 2-2 時系列デ

ータの可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-3 データ・AIの活用領域、第 2 章 デ

ータリテラシー 2-3 平均の算出とその

可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術①、

第 2 章 データリテラシー 2-4 標準偏

差の算出とその可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

ELSI&Sテスト 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化とその可

視化を事前に読んでください。 

4 時間 
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されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化を復習し

てください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第６回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術②、

第 2 章 データリテラシー 2-5 大量の

データを扱う方法① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を事前に読ん

でください。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を復習してく

ださい。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場①、第 2 章

 データリテラシー 2-5 大量のデータ

を扱う方法② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場②、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の

算出と箱ひげ図① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動

向、第 2 章 データリテラシー 2-6 基

本統計量の算出と箱ひげ図② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1①、第 2 章 データリテラシー

 2-7 度数分布表とヒストグラムの作成 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 ELSI&Sテスト ○事前学修 4 時間 
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第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1②、第 2 章 データリテラシー

 2-8 散布図の作成と相関係数の算出 

モデルカリキュラムとの対応（追加資料含

む）：社会で活用されているデータ、デー

タを説明する・データを読む・データを扱

う・データ・AI の活用領域 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第１２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-2 データを守る上での留意事

項、第 2 章 データリテラシー 2-9 定

性データの扱い方とクロス集計 

・モデルカリキュラムとの対応（追加資料

含む）：社会で起きている変化、データ・A

I 利活用の現場、データ・AI の活用領域・

データ・AI を扱う上での留意事項 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

復習しておきましょう。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(1) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１４回 対面 総合演習（最終課題） 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(2) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させ提出してください。 

4 時間 
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科目名 データサイエンス基礎 開講年度 2025 

担当者 岩見 真希 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル） 

授業の目的及び概要 

・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイ

エンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育成することを目的とします。 

・数理・データサイエンス・AI に関するリテラシーは、Society 5.0 の実現や SDGs を達成する

上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも必要となる「就業力」といえ

ます。 

・データや AI に関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる

力を育成する上でも数理・データサイエンス・AI に関する基礎的知識やスキルは必須の能力と

言えます。 

・本科目では、このような数理・データサイエンス・AI に関する能力の修得に向けて、各オフ

ィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会における実課題や実データを活用

する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。 

・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（IT パスポート出

題内容）についても学修します。 

・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠

しています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以

下の項目を到達目標とします。 

1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AI の活用領域、データ・AI

利活用の現場、データ・AI 利活用の最新動向について説明できる。 

2）データを読み、説明し、扱うことができる。 

3）データ・AI を扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュ

リティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明できる。 

4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する

報告資料を作成できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・PC を用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習） 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
AI データサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術

評論社，2022 年 
ISBN 9784297130428 

参考書 ー ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 最終課題 

この科目の受講に 

あたって 

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」

に関する知識や技能を身につける事が可能です。 

・欠席した場合は LearningPortal を確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用

 1-1 社会で起きている変化 

・情報倫理・情報セキュリティなど、情報

の取扱いに係る法規・倫理(※以降、ELSI&

S：Ethical, Legal and Social Issues &

 Security と略記を用いる) 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 1-1 社会

で起きている変化を復習しておきましょう。 

4 時間 

第２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデー

タ①、第 2 章 データリテラシー 2-1 

Excel の基本的な操作 

・モデルカリキュラムとの対応：社会で起

きている変化、データ・AI利活用の現場、

データ・AI の活用領域・データ・AI を扱

う上での留意事項 

○事前学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-2 社会で活用されているデータ、第 2章

 データリテラシー 2-1 Excel の基本的な操作を

復習してください。 

4 時間 

第３回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-2 社会で活用されているデータ②、第

2 章 データリテラシー 2-2 時系列デ

ータの可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-2 社会

で活用されているデータ、第 2 章 データリテラシ

ー 2-2 時系列データの可視化を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-3 データ・AIの活用領域、第 2 章 デ

ータリテラシー 2-3 平均の算出とその

可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-3 デー

タ・AIの活用領域、第 2章 データリテラシー 2-3

 平均の算出とその可視化を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術①、

第 2 章 データリテラシー 2-4 標準偏

差の算出とその可視化 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

ELSI&Sテスト 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化とその可

視化を事前に読んでください。 

4 時間 
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されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-4 標準偏差の算出とその可視化を復習し

てください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第６回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-4 データ・AI利活用のための技術②、

第 2 章 データリテラシー 2-5 大量の

データを扱う方法① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を事前に読ん

でください。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-4 デー

タ・AI 利活用のための技術、第 2 章 データリテラ

シー 2-5 大量のデータを扱う方法を復習してく

ださい。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場①、第 2 章

 データリテラシー 2-5 大量のデータ

を扱う方法② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を事前に読んでくださ

い。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-5 大量のデータを扱う方法を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 社会におけるデータ・AI利活用 

1-5 データ・AI利活用の現場②、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の

算出と箱ひげ図① 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に読んでく

ださい。 

○事後学修 

第 1 章 社会におけるデータ・AI 利活用 1-5 デー

タ・AI利活用の現場、第 2 章 データリテラシー 2

-6 基本統計量の算出と箱ひげ図を復習してくださ

い。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動

向、第 2 章 データリテラシー 2-6 基

本統計量の算出と箱ひげ図② 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 1 章 1-6 データ・AI 利活用の最新動向、第 2 章

 データリテラシー 2-6 基本統計量の算出と箱

ひげ図を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1①、第 2 章 データリテラシー

 2-7 度数分布表とヒストグラムの作成 

モデルカリキュラムとの対応：社会で活用

されているデータ、データを説明する・デ

ータを読む・データを扱う・データ・AI の

活用領域 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-7 度数分布表とヒス

トグラムの作成を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 ELSI&Sテスト ○事前学修 4 時間 
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第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-1②、第 2 章 データリテラシー

 2-8 散布図の作成と相関係数の算出 

モデルカリキュラムとの対応（追加資料含

む）：社会で活用されているデータ、デー

タを説明する・データを読む・データを扱

う・データ・AI の活用領域 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を事前に読んでください。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI利活用における留意事項 3-1、

第 2章 データリテラシー 2-8 散布図の作成と相

関係数の算出を復習してください。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

第１２回 対面 

ELSI&Sテスト 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意

事項 3-2 データを守る上での留意事

項、第 2 章 データリテラシー 2-9 定

性データの扱い方とクロス集計 

・モデルカリキュラムとの対応（追加資料

含む）：社会で起きている変化、データ・A

I 利活用の現場、データ・AI の活用領域・

データ・AI を扱う上での留意事項 

○事前学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

事前に読んでおきましょう。 

○事後学修 

第 3 章 データ・AI 利活用における留意事項 3-2 

データを守る上での留意事項、第 2 章 データリテ

ラシー 2-9 定性データの扱い方とクロス集計を

復習しておきましょう。 

出題された課題を完成させ提出して下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(1) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１４回 対面 総合演習（最終課題） 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・企業等から提供される実データを用い

た処理・分析と報告書の作成(2) 

○事前学修 

テキスト全体を復習しておきましょう。 

○事後学修 

出題された課題を完成させ提出してください。 

4 時間 
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科目名 経営管理論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 経営管理に関する基本知識を学びます。 

授業の目的及び概要 

経営管理の実際の業務は、企業内部で行われており、中々表に出てこないため、難しいと思わ

れるかもしれません。この授業では、それを学ぶ第一歩として、企業がどのような構造を持っ

ているのか、企業とはどのようなものかや経営資源（ヒト・モノ・カネ）がどのようなものか、

そして、実際にどうやって管理し、作り出しているのかを学びます。日本で企業を経営する際

には、どういったことを知っておくべきかを学び、企業がどのような活動を行っているかをイ

メージでき、経営管理の基本理論が企業の活動にどのように影響を及ぼしているかを理解しま

しょう。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①日本企業の特徴を表す基本用語を理解する。  

②企業の諸活動の詳細を理解するための基本用語を理解する。   

③経営管理論の代表的な理論を理解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

知識定着を確認するための中間テストを 2 回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミン

グアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果について講義中にフィードバックを

行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

①経営管理論，上野 恭裕・馬場 大治 編著，中央経済

社，2016 年 

授業では、教科書、参考書を参照しながら、板書、パ

ワーポイントと資料(Learning Portal に掲載)を用い

て行います。 

ISBN 0 

参考書 
井原久光，経営学入門キーコンセプト，ミネルヴァ書

房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

①教科書、参考書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するために小テスト

を実施し、解答を提出していただきます。 

②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。 
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③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。 

④学修内容の確認と定着のため、課題を課すことがあります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス・経営管理とは 

参考書対応項目：管理過程論(41) 

キーワード：経営管理、管理職能、トップ・

マネジメント 

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認す

ること。教科書第 1 章（pp.12-25）、参考書の対応項

目を事前に確認し、キーワードについて調べること。 

【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的に

ついて確認すること。教科書、参考書、授業資料を再

度確認し、講義中に作成したノートや資料を参考に

復習すること。 

3.5時間 

第２回 対面 

第 2 回：企業を起業する！！でも会社と個

人商店は何が違うのか 

現在は、誰でも簡単に起業することが出来

ます。しかし、起業した企業が「会社」と

呼ばれるには、様々なしくみが必要です。

日本で会社と呼ばれるにはどのようなし

くみが必要なのか学びましょう。 

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、

所有と経営の分離(5) 

キーワード：日本的経営、株式会社、有限

責任、所有と経営の分離、株式相互持合い 

【事前学習】教科書の第 2章（pp.26-42）、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第３回 対面 

第 3 回：どうやってお金を集めるのか？株

主からの投資と銀行からの借金の違い 

会社の形を整え、事業を始めようとする

際、自分のお金だけでは不足します。投資

を募りましょう。その際、どこからお金を

調達したらよいでしょうか？日本企業の

資金調達方法の特徴や仕組みについて学

びます。 

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、

所有と経営の分離(5) 

キーワード：コーポレート・ガバナンス、

間接金融、直接金融、メインバンク制 

【事前学習】教科書第 15 章(pp.238-247)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第４回 対面 

第 4 回：人を雇って、給料をきめよう 

起業をして事業の元手となる資金を集め

たら、それを活用する人材を集めないとい

けません。その際、どんな給料体系にした

ら良いでしょうか？様々な人事制度の特

徴について学びます。 

日本企業の人事制度 

参考書対応項目：人事評価制度(59)、賃金

体系(61)、OJT と OFFJT(64)、日本的経営

(67)" 

キーワード：日本的経営、職位、職能、ス

タッフ、ライン、人事評価制度、OJT 

【事前学習】教科書第 13 章(pp.206-217)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第５回 対面 

中間テスト① 

第 1 回から第４回の授業内容についての

中間テストを行います。 

【事前学習】第 1 回～第 4回の内容を確認し、復習す

ること。 

【事後学修】テスト内容、参考書、授業資料を参考に

復習すること。 

4 時間 

第６回 対面 

第 6 回：製品を作ろう！！だが、その前に 

行う事業が決まり、ヒトも雇ったら、いよ

いよ事業を展開していきましょう。製品の

生産です。しかし、生産のやり方にはそれ

ぞれ特徴があります。それらの違いについ

【事前学習】参考書：項目 71-73(pp.152～p.157)を

事前に確認し、キーワードについて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

4 時間 
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て学びましょう。 

生産管理の基本 

参考書対応項目：生産形態(71)、見込み生

産と受注生産(72)、ライン生産とセル生産

(73) 

キーワード：見込み生産、受注生産、ライ

ン生産、セル生産 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

第７回 対面 

第 7 回：製品を作ろう！！大量生産するに

は① フォードシステム 

製品はたくさん作れば良いというわけで

はありませんし、たくさん作るためには、

さまざまな工夫が必要です。今まで行われ

た大量生産のやり方を学び、大量生産には

どのようなことが必要なのか知りましょ

う。 

参考書対応項目：オートメーション(74)、

フォードシステムとフォーディズム(75) 

キーワード：フォードシステム、フォーデ

ィズム、オートメーション（自動化） 

【事前学習】教科書第 14 章(pp.221-225)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第８回 対面 

第 8 回：製品を作ろう！！大量生産するに

は② トヨタ生産方式 

トヨタ生産方式は、大量生産をしながらた

くさんの品種展開にも対応するというフ

ォードシステムを発展させたものでした。

それがどのようなものかを学び、これを実

行するにはどのようなことが必要なのか

知りましょう。 

参考書対応項目：フォードシステムとフォ

ーディズム(75)、デトロイト方式とトヨタ

方式(76) 

キーワード：デトロイト方式、かんばん方

式、JIT、QC 活動 

【事前学習】トヨタ生産方式について、また、６回～

８回の授業の内容を事前に確認し、キーワードにつ

いて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第９回 対面 

中間テスト②前のまとめ 

日本企業の財務・人材・生産管理の特徴（第

2回～第 8回の内容）について復習します。 

【事前学習】第 1回～第 8 回の内容を事前に確認し、

キーワードについて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１０回 対面 

中間テスト② 

第 1 回～第 8 回の内容についてのテスト

を行います。 

【事前学習】第 1 回～第 8回の内容を確認し、復習す

ること。 

【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考

に復習すること。 

4 時間 

第１１回 対面 

第 11 回：従業員がサボらないようにする

ためにはどうしたらいいのか？理論から

学ぶ経営管理① 

企業を経営する際、「ヒト（従業員）をや

る気にさせるにはどうすればいいのか？」

ということは大きな問題です。経営管理で

も大きなテーマです。そのベースとなる理

論を学び、今まで学んだことにどのように

反映されているかを学びます。 

科学的管理法と人間関係論（伝統的管理

論） 

参考書対応項目：科学的管理法(40)、人間

関係論(42) 

【事前学習】教科書第 3 章(pp.49-p.56)、参考書の対

応項目を事前に確認し、キーワードについて調べる

こと。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 
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キーワード：科学的管理法、ホーソン実験、

人間関係論 

第１２回 対面 

第 12 回：仕事とプライベートは別物か一

緒なのか？理論から学ぶ経営管理② 

近代的管理論 

仕事とプライベートを両立するべきか否

か。日本企業でも働き方に対する考え方が

変化してきました。働き方に関する考え方

の変化を近代的管理論を通して学びます。 

キーワード：自律型人材モデル、協働、共

通（組織）目的、協働意思（貢献意欲） 

【事前学習】教科書第 4 章(pp.60-p.69)、参考書の対

応項目を事前に確認し、キーワードについて調べる

こと。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１３回 対面 

第 13 回：周りの状況によってやり方も変

えないといけない？理論から学ぶ経営管

理③ 

コンティンジェンシー理論 

状況によってうまくいったり、うまくいか

なかったり…。変化にすばやく対応するこ

とも企業経営をうまくやるコツの一つで

す。コンティンジェンシー理論の学修を通

して、環境適応の功罪を学びます。 

参考書対応項目：コンティンジェンシー理

論(56) 

キーワード：コンティンジェンシー理論、

組織構造、分権化、集権化 

【事前学習】教科書第 9章(pp.142-146,pp.150-152)、

参考書の対応項目を事前に確認し、キーワードにつ

いて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１４回 対面 

第 11～13 回のまとめ 

第 10 回から第 13 回の授業内容について

まとめを行います。 

【事前学習】11回～13 回の内容を事前に確認し、キ

ーワードについて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【全体のまとめ】 

本授業全体のまとめと内容の確認 

【事前学習】これまでの授業内容に該当する教科書

の箇所をもう一度確認すること。 

【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でま

とめたノートや資料を確認すること。 

4.5時間 
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科目名 経営管理論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 経営管理に関する基本知識を学びます。 

授業の目的及び概要 

経営管理の実際の業務は、企業内部で行われており、中々表に出てこないため、難しいと思わ

れるかもしれません。この授業では、それを学ぶ第一歩として、企業がどのような構造を持っ

ているのか、企業とはどのようなものかや経営資源（ヒト・モノ・カネ）がどのようなものか、

そして、実際にどうやって管理し、作り出しているのかを学びます。日本で企業を経営する際

には、どういったことを知っておくべきかを学び、企業がどのような活動を行っているかをイ

メージでき、経営管理の基本理論が企業の活動にどのように影響を及ぼしているかを理解しま

しょう。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①日本企業の特徴を表す基本用語を理解する。  

②企業の諸活動の詳細を理解するための基本用語を理解する。   

③経営管理論の代表的な理論を理解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

知識定着を確認するための中間テストを 2 回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミン

グアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果について講義中にフィードバックを

行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

①経営管理論，上野 恭裕・馬場 大治 編著，中央経済

社，2016 年 

授業では、教科書、参考書を参照しながら、板書、パ

ワーポイントと資料(Learning Portal に掲載)を用い

て行います。 

ISBN 0 

参考書 
井原久光，経営学入門キーコンセプト，ミネルヴァ書

房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

①教科書、参考書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するために小テスト

を実施し、解答を提出していただきます。 

②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。 
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③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。 

④学修内容の確認と定着のため、課題を課すことがあります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス・経営管理とは 

参考書対応項目：管理過程論(41) 

キーワード：経営管理、管理職能、トップ・

マネジメント 

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認す

ること。教科書第 1 章（pp.12-25）、参考書の対応項

目を事前に確認し、キーワードについて調べること。 

【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的に

ついて確認すること。教科書、参考書、授業資料を再

度確認し、講義中に作成したノートや資料を参考に

復習すること。 

3.5時間 

第２回 対面 

第 2 回：企業を起業する！！でも会社と個

人商店は何が違うのか 

現在は、誰でも簡単に起業することが出来

ます。しかし、起業した企業が「会社」と

呼ばれるには、様々なしくみが必要です。

日本で会社と呼ばれるにはどのようなし

くみが必要なのか学びましょう。 

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、

所有と経営の分離(5) 

キーワード：日本的経営、株式会社、有限

責任、所有と経営の分離、株式相互持合い 

【事前学習】教科書の第 2章（pp.26-42）、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第３回 対面 

第 3 回：どうやってお金を集めるのか？株

主からの投資と銀行からの借金の違い 

会社の形を整え、事業を始めようとする

際、自分のお金だけでは不足します。投資

を募りましょう。その際、どこからお金を

調達したらよいでしょうか？日本企業の

資金調達方法の特徴や仕組みについて学

びます。 

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、

所有と経営の分離(5) 

キーワード：コーポレート・ガバナンス、

間接金融、直接金融、メインバンク制 

【事前学習】教科書第 15 章(pp.238-247)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第４回 対面 

第 4 回：人を雇って、給料をきめよう 

起業をして事業の元手となる資金を集め

たら、それを活用する人材を集めないとい

けません。その際、どんな給料体系にした

ら良いでしょうか？様々な人事制度の特

徴について学びます。 

日本企業の人事制度 

参考書対応項目：人事評価制度(59)、賃金

体系(61)、OJT と OFFJT(64)、日本的経営

(67)" 

キーワード：日本的経営、職位、職能、ス

タッフ、ライン、人事評価制度、OJT 

【事前学習】教科書第 13 章(pp.206-217)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第５回 対面 

中間テスト① 

第 1 回から第４回の授業内容についての

中間テストを行います。 

【事前学習】第 1 回～第 4回の内容を確認し、復習す

ること。 

【事後学修】テスト内容、参考書、授業資料を参考に

復習すること。 

4 時間 

第６回 対面 

第 6 回：製品を作ろう！！だが、その前に 

行う事業が決まり、ヒトも雇ったら、いよ

いよ事業を展開していきましょう。製品の

生産です。しかし、生産のやり方にはそれ

ぞれ特徴があります。それらの違いについ

【事前学習】参考書：項目 71-73(pp.152～p.157)を

事前に確認し、キーワードについて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

4 時間 
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て学びましょう。 

生産管理の基本 

参考書対応項目：生産形態(71)、見込み生

産と受注生産(72)、ライン生産とセル生産

(73) 

キーワード：見込み生産、受注生産、ライ

ン生産、セル生産 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

第７回 対面 

第 7 回：製品を作ろう！！大量生産するに

は① フォードシステム 

製品はたくさん作れば良いというわけで

はありませんし、たくさん作るためには、

さまざまな工夫が必要です。今まで行われ

た大量生産のやり方を学び、大量生産には

どのようなことが必要なのか知りましょ

う。 

参考書対応項目：オートメーション(74)、

フォードシステムとフォーディズム(75) 

キーワード：フォードシステム、フォーデ

ィズム、オートメーション（自動化） 

【事前学習】教科書第 14 章(pp.221-225)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第８回 対面 

第 8 回：製品を作ろう！！大量生産するに

は② トヨタ生産方式 

トヨタ生産方式は、大量生産をしながらた

くさんの品種展開にも対応するというフ

ォードシステムを発展させたものでした。

それがどのようなものかを学び、これを実

行するにはどのようなことが必要なのか

知りましょう。 

参考書対応項目：フォードシステムとフォ

ーディズム(75)、デトロイト方式とトヨタ

方式(76) 

キーワード：デトロイト方式、かんばん方

式、JIT、QC 活動 

【事前学習】トヨタ生産方式について、また、６回～

８回の授業の内容を事前に確認し、キーワードにつ

いて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第９回 対面 

中間テスト②前のまとめ 

日本企業の財務・人材・生産管理の特徴（第

2回～第 8回の内容）について復習します。 

【事前学習】第 1回～第 8 回の内容を事前に確認し、

キーワードについて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１０回 対面 

中間テスト② 

第 1 回～第 8 回の内容についてのテスト

を行います。 

【事前学習】第 1 回～第 8回の内容を確認し、復習す

ること。 

【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考

に復習すること。 

4 時間 

第１１回 対面 

第 11 回：従業員がサボらないようにする

ためにはどうしたらいいのか？理論から

学ぶ経営管理① 

企業を経営する際、「ヒト（従業員）をや

る気にさせるにはどうすればいいのか？」

ということは大きな問題です。経営管理で

も大きなテーマです。そのベースとなる理

論を学び、今まで学んだことにどのように

反映されているかを学びます。 

科学的管理法と人間関係論（伝統的管理

論） 

参考書対応項目：科学的管理法(40)、人間

関係論(42) 

【事前学習】教科書第 3 章(pp.49-p.56)、参考書の対

応項目を事前に確認し、キーワードについて調べる

こと。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 
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キーワード：科学的管理法、ホーソン実験、

人間関係論 

第１２回 対面 

第 12 回：仕事とプライベートは別物か一

緒なのか？理論から学ぶ経営管理② 

近代的管理論 

仕事とプライベートを両立するべきか否

か。日本企業でも働き方に対する考え方が

変化してきました。働き方に関する考え方

の変化を近代的管理論を通して学びます。 

キーワード：自律型人材モデル、協働、共

通（組織）目的、協働意思（貢献意欲） 

【事前学習】教科書第 4 章(pp.60-p.69)、参考書の対

応項目を事前に確認し、キーワードについて調べる

こと。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１３回 対面 

第 13 回：周りの状況によってやり方も変

えないといけない？理論から学ぶ経営管

理③ 

コンティンジェンシー理論 

状況によってうまくいったり、うまくいか

なかったり…。変化にすばやく対応するこ

とも企業経営をうまくやるコツの一つで

す。コンティンジェンシー理論の学修を通

して、環境適応の功罪を学びます。 

参考書対応項目：コンティンジェンシー理

論(56) 

キーワード：コンティンジェンシー理論、

組織構造、分権化、集権化 

【事前学習】教科書第 9章(pp.142-146,pp.150-152)、

参考書の対応項目を事前に確認し、キーワードにつ

いて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１４回 対面 

第 11～13 回のまとめ 

第 10 回から第 13 回の授業内容について

まとめを行います。 

【事前学習】11回～13 回の内容を事前に確認し、キ

ーワードについて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【全体のまとめ】 

本授業全体のまとめと内容の確認 

【事前学習】これまでの授業内容に該当する教科書

の箇所をもう一度確認すること。 

【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でま

とめたノートや資料を確認すること。 

4.5時間 
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科目名 経営管理論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 経営管理に関する基本知識を学びます。 

授業の目的及び概要 

経営管理の実際の業務は、企業内部で行われており、中々表に出てこないため、難しいと思わ

れるかもしれません。この授業では、それを学ぶ第一歩として、企業がどのような構造を持っ

ているのか、企業とはどのようなものかや経営資源（ヒト・モノ・カネ）がどのようなものか、

そして、実際にどうやって管理し、作り出しているのかを学びます。日本で企業を経営する際

には、どういったことを知っておくべきかを学び、企業がどのような活動を行っているかをイ

メージでき、経営管理の基本理論が企業の活動にどのように影響を及ぼしているかを理解しま

しょう。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①日本企業の特徴を表す基本用語を理解する。  

②企業の諸活動の詳細を理解するための基本用語を理解する。   

③経営管理論の代表的な理論を理解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

知識定着を確認するための中間テストを 2 回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミン

グアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果について講義中にフィードバックを

行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

上野 恭裕・馬場 大治 編著， 『経営管理論』，中央経

済社，2016 年 

授業では、教科書、参考書を参照しながら、板書、パ

ワーポイントと資料(Learning Portal に掲載)を用い

て行います。 

ISBN 9784502190612 

参考書 
井原久光編著，経営学入門キーコンセプト，ミネルヴ

ァ書房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

①教科書、参考書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するために小テスト

を実施し、解答を提出していただきます。 

②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。 
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③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。 

④学修内容の確認と定着のため、課題を課すことがあります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス・経営管理とは 

参考書対応項目：管理過程論(41) 

キーワード：経営管理、管理職能、トップ・

マネジメント 

小テストあり 

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認す

ること。教科書第 1 章（pp.12-25）、参考書の対応項

目を事前に確認し、キーワードについて調べること。 

【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的に

ついて確認すること。教科書、参考書、授業資料を再

度確認し、講義中に作成したノートや資料を参考に

復習すること。 

3.5時間 

第２回 
オンデ

マンド 

第 2 回：企業を起業する！！でも会社と個

人商店は何が違うのか 

現在は、誰でも簡単に起業することが出来

ます。しかし、起業した企業が「会社」と

呼ばれるには、様々なしくみが必要です。

日本で会社と呼ばれるにはどのようなし

くみが必要なのか学びましょう。 

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、

所有と経営の分離(5) 

キーワード：日本的経営、株式会社、有限

責任、所有と経営の分離、株式相互持合い 

小テストあり 

【事前学習】教科書の第 2章（pp.26-42）、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

第 3 回：どうやってお金を集めるのか？株

主からの投資と銀行からの借金の違い 

会社の形を整え、事業を始めようとする

際、自分のお金だけでは不足します。投資

を募りましょう。その際、どこからお金を

調達したらよいでしょうか？日本企業の

資金調達方法の特徴や仕組みについて学

びます。 

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、

所有と経営の分離(5) 

キーワード：コーポレート・ガバナンス、

間接金融、直接金融、メインバンク制 

小テストあり 

【事前学習】教科書第 15 章(pp.238-247)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

第 4 回：人を雇って、給料をきめよう 

起業をして事業の元手となる資金を集め

たら、それを活用する人材を集めないとい

けません。その際、どんな給料体系にした

ら良いでしょうか？様々な人事制度の特

徴について学びます。 

日本企業の人事制度 

参考書対応項目：人事評価制度(59)、賃金

体系(61)、OJT と OFFJT(64)、日本的経営

(67)" 

キーワード：日本的経営、職位、職能、ス

タッフ、ライン、人事評価制度、OJT 

小テストあり 

【事前学習】教科書第 13 章(pp.206-217)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

中間レポート① 

第 1 回から第４回の授業内容について復

習の上、中間レポートを課します。 

【事前学習】第 1 回～第 4回の内容を確認し、復習す

ること。 

【事後学修】テスト内容、参考書、授業資料を参考に

復習すること。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

第 6 回：製品を作ろう！！だが、その前に 

行う事業が決まり、ヒトも雇ったら、いよ

【事前学習】参考書：項目 71-73(pp.152～p.157)を

事前に確認し、キーワードについて調べること。 
4 時間 

2025/05/01

58



 

 

いよ事業を展開していきましょう。製品の

生産です。しかし、生産のやり方にはそれ

ぞれ特徴があります。それらの違いについ

て学びましょう。 

生産管理の基本 

参考書対応項目：生産形態(71)、見込み生

産と受注生産(72)、ライン生産とセル生産

(73) 

キーワード：見込み生産、受注生産、ライ

ン生産、セル生産 

小テストあり 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

第７回 
オンデ

マンド 

第 7 回：製品を作ろう！！大量生産するに

は① フォードシステム 

製品はたくさん作れば良いというわけで

はありませんし、たくさん作るためには、

さまざまな工夫が必要です。今まで行われ

た大量生産のやり方を学び、大量生産には

どのようなことが必要なのか知りましょ

う。 

参考書対応項目：オートメーション(74)、

フォードシステムとフォーディズム(75) 

キーワード：フォードシステム、フォーデ

ィズム、オートメーション（自動化） 

小テストあり 

【事前学習】教科書第 14 章(pp.221-225)、参考書の

対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ

ること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

第 8 回：製品を作ろう！！大量生産するに

は② トヨタ生産方式 

トヨタ生産方式は、大量生産をしながらた

くさんの品種展開にも対応するというフ

ォードシステムを発展させたものでした。

それがどのようなものかを学び、これを実

行するにはどのようなことが必要なのか

知りましょう。 

参考書対応項目：フォードシステムとフォ

ーディズム(75)、デトロイト方式とトヨタ

方式(76) 

キーワード：デトロイト方式、かんばん方

式、JIT、QC 活動 

小テストあり 

【事前学習】トヨタ生産方式について、また、６回～

８回の授業の内容を事前に確認し、キーワードにつ

いて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

日本企業の財務・人材・生産管理の特徴（第

2回～第 8回の内容）について復習します。 

小テストあり。 

【事前学習】第 1回～第 8 回の内容を事前に確認し、

キーワードについて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

中間レポート② 

第 1 回～第 8 回の内容について復習の上、

レポート提出を課します。 

【事前学習】第 1 回～第 8回の内容を確認し、復習す

ること。 

【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考

に復習すること。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

第 11 回：従業員がサボらないようにする

ためにはどうしたらいいのか？理論から

学ぶ経営管理① 

企業を経営する際、「ヒト（従業員）をや

る気にさせるにはどうすればいいのか？」

ということは大きな問題です。経営管理で

も大きなテーマです。そのベースとなる理

【事前学習】教科書第 3 章(pp.49-p.56)、参考書の対

応項目を事前に確認し、キーワードについて調べる

こと。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

4 時間 
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論を学び、今まで学んだことにどのように

反映されているかを学びます。 

科学的管理法と人間関係論（伝統的管理

論） 

参考書対応項目：科学的管理法(40)、人間

関係論(42) 

キーワード：科学的管理法、ホーソン実験、

人間関係論 

小テストあり。 

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

第１２回 
オンデ

マンド 

第 12 回：仕事とプライベートは別物か一

緒なのか？理論から学ぶ経営管理② 

近代的管理論 

仕事とプライベートを両立するべきか否

か。日本企業でも働き方に対する考え方が

変化してきました。働き方に関する考え方

の変化を近代的管理論を通して学びます。 

キーワード：自律型人材モデル、協働、共

通（組織）目的、協働意思（貢献意欲） 

小テストあり。 

【事前学習】教科書第 4 章(pp.60-p.69)、参考書の対

応項目を事前に確認し、キーワードについて調べる

こと。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

第 13 回：周りの状況によってやり方も変

えないといけない？理論から学ぶ経営管

理③ 

コンティンジェンシー理論 

状況によってうまくいったり、うまくいか

なかったり…。変化にすばやく対応するこ

とも企業経営をうまくやるコツの一つで

す。コンティンジェンシー理論の学修を通

して、環境適応の功罪を学びます。 

参考書対応項目：コンティンジェンシー理

論(56) 

キーワード：コンティンジェンシー理論、

組織構造、分権化、集権化 

小テストあり。 

【事前学習】教科書第 9章(pp.142-146,pp.150-152)、

参考書の対応項目を事前に確認し、キーワードにつ

いて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

第 11～13 回のまとめ 

第 10 回から第 13 回の授業内容について

まとめを行います。 

小テストあり。 

【事前学習】11回～13 回の内容を事前に確認し、キ

ーワードについて調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【全体のまとめ】 

本授業全体のまとめと内容の確認 

【事前学習】これまでの授業内容に該当する教科書

の箇所をもう一度確認すること。 

【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でま

とめたノートや資料を確認すること。 

4.5時間 

2025/05/01

60



 

 

科目名 経営組織論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。 

授業の目的及び概要 

この科目は、会社などの組織において従業員やそのチームの働く場における行動や態度につい

て学ぶ組織行動論という学問分野です。 

卒業後、キャリアの階段を上がっていく皆さんに、国内外の理論・事例を紹介し、有用な知識

を修得して頂きます。 

なお、この科目とあわせ、経営組織論Ⅱにて、外部環境との関係性から組織の構造や戦略を考

察する学問を学ぶことで、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮で

きる基本的な知識の修得を目標とします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

モチベーション論、組織コミットメント論、リーダーシップ論、キャリア・マネジメント論な

どに関する、 

（１）基本的な知識を習得し、 

（２）理論や概念を体系的に理解し、 

（３）特に代表的な理論や概念について、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

定期試験の他に、２回の中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図り

ます。  

また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019 年 ISBN 0 

参考書 
稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理

と組織の論理 第 2 版，有斐閣，２０２２年 
ISBN 978-4-641-22201-4 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下

さい。  

・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事

を把握して下さい。  

・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認し
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ます。  

・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになること

が大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言及します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

「ガイダンス」 

この科目の目的・目標、授業の進め方・受

け方、成績評価などについて、授業計画の

詳細とともに説明します。 

「組織行動論への招待」 

組織行動論を学ぶ準備として、会社などの

「組織」で働くとはどういうことか、につ

いて考察します。 

(事前学修) 

この科目のシラバスを読み込むとともに、参考書第 1

章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてくだ

さい（２時間）。 

(事後学修) 

テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第２回 対面 

「モチベーション：会社と仕事に慣れる」 

①モチベーションとは何か②何によって

動機づけられるか③どのように動機づけ

られるか④多様なモチベーション理論と

その捉え方について学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデ

ル、動機付け‐衛生理論、期待理論、職務

特性理論 

(事前学修) 

参考書第３章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください(2 時間)。 

(事後学修) 

テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第３回 対面 

「組織コミットメント：愛着／一体感はど

う育まれる？」 

①組織コミットメントとは②組織コミッ

トメントが強いことの意味③組織コミッ

トメントに影響を与える要因④組織コミ

ットメントの変化⑤日本における組織コ

ミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの

変化、見えざる出資 

(事前学修)  

テキスト第 3 章、配布資料（レジュメ）を事前に読ん

でおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 3 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第４回 対面 

「意思決定と合意形成：集団の意見をまと

めるには？ 対立を解消するには？」 

①「経営人」の意思決定②意思決定におけ

るヒューリスティックとバイアス③合意

形成④問題解決の実践と第三者による支

援について学修します。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決

定、ヒューリスティック、バイアス、協調

的問題解決 

(事前学修)  

参考書第 6・8章、、配布資料（レジュメ）を事前に読

んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 4 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第５回 対面 

「キャリア・マネジメント：人事異動と

は？ 会社の中でのキャリア開発？」 

①キャリアに対する関心の高まり②キャ

リアとは③何がキャリアを形づくるのか

④キャリア・マネジメントにおける今後の

課題について学修します。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデ

ル、キャリア・アンカー、「遅い選抜」、自

律的キャリア 

(事前学修)  

参考書第４章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 5 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第６回 対面 

「組織ストレス：ストレスの原因は色々。

どんな目配りが要る？」 

①人間と環境の相互作用としての組織ス

トレス②組織の中の人間に対する外圧と

その反応③ストレスへの対処④組織スト

レスに関する課題について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイ

(事前学修)  

テキスト第 7 章、配布資料（レジュメ）を事前に読ん

でおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 7 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 
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ン、モデレータ、ソーシャル・サポート 

第７回 対面 

第 1 回〜第 6 回の学修内容の再確認およ

び中間テストⅠ 

第 1 回〜第 6 回までに学修してきた内容

の再確認をした上で、中間テストを実施し

ます。 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点を無くすよう

にしておいて下さい。  

(事後学修)  

当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノート

を読み返し、あらためてポイントになるところは何

かを考えながら復習して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

中間テストⅠの解答・解説および「リーダ

ーシップ：優れた上司とは？ 」 

①リーダーシップとは何か②初期のリー

ダーシップ研究③フォロワーの視点を重

視するリーダーシップ研究④変革型リー

ダーシップについて学修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況

アプローチ、特異性－信頼理論 

(事前学修)  

参考書第５章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 9 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第９回 対面 

「組織学習：組織が学習するとは？ 環境

変化に対応した学びとは？」 

①組織学習とは②誰が学習するのか③ど

うやって学習するのか④実践共同体によ

る学習⑤組織学習を進めようについて学

修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニ

ング、ルーティン、パラダイム、ダブル・

ループ学習、SECI モデル 

(事前学修)  

参考書第７章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 10 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１０回 対面 

「組織文化：会社の文化に馴染む／馴染ま

せるとは？」 

①組織文化とは②組織文化のメリットと

デメリット③組織文化を知る④組織文化

のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化

の４タイプ、下位文化、対抗文化 

(事前学修)  

参考書第 2 章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 12 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１１回 対面 

「組織社会化：入社したての従業員の定着

のためには？」 

①組織社会化②組織社会化の概念整理③

組織社会化を促進する社会化エージェン

ト④組織社会化の成果⑤組織社会化の組

織への影響⑥組織社会化の展望について

学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内

社会化、職業的社会化、文化的社会化、役

割的社会化、メンター、社会化戦術、プロ

アクティブ行動 

(事前学修)  

参考書第２章（再）、配布資料（レジュメ）を事前に

読んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 14 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１２回 対面 

「ダイバーシティ・マネジメント：ダイバ

ーシティは経営成果に結びつくか？」 

①ダイバーシティ・マネジメントへの注目

②ダイバーシティ・マネジメントの必要性

③ダイバーシティ・マネジメントのプロセ

ス④ダイバーシティと経営成果の関係⑤

ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダ

イバーシティ・マネジメントにおける今後

の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社

会的カテゴリー理論、統計的差別理論 

(事前学修)  

テキスト第 15 章、配布資料（レジュメ）を事前に読

んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 15 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１３回 対面 
第 8 回～第 12 回の学修内容の再確認およ

び中間テストⅡ 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ
4 時間 
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第 8 回～第 12 回までに学修してきた内容

の再確認をした上で、中間テストを実施し

ます。 

メ）ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、

確認しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい（2 時間）。 

第１４回 対面 

中間テストⅡの解答・解説および全体の総

括（これまでの学修内容の再確認） 

これまで学修した内容を総復習し、更なる

深い理解を図ります。 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、

確認しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

あらためてポイントになるところは何かを考えなが

ら復習して下さい（２時間）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体の総括（これまでの学修内容の再確

認：続） 

これまで学修した内容を総復習し、更なる

深い理解を図ります。 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点がないように

しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、

配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して

下さい（２時間）。 

4 時間 
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科目名 経営組織論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。 

授業の目的及び概要 

この科目は、会社などの組織において従業員やそのチームの働く場における行動や態度につい

て学ぶ組織行動論という学問分野です。 

卒業後、キャリアの階段を上がっていく皆さんに、国内外の理論・事例を紹介し、有用な知識

を修得して頂きます。 

なお、この科目とあわせ、経営組織論Ⅱにて、外部環境との関係性から組織の構造や戦略を考

察する学問を学ぶことで、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮で

きる基本的な知識の修得を目標とします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

モチベーション論、組織コミットメント論、リーダーシップ論、キャリア・マネジメント論な

どに関する、 

（１）基本的な知識を習得し、 

（２）理論や概念を体系的に理解し、 

（３）特に代表的な理論や概念について、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

定期試験の他に、２回の中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図り

ます。  

また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019 年 ISBN 0 

参考書 
稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理

と組織の論理 第 2 版，有斐閣，２０２２年 
ISBN 978-4-641-22201-4 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下

さい。  

・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事

を把握して下さい。  

・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認し
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ます。  

・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになること

が大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言及します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

「ガイダンス」 

この科目の目的・目標、授業の進め方・受

け方、成績評価などについて、授業計画の

詳細とともに説明します。 

「組織行動論への招待」 

組織行動論を学ぶ準備として、会社などの

「組織」で働くとはどういうことか、につ

いて考察します。 

(事前学修) 

この科目のシラバスを読み込むとともに、参考書第 1

章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてくだ

さい（２時間）。 

(事後学修) 

テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第２回 対面 

「モチベーション：会社と仕事に慣れる」 

①モチベーションとは何か②何によって

動機づけられるか③どのように動機づけ

られるか④多様なモチベーション理論と

その捉え方について学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデ

ル、動機付け‐衛生理論、期待理論、職務

特性理論 

(事前学修) 

参考書第３章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください(2 時間)。 

(事後学修) 

テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第３回 対面 

「組織コミットメント：愛着／一体感はど

う育まれる？」 

①組織コミットメントとは②組織コミッ

トメントが強いことの意味③組織コミッ

トメントに影響を与える要因④組織コミ

ットメントの変化⑤日本における組織コ

ミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの

変化、見えざる出資 

(事前学修)  

テキスト第 3 章、配布資料（レジュメ）を事前に読ん

でおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 3 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第４回 対面 

「意思決定と合意形成：集団の意見をまと

めるには？ 対立を解消するには？」 

①「経営人」の意思決定②意思決定におけ

るヒューリスティックとバイアス③合意

形成④問題解決の実践と第三者による支

援について学修します。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決

定、ヒューリスティック、バイアス、協調

的問題解決 

(事前学修)  

参考書第 6・8章、、配布資料（レジュメ）を事前に読

んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 4 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第５回 対面 

「キャリア・マネジメント：人事異動と

は？ 会社の中でのキャリア開発？」 

①キャリアに対する関心の高まり②キャ

リアとは③何がキャリアを形づくるのか

④キャリア・マネジメントにおける今後の

課題について学修します。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデ

ル、キャリア・アンカー、「遅い選抜」、自

律的キャリア 

(事前学修)  

参考書第４章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 5 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第６回 対面 

「組織ストレス：ストレスの原因は色々。

どんな目配りが要る？」 

①人間と環境の相互作用としての組織ス

トレス②組織の中の人間に対する外圧と

その反応③ストレスへの対処④組織スト

レスに関する課題について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイ

(事前学修)  

テキスト第 7 章、配布資料（レジュメ）を事前に読ん

でおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 7 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 
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ン、モデレータ、ソーシャル・サポート 

第７回 対面 

第 1 回〜第 6 回の学修内容の再確認およ

び中間テストⅠ 

第 1 回〜第 6 回までに学修してきた内容

の再確認をした上で、中間テストを実施し

ます。 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点を無くすよう

にしておいて下さい。  

(事後学修)  

当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノート

を読み返し、あらためてポイントになるところは何

かを考えながら復習して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

中間テストⅠの解答・解説および「リーダ

ーシップ：優れた上司とは？ 」 

①リーダーシップとは何か②初期のリー

ダーシップ研究③フォロワーの視点を重

視するリーダーシップ研究④変革型リー

ダーシップについて学修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況

アプローチ、特異性－信頼理論 

(事前学修)  

参考書第５章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 9 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第９回 対面 

「組織学習：組織が学習するとは？ 環境

変化に対応した学びとは？」 

①組織学習とは②誰が学習するのか③ど

うやって学習するのか④実践共同体によ

る学習⑤組織学習を進めようについて学

修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニ

ング、ルーティン、パラダイム、ダブル・

ループ学習、SECI モデル 

(事前学修)  

参考書第７章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 10 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１０回 対面 

「組織文化：会社の文化に馴染む／馴染ま

せるとは？」 

①組織文化とは②組織文化のメリットと

デメリット③組織文化を知る④組織文化

のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化

の４タイプ、下位文化、対抗文化 

(事前学修)  

参考書第 2 章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 12 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１１回 対面 

「組織社会化：入社したての従業員の定着

のためには？」 

①組織社会化②組織社会化の概念整理③

組織社会化を促進する社会化エージェン

ト④組織社会化の成果⑤組織社会化の組

織への影響⑥組織社会化の展望について

学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内

社会化、職業的社会化、文化的社会化、役

割的社会化、メンター、社会化戦術、プロ

アクティブ行動 

(事前学修)  

参考書第２章（再）、配布資料（レジュメ）を事前に

読んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 14 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１２回 対面 

「ダイバーシティ・マネジメント：ダイバ

ーシティは経営成果に結びつくか？」 

①ダイバーシティ・マネジメントへの注目

②ダイバーシティ・マネジメントの必要性

③ダイバーシティ・マネジメントのプロセ

ス④ダイバーシティと経営成果の関係⑤

ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダ

イバーシティ・マネジメントにおける今後

の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社

会的カテゴリー理論、統計的差別理論 

(事前学修)  

テキスト第 15 章、配布資料（レジュメ）を事前に読

んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 15 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１３回 対面 
第 8 回～第 12 回の学修内容の再確認およ

び中間テストⅡ 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ
4 時間 
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第 8 回～第 12 回までに学修してきた内容

の再確認をした上で、中間テストを実施し

ます。 

メ）ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、

確認しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい（2 時間）。 

第１４回 対面 

中間テストⅡの解答・解説および全体の総

括（これまでの学修内容の再確認） 

これまで学修した内容を総復習し、更なる

深い理解を図ります。 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、

確認しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

あらためてポイントになるところは何かを考えなが

ら復習して下さい（２時間）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体の総括（これまでの学修内容の再確

認：続） 

これまで学修した内容を総復習し、更なる

深い理解を図ります。 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点がないように

しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、

配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して

下さい（２時間）。 

4 時間 
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科目名 経営組織論Ⅰ （経営）／経営組織（経済） 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。 

授業の目的及び概要 

この科目は、会社などの組織において従業員やそのチームの働く場における行動や態度につい

て学ぶ組織行動論という学問分野です。 

卒業後、キャリアの階段を上がっていく皆さんに、国内外の理論・事例を紹介し、有用な知識

を修得して頂きます。 

なお、この科目とあわせ、経営組織論Ⅱにて、外部環境との関係性から組織の構造や戦略を考

察する学問を学ぶことで、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮で

きる基本的な知識の修得を目標とします。 

履修条件・留意点 
・この科目はオンデマンドで実施されます。出席課題（小テスト）を忘れないようにしてくだ

さい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

モチベーション論、組織コミットメント論、リーダーシップ論、キャリア・マネジメント論な

どに関する、 

（１）基本的な知識を習得し、 

（２）理論や概念を体系的に理解し、 

（３）特に代表的な理論や概念について、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
定期試験の他に、中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図ります。  

また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019 年 ISBN 9784502295614 

参考書 
稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理

と組織の論理 第 2 版，有斐閣，２０２２年 
ISBN 9784641222014 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下

さい。  

・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事

を把握して下さい。  

・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認し
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ます。  

・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになること

が大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言及します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

「ガイダンス」 

この科目の目的・目標、授業の進め方・受

け方、成績評価などについて、授業計画の

詳細とともに説明します。 

「組織行動論への招待」 

組織行動論を学ぶ準備として、会社などの

「組織」で働くとはどういうことか、につ

いて考察します。 

(事前学修) 

この科目のシラバスを読み込むとともに、参考書第 1

章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてくだ

さい（２時間）。 

(事後学修) 

テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

「モチベーション：会社と仕事に慣れる」 

①モチベーションとは何か②何によって

動機づけられるか③どのように動機づけ

られるか④多様なモチベーション理論と

その捉え方について学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデ

ル、動機付け‐衛生理論、期待理論、職務

特性理論 

(事前学修) 

参考書第３章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください(2 時間)。 

(事後学修) 

テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

「組織コミットメント：愛着／一体感はど

う育まれる？」 

①組織コミットメントとは②組織コミッ

トメントが強いことの意味③組織コミッ

トメントに影響を与える要因④組織コミ

ットメントの変化⑤日本における組織コ

ミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの

変化、見えざる出資 

(事前学修)  

テキスト第 3 章、配布資料（レジュメ）を事前に読ん

でおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 3 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

「意思決定と合意形成：集団の意見をまと

めるには？ 対立を解消するには？」 

①「経営人」の意思決定②意思決定におけ

るヒューリスティックとバイアス③合意

形成④問題解決の実践と第三者による支

援について学修します。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決

定、ヒューリスティック、バイアス、協調

的問題解決 

(事前学修)  

参考書第 6・8章、、配布資料（レジュメ）を事前に読

んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 4 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

「キャリア・マネジメント：人事異動と

は？ 会社の中でのキャリア開発？」 

①キャリアに対する関心の高まり②キャ

リアとは③何がキャリアを形づくるのか

④キャリア・マネジメントにおける今後の

課題について学修します。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデ

ル、キャリア・アンカー、「遅い選抜」、自

律的キャリア 

(事前学修)  

参考書第４章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 5 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

「組織ストレス：ストレスの原因は色々。

どんな目配りが要る？」 

①人間と環境の相互作用としての組織ス

トレス②組織の中の人間に対する外圧と

その反応③ストレスへの対処④組織スト

レスに関する課題について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイ

(事前学修)  

テキスト第 7 章、配布資料（レジュメ）を事前に読ん

でおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 7 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 
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ン、モデレータ、ソーシャル・サポート 

第７回 
オンデ

マンド 
中間テスト① 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点を無くすよう

にしておいて下さい。  

(事後学修)  

当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノート

を読み返し、あらためてポイントになるところは何

かを考えながら復習して下さい。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

中間テストⅠの解答・解説および「リーダ

ーシップ：優れた上司とは？ 」 

①リーダーシップとは何か②初期のリー

ダーシップ研究③フォロワーの視点を重

視するリーダーシップ研究④変革型リー

ダーシップについて学修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況

アプローチ、特異性－信頼理論 

(事前学修)  

参考書第５章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 9 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

「組織学習：組織が学習するとは？ 環境

変化に対応した学びとは？」 

①組織学習とは②誰が学習するのか③ど

うやって学習するのか④実践共同体によ

る学習⑤組織学習を進めようについて学

修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニ

ング、ルーティン、パラダイム、ダブル・

ループ学習、SECI モデル 

(事前学修)  

参考書第７章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 10 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

「組織文化：会社の文化に馴染む／馴染ま

せるとは？」 

①組織文化とは②組織文化のメリットと

デメリット③組織文化を知る④組織文化

のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化

の４タイプ、下位文化、対抗文化 

(事前学修)  

参考書第 2 章、配布資料（レジュメ）を事前に読んで

おいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 12 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

「組織社会化：入社したての従業員の定着

のためには？」 

①組織社会化②組織社会化の概念整理③

組織社会化を促進する社会化エージェン

ト④組織社会化の成果⑤組織社会化の組

織への影響⑥組織社会化の展望について

学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内

社会化、職業的社会化、文化的社会化、役

割的社会化、メンター、社会化戦術、プロ

アクティブ行動 

(事前学修)  

参考書第２章（再）、配布資料（レジュメ）を事前に

読んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 14 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

「ダイバーシティ・マネジメント：ダイバ

ーシティは経営成果に結びつくか？」 

①ダイバーシティ・マネジメントへの注目

②ダイバーシティ・マネジメントの必要性

③ダイバーシティ・マネジメントのプロセ

ス④ダイバーシティと経営成果の関係⑤

ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダ

イバーシティ・マネジメントにおける今後

の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社

会的カテゴリー理論、統計的差別理論 

(事前学修)  

テキスト第 15 章、配布資料（レジュメ）を事前に読

んでおいてください（２時間）。  

(事後学修)  

テキスト第 15 章、配布資料（レジュメ）、ノートを読

み返し、重要な内容について自分なりの発見を加え

ながら復習して下さい（2 時間）。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
中間テスト② 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ
4 時間 
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メ）ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、

確認しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい（2 時間）。 

第１４回 
オンデ

マンド 

中間テストⅡの解答・解説および全体の総

括（これまでの学修内容の再確認） 

これまで学修した内容を総復習し、更なる

深い理解を図ります。 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、

確認しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

あらためてポイントになるところは何かを考えなが

ら復習して下さい（２時間）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体の総括（これまでの学修内容の再確

認：続） 

これまで学修した内容を総復習し、更なる

深い理解を図ります。 

(事前学修)  

あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュ

メ）、ノートを一通り読み返し、不明点がないように

しておいて下さい（２時間）。  

(事後学修)  

授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、

配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して

下さい（２時間）。 

4 時間 
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科目名 経営戦略論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 経営戦略とは何か、企業戦略論・競争戦略論の理論・概念・フレームワークについて 

授業の目的及び概要 

■「すぐに潰れてしまう会社と長く続く会社の差はどこにあるのか」、「会社の業績差は何によ

って決まるのか」、「かつては業界 No.1 だった企業が、後発企業に追い抜かされるのはなぜか」、

経営戦略論はこうした企業活動の成否についての根本的な問いに答えようとする学問領域で

す。本科目では、「①経営戦略とは何か」、「②企業戦略論」、「③競争戦略論」を中心とした経営

戦略の基本的な考え方について学びます。 

■この科目の前に「経営学基礎」を履修し、続けて「経営戦略論 II」を受講することで、より

体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。 

履修条件・留意点 
この科目は経営学基礎の知識が前提となる部分があります。経営学基礎を受講していない人は、

初回の講義の際に、科目担当教員に声をかけてください。補助教材を渡します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①経営戦略とは何かについて、主な研究の変遷と策定プロセスの観点から理解することができ

る。 

②市場成長率、市場占有率、企業の収益性と事業ポートフォリオ形成の関係に関する概念・フ

レームワークを理解し、それらに基づいて、事例について解釈することができる。 

③企業間競争の基本的理論・概念・フレームワークである、ポーターの競争戦略、コトラーの

競争地位戦略、バーニーらの資源ベース理論、脱・競争のための戦略について理解し、それら

に基づいて企業がとるべき戦略について理解することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。 

・中間試験の受験後にアンケートを実施し、意見、要望、コメントについて、フィードバック

を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
経営戦略入門（第 2 版），井上善海・大杉奉代・森宗一，

中央経済社，2022 年 
ISBN 9784502421310 

参考書 

①やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ よくわ

かる経営戦略論，井上善海・佐久間信夫，ミネルヴァ

書房，2008 年 

②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・

菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年 

ISBN 
①9784623050697 

②9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％） 0 
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その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

■履修について： 

・「経営学基礎」で学んだ知識を前提として、理論・概念・フレームワークを活用することを目

指します。自信がない人は、経営戦略論の分野の復習をしながら、講義を受講することをお勧

めします。 

・より具体的な企業の戦略的行動や企業の枠組みを超えた経営戦略に関しては、「経営戦略論

II」で扱います。本科目の履修後に、履修することで、より実践的な経営戦略に関する知識を

修得することができます。 

■勉強方法： 

①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所の朗読、書き込みを行います。テキストは毎回必

ず持参してください。 

②予習や復習用の宿題を配布します。必ず取り組み、保管して何度も見返すようにしてくださ

い。 

③重要なお知らせは、ラーニングポータル（変更がある場合は授業内で告知します）を経由し

て行います。授業後に毎週確認をしておくようにしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確

認テスト） 

なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この

講義で扱う経営戦略とは何なのかについ

て学びきーます。 

■キーコンセプト：経営戦略の役割 

■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営

戦略に関する知識について）を行います。 

経営学基礎を履修していない人は、科目担

当教員に声をかけてください。どのような

内容を自習するとスムーズに履修できる

かを指導します。 

【事前学習】 

・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第 5,6 章を読

んで、確認テストに備えておくこと。 

・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわ

からないことがあれば、メモをしておくこと。 

【事後学修】 

・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、

復習をしておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

■経営戦略とは何か１：戦略の策定プロセ

ス 

経営戦略とは何かについて、実際の経営戦

略の策定プロセスに沿って理解をしてい

きます。 

キーコンセプト：経営戦略の階層、経営戦

略の策定プロセス、SWOT 分析、計画性と創

発性 

【事前学修】 

・キーコンセプトをテキストで探し、マーカーをつけ

ておくこと。また、序章・第 1 章中心を読んで予習し

ておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

■経営戦略とは何か２：経営戦略の発⽣史 

経営戦略はなぜ必要とされるようになっ

たのでしょうか。管理（マネジメント）だ

けではなく、戦略（ストラテジー）が必要

とされるようになった理由について、歴史

を振り返りながら学びます。 

キーコンセプト：科学的管理法、フォード・

システム、SWOT分析、企業成⻑、競争戦略 

【事前学修】 

・テキストの序章、LP に掲載される資料を読んで、

キーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

■企業戦略論１：成⻑のための多⾓化戦略 

アンゾフは企業成⻑の⽅法の⼀つとして、

多⾓化戦略を提案しました。では、どのよ

うな事業に多⾓化をすれば良いのでしょ

うか。この回では、事業同⼠の関係性と業

績の関係についての法則性について学び

ます。 

キーコンセプト：成⻑ベクトル、関連型多

⾓化・⾮関連型多⾓化、シナジー、範囲の

経済 

【事前学修】 

・テキストの４、５章、LP に掲載される資料を読ん

で、キーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 
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第５回 対面 

■企業戦略論２：市場成⻑率と市場占有率 

会計学基礎では、（企業の）成⻑性・収益

性・安全性について学びました。これらと

市場の成⻑率と市場占有率には重要な関

係があります。なぜ、市場が成⻑している

ことはいいことなのでしょうか？なぜ、市

場占有率を上げなければいけないのでし

ょうか。今までに学んだ知識を使いなが

ら、業績と戦略の関係について理解しま

す。 

キーコンセプト：PLC、市場成⻑率、市場

占有率、PPM、規模の経済、経験効果 

【事前学修】 

・テキスト６章、LP に掲載される資料を読んで、キ

ーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に

向けて、総復習をすること。 

4 時間 

第６回 対面 

■競争戦略１：競争戦略とは何か、３つの

基本戦略 

ポーターは、企業が収益を獲得するために

は 3 つしか⽅法がないと⾔います。なぜ、

その 3 つなのでしょうか。この回は、競争

とは何か、収益は何によって⽣まれるのか

について、考えます。 

キーコンセプト：競争戦略、ポジショニン

グ理論、3つの基本戦略 

■中間試験①に向けた復習も⾏います。 

【事前学修】 

・テキストの第 8,9 章を読んで予習しておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に

向けて、総復習をすること。 

4 時間 

第７回 対面 

中間試験① 

試験範囲：第 1 回～第 5 回（＋第 6 回の中

間試験①に向けた復習） 

持ち込み：一切不可 

第 1 回〜第 6 回（企業戦略論２まで）が試

験範囲です。⽤語の暗記だけではなく、正

しい使い⽅を問う問題 

が出ます。ワークシート類をしっかり⾒

て、復習をしておきましょう。 

【事前学修】 

・第 1 回から第 6 回の重要箇所を中心に復習をして

おくこと。特に講義中で配布するポイントに従って、

ワークシートや宿題を繰り返し行う。 

【事後学修】 

・中間試験②が近いので、分からなかった箇所はすぐ

に復習をしましょう。 

4 時間 

第８回 対面 

■競争戦略２：ファイブ・フォース分析１

（顧客の奪い合い） 

競争は激しくない⽅が良い。では、どのよ

うな特徴のある業界やどのような戦略を

取れば、競争を避けられ 

るのでしょうか。ファイブ・フォースの強

さに着⽬して、収益の得やすい業界の特徴

について理解しましょ 

う。 

キーコンセプト：競争業者の敵対関係、新

規参⼊の脅威、代替品の脅威、参⼊障壁、

撤退障 

【事前学修】 

・テキスト第 11 章を読んで予習しておくこと。 

【事後学修】 

・ラーニングポータルで復習用小テストを満点にな

るまで受験しておくこと。 

・講義資料を見て、第 10 回の中間試験②に備えてお

くこと。 

4 時間 

第９回 対面 

■競争戦略３：ファイブフォース分析２

（利益の奪い合い） 

ファイブ・フォースの中でも、利益を取り

合う関係にある競争相手に対抗し、良い関

係を築くためにはどのように振る舞うべ

きかについて、考えます。 

キーコンセプト：供給業者の交渉力、買い

手の交渉力、情報の非対称性 

【事前学修】 

・テキスト８章を読んで、キーコンセプトを確認して

おくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験 2 に

向けて、総復習をしておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

■競争戦略４：競争地位戦略 

競争優位にある企業と劣位にある企業は

同じ戦略をとるべきなのでしょうか。この

回では、業界の中での相対的な⽴ち位置に

よって最適な戦略が異なるという考え⽅

を学びます。また、中間試験①に向けた復

【事前学修】 

・テキスト９章を読んで、キーコンセプトを確認して

おくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験 2 に

向けて、総復習をしておくこと。 

4 時間 
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習を⾏います。 

キーコンセプト：競争地位戦略 

第１１回 対面 

中間試験② 

試験範囲：第 1 回～第９回（＋第 10 回の

中間試験②に向けた復習） 

持ち込み：一切不可 

前半に質問タイムを設けますが、この日ま

でに疑問があれば、科目担当教員に聞いて

おいてください。 

【事前学修】 

・第 1 回から第 9 回の重要箇所を中心に復習をして

おくこと。特に講義中で配布するポイントに従って、

ワークシートや宿題を繰り返し行うこと。 

【事後学修】 

・自信がなかった問題について確認をしておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

■競争戦略５：資源ベース理論 

せっかく差別化をしても他社から真似さ

れてしまうと、価格競争に陥ります。他社

からの模倣から⾝を守るためにはどうす

ればいいのかについて、学びます。 

キーコンセプト：経営資源、資源ベース理

論、VRIO 分析、コア・コンピタンス 

【事前学修】 

・テキスト３章、補助資料を読んで、宿題の予習ワー

クをやっておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

■競争戦略６：脱競争の戦略論 

絶え間のない競争から抜け出すにはどう

すれば良いでしょうか、また、後発者にな

ってしまった企業はどのような戦略をた

てるべきでしょうか。この回は、競争から

抜け出すための戦略論について学びます。 

キーコンセプト：ブルー・オーシャン戦略、

タイムベース戦略、プラット・フォーム戦

略 

【事前学修】 

・テキスト 11 章、補助資料を読んで、宿題の予習ワ

ークをやっておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

■経営戦略の考え⽅（経営戦略論 I のまと

め） 

今までの講義を振り返り、経営戦略とはど

のような考え⽅をするのかについて理解

し、自身のメジャーとの関係性やこれから

の学びにつなげます。また、定期試験に向

けた問題演習を⾏います。 

■模擬試験：中間試験 1、中間試験 2 の追・

再試を含んでいます。しっかり勉強して良

い点を取りましょう。 

【事前学修】 

・模擬試験に向けて総復習をしておくこと。 

【事後学修】 

・分からなかったところは、講義資料を確認し、必要

であれば、科目担当教員に質問すること。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

■模擬試験の解説（オンデマンド） 

オンデマンドで第 14 回の模擬試験の解説

を行います。模擬試験に出た問題以外への

応用方法も解説するので、忘れずに視聴し

てください。Forms から課題テストに答え

ることで出席とします。 

【事前学修】 

・模擬試験の分からなかった箇所を明らかにしてお

くこと。 

【事後学修】 

・課題テストに解答し、復習をすること。 

4 時間 
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科目名 経営戦略論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 経営戦略とは何か、企業戦略論・競争戦略論の理論・概念・フレームワークについて 

授業の目的及び概要 

■「すぐに潰れてしまう会社と長く続く会社の差はどこにあるのか」、「会社の業績差は何によ

って決まるのか」、「かつては業界 No.1 だった企業が、後発企業に追い抜かされるのはなぜか」、

経営戦略論はこうした企業活動の成否についての根本的な問いに答えようとする学問領域で

す。本科目では、「①経営戦略とは何か」、「②企業戦略論」、「③競争戦略論」を中心とした経営

戦略の基本的な考え方について学びます。 

■この科目の前に「経営学基礎」を履修し、続けて「経営戦略論 II」を受講することで、より

体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。 

履修条件・留意点 
この科目は経営学基礎の知識が前提となる部分があります。経営学基礎を受講していない人は、

初回の講義の際に、科目担当教員に声をかけてください。補助教材を渡します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①経営戦略とは何かについて、主な研究の変遷と策定プロセスの観点から理解することができ

る。 

②市場成長率、市場占有率、企業の収益性と事業ポートフォリオ形成の関係に関する概念・フ

レームワークを理解し、それらに基づいて、事例について解釈することができる。 

③企業間競争の基本的理論・概念・フレームワークである、ポーターの競争戦略、コトラーの

競争地位戦略、バーニーらの資源ベース理論、脱・競争のための戦略について理解し、それら

に基づいて企業がとるべき戦略について理解することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。 

・中間試験の受験後にアンケートを実施し、意見、要望、コメントについて、フィードバック

を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
経営戦略入門（第 2 版），井上善海・大杉奉代・森宗一，

中央経済社，2022 年 
ISBN 9784502421310 

参考書 

①やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ よくわ

かる経営戦略論，井上善海・佐久間信夫，ミネルヴァ

書房，2008 年 

②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・

菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年 

ISBN 
①9784623050697 

②9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％） 0 
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その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

■履修について： 

・「経営学基礎」で学んだ知識を前提として、理論・概念・フレームワークを活用することを目

指します。自信がない人は、経営戦略論の分野の復習をしながら、講義を受講することをお勧

めします。 

・より具体的な企業の戦略的行動や企業の枠組みを超えた経営戦略に関しては、「経営戦略論

II」で扱います。本科目の履修後に、履修することで、より実践的な経営戦略に関する知識を

修得することができます。 

■勉強方法： 

①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所の朗読、書き込みを行います。テキストは毎回必

ず持参してください。 

②予習や復習用の宿題を配布します。必ず取り組み、保管して何度も見返すようにしてくださ

い。 

③重要なお知らせは、ラーニングポータル（変更がある場合は授業内で告知します）を経由し

て行います。授業後に毎週確認をしておくようにしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確

認テスト） 

なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この

講義で扱う経営戦略とは何なのかについ

て学びきーます。 

■キーコンセプト：経営戦略の役割 

■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営

戦略に関する知識について）を行います。 

経営学基礎を履修していない人は、科目担

当教員に声をかけてください。どのような

内容を自習するとスムーズに履修できる

かを指導します。 

【事前学習】 

・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第 5,6 章を読

んで、確認テストに備えておくこと。 

・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわ

からないことがあれば、メモをしておくこと。 

【事後学修】 

・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、

復習をしておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

■経営戦略とは何か１：戦略の策定プロセ

ス 

経営戦略とは何かについて、実際の経営戦

略の策定プロセスに沿って理解をしてい

きます。 

キーコンセプト：経営戦略の階層、経営戦

略の策定プロセス、SWOT 分析、計画性と創

発性 

【事前学修】 

・キーコンセプトをテキストで探し、マーカーをつけ

ておくこと。また、序章・第 1 章中心を読んで予習し

ておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

■経営戦略とは何か２：経営戦略の発⽣史 

経営戦略はなぜ必要とされるようになっ

たのでしょうか。管理（マネジメント）だ

けではなく、戦略（ストラテジー）が必要

とされるようになった理由について、歴史

を振り返りながら学びます。 

キーコンセプト：科学的管理法、フォード・

システム、SWOT分析、企業成⻑、競争戦略 

【事前学修】 

・テキストの序章、LP に掲載される資料を読んで、

キーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

■企業戦略論１：成⻑のための多⾓化戦略 

アンゾフは企業成⻑の⽅法の⼀つとして、

多⾓化戦略を提案しました。では、どのよ

うな事業に多⾓化をすれば良いのでしょ

うか。この回では、事業同⼠の関係性と業

績の関係についての法則性について学び

ます。 

キーコンセプト：成⻑ベクトル、関連型多

⾓化・⾮関連型多⾓化、シナジー、範囲の

経済 

【事前学修】 

・テキストの４、５章、LP に掲載される資料を読ん

で、キーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 
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第５回 対面 

■企業戦略論２：市場成⻑率と市場占有率 

会計学基礎では、（企業の）成⻑性・収益

性・安全性について学びました。これらと

市場の成⻑率と市場占有率には重要な関

係があります。なぜ、市場が成⻑している

ことはいいことなのでしょうか？なぜ、市

場占有率を上げなければいけないのでし

ょうか。今までに学んだ知識を使いなが

ら、業績と戦略の関係について理解しま

す。 

キーコンセプト：PLC、市場成⻑率、市場

占有率、PPM、規模の経済、経験効果 

【事前学修】 

・テキスト６章、LP に掲載される資料を読んで、キ

ーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に

向けて、総復習をすること。 

4 時間 

第６回 対面 

■競争戦略１：競争戦略とは何か、３つの

基本戦略 

ポーターは、企業が収益を獲得するために

は 3 つしか⽅法がないと⾔います。なぜ、

その 3 つなのでしょうか。この回は、競争

とは何か、収益は何によって⽣まれるのか

について、考えます。 

キーコンセプト：競争戦略、ポジショニン

グ理論、3つの基本戦略 

■中間試験①に向けた復習も⾏います。 

【事前学修】 

・テキストの第 8,9 章を読んで予習しておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に

向けて、総復習をすること。 

4 時間 

第７回 対面 

中間試験① 

試験範囲：第 1 回～第 5 回（＋第 6 回の中

間試験①に向けた復習） 

持ち込み：一切不可 

第 1 回〜第 6 回（企業戦略論２まで）が試

験範囲です。⽤語の暗記だけではなく、正

しい使い⽅を問う問題 

が出ます。ワークシート類をしっかり⾒

て、復習をしておきましょう。 

【事前学修】 

・第 1 回から第 6 回の重要箇所を中心に復習をして

おくこと。特に講義中で配布するポイントに従って、

ワークシートや宿題を繰り返し行う。 

【事後学修】 

・中間試験②が近いので、分からなかった箇所はすぐ

に復習をしましょう。 

4 時間 

第８回 対面 

■競争戦略２：ファイブ・フォース分析１

（顧客の奪い合い） 

競争は激しくない⽅が良い。では、どのよ

うな特徴のある業界やどのような戦略を

取れば、競争を避けられ 

るのでしょうか。ファイブ・フォースの強

さに着⽬して、収益の得やすい業界の特徴

について理解しましょ 

う。 

キーコンセプト：競争業者の敵対関係、新

規参⼊の脅威、代替品の脅威、参⼊障壁、

撤退障 

【事前学修】 

・テキスト第 11 章を読んで予習しておくこと。 

【事後学修】 

・ラーニングポータルで復習用小テストを満点にな

るまで受験しておくこと。 

・講義資料を見て、第 10 回の中間試験②に備えてお

くこと。 

4 時間 

第９回 対面 

■競争戦略３：ファイブフォース分析２

（利益の奪い合い） 

ファイブ・フォースの中でも、利益を取り

合う関係にある競争相手に対抗し、良い関

係を築くためにはどのように振る舞うべ

きかについて、考えます。 

キーコンセプト：供給業者の交渉力、買い

手の交渉力、情報の非対称性 

【事前学修】 

・テキスト８章を読んで、キーコンセプトを確認して

おくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験 2 に

向けて、総復習をしておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

■競争戦略４：競争地位戦略 

競争優位にある企業と劣位にある企業は

同じ戦略をとるべきなのでしょうか。この

回では、業界の中での相対的な⽴ち位置に

よって最適な戦略が異なるという考え⽅

を学びます。また、中間試験①に向けた復

【事前学修】 

・テキスト９章を読んで、キーコンセプトを確認して

おくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験 2 に

向けて、総復習をしておくこと。 

4 時間 
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習を⾏います。 

キーコンセプト：競争地位戦略 

第１１回 対面 

中間試験② 

試験範囲：第 1 回～第９回（＋第 10 回の

中間試験②に向けた復習） 

持ち込み：一切不可 

前半に質問タイムを設けますが、この日ま

でに疑問があれば、科目担当教員に聞いて

おいてください。 

【事前学修】 

・第 1 回から第 9 回の重要箇所を中心に復習をして

おくこと。特に講義中で配布するポイントに従って、

ワークシートや宿題を繰り返し行うこと。 

【事後学修】 

・自信がなかった問題について確認をしておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

■競争戦略５：資源ベース理論 

せっかく差別化をしても他社から真似さ

れてしまうと、価格競争に陥ります。他社

からの模倣から⾝を守るためにはどうす

ればいいのかについて、学びます。 

キーコンセプト：経営資源、資源ベース理

論、VRIO 分析、コア・コンピタンス 

【事前学修】 

・テキスト３章、補助資料を読んで、宿題の予習ワー

クをやっておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

■競争戦略６：脱競争の戦略論 

絶え間のない競争から抜け出すにはどう

すれば良いでしょうか、また、後発者にな

ってしまった企業はどのような戦略をた

てるべきでしょうか。この回は、競争から

抜け出すための戦略論について学びます。 

キーコンセプト：ブルー・オーシャン戦略、

タイムベース戦略、プラット・フォーム戦

略 

【事前学修】 

・テキスト 11 章、補助資料を読んで、宿題の予習ワ

ークをやっておくこと。 

【事後学修】 

・宿題を解いて、復習をしておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

■経営戦略の考え⽅（経営戦略論 I のまと

め） 

今までの講義を振り返り、経営戦略とはど

のような考え⽅をするのかについて理解

し、自身のメジャーとの関係性やこれから

の学びにつなげます。また、定期試験に向

けた問題演習を⾏います。 

■模擬試験：中間試験 1、中間試験 2 の追・

再試を含んでいます。しっかり勉強して良

い点を取りましょう。 

【事前学修】 

・模擬試験に向けて総復習をしておくこと。 

【事後学修】 

・分からなかったところは、講義資料を確認し、必要

であれば、科目担当教員に質問すること。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

■模擬試験の解説（オンデマンド） 

オンデマンドで第 14 回の模擬試験の解説

を行います。模擬試験に出た問題以外への

応用方法も解説するので、忘れずに視聴し

てください。Forms から課題テストに答え

ることで出席とします。 

【事前学修】 

・模擬試験の分からなかった箇所を明らかにしてお

くこと。 

【事後学修】 

・課題テストに解答し、復習をすること。 

4 時間 
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科目名 経営戦略論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 経営戦略とは何か、企業戦略論・競争戦略論の理論・概念・フレームワークについて 

授業の目的及び概要 

■「すぐに潰れてしまう会社と長く続く会社の差はどこにあるのか」、「会社の業績差は何によ

って決まるのか」、「かつては業界 No.1 だった企業が、後発企業に追い抜かされるのはなぜか」、

経営戦略論はこうした企業活動の成否についての根本的な問いに答えようとする学問領域で

す。本科目では、「①経営戦略とは何か」、「②企業戦略論」、「③競争戦略論」を中心とした経営

戦略の基本的な考え方について学びます。 

履修条件・留意点 
この科目は経営学基礎の知識が前提となる部分があります。経営学基礎を受講していない人は、

必ず受講するようにしてください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①経営戦略とは何かについて、主な研究の変遷と策定プロセスの観点から理解することができ

る。 

②市場成長率、市場占有率、企業の収益性と事業ポートフォリオ形成の関係に関する概念・フ

レームワークを理解することができる。 

③企業間競争の基本的理論・概念・フレームワークである、ポーターの競争戦略、コトラーの

競争地位戦略、バーニーらの資源ベース理論、脱・競争のための戦略について理解することが

できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 必要に応じてアンケートを実施し、質問に対してフィードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
経営戦略入門（第 2 版），井上善海・大杉奉代・森宗一，

中央経済社，2022 年 
ISBN 9784502421310 

参考書 

①やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ よくわ

かる経営戦略論，井上善海・佐久間信夫，ミネルヴァ

書房，2008 年 

②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・

菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年 

ISBN 
①9784623050697 

②9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

■履修について： 

・「経営学基礎」で学んだ知識を前提として、理論・概念・フレームワークを活用することを目
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指します。自信がない人は、経営戦略論の分野の復習をしながら、講義を受講することをお勧

めします。 

・より具体的な企業の戦略的行動や企業の枠組みを超えた経営戦略に関しては、「経営戦略論

II」で扱います。本科目の履修後に、履修することで、より実践的な経営戦略に関する知識を

修得することができます。 

■勉強方法： 

オンデマンド講義になりますので、時間を決めて集中し視聴してください。理解度に応じて繰

り返し視聴し知識を定着してください。 

■出席方法 

毎回、講義の最後に出席確認のためのアンケートを実施します。ビデオを視聴後は必ず、アン

ケートに回答してください。アンケートへの回答を確認した時点で出席とします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】 

なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この

講義で扱う経営戦略とは何なのかについ

て学びます。 

【事前学習】 

・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第 5,6 章を読

んで、確認テストに備えておくこと。 

・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわ

からないことがあれば、メモをしておくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に、復習をしておく

こと。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

■経営戦略とは何か１：戦略の策定プロセ

ス 

経営戦略とは何かについて、実際の経営戦

略の策定プロセスに沿って理解をしてい

きます。 

キーコンセプト：経営戦略の階層、経営戦

略の策定プロセス、SWOT 分析、計画性と創

発性 

【事前学修】 

・キーコンセプトをテキストで探し、マーカーをつけ

ておくこと。また、序章・第 1 章中心を読んで予習し

ておくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に、復習をしておく

こと。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

■経営戦略とは何か２：経営戦略の発⽣史 

経営戦略はなぜ必要とされるようになっ

たのでしょうか。管理（マネジメント）だ

けではなく、戦略（ストラテジー）が必要

とされるようになった理由について、歴史

を振り返りながら学びます。 

キーコンセプト：科学的管理法、フォード・

システム、SWOT分析、企業成⻑、競争戦略 

【事前学修】 

・テキストの序章、LP に掲載される資料を読んで、

キーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に、復習をしておく

こと。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

■企業戦略論１：成⻑のための多⾓化戦略 

アンゾフは企業成⻑の⽅法の⼀つとして、

多⾓化戦略を提案しました。では、どのよ

うな事業に多⾓化をすれば良いのでしょ

うか。この回では、事業同⼠の関係性と業

績の関係についての法則性について学び

ます。 

キーコンセプト：成⻑ベクトル、関連型多

⾓化・⾮関連型多⾓化、シナジー、範囲の

経済 

【事前学修】 

・テキストの４、５章、LP に掲載される資料を読ん

で、キーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に、復習をしておく

こと。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■企業戦略論２：市場成⻑率と市場占有率 

会計学基礎では、（企業の）成⻑性・収益

性・安全性について学びました。これらと

市場の成⻑率と市場占有率には重要な関

係があります。なぜ、市場が成⻑している

ことはいいことなのでしょうか？なぜ、市

場占有率を上げなければいけないのでし

ょうか。今までに学んだ知識を使いなが

【事前学修】 

・テキスト６章、LP に掲載される資料を読んで、キ

ーコンセプトを確認しておくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に復習をしておく

こと。 

4 時間 

2025/05/01

82



 

 

ら、業績と戦略の関係について理解しま

す。 

キーコンセプト：PLC、市場成⻑率、市場

占有率、PPM、規模の経済、経験効果 

第６回 
オンデ

マンド 

■競争戦略１：競争戦略とは何か、３つの

基本戦略 

ポーターは、企業が収益を獲得するために

は 3 つしか⽅法がないと⾔います。なぜ、

その 3 つなのでしょうか。この回は、競争

とは何か、収益は何によって⽣まれるのか

について、考えます。 

キーコンセプト：競争戦略、ポジショニン

グ理論、3つの基本戦略 

【事前学修】 

・テキストの第 8,9 章を読んで予習しておくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に復習をしておく

こと。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 
これまでの復習① 

【事前学修】 

・講義を受けるにあたり、これまでの内容を予習して

おくこと。 

【事後学修】 

・配布された資料について、復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

■競争戦略２：ファイブ・フォース分析１

（顧客の奪い合い） 

競争は激しくない⽅が良い。では、どのよ

うな特徴のある業界やどのような戦略を

取れば、競争を避けられ 

るのでしょうか。ファイブ・フォースの強

さに着⽬して、収益の得やすい業界の特徴

について理解しましょ 

う。 

キーコンセプト：競争業者の敵対関係、新

規参⼊の脅威、代替品の脅威、参⼊障壁、

撤退障 

【事前学修】 

・テキスト第 11 章を読んで予習しておくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に復習をしておく

こと。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

■競争戦略３：ファイブフォース分析２

（利益の奪い合い） 

ファイブ・フォースの中でも、利益を取り

合う関係にある競争相手に対抗し、良い関

係を築くためにはどのように振る舞うべ

きかについて、考えます。 

キーコンセプト：供給業者の交渉力、買い

手の交渉力、情報の非対称性 

【事前学修】 

・テキスト８章を読んで、キーコンセプトを確認して

おくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に復習をしておく

こと。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■競争戦略４：競争地位戦略 

競争優位にある企業と劣位にある企業は

同じ戦略をとるべきなのでしょうか。この

回では、業界の中での相対的な⽴ち位置に

よって最適な戦略が異なるという考え⽅

を学びます。また、中間試験①に向けた復

習を⾏います。 

キーコンセプト：競争地位戦略 

【事前学修】 

・テキスト９章を読んで、キーコンセプトを確認して

おくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に復習をしておく

こと。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 
これまでの復習② 

【事前学修】 

・講義を受けるにあたり、これまでの内容を予習して

おくこと。 

【事後学修】 

・配布された資料について、復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

■競争戦略５：資源ベース理論 

せっかく差別化をしても他社から真似さ

れてしまうと、価格競争に陥ります。他社

からの模倣から⾝を守るためにはどうす

ればいいのかについて、学びます。 

キーコンセプト：経営資源、資源ベース理

【事前学修】 

・テキスト３章を読んで、キーコンセプトを確認して

おくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に復習をしておく

こと。 

4 時間 
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論、VRIO 分析、コア・コンピタンス 

第１３回 
オンデ

マンド 

■競争戦略６：脱競争の戦略論 

絶え間のない競争から抜け出すにはどう

すれば良いでしょうか、また、後発者にな

ってしまった企業はどのような戦略をた

てるべきでしょうか。この回は、競争から

抜け出すための戦略論について学びます。 

キーコンセプト：ブルー・オーシャン戦略、

タイムベース戦略、プラット・フォーム戦

略 

【事前学修】 

・テキスト１１章を読んで、キーコンセプトを確認し

ておくこと。 

【事後学修】 

・わかりにくかった箇所を重点的に復習をしておく

こと。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

これまでの復習③ 

今までの講義を振り返り、経営戦略とはど

のような考え⽅をするのかについて理解

し、自身のメジャーとの関係性やこれから

の学びにつなげます。 

またアンケートなどでコメントがあった

分かりにくい箇所を取り上げて、詳細に説

明します。 

【事前学修】 

・総復習をしておくこと。 

【事後学修】 

・分からなかったところは、講義資料を確認し、必要

であれば、科目担当教員に質問すること。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
総復習について：定期試験対策 

【事前学修】 

・これまで配布された資料を確認しておくこと。 

【事後学修】 

・配布された資料を復習をすること。 

4 時間 
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科目名 経営管理論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 経営管理に関する所論の歴史的発展経緯を辿り、他の領域との関連性を学びます。 

授業の目的及び概要 

この科目では、まず「経営管理論Ⅰ」で学修した日本的経営の基になる経営の源流に遡り、経

営管理の生成と発展の足跡をたどり、関連する諸理論はどのような背景や事情のもとで生まれ

てきたのかを学修する。また、生き物としての組織をより成長、活性化させるための理論を学

び、経営管理とはどのような機能を果たし、その機能はどのように変化してきたのかについて

理解を深めます。それらのことを通して、経営管理と戦略、組織との関連性について理解し、

企業経営の全体像を掴むことを学修の目的とします。 

この科目の内容は、「経営管理論Ⅰ」で学んだ内容の理論的側面の理解を深めることを目的とし、

「経営管理論Ⅰ」と併せて学修することで、経営管理全体の理解をより深めることができます。

また、経営戦略論や経営組織論と関連する経営学を学修するための基本的な科目です。 

履修条件・留意点 
この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後にⅡを履修してくだ

さい。よって、経営管理論Ⅰの教科書も使用いたします。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①現代の企業経営の基礎となる伝統的管理論や人間関係論、近代的管理論などの経営管理論に

関する代表的な理論の特徴とその意義と限界について説明できる。 

②経営管理理論に関する代表的な理論がどのような経緯を辿り、どのような企業の発展を経て

成立してきたかを過去の代表的な事例を踏まえながら理解し、説明できる。 

③経営管理論の一部としてのリーダーシップ論、モティベーション論、組織文化論、そして経

営理念や企業目標などを理解し、企業経営への経営管理の影響について理解できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
コメントシートでの受講生からの質問や代表的な意見をいくつかとりあげて紹介し、それに対

する私の意見を述べます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
経営学入門キーコンセプト，井原久光編，ミネルヴァ

書房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

参考書 
経営管理論，上野 恭裕・馬場 大治編，中央経済社，

2016 年 
ISBN 9784502190612 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 
この経営管理論Ⅱでは、経営管理理論の歴史的発展経緯をメインに説明します。経営組織論や

管理モデルについての基礎知識を歴史的経緯と共に習得したいと考えている受講生さん向けの
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あたって 科目です。ただし、この科目では、経営組織論や経営戦略論と管理モデルの相互関連にも注意

して講義していきます。履修にあたっては、専門用語や断片的知識をただ集積するのではなく、

講義やプリントがどのような話の流れ(論理)で進んでいるのか、話と話のつながりにつねに留

意することが大切です。経営管理論Ⅰの内容を踏まえた構成となりますので、履修にあたり、

経営管理論Ⅰを前もって復習することをおすすめします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

授業全体の進め方と経営管理論Ⅰとの関

連を説明します。 

【事前学習】 

シラバスを確認し、日々発生する企業にかかわるニ

ュース・出来事についてチェックすること。 

【事後学修】 

シラバスを確認し復習すること。 

3 時間 

第２回 対面 

【組織管理と経営管理】 

組織がうまく動けば、企業は、必ず成功す

るのでしょうか。そこには、成果があがる

ことと組織がうまく動くことの二つの問

題が存在します。企業の経営において直面

するこの二つの問題について説明し、経営

管理と組織管理は、それらとどのような関

連があるかを学びます。 

キーワード：集団と組織、経営管理、組織

管理 

【事前学修】 

組織管理とは何かを調べ、経営管理との違いを確認

すること。同時に日々発生する企業にかかわるニュ

ース・出来事についてチェックすること。 

【事後学修】 

経営管理論 I で扱った経営戦略と経営管理との関連

との違いを確認すること。 

4 時間 

第３回 対面 

【科学的管理法】 

経営管理はどのように形成されていった

のでしょうか。その始まりとされる科学的

管理法の歴史的背景、経営管理論の源流と

される理由、その体系性、当時の社会への

影響等について解説し、伝統的管理論の特

徴について学びます。「経営管理論」の第

3 章を理解します。 

キーワード：成行管理、組織的怠業、科学

的管理法、課業管理、動作研究、計画部、

職能別組織、経済人モデル 

【事前学習】 

F.W.テイラーの科学的管理法について調べ、それが

生み出された背景を確認すること。同時に日々発生

する企業にかかわるニュース・出来事についてチェ

ックすること。 

【事後学修】 

科学的管理法が必要とされたあるいは必要だと思わ

れたのはなぜか、講義内容・ノートを確認して復習し

てください。 

4 時間 

第４回 対面 

【管理原則と管理過程論】 

科学的管理法を契機に多くの経営管理の

理論が生み出されました。その中には、現

代の企業経営にも強く影響をを及ぼして

いるものもあります。伝統的管理論が契機

となって生まれてきた多様な管理職能論

について解説し、それらの吟味と帰結につ

いて考察します。 

出来高給から職務給までの歴史的発展の

論理について解説し、伝統的管理論の基本

的考え方について考察します。「経営管理

論」の第１章第２項をへの理解を深めま

す。 

キーワード：管理原則、マネジメントサイ

クル 

【事前学習】 

アンリ・ファヨールの管理原則論を調べ、科学的管理

法からどのように発展したかを確認すること。同時

に日々発生する企業にかかわるニュース・出来事に

ついてチェックすること。 

【事後学修】 

出来高給と職務給の違いについて説明できるか、マ

ネジメントサイクルについて講義内容・ノートを参

照して復習してください。 

4 時間 

第５回 対面 

【フォードと GM】 

伝統的管理論は当時、最新の理論でした。

そして、企業はその理論を積極的に取り入

れていました。その結果、どのようなこと

が起きたのでしょうか。伝統的管理論の特

徴を色濃く反映する２つの現代的な管理

への応用（ケース）について解説し、考察

【事前学習】 

伝統的管理論を企業経営に取り入れ、より実践的に

修正するとしたらどのようになるか検討すること。

同時に日々発生する企業にかかわるニュース・出来

事についてチェックすること。 

【事後学修】 

ケースでとりあげた二社の違いを講義内容・ノート

4 時間 
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します。 

キーワード：移動組み立て方式、奉仕動機、

分権組織、フルライン戦略 

を参照して復習してください。 

第６回 対面 

【ホーソン実験と人間関係論学派】 

伝統的管理論の検証実験に失敗したホー

ソン実験と新たに提起された人間関係モ

デルについて解説し、このモデルの意義に

ついて考察します。「経営管理論」の第３

章第２項をへの理解を深めます。 

キーワード：社会人モデル、人間関係、動

機づけ、非公式組織 

【事前学習】 

伝統的管理論の内容を確認し、その問題点を検討す

ること。同時に日々発生する企業にかかわるニュー

ス・出来事についてチェックすること。 

【事後学修】 

ホーソン実験はどのような実験なのかを講義内容・

ノートを参照して復習してください。 

4 時間 

第７回 対面 【第 1 回～6 回までのまとめ】 

【事前学習】 

1 回～6 回の内容を事前に確認し、キーワードについ

て調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】 

教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講義中に作

成したノートや資料を参考に復習すること。 

4 時間 

第８回 対面 【中間試験】 

【事前学習】 

第 1 回～第 6 回の内容を確認し、復習すること。 

【事後学修】 

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第９回 対面 

【近代的組織管理論と経営人モデル】 

従業員の動機付けと組織の管理を両立さ

せるにはどうしたら良いか。それの論理を

提案したのが近代的組織管理論です。ここ

で示されたモデルは、今現在でも非常に大

きな影響力を持っています。それについて

説明し、組織と個人の管理ついて考えま

す。「経営管理論」第４章への理解を深め

ます。 

キーワード：誘因、貢献意欲、個人目標、

組織目標、コミュニケーション、自律型モ

デル、有効性、効率性 

【事前学習】 

人間関係論と伝統的組織管理論を統合する方法を検

討すること。同時に日々発生する企業にかかわるニ

ュース・出来事についてチェックすること。 

【事後学修】 

C.I.バーナードの誘因ー貢献モデルや H.A.サイモン

の経営人モデルについてを講義内容・ノートを参照

して復習してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【動機づけとリーダーシップ】 

動機付けの具体的な方法として、組織学習

や欲求仮説が考え出されました。それらの

内容について説明し、学習効果や動機付け

について考えます。「経営管理論」第５章

と第６章への理解を深めます。 

キーワード：X 理論、Y 理論、衛生要因、

期待要因、ダブルループ学習、アンラーニ

ング 

【事前学習】 

どのようなことがあれば意欲が湧くかそして、新し

いことの学習を人に促すにはどうしたら良いかそれ

を検討してみてください。同時に日々発生する企業

にかかわるニュース・出来事についてチェックする

こと。 

【事後学修】 

マクレガーやハーズバーグ、アージリスなどの諸論

についてを講義内容・ノートを参照して復習してく

ださい。 

4 時間 

第１１回 対面 

【経営理念と企業目標】 

企業が巨大化、複雑化するにつれ、管理だ

けではなく戦略が必要だといわれるよう

になってきました。 

経営管理のためになぜ経営戦略が必要な

のでしょうか？それについて学習します。

「経営管理論」第１０章への理解を深めま

す。 

キーワード：経営戦略、全社戦略、経営理

念、意思決定、乱気流的環境、経営理念、

【事前学習】 

組織が大きく、複雑になった際、どうやって管理して

いけばよいかを検討してみてください。同時に日々

発生する企業にかかわるニュース・出来事について

チェックすること。 

【事後学修】 

経営戦略についてを講義内容・ノートを参照して復

習してください。 

4 時間 
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企業目標 

第１２回 対面 

【経営管理論から経営戦略論へ】 

「経営戦略の父」と呼ばれたアンゾフ以

降、経営戦略論が展開されていきました。

戦略論として、戦略計画学派、創発戦略学

派、ポジショニング・ビュー、リソース・

ベースト・ビュー、ゲーム理論アプローチ

の歴史的な流れを理解しながら、どのよう

に発展していったのか、理解します。前半

部分は、「経営管理論」の第 11章への理解

を深めます。 

【事前学習】 

経営学基礎や経営戦略論で学んだ企業戦略（全社戦

略）や競争戦略（事業戦略）について、復習して下さ

い。 

【事後学修】 

なぜ様々な戦略論展開されてきたのか、その関係に

ついてを講義内容・ノートを参照して復習してくだ

さい。 

4 時間 

第１３回 対面 

【生産管理の基本と経営管理の理論①】 

経営管理の歴史から確認できるように生

産管理は企業の経営管理の重要な部分で

す。経営管理論Ⅰで学修した生産管理の内

容を確かめながら、関連する事例で理解を

深めます。特に、デトロイト生産方式と比

較しながら、トヨタ生産方式を学びます。 

キーワード：見込み生産、発注生産、ライ

ン生産、セル生産、フォーディズム、デト

ロイト方式、かんばん方式、JIT 

【事前学習】 

経営管理Ⅰで学修した「生産管理の基本」の内容につ

いて復習すること。また、時事的ニュース・出来事に

乗り遅れないように新聞や経済・経営関連のニュー

スをチェックすること。 

【事後学修】 

教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講義中に作

成したノートや資料を参考に復習すること。 

4 時間 

第１４回 対面 

【生産管理の基本と経営管理の理論②】 

経営管理の歴史から確認できるように生

産管理は企業の経営管理の重要な部分で

す。経営管理論Ⅰで学修した生産管理の内

容を確かめながら、関連する事例で理解を

深めます。トヨタ生産方式の歴史的経緯を

振り返りながら、その課題を学びます。 

キーワード：見込み生産、発注生産、ライ

ン生産、セル生産、フォーディズム、デト

ロイト方式、かんばん方式、JIT 

【事前学習】 

経営管理Ⅰで学修した「生産管理の基本」の内容につ

いて復習すること。また、時事的ニュース・出来事に

乗り遅れないように新聞や経済・経営関連のニュー

スをチェックすること。 

【事後学修】 

教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講義中に作

成したノートや資料を参考に復習すること。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【総括(オンデマンド)】 

授業全体の総括とまとめを行います。 

各回のポイントと要点をおさらいします。

これまでの授業資料を参照しながら、動画

を視聴し、自分のノートをまとめてくださ

い。 

【事前学習】 

これまでの授業内容に該当する教科書の箇所をもう

一度確認すること。 

【事後学修】 

授業で説明した箇所を中心に、自分でまとめたノー

トや資料を確認すること。 

5 時間 
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科目名 経営管理論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 経営管理に関する所論の歴史的発展経緯を辿り、他の領域との関連性を学びます。 

授業の目的及び概要 

この科目では、まず「経営管理論Ⅰ」で学修した日本的経営の基になる経営の源流に遡り、経

営管理の生成と発展の足跡をたどり、関連する諸理論はどのような背景や事情のもとで生まれ

てきたのかを学修する。また、生き物としての組織をより成長、活性化させるための理論を学

び、経営管理とはどのような機能を果たし、その機能はどのように変化してきたのかについて

理解を深めます。それらのことを通して、経営管理と戦略、組織との関連性について理解し、

企業経営の全体像を掴むことを学修の目的とします。 

この科目の内容は、「経営管理論Ⅰ」で学んだ内容の理論的側面の理解を深めることを目的とし、

「経営管理論Ⅰ」と併せて学修することで、経営管理全体の理解をより深めることができます。

また、経営戦略論や経営組織論と関連する経営学を学修するための基本的な科目です。 

履修条件・留意点 
この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後にⅡを履修してくだ

さい。よって、経営管理論Ⅰの教科書も使用いたします。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①現代の企業経営の基礎となる伝統的管理論や人間関係論、近代的管理論などの経営管理論に

関する代表的な理論の特徴とその意義と限界について説明できる。 

②経営管理理論に関する代表的な理論がどのような経緯を辿り、どのような企業の発展を経て

成立してきたかを過去の代表的な事例を踏まえながら理解し、説明できる。 

③経営管理論の一部としてのリーダーシップ論、モティベーション論、組織文化論、そして経

営理念や企業目標などを理解し、企業経営への経営管理の影響について理解できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 LP のアンケート機能を活用しながら、受講生の意見に対し、フィードバックいたします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
経営管理論，上野 恭裕・馬場 大治編，中央経済社，

2016 年 
ISBN 9784502190612 

参考書 
経営学入門キーコンセプト，井原久光編著，ミネルヴ

ァ書房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この経営管理論Ⅱでは、経営管理理論の歴史的発展経緯をメインに説明します。経営組織論や

管理モデルについての基礎知識を歴史的経緯と共に習得したいと考えている受講生さん向けの

科目です。ただし、この科目では、経営組織論や経営戦略論と管理モデルの相互関連にも注意
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して講義していきます。履修にあたっては、専門用語や断片的知識をただ集積するのではなく、

講義やプリントがどのような話の流れ(論理)で進んでいるのか、話と話のつながりにつねに留

意することが大切です。経営管理論Ⅰの内容を踏まえた構成となりますので、履修にあたり、

経営管理論Ⅰを前もって復習することをおすすめします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

【ガイダンス】 

授業全体の進め方と経営管理論Ⅰとの関

連を説明します。 

小テストあり。 

【事前学習】 

シラバスを確認し、日々発生する企業にかかわるニ

ュース・出来事についてチェックすること。 

【事後学修】 

シラバスを確認し復習すること。 

3 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

【組織管理と経営管理】 

組織がうまく動けば、企業は、必ず成功す

るのでしょうか。そこには、成果があがる

ことと組織がうまく動くことの二つの問

題が存在します。企業の経営において直面

するこの二つの問題について説明し、経営

管理と組織管理は、それらとどのような関

連があるかを学びます。 

キーワード：集団と組織、経営管理、組織

管理 

小テストあり。 

【事前学修】 

組織管理とは何かを調べ、経営管理との違いを確認

すること。同時に日々発生する企業にかかわるニュ

ース・出来事についてチェックすること。 

【事後学修】 

経営管理論 I で扱った経営戦略と経営管理との関連

との違いを確認すること。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

【科学的管理法】 

経営管理はどのように形成されていった

のでしょうか。その始まりとされる科学的

管理法の歴史的背景、経営管理論の源流と

される理由、その体系性、当時の社会への

影響等について解説し、伝統的管理論の特

徴について学びます。「経営管理論」の第

3 章を理解します。 

キーワード：成行管理、組織的怠業、科学

的管理法、課業管理、動作研究、計画部、

職能別組織、経済人モデル 

小テストあり。 

【事前学習】 

F.W.テイラーの科学的管理法について調べ、それが

生み出された背景を確認すること。同時に日々発生

する企業にかかわるニュース・出来事についてチェ

ックすること。 

【事後学修】 

科学的管理法が必要とされたあるいは必要だと思わ

れたのはなぜか、講義内容・ノートを確認して復習し

てください。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

【管理原則と管理過程論】 

科学的管理法を契機に多くの経営管理の

理論が生み出されました。その中には、現

代の企業経営にも強く影響をを及ぼして

いるものもあります。伝統的管理論が契機

となって生まれてきた多様な管理職能論

について解説し、それらの吟味と帰結につ

いて考察します。 

出来高給から職務給までの歴史的発展の

論理について解説し、伝統的管理論の基本

的考え方について考察します。「経営管理

論」の第１章第２項をへの理解を深めま

す。 

キーワード：管理原則、マネジメントサイ

クル 

小テストあり。 

【事前学習】 

アンリ・ファヨールの管理原則論を調べ、科学的管理

法からどのように発展したかを確認すること。同時

に日々発生する企業にかかわるニュース・出来事に

ついてチェックすること。 

【事後学修】 

出来高給と職務給の違いについて説明できるか、マ

ネジメントサイクルについて講義内容・ノートを参

照して復習してください。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

【フォードと GM】 

伝統的管理論は当時、最新の理論でした。

そして、企業はその理論を積極的に取り入

れていました。その結果、どのようなこと

が起きたのでしょうか。伝統的管理論の特

【事前学習】 

伝統的管理論を企業経営に取り入れ、より実践的に

修正するとしたらどのようになるか検討すること。

同時に日々発生する企業にかかわるニュース・出来

事についてチェックすること。 

4 時間 
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徴を色濃く反映する２つの現代的な管理

への応用（ケース）について解説し、考察

します。 

キーワード：移動組み立て方式、奉仕動機、

分権組織、フルライン戦略 

小テストあり。 

【事後学修】 

ケースでとりあげた二社の違いを講義内容・ノート

を参照して復習してください。 

第６回 
オンデ

マンド 

【ホーソン実験と人間関係論学派】 

伝統的管理論の検証実験に失敗したホー

ソン実験と新たに提起された人間関係モ

デルについて解説し、このモデルの意義に

ついて考察します。「経営管理論」の第３

章第２項をへの理解を深めます。 

キーワード：社会人モデル、人間関係、動

機づけ、非公式組織 

小テストあり。 

【事前学習】 

伝統的管理論の内容を確認し、その問題点を検討す

ること。同時に日々発生する企業にかかわるニュー

ス・出来事についてチェックすること。 

【事後学修】 

ホーソン実験はどのような実験なのかを講義内容・

ノートを参照して復習してください。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

【第 1 回～6 回までのまとめ】 

小テストあり。 

【事前学習】 

1 回～6 回の内容を事前に確認し、キーワードについ

て調べること。 

また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように

新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ

と。 

【事後学修】 

教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講義中に作

成したノートや資料を参考に復習すること。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

第 1 回から第 7回までを復習の上、そのこ

とが自動車産業にどのような変化をもた

らしたのかを、学びます。 

【デトロイト方式とフォード/GMの覇権交

代】 

・フォーディズムをベースとしたデトロ

イト生産方式は、どのような生産方式であ

るか理解する。 

・フォードは、なぜ GM に覇権交代を許す

のか、フォードと GM の共通点と相違点を

整理し、GM の優位性を理解する。 

【トヨタ生産方式】 

世界一の販売台数を誇る GM は、なぜ 1970

－80 年代、トヨタを筆頭とする日本メー

カーに追い上げられることになるのかを

理解する。 

キーワード： フォーディズム、デトロイ

ト生産方式、ライン生産（大ロット）、フ

ルライン戦略、機能別組織と事業部制、組

織は戦略に従う、 

       トヨタ生産方式（自働化と

JIT)、多品種少量生産（混流生産） 

小テストあり 

【事前学習】 

第 1 回～第 7 回の内容を確認し、復習すること。 

【事後学修】 

講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

と。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

【近代的組織管理論と経営人モデル】 

従業員の動機付けと組織の管理を両立さ

せるにはどうしたら良いか。それの論理を

提案したのが近代的組織管理論です。ここ

で示されたモデルは、今現在でも非常に大

きな影響力を持っています。それについて

説明し、組織と個人の管理ついて考えま

す。「経営管理論」第４章への理解を深め

ます。 

キーワード：誘因、貢献意欲、個人目標、

【事前学習】 

人間関係論と伝統的組織管理論を統合する方法を検

討すること。同時に日々発生する企業にかかわるニ

ュース・出来事についてチェックすること。 

【事後学修】 

C.I.バーナードの誘因ー貢献モデルや H.A.サイモン

の経営人モデルについてを講義内容・ノートを参照

して復習してください。 

4 時間 
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組織目標、コミュニケーション、自律型モ

デル、有効性、効率性 

小テストあり 

第１０回 
オンデ

マンド 

【動機づけとリーダーシップ】 

動機付けの具体的な方法として、組織学習

や欲求仮説が考え出されました。それらの

内容について説明し、学習効果や動機付け

について考えます。「経営管理論」第５章

と第６章への理解を深めます。 

キーワード：X 理論、Y 理論、衛生要因、

期待要因、ダブルループ学習、アンラーニ

ング 

小テストあり。 

【事前学習】 

どのようなことがあれば意欲が湧くかそして、新し

いことの学習を人に促すにはどうしたら良いかそれ

を検討してみてください。同時に日々発生する企業

にかかわるニュース・出来事についてチェックする

こと。 

【事後学修】 

マクレガーやハーズバーグ、アージリスなどの諸論

についてを講義内容・ノートを参照して復習してく

ださい。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

【経営理念と企業目標】 

企業が巨大化、複雑化するにつれ、管理だ

けではなく戦略が必要だといわれるよう

になってきました。 

経営管理のためになぜ経営戦略が必要な

のでしょうか？それについて学習します。

「経営管理論」第１０章への理解を深めま

す。 

キーワード：経営戦略、全社戦略、経営理

念、意思決定、乱気流的環境、経営理念、

企業目標 

小テストあり 

【事前学習】 

組織が大きく、複雑になった際、どうやって管理して

いけばよいかを検討してみてください。同時に日々

発生する企業にかかわるニュース・出来事について

チェックすること。 

【事後学修】 

経営戦略についてを講義内容・ノートを参照して復

習してください。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

【経営管理論から経営戦略論へ】 

「経営戦略の父」と呼ばれたアンゾフ以

降、経営戦略論が展開されていきました。

戦略論として、戦略計画学派、創発戦略学

派、ポジショニング・ビュー、リソース・

ベースト・ビュー、ゲーム理論アプローチ

の歴史的な流れを理解しながら、どのよう

に発展していったのか、理解します。前半

部分は、「経営管理論」の第 11章への理解

を深めます。 

小テストあり。 

【事前学習】 

経営学基礎や経営戦略論で学んだ企業戦略（全社戦

略）や競争戦略（事業戦略）について、復習して下さ

い。 

【事後学修】 

なぜ様々な戦略論展開されてきたのか、その関係に

ついてを講義内容・ノートを参照して復習してくだ

さい。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

【生産管理の基本と経営管理の理論①】 

経営管理の歴史から確認できるように生

産管理は企業の経営管理の重要な部分で

す。経営管理論Ⅰで学修した生産管理の内

容を確かめながら、関連する事例で理解を

深めます。特に、デトロイト生産方式と比

較しながら、トヨタ生産方式を学びます。 

キーワード：見込み生産、発注生産、ライ

ン生産、セル生産、フォーディズム、デト

ロイト方式、かんばん方式、JIT 

小テストあり。 

【事前学習】 

経営管理Ⅰで学修した「生産管理の基本」の内容につ

いて復習すること。また、時事的ニュース・出来事に

乗り遅れないように新聞や経済・経営関連のニュー

スをチェックすること。 

【事後学修】 

教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講義中に作

成したノートや資料を参考に復習すること。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

【生産管理の基本と経営管理の理論②】 

経営管理の歴史から確認できるように生

産管理は企業の経営管理の重要な部分で

す。経営管理論Ⅰで学修した生産管理の内

容を確かめながら、関連する事例で理解を

深めます。トヨタ生産方式の歴史的経緯を

振り返りながら、その課題を学びます。 

キーワード：見込み生産、発注生産、ライ

ン生産、セル生産、フォーディズム、デト

ロイト方式、かんばん方式、JIT 

【事前学習】 

経営管理Ⅰで学修した「生産管理の基本」の内容につ

いて復習すること。また、時事的ニュース・出来事に

乗り遅れないように新聞や経済・経営関連のニュー

スをチェックすること。 

【事後学修】 

教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講義中に作

成したノートや資料を参考に復習すること。 

4 時間 
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小テストあり。 

第１５回 
オンデ

マンド 

【総括(オンデマンド)】 

授業全体の総括とまとめを行います。 

各回のポイントと要点をおさらいします。

これまでの授業資料を参照しながら、動画

を視聴し、自分のノートをまとめてくださ

い。 

【事前学習】 

これまでの授業内容に該当する教科書の箇所をもう

一度確認すること。 

【事後学修】 

授業で説明した箇所を中心に、自分でまとめたノー

トや資料を確認すること。 

5 時間 
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科目名 マーケティング基礎 （経営）／マーケティン

グ概論（経済） 
開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワーク

を理解する。 

授業の目的及び概要 

この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修す

る。主に、マーケテイング基本概念である STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマ

ーケティングの 4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説がで

きるように、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となる

ものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケテイング戦略論Ⅰ）

において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進

める。主要なマーケティングの考え方を理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方

ができる基礎力をつけることを目標とする。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．マーケティングの考え方や基本的フレーム（４Ｐ・ＳＴＰ）を理解し、記述できる。 

2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関

係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解し、記述できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田

章光・清水信年、碩学舎、2019 年 
ISBN 9784502327711 

参考書 
参考になる文献、論文、資料等は、授業中に適宜紹介

します。 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、

マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求められています。日常よりニュース

や新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自

分なりのマーケティングの考え方を持つよう心がけることを期待します。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス・（マーケティング発想の経営） 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

マーケティングの考え方について学びま

す。 

【キーワード】 

マーケティング発想、マーケティング近視

眼、ニーズ、価値、顧客満足 （教科書 1 章） 

事前学修：教科書の第 1 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

マーケティング論の成り立ち 

マーケティング論の特徴、発展について学

びます。 

【キーワード】 

マーケティング論、生産者、使用者、コミ

ュニケーション（教科書２章） 

事前学修：教科書の第 2 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

マーケティングの基本概念 

STPを中心に統合されたマーケティング活

動について学びます。 

【キーワード】 

STP、4P（各項目含む）、セグメンテーショ

ン、ターゲティング、ポジショニング（教

科書 3 章） 

事前学修：教科書の第 3 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

マーケティング 4P（製品のマネジメント） 

製品マネジメントにおける製品戦略の概

要やそのステップについて解説します。 

【キーワード】 

製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製

品ライフサイクル（教科書 4章） 

事前学修：教科書の第 4 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

★中間試験Ⅰ（講義中に実施） 

第１回から４回までに学修した用語につ

いての理解を確認します。 

事前学修：第１回から４回までの教科書、ノートにま

とめた内容を確認し、授業で学修した用語の意味を

復習しておくこと。 

事後学修：中間試験１のふりかえりをしておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

マーケティング 4P（価格のマネジメント） 

製品やサービスの価格設定の基本的な考

え方を講義します。価格設定における需要

曲線、価格弾力性の概念や価格戦略につい

て解説します。 

【キーワード】 

需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、

代替品、高付加価値（教科書 5 章） 

事前学修：教科書の第 5 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

マーケティング 4P（チャネルのマネジメ

ント） 

チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジ

メントにおける選択・管理について解説し

ます。 

【キーワード】 

チャネル選択、チャネル管理、流通経路、

販社制度、チェーンストア制度、オムニチ

ャネル（教科書 7 章） 

事前学修：教科書の第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

サプライチェーンのマネジメント 

企業における在庫問題や SCM（サプライチ

ェーン・マネジメント）の役割について解

説します。 

【キーワード】 

事前学修：教科書の第 8 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 
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在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章） 

第９回 対面 

営業のマネジメント 

ビジネス市場における企業組織が購入対

象となる製品・サービスに対してニーズを

確立し、複数のブランドや供給業者を特定

し、評価し、その名から選択する意思決定

プロセスにおいてキープレイヤーとなる

営業ついて学びます。 

【キーワード】 

境界連結者、資源動員、ネットワーク、属

人信頼、システム信頼（教科書 9章） 

事前学修：教科書の第 9 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

★中間試験２（講義中に実施） 

第 1 回から９回までに学修した用語につ

いての理解を確認します。 

事前学修：第 1 回から 9 回までの教科書、ノートにま

とめた内容を確認し、授業で得た用語の意味を復習

しておくこと。 

事後学修：中間試験 2 のふりかえりをしておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

マーケティング 4P（広告のマネジメント） 

消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロ

モーションミックス等について解説しま

す。 

【キーワード】 

消費者対応、競争対応、ブランド対応、プ

ロモーション・ミックス、メディア・ミッ

クス（教科書 6章） 

事前学修：教科書の第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

顧客関係のマネジメント 

ユーザーとしての消費者との関係作りや

顧客関係の構築と関係維持について解説

します。 

【キーワード】 

ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関

係性パラダイム、コミットメント、CRM（教

科書 10 章） 

事前学修：教科書の第 10章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

ビジネスモデルと顧客理解のマネジメン

ト 

顧客理解のためのマーケティング・リサー

チについて解説します。 

【キーワード】 

価値志向、ビジネスエコシステム、成長マ

トリックス、事業コンセプト（教科書 11

章）と市場調査 2 次データ、マーケティン

グ・リサーチ、定性的調査、定量的調査、

粘着性（教科書１２章） 

事前学修：教科書の第 11・12 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

ブランドのマネジメント  ※テキスト

２章分を１章に纏める 

ブランドの意味や機能及びブランド・エク

イティの概念やブランド組織のマネジメ

ントについて解説します。 

【キーワード】 

保証機能、識別機能、想起機能、ブランド

認知、ブランド・パワー、ブランドエクイ

ティ、ブランドマネージャー。（教科書１

3・14 章） 

事前学修：教科書の第 13・14 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでに学修した内容について復習す

るとともに、それぞれがマーケティング発

想におけるフレームのどの部分に位置づ

くかを説明します。 

事前学修：これまでの学修内容を再度、確認しておく

こと。 

事後学修：教科書やノートにまとめた内容等を確認

し、これまでに学修した部分を復習しておくこと。 

6 時間 
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科目名 マーケティング基礎 （経営）／マーケティン

グ概論（経済） 
開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワーク

を理解する。 

授業の目的及び概要 

この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修す

る。主に、マーケテイング基本概念である STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマ

ーケティングの 4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説がで

きるように、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となる

ものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケテイング戦略論Ⅰ）

において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進

める。主要なマーケティングの考え方を理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方

ができる基礎力をつけることを目標とする。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．マーケティングの考え方や基本的フレーム（４Ｐ・ＳＴＰ）を理解し、記述できる。 

2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関

係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解し、記述できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田

章光・清水信年、碩学舎、2019 年 
ISBN 9784502327711 

参考書 
参考になる文献、論文、資料等は、授業中に適宜紹介

します。 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、

マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求められています。日常よりニュース

や新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自

分なりのマーケティングの考え方を持つよう心がけることを期待します。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス・（マーケティング発想の経営） 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

マーケティングの考え方について学びま

す。 

【キーワード】 

マーケティング発想、マーケティング近視

眼、ニーズ、価値、顧客満足 （教科書 1 章） 

事前学修：教科書の第 1 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

マーケティング論の成り立ち 

マーケティング論の特徴、発展について学

びます。 

【キーワード】 

マーケティング論、生産者、使用者、コミ

ュニケーション（教科書２章） 

事前学修：教科書の第 2 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

マーケティングの基本概念 

STPを中心に統合されたマーケティング活

動について学びます。 

【キーワード】 

STP、4P（各項目含む）、セグメンテーショ

ン、ターゲティング、ポジショニング（教

科書 3 章） 

事前学修：教科書の第 3 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

マーケティング 4P（製品のマネジメント） 

製品マネジメントにおける製品戦略の概

要やそのステップについて解説します。 

【キーワード】 

製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製

品ライフサイクル（教科書 4章） 

事前学修：教科書の第 4 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

★中間試験Ⅰ（講義中に実施） 

第１回から４回までに学修した用語につ

いての理解を確認します。 

事前学修：第１回から４回までの教科書、ノートにま

とめた内容を確認し、授業で学修した用語の意味を

復習しておくこと。 

事後学修：中間試験１のふりかえりをしておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

マーケティング 4P（価格のマネジメント） 

製品やサービスの価格設定の基本的な考

え方を講義します。価格設定における需要

曲線、価格弾力性の概念や価格戦略につい

て解説します。 

【キーワード】 

需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、

代替品、高付加価値（教科書 5 章） 

事前学修：教科書の第 5 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

マーケティング 4P（チャネルのマネジメ

ント） 

チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジ

メントにおける選択・管理について解説し

ます。 

【キーワード】 

チャネル選択、チャネル管理、流通経路、

販社制度、チェーンストア制度、オムニチ

ャネル（教科書 7 章） 

事前学修：教科書の第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

サプライチェーンのマネジメント 

企業における在庫問題や SCM（サプライチ

ェーン・マネジメント）の役割について解

説します。 

【キーワード】 

事前学修：教科書の第 8 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 
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在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章） 

第９回 対面 

営業のマネジメント 

ビジネス市場における企業組織が購入対

象となる製品・サービスに対してニーズを

確立し、複数のブランドや供給業者を特定

し、評価し、その名から選択する意思決定

プロセスにおいてキープレイヤーとなる

営業ついて学びます。 

【キーワード】 

境界連結者、資源動員、ネットワーク、属

人信頼、システム信頼（教科書 9章） 

事前学修：教科書の第 9 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

★中間試験２（講義中に実施） 

第 1 回から９回までに学修した用語につ

いての理解を確認します。 

事前学修：第 1 回から 9 回までの教科書、ノートにま

とめた内容を確認し、授業で得た用語の意味を復習

しておくこと。 

事後学修：中間試験 2 のふりかえりをしておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

マーケティング 4P（広告のマネジメント） 

消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロ

モーションミックス等について解説しま

す。 

【キーワード】 

消費者対応、競争対応、ブランド対応、プ

ロモーション・ミックス、メディア・ミッ

クス（教科書 6章） 

事前学修：教科書の第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

顧客関係のマネジメント 

ユーザーとしての消費者との関係作りや

顧客関係の構築と関係維持について解説

します。 

【キーワード】 

ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関

係性パラダイム、コミットメント、CRM（教

科書 10 章） 

事前学修：教科書の第 10章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

ビジネスモデルと顧客理解のマネジメン

ト 

顧客理解のためのマーケティング・リサー

チについて解説します。 

【キーワード】 

価値志向、ビジネスエコシステム、成長マ

トリックス、事業コンセプト（教科書 11

章）と市場調査 2 次データ、マーケティン

グ・リサーチ、定性的調査、定量的調査、

粘着性（教科書１２章） 

事前学修：教科書の第 11・12 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

ブランドのマネジメント  ※テキスト

２章分を１章に纏める 

ブランドの意味や機能及びブランド・エク

イティの概念やブランド組織のマネジメ

ントについて解説します。 

【キーワード】 

保証機能、識別機能、想起機能、ブランド

認知、ブランド・パワー、ブランドエクイ

ティ、ブランドマネージャー。（教科書１

3・14 章） 

事前学修：教科書の第 13・14 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでに学修した内容について復習す

るとともに、それぞれがマーケティング発

想におけるフレームのどの部分に位置づ

くかを説明します。 

事前学修：これまでの学修内容を再度、確認しておく

こと。 

事後学修：教科書やノートにまとめた内容等を確認

し、これまでに学修した部分を復習しておくこと。 

6 時間 
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科目名 マーケティング基礎 （経営）／マーケティン

グ概論（経済） 
開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワーク

を理解する。 

授業の目的及び概要 

この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修す

る。主に、マーケテイング基本概念である STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマ

ーケティングの 4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説がで

きるように、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となる

ものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケテイング戦略論Ⅰ）

において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進

める。主要なマーケティングの考え方を理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方

ができる基礎力をつけることを目標とする。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．マーケティングの考え方や基本的フレーム（４Ｐ・ＳＴＰ）を理解し、記述できる。 

2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関

係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解し、記述できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田

章光・清水信年、碩学舎、2019 年 
ISBN 9784502327711 

参考書 
参考になる文献、論文、資料等は、授業中に適宜紹介

します。 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、

マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求められています。日常よりニュース

や新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自
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分なりのマーケティングの考え方を持つよう心がけることを期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス・（マーケティング発想の経営） 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

マーケティングの考え方について学びま

す。 

【キーワード】 

マーケティング発想、マーケティング近視

眼、ニーズ、価値、顧客満足 （教科書 1 章） 

事前学修：教科書の第 1 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

マーケティング論の成り立ち 

マーケティング論の特徴、発展について学

びます。 

【キーワード】 

マーケティング論、生産者、使用者、コミ

ュニケーション（教科書２章） 

事前学修：教科書の第 2 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

マーケティングの基本概念 

STPを中心に統合されたマーケティング活

動について学びます。 

【キーワード】 

STP、4P（各項目含む）、セグメンテーショ

ン、ターゲティング、ポジショニング（教

科書 3 章） 

事前学修：教科書の第 3 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

マーケティング 4P（製品のマネジメント） 

製品マネジメントにおける製品戦略の概

要やそのステップについて解説します。 

【キーワード】 

製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製

品ライフサイクル（教科書 4章） 

事前学修：教科書の第 4 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

★中間試験Ⅰ 

第１回から４回までに学修した用語につ

いての理解を確認します。 

事前学修：第１回から４回までの教科書、ノートにま

とめた内容を確認し、授業で学修した用語の意味を

復習しておくこと。 

事後学修：中間試験１のふりかえりをしておくこと。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

マーケティング 4P（価格のマネジメント） 

製品やサービスの価格設定の基本的な考

え方を講義します。価格設定における需要

曲線、価格弾力性の概念や価格戦略につい

て解説します。 

【キーワード】 

需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、

代替品、高付加価値（教科書 5 章） 

事前学修：教科書の第 5 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

マーケティング 4P（チャネルのマネジメ

ント） 

チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジ

メントにおける選択・管理について解説し

ます。 

【キーワード】 

チャネル選択、チャネル管理、流通経路、

販社制度、チェーンストア制度、オムニチ

ャネル（教科書 7 章） 

事前学修：教科書の第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

サプライチェーンのマネジメント 

企業における在庫問題や SCM（サプライチ

ェーン・マネジメント）の役割について解

説します。 

事前学修：教科書の第 8 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 
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【キーワード】 

在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章） 

第９回 
オンデ

マンド 

営業のマネジメント 

ビジネス市場における企業組織が購入対

象となる製品・サービスに対してニーズを

確立し、複数のブランドや供給業者を特定

し、評価し、その名から選択する意思決定

プロセスにおいてキープレイヤーとなる

営業ついて学びます。 

【キーワード】 

境界連結者、資源動員、ネットワーク、属

人信頼、システム信頼（教科書 9章） 

事前学修：教科書の第 9 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

★中間試験２ 

第 1 回から９回までに学修した用語につ

いての理解を確認します。 

事前学修：第 1 回から 9 回までの教科書、ノートにま

とめた内容を確認し、授業で得た用語の意味を復習

しておくこと。 

事後学修：中間試験 2 のふりかえりをしておくこと。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

マーケティング 4P（広告のマネジメント） 

消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロ

モーションミックス等について解説しま

す。 

【キーワード】 

消費者対応、競争対応、ブランド対応、プ

ロモーション・ミックス、メディア・ミッ

クス（教科書 6章） 

事前学修：教科書の第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

顧客関係のマネジメント 

ユーザーとしての消費者との関係作りや

顧客関係の構築と関係維持について解説

します。 

【キーワード】 

ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関

係性パラダイム、コミットメント、CRM（教

科書 10 章） 

事前学修：教科書の第 10章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

ビジネスモデルと顧客理解のマネジメン

ト 

顧客理解のためのマーケティング・リサー

チについて解説します。 

【キーワード】 

価値志向、ビジネスエコシステム、成長マ

トリックス、事業コンセプト（教科書 11

章）と市場調査 2 次データ、マーケティン

グ・リサーチ、定性的調査、定量的調査、

粘着性（教科書１２章） 

事前学修：教科書の第 11・12 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

ブランドのマネジメント  ※テキスト

２章分を１章に纏める 

ブランドの意味や機能及びブランド・エク

イティの概念やブランド組織のマネジメ

ントについて解説します。 

【キーワード】 

保証機能、識別機能、想起機能、ブランド

認知、ブランド・パワー、ブランドエクイ

ティ、ブランドマネージャー。（教科書１

3・14 章） 

事前学修：教科書の第 13・14 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでに学修した内容について復習す

るとともに、それぞれがマーケティング発

想におけるフレームのどの部分に位置づ

くかを説明します。 

事前学修：これまでの学修内容を再度、確認しておく

こと。 

事後学修：教科書やノートにまとめた内容等を確認

し、これまでに学修した部分を復習しておくこと。 

6 時間 
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科目名 マーケティング戦略論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 戦略の観点からマーケティングの基本概念、基本理論について理解する 

授業の目的及び概要 

この授業では、企業活動におけるマーケティングの役割に焦点を合わせ、主に、デモグラフィ

ック、サイコグラフィック等の市場細分化の軸の選択、決定と市場細分化の実施、標的市場の

選択、決定、ポジショニングや、マーケティング・ミックスにおける、製品（商品）、価格、チ

ャネル、プロモーションの最適決定について、戦略の観点から学修していきます。 

履修条件・留意点 

留意点 

この科目は、マーケティング基礎（概論）の上位科目です。マーケティング基礎（概論）合格

者の履修を推奨します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．企業がマーケティング戦略を展開するための概念およびフレームワークを説明できる 

2．マーケティングにおける環境分析の手法を説明できる 

3．近年のマーケティングの背景および特徴について説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上幹，

有斐閣アルマ，2023 年 
ISBN 9784641222199 

参考書 

マーケティング戦略（第 6 版），和田充夫・恩藏直人・

三浦俊彦，有斐閣アルマ，2022 年 

・その他、参考になる文献、論文、資料等は、授業中

に適宜紹介します。 

ISBN 9784641221833 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズ

ムについて戦略の観点から、学んでいきます。自分自身がめざす進路に向けて、自ら行動し積

極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に、マーケティング戦略の基本的

な考え方や理論を学んでいきましょう。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

マーケティング基礎（概論）で学修した内

容の復習を行います。 

事前学修：（1）シラバスおよびテキストの序章を読ん

でおくこと、（2）マーケティング基礎（概論）で学修

した内容を復習しておくこと。 

事後学修：マーケティング戦略論Ⅰの授業の概要、当

日の授業内容を復習しておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

環境分析（1） 

戦略的思考・内部環境分析の基本について

学んでいきます。 

事前学修：テキスト第 7 章・8章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

環境分析(2) 

外部環境分析の基本について学んでいき

ます。 

事前学修：テキスト第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

ターゲット市場の選定 

セグメンテーションの定義や基準・軸の組

み合わせなどについて解説します。 

事前学修：テキスト第 2 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

4P（1）プロダクト 

製品戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 12～22 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

4P（2）プレイス 

流通戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 22～36 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

4P（3）プロモーション 

プロモーション戦略について説明し、事例

を解説します。 

事前学修：テキストの 36～45 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

中間試験 

第 1 回～第 7 回までに学修してきた内容

について中間試験を行います。 

事前学修：第 1 回から 7 回までのテキストやノート

にまとめた内容などを確認し、復習しておくこと。 

事後学修：中間試験のふりかえりをしておくこと。 

5 時間 

第９回 対面 

4P（4）プライス 

価格戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 45～59 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

プロダクトライフサイクル（1） 

導入期と成長期のマーケティング戦略に

ついて説明します。 

事前学修：テキストの 91～109 ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

プロダクトライフサイクル（2） 

成熟期と衰退期のマーケティング戦略に

ついて説明します。 

事前学修：テキストの 109～135ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

市場地位別のマーケティング戦略(1) 

市場地位の分類、リーダーのマーケティン

グ戦略について解説します。 

事前学修：テキストの 136～165ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

市場地位別戦略(2) 

チャレンジャー、ニッチャー、フォロワー

のマーケティング戦略について解説しま

す。 

事前学修：テキストの 166～206ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

インターネット時代のマーケティング戦

略 

インターネットの普及にともなうマーケ

ティング戦略上の変化について説明しま

す。 

事前学修：テキスト第 5 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでの学修内容のまとめを行います。 

事前学修：これまでの学修内容を再度、確認しておく

こと。 
6 時間 

2025/05/01

104



 

 

事後学修：教科書やノートにまとめた内容等を確認

し、これまでに学修した部分を復習しておくこと。 
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科目名 マーケティング戦略論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 戦略の観点からマーケティングの基本概念、基本理論について理解する 

授業の目的及び概要 

この授業では、企業活動におけるマーケティングの役割に焦点を合わせ、主に、デモグラフィ

ック、サイコグラフィック等の市場細分化の軸の選択、決定と市場細分化の実施、標的市場の

選択、決定、ポジショニングや、マーケティング・ミックスにおける、製品（商品）、価格、チ

ャネル、プロモーションの最適決定について、戦略の観点から学修していきます。 

履修条件・留意点 

留意点 

この科目は、マーケティング基礎（概論）の上位科目です。マーケティング基礎（概論）合格

者の履修を推奨します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．企業がマーケティング戦略を展開するための概念およびフレームワークを説明できる 

2．マーケティングにおける環境分析の手法を説明できる 

3．近年のマーケティングの背景および特徴について説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上幹，

有斐閣アルマ，2023 年 
ISBN 9784641222199 

参考書 

マーケティング戦略（第 6 版），和田充夫・恩藏直人・

三浦俊彦，有斐閣アルマ，2022 年 

・その他、参考になる文献、論文、資料等は、授業中

に適宜紹介します。 

ISBN 9784641221833 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズ

ムについて戦略の観点から、学んでいきます。自分自身がめざす進路に向けて、自ら行動し積

極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に、マーケティング戦略の基本的

な考え方や理論を学んでいきましょう。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

マーケティング基礎（概論）で学修した内

容の復習を行います。 

事前学修：（1）シラバスおよびテキストの序章を読ん

でおくこと、（2）マーケティング基礎（概論）で学修

した内容を復習しておくこと。 

事後学修：マーケティング戦略論Ⅰの授業の概要、当

日の授業内容を復習しておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

環境分析（1） 

戦略的思考・内部環境分析の基本について

学んでいきます。 

事前学修：テキスト第 7 章・8章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

環境分析(2) 

外部環境分析の基本について学んでいき

ます。 

事前学修：テキスト第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

ターゲット市場の選定 

セグメンテーションの定義や基準・軸の組

み合わせなどについて解説します。 

事前学修：テキスト第 2 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

4P（1）プロダクト 

製品戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 12～22 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

4P（2）プレイス 

流通戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 22～36 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

4P（3）プロモーション 

プロモーション戦略について説明し、事例

を解説します。 

事前学修：テキストの 36～45 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

中間試験 

第 1 回～第 7 回までに学修してきた内容

について中間試験を行います。 

事前学修：第 1 回から 7 回までのテキストやノート

にまとめた内容などを確認し、復習しておくこと。 

事後学修：中間試験のふりかえりをしておくこと。 

5 時間 

第９回 対面 

4P（4）プライス 

価格戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 45～59 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

プロダクトライフサイクル（1） 

導入期と成長期のマーケティング戦略に

ついて説明します。 

事前学修：テキストの 91～109 ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

プロダクトライフサイクル（2） 

成熟期と衰退期のマーケティング戦略に

ついて説明します。 

事前学修：テキストの 109～135ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

市場地位別のマーケティング戦略(1) 

市場地位の分類、リーダーのマーケティン

グ戦略について解説します。 

事前学修：テキストの 136～165ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

市場地位別戦略(2) 

チャレンジャー、ニッチャー、フォロワー

のマーケティング戦略について解説しま

す。 

事前学修：テキストの 166～206ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

インターネット時代のマーケティング戦

略 

インターネットの普及にともなうマーケ

ティング戦略上の変化について説明しま

す。 

事前学修：テキスト第 5 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでの学修内容のまとめを行います。 

事前学修：これまでの学修内容を再度、確認しておく

こと。 
6 時間 
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事後学修：教科書やノートにまとめた内容等を確認

し、これまでに学修した部分を復習しておくこと。 
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科目名 マーケティング戦略論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 戦略の観点からマーケティングの基本概念、基本理論について理解する 

授業の目的及び概要 

この授業では、企業活動におけるマーケティングの役割に焦点を合わせ、主に、デモグラフィ

ック、サイコグラフィック等の市場細分化の軸の選択、決定と市場細分化の実施、標的市場の

選択、決定、ポジショニングや、マーケティング・ミックスにおける、製品（商品）、価格、チ

ャネル、プロモーションの最適決定について、戦略の観点から学修していきます。 

履修条件・留意点 

留意点 

この科目は、マーケティング基礎（概論）の上位科目です。マーケティング基礎（概論）合格

者の履修を推奨します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．企業がマーケティング戦略を展開するための概念およびフレームワークを説明できる 

2．マーケティングにおける環境分析の手法を説明できる 

3．近年のマーケティングの背景および特徴について説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上幹，

有斐閣アルマ，2023 年 
ISBN 9784641222199 

参考書 

マーケティング戦略（第 6 版），和田充夫・恩藏直人・

三浦俊彦，有斐閣アルマ，2022 年 

・その他、参考になる文献、論文、資料等は、授業中

に適宜紹介します。 

ISBN 9784641221833 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズ

ムについて戦略の観点から、学んでいきます。自分自身がめざす進路に向けて、自ら行動し積

極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に、マーケティング戦略の基本的

な考え方や理論を学んでいきましょう。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

マーケティング基礎（概論）で学修した内

容の復習を行います。 

事前学修：（1）シラバスおよびテキストの序章を読ん

でおくこと、（2）マーケティング基礎（概論）で学修

した内容を復習しておくこと。 

事後学修：マーケティング戦略論Ⅰの授業の概要、当

日の授業内容を復習しておくこと。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

環境分析（1） 

戦略的思考・内部環境分析の基本について

学んでいきます。 

事前学修：テキスト第 7 章・8章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

環境分析(2) 

外部環境分析の基本について学んでいき

ます。 

事前学修：テキスト第 6 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

ターゲット市場の選定 

セグメンテーションの定義や基準・軸の組

み合わせなどについて解説します。 

事前学修：テキスト第 2 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

4P（1）プロダクト 

製品戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 12～22 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

4P（2）プレイス 

流通戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 22～36 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

4P（3）プロモーション 

プロモーション戦略について説明し、事例

を解説します。 

事前学修：テキストの 36～45 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

中間試験 

第 1 回～第 7 回までに学修してきた内容

について中間試験を行います。 

事前学修：第 1 回から 7 回までのテキストやノート

にまとめた内容などを確認し、復習しておくこと。 

事後学修：中間試験のふりかえりをしておくこと。 

5 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

4P（4）プライス 

価格戦略について説明し、事例を解説しま

す。 

事前学修：テキストの 45～59 ページを読んでおくこ

と。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

プロダクトライフサイクル（1） 

導入期と成長期のマーケティング戦略に

ついて説明します。 

事前学修：テキストの 91～109 ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

プロダクトライフサイクル（2） 

成熟期と衰退期のマーケティング戦略に

ついて説明します。 

事前学修：テキストの 109～135ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

市場地位別のマーケティング戦略(1) 

市場地位の分類、リーダーのマーケティン

グ戦略について解説します。 

事前学修：テキストの 136～165ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

市場地位別戦略(2) 

チャレンジャー、ニッチャー、フォロワー

のマーケティング戦略について解説しま

す。 

事前学修：テキストの 166～206ページを読んでおく

こと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

インターネット時代のマーケティング戦

略 

インターネットの普及にともなうマーケ

ティング戦略上の変化について説明しま

す。 

事前学修：テキスト第 5 章を読んでおくこと。 

事後学修：授業で得た知識をノート等にまとめ、復習

しておくこと。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでの学修内容のまとめを行います。 

事前学修：これまでの学修内容を再度、確認しておく

こと。 

事後学修：教科書やノートにまとめた内容等を確認

し、これまでに学修した部分を復習しておくこと。 

6 時間 
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科目名 現代企業経営論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 現代における日本の様々なビジネス（業界）の概要と最新動向を理解する 

授業の目的及び概要 

⽇本の代表的な業界の概要、最新動向および業界を構成する主要な企業の経営戦略を踏まえ、

現代企業経営の全体像を捉えていくことを⽬標とします。それぞれの業界について、業界構造、

市場動向、経営環境の変化、企業の経営戦略、DX、求められる⼈材と今後の展望について学び

ます。 

このように主要な業界を取り上げることで⽇本の産業全体を俯瞰できるため、就職活動におけ

る企業選択の⼀助となる授業内容となります。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．⽇本の代表的な業界の概要と構造、市場動向について理解し説明できる。 

２．⽇本の産業が現在抱えている課題について理解し説明できる。 

３．⽇本の代表的な業界を構成する企業の戦略トレンドと求められる人材について理解し説明

できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
授業資料（レジュメ）については授業ごとに提示しま

す。 
ISBN 0 

参考書 

① 「会社四季報」業界地図 2025 年版，東洋経済，東

洋経済新報社，2024 年 

② 日経業界地図 2025 年版，日本経済新聞，日本経済

新聞出版，2024 年 

ISBN 
① 9784492973349 

② 9784296120871 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

私たちの生活や活動は、様々な企業が提供する商品・サービスに支えられています。企業は無

機質な組織体ではなく、企業を構成する「人」が、環境変化に対応し課題を克服しながら商品・

サービスを生み出し、事業に取り組んでいます。 

皆さんの身近な企業やその業界について興味を持ち、経営学の知識を活かして理解を深めまし

ょう。 

そして、この授業を就職活動における業界・企業選択の参考として欲しいです。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション： 

科目の目的、授業の概要と計画、到達⽬標

と評価⽅法の説明授業で取り上げる業界

の紹介 

【予習】シラバスの授業内容をよく読んでおいてく

ださい。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

3.5時間 

第２回 対面 

【⼩売・流通業界の動向】 

 消費者に直接商品を販売する⼩売・流通

は、スーパーマーケット、コンビニエンス

ストア、百貨店など私たちの生活に身近な

業界です。 

⼩売・流通業界の役割、構造、主要企業と

経営戦略最近の動向：消費者行動の変化、

デジタル化、人手不足などの課題 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第３回 対面 

【⾃動⾞業界の動向】 

  自動車関連産業は 550 万人の就業人口

を擁する日本の基幹産業であり、その行方

は日本の国際競争力にも大きく影響しま

す。 

自動車業界の役割、構造、主要企業と経営

戦略最近の動向：CASE（コネクテッド、自

動運転、シェアリング、電動化）、環境問

題への取組み、国際事業展開と競争 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第４回 対面 

【物流業界の動向】 

物流業界は、生産者から消費者に商品を届

ける過程を担い、輸送、保管、荷役、包装、

流通加工、情報処理などの機能を含みま

す。デジタル化の進展においても物流機能

は欠かすことができず、私達の生活インフ

ラを担っています。 

物流業界の役割、構造、主要企業と経営戦

略最近の動向：コロナ禍やネット通販の拡

⼤に伴う取扱量の増⼤、ドライバー不⾜等

の課題、DX 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第５回 対面 

【食品業界の動向】 

食品業界は、加工食品（菓子、冷凍食品な

ど）、飲料（清涼飲料水、アルコール）、調

味料（醤油、味噌）などの製造・販売を行

う企業群をから構成される、私たちの生活

に不可欠の業界です。 

食品業界の役割、構造、主要企業と経営戦

略最近の動向：材料価格の高騰、健康志向

の高まり、海外市場の拡大、持続可能性へ

の取り組み 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第６回 対面 

【銀行業界、リース業界の動向】 

銀行は預金の受け入れ、融資、為替取引な

どを行い、 都市銀行、地方銀行、信用金

庫、信用組合などから構成されます。リー

スは、企業に対して設備や機器を貸し出す

ことで収益を得る業界です。産業・企業の

発展、私たちの生活を「お金」の面から支

えています。 

銀行業界、リース業界の役割、構造、主要

企業と経営戦略最近の動向：フィンテック

（金融のデジタル化）、低金利、海外展開、

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 
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再生可能エネルギーへの投資 

第７回 対面 

【保険業界、証券業界の動向】 

保険会社は私たちの生活や企業活動にお

けるリスクに備える機能を提供し、 生命

保険（終身保険、医療保険など）、損害保

険（自動車保険、火災保険など）から構成

されます。証券会社は株式や債券の売買、

投資信託の販売などを行い、私たちの「投

資」の主要な窓口となります。 

保険業界、証券業界の役割、構造、主要企

業と経営戦略最近の動向：ネット保険、ネ

ット証券の台頭、少子高齢化の影響、NISA

などの制度による個人投資家の増加、グロ

ーバル化 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第８回 対面 

【IT 業界の動向】 

IT は 21 世紀の成⻑分野ですが、日本の I

T 産業は既存システムの老朽化、複雑化に

より維持・運用に要するコストが増加し、

新たな IT 投資に人材がまわらないという

課題を抱えています。IT 産業の国際競争

力は日本の重要な課題となっています。 

IT 業界の役割、構造、主要企業と経営戦略

最近の動向：ABCD（AI、ブロックチェーン、

クラウド、ビッグデータ）技術の基礎知識

と応用、SE、データ分析人材の不足と育成 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第９回 対面 

【エレクトロニクス・家電業界の動向】 

日本が世界に誇る産業だったエレクトロ

ニクス・家電は、韓国・中国企業の台頭、

デジタル化により業界内での⼤きな変動

が起き、変革を遂行した企業が競争力を回

復しています。 

エレクトロニクス・家電業界の役割、構造、

主要企業と経営戦略最近の動向：デジタル

化と韓国・中国企業の台頭、主要企業の経

営変革の取り組み 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【医療・ヘルスケア産業】 

医療・ヘルスケア業界は、医薬品、医療機

器、医療サービス、介護サービスなどを提

供する企業群を指し、私たちの生活を「健

康」の面で支えています。 

医療・ヘルスケア業界の役割、構造、主要

企業と経営戦略最近の動向：高齢化社会の

進行、デジタルヘルス、予防医療の進化 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【建設業界、不動産業界の動向】 

建設業は、建物やインフラ（道路、橋、ダ

ムなど）の設計、施工、管理を担い、不動

産業は、土地や建物の売買、賃貸、管理を

行います。私たちの生活を「住」などの面

で支えています。 

建設業界、不動産業界の役割、構造、主要

企業と経営戦略最近の動向：3K の代表と

⾔われた建設業界でもロボットの導⼊に

より構造変化が進んでいます。不動産業業

界ではスマートホーム技術や AI を活用し

た管理が取り組まれています。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
【アパレル業界、消費財業界】 

アパレル業界は衣料品のデザイン、製造、

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 
4 時間 
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販売を行う企業群であり、消費財業界は日

常的に使用される食品、飲料、家庭用品、

パーソナルケア製品などを提供する企業

群を指します。いずれも私たちの身近な、

生活に不可欠な存在です。 

アパレル業界、消費財業界の役割、構造、

主要企業と経営戦略最近の動向：EC サイ

トやデジタルマーケティングの活用拡大、

環境に配慮したエコ素材の使用やリサイ

クルによるサステナビリティの推進、パー

ソナライズされた商品やサービスの提供 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

第１３回 対面 

【ゲーム・エンターテインメント業界、メ

ディア業界の動向】 

 ゲーム・エンターテインメント業界は、

ビデオゲーム、モバイルゲーム、e スポー

ツなどの開発・販売を行う企業群で、任天

堂やソニーなどの日本企業は、ゲーム機や

ソフトウェアの分野で世界的にも強い影

響力を持っています。ただし、競争は激化

しており、米国や中国、韓国などの企業も

強力なライバルとなっています。 

メディア業界は情報を収集・編集・発信す

る企業群であり、従来型のテレビ、ラジオ、

新聞、雑誌に加えて、インターネットやス

マートフォンの普及によりデジタルメデ

ィアが急成長しています。 

ゲーム・エンターテインメント業界、メデ

ィア業界の役割、構造、主要企業と経営戦

略最近の動向：AI 技術を活用した個別化

されたコンテンツ提供など 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

【⽇本の産業構造の特徴と展望】 

Society5.0、グリーン成長戦略など日本国

の主要な構想や政策から今後の産業構造

を展望します。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【振り返りとまとめ（オンデマンド）】 

この講義のまとめを行います。 

【予習】今までの総復習をします。あらかじめわから

ないところを洗い出してから、視聴してください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4.5時間 
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科目名 現代企業経営論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
経営戦略、組織、マーケティングなど経営学の理論が実際の企業経営でどのように実践されて

いるのか、GAFAM、中国テック企業の事例を交えて学修する 

授業の目的及び概要 

この授業では、経営戦略、経営管理、組織、マーケティングなど皆さんが学んできた経営学の

理論を体系化し、実際の企業経営における実践との橋渡しをすることを目的とします。 

学修の素材として、世界のデジタル化を牽引する米国 GAFAM、中国テック企業を取り上げます。 

テキストをベースに経営学を復習し体系化ながら、これら企業の経営の仕組み、実践的な手法

（事例）から、経営学の理論と実践をつなげて理解を深めます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 企業経営における経営戦略、管理、組織、マーケティングの関係を理解し、企業経営のしく

みを説明できる 

2. ビジネスで用いられる実践的な手法について理解し説明できる 

3. 米国 GAFAM、中国テック企業が経営学の理論をどのように実践しているのか、具体的な事例

に基づき説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

企業経営の教科書，遠藤功，日本経済新聞出版，2021

年 

テキストは授業で使います。必ず購入してください。 

ISBN 0 

参考書 

① 世界最速ビジネスモデル：中国スタートアップ図

鑑，井上達彦ら，日経 BP，2021 年 

② 中国デジタル・イノベーション：ネット飽和時代の

競争地図，岡野寿彦，日本経済新聞出版，2020 年 

③ 考える経営学，中川功一・佐々木将人・服部泰宏，

有斐閣，2021 年 

④ GAFA，スコット・ギャロウェイ，東洋経済新報社，

2018 年 

ISBN 

①9784296000135 

②9784532323585 

③9784641150836 

④9784492503027 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 経営学の理論と実践の橋渡しをする科目となります。皆さんが個別の科目として学んできた経
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あたって 営戦略、経営管理、組織、マーケティングなどが、「企業経営のしくみ」として体系的につなが

って理解できることを目指します。 

ケーススタディ（事例研究）の方法と学修における活かし方についても学びます。 

また、事例で取り上げる米国 GAFAM や中国テック企業のビジネス、経営について体系的に理解

することは、皆さんが社会に出て様々なフィールドで活躍するための力になると考えます。 

 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション： 

科目の目的、授業の概要と計画、到達⽬標

と評価⽅法の説明経営学の全体体系ケー

ススタディを行う企業の紹介 

【予習】シラバスの授業内容をよく読んでおいてく

ださい。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

 

3.5時間 

第２回 対面 

「生き物」として企業経営を考える［テキ

スト第１章、第２章］ 

キーワード：付加価値、競争優位性、CSR、

経営理念、VUCA 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第３回 対面 

アップルの経営：顧客体験のイノベーショ

ン（ケーススタディ-1） 

アップルは iPhone に代表されるユーザー

中心のデザイン、革新的な製品ラインでフ

ァンを獲得しながら成長してきました。 

アップルの経営戦略、組織、マーケティン

グなど経営のしくみ、ビジネスの実践的な

手法を、事例に基づき体系的に学びます。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第４回 対面 

「戦い⽅」のしくみとしての戦略の策定

［テキスト第３章］ 

 キーワード：戦略の階層、イノベーショ

ン、DX 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第５回 対面 

バイトダンスの経営：TikTok の競争力を

解明する（ケーススタディ-2） 

中国バイトダンスがサービスを運営するT

ikTok は、ユーザーの視聴行動から嗜好を

理解しレコメンド（お薦め）する AI の仕

組みで、若者を中心に世界で顧客を獲得し

ています。 

バイトダンスの経営戦略、組織、マーケテ

ィングなど経営のしくみ、ビジネスの実践

的な手法を、事例に基づき体系的に学びま

す。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第６回 対面 

「売れるしくみ」をつくる［テキスト第４

章］ 

  

キーワード：マーケティング、ブランド 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第７回 対面 

アマゾンとアリババの経営：「売れるしく

み」をつくる（ケーススタディ-3） 

米国アマゾンと中国アリババは、顧客が買

いたい商品を見つけやすいしくみ、商品開

発、物流など「売れるしくみ」を築いて、

消費者の支持を得ています。 

アマゾンおよびアリババの経営戦略、組

織、マーケティングなど経営のしくみ、ビ

ジネスの実践的な手法を、事例に基づき体

系的に学びます。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第８回 対面 戦い⽅に適した「組織」の編成［テキスト 【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ 4 時間 
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第５章］ 

キーワード：組織構造、持ち株会社、コー

ポレート・ガバナンス 

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

第９回 対面 

テスラの経営：持続可能なエネルギーへの

移行を推進（ケーススタディ-4） 

米国テスラは EV（電気自動車）の開発で世

界をリードし、再生可能エネルギーの普及

に取り組んでいます。 

テスラの経営戦略、組織、マーケティング

など経営のしくみ、ビジネスの実践的な手

法を、事例に基づき体系的に学びます。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

人財を活かす［テキスト第６章］ 

キーワード： 人材マネジメント、キャリ

アデザイン 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

メタ（旧 Facebook）とテンセントの経営：

コミュニティ、コンテンツの力を活かす

（ケーススタディ-5） 

米国メタは Facebook、Instagram、WhatsA

ppを、中国テンセントは WeChatを運営し、

コミュニティやコンテンツの力を活かし

たエコシステム（経済圏）の構築を進めて

います。 

メタおよびテンセントの経営戦略、組織、

マーケティングなど経営のしくみ、ビジネ

スの実践的な手法を、事例に基づき体系的

に学びます。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

成⻑と再⽣のマネジメント［テキスト第９

章］ 

 キーワード：リエンジニアリング、ビジ

ネスエコシ ステム、M＆A 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

ウーバーと美団の経営：「移動する」「食べ

る」をより便利に（ケーススタディ-6） 

米国ウーバー、中国「美団」は、「移動す

る」「食べる」といった私たちの生活に関

するデジタル・サービスの開発を、それぞ

れ米国、中国でリードする企業です。 

ウーバーおよび美団の経営戦略、組織、マ

ーケティングなど経営のしくみ、ビジネス

の実践的な手法を、事例に基づき体系的に

学びます。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

デジタルの企業経営への影響［テキスト第

10 章］ 

キーワード：DX, IoT, AI 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

振り返りとまとめ（オンデマンド） 

経営戦略、管理、組織、マーケティングの

関係、企業経営のしくみビジネスで用いら

れる実践的な手法ケーススタディを行っ

た米国 GAFAM、中国テック企業の経営の実

践 

【予習】今までの総復習をします。あらかじめわから

ないところを洗い出してから、視聴してください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4.5時間 
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科目名 会計学 （経営）／会計学Ⅰ（経済） 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 会計学の基本的な知識とスキルを修得する。 

授業の目的及び概要 

この授業は、「会計学基礎」で学んだ、財務会計、管理会計、監査といった会計学の各領域にお

ける学修の基礎をさらに身につけることを目標としている。会計とは企業活動を取引という形

で把握し、一定のルールにしたがって貨幣単位に変換して測定・記録し、会計情報として情報

利用者（代表的には、一般投資家・株主・債権者）に伝達する行為である。会計学という学問

領域の全体像を理解し、経済社会、そして企業経営において果たされるべき会計の役割につい

て説明できるようになることを目指す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・財務会計に関する基礎理論を中心に会計学に関する専門用語及び理論を理解し、説明できる。 

・基本的な指標の理解を前提に、財務諸表分析を行い、その結果を評価できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 確認テストについては、採点後に返却したうえで、解説と講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

［改訂版］会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克

彦・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2025

年 

ISBN 9784794416025 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

実力確認テスト（会計学基礎の復習） 

【事前学修】テキスト・配布資料の該当箇所を読み、

予習しておくこと（2 時間程度）。 

【事後学修】テキスト・配布資料の授業で扱った箇所

4 時間 
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を再度読み、授業での説明事項とともに復習してお

くこと（2時間程度）。 

第２回 対面 財務会計（基礎理論） 

【事前学修】テキスト・配布資料の該当箇所を読み、

予習しておくこと（2 時間程度）。 

【事後学修】テキスト・配布資料の授業で扱った箇所

を再度読み、授業での説明事項とともに復習してお

くこと（2時間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 財務会計（基礎理論） 

【事前学修】テキスト・配布資料の該当箇所を読み、

予習しておくこと（2 時間程度）。 

【事後学修】テキスト・配布資料の授業で扱った箇所

を再度読み、授業での説明事項とともに復習してお

くこと（2時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 財務会計（利益計算） 

【事前学修】テキスト・配布資料の該当箇所を読み、

予習しておくこと（2 時間程度）。 

【事後学修】テキスト・配布資料の授業で扱った箇所

を再度読み、授業での説明事項とともに復習してお

くこと（2時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 財務会計（利益計算） 

【事前学修】テキスト・配布資料の該当箇所を読み、

予習しておくこと（2 時間程度）。 

【事後学修】テキスト・配布資料の授業で扱った箇所

を再度読み、授業での説明事項とともに復習してお

くこと（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 財務会計（その他） 

【事前学修】テキスト・配布資料の該当箇所を読み、

予習しておくこと（2 時間程度）。 

【事後学修】テキスト・配布資料の授業で扱った箇所

を再度読み、授業での説明事項とともに復習してお

くこと（2時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 財務会計の総復習 

【事前学修】テキスト・配布資料の該当箇所を読み、

予習しておくこと（2 時間程度）。 

【事後学修】テキスト・配布資料の授業で扱った箇所

を再度読み、授業での説明事項とともに復習してお

くこと（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 中間試験 中間試験に向けての対策を実施すること 4 時間 

第９回 対面 中間試験の解説 中間試験の復習を実施すること 4 時間 

第１０回 対面 財務分析（指標の修得） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 財務分析（演習） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 
財務分析（演習） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 財務分析（演習） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 財務分析実力確認テスト 
【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 
4 時間 
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【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

第１５回 対面 まとめ 

【事前学修】テキストの全頁を再度読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱ったまとめの事項

を、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 
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科目名 会計学 （経営）／会計学Ⅰ（経済） 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 会計学の基本的な知識とスキルを修得する。 

授業の目的及び概要 

この授業は、「会計学基礎」で学んだ、財務会計、管理会計、監査といった会計学の各領域にお

ける学修の基礎をさらに身につけることを目標としている。会計とは企業活動を取引という形

で把握し、一定のルールにしたがって貨幣単位に変換して測定・記録し、会計情報として情報

利用者（代表的には、一般投資家・株主・債権者）に伝達する行為である。会計学という学問

領域の全体像を理解し、経済社会、そして企業経営において果たされるべき会計の役割につい

て説明できるようになることを目指す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・財務会計に関する基礎理論を中心に会計学に関する専門用語及び理論を理解し、説明できる。 

・基本的な指標の理解を前提に、財務諸表分析を行い、その結果を評価できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間試験等については、採点後に返却したうえで、解説と講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

［改訂版］会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克

彦・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2025

年 

ISBN 9784794416025 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・授業の【予習】と【復習】を怠らないようにしてください。 

・事前に通知した授業回には電卓（12 桁以上）を持参してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス 

実力確認テスト（会計学基礎レベル） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

4 時間 
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み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

第２回 
オンデ

マンド 
財務会計Ⅰ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
財務会計Ⅱ（企業会計を支える仕組み） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 
連結会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

キャッシュ・フロー計算書（この回は配布

資料で学修） 

【事前学修】キャッシュフロー計算書のひな形を確

認しておくこと（2 時間程度）。 

【事後学修】配布資料を再度読み、授業での説明事項

とともに復習しておくこと（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 
中間試験① 

【事前学修】中間試験の範囲を復習し、試験の準備を

しておくこと（４時間程度）。 
4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 
管理会計（中間試験の解説含む） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
財務諸表分析Ⅰ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 
財務諸表分析Ⅱ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 
中間試験② 

【事前学修】中間試験の範囲を復習し、試験の準備を

しておくこと（４時間程度）。 
4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

ファイナンス・税務会計（中間試験の解説

含む） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 
監査 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
監査（分析） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
国際会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 
4 時間 
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【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【事前学修】テキストの全頁を再度読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱ったまとめの事項

を、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 
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科目名 初級簿記 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。 

授業の目的及び概要 

この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設さ

れるものであり、企業の経理事務や経理関連書類の読み取りができ、取引先企業の経営状況を

数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象に商業簿記の基本的な

考え方とその計算実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会

計処理、決算手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履修することによって、

「日本商工会議所簿記検定 3級」程度の簿記技能を修得することができる。 

履修条件・留意点 

【履修にあたっての注意】 

・会計職基礎講座（S コース）と連動していますので、Sコースを必ず受講してください。 

（S コースを受講しない場合は、岡野先生の初級簿記を履修してください） 

・6 月の日商簿記検定 3 級の合格を目指して講義を進めますので、授業開始時に受験申込を完

了しておくようにしてください。 

・簿記の知識・技能は自主学習なしでは身に付けることは困難です。毎日復習を怠らないよう

にしてください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。 

・小規模企業の財務諸表を作成することができる。 

・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応 日商簿記検定試験 3 級：6 月の試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 小テストや中間試験は講義内で解説いたします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

① 合格テキスト 日商簿記 3級（ver15.0），TAC 簿記

講座，TAC 出版，2025 年 

② 合格トレーニング 日商簿記 3 級（ver15.0），TAC

簿記講座，TAC 出版，2025 年 

ISBN 
① 9784300115824 

② 9784300115831 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） ※ 

その他の内容 

①その他※の内容について 

以下いずれか一方の出席率が 90％未満(6 月の検

定までで判定)となった場合、10 点の減点。 
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・初級簿記 

・S コース 

②中間試験について 

６月の日商簿記検定３級の結果を基に評価しま

す。 

この科目の受講に 

あたって 

初級簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す

方には必須の知識です。また、初級簿記で扱う内容はビジネスに関わる人すべてに関わる重要

な知識・技能・考え方になります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

・簿記の基礎 

・日常の手続き 

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復

習を行うこと。 

【復習にあたって】 

1 回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテ

キストに立ち返り理解する） 

2 回目：間違った問題に取り組む 

6 時間 

第２回 対面 
・商品売買Ⅰ 

・商品売買Ⅱ 

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復

習を行うこと。 

【復習にあたって】 

1 回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテ

キストに立ち返り理解する） 

2 回目：間違った問題に取り組む 

6 時間 

第３回 対面 

・現金・預金 

・小口現金 

・クレジット売掛金 

・手形取引 

・電子記録債権・債務 

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復

習を行うこと。 

【復習にあたって】 

1 回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテ

キストに立ち返り理解する） 

2 回目：間違った問題に取り組む 

6 時間 

第４回 対面 ・その他の取引ⅠⅡⅢ 

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復

習を行うこと。 

【復習にあたって】 

1 回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテ

キストに立ち返り理解する） 

2 回目：間違った問題に取り組む 

6 時間 

第５回 対面 

・その他の取引Ⅲ（残り） 

・さまざまな帳簿の関係 

・試算表 

・決算 

・現金過不足 

・売上原価 

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復

習を行うこと。 

【復習にあたって】 

1 回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテ

キストに立ち返り理解する） 

2 回目：間違った問題に取り組む 

6 時間 

第６回 対面 

・貸倒れ 

・減価償却 

・貯蔵品 

・当座借越 

・税金 

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復

習を行うこと。 

【復習にあたって】 

1 回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテ

キストに立ち返り理解する） 

2 回目：間違った問題に取り組む 

6 時間 

第７回 対面 

経過勘定項目 

株式の発行 

剰余金の配当と処分 

証憑 

後 TB 

精算表 

締切 

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復

習を行うこと。 

【復習にあたって】 

1 回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテ

キストに立ち返り理解する） 

2 回目：間違った問題に取り組む 

6 時間 
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PL・BS 

第８回 対面 ・仕訳 100 問テスト 
問題集（トレーニング）等を使用し、次回授業までに

復習を行うこと。 
6 時間 

第９回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
6 時間 

第１０回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
6 時間 

第１１回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
6 時間 

第１２回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
6 時間 

第１３回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
6 時間 

第１４回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
6 時間 

第１５回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
6 時間 

第１６回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第１７回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第１８回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第１９回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２０回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２１回 
オンデ

マンド 
答練 

答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２２回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２３回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２４回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２５回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２６回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２７回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２８回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第２９回 対面 答練 
答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
定期試験に向けての問題演習 

答練の復習と解き直しを行い、次回授業で提出する

こと 
4 時間 
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科目名 初級簿記 開講年度 2025 

担当者 島本 克彦 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 商業簿記の基礎的な考え方の学修、課題演習を通して、日商簿記検定３級合格を目指します。 

授業の目的及び概要 

この授業では、簿記の基本的資格と位置づけられている『日本商工会議所 簿記検定試験３級』

に合格するための知識と計算能力に加え、同検定２級の基礎を身につけてもらうことを目的と

しています。授業で取り扱う商業簿記を要約すると「商業を営む企業（株式会社）を対象とし

て、当該企業において日々行われる経済活動を二面的（複式）に把握し、継続的に記録・計算・

整理する一連のシステム（複式簿記システム）」のことです。簿記・会計の初学者を対象として

株式会社における商業簿記の基礎・基本の内容を扱います。 

履修条件・留意点 

この授業科目は、会計関連科目の初級に位置づけられる科目であり、日商簿記 3 級のレベルに

達することを目標としています。留意点としてテキスト・問題集を必ず購入し、言うまでもな

く毎回の授業に電卓を持参して出席し、予習復習を徹底して行うことが、初級簿記を理解する

ために必要です。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

この授業では、下記を目標とします。 

・小規模企業の株式会社の取引を理解し、仕訳できる。 

・小規模企業の株式会社の財務諸表を作成することができる。 

・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
小テスト等は採点の上で返却します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答し

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

①よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記

3 級 Ver.15.0，TAC 株式会社(簿記検定講座) 編，TAC

出版，2025 年 

②よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商

簿記 3級 Ver.15.0，TAC株式会社(簿記検定講座) 編，

TAC 出版，2025 年 

ISBN 
①9784300115824 

②9784300115831 

参考書 必要に応じて指示します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 
簿記は、講義の説明を踏まえて自学自習を行うことが基本です。とにかく繰り返し問題を解く

ことが肝要です。また欠席は簿記を理解不能にする原因になります。学修上の疑問など小さな
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あたって ことでも「まあいいか」と済まさずに相談に来てください。将来に備えてどんどんと日商簿記

検定試験に挑戦しましょう。本授業でさらに興味が湧けば秋学期に「中級簿記」「工業簿記」を

履修して２級、さらに次年度には「上級簿記」「原価計算」を履修して１級にもチャレンジして

ください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンスと簿記を学ぶことの意義につ

いてお話しします。株式会社について説明

します （テーマ 1  簿記の基礎（「合格

テキスト日商簿記３級」「合格トレーニン

グ日商簿記３級」）。 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（２時間半程度）。 

4 時間 

第２回 対面 

テーマ2  日常の手続き 仕訳・転記（「合

格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニ

ング日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第３回 対面 

テーマ 2  日常の手続きー仕訳・転記・

試算表（「合格テキスト日商簿記３級」「合

格トレーニング日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第４回 対面 

テーマ 3  商品売買ー売買時の処理（「合

格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニ

ング日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度） 

4 時間 

第５回 対面 

テーマ 4  商品売買ー仕入帳・商品有高

帳・売上帳（「合格テキスト日商簿記３級」

「合格トレーニング日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第６回 対面 

テーマ 5  現金・預金、テーマ 6  小口

現金（「合格テキスト日商簿記３級」「合格

トレーニング日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第７回 対面 

第１回から第６回の振り返り（「合格テキ

スト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

2025/05/01

129



 

第８回 対面 

テーマ 7  クレジット売掛金、テーマ 8 

 手形取引（「合格テキスト日商簿記３級」

「合格トレーニング日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第９回 対面 

テーマ 10  電子記録債権・債務 、テー

マ 11  その他の取引（「合格テキスト日

商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記

３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 

テーマ 12  その他の取引、テーマ 13  

その他の取引、 テーマ 14  訂正仕訳

（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレ

ーニング日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 

テーマ 15  試算表その１（「合格テキス

ト日商簿記３級」「合格トレーニング日商

簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

テーマ 15  試算表その２（「合格テキス

ト日商簿記３級」「合格トレーニング日商

簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

事 

4 時間 

第１３回 対面 

テーマ 17 決算整理 I(現金過不足) 、テ

ーマ 18 決算整理 II(貯蔵品・当座借越)、

 テーマ 19 決算整理 III(売上原価)、 

テーマ 20 決算整理 IV(貸倒れ)、テーマ 2

1 決算整理 V(減価償却)、テーマ 22 決算

整理 VI(経過勘定項目)（「合格テキスト日

商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記

３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

テーマ 24  精算表（「合格テキスト日商

簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３

級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第１５回 対面 

テーマ 24 精算表（「合格テキスト日商簿

記３級」「合格トレーニング日商簿記３

級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

4 時間 
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い（2 時間半程度）。 

第１６回 対面 

テーマ 25 帳簿の締め切り(英米式決算)、

テーマ 26 損益計算書と貸借対照表（「合

格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニ

ング日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第１７回 対面 

テーマ 27 株式の発行、テーマ 28 剰余金

の配当と処分、テーマ 29 税金（「合格テ

キスト日商簿記３級」「合格トレーニング

日商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第１８回 対面 

テーマ 30  証ひょうと伝票（「合格テキ

スト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」） 

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該

当箇所を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、次回の授業始めに実施する復習問題を解

けるように該当箇所の問題演習をしておいてくださ

い（2 時間半程度）。 

4 時間 

第１９回 対面 
日商簿記検定 3級の範囲を対象に、中間試

験を実施します。 

事前学修は、「合格テキスト・トレーニング日商簿記

３級」や配布資料等を用いて「中間試験｝の該当箇所

を理解し復習しておいてください（１時間半程度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を

使用して、中間試験の範囲を復習し問題演習をして

おいてください（2 時間半程度） 

5 時間 

第２０回 対面 「日商簿記３級」の決算問題ーその１ 

事前学修は、「日商簿記３級」の予告した決算問題(プ

リント）を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用

して、次回の授業始めに実施する復習問題を解ける

ように該当箇所の問題演習をしておいてください（2

時間半程度）。 

4 時間 

第２１回 対面 「日商簿記３級」の決算問題ーその２ 

事前学修は、「日商簿記３級」の予告した決算問題(プ

リント）を理解しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用

して、次回の授業始めに実施する復習問題を解ける

ように該当箇所の問題演習をしておいてください（2

時間半程度）。 

4 時間 

第２２回 対面 「日商簿記３級」の決算問題ーその３ 

事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題(プリント）

を理解しておくようにしてください（１時間半程

度）。 

事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用

して、次回の授業始めに実施する復習問題を解ける

ように該当箇所の問題演習をしておいてください（2

時間半程度）。 

4 時間 

第２３回 対面 
総合問題および特殊問題を使用して、日商

簿記検定 3 級の範囲の総復習をします。 

事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題(プリント）

を理解しておくようにしてください（１時間半程

度）。 

事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用

して、次回の授業始めに実施する復習問題を解ける

ように該当箇所の問題演習をしておいてください（2

時間半程度）。 

4 時間 

第２４回 対面 総合問題および特殊問題を使用して、日商 事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題を理解して 4 時間 
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簿記検定 3 級の範囲の総復習をします。 おくようにしてください（１時間半程度）。 

事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用

して、次回の授業始めに実施する復習問題を解ける

ように該当箇所の問題演習をしておいてください（2

時間半程度）。 

第２５回 対面 
総合問題を使用して、日商簿記検定 3 級の

範囲の総復習をします。 

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲

を復習しておくようにしてください（１時間半程

度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」の問

題を使用して演習をしておいてください（２時間半

程度）。 

4 時間 

第２６回 対面 

特殊な問題を使用して、日商簿記検定 3 級

の範囲の総復習をします。総合問題を使用

して、日商簿記検定 3 級の範囲の総復習を

します。 

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲

を復習しておくようにしてください（１時間半程

度）。 

事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」の問

題を使用して演習をしておいてください（２時間半

程度）。 

4 時間 

第２７回 対面 

特殊な問題を使用して、日商簿記検定 3 級

の範囲の総復習をします。総合問題を使用

して、日商簿記検定 3 級の範囲の総復習を

します。 

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲

を復習しておくようにしてください（１時間半程

度）。 

事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習を

しておいてください（２時間半程度）。 

4 時間 

第２８回 対面 

特殊な問題を使用して、日商簿記検定 3 級

の範囲の総復習をします。総合問題を使用

して、日商簿記検定 3 級の範囲の総復習を

します。 

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲

を復習しておくようにしてください（１時間半程

度）。 

事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習を

しておいてください（２時間半程度）。 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
日商簿記 3 級の仕訳の総復習を行います。 

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲

の仕訳を復習しておくようにしてください（１時間

半程度）。 

事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習を

しておいてください（２時間半程度）。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

日商簿記 3 級の仕訳の総復習を行います。

日商簿記検定３級の範囲を対象に、まと

め・総括を行います。 

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲

を復習しておくようにしてください（１時間半程

度）。 

事後学修は、この授業で扱った全範囲について、自身

の特に不得意分野について身につくよう復習してく

ださい（２時間半程度）。 

4 時間 
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科目名 初級簿記 開講年度 2025 

担当者 岡野 彩可 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G1 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。日商簿記検定 3 級の合格を目指します。 

授業の目的及び概要 

この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設さ

れるものであり、企業の経理事務や経理関連書類の読み取りができ、取引先企業の経営状況を

数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象に商業簿記の基本的な

考え方とその計算実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会

計処理、決算手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履修することによって、

「日本商工会議所簿記検定 3級」程度の簿記技能を修得することができる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。 

・小規模企業の財務諸表を作成することができる。 

・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間試験は採点した上で返却します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

① 合格テキスト 日商簿記 3級（ver15.0），TAC 簿記

講座，TAC 出版，2025 年 

② 合格トレーニング 日商簿記 3 級（ver15.0），TAC

簿記講座，TAC 出版，2025 年 

ISBN 
①9784300115824 

②9784300115831 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

資格取得を目標とした授業です。 

 自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰

り返し問題を解くことが肝要です。 

 学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。 

 将来に備えてどんどん日商簿記検定試験に挑戦してください。本授業でさらに興味がわけば

翌学期以降「中級簿記」「工業簿記」を履修して２級、さらに次年度には「上級簿記」「原価計

算」を履修して１級にもチャレンジしてください。欠席・遅刻・早退について特段の事情(就職

活動、クラブ活動など)がある場合には必ず事前に相談してください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス 

簿記の基礎 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
日常の手続き 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
日常の手続き／商品売買 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 
商品売買 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 
商品売買 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 
現金・預金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 
小口現金、クレジット売掛金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
手形取引、電子記録債券債務 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

4 時間 
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てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

第９回 
オンデ

マンド 
さまざまな帳簿の関係 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 
借入金、貸付金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

有形固定資産、未収入金、未払金、仮払金、

仮受金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 
給与、訂正仕訳 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
試算表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
試算表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
中間試験のための復習 

中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しまし

ょう。 
4 時間 

第１６回 
オンデ

マンド 
中間試験 

中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しまし

ょう。 
4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 
現金過不足 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１８回 オンデ 貯蔵品、当座借越、売上原価 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日 4 時間 
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マンド 商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

第１９回 
オンデ

マンド 
貸倒、減価償却 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２０回 
オンデ

マンド 
減価償却、経過勘定 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２１回 
オンデ

マンド 
経過勘定項目 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２２回 
オンデ

マンド 
決算整理後残高試算表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２３回 
オンデ

マンド 
精算表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２４回 
オンデ

マンド 
帳簿の締め切り 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２５回 
オンデ

マンド 
損益計算書と貸借対照表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２６回 
オンデ

マンド 
株式の発行、剰余金の配当と処分 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 
4 時間 
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予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

第２７回 
オンデ

マンド 
税金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２８回 
オンデ

マンド 
証ひょうと伝票 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
演習 

学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょ

う。 
4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
演習 

学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょ

う。 
4 時間 
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科目名 初級簿記 開講年度 2025 

担当者 岡野 彩可 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G1 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。日商簿記検定 3 級の合格を目指します。 

授業の目的及び概要 

この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設さ

れるものであり、企業の経理事務や経理関連書類の読み取りができ、取引先企業の経営状況を

数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象に商業簿記の基本的な

考え方とその計算実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会

計処理、決算手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履修することによって、

「日本商工会議所簿記検定 3級」程度の簿記技能を修得することができる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。 

・小規模企業の財務諸表を作成することができる。 

・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間試験は採点した上で返却します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

① 合格テキスト 日商簿記 3級（ver15.0），TAC 簿記

講座，TAC 出版，2025 年 

② 合格トレーニング 日商簿記 3 級（ver15.0），TAC

簿記講座，TAC 出版，2025 年 

ISBN 
①9784300115824 

②9784300115831 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

資格取得を目標とした授業です。 

 自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰

り返し問題を解くことが肝要です。 

 学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。 

 将来に備えてどんどん日商簿記検定試験に挑戦してください。本授業でさらに興味がわけば

翌学期以降「中級簿記」「工業簿記」を履修して２級、さらに次年度には「上級簿記」「原価計

算」を履修して１級にもチャレンジしてください。欠席・遅刻・早退について特段の事情(就職

活動、クラブ活動など)がある場合には必ず事前に相談してください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス 

簿記の基礎 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
日常の手続き 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
日常の手続き／商品売買 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 
商品売買 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 
商品売買 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 
現金・預金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 
小口現金、クレジット売掛金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
手形取引、電子記録債券債務 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

4 時間 
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てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

第９回 
オンデ

マンド 
さまざまな帳簿の関係 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 
借入金、貸付金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

有形固定資産、未収入金、未払金、仮払金、

仮受金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 
給与、訂正仕訳 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
試算表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
試算表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
中間試験のための復習 

中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しまし

ょう。 
4 時間 

第１６回 
オンデ

マンド 
中間試験 

中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しまし

ょう。 
4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 
現金過不足 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１８回 オンデ 貯蔵品、当座借越、売上原価 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日 4 時間 
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マンド 商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

第１９回 
オンデ

マンド 
貸倒、減価償却 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２０回 
オンデ

マンド 
減価償却、経過勘定 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２１回 
オンデ

マンド 
経過勘定項目 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２２回 
オンデ

マンド 
決算整理後残高試算表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２３回 
オンデ

マンド 
精算表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２４回 
オンデ

マンド 
帳簿の締め切り 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２５回 
オンデ

マンド 
損益計算書と貸借対照表 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２６回 
オンデ

マンド 
株式の発行、剰余金の配当と処分 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 
4 時間 
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予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

第２７回 
オンデ

マンド 
税金 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２８回 
オンデ

マンド 
証ひょうと伝票 

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日

商簿記３級」 該当箇所 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
演習 

学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょ

う。 
4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
演習 

学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょ

う。 
4 時間 
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科目名 デジタル経営論Ⅰ （経営）／経営情報概論（経

済） 
開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ デジタル技術を活用して企業経営を革新するデジタル経営について学修する。 

授業の目的及び概要 

近年の企業経営におけるＩＴの活用は、ビジネスの支援ツールとしての活用の枠を超えており、

経営やビジネスモデルを、ＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータなどの最新のデジタル技術で大きく変

革することを活用の目的としている。この授業では、企業でのＩＴ活用の中心となる、「経営情

報システム」や「e ビジネス」と「デジタルマーケティング」の分野で、企業を変革するＩＴの

活用と重要なデジタル技術の詳細について学修することを目的とします。授業では、履修者自

身が調べ、まとめる能動的な学修を行います。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①現代経営にの変革に利用されている主要なデジタル技術の用語を理解し、記述することがで

きる。 

②EC やソーシャルメディア、クラウドコンピュータなどビジネスのインフラとなっているプラ

ットフォームの内容を理解し、記述することができる。 

③SCM やマーケティングなどビジネスプロセスがデジタル技術でどのように変革しているのか

を理解し、記述することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを実施して質問への回答や補足説明を行い、要望を受け付けます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト 
大嶋淳俊,デジタル経営学入門 IT 経営、e ビジネス,

マーケティング編、2021,学文社 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
事前事後の学修を行い、目的意識を持って授業に臨むようにしてください。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

デジタルを活用したデジタル経営学につ

いて学修する。 

キーワード：ＩＴの進化の動向 

事前にテキストを購入しておくこと 

事後学修としてテキストの第Ⅰ部１．P27の発展学習

のポイント２．を考えて下さい。 

4 時間 

第２回 対面 

ＩＴの進化が社会にどのような影響を与

えたか 

日本の経済・社会の変化と情報化の関係に

ついて学修する。 

キーワード：少子化に対するデジタル化 

事前学修として教科書第Ⅰ部２．を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅰ部２．P38の発展学習

のポイント２．を考えて下さい。 

4 時間 

第３回 対面 

政府のＩＴ政策とＩＴ産業 

政府のＩＴ政策の変遷とＩＴ産業の発展

について学修する。 

キーワード：ＩＴ産業 

事前学修として教科書第Ⅰ部３．を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅰ部３．P49の発展学習

のポイント２．を考えて提出して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

企業経営とデジタル 

企業経営の中でＩＴがどのように使われ

てきたのかを学修します。 

キーワード：経営情報システム 

事前学修として教科書第Ⅱ部４．を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅱ部４．P65の発展学習

のポイント２．を考えて下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

企業経営と情報システムの活用 

企業経営の中心となる CRM、SFA、ERP、SC

M について学修します。 

キーワード：企業経営と情報システム 

事前学修として教科書第Ⅱ部５．を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅱ部５．P72の発展学習

のポイント２．を考えて下さい。 

4 時間 

第６回 対面 

e ビジネスの基本枠組み 

インターネットを使った e ビジネスにつ

いて学修する。 

キーワード：e ビジネス 

事前学修として教科書第Ⅲ部６．を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅲ部６．P94の発展学習

のポイント２．を考えて提出して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

モバイル機器の進化 

スマートフォンなどのモバイル機器がビ

ジネスにどのような影響を与えたのかを

学修する.。 

キーワード：スマートフォン 

事前学修として教科書第Ⅲ部７．を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅲ部７．P105 の発展学

習のポイント２．を考えて下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

クラウドコンピューティング 

クラウドコンピューティングの種類と企

業でどのように使われているのかを学修

する。 

 ・中間テスト 

キーワード：クラウドコンピューティング 

事前学修として教科書第Ⅲ部８．を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅲ部８．P113 の発展学

習のポイント２．を考えて下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

ソーシャルメディア 

ソーシャルメディアの種類と活用事例つ

いて学修する。 

キーワード：ソーシャルメディア 

事前学修として教科書第Ⅲ部９．を読み、予習してお

いてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅲ部９．P130 の発展学

習のポイント３．を考えて提出して下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

ビッグデータと IoT 

ビッグデータの構成要素や収集・蓄積・活

用と IoTについて学修する。 

キーワード：ビッグデータ、IoT 

事前学修として教科書第Ⅲ部 10．を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅲ部 10．P141の発展学

習のポイント２．を考えて下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

ＡＩとロボット 

ＡＩとロボットの詳細を整理し、ビジネス

や生活でどのように使われ、今後の可能性

は何かを学修する。 

キーワード：ＡＩ、ロボット 

事前学修として教科書第Ⅲ部 11．を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅲ部 11．P155の発展学

習のポイント２．を考えて下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

情報セキュリティ 

インターネットの活用により増加するサ

ーバー攻撃に対する情報セキュリティつ

いて学修する。 

キーワード：情報セキュリティ 

事前学修として教科書第Ⅲ部 12．を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅲ部 12．P172の発展学

習のポイント４．を考えて提出して下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
マーケティングの基本 

マーケティングの基本の定義や考え方、プ

事前学修として教科書第Ⅳ部 13．を読み、予習して

おいてください。 
4 時間 
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ロセスなどについて学修する。 

キーワード：マーケティング 

事後学修としてテキストの第Ⅳ部 13．P186の発展学

習のポイント２．を考えて下さい。 

第１４回 対面 

デジタルマーケティング 

マーケティングにデジタル化が及ぼす影

響と概念の変化について学修する。 

キーワード：デジタルマーケティング 

事前学修として教科書第Ⅳ部 14．を読み、予習して

おいてください。 

事後学修としてテキストの第Ⅳ部 14．P206の発展学

習のポイント４．を考えて提出して下さい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

復習 

第 1 回目から第１４回目までの授業を復

習します。 

事前学修として教科書と授業で配布したレジュメを

予習しておいてください。 

事後学修として定期試験にむけて学修しておいてく

ださい。 

4 時間 
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科目名 ビジネスＤＸ概論 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
デジタル技術を活用してビジネスを変革するデジタルトランスフォーメーション（DX）につい

て学修する 

授業の目的及び概要 

この授業では、DX に関する用語、DX を支えるＡＩ、IoT やネットワーク、ビックデータ、ロボ

ット、RPA などのデジタル技術、実際の企業が行っている幾つかの DX 事例を学修することで、

企業がどのように DX を推進し、企業の各組織に浸透させているのかを修得することを目的とし

ます。授業では、デジタル技術を企業ではどのように活用しているのかを、履修者自身が調べ、

まとめる能動的な学修を行います。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①ビジネス DX に必要なデジタル技術の用語を理解し、記述することができる。 

②ビジネスモデルやサプラーチェーンマネジメント、ビジネスプロセスなど、ビジネス DX の基

礎・基本となる用語を理解し、記述することができる。 

③事例企業でビジネスモデルやビジネスプロセスをどのように変革させたのかを理解し、記述

することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを実施して質問への回答や補足説明を行い、要望を受け付けます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト 
伊藤宗彦、松尾博文、富田純一,１からのデジタル経営、

2022,中央経済社 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

ビジネス DX 概論で学修する内容を把握す

事前にテキストを購入しておくこと 

事後学修としてテキストの１章の「考えてみよう③」
4 時間 
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る。 

ビジネス DX 概論の中心テーマとなるビジ

ネスモデルについて学修する。 

事例：ゼネラル・エレクトリック 

を考えてください。 

第２回 対面 

ＡＩがもたらす価値の創出 

ＡＩにおける機械学習のしくみを学修し、

ＡＩによるビジネスの変化、ＡＩがもたら

す価値創出について学修する。 

事例：日本公認会計士協会 

事前学修として教科書２章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキストの２章の「考えてみよう③」

を考えてください。 

4 時間 

第３回 対面 

ビジネス・アナリティクス 

データを使ったビジネスでの意思決定の

仕組みを学修します。さらにクラウドや量

子コンピュータがもたらすビジネスの最

適化について学修します。 

事例：グルーブノーツ 

事前学修として教科書３章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキストの３章の「考えてみよう③」

を考えて提出してください。 

4 時間 

第４回 対面 

サプライチェーンマネジメント（SCM） 

SCMの概念を学修し、デジタル技術が企業

の SCM をいかに強化していくのかについ

て学修します。 

事例：リー＆フォン 

事前学修として教科書４章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキストの４章の「考えてみよう③」

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 

ブロックチェーン 

従来の通貨を使った流通システムと仮想

通貨（ビットコイン）を使った流通システ

ムの違いを学修する。 

事例：ビットコイン 

事前学修として教科書５章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキストの５章の「考えてみよう③」

を考えてください。 

4 時間 

第６回 対面 

デジタル経営戦略とプロセス 

スマートフォンやスマートウオッチなど

のスマート製品を使ったビジネスを実現

するデジタル経営戦略とプロセスについ

て学修する。 

事例：コマツ 

事前学修として教科書６章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキストの６章の「考えてみよう③」

を考えて提出してください。 

4 時間 

第７回 対面 

DX 変革 

デジタルを使った顧客の好みに合わせた

革新的な取り組みからバリューチェンの

進化について学修する。 

事例：ワコール 

事前学修として教科書７章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキストの７章の「考えてみよう③」

を考えてください。 

4 時間 

第８回 対面 

リテール AI 

①AI によってビジネスを革新するリーデ

ィングカンパニーを例にして、自社だけで

なく取引先を含めたＳＣＭ視点の協業の

必要性について学修する。 

②中間テスト 

事例：トライアル 

事前学修として教科書８章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキストの８章の「考えてみよう③」

を考えてください。 

4 時間 

第９回 対面 

IoTソリューションビジネス 

IoTを活用した問題解決のビジネスモデル

の成功事例を取り上げジョブ理論と IoT

ソリューションビジネスについて学修す

る。 

事例：オプティックス 

事前学修として教科書９章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキスト９章の「考えてみよう③」を

考えて提出してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

スマートファクトリー 

企業の工場をデジタル技術を活用して変

革する取り組みについて学修する。具体的

には生産ラインのモジュール化を活用す

るスマートファクトリーを学修する。 

事例：平田機工 

事前学修として教科書１０章を読み、予習しておい

てください。 

事後学修としてテキスト１０章の「考えてみよう③」

を考えてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
ビジネス・エコシステム 

エコシステムをつくり、そこで多くの顧客

事前学修として教科書１１章を読み、予習しておい

てください。 
4 時間 
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を集めることができればビジネスが拡張

できることを学修し、それには組織構造や

企業文化を大きく変革する必要があるこ

とを学修する。 

事例：楽天 

事後学修としてテキスト１１章の「考えてみよう③」

を考えてください。 

第１２回 対面 

スマート農業 

農業の DX を支える情報通信技術やビック

データの活用による営農情報の見える化

や営農ロボットによる無人化について学

修する。 

事例：クボタ 

事前学修として教科書１２章を読み、予習しておい

てください。 

事後学修としてテキスト１２章の「考えてみよう③」

を考えて提出してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

オンラインメンテナンス 

製品が、故障や異常の前兆を察知して部品

交換を的確なタイミングで知らせるオン

ラインメンテナンスについて学修する。 

事例：三浦工業 

事前学修として教科書１３章を読み、予習しておい

てください。 

事後学修としてテキスト１３章の「考えてみよう③」

を考えて提出してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

シェアリング・ビジネスとダイナミック・

プライシング 

自分が所有しているものを有効活用した

い人と利用したいと考えている人をイン

ターネットで紹介するマッチングビジネ

スとそのモノの価格をサービスの需給に

応じて変動させるダイナミック・プライシ

ングについて学修する。 

事例：akippa 

事前学修として教科書１4 章を読み、予習しておいて

ください。 

事後学修としてテキスト１4 章の「考えてみよう③」

を考えて提出してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

第 1 回目から第１４回目までの授業を復

習します。 

事前学修として教科書と授業で配布したレジュメを

予習しておいてください。 

事後学修として定期試験にむけて学修しておいてく

ださい。 

4 時間 
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科目名 ビジネス統計学Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ ビジネスにおいて必要となる統計学の基本的な用語・分析および結果の読み解き方を理解する。 

授業の目的及び概要 

現代のビジネスでは，データ分析が重要なツールとなっています。人間の勘や経験だけでなく，

データが示す事実がより正確な判断材料を与えてくれるからです。 

例えば，商品開発や販売戦略を考えるとき，人材マネジメントやお金の使い方を決めるとき，

データ分析は「これがおそらく正しい選択だろう」と教えてくれます。だからこそ，ビジネス

に関わる人はデータを読み解く力を身につける必要があります。データを見て「なぜこうなっ

ているのか」「これから何が起きそうか」を考える能力を持った人がどんな業界・分野でも求め

られているのです。 

本授業では，記述統計（現状の把握）と簡単な推測統計（未来の予測）まで扱います。授業内

もしくは授業外の演習課題に取り組むことによって，受講者が基本的な統計学の考え方を身に

つけることを目的とします。 

履修条件・留意点 

「データサイエンス基礎」「表計算実践」を履修していることが望ましいです（できれば単位修

得済み）。また「数的処理 IA（もしくは IIA）」「数的処理 IB（もしくは IIB）」を履修している

とさらによいと思います。 

授業では必ずパソコンを持参してください。分析するときは Excel 上で動くマクロ（無料）を

使用します。授業内で使い方を説明します。Python，R などの分析ツールは使いません（意欲あ

る方は使っていただいても構いません）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 平均，最頻値，中央値，分散，標準偏差，相関係数，回帰分析などの基本的な統計用語を理

解し，簡潔に説明できる。 

2. データの性質（尺度水準）について理解し，説明できる。 

3. 棒グラフ，折れ線グラフ，ヒストグラム，散布図などの代表的な図の特徴を説明できる。 

4. いろいろな確率分布があることを知り，特に正規分布の特徴を理解できる。 

5. 仮説検定の基本的な概要を理解できる。 

6. データ分析の必要性や手順を理解し，分析結果を説明することができる。 

7. Excel を利用して分析を実行できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

本授業での課題・問題についてはフィードバックやコメント・アドバイスを行います。 

コメントシートの提出を求める場合，重要なものは翌週の授業で紹介し，質問への回答や補足

説明を行います。 

アクティブラーニングの取り組みは受講者数や進度によって実施しない場合があります。 

小テスト等の結果によって進度の調整を行う場合があります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

指定のテキスト（書籍）はありませんが，総務省統計

局 統計力向上サイト「データサイエンス・スクール」

のレベル別教材（無料）を中心に用います。ダウンロ

ード方法は授業内で説明します。 

また，参考書について第 1 回の授業で紹介します。各

自，必要だと思ったものを購入するといいでしょう。

ISBN 0 
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その他必要な資料を適宜配布します。 

参考書 

①経営・商学のための統計学入門 直感的な例題で学

ぶ，竹内広宜，講談社，2021年 

②Excel で今すぐはじめる心理統計 第 2 版，小宮あす

か・布井雅人，講談社，2024年 

③マンガでわかる統計学，高橋信，トレンドプロ，2004

年 

④データ分析の先生! 文系の私に超わかりやすく統計

学を教えてください!，高橋信，かんき出版，2020 年 

ISBN 

①9784065251614 

②9784065371800 

③9784274065705 

④9784761275051 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

算数や数学が苦手だからといって，本授業を避けないでほしいと思います。難しい数式が出て

くるんじゃないかと恐れる必要はありません。わかりたいという気持ちを持ち，理解する努力

がある限り，わからないことは恥ではありません。あきらめず，根気よく学習すれば文系（社

会科学）の学生のための統計分析の基本は身につけられます。 

Excel や便利な統計分析アプリによって，分析そのものはますます身近になっています。そし

て，分析すること自体は本当に簡単なのです（ポチポチっとクリックすれば結果が出てくるの

で驚くと思う）。 

しかし，統計分析の基本を理解し，結果を読み解ける人はまだまだ少ない。だからこそ，統計

分析の基本をきちんと身につけておくと就職・進学してから必ず役に立ちますし，必要とされ

る人になれる可能性が高まります。ぜひ多くの人に本授業を受けてほしいと思います。いっし

ょにがんばりましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【イントロダクション＆ガイダンス】 

授業の目的と方法，進め方・受け方，授業

計画，成績評価等について説明します。授

業で使う教材，資料や Excel マクロの概

要，ダウンロード方法について解説しま

す。参考書についても紹介します。 

事前学修としてシラバスを事前に読み，授業の目的

等を理解しておくこと。 

事後学修としてレベル別教材（以下，単に教材とい

う）・資料や自分のメモ・ノートを読んでビジネス統

計学 I の講義の流れを確認しておくこと。 

2 時間 

第２回 対面 

【分析データの種類・構造といろいろなグ

ラフ（１）】 

望ましいデータの構造とは何かを説明し，

公開されているデータを使って Excel で

グラフ・図を作る演習をします。グラフ・

図の形からわかるデータの特徴を学びま

す。 

事前学修として初級編教材の「I.統計の役割」および

中級編教材の「第 1 部 I 様々なグラフ表現」を読ん

でおくこと。事後学修として教材・資料を読んで授業

で得た知識を復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

【分析データの種類・構造といろいろなグ

ラフ（２）】 

量的データ・質的データの概念を学びま

す。度数分布表，ヒストグラムのポイント

を解説し，Excelで作図する演習をします。 

事前学修として初級編教材の「II データのばらつき

の見方」を読んでおくこと。事後学修として教材・資

料を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

【単変量の散らばり（ばらつき）と代表値】 

平均値，中央値，最頻値などのデータを要

約する値（代表値）について学び，Excel

で代表値を出す演習をします。またデータ

事前学修として中級編教材「第 1部 II データの分プ

ロ見る＆III 観測値の標準化と外れ値」を読んでお

くこと。事前学修として事後学修として教材・資料を

読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 

4 時間 
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の散らばり具合を示す分散・標準偏差とい

う概念を説明します。ここが前半の山場で

す。 

第５回 対面 

【復習と小テスト①】 

第 2 回～第 4 回の内容を中心に復習し，小

テストを授業内で実施します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第６回 対面 

【二変量の散らばり（ばらつき）と関係性】 

クロス表，散布図について説明します。こ

れらから 2 つの変数がどのような関係に

あるのかを学びます。 

事前学修として中級編教材「第 1部 IV 関係の分析」

を読んでおくこと。事後学修として教材・資料を読ん

で授業で得た知識を復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

【共分散と相関係数】 

相関関係を数値で表現する方法を学び，E

xcel で分析する演習を行います。ここが

中盤の山場です。 

事前学修として中級編教材「第 1部 IV 関係の分析」

を再度読んでおくこと。事後学修として教材・資料を

読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

【確率とデータが発生する仕組み（１）】 

簡単な確率の計算を行い，確率・事象・期

待値という用語に親しみます。私たちの生

活の中で偶然な出来事，そうでない出来事

について考えます。 

事前学修として初級編教材「IV 確率の基礎」および

中級編教材「第 1 部 V 確率」に目を通しておくこと。

事後学修として教材・資料を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

【復習と小テスト②】 

第 6 回～第 8 回の内容を中心に復習し，小

テストを授業内で実施します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

【確率とデータが発生する仕組み（２）】 

確率変数・確率分布について直観的な説明

を行い，専門用語に親しみます。様々な確

率分布について概観し，特に正規分布の特

徴を学びます。 

事前学修として上級編教材「II 確率変数＆III 確率

分布」を読んでおくこと（数式は気にしなくてよい）。

事後学修として教材・資料を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

【標本調査と推定の基本】 

標本調査の概要を説明し，母集団・サンプ

ルサイズ・標本分布・母数という用語に慣

れ親しみます。また点数と区間推定につい

て学びます。 

事前学修として中級編教材「第 1部 VI 標本調査」

および上級編教材「IV 標本分布」を読んでおくこと

（数式は気にしなくてよい）。 

事後学修として教材・資料を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

【平均値の差の検定と仮説検定】 

2つの集団の平均値がたまたま似ているの

かそうでないのかを調べる方法について

説明します。その後，Excel で実際に分析

を行います。 

事前学修として上級編教材「VI 仮説検定」を読んで

おくこと（数式は気にしなくてよい）。 

事後学修として教材・資料を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

【簡単な回帰分析】 

おそらくビジネスで最もよく使われる回

帰分析について説明します。Excel で回帰

分析を実行し，その結果の読み取り方を学

びます。 

事前学修として上級編教材「VII 回帰分析 1．単回帰

モデル」に目を通しておくこと（数式は気にしなくて

よい）。 

事後学修として教材・資料を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

【復習と小テスト③】 

第 10回～第 13回の内容を中心に復習し，

小テストを授業内で実施します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【総括】 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返り，あらためて重要なポイントは何か

について確認します。今後学んでほしい分

析手法についても紹介します。また定期試

験についても説明を行います。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として講義資料やメモを読んで授業で得た

知識を復習しておくこと。定期試験に備えること。 

6 時間 
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科目名 ビジネス統計学Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ ビジネスにおいて必要となる基礎統計の理論と⼿法を理解する。 

授業の目的及び概要 

コンピュータの普及および分析手法の高度化に伴い、社会全体に膨大なデータが蓄積・流通す

るようになった。ビジネス領域においても、意思決定の精緻化と競争優位性の確立のため、デ

ータ駆動型の洞察を得ることが不可欠となっている。そのため、統計学の理論的基盤および実

践的手法の修得は、現代のビジネスパーソンにとって必須の要件である。本講義では、マーケ

ティング、ファイナンス、財務分析といった情報化時代のビジネス環境において、広範に応用

可能な統計学の基盤を構築することを目的とする。統計的記述の方法、統計的推測の理論と技

法を体系的に学修し、さらに具体的な演習課題を通じて実践的スキルを養う。これにより、履

修者が統計的な視座を獲得し、定量的分析を駆使した論理的思考能力を養成し、また「統計検

定 3 級」の資格を取得することを目指す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. データ分析の必要性や⼿順を理解し、説明することができる。 

2. データ分析における仮説とサンプリングについて理解し、説明することができる。 

3. 平均、分散、相関分析などの基礎統計の概念を理解し、Excel を利⽤して分析を実⾏できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを⾏い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授業 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は⾏いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書 

①  １からのマーケティング分析、恩藏直⼈・冨⽥健

司、碩学舎、2011 年 

②  経営・商学のための統計学⼊⾨、⽵内広宜、講談

社、2021 年 

③    日本統計学会公式認定 統計検定３級・４級 

公式問題集［CBT 対応版］ 

ISBN 

①  9784502683602 

②  9784065251614 

③ 9784788920484 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 
ビジネス業界において、データに基づく戦略の重要性がより強調されています。本講義はデー

タ分析における必要な基礎統計の概念や⼿法について説明します。とくに統計⼿法について
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あたって Excel を⽤いて演習します。秋学期のビジネス統計学 II を履修することをお勧めします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の⽬的と⽅法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

事前学修：シラバスを事前に読み、授業の⽬的等を理

解しておくこと。 

事後学修：授業で配布した資料を読んで「ビジネス統

計学Ⅰ」の概要等を確認しておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

マーケティング分析の⼿順 

マーケティング分析における問題設定や

リサーチ・デザインについて説明します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

仮説検証 

仮説の概念や仮説検証の⼿順について説

明します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

データの種類 

データのタイプの違いを理解し、それぞれ

のデータに適した処理法を解説します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

標本調査 

標本調査の意味と必要性を理解し、標本の

抽出方法や推定方法について解説します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

統計グラフ 

1変数または 2変数の統計グラフを適切的

な見方・読み方について学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

データ集計 

1変数または 2変数のデータを適切に集計

表に記述すること、また集計表から適切な

情報の読み取りについて解説します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

学修内容の再確認 

学修してきた内容の再確認を進めるため、

主に事例として取り上げ、これまで学修し

た理論を使ってどのように考えられるの

かを再確認します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

データの代表値 

数値を用いてデータの中心的位置を表現

すること、またそれらを用いて適切にデー

タの特徴を説明します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

確率分布 

確率変数の平均・分散・標準偏差などを用

いて、基本的な確立分布の特徴について説

明します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 
相関分析 

相関関係と因果関係について説明します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

回帰分析 

最小 2 乗法や回帰係数などについて説明

します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

実験法 

実験の意味と必要性を理解し、実験の基本

的な考え方について学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

分散分析 

分散分析の概念と内容について解説しま

す。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返るとともに、あらためて重要なポイン

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

6 時間 
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科目名 企業論 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 

（１）企業はいつ、どのようにできたのかについて 

（２）21 世紀の日本の企業の特徴や課題について 

学修の上、現代社会における企業を理解する。 

授業の目的及び概要 

「なぜ企業があるのか？」という基本的な問いに対して、平易な言葉で誰にでも回答できるよ

うになること。 

講義の概要は、①標準的な教科書を用いながら、②講義資料等での用語や理論の理解を深め、

③現在事象として起こっている経済・経営現象を理解できるように試み、④小テスト等で理解

力や実践力を高めることです。受講者数によりますが、授業中に多くの発言することを求めま

す。 

履修条件・留意点 
経営学基礎を修得の上、経営管理論、経営戦略論、経営組織論を受講していることが望ましい

（必須ではない）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）企業と会社の違いを「知識のない人にも」説明できる。 

（２）企業の存在意義について「知識のない人にも」説明できる。 

（３）21 世紀の日本の企業の特徴や抱える課題について自分なりの回答を持つことができる。 

の 3 点を目指します。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
質問等は、講義開始前・講義終了後及び随時メール・Teamsチャットにて受け付けます。中間テ

スト等フィードバックについては、模範解答の公表などを通じて可能な限り行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
①企業論（第 4 版），三戸 浩・池内 秀己・勝部 伸夫

（編著），有斐閣，2018 年 
ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業に興味を持ち、日々の経済・経営現象を理解しようと心がけ、新聞や雑誌に目を通すこと

を心掛けて下さい。それにより、教科書や講義での理解度から、飛躍的に向上できることが期

待できます。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 
第 1 回：ガイダンス（受講上の注意、成績

評価についてなど） 

【予習】事前にシラバスを確認しておくこと。 

【復習】シラバスと講義ノートをよく読んで気にな

ることがあれば適宜質問またはメールなどでお問合

せください。 

4 時間 

第２回 対面 
第 2 回：現代企業を見る視点①これまでの

企業観～19 世紀の企業観（教科書序章） 

【予習】事前に教科書（序章）読んで、ポイントや不

明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（序章）と資料をよく読んで気になる

ことがあれば適宜質問またはメールなどでお問合せ

ください。 

4 時間 

第３回 対面 
第 3 回：現代企業を見る視点②20 世紀の

企業観（教科書序章） 

【予習】事前に教科書（序章）読んで、ポイントや不

明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（序章）と資料をよく読んで気になる

ことがあれば適宜質問またはメールなどでお問合せ

ください。 

4 時間 

第４回 対面 

第 4 回：財・サービスの提供機関としての

企業①経済発展と生活の変化（教科書第 1

章） 

【予習】事前に教科書（第 1 章第 1 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 1 章第 1 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

4 時間 

第５回 対面 

第 5 回：財・サービスの提供機関としての

企業②大企業の実態（教科書第 1 章第 2

項、第 3章第 1項） 

【予習】事前に教科書（第 1 章第 2 項、第 3 章第 1

項）読んで、ポイントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 1 章第 2 項、第 3 章第 1 項）と資

料をよく読んで気になることがあれば適宜質問また

はメールなどでお問合せください。 

4 時間 

第６回 対面 

第 6 回：財・サービスの提供機関としての

企業③企業の長期戦略（教科書第 1 章第 3

項） 

【予習】事前に教科書（第 1 章第 3 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 1 章第 3 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

4 時間 

第７回 対面 

中間テスト（第 1 回～第 6 回までの範囲） 

第 7 回：株式会社としての企業①株式会社

の機能と特徴（教科書第 2 章第 1項） 

【予習】事前に教科書（第 2 章第 1 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 2 章第 1 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

4 時間 

第８回 対面 
第 8 回：株式会社としての企業②株式会社

の現実（教科書第 2 章第 2 項） 

【予習】事前に教科書（第 2 章第 2 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 2 章第 2 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

4 時間 

第９回 対面 
第 9 回：大企業としての企業①大企業の支

配構造（教科書第 3 章第 2 項） 

【予習】事前に教科書（第 3 章第 2 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 3 章第 2 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

4 時間 

第１０回 対面 

第 10 回：大企業としての企業②日本の大

企業の経営者支配の実態（教科書第 3 章第

4 項） 

【予習】事前に教科書（第 3 章第 4 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 3 章第 4 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

4 時間 

第１１回 対面 
第 11 回：大企業としての企業③コーポレ

ートガバナンス（教科書第 3章第 5 項） 

【予習】事前に教科書（第 3 章第 5 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 3 章第 5 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

4 時間 

第１２回 対面 
第 12 回：組織としての企業①官僚制と企

業形態（教科書第 4 章第 1 項） 

【予習】事前に教科書（第 4 章第 1 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 
4 時間 
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【復習】教科書（第 4 章第 1 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

第１３回 対面 
第 13 回：組織としての企業②企業組織の

諸形態（教科書第 4 章第 2 項） 

【予習】事前に教科書（第 4 章第 2 項）読んで、ポイ

ントや不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 4 章第 2 項）と資料をよく読んで

気になることがあれば適宜質問またはメールなどで

お問合せください。 

4 時間 

第１４回 対面 
第 14 回：社会的器官としての企業─企業

の社会的責任（教科書第 6 章） 

【予習】事前に教科書（第 6 章）読んで、ポイントや

不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 6 章）と資料をよく読んで気にな

ることがあれば適宜質問またはメールなどでお問合

せください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

第 15 回：まとめ─企業の社会的責任から

SDGs へ─企業は誰のためにあるのか？ 

第 1 回から第 14 回までの復習 

【予習】事前に教科書（第 6 章）読んで、ポイントや

不明点を確認しておくこと。 

【復習】教科書（第 6 章）と資料をよく読んで気にな

ることがあれば適宜質問またはメールなどでお問合

せください。 

4 時間 

2025/05/01

157



 

 

科目名 ビジネス法入門 開講年度 2025 

担当者 田坂 駿佑 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ ビジネスにかかわる法律（民法、商法、会社法、経済法等）の横断的学習 

授業の目的及び概要 
・ビジネスにかかわる法律（民法、商法、会社法、経済法等）を横断的に通覧してそれぞれの

イメージをつかみ、専門科目の学修へとつなげる 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．ビジネスにかかわる法律の概要を理解し、基本的で重要な概念や事項について、具体例を

挙げながら説明できる。 

２．ビジネスにかかわる法律の機能、役割、相互の関係について理解し、法知識を実務におい

て活用できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
・理解度確認のための小テストを、クリッカーを用いたり、ラーニングポータルを通じて複数

回実施し、回答について解説を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
特に指定しない。六法は最新のものを必ず持参するこ

と。 
ISBN 0 

参考書 

「ビジネス実務法務検定」に関するテキスト（公式の

ものでなくともよい）を、予習・復習の手がかりとし

て推奨する。 

ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
法律の細かな知識より、全体像を理解することを目指します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 授業の概要、授業計画の説明 

予習：シラバス等を確認し、本講義で取り扱う内容の

確認をしておくこと。 

復習：本講義で取り扱う分野の体系を確認しておく

こと。 

4 時間 

2025/05/01

158



 

 

第２回 対面 事例で学ぶビジネス法 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第３回 対面 契約法総論 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第４回 対面 契約と不履行 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第５回 対面 契約の解消１ 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第６回 対面 契約の解消２ 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第７回 対面 取引の主体：人 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第８回 対面 取引の客体：物 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第９回 対面 権利の移転：物権変動と債権譲渡 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第１０回 対面 損害賠償法 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第１１回 対面 知的財産法（特許法、意匠法、著作権法） 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

4 時間 
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復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

第１２回 対面 競争法（独占禁止法、消費者法） 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第１３回 対面 会社法１ 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第１４回 対面 会社法２ 

予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロード

して目を通 

し、わからない箇所をメモしておくこと。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
総括 

予習（２時間程度）：すべてのレジュメおよび参考書

等に一通り 

目を通し、わからない箇所を確認すること。 

復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、

理解度を 

確かめること。 

4 時間 
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科目名 ビジネスプレゼンテーション 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 実社会でのプレゼンテーションの実践能力を身につける。 

授業の目的及び概要 

ビジネスにおけるプレゼンテーションの手法を理解し、状況に応じたプレゼンの実践力を養う

ことを目的とする。 

実社会でのプレゼンテーションとはどんなものか、構成の立て方・コミュニケーションと表現

技術・視覚資料の作り方・動画の撮影や編集方法について講義を行う。 

テーマ毎に資料を作成し発表する。 

ディスカッションをしてスキルアップを図る。 

※受講人数等によっては授業計画の変更あり。 

履修条件・留意点 募集定員 25 名を越えた場合、レポートによる選抜試験を行ないます 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①プレゼンテーションを行うための基本や手法を説明することができる。 

②企画書や視覚資料を作りプレゼンテーションができる。 

③動画を組み合わせたプレゼンテーションができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
中間・最終発表後、授業中に口頭で講評をします。 

また、発表中の撮影 VTR を見たあとでレポート提出、LearningPortal にて講評を掲載します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト ①必要に応じテキストを配布 ISBN 0 

参考書 

①KP 法 シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーショ

ン、川嶋直、みくに出版、2018 年 

②瞬時に「話す」「書く」技術、橋本淳司、すばる舎、

2011 年 

③一生使える見やすい資料のデザイン入門 2022 年 

④ビジネスプレゼンテーション改訂版 2021 年 

ISBN 

①948-4-8403-0532-7 

②978-4-88399-986-6 

③978-4-8443-3963-2 

④978-4-407-32261-3 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

ビジネスはもとより学生生活でも、相手に説明したり説得するにはプレゼンは欠かせません。 

デジタルツールはあくまで補助手段ですが、使い方によっては効果的なプレゼンが行えます。 

上達にはコミュニケーション及びプレゼンテーション技法を学び、発表とフィードバックを繰

り返すことが大切です。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】  

授業の目的と方法、授業計画、到達目標、

成績評価等について説明します 

【事前】 

シラバスを読み授業の目標を考えておいてください 

【事後】 

授業後目標について見直してください 

2 時間 

第２回 対面 

【ビジネスにおけるプレゼンテーション

事例】 

目的・事例・ツール等 

中間課題のテーマを出します 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第３回 対面 
【プレゼンテーションの構成①】 

構成のたて方を学ぶ 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第４回 対面 
【プレゼンテーションの構成②】 

見やすい資料作り・企画書を作る 

【事前】 

課題の企画書作成 

【事後】 

企画書を作りプレゼン準備 

4 時間 

第５回 対面 

【強い言葉を作る表現技術】 

プレゼンテーションに使う印象に残るフ

レーズの作り方 

【事前】 

課題の企画書作成 

【事後】 

企画書を作りプレゼン準備 

6 時間 

第６回 対面 

【中間発表】 

プレゼンテーション発表 

フィードバック 

【事前】 

発表準備 

【事後】 

フィードバックを受けレポート提出 

4 時間 

第７回 対面 【コミュニケーションと表現技術】 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第８回 対面 
【デジタルツール動画編①】 

わかりやすく伝える撮影のテクニック 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

撮影後のプレビュー・補撮・編集準備 

4 時間 

第９回 対面 
【デジタルツール動画編②】 

わかりやすく伝える編集のテクニック 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

粗編集 

4 時間 

第１０回 対面 

【デジタルツール動画編③・試写会】 

わかりやすく伝えるテロップ・ナレーショ

ン・音効のテクニック 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

完成した VTR を見て振り返り 

4 時間 

第１１回 対面 

【アナログツール・KP 法①】 

環境教育で考案されたプレゼン手法を学

ぶ 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第１２回 対面 
【アナログツール・KP 法②】 

課題に向けたリハーサルを KP 法で行う 

【事前】 

課題準備 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

【まとめ】 

最終プレゼンの発表前にこれまでの復習

などを行う 

【事前】 

これまでの配布資料の見直しをする 

【事後】 

レポート提出 

4 時間 

第１４回 対面 【最終発表①】 【事前】 6 時間 
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学んだ手法を交えてプレゼンテーション

をする 

フィードバック 

発表準備 

【事後】 

フィードバックを受けレポート提出 

第１５回 対面 

【最終発表②及びまとめ】 

学んだ手法を交えてプレゼンテーション

をする 

フィードバック 

これまでのまとめと総括 

【事前】 

発表準備 

【事後】 

全体を振り返る 

4 時間 
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科目名 ビジネスプレゼンテーション 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 実社会でのプレゼンテーションの実践能力を身につける。 

授業の目的及び概要 

ビジネスにおけるプレゼンテーションの手法を理解し、状況に応じたプレゼンの実践力を養う

ことを目的とする。 

実社会でのプレゼンテーションとはどんなものか、構成の立て方・コミュニケーションと表現

技術・視覚資料の作り方・動画の撮影や編集方法について講義を行う。 

テーマ毎に資料を作成し発表する。 

ディスカッションをしてスキルアップを図る。 

※受講人数等によっては授業計画の変更あり。 

履修条件・留意点 募集定員 25 名を越えた場合、レポートによる選抜試験を行ないます 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①プレゼンテーションを行うための基本や手法を説明することができる。 

②企画書や視覚資料を作りプレゼンテーションができる。 

③動画を組み合わせたプレゼンテーションができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
中間・最終発表後、授業中に口頭で講評をします。 

また、発表中の撮影 VTR を見たあとでレポート提出、LearningPortal にて講評を掲載します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト ①必要に応じテキストを配布 ISBN 0 

参考書 

①KP 法 シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーショ

ン、川嶋直、みくに出版、2018 年 

②瞬時に「話す」「書く」技術、橋本淳司、すばる舎、

2011 年 

③一生使える見やすい資料のデザイン入門 2022 年 

④ビジネスプレゼンテーション改訂版 2021 年 

ISBN 

①948-4-8403-0532-7 

②978-4-88399-986-6 

③978-4-8443-3963-2 

④978-4-407-32261-3 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

ビジネスはもとより学生生活でも、相手に説明したり説得するにはプレゼンは欠かせません。 

デジタルツールはあくまで補助手段ですが、使い方によっては効果的なプレゼンが行えます。 

上達にはコミュニケーション及びプレゼンテーション技法を学び、発表とフィードバックを繰

り返すことが大切です。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】  

授業の目的と方法、授業計画、到達目標、

成績評価等について説明します 

【事前】 

シラバスを読み授業の目標を考えておいてください 

【事後】 

授業後目標について見直してください 

2 時間 

第２回 対面 

【ビジネスにおけるプレゼンテーション

事例】 

目的・事例・ツール等 

中間課題のテーマを出します 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第３回 対面 
【プレゼンテーションの構成①】 

構成のたて方を学ぶ 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第４回 対面 
【プレゼンテーションの構成②】 

見やすい資料作り・企画書を作る 

【事前】 

課題の企画書作成 

【事後】 

企画書を作りプレゼン準備 

4 時間 

第５回 対面 

【強い言葉を作る表現技術】 

プレゼンテーションに使う印象に残るフ

レーズの作り方 

【事前】 

課題の企画書作成 

【事後】 

企画書を作りプレゼン準備 

6 時間 

第６回 対面 

【中間発表】 

プレゼンテーション発表 

フィードバック 

【事前】 

発表準備 

【事後】 

フィードバックを受けレポート提出 

4 時間 

第７回 対面 【コミュニケーションと表現技術】 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第８回 対面 
【デジタルツール動画編①】 

わかりやすく伝える撮影のテクニック 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

撮影後のプレビュー・補撮・編集準備 

4 時間 

第９回 対面 
【デジタルツール動画編②】 

わかりやすく伝える編集のテクニック 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

粗編集 

4 時間 

第１０回 対面 

【デジタルツール動画編③・試写会】 

わかりやすく伝えるテロップ・ナレーショ

ン・音効のテクニック 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

完成した VTR を見て振り返り 

4 時間 

第１１回 対面 

【アナログツール・KP 法①】 

環境教育で考案されたプレゼン手法を学

ぶ 

【事前】 

配布資料を読んでおく 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第１２回 対面 
【アナログツール・KP 法②】 

課題に向けたリハーサルを KP 法で行う 

【事前】 

課題準備 

【事後】 

講義内容の振り返り 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

【まとめ】 

最終プレゼンの発表前にこれまでの復習

などを行う 

【事前】 

これまでの配布資料の見直しをする 

【事後】 

レポート提出 

4 時間 

第１４回 対面 【最終発表①】 【事前】 6 時間 
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学んだ手法を交えてプレゼンテーション

をする 

フィードバック 

発表準備 

【事後】 

フィードバックを受けレポート提出 

第１５回 対面 

【最終発表②及びまとめ】 

学んだ手法を交えてプレゼンテーション

をする 

フィードバック 

これまでのまとめと総括 

【事前】 

発表準備 

【事後】 

全体を振り返る 

4 時間 
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科目名 商業学 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 商業学の基本的な概念・理論について学修する 

授業の目的及び概要 

この授業では、商業の世界がどのような現状にあるのか、またどのような変化の中にあるのか

を捉えることができるようになるために、商業や流通に関する入門的な内容を学修していきま

す。はじめに商業の存立基盤や流通のフローなどの基本的な観点について学修し、続いて卸売

業、小売業の概念や、生産者（メーカー）によるチャネルへの関与、消費者と商業者の関係な

どを中心に学修していきます。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．商業学はどのような学問であるのかについて、説明することができる。 

2．商業の存立基盤や流通のフローなど商業・流通に関する基本的な概念・理論を説明すること

ができる。 

3．商業者（卸売業や小売業）に関する基本的な概念・理論について説明することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメントを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
とくに指定しません。 

必要に応じて資料を配布します。 
ISBN 0 

参考書 

①商学入門，石川和男，中央経済社，2021 年 

②その他、参考になる文献、論文、資料等は、授業中

に適宜紹介します。 

ISBN 
①978-4502394812 

②なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目で扱う内容は、消費者の一人である皆さんにとって身近なものが多く含まれています。

授業では身近な事例も紹介しますので、普段の生活で無意識に行っていることを角度を変えて

みる（考える）習慣をつけてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

この科目の目的・目標、授業の進め方・受

事前学修：シラバスを読み、授業の目的等を理解して

おくこと。 
4 時間 
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け方、成績評価などについて、授業計画の

詳細とともに説明します。 

事後学修：授業で配布した資料を読んで商業学講義

の流れを確認しておくこと。 

第２回 対面 

商業の存立基盤 

商業の存立基盤、流通のフローについて説

明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第３回 対面 

商流 

所有権の移転とは何かを中心に商的流通

について説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第４回 対面 

物流（1） 

物流機能やロジスティクス、サプライチェ

ーンマネジメントについて説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第５回 対面 

物流（2） 

様々な物流活動を事例を交えて説明しま

す。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第６回 対面 

中間試験１ 

これまでの学修内容について中間試験を

実施します。 

事前学修：これまでの配布資料を読み、中間試験の準

備をしてください。 

事後学修：これまでの学修内容および中間試験の振

り返りをしてください。 

4 時間 

第７回 対面 

情報流・補助的流通機能 

情報流通の機能、補助的流通機能について

説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第８回 対面 

小売業（1） 

小売の概念、小売業の社会的役割、機能に

ついて説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第９回 対面 
小売業（2） 

小売業の諸形態について説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
小売業（3） 

小売業態の変遷を中心に説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

中間試験２ 

これまでの学修内容について中間試験を

実施します。 

事前学修：これまでの配布資料を読み、中間試験の準

備をしてください。 

事後学修：これまでの学修内容および中間試験の振

り返りをしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

卸売業 

卸売の概念、卸売市場の取引システムを中

心に説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

生産者（メーカー）と商業・流通 

生産者（メーカー）による流通過程管理の

手法、流通系列化を中心に説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

消費者と商業・流通 

消費者と流通業者の関係性の変化を中心

に説明します。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでの学修内容のまとめを行います。 

事前学修：これまでの学修内容を再度、確認しておく

こと。 

事後学修：教科書やノートにまとめた内容等を確認

し、これまでの学修内容をあらためて復習しておく

こと。 

6 時間 
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科目名 企業経営史Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 経営者の決断から学ぶ変動の経営史。 

授業の目的及び概要 

経営戦略は、誰かに対して、何かの価値を、何かを調達・創造し、商品・サービスを提供し、対

価を得る方向性であるが、それだけでビジネスは成立しない。戦略に基づく仕組みがビジネス

モデルが必要である。ネット通販や映像配信など、現在成長しているビジネスには、優れたビ

ジネスモデルがある。一方で、一時成功したビジネスモデルにも限界があり、いずれ機能しな

くなる。 

本科目では、比較的最近の代表的な事例を通じ、どういう決断を経営者が行なってきたのか、

そして如何にビジネスモデルが変わってたのかを学ぶ。 

履修条件・留意点 経営戦略論Ⅰを履修していることが望ましい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・日本企業において成功を収めた代表的なビジネスモデルにはどのようなものが存在したか、

そこには経営者のどういう思想があったか、理解している。 

・ビジネスにおいて競争を勝ち抜いていくためのビジネスモデルの理論的フレームワークを理

解し、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
コメント・シートを用いて、やりとりをする（照会に対してはリプライ。秀逸なコメントにつ

いては紹介）。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 無し。レジュメ配付。動画教材も授業中に活用する。 ISBN 0 

参考書 
ビジネスモデル全史，三谷宏治，ディスカバー，2014

年 
ISBN 9784799315637 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容 無し。 

この科目の受講に 

あたって 
歴史の学修は流れが大切なので、毎回欠かさず出席すること。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

イントロダクション。 

無印良品（良品計画）、ZOZO のオムニチャ

ネル 他。 

良品計画社、ZOZO 社について、ホームページなどで

予習。 

配付した教材を使い、復習。 

4 時間 

第２回 対面 
技術・顧客・流通・サービスにわたる全般

的変革：キヤノン 他。 

キヤノン社について、ホームページなどで予習。 

配付した教材を使い、復習。 
4 時間 

第３回 対面 リーン生産、系列モデル：トヨタ 他。 
トヨタ社について、ホームページなどで予習。 

配付した教材を使い、復習。 
4 時間 

第４回 対面 
フランチャイズ・システム：セブンイレブ

ン 他。 

セブンイレブン社について、ホームページなどで予

習。 

配付した教材を使い、復習。 

4 時間 

第５回 対面 プラットフォーム・モデル： 任天堂 他。 
任天堂社について、ホームページなどで予習。 

配付した教材を使い、復習。 
4 時間 

第６回 対面 
ネット・オークション： オークネット 

他。 

オークネット社について、ホームページなどで予習。 

配付した教材を使い、復習。 
4 時間 

第７回 対面 行き過ぎた積極経営：山一證券、ダイエー。 

山一證券社、ダイエー社について、参考書などで予

習。 

配付した教材を使い、復習。次週、中間試験があるの

で、第 1回～第 7 回すべて復習。 

6 時間 

第８回 対面 中間試験（１） 試験で出題した問いを復習。 2 時間 

第９回 対面 
スマホゲーム、ソーシャルゲーム、ウォ―

ゲーム：SONY、DeNA 他。 

SONY 社、DeNA 社について、ホームページなどで予習。 

配付した教材を使い、復習。 
4 時間 

第１０回 対面 オープン・イノベーション： 味の素 他。 
味の素社について、ホームページなどで予習。 

配付した教材を使い、復習。 
4 時間 

第１１回 対面 
セミプロ・クラウドソーシング： フーモ

ア（イラスト） 他。 

クラウドソーシングについて、参考書などで予習。 

配付した教材を使い、復習。 
4 時間 

第１２回 対面 
グローバル・ニッチトップ： 日東電工 

他。 

グローバル・ニッチトップについて、経産省ホームペ

ージなどで予習。 

配付した教材を使い、復習。 

4 時間 

第１３回 対面 選択と集中の弊害：東芝。 

東芝社について、参考書などで予習。 

配付した教材を使い、復習。次週、中間試験があるの

で、第 9回～第 13回すべて復習。 

6 時間 

第１４回 対面 中間試験（２） 試験で出題した問いを復習。 2 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
全体振り返り。 これまでの内容をすべて復習。 4 時間 
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科目名 経営学史 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
本講義は、経営学史、特に経営戦略論の学史を学び、学術領域と実務領域でどのような架け橋

となってきたかを理解する。 

授業の目的及び概要 

授業の目的は、経営学史、特に経営戦略論の学史を修得する。授業内容は、教科書と講義資料

を用いながら、歴史的経緯とその背景を理解しつつ、戦略論の展開がなぜ起こってきたか、今

後求められる戦略を理解し、戦略立案能力を高める。 

履修条件・留意点 経営管理論、経営戦略論を履修していることが望ましい（必須ではない）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①経営学史、特に経営戦略論の歴史的展開について、説明できる。 

②経営戦略論におけるそれぞれ戦略理論とその違いを、説明できる。 

③経営学史の経緯を踏まえた上で、これから必要な学術的な考えや、戦略立案に必要な要素を

説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業の前後や、e メール・Teams チャット等によって、質問等に対応いたします。テスト等の結

果は、フィードバックいたします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 学史から学ぶ経営戦略，沼上幹編著，文眞堂，2022 年 ISBN 9784830951565 

参考書 
経営戦略の思考法，沼上幹，日本経済新聞出版社，2009

年 
ISBN 9784532314781 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

経営学を学術的な歴史を踏まえて理解したい人にお薦めします。特に、経営戦略論が時代を背

景に、どのような点に重点が置かれて推移してきたのか、学史を紐解くと、現代の戦略論が新

たな視角で見えてきます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンスとして、授業の内容、授業の進

め方、評価方法などを説明します。 

【事前学修】シラバスと教科書の「まえがき」を読ん

で、何をどうやって学修するか理解して下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 
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第２回 対面 

経営管理論から経営戦略論への展開（教科

書第一章、競争戦略） 

先ず大きな系譜として、アンゾフの経営戦

略に始まる計画戦略学派を理解し、創発戦

略学派、ポジショニング・ビュー、リソー

ス・ベースト・ビュー、ゲーム理論的アプ

ローチの流れを理解すること。 

【事前学修】教科書（第一章）や文献を事前に読んで、

学修するポイントと疑問点・理解不足な点を明確に

して下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第３回 対面 

多角化戦略の動向と議論の展開（教科書第

二章） 

アンゾフの多角化戦略を理解し、それ以降

どのように展開され、現在直面する課題と

その理論を理解する。 

【事前学修】教科書（第二章）や文献を事前に読んで、

学修するポイントと疑問点・理解不足な点を明確に

して下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 
計画戦略学派について、学びます。 

＊文献は別途配布。 

【事前学修】配布文献を事前に読んで、学修するポイ

ントと疑問点・理解不足な点を明確にして下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第５回 対面 
創発戦略学派について、学びます。 

＊文献は別途配布。 

【事前学修】配布文献を事前に読んで、学修するポイ

ントと疑問点・理解不足な点を明確にして下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第６回 対面 

ポジショニング・ビューについて学びま

す。 

＊文献は別途配布。 

【事前学修】配布文献を事前に読んで、学修するポイ

ントと疑問点・理解不足な点を明確にして下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

リソース・べースト・ビューについて学び

ます。 

＊文献は別途配布。 

【事前学修】配布文献を事前に読んで、学修するポイ

ントと疑問点・理解不足な点を明確にして下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 
ゲーム理論アプローチについて学びます。 

＊文献は別途配布。 

【事前学修】配布文献を事前に読んで、学修するポイ

ントと疑問点・理解不足な点を明確にして下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第９回 対面 中間テスト 

【事前学修】これまでの教科書（はしがき、第一章、

第二章）や配布文献を事前に読んで、学修するポイン

トと疑問点・理解不足な点を明確にして下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 
グローバル・ストラテジー（教科書第三

章）、国際経営に関する理論を学びます。 

【事前学修】教科書（第三章）や文献を事前に読んで、

学修するポイントと疑問点・理解不足な点を明確に

して下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 
経営戦略の技法（教科書第四章）を学びま

す。 

【事前学修】教科書（第四章）や文献を事前に読んで、

学修するポイントと疑問点・理解不足な点を明確に

して下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 
アンチテーゼの系譜（教科書第五章）、主

にミンツバーグの考えを学びます。 

【事前学修】教科書（第五章）や文献を事前に読んで、

学修するポイントと疑問点・理解不足な点を明確に

して下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
日本における経営戦略研究の歴史①（教科

書第六章）を学びます。 

【事前学修】教科書（第六章）や文献を事前に読んで、

学修するポイントと疑問点・理解不足な点を明確に

して下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 
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第１４回 対面 

日本における経営戦略研究の歴史②（教科

書第補論）を学びます。 

＊補助教材として、「一橋ビジネスレビュ

ー」のコラムを用います。 

後半は、第 1 回からの復習を実施します。 

【事前学修】教科書（補論）や配布文献を事前に読ん

で、学修するポイントと疑問点・理解不足な点を明確

にして下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

第 1 回から第 14 回までの復習で、まとめ

をします。 

【事前学修】教科書や配布文献を事前に読んで、学修

するポイントと疑問点・理解不足な点を明確にして

下さい。 

【事後学修】授業での説明を聞き、学修ポイントを理

解した上で、復習して下さい。 

4 時間 
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科目名 経済学基礎 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 初めて経済学を学ぶ学生を対象に、経済学の基礎を説明する。 

授業の目的及び概要 

本講義は、経営学部生の皆さんが、経済学を学ぶために必要な基本的な知識をつけることを目

的としています。さらに、経営学での学修に経済学の知識を活かすことができることも目標と

しています。また、講義内容の理解を深めるために問題演習を実施します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

この科目の目標は、以下の通り設定しています。 

（1）経済学で⽤いられる用語・経済現象を理解し説明することができる。 

（2）経営学を学ぶ上で経済学の知識を活かすことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 確認テストについては授業内で解説し、講評します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
『伊藤塾の公務員試験［経済学］の点数が面白いほど

とれる本』，伊藤塾著，KADOKAWA，2024 年 
ISBN 9784046023407 

参考書 授業中に提示します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

テキスト、参考書、書込み式の配布資料を用いて講義形式で授業を行い、また毎回、確認テス

トを実施します。ラーニングポータルに資料を載せ、授業では PowerPoint を使用します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

01～05経済学と経営学 

数学補論 

【予習】事前にシラバスに目を通しテキストの第 1章

の部分を読んでおきましょう。 

【復習】テキストの第１章の部分や配布資料等を利

用して知識を確認してください。 

4 時間 

第２回 対面 
ミクロ経済学１ 

06 消費理論(家計の行動) 

【予習】事前にテキストの第２章 06 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第２章 06 の部分や配布資料等を

4 時間 
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利用して知識を確認してください。 

第３回 対面 
ミクロ経済学２ 

08 市場理論(完全競争における財取引) 

【予習】事前にテキストの第２章 07 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第２章 07 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第４回 対面 
ミクロ経済学３ 

08 市場理論(完全競争における財取引) 

【予習】事前にテキストの第２章 08 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第２章 08 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第５回 対面 
ミクロ経済学４ 

09 市場の失敗(市場経済の問題点) 

【予習】事前にテキストの第２章 09 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第２章 09 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第６回 対面 
ミクロ経済学５ 

10 不完全競争における財取引 

【予習】事前にテキストの第２章 10 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第２章 10 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第７回 対面 
ミクロ経済学６ 

11 国際貿易(外国との財取引) 

【予習】事前にテキストの第２章 11 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第２章 11 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第８回 対面 ミクロ経済学のまとめ 
【予習】これまでの内容を整理しておきましょう。 

【復習】ミクロ経済学の学習を振り返りましょう。 
4 時間 

第９回 対面 
マクロ経済学１ 

12 国民所得理論(財市場分析) 

【予習】事前にテキストの第３章 12 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第３章 12 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
マクロ経済学２ 

13 貨幣市場分析 

【予習】事前にテキストの第３章 13 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第３章 13 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１１回 対面 
マクロ経済学３ 

14 IS-LM 分析 

【予習】事前にテキストの第３章 14 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第３章 14 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
マクロ経済学４ 

15 AD-AS 分析 

【予習】事前にテキストの第３章 15 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第３章 15 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１３回 対面 
マクロ経済学５ 

16 経済成長理論 

【予習】事前にテキストの第３章 16 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第３章 16 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１４回 対面 
マクロ経済学６ 

17 国際マクロ経済学 

【予習】事前にテキストの第３章 17 の部分を読んで

おきましょう。 

【復習】テキストの第３章 17 の部分や配布資料等を

利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ 

ミクロ経済学とマクロ経済学のまとめを

行います。 

【予習】これまでの内容を整理しておきましょう。 

【復習】ミクロ経済学およびマクロ経済学の学習を

振り返り期末テスト対策をしましょう。 

4 時間 
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科目名 経営組織論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 企業組織の存続・成長のために必要な事柄を、マクロ組織論の諸理論を通じて学修します。 

授業の目的及び概要 

この授業は、「経営組織論 I」に引き続き、組織内個人行動に関する理論と組織の環境適応や構

造の変革に関する理論等に大別される経営組織論を学修します。前者をミクロ組織論といい、

後者はマクロ組織論と呼ばれます。この授業では、マクロ組織論について学修し、「経営組織論

I」で学修するミクロ組織論と合わせて２つの複眼的な視点を持つことにより、組織の状況を的

確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目標とします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）組織の設計、組織変革等に関する基本的な知識を習得し、理論や概念を体系的に理解し、 

（２）特に代表的な理論や概念について、説明できる。 

（３）これらを通じ、社会に出て現実に直面し得る問題に対処できる知識がついている。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・受講生からの有意義な質問や意見を紹介し、それに対する答えを提示します。 

・レポートの提出期限後、その内容を授業内で解説にコメントを附します。 

・受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
経営組織，安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹，

中央経済社，2019 年 
ISBN 9784502326615 

参考書 
キャリアで語る経営組織〔第２版〕，稲葉祐之他，有斐

閣，2022 年 
ISBN 9784641222014 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後にⅡを履修してく

ださい。 

・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事

を把握してください。 

・試験では、経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践諸理論について自らの考えを説

明できるかを問います。 

・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになること

が大事ですので、 現実に起こり得る事例についても、適宜言及します。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

「ガイダンス」 

この科目の目的・目標、授業の進め方・受

け方、成績評価などについて、授業計画の

詳細とともに説明します。 

「組織とは何か」 

①組織の基本 ②組織の役割 ③経営資

源 ④経営資源の獲得と資源化について

学修します。 

（特に重要な事項）限定（された）合理性、

資源化、協業・分業、経営資源 

【事前学修】 

テキストの第 1章を事前に読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第２回 対面 

「組織の基礎理論」 

①古典的組織管理論 ②近代組織理論 

③組織均衡論 ④組織理論の現代的意義

について学修します。 

（特に重要な事項）科学的管理法、管理過

程論、官僚制、組織均衡 

【事前学修】 

テキストの第 2章を事前に読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第３回 対面 

「組織構造と組織デザイン：仕組みをつく

って仕事を割り振れば、それで OK？」」 

①組織デザインの要諦 ②組織の基本構

造とその特徴 ③組織デザインの応用と

実例 ④組織デザインの留意点について

学修します。 

（特に重要な事項）部門化、集権／分権、

機能別組織、事業部制組織、マトリクス組

織、持株会社 

【事前学修】 

テキストの第 3 章および参考書の第 9 章を事前に読

んでおいてください――また、経営学基礎の「組織構

造」の単元を復習すること。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

[組織におけるモチベーション：新人が会

社を辞めたいと言う。なぜ？」 

①モチベーションの重要性や３つの要素

 ②モチベーションの内容理論 ③モチ

ベーションの過程理論 ④仕事とモチベ

ーションについて学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、動機付け

‐衛生理論、期待理論、職務特性モデル 

【事前学修】 

テキストの第 4 章および参考書の第３章を事前に読

んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

「集団力学(グループ・ダイナミクス)：不

祥事はなぜ起こる？」 

①集団の概念 ②集団の生産性 ③集団

による意思決定バイアス ④集団力学を

左右する諸要因について学修します。 

（特に重要な事項）ホーソン実験、社会的

手抜き、同調行動、集団浅慮 

【事前学修】 

テキストの第 5 章および参考書の第６章を事前に読

んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第６回 対面 

「組織の意思決定：『三人よれば文殊の知

恵』なんか大ウソ（？）」 

①合理的な意思決定 ②限定された合理

性による意思決定 ③限定された合理性

を克服するための組織づくり ④組織的

決定のゴミ箱モデルについて学修します。 

（特に重要な事項）プログラム、ルーティ

ン、ゴミ箱モデル 

【事前学修】 

テキストの第 6章を事前に読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

「第 1 回～第 6回の学修内容の再確認」≪

中間テスト≫ 

第 1 回～第 6 回までに学修してきた内容

を再確認する中間テストをします。 

【事前学修】 

第 1 回～第 6 回までのテキストや配布資料（レジュ

メ）を読んでおいてください。 

【事後学修】 

出題された内容を復習して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 
中間テスト解説に加え、 

「組織と環境：経営幹部の奮闘、相手への

【事前学修】 

テキストの第 7章および参考書の第 10章を事前に読
4 時間 
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気遣い」 

①環境の変動に対処することを示す事例

 ②合理的モデルと自然システム・モデル

 ③技術と環境からの影響の遮断 ④タ

スク環境と依存関係のマネジメントにつ

いて学修します。 

（特に重要な事項）J.D.トンプソンのいう

「行為する組織」 

んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

第９回 対面 

「組織構造のダイナミクス：目が回るよう

に多忙な経営幹部」 

①コンティンジェンシー理論と不確実性

 ②組織デザインの基本モデル ③情報

処理 ④横断的関係の構築について学修

します。 

（特に重要な事項）J.R,ガルブレイスの主

張する不確実性への対処（＝横断組織） 

【事前学修】 

テキストの第 8 章および参考書の第 9 章を事前に読

んでおいてください。 

【事後学修】 

配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

「組織間関係：外ともつながりを持った

ら」 

①組織間関係 ②組織間関係から享受で

きるメリット ③組織間関係から被るデ

メリット ④組織間ネットワークについ

て学修します。 

（特に重要な事項）取引コスト理論 、資

源依存理論 

【事前学修】 

テキストの第 9 章および参考書の第 10 章・第 13 章

を事前に読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

「組織変革の捉え方」 

①組織変革の必要性 ②組織変革の対象

 ③組織変革のプロセス ④変革への抵

抗について学修します。 

（特に重要な事項）組織のライフサイクル

仮説、変革の３段階モデル、計画的な組織

変革プロセス、創発的な組織変革プロセス 

【事前学修】 

テキストの第 10 章および参考書の第 11 章を事前に

読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

「組織変革の進め方」 

①組織変革の理論的アプローチ ②各々

のアプローチの落とし穴 ③統合的な発

想 ④カスタマイズの必要性について学

修します。 

（特に重要な事項）8 ステップの理論、学

修する組織、ダブル・ループ学習、整合性

モデル 

【事前学修】 

テキストの第 11 章および参考書の第 11 章を事前に

読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 

「組織のパラドックス」 

①組織のパラドックスの定義 ②組織に

おけるパラドックスの分類 ③学習のパ

ラドックス ④パラドックスと両利き組

織について学修します。 

（特に重要な事項）スミス＝ルイスのパラ

ドックス論、両利きの組織 

【事前学修】 

テキストの第 12 章および参考書の第 13 章を事前に

読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

「組織エコロジー論 」 

①環境決定と自己決定 ②組織の個体群

生態学 ③生存の方策 ④リビングカン

パニーについて学習します。 

（特に重要な事項）ハナン＝フリーマンの

個体群生態学、ディマジオ＝パウエルのい

う「同型化」、「正統性」 

【事前学修】 

テキストの第 13 章および参考書の第 11 章を事前に

読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

「第 8 回～第 14 回の学修内容の再確認」 

第 8 回～第 14 回までに学修してきた内容

の再確認を進めるため、事例を取り上げ、

これまで学修した理論を使ってどのよう

【事前学習】 

第 8 回～第 14 回までのテキスト、配布資料（レジュ

メ）、各自のノートをよく振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 
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に考えられるのかを確認します。 【事後学習】 

テキスト、配布資料、各自のノートを振り返り、重要

な内容について自分なりの発見を加えながら復習し

て下さい。 
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科目名 経営組織論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 企業組織の存続・成長のために必要な事柄を、マクロ組織論の諸理論を通じて学修します。 

授業の目的及び概要 

この授業は、「経営組織論 I」に引き続き、組織内個人行動に関する理論と組織の環境適応や構

造の変革に関する理論等に大別される経営組織論を学修します。前者をミクロ組織論といい、

後者はマクロ組織論と呼ばれます。この授業では、マクロ組織論について学修し、「経営組織論

I」で学修するミクロ組織論と合わせて２つの複眼的な視点を持つことにより、組織の状況を的

確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目標とします。 

履修条件・留意点 
・この科目はオンデマンドで実施されます。出席課題（小テスト）を忘れないようにしてくだ

さい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）組織の設計、組織変革等に関する基本的な知識を習得し、理論や概念を体系的に理解し、 

（２）特に代表的な理論や概念について、説明できる。 

（３）これらを通じ、社会に出て現実に直面し得る問題に対処できる知識がついている。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・受講生からの有意義な質問や意見を紹介し、それに対する答えを提示します。 

・レポートの提出期限後、その内容を授業内で解説にコメントを附します。 

・受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
経営組織，安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹，

中央経済社，2019 年 
ISBN 9784502326615 

参考書 
キャリアで語る経営組織〔第２版〕，稲葉祐之他，有斐

閣，2022 年 
ISBN 9784641222014 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後にⅡを履修してく

ださい。 

・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事

を把握してください。 

・試験では、経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践諸理論について自らの考えを説

明できるかを問います。 

・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになること

が大事ですので、 現実に起こり得る事例についても、適宜言及します。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

「ガイダンス」 

この科目の目的・目標、授業の進め方・受

け方、成績評価などについて、授業計画の

詳細とともに説明します。 

「組織とは何か」 

①組織の基本 ②組織の役割 ③経営資

源 ④経営資源の獲得と資源化について

学修します。 

（特に重要な事項）限定（された）合理性、

資源化、協業・分業、経営資源 

【事前学修】 

テキストの第 1章を事前に読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

「組織の基礎理論」 

①古典的組織管理論 ②近代組織理論 

③組織均衡論 ④組織理論の現代的意義

について学修します。 

（特に重要な事項）科学的管理法、管理過

程論、官僚制、組織均衡 

【事前学修】 

テキストの第 2章を事前に読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

「組織構造と組織デザイン：仕組みをつく

って仕事を割り振れば、それで OK？」」 

①組織デザインの要諦 ②組織の基本構

造とその特徴 ③組織デザインの応用と

実例 ④組織デザインの留意点について

学修します。 

（特に重要な事項）部門化、集権／分権、

機能別組織、事業部制組織、マトリクス組

織、持株会社 

【事前学修】 

テキストの第 3 章および参考書の第 9 章を事前に読

んでおいてください――また、経営学基礎の「組織構

造」の単元を復習すること。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

[組織におけるモチベーション：新人が会

社を辞めたいと言う。なぜ？」 

①モチベーションの重要性や３つの要素

 ②モチベーションの内容理論 ③モチ

ベーションの過程理論 ④仕事とモチベ

ーションについて学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、動機付け

‐衛生理論、期待理論、職務特性モデル 

【事前学修】 

テキストの第 4 章および参考書の第３章を事前に読

んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

「集団力学(グループ・ダイナミクス)：不

祥事はなぜ起こる？」 

①集団の概念 ②集団の生産性 ③集団

による意思決定バイアス ④集団力学を

左右する諸要因について学修します。 

（特に重要な事項）ホーソン実験、社会的

手抜き、同調行動、集団浅慮 

【事前学修】 

テキストの第 5 章および参考書の第６章を事前に読

んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

「組織の意思決定：『三人よれば文殊の知

恵』なんか大ウソ（？）」 

①合理的な意思決定 ②限定された合理

性による意思決定 ③限定された合理性

を克服するための組織づくり ④組織的

決定のゴミ箱モデルについて学修します。 

（特に重要な事項）プログラム、ルーティ

ン、ゴミ箱モデル 

【事前学修】 

テキストの第 6章を事前に読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

「第 1 回～第 6回の学修内容の再確認」≪

中間テスト≫ 

第 1 回～第 6 回までに学修してきた内容

を再確認する中間テストをします。 

【事前学修】 

第 1 回～第 6 回までのテキストや配布資料（レジュ

メ）を読んでおいてください。 

【事後学修】 

出題された内容を復習して下さい。 

4 時間 
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第８回 
オンデ

マンド 

中間テスト解説に加え、 

「組織と環境：経営幹部の奮闘、相手への

気遣い」 

①環境の変動に対処することを示す事例

 ②合理的モデルと自然システム・モデル

 ③技術と環境からの影響の遮断 ④タ

スク環境と依存関係のマネジメントにつ

いて学修します。 

（特に重要な事項）J.D.トンプソンのいう

「行為する組織」 

【事前学修】 

テキストの第 7章および参考書の第 10章を事前に読

んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

「組織構造のダイナミクス：目が回るよう

に多忙な経営幹部」 

①コンティンジェンシー理論と不確実性

 ②組織デザインの基本モデル ③情報

処理 ④横断的関係の構築について学修

します。 

（特に重要な事項）J.R,ガルブレイスの主

張する不確実性への対処（＝横断組織） 

【事前学修】 

テキストの第 8 章および参考書の第 9 章を事前に読

んでおいてください。 

【事後学修】 

配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

「組織間関係：外ともつながりを持った

ら」 

①組織間関係 ②組織間関係から享受で

きるメリット ③組織間関係から被るデ

メリット ④組織間ネットワークについ

て学修します。 

（特に重要な事項）取引コスト理論 、資

源依存理論 

【事前学修】 

テキストの第 9 章および参考書の第 10 章・第 13 章

を事前に読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

「組織変革の捉え方」 

①組織変革の必要性 ②組織変革の対象

 ③組織変革のプロセス ④変革への抵

抗について学修します。 

（特に重要な事項）組織のライフサイクル

仮説、変革の３段階モデル、計画的な組織

変革プロセス、創発的な組織変革プロセス 

【事前学修】 

テキストの第 10 章および参考書の第 11 章を事前に

読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

「組織変革の進め方」 

①組織変革の理論的アプローチ ②各々

のアプローチの落とし穴 ③統合的な発

想 ④カスタマイズの必要性について学

修します。 

（特に重要な事項）8 ステップの理論、学

修する組織、ダブル・ループ学習、整合性

モデル 

【事前学修】 

テキストの第 11 章および参考書の第 11 章を事前に

読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

「組織のパラドックス」 

①組織のパラドックスの定義 ②組織に

おけるパラドックスの分類 ③学習のパ

ラドックス ④パラドックスと両利き組

織について学修します。 

（特に重要な事項）スミス＝ルイスのパラ

ドックス論、両利きの組織 

【事前学修】 

テキストの第 12 章および参考書の第 13 章を事前に

読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

「組織エコロジー論 」 

①環境決定と自己決定 ②組織の個体群

生態学 ③生存の方策 ④リビングカン

パニーについて学習します。 

（特に重要な事項）ハナン＝フリーマンの

個体群生態学、ディマジオ＝パウエルのい

う「同型化」、「正統性」 

【事前学修】 

テキストの第 13 章および参考書の第 11 章を事前に

読んでおいてください。 

【事後学修】 

テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、

重要な内容について自分なりの発見を加えながら復

習して下さい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

「第 8 回～第 14 回の学修内容の再確認」 

第 8 回～第 14 回までに学修してきた内容

【事前学習】 

第 8 回～第 14 回までのテキスト、配布資料（レジュ
4 時間 
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の再確認を進めるため、事例を取り上げ、

これまで学修した理論を使ってどのよう

に考えられるのかを確認します。 

メ）、各自のノートをよく振り返っておいてくださ

い。 

【事後学習】 

テキスト、配布資料、各自のノートを振り返り、重要

な内容について自分なりの発見を加えながら復習し

て下さい。 
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科目名 経営戦略論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 企業を持続的に成⻑させるための戦略的行動について、事例を交えて学ぶ 

授業の目的及び概要 

経営戦略論 I で学んだ「経営戦略の考え⽅」をもとに、企業を持続的に成⻑させるための具体

的な戦略的行動について、皆さんの身近な/知っている企業の事例を参照しながら学びます。 

＜戦略的行動（学修対象）＞ 

１． 顧客へ価値提供しながら自社のフィールドを拡げる  

２． 自社の能力・リソースの限界を他社との関係づくりで補う 

３． デジタル技術を経営戦略に活かす 

テキストに基づいて戦略的行動の基礎知識を解説し、企業の実践事例とクロスして学ぶことで、

理解を深めます。  

経営学基礎・経営戦略論Ⅰから連続して受講することで、よりスムーズな学修ができます。 

履修条件・留意点 経営学基礎および経営戦略論 I を履修済みであることが望ましいです。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．「顧客へ価値提供しながら自社のフィールドを拡げる」ための具体的な経営戦略と事例を理

解し説明できる 

２．「自社の能力・リソースの限界を他社との関係づくりで補う」ための具体的な経営戦略と事

例を理解し説明できる 

３．「デジタル技術を経営戦略に活かす 」ための具体的な経営戦略と事例を理解し説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
授業資料（レジュメ）については授業ごとに提示しま

す。 
ISBN 0 

参考書 

① 経営戦略入門，網倉久永・新宅純二郎，日本経済新

聞出版社，2011 年 

②１からのデジタル経営，伊藤宗彦・松尾博文・富田

純一，碩学舎，2022 年 

③ 経営学⼊⾨キーコンセプト，井原久光編，ミネルヴ

ァ書房，2013 年 

ISBN 

①9784532134037 

②9784502410918 

③9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

2025/05/01

184



 

 

この科目の受講に 

あたって 

この科⽬は、経営戦略論 I で学んだ「経営戦略の考え⽅」をもとに、「企業の戦略的⾏動」やに

ついて学んでいきます。経営戦略論 I では、⼀企業内で完結する競争戦略、事業戦略について

学修しましたが、その内容を発展させるものとなります。経営学基礎・経営戦略論 I から連続

して受講することで、よりスムーズな学修ができます。 

ケーススタディ（事例研究）の方法と学修における活かし方についても学びます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【オリエンテーション、経営戦略論 I の復

習】 

科目の目的、授業の概要と計画、到達⽬標

と評価⽅法の説明経営戦略論 I の復習ケ

ーススタディを行う企業の紹介 

【予習】シラバスの授業内容をよく読んでおいてく

ださい。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

3.5時間 

第２回 対面 

【リクルートの戦略的行動（ケーススタデ

ィ-１）】 

就職情報誌で創業したリクルートは、経営

危機に直面しながらこれを克服し、求人・

求職、住宅、グルメ、旅行、美容、結婚な

ど、私たちの生活を取り囲むように Web サ

ービスを提供する企業に成長しています。

その戦略的行動について学びます。 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第３回 対面 

【楽天、ソフトバンクの戦略的行動（ケー

ススタディ-２）】 

私たちに身近な企業である楽天、ソフトバ

ンクは、創業経営者が掲げるミッションと

ビジョンを起点に、これを具体化し課題を

克服しながら成長してきました。その戦略

的行動をについて学びます。 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第４回 対面 

【イノベーション・マネジメント［戦略的

行動 1-1］】 

イノベーション・マネジメント基礎知識ケ

ーススタディを行う７社のイノベーショ

ン・マネジメント 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第５回 対面 

【多角化、製品ポートフォリオ・マネジメ

ント［戦略的行動 1-2］】 

多角化、製品ポートフォリオ・マネジメン

トの基礎知識ケーススタディを行う７社

の多角化、製品ポートフォリオ・マネジメ

ント 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第６回 対面 

【プラットフォーム-1［戦略的行動 3-1］】 

プラットフォームとは？（基礎知識）リク

ルート、楽天、ソフトバンクのプラットフ

ォーム戦略 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第７回 対面 

【トヨタ、テスラの戦略的行動（ケースス

タディ-3）】 

トヨタは自動車の世界販売台数 No１であ

り、トヨタ生産方式などにより世界の産業

に影響力を持ちます。テスラは、脱炭素の

動きの中で EV（電気自動車）をバッテリー

の高コスト、航続距離、充電設備などの課

題を克服して収益化の道筋を開きました。

自動車のソフトウェア化をリードする存

在でもあります。世界の自動車業界を代表

する２社の戦略的行動について学びます。 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第８回 対面 【プラットフォーム-2［戦略的行動 3-1］】 【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料 4 時間 
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プラットフォーム戦略：ネットワーク効

果、アマチュアエコノミートヨタ、テスラ

のプラットフォーム戦略 

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

第９回 対面 

【垂直統合と水平分業［戦略的行動 2-1］】 

垂直統合と水平分業の基礎知識ケースス

タディを行う７社の垂直統合と水平分業 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【グローバル経営：世界のリソースと市場

を成長に活かす［戦略的行動 1-3］】 

グローバル経営の基礎知識ケーススタデ

ィを行う７社のグローバル経営 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【パナソニック、ソニーの戦略的行動（ケ

ーススタディ-4）】 

日本が世界に誇る産業だったエレクトロ

ニクス・家電は、韓国・中国企業の台頭、

デジタル化により業界内での⼤きな変動

が起き、代表的企業であるパナソニック、

ソニーは経営の再構築を遂行しています。 

・パナソニックは、持続可能なエネルギー

ソリューションに焦点を当て、電気自動車

用のバッテリーや再生可能エネルギー関

連の技術開発に力を入れています。また、

グループ経営改革を進め事業会社制への

移行を図り、より迅速な意思決定と効率的

な経営を目指しています。 

・ソニーは、エンターテインメントとテク

ノロジーの融合を強化し、ゲーム、映画、

音楽などのコンテンツ事業に注力してい

ます。PlayStation 5 の成功や映画部門の

ヒット作がその一例です。 

この２社の戦略的行動をについて学びま

す。 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

【M&A、戦略的アライアンス［戦略的行動

2-2］】 

M&A、戦略的アライアンスの基礎知識ケー

ススタディを行う７社の M&A、戦略的アラ

イアンス 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

【AI による効率化と価値創出［戦略的行

動 3-2］】 

AI の基礎知識と応用分野ケーススタディ

を行う７社の AI による効率化と価値創出 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

【エコシステムにより多様性を取り込む

［戦略的行動 2-3］】 

エコシステムとは？：経済圏としての持続

的な成長ケーススタディを行う７社のエ

コシステムエコシステム構築の重要ポイ

ント 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【振り返りとまとめ （オンデマンド）】 

ケーススタディを行った７社の経営戦略

と戦略的行動全体まとめ、ふりかえり 

【予習】今までの総復習をします。あらかじめわから

ないところを洗い出してから、視聴してください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4.5時間 
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科目名 経営戦略論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 企業を持続的に成⻑させるための戦略的行動について、事例を交えて学ぶ 

授業の目的及び概要 

経営戦略論 I で学んだ「経営戦略の考え⽅」をもとに、企業を持続的に成⻑させるための具体

的な戦略的行動について、皆さんの身近な/知っている企業の事例を参照しながら学びます。 

＜戦略的行動（学修対象）＞ 

１． 顧客へ価値提供しながら自社のフィールドを拡げる  

２． 自社の能力・リソースの限界を他社との関係づくりで補う 

３． デジタル技術を経営戦略に活かす 

テキストに基づいて戦略的行動の基礎知識を解説し、企業の実践事例とクロスして学ぶことで、

理解を深めます。  

経営学基礎・経営戦略論Ⅰから連続して受講することで、よりスムーズな学修ができます。 

履修条件・留意点 経営学基礎および経営戦略論 I を履修済みであることが望ましいです。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．「顧客へ価値提供しながら自社のフィールドを拡げる」ための具体的な経営戦略と事例を理

解し説明できる 

２．「自社の能力・リソースの限界を他社との関係づくりで補う」ための具体的な経営戦略と事

例を理解し説明できる 

３．「デジタル技術を経営戦略に活かす 」ための具体的な経営戦略と事例を理解し説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
授業資料（レジュメ）については授業ごとに提示しま

す。 
ISBN 0 

参考書 

① 経営戦略入門，網倉久永・新宅純二郎，日本経済新

聞出版社，2011 年 

② １からのデジタル経営，伊藤宗彦・松尾博文・富田

純一，碩学舎，2022 年 

③ 経営学⼊⾨キーコンセプト，井原久光編，ミネルヴ

ァ書房，2013 年 

ISBN 

①9784532134037 

②9784502410918 

③9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  
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この科目の受講に 

あたって 

この科⽬は、経営戦略論 I で学んだ「経営戦略の考え⽅」をもとに、「企業の戦略的⾏動」やに

ついて学んでいきます。経営戦略論 I では、⼀企業内で完結する競争戦略、事業戦略について

学修しましたが、その内容を発展させるものとなります。経営学基礎・経営戦略論 I から連続

して受講することで、よりスムーズな学修ができます。 

ケーススタディ（事例研究）の方法と学修における活かし方についても学びます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

【オリエンテーション、経営戦略論 I の復

習】 

科目の目的、授業の概要と計画、到達⽬標

と評価⽅法の説明経営戦略論 I の復習ケ

ーススタディを行う企業の紹介 

【予習】シラバスの授業内容をよく読んでおいてく

ださい。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

3.5時間 

第２回 
オンデ

マンド 

【リクルートの戦略的行動（ケーススタデ

ィ-１）】 

就職情報誌で創業したリクルートは、経営

危機に直面しながらこれを克服し、求人・

求職、住宅、グルメ、旅行、美容、結婚な

ど、私たちの生活を取り囲むように Web サ

ービスを提供する企業に成長しています。

その戦略的行動について学びます。 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

【楽天、ソフトバンクの戦略的行動（ケー

ススタディ-２）】 

私たちに身近な企業である楽天、ソフトバ

ンクは、創業経営者が掲げるミッションと

ビジョンを起点に、これを具体化し課題を

克服しながら成長してきました。その戦略

的行動をについて学びます。 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

【イノベーション・マネジメント［戦略的

行動 1-1］】 

イノベーション・マネジメント基礎知識ケ

ーススタディを行う７社のイノベーショ

ン・マネジメント 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

【多角化、製品ポートフォリオ・マネジメ

ント［戦略的行動 1-2］】 

多角化、製品ポートフォリオ・マネジメン

トの基礎知識ケーススタディを行う７社

の多角化、製品ポートフォリオ・マネジメ

ント 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

【プラットフォーム-1［戦略的行動 3-1］】 

プラットフォームとは？（基礎知識）リク

ルート、楽天、ソフトバンクのプラットフ

ォーム戦略 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

【トヨタ、テスラの戦略的行動（ケースス

タディ-3）】 

トヨタは自動車の世界販売台数 No１であ

り、トヨタ生産方式などにより世界の産業

に影響力を持ちます。テスラは、脱炭素の

動きの中で EV（電気自動車）をバッテリー

の高コスト、航続距離、充電設備などの課

題を克服して収益化の道筋を開きました。

自動車のソフトウェア化をリードする存

在でもあります。世界の自動車業界を代表

する２社の戦略的行動について学びます。 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第８回 オンデ 【プラットフォーム-2［戦略的行動 3-1］】 【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料 4 時間 
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マンド プラットフォーム戦略：ネットワーク効

果、アマチュアエコノミートヨタ、テスラ

のプラットフォーム戦略 

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

第９回 
オンデ

マンド 

【垂直統合と水平分業［戦略的行動 2-1］】 

垂直統合と水平分業の基礎知識ケースス

タディを行う７社の垂直統合と水平分業 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

【グローバル経営：世界のリソースと市場

を成長に活かす［戦略的行動 1-3］】 

グローバル経営の基礎知識ケーススタデ

ィを行う７社のグローバル経営 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

【パナソニック、ソニーの戦略的行動（ケ

ーススタディ-4）】 

日本が世界に誇る産業だったエレクトロ

ニクス・家電は、韓国・中国企業の台頭、

デジタル化により業界内での⼤きな変動

が起き、代表的企業であるパナソニック、

ソニーは経営の再構築を遂行しています。 

・パナソニックは、持続可能なエネルギー

ソリューションに焦点を当て、電気自動車

用のバッテリーや再生可能エネルギー関

連の技術開発に力を入れています。また、

グループ経営改革を進め事業会社制への

移行を図り、より迅速な意思決定と効率的

な経営を目指しています。 

・ソニーは、エンターテインメントとテク

ノロジーの融合を強化し、ゲーム、映画、

音楽などのコンテンツ事業に注力してい

ます。PlayStation 5 の成功や映画部門の

ヒット作がその一例です。 

この２社の戦略的行動をについて学びま

す。 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

【M&A、戦略的アライアンス［戦略的行動

2-2］】 

M&A、戦略的アライアンスの基礎知識ケー

ススタディを行う７社の M&A、戦略的アラ

イアンス 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

【AI による効率化と価値創出［戦略的行

動 3-2］】 

AI の基礎知識と応用分野ケーススタディ

を行う７社の AI による効率化と価値創出 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

【エコシステムにより多様性を取り込む

［戦略的行動 2-3］】 

エコシステムとは？：経済圏としての持続

的な成長ケーススタディを行う７社のエ

コシステムエコシステム構築の重要ポイ

ント 

【予習】ラーニング・ポータルに掲載する授業資料

（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでくださ

い。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【振り返りとまとめ （オンデマンド）】 

ケーススタディを行った７社の経営戦略

と戦略的行動全体まとめ、ふりかえり 

【予習】今までの総復習をします。あらかじめわから

ないところを洗い出してから、視聴してください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4.5時間 
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科目名 人的資源管理論 （経営）／労務管理論Ⅰ（経

済） 
開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
日本企業等の組織において、人が仕事をすること、人に仕事をさせることに関する管理につい

て、学修します。 

授業の目的及び概要 

人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や

働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必要となります。また、就職活動をす

る上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な

問題、現象について理解し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが

実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつかることと思

います。その際に、役立つ知識・考え方を学修します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

人的資源管理の理論・概念を理解し、説明することができる。 

人的資源管理の仕組み、現状、課題について、理解し、実際の事例に当てはめて考えることが

できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間テストは、採点した上で返却し、講評します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
１からの人的資源管理，西村孝史他編，碩学舎，2022

年 
ISBN 9784502407017 

参考書 
経験から学ぶ人的資源管理 新版，上林憲雄・厨子直之・

森田雅也，有斐閣，2018 年 
ISBN 9784641184398 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

「働くこと」について、知ることは、これから社会に出る学生にとって重要です。インターン

シップ、就職活動にも役立ちます。また、業種によっては、若い頃から様々な人を動かしなが

ら仕事をしていかなければならない場合もあり、経営学の科目の中でも、就職後実践で最も活

用するものです。新聞、雑誌、ニュース、ドキュメンタリーなどでも「働くこと」は頻繁に取

り上げられる題材です。これらにも広く関心を持つとともに、身近な働いている人に「職場が

どのようなものなのか」を色々な機会に聞いておいてください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス：授業の進め方、概要、成績評

価の方法など、ガイダンスを行います。 

第 1 章人的資源管理とは何か 

【予習】テキストを購入し、全体を見て、どのような

内容があるのかを認識しておいてください。テキス

トの第 1 章を一読し、わからない用語などを調べて

おきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第２回 対面 

第 2 章 組織構造・職場マネジメント 

人的資源管理と組織、組織の時代、分業の

方法、典型的な組織構造：機能別組織と事

業部制組織、会社が想定する社員とは、人

間モデル、代表的なモチベーション理論、

管理者の役割、管理職（マネジャー）とリ

ーダーシップ、人的資源管理から見た管理

職 

【予習】第 2章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第３回 対面 

第 3 章日本的経営の成り立ち  /戦略的

人的資源管理 

人事異動と長期の人材育成、日本的経営の

「三種の神器」、その他の日本的経営の要

素、能力主義と成果主義、戦略的人的資源

管理 

【予習】第 3章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第４回 対面 

第 4 章社員区分制度と格付け制度 

多様な雇用形態と仕事、社員区分制度、社

員区分の基準、社員区分間の均衡問題、非

正社員と外部人材、非正社員の基幹労働力

化、非正社員の類型化、社員格付け制度、

職能資格制度、職務等級制度、役割等級制

度、人材ポートフォリオ、無期転換ルール 

【予習】第 4章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第５回 対面 

第 5 章採用・定着 

就職活動と入社、企業の採用活動のプロセ

ス、組織社会化、社会化エージェント、就

職と就社、リアリティ・ショック 

【予習】第 5章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第６回 対面 

第 6 章評価 

評価の仕組み、評価基準・内容、人事評価

の目的、評価手法、能力評価・情意評価・

行動評価、業績評価と目標管理制度、相対

評価・絶対評価、多面評価、フィードバッ

ク、バイアス、多段階評価、組織的公正、

目標設定理論 

【予習】第 6章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第７回 対面 

第 7 章配置・異動 

人事異動、ジョブ・ローテーションの目的、

人事異動の効果、昇進・昇格、昇格管理の

特徴、昇進管理の特徴、出向・転籍の目的、

出向の 2類型、 

第 1 回～第 6 回までの復習 

【予習】第 7章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。第 1 回～第 6 回までの授業を思い出し

復習し、学修した知識の整理・確認をしておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、第 1 回～第 7 回まで

のテキストの該当箇所を読んで知識の定着を図りま

す。 

4 時間 

第８回 対面 

中間テスト（第 1 回～第 7 回）【翌週等に

変更する場合がありますので、直前の授業

等で必ず日程を確認下さい。】 

【予習】第 1 回～第 7 回までの授業を思い出し復習

し、学修した知識の整理・定着をしておきます。 

【復習】中間テストの内容を思い出し、解答の自信の

なかった箇所について、テキスト等の該当箇所を読

んで知識の確認をしておきます。 

4 時間 

第９回 対面 

第 8 章人材育成とキャリア 

「育つ」と「育てる」の両面性、人材育成

が果たす機能、企業が従業員を「育てる」、

働く人びとが自ら「育つ」、企業による人

材育成の方法、仕事を通じた人材育成、仕

事から離れての人材育成、日本企業におけ

【予習】第 8章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 
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る人材育成の実態、人材育成の新たな展開

と課題、エンプロイアビリティとキャリア

開発、タレント・マネジメント、生涯現役

時代の人材育成とキャリア、職場における

学習 

第１０回 対面 

第 9 章報酬管理 

給与と待遇の違い、報酬管理の据え方、賃

金管理、総額賃金管理と個別賃金管理、基

本給の決め方、昇給の仕組み、手当と賞与、

福利厚生と退職給付の管理、福利厚生管

理、退職給付管理、期待理論、同一労働同

一賃金 

【予習】第 9章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１１回 対面 

第 10章退職管理・雇用調整 

高齢者雇用、セカンドキャリア、ライフシ

フト、定年・雇用延長、雇用調整、整理解

雇の 4 要件、早期退職、ワークシェアリン

グ、心理的契約 

【予習】第 10章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１２回 対面 

第 11章労働時間管理 

長時間労働のメカニズム、労働時間の現

状、長時間労働の要因、労働時間短縮と働

き方改革、労働時間制度、労働時間に対す

る規制、多様な労働時間制度、休日と休暇・

休業制度、年次有給制度の現状と課題、育

児・介護休業の現状と課題、ワーク・ライ

フ・バランス 

【予習】第 11章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１３回 対面 

第 12章健康経営・安全衛生 

健康経営、健康経営の実践、ウェルビーイ

ングへの注目、メンタルヘルス不調者の増

加、職場のメンタルヘルス対策、ストレス

チェック、職場のいじめからハラスメント

へ、ハラスメントのタイプ、ハラスメント

防止の取り組み 

第 13章労使関係 

労働組合の役割、日本の企業別組合、日本

の労働組合の多層性、団体交渉・春闘、労

使協議制、個別的労使関係、労働協議制の

広がり、苦情処理、コミュニケーション 

【予習】第 12・13章を一読し、わからない用語など

を調べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１４回 対面 

第 14章ダイバーシティと多様な働き方 

ダイバーシティ、多様な働き方（テレワー

ク、副業）、インクルージョン（Inclusio

n：包摂）、知覚された組織的支援 

第 15章国際人事 

グローバル化に対応した人事施策、国際化

の影響、多国籍企業で働く人材への個別人

事、海外駐在員、現地国籍人材、本国本社

の外国籍人材、グローバル HRM、国の文化

の測定 

【予習】第 14・15章を一読し、わからない用語など

を調べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体総括 

第 1 回～第 14 回までの復習 

【予習】第 1 回～第 14 回までの授業を思い出し復習

し、学修した知識の整理をしておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、自信のない箇所を中

心にテキスト等をもう一度読み込み、知識の定着を

図ります。 

4 時間 

2025/05/01

192



 

 

科目名 人的資源管理論 （経営）／労務管理論Ⅰ（経

済） 
開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
日本企業等の組織において、人が仕事をすること、人に仕事をさせることに関する管理につい

て、学修します。 

授業の目的及び概要 

人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や

働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必要となります。また、就職活動をす

る上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な

問題、現象について理解し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが

実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつかることと思

います。その際に、役立つ知識・考え方を学修します。毎回出席確認を兼ねた小テスト等をラ

ーニングポータルに掲載しますので、受講後必ず回答して下さい。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

人的資源管理の理論・概念を理解し、説明することができる。 

人的資源管理の仕組み、現状、課題について、理解し、実際の事例に当てはめて考えることが

できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 小テスト、小レポート等への講評（回答へのコメントなど） 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
１からの人的資源管理，西村孝史他編，碩学舎，2022

年 
ISBN 9784502407017 

参考書 
経験から学ぶ人的資源管理 新版，上林憲雄・厨子直之・

森田雅也，有斐閣，2018 年 
ISBN 9784641184398 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

「働くこと」について、知ることは、これから社会に出る学生にとって重要です。インターン

シップ、就職活動にも役立ちます。また、業種によっては、若い頃から様々な人を動かしなが

ら仕事をしていかなければならない場合もあり、経営学の科目の中でも、就職後実践で最も活

用するものです。新聞、雑誌、ニュース、ドキュメンタリーなどでも「働くこと」は頻繁に取

り上げられる題材です。これらにも広く関心を持つとともに、身近な働いている人に「職場が

どのようなものなのか」を色々な機会に聞いておいてください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

ガイダンス：授業の進め方、概要、成績評

価の方法など、ガイダンスを行います。 

第 1 章人的資源管理とは何か 

【予習】テキストを購入し、全体を見て、どのような

内容があるのかを認識しておいてください。テキス

トの第 1 章を一読し、わからない用語などを調べて

おきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

第 2 章 組織構造・職場マネジメント 

人的資源管理と組織、組織の時代、分業の

方法、典型的な組織構造：機能別組織と事

業部制組織、会社が想定する社員とは、人

間モデル、代表的なモチベーション理論、

管理者の役割、管理職（マネジャー）とリ

ーダーシップ、人的資源管理から見た管理

職 

【予習】第 2章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

第 3 章日本的経営の成り立ち /戦略的人

的資源管理 

人事異動と長期の人材育成、日本的経営の

「三種の神器」、その他の日本的経営の要

素、能力主義と成果主義、戦略的人的資源

管理 

【予習】第 3章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

第 4 章社員区分制度と格付け制度 

多様な雇用形態と仕事、社員区分制度、社

員区分の基準、社員区分間の均衡問題、非

正社員と外部人材、非正社員の基幹労働力

化、非正社員の類型化、社員格付け制度、

職能資格制度、職務等級制度、役割等級制

度、人材ポートフォリオ、無期転換ルール 

【予習】第 4章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

第 5 章採用・定着 

就職活動と入社、企業の採用活動のプロセ

ス、組織社会化、社会化エージェント、就

職と就社、リアリティ・ショック 

【予習】第 5章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

第 6 章評価 

評価の仕組み、評価基準・内容、人事評価

の目的、評価手法、能力評価・情意評価・

行動評価、業績評価と目標管理制度、相対

評価・絶対評価、多面評価、フィードバッ

ク、バイアス、多段階評価、組織的公正、

目標設定理論 

【予習】第 6章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

第 7 章配置・異動 

人事異動、ジョブ・ローテーションの目的、

人事異動の効果、昇進・昇格、昇格管理の

特徴、昇進管理の特徴、出向・転籍の目的、

出向の 2類型、 

【予習】第 7章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、第 1 回～第 7 回まで

のテキストの該当箇所を読んで知識の定着を図りま

す。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

第 8 章人材育成とキャリア 

「育つ」と「育てる」の両面性、人材育成

が果たす機能、企業が従業員を「育てる」、

働く人びとが自ら「育つ」、企業による人

材育成の方法、仕事を通じた人材育成、仕

事から離れての人材育成、日本企業におけ

る人材育成の実態、人材育成の新たな展開

と課題、エンプロイアビリティとキャリア

開発、タレント・マネジメント、生涯現役

時代の人材育成とキャリア、職場における

【予習】第 8章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 
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学習 

第９回 
オンデ

マンド 

第 9 章報酬管理 

給与と待遇の違い、報酬管理の据え方、賃

金管理、総額賃金管理と個別賃金管理、基

本給の決め方、昇給の仕組み、手当と賞与、

福利厚生と退職給付の管理、福利厚生管

理、退職給付管理、期待理論、同一労働同

一賃金 

【予習】第 9章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

第 10章退職管理・雇用調整 

高齢者雇用、セカンドキャリア、ライフシ

フト、定年・雇用延長、雇用調整、整理解

雇の 4 要件、早期退職、ワークシェアリン

グ、心理的契約 

【予習】第 10章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

第 11章労働時間管理 

長時間労働のメカニズム、労働時間の現

状、長時間労働の要因、労働時間短縮と働

き方改革、労働時間制度、労働時間に対す

る規制、多様な労働時間制度、休日と休暇・

休業制度、年次有給制度の現状と課題、育

児・介護休業の現状と課題、ワーク・ライ

フ・バランス 

【予習】第 11章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

第 12章健康経営・安全衛生 

健康経営、健康経営の実践、ウェルビーイ

ングへの注目、メンタルヘルス不調者の増

加、職場のメンタルヘルス対策、ストレス

チェック、職場のいじめからハラスメント

へ、ハラスメントのタイプ、ハラスメント

防止の取り組み 

【予習】第 12章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

第 13章労使関係 

労働組合の役割、日本の企業別組合、日本

の労働組合の多層性、団体交渉・春闘、労

使協議制、個別的労使関係、労働協議制の

広がり、苦情処理、コミュニケーション 

【予習】第 13章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

第 14章ダイバーシティと多様な働き方 

ダイバーシティ、多様な働き方（テレワー

ク、副業）、インクルージョン（Inclusio

n：包摂）、知覚された組織的支援 

第 15章国際人事 

グローバル化に対応した人事施策、国際化

の影響、多国籍企業で働く人材への個別人

事、海外駐在員、現地国籍人材、本国本社

の外国籍人材、グローバル HRM、国の文化

の測定 

【予習】第 14・15章を一読し、わからない用語など

を調べておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体総括 

第 1 回～第 14 回までの復習 

【予習】第 1 回～第 14 回までの授業を思い出し復習

し、学修した知識の整理をしておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、自信のない箇所を中

心にテキスト等をもう一度読み込み、知識の定着を

図ります。 

4 時間 
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科目名 生産管理論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 日本の「ものづくり」に関する理論と現場オベレーションの知識習得 

授業の目的及び概要 

なぜ日本が「ものづくり」大国と呼ばれるのか。本科目では，その「ものづくり」を支える生

産管理についての基礎を学修します。 

具体的には「生産管理」をテーマに，企業における生産管理に関する歴史や概観から入り，生

産マネジメントの中心的機能である生・販サイクル，需要予測，在庫管理，生産計画など「生

産管理」について学修し，企業において生産管理部署，購買部署，出荷管理部署などの業務オ

ペレーションに対応できる実用性を身につけることを目指します。 

履修条件・留意点 レポート提出 2 回を期中におこないます。期末定期試験は対面で実施します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

以下の 3 つの内容を到達レベルとします。 

1. 生産管理の歴史について説明できる。 

2. 「ものづくり」における主な工程を説明できる。 

3. 生産管理における着目されるコストを整理し，説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 講義終了後に出たコメントを次回講義にて採り上げ，それに対する補足説明をおこないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 生産管理の基本，富野貴弘，日本実業出版社，2017 年 ISBN 9784534054739 

参考書 
新訳 科学的管理法，フレデリック W.テイラー (有賀

裕子：訳)，ダイヤモンド社，2009 年 
ISBN 9784478009833 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

1. 本科目は，理論と実践の両方をカバーすることを目指します。製造業の中核機能の一つであ

る生産管理について学修するため，特に製造企業(メーカー)に就職する関心があれば，履修す

ることを推奨します。 

2. 関連する科目として「経営管理論」、「サプライチェーンマネジメント論」なども合わせて履

修することをお勧めします。 

3. 本科目を履修するにあたり、「生産管理論Ⅱ」も履修することが望ましい。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の

2025/05/01

196



 

 

形式 学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション「もの作り」の最新動

向：国内外の「ものづくり」を俯瞰し，企

業経営の視点を交えて生産管理の概要を

つかみます。 

予習：テキスト 1-1 を一読して臨んでください。復

習：講義内容のポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第２回 対面 

企業の競争力：企業の競争力に影響を与え

る「ものづくり」をいくつかの視点をもっ

て確認します。 

予習：テキスト 1-2，1-3を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第３回 対面 

日本の「ものづくり」：これまで日本が得

意としてきた分野とその展開について学

びます。 

予習：テキスト 1-4 を一読して臨んでください。復

習：講義内容のポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第４回 対面 

管理の古典を読む：重要な古典に触れま

す。フレデリック・テイラーがおこなった

標準化や科学的管理法を学修します。 

予習：テキスト 2-2を一読して臨んでください。指定

した参考書も余裕があれば見ておいてください。復

習：講義内容のポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第５回 対面 

自動車メーカー：「ものづくり」ストーリ

ーでは必出の 1900 年代のアメリカ 2 大メ

ーカーの生産について理解を深めます。レ

ポート課題と納期をお伝えします。 

予習：テキスト 2-3，2-4を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第６回 対面 

生産性のジレンマ：ドミナントデザイン・

コモディティ化も視野に入れ，生産につい

て考えます。 

予習：テキスト 2-5，3-1を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第７回 対面 
品質管理：品質を総合的に管理するための

手法について学修します。 

テキスト 3-2，3-3 を一読して臨んでください。復習：

講義内容のポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 

第８回 対面 

製造における不良品とコスト：現場と事務

的管理側の見るコストとの関わりを見て

いきます。 

予習：テキスト 3-4，4-1を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第９回 対面 

生産現場のマネジメント：TQCと TQMを確

認し，生産だけではなく付加価値をもたら

す手法について知識を得ます。 

予習：テキスト 4-2，4-3を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

生産方式と工程管理：生産についてまわる

リードタイムという考え方をさまざまな

視点から考えます。 

予習：テキスト 5-1，5-2を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

「かんばん方式」：国内外で認知されてい

る「かんばん方式」と製品開発の入り口に

ついての学修をします。 

予習：テキスト 5-3，6-1を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

バランスのとれた製品開発と SCM：製品開

発の基本の流れとサプライチェーンマネ

ジメントとを関連づけて考えていきます。 

予習：テキスト 6-2，6-3を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１３回 対面 

製品開発がもたらすもの：製品コンセプ

ト・顧客ニーズ・オリジナリティ・コスト

など多くのポイントをどのように製品開

発に盛り込むのかについての考え方を見

ます。 

予習：テキスト 7-1，7-2を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

競争力と地球環境：昨今は顧客のニーズだ

けでなく社会貢献も含まれた製品開発が

望まれています。地球環境問題についても

触れながら生産管理をまとめます。 

予習：テキスト 7-3 を一読して臨んでください。復

習：講義内容のポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総復習：第 1 回から第 14 回までの最重要

ポイントをまとめたものを共有します。 

予習：テキストを一読して臨んでください。復習：講

義内容のポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 
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科目名 生産管理論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 八井田 收 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
生産マネジメント関する理論と業務オペレーションで実践可能な知識の習得（生産管理に関す

る専門知識の習得） 

授業の目的及び概要 

日本は、優れた製造技術によって信頼性の高い製品を生み出し、世界各国から「ものづくり大

国」とまで言われた国である。しかし、日本をものづくり大国たらしめた現場力は、今やデジ

タルの力に追い越されつつあり、製造業の現状はさまざまな課題に直面している。 

本科目は、「生産マネジメント」をテーマに、企業における生産管理に関する歴史や概観から入

り、生産マネジメントの中心的機能である生・販サイクル、需要予測、在庫管理、生産計画な

ど「生産管理」について学修し、企業において生産管理部署、購買部署、出荷管理部署などの

業務オペレーションに対応できる実用性を身につけることを目指します。 

履修条件・留意点 

・本科目はオンデマンド授業で行う。授業に関する案内は、Learning Portal に記載します。 

・教材の公開は、学年暦に沿って、毎週水曜日の朝 9 時に公開します。 

・毎週の授業に関する課題（小テスト）を実施し、その提出・解答をもって出席と評価を行い

ます。 

・授業に関する質問は、メールで質疑応答します。 

・中間試験はオンラインで実施し、期末定期試験は対面で実施します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

以下の内容を到達レベルとします。 

・生産管理の歴史について説明できる。 

・企業の製品開発や生産活動について説明できる。 

・生・販サイクル、需要予測、在庫管理、生産計画、工程設計について説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の小テストや、レポート課題または中間試験については、模範解答を示し理解の定着を図

ります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
クリッカー等の理解度把握システムの利用 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、製品開発部門、生産管理部門、

貿易取引部門などの部署を経験し、それらに対する豊富なマネジメント経験を有している。本

科目では、これらの実務経験を活かし、生産管理における理論だけでなく現場の経験や知見を

授業の中で提供する。 

テキスト 
なし（テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布

する。） 
ISBN 0 

参考書 

①生産管理の基本、富野貴弘、日本実業出版社、2017

年 

②全図解 メーカーの仕事、山口雄大・他、ダイヤモン

ド社、2021 年 

ISBN 
①978-4534054739 

②978-4478112946 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 

その他（％） 0 
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その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

１．本科目を履修するにあたり、「生産管理論Ⅱ」も履修することが望ましい。 

２．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。製造業の中核機能の一つで

ある生産マネジメントについて学修するので、特に製造企業（メーカー）に就職する関心があ

れば、履修することを勧めます。さらに、注目されるグローバルニッチ企業について、魅力と

関心を持てるような内容を提供します。 

３．関連する科目として「経営管理論」、「サプライチェーンマネジメント論」なども合わせて

履修することを勧めます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

【ガイダンス】 

授業の進め方、評価方法、受講者の心得等

の説明を行う 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

【生産管理の歴史(1)】 

生産管理の歴史や考え方として、テーラー

の科学的管理法、フォードのライン生産方

式について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

【生産管理の歴史(2)】 

生産管理の歴史や考え方として、トヨタ生

産方式（TPS)、資材所要量計画（MRP）、制

約理論（TOC）、全社的資源計画（ERP）に

ついて理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

【製品開発と生産活動(1)】 

製品開発から量産に至るプロセスと生産

活動の概略について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

【製品開発と生産活動(2)】 

製品イノベーションとその必要性、企業で

起こる「イノベーションのジレンマ」につ

いて理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

【生・販サイクル(1)】 

プロダクト・ライフ・サイクル（PLC）、製

品ポートフォリオ・マネジメント（PPM）、

生・販サイクルの基本形態について理解す

る 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

【生・販サイクル(2)】 

生産工期、月次生販、週次生販、負荷計算、

在庫循環図について例題と演習を行いな

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

4 時間 
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がら理解する。 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

第８回 
オンデ

マンド 

【需要予測(1)】 

需要予測とは、統計的予測について例題と

演習を行いながら理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

※中間試験またはレポート課題を課す（授

業の進行によって前後する場合がある） 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

【需要予測(2)】 

発注量、発注タイミングについて理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

【在庫管理(1)】 

在庫管理の目的と機能、在庫の種類、在庫

の功罪について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

【在庫管理(2)】 

在庫の評価、適正在庫・安全在庫、棚卸し

について例題と演習を行いながら理解す

る 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

【生産計画(1)】 

少品種多量生産、多品種少量生産、受注生

産、見込み生産について理解する。MRP に

ついて例題と演習を行いながら理解する。 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

【生産計画(2)】 

個別生産、ロット生産、連続生産／ジャス

ト・イン・タイム（JIT）、制約理論につい

て理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

【工程設計と工程管理】 

製品設計情報から製品を作るのに最適な

素材と生産資源を選択し製品が完成する

までの一連の加工プロセスを設計する「工

程設計」と、製造工程を効率的な方法で計

画・運営する「工程管理」について理解す

る 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【授業の総括】 

これまでの内容の総括を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む
4 時間 
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こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 
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科目名 生産管理論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 日本の「ものづくり」に関する理論と現場オベレーションの知識習得 

授業の目的及び概要 

なぜ日本が「ものづくり」大国と呼ばれるのか。本科目では，その「ものづくり」を支える生

産管理についての基礎を学修します。 

具体的には「生産管理論 I」よりもより深く，組織的な生産活動・サプライチェーンを意識して

企業の競争力の源泉に近づきます。特にサプライチェーンの可視化・サプライチェーンマネジ

メントは製造業の競争力を高める点において非常に重要です。これらを踏まえ，品質(Quality)・

コスト(Cost)・納期(Delivery)・柔軟性(Flexibility)を体系的に理解することを目指します。 

履修条件・留意点 期末定期試験は対面で実施します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

以下の 2 つの内容を到達レベルとします。 

1.QCDF の基本的な概念についてそれぞれを要約し，説明できる。 

2.生産管理におけるサプライチェーンマネジメントを，リスク・持続可能性を含めて説明でき

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 講義終了後に出たコメントを次回講義にて採り上げ，それに対する補足説明をおこないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
生産マネジメント入門 I 生産システム編，藤本隆宏，

日本経済新聞出版，2001 年 
ISBN 9784532132057 

参考書 

①新訳 科学的管理法，フレデリック W.テイラー (有

賀裕子：訳)，ダイヤモンド社，2009 年 

②環境経営・会計，國部克彦・伊坪徳宏・水口剛，有

斐閣アルマ，2007 年 

ISBN 
①9784478009833 

②9784641124691 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

1. 本科目は，理論と実践の両方をカバーすることを目指します。製造業の中核機能の一つであ

る生産管理について学修するため，特に製造企業(メーカー)に就職する関心があれば，履修す

ることを推奨します。 

2. 関連する科目として「経営管理論」、「サプライチェーンマネジメント論」なども合わせて履

修することをお勧めします。 

3. 本科目を履修するにあたり、「生産管理論Ⅱ」も履修することが望ましい。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション：生産管理論について

のガイダンスをおこないます。「生産管理

論 I」のレビューも含め，国内外の「もの

づくり」の競争力を整理します。 

予習：テキスト第 1章を一読して臨んでください。復

習：講義内容のポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第２回 対面 
生産プロセス：製品開発から製造のプロセ

スを分解して，製造業のフローを見ます。 

予習：テキスト第 2章を一読して臨んでください。復

習：講義内容のポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第３回 対面 
大量生産に関する歴史：自動車産業を中心

に，生産そのものの経緯をたどります。 

・テキスト第 3 章 1-3 を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第４回 対面 

テイラーシステム：「科学的管理法」がな

ぜ重要であったのか，またその歴史から日

本とアメリカの製造の比較をおこないま

す。 

予習：テキスト第 3 章 4-6 を一読して臨んでくださ

い。指定した参考書①も余裕があれば見ておいてく

ださい。復習：講義内容のポイントを振り返っておい

てください。 

4 時間 

第５回 対面 

競争力の概念：マーケティングの「4P」と

生産管理の「QCDF」について学修します。

レポート課題と納期をお伝えします。 

予習：テキスト第 4章を一読して臨んでください。復

習：講義内容のポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第６回 対面 

コスト分析と現場管理：重要な考え方の一

つであるコストと現場の管理の着眼点に

ついて考えます。 

予習：テキスト第 5 章 1-3 を一読して臨んでくださ

い。復習：講義内容のポイントを振り返っておいてく

ださい。 

4 時間 

第７回 対面 

「ジャスト・イン・タイム」とサプライチ

ェーンマネジメント：これまでおこなわれ

てきた改善とサプライチェーンマネジメ

ントへの影響について確認します。 

予習：テキスト第 5 章 4-5 を一読して臨んでくださ

い。復習：講義内容のポイントを振り返っておいてく

ださい。 

4 時間 

第８回 対面 
受注と生産計画：現場と事務的管理側の見

るコストとの関わりを見ていきます。 

予習：テキスト第 6 章 1-4 を一読して臨んでくださ

い。復習：講義内容のポイントを振り返っておいてく

ださい。 

4 時間 

第９回 対面 

アウトプットシミュレーションと「かんば

ん」：在庫についての考え方と「かんばん

システム」について理解を深めます。 

予習：テキスト第 6 章 5-8 を一読して臨んでくださ

い。復習：講義内容のポイントを振り返っておいてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 

品質とマテリアルフローコスト：品質を考

える上でつきまとう不良品とそのコスト

について学びます。マテリアルフローコス

トという管理会計にも触れ，地球環境問題

にも考えを及ばせます。 

予習：テキスト第 7 章 1-2 を一読して臨んでくださ

い。指定した参考書②も余裕があれば見ておいてく

ださい。復習：講義内容のポイントを振り返っておい

てください。 

4 時間 

第１１回 対面 

TQCから TQM へ：品質管理のマネジメント

について現場での手法を学修します。レポ

ート課題と納期をお伝えします。 

予習：テキスト第 7 章 3-5 を一読して臨んでくださ

い。復習：講義内容のポイントを振り返っておいてく

ださい。 

4 時間 

第１２回 対面 

部品のフレキシビリティ：自動車の部品の

例を見ながら，部品フレキシビリティを考

えていきます。 

予習：テキスト第 8 章 1-2 を一読して臨んでくださ

い。復習：講義内容のポイントを振り返っておいてく

ださい。 

4 時間 

第１３回 対面 

工程のフレキシビリティ：多能工化とリソ

ースの関係を中心に，工程のフレキシビリ

ティについての考え方を見ます。 

予習：テキスト第 8 章 3を一読して臨んでください。

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
生産戦略：経営の概念を取り入れながら，

生産における競争力についてまとめます。 

予習：テキスト第 9章を一読して臨んでください。復

習：講義内容のポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総復習：第 1 回から第 14 回までの最重要

ポイントをまとめたものを共有します。 

予習：テキストを一読して臨んでください。復習：講

義内容のポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 
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科目名 生産管理論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 八井田 收 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
生産マネジメント関する理論と業務オペレーションを実践する知識の習得（生産管理に関する

専門知識の習得） 

授業の目的及び概要 

日本は、優れた製造技術によって信頼性の高い製品を生み出し、世界各国から「ものづくり大

国」とまで言われた国である。しかし、日本をものづくり大国たらしめた現場力は、今やデジ

タルの力に追い越されつつあり、製造業の現状はさまざまな課題に直面している。 

本科目は、「生産マネジメント」をテーマに、購買管理、原価管理、品質管理、工程管理、物流

管理およびサプライチェーンマネジメントなどについて学修し、企業において生産管理部署、

購買部署、出荷管理部署などの業務オペレーションに対応できる実用性を身につけることを目

指します。 

履修条件・留意点 

・本科目は対面授業で行う。授業に関する案内は、Learning Portal に記載します。 

・教材の公開は、学年暦に沿って、毎週日曜日に公開します。 

・毎週の授業に関する課題（小テスト）を実施し、その提出・解答で出席と評価を行います。 

・授業に関する質問は、教室またはメールで質疑応答します。 

・中間試験および期末定期試験は対面で実施します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

本科目は、以下の内容について理解することを到達目標とします。 

・購買管理について説明できる。 

・原価管理について説明できる。 

・品質管理について説明できる。 

・工程管理について説明できる。 

・物流管理およびサプライチェーンマネジメントについて説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の小テストや、レポート課題または中間試験については、模範解答を示し、理解の定着を

図ります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
クリッカー等の理解度把握システムの利用 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、製品開発部門、生産管理部門、

貿易取引部門などの部署を経験し、それらに対する豊富なマネジメント経験を有している。本

科目では、これらの実務経験を活かし、生産管理における理論だけでなく現場の経験や知見を

授業の中で提供する。 

テキスト 
なし（テキストは指定しないが、適宜レジュメを配布

します） 
ISBN 0 

参考書 

①生産管理の基本、富野貴弘、日本実業出版社、2017

年 

②全図解 メーカーの仕事、山口雄大・他、ダイヤモン

ド社、2021 年 

ISBN 
①978-4534054739 

②978-4478112946 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 
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その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

１．本科目を履修するにあたり、「生産管理論Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 

２．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。製造業の中核機能の一つで

ある生産マネジメントについて学修するので、特に製造企業（メーカー）に関心があれば、履

修することを勧めます。さらに、注目されるグローバルニッチ企業について、魅力と関心を持

てるような内容を提供します。 

３．関連する科目として「経営管理論」、「サプライチェーンマネジメント論」なども合わせて

履修することを勧めます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

授業の概要と進め方、評価方法、受講者の

心得等の説明を行う 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第２回 対面 

第 2 回：購買・外注管理(1) 

購買の目的と機能、ビジネスパートナーと

の取引構築について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第３回 対面 

第 3 回：購買・外注管理(2) 

購買・外注の日常管理、ビジネスパートナ

ー評価と改善、取引における下請け法につ

いて理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第４回 対面 

第 4 回：原価管理(1) 

原価管理の目的と機能、製造原価、標準原

価、CVP 分析（損益分岐点分析）について

例題と演習を行いながら理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第５回 対面 

第 5 回：原価管理(2) 

生産性、規模の経済、範囲の経済、経験曲

線効果について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第６回 対面 

第 6 回：品質管理(1) 

品質管理の目的と機能、QC７つ道具、統計

的品質管理方法、品質改善活動を理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第７回 対面 第 7 回：品質管理(2) ・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ 4 時間 
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品質マネジメントシステム（ISOなど）、全

社的品質管理（TQC）、標準化について理解

する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

第８回 対面 

第 8 回：工程管理(1) 

工程管理の目的と機能、工程計画（作業計

画から負荷計画）について例題と演習を行

いながら理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

※中間試験またはレポート課題を課す（授

業の進行によって前後する場合がある） 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第９回 対面 

第 9 回：工程管理(2) 

工程管理の基礎情報、工程統制、IE（イン

ダストリアル・エンジニアリング）につい

て理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１０回 対面 

第 10回：物流管理(1) 

物流管理の目的と機能、各種物流センター

について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１１回 対面 

第 11回：物流管理(2) 

倉庫管理システム（WMS）、サード・パーテ

ィー・ロジスティクス（3PL）について理

解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１２回 対面 

第 12回：物流管理（3） 

国際物流と輸出入管理について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１３回 対面 

第 13 回：サプライチェーン・マネジメン

ト(2) 

・SCM の目標や考え方、SCM の構成につい

て理解する 

・最近の SCM（グリーン SCM）について理

解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１４回 対面 

第 14回：PERT（Program Evaluation and

 Review Technique） 

製品開発の日程計画を立てる時に用いら

れる技法の PERT について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 

【授業の総括】 

これまでの内容の総括をオンデマンド授

業で行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 
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科目名 企業経営史Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 坂出 健 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ アメリカ航空宇宙産業史～ボーイング社はなぜ経営危機に陥ったのか？ 

授業の目的及び概要 

アメリカ製造業の「最後の牙城」航空宇宙産業がいかに巨大な産業になったのか？また、近年、

民間旅客機メーカーボーイング社がなぜ経営危機に陥ったか解説します。 

・経営史の事例研究としてとりあげられることが少ない航空宇宙産業について、経営史・産業

史の視角から分析します。 

・ボーイング社・ロッキード社・ダグラス社の三大企業（特に前者２社）が、度重なる急激な

技術革新、市場構造の変化のなかでどのような経営戦略をとりそれが企業の浮沈につながった

か解説します。 

・航空宇宙産業は政府の軍事調達・補助金が大きな役割を果たす産業なので、この点にも注目

します。 

１ 黎明期：ライト兄弟の飛行機開発から第二次大戦前までに、ダグラス社・ロッキード社・

ボーイング社がいかに三大メーカーとなったか？ 

２ 一次大戦とその後の苦境 

３ 二次大戦戦時動員体制 

４ ジェット化：戦後のレシプロ推進からジェット推進への移行を通じて、いかにボーイング

社が民間旅客機事業に復帰したか？ 

５ 超音速旅客機：超音速機開発をめぐる米欧の政治関係 

６ ワイドボディ（広胴機）開発をめぐる米３社と欧州エアバスの熾烈な競争① 

７ ワイドボディ（広胴機）開発をめぐる米３社と欧州エアバスの熾烈な競争② 

８ ロッキード事件 

９ ボーイング VS 欧州エアバス：１９８０年代以降のボーイング社 vs 欧州エアバス社の競争

と米欧航空機摩擦 

１０ 冷戦終結と再編 

１１ ロッキード社と F-22,F-35 

１２ 日本企業の位置 

１３ ロケット・ビジネス～スペース Xvs ブルー・オリジン 

１４ なぜボーイング社は経営危機に陥ったか？ 

１５ おわりに 

履修条件・留意点 とくになし 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・経営環境の変化に企業がどのような経営戦略をとったか学修する。 

・企業間の競争と提携関係を学修する。 

・技術選択について学修する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業後のメール等による質疑応答を通じ、フィードバックをはかる。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習） 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
坂出健『イギリス航空機産業と「帝国の終焉」 -- 軍

事産業基盤と英米生産提携』 (有斐閣、2010） 
ISBN 0 

参考書 なし ISBN  

成績評価の方法・基準 授業への積極的な参加度・取組み 45 
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授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 55 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

航空宇宙産業史は、熾烈な競争と提携の歴史です。不確定な市場環境・技術環境のなかで米欧

の航空企業家がどのようなスリリングな経営判断を下すのか？受講者のみなさんも企業家にな

ったつもりで臨んでください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

黎明期：ライト兄弟の飛行機開発から第二

次大戦前までに、ダグラス社・ロッキード

社・ボーイング社がいかに三大メーカーと

なったか？ 

なし 4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
一次大戦とその後の苦境 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
二次大戦戦時動員体制 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

ジェット化：戦後のレシプロ推進からジェ

ット推進への移行を通じて、いかにボーイ

ング社が民間旅客機事業に復帰したか？ 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

超音速旅客機：超音速機開発をめぐる米欧

の政治関係 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

ワイドボディ（広胴機）開発をめぐる米３

社と欧州エアバスの熾烈な競争① 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

ワイドボディ（広胴機）開発をめぐる米３

社と欧州エアバスの熾烈な競争② 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
ロッキード事件 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

ボーイング VS 欧州エアバス：１９８０年

代以降のボーイング社 vs 欧州エアバス社

の競争と米欧航空機摩擦 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 
冷戦終結と再編 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 
ロッキード社と F-22,F-35 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 
日本企業の位置 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

ロケット・ビジネス～スペース X vs ブル

ー・オリジン 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

なぜボーイング社は経営危機に陥った

か？ 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

おわりに～航空宇宙産業史から何を教訓

にするか 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 
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科目名 企業経営史Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 坂出 健 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ アメリカ航空宇宙産業史～ボーイング社はなぜ経営危機に陥ったのか？ 

授業の目的及び概要 

アメリカ製造業の「最後の牙城」航空宇宙産業がいかに巨大な産業になったのか？また、近年、

民間旅客機メーカーボーイング社がなぜ経営危機に陥ったか解説します。 

・経営史の事例研究としてとりあげられることが少ない航空宇宙産業について、経営史・産業

史の視角から分析します。 

・ボーイング社・ロッキード社・ダグラス社の三大企業（特に前者２社）が、度重なる急激な

技術革新、市場構造の変化のなかでどのような経営戦略をとりそれが企業の浮沈につながった

か解説します。 

・航空宇宙産業は政府の軍事調達・補助金が大きな役割を果たす産業なので、この点にも注目

します。 

１ 黎明期：ライト兄弟の飛行機開発から第二次大戦前までに、ダグラス社・ロッキード社・

ボーイング社がいかに三大メーカーとなったか？ 

２ 一次大戦とその後の苦境 

３ 二次大戦戦時動員体制 

４ ジェット化：戦後のレシプロ推進からジェット推進への移行を通じて、いかにボーイング

社が民間旅客機事業に復帰したか？ 

５ 超音速旅客機：超音速機開発をめぐる米欧の政治関係 

６ ワイドボディ（広胴機）開発をめぐる米３社と欧州エアバスの熾烈な競争① 

７ ワイドボディ（広胴機）開発をめぐる米３社と欧州エアバスの熾烈な競争② 

８ ロッキード事件 

９ ボーイング VS 欧州エアバス：１９８０年代以降のボーイング社 vs 欧州エアバス社の競争

と米欧航空機摩擦 

１０ 冷戦終結と再編 

１１ ロッキード社と F-22,F-35 

１２ 日本企業の位置 

１３ ロケット・ビジネス～スペース Xvs ブルー・オリジン 

１４ なぜボーイング社は経営危機に陥ったか？ 

１５ おわりに 

履修条件・留意点 とくになし 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・経営環境の変化に企業がどのような経営戦略をとったか学修する。 

・企業間の競争と提携関係を学修する。 

・技術選択について学修する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業後のメール等による質疑応答を通じ、フィードバックをはかる。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習） 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
坂出健『イギリス航空機産業と「帝国の終焉」 -- 軍

事産業基盤と英米生産提携』 (有斐閣、2010） 
ISBN 0 

参考書 なし ISBN  

成績評価の方法・基準 授業への積極的な参加度・取組み 45 
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授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 55 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

航空宇宙産業史は、熾烈な競争と提携の歴史です。不確定な市場環境・技術環境のなかで米欧

の航空企業家がどのようなスリリングな経営判断を下すのか？受講者のみなさんも企業家にな

ったつもりで臨んでください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

黎明期：ライト兄弟の飛行機開発から第二

次大戦前までに、ダグラス社・ロッキード

社・ボーイング社がいかに三大メーカーと

なったか？ 

なし 4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
一次大戦とその後の苦境 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
二次大戦戦時動員体制 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

ジェット化：戦後のレシプロ推進からジェ

ット推進への移行を通じて、いかにボーイ

ング社が民間旅客機事業に復帰したか？ 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

超音速旅客機：超音速機開発をめぐる米欧

の政治関係 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

ワイドボディ（広胴機）開発をめぐる米３

社と欧州エアバスの熾烈な競争① 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

ワイドボディ（広胴機）開発をめぐる米３

社と欧州エアバスの熾烈な競争② 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
ロッキード事件 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

ボーイング VS 欧州エアバス：１９８０年

代以降のボーイング社 vs 欧州エアバス社

の競争と米欧航空機摩擦 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 
冷戦終結と再編 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 
ロッキード社と F-22,F-35 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 
日本企業の位置 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

ロケット・ビジネス～スペース X vs ブル

ー・オリジン 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

なぜボーイング社は経営危機に陥った

か？ 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

おわりに～航空宇宙産業史から何を教訓

にするか 

教科書予習該当箇所（講義中に指示する）を読むこ

と。 
4 時間 
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科目名 国際経営概論 開講年度 2025 

担当者 四宮 由紀子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 

この講義では、（１）国際経営の基本的な概念や理論を学ぶこと、（２）国際経営が抱える課題

と解決について考えること、（３）国際経営の実態を理解すること、の３つをテーマとしていま

す。 

授業の目的及び概要 

この講義では、国際経営の理論と歴史、仕組みと企業活動、実態と様々な課題について知識を

深め、国際経営の課題と解決について考えます。国際経営とは「企業が国境を越えてビジネス

活動を行うこと」です。企業はなぜ国際化するのか、また国際経営における戦略、組織、ビジ

ネス活動の特徴はどのようなものか、日本および海外の企業の国際経営にはどのような特徴が

ありどのような課題を抱えているのか、これらの視点から国際経営への理解を深めます。 

 この講義の目的は、国際経営とは何か、また国際経営をする企業にはどのような特徴がある

のかを理解できるようになることです。初めて国際経営について学ぶ人でも理解しやすいよう

に、実際の企業の事例を多く用いながら解説します。なお、経営学の基礎的な知識があると、

より国際経営についての理解が深まります。 

 具体的には、貿易と直接投資、多国籍企業の歴史と理論、国際経営の所有政策／経営管理／

経営組織／技術と研究開発／マーケティング／人的資源管理／リスク、そして日本や海外の国

際経営事例について学びます。 

履修条件・留意点 

この授業科目は、経営学基礎の上位科目であり、経営学基礎の合格者の履修を推奨します。 

また、経営学の基礎的な科目（経営管理論、経営組織論、経営戦略論、マーケティング戦略論、

人的資源管理論など）とも深く関連していますので、これらの科目を履修することを推奨しま

す。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

国際経営の基礎概念と理論、歴史と現状、および課題について理解し、以下のようなレベルに

到達すること。 

1. 国際経営の歴史的背景と基礎的な知識を理解し、国際化のメカニズムについて説明するこ

とができる。 

2. 企業の国際経営について理解を深め、現実の企業活動について分析できるようになる。 

3. 日本企業および外資系企業の国際経営の実態や課題を理解し、その解決について考察する

ことができる。 

4. 国際的な視野を養い、世界で活躍できる知識を持つことが出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の小テストやレポートについて、翌週の授業の冒頭で正答や解答例を解説します。 

また、質問やコメントについては授業内でフィードバックし、共有します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書 

①国際経営論への招待、吉原英樹編著、有斐閣ブック

ス、2002 年 

②新グローバル経営論、安室憲一編著、白桃書房、2007

年 

③テキストブック国際経営[新版]、山崎清・竹田志郎、

有斐閣ブックス、1993 年 

ISBN 

①9784641086661 

②9784561264668 

③9784641085220 
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

できるだけ実際の企業の事例を盛り込みながら、理論と実践に関してわかりやすく講義します。 

国際経営について実践的で幅広い知識を身につけるとともに、「なぜ国際化するのか」、「国際経

営の課題は何か」、「どうすれば解決できるのか」、について分析し考える力を養いましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス：国際経営とは】 

 この講義の進め方や評価方法、国際経営

慨論の授業計画の全体像について説明す

る。 

 国際経営の概要とデータについてクイ

ズ形式で紹介し、解説する。 

国際経営とは何か、考えてみよう。 

国際経営に関して身近な企業の例を、ニュースや新

聞などから調べてみよう。 

2 時間 

第２回 対面 

【貿易と直接投資】 

 「企業の国際化と国際経営」にとって不

可欠である貿易と直接投資について学ぶ。 

 また国際貿易の歴史と世界経済の現状

についても解説する。 

貿易と直接投資の違いについて正しく理解しよう。 

日本の貿易と直接投資の規模について調べ、諸外国

と比べてみよう。 

4 時間 

第３回 対面 

【多国籍企業の誕生と発展】 

 多国籍企業の誕生と発展の歴史につい

て学ぶ。また多国籍企業の定義や形態につ

いても紹介し、時代の変化に伴う変遷につ

いても理解を深める。 

 さらに日本、欧米、新興国の多国籍企業

の特徴について考える。 

多国籍企業とは何か、説明できるようにしよう。 

日本や海外の多国籍企業について調べよう。 
4 時間 

第４回 対面 

【多国籍企業の理論】 

 企業はなぜ国際化するのか、その理論と

して①プロダクト・ライフサイクル、②ダ

ニングの折衷理論、③内部化理論について

学ぶ。 

企業が国際化する理由や意義について考えよう。 

多国籍企業の様々な理論について正しく理解し、そ

の違いについて整理しよう。 

4 時間 

第５回 対面 

【国際経営と所有政策】 

 企業が海外に進出する際にどのような

形態で国際化するのか、特に企業の所有方

式について学ぶ。 

 完全所有、ジョイントベンチャー、M&A

等の方式についてそれぞれの特徴とその

方式を選択する背景について解説する。 

企業が国際化するときに、どのような所有方式があ

るのか、考えてみよう。 

それぞれの所有方式のメリット・デメリットを正し

く理解し、実際の企業の事例を調べてみよう。 

4 時間 

第６回 対面 

【国際経営と経営管理】 

 企業が国際化すると、経営管理において

どのような特徴や課題があるのか解説す

る。 

 経営管理の中央集権化、現地化（ローカ

ル化）、グローバル化のそれぞれの特徴と、

メリット・デメリットについて学ぶ。 

中央集権型／現地化／グローバル化の多国籍企業の

事例について調べよう。 

経営管理のそれぞれの方式の問題点や課題について

分析しよう。 

4 時間 

第７回 対面 
【国際経営と組織構造】 

 企業が国際化するにつれ、企業の組織の

企業が国際化し、拡大する中で、最適な組織構造は何

か、考えよう。 
4 時間 
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在り方が変化する。国際化のフェーズと組

織構造(事業部制組織／マトリックス組

織）について学ぶ。 

 また、国際経営組織のマルチナショナル

型／インターナショナル型／グローバル

型／トランスナショナル型、地域統括本社

制などについても解説する。 

実際の企業組織の事例から、なぜその組織構造を選

択したのか分析しよう。 

第８回 対面 

【国際経営と研究開発】 

 企業の成長や発展のために研究開発は

不可欠である。国際研究開発について、そ

の目的と要因、発展段階と現状について学

ぶ。 

 また、研究開発の国際化においてどのよ

うな課題があるのか解説する。 

研究開発が国際化することで、どのような問題が生

じるのか考えてみよう。 

実際の企業の国際研究開発の事例を調べてみよう。 

4 時間 

第９回 対面 

【国際経営とマーケティング】 

 企業が国際化すると、世界中の顧客をタ

ーゲットにした国際マーケティング活動

が必要になる。 

 国際マーケティングの役割と重要性に

ついて学び、標準化 vs 適応化問題やグロ

ーバル・サプライチェーンマネジメントに

ついても言及する。 

国際マーケティングの標準化と適応化問題につい

て、それぞれのメリット・デメリットを正しく理解し

よう。 

世界的に有名な企業のマーケティングについて調

べ、その特徴について分析しよう。 

4 時間 

第１０回 対面 

【国際経営と人的資源管理】 

 企業が国際化するに従い、人材もグロー

バル化し、国際的な人的資源管理が必要で

ある。 

 実際の事例を紹介しながら、国際人的資

源管理の在り方や特徴、課題について学

び、異文化経営への理解を深める。 

多様な国籍や文化的背景を持つ人々が働く企業で

は、どのような人的資源管理が必要か考えよう。 

実際の企業の国際人的資源管理について調べ、その

特徴を比較してみよう。 

4 時間 

第１１回 対面 

【国際経営とリスク】 

 企業が国際化する中で、多様な国におい

て異なる経済制度や経営習慣、異文化など

に直面し、企業は様々なリスクにさらされ

ている。 

 国際経営を取り巻く環境とリスクにつ

いて学び、その課題と解決について考察す

る。 

企業の国際化においてどのようなリスクが考えられ

るか、考察しよう。 

実際の企業国際化のリスクの事例について調べてみ

よう。 

4 時間 

第１２回 対面 

【欧米企業の国際経営事例】 

 欧米企業の国際化について、事例を中心

に学ぶ。 

国際化した欧米企業について挙げてみよう。 

欧米企業の国際化にはどのような特徴があるか考え

よう。 

4 時間 

第１３回 対面 

【日本企業の国際経営事例】 

 主に、日本企業の国際化について、事例

を中心に学ぶ。 

国際化した日本企業について挙げてみよう。 

日本企業の国際化にはどのような特徴があるか考え

よう。 

4 時間 

第１４回 対面 
【中国企業の国際化】 

 中国企業の国際化の事例について学ぶ。 

国際化した中国企業について挙げてみよう。 

中国企業の国際化にはどのような特徴があるか考え

よう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【総括】 

 これまでの講義を振り返り、今後の国際

経営の発展と拡大について考察する。 

オンデマンド動画を視聴して復習し、定期

試験に向けて学修する。 

配信したオンデマンド動画を見て、これまでの講義

で学修した国際経営の理論や知識について整理しよ

う。 

国際経営の現状と課題について正しく把握し、その

解決について考えよう。 

6 時間 
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科目名 国際経営概論 開講年度 2025 

担当者 四宮 由紀子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 

この講義では、（１）国際経営の基本的な概念や理論を学ぶこと、（２）国際経営が抱える課題

と解決について考えること、（３）国際経営の実態を理解すること、の３つをテーマとしていま

す。 

授業の目的及び概要 

この講義では、国際経営の理論と歴史、仕組みと企業活動、実態と様々な課題について知識を

深め、国際経営の課題と解決について考えます。国際経営とは「企業が国境を越えてビジネス

活動を行うこと」です。企業はなぜ国際化するのか、また国際経営における戦略、組織、ビジ

ネス活動の特徴はどのようなものか、日本および海外の企業の国際経営にはどのような特徴が

ありどのような課題を抱えているのか、これらの視点から国際経営への理解を深めます。 

 この講義の目的は、国際経営とは何か、また国際経営をする企業にはどのような特徴がある

のかを理解できるようになることです。初めて国際経営について学ぶ人でも理解しやすいよう

に、実際の企業の事例を多く用いながら解説します。なお、経営学の基礎的な知識があると、

より国際経営についての理解が深まります。 

 具体的には、貿易と直接投資、多国籍企業の歴史と理論、国際経営の所有政策／経営管理／

経営組織／技術と研究開発／マーケティング／人的資源管理／リスク、そして日本や海外の国

際経営事例について学びます。 

履修条件・留意点 

この授業科目は、経営学基礎の上位科目であり、経営学基礎の合格者の履修を推奨します。 

また、経営学の基礎的な科目（経営管理論、経営組織論、経営戦略論、マーケティング戦略論、

人的資源管理論など）とも深く関連していますので、これらの科目を履修することを推奨しま

す。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

国際経営の基礎概念と理論、歴史と現状、および課題について理解し、以下のようなレベルに

到達すること。 

1. 国際経営の歴史的背景と基礎的な知識を理解し、国際化のメカニズムについて説明するこ

とができる。 

2. 企業の国際経営について理解を深め、現実の企業活動について分析できるようになる。 

3. 日本企業および外資系企業の国際経営の実態や課題を理解し、その解決について考察する

ことができる。 

4. 国際的な視野を養い、世界で活躍できる知識を持つことが出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の小テストやレポートについて、翌週の授業の冒頭で正答や解答例を解説します。 

また、質問やコメントについては授業内でフィードバックし、共有します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書 

①国際経営論への招待、吉原英樹編著、有斐閣ブック

ス、2002 年 

②新グローバル経営論、安室憲一編著、白桃書房、2007

年 

③テキストブック国際経営[新版]、山崎清・竹田志郎、

有斐閣ブックス、1993 年 

ISBN 

①9784641086661 

②9784561264668 

③9784641085220 
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

できるだけ実際の企業の事例を盛り込みながら、理論と実践に関してわかりやすく講義します。 

国際経営について実践的で幅広い知識を身につけるとともに、「なぜ国際化するのか」、「国際経

営の課題は何か」、「どうすれば解決できるのか」、について分析し考える力を養いましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス：国際経営とは】 

 この講義の進め方や評価方法、国際経営

慨論の授業計画の全体像について説明す

る。 

 国際経営の概要とデータについてクイ

ズ形式で紹介し、解説する。 

国際経営とは何か、考えてみよう。 

国際経営に関して身近な企業の例を、ニュースや新

聞などから調べてみよう。 

2 時間 

第２回 対面 

【貿易と直接投資】 

 「企業の国際化と国際経営」にとって不

可欠である貿易と直接投資について学ぶ。 

 また国際貿易の歴史と世界経済の現状

についても解説する。 

貿易と直接投資の違いについて正しく理解しよう。 

日本の貿易と直接投資の規模について調べ、諸外国

と比べてみよう。 

4 時間 

第３回 対面 

【多国籍企業の誕生と発展】 

 多国籍企業の誕生と発展の歴史につい

て学ぶ。また多国籍企業の定義や形態につ

いても紹介し、時代の変化に伴う変遷につ

いても理解を深める。 

 さらに日本、欧米、新興国の多国籍企業

の特徴について考える。 

多国籍企業とは何か、説明できるようにしよう。 

日本や海外の多国籍企業について調べよう。 
4 時間 

第４回 対面 

【多国籍企業の理論】 

 企業はなぜ国際化するのか、その理論と

して①プロダクト・ライフサイクル、②ダ

ニングの折衷理論、③内部化理論について

学ぶ。 

企業が国際化する理由や意義について考えよう。 

多国籍企業の様々な理論について正しく理解し、そ

の違いについて整理しよう。 

4 時間 

第５回 対面 

【国際経営と所有政策】 

 企業が海外に進出する際にどのような

形態で国際化するのか、特に企業の所有方

式について学ぶ。 

 完全所有、ジョイントベンチャー、M&A

等の方式についてそれぞれの特徴とその

方式を選択する背景について解説する。 

企業が国際化するときに、どのような所有方式があ

るのか、考えてみよう。 

それぞれの所有方式のメリット・デメリットを正し

く理解し、実際の企業の事例を調べてみよう。 

4 時間 

第６回 対面 

【国際経営と経営管理】 

 企業が国際化すると、経営管理において

どのような特徴や課題があるのか解説す

る。 

 経営管理の中央集権化、現地化（ローカ

ル化）、グローバル化のそれぞれの特徴と、

メリット・デメリットについて学ぶ。 

中央集権型／現地化／グローバル化の多国籍企業の

事例について調べよう。 

経営管理のそれぞれの方式の問題点や課題について

分析しよう。 

4 時間 

第７回 対面 
【国際経営と組織構造】 

 企業が国際化するにつれ、企業の組織の

企業が国際化し、拡大する中で、最適な組織構造は何

か、考えよう。 
4 時間 
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在り方が変化する。国際化のフェーズと組

織構造(事業部制組織／マトリックス組

織）について学ぶ。 

 また、国際経営組織のマルチナショナル

型／インターナショナル型／グローバル

型／トランスナショナル型、地域統括本社

制などについても解説する。 

実際の企業組織の事例から、なぜその組織構造を選

択したのか分析しよう。 

第８回 対面 

【国際経営と研究開発】 

 企業の成長や発展のために研究開発は

不可欠である。国際研究開発について、そ

の目的と要因、発展段階と現状について学

ぶ。 

 また、研究開発の国際化においてどのよ

うな課題があるのか解説する。 

研究開発が国際化することで、どのような問題が生

じるのか考えてみよう。 

実際の企業の国際研究開発の事例を調べてみよう。 

4 時間 

第９回 対面 

【国際経営とマーケティング】 

 企業が国際化すると、世界中の顧客をタ

ーゲットにした国際マーケティング活動

が必要になる。 

 国際マーケティングの役割と重要性に

ついて学び、標準化 vs 適応化問題やグロ

ーバル・サプライチェーンマネジメントに

ついても言及する。 

国際マーケティングの標準化と適応化問題につい

て、それぞれのメリット・デメリットを正しく理解し

よう。 

世界的に有名な企業のマーケティングについて調

べ、その特徴について分析しよう。 

4 時間 

第１０回 対面 

【国際経営と人的資源管理】 

 企業が国際化するに従い、人材もグロー

バル化し、国際的な人的資源管理が必要で

ある。 

 実際の事例を紹介しながら、国際人的資

源管理の在り方や特徴、課題について学

び、異文化経営への理解を深める。 

多様な国籍や文化的背景を持つ人々が働く企業で

は、どのような人的資源管理が必要か考えよう。 

実際の企業の国際人的資源管理について調べ、その

特徴を比較してみよう。 

4 時間 

第１１回 対面 

【国際経営とリスク】 

 企業が国際化する中で、多様な国におい

て異なる経済制度や経営習慣、異文化など

に直面し、企業は様々なリスクにさらされ

ている。 

 国際経営を取り巻く環境とリスクにつ

いて学び、その課題と解決について考察す

る。 

企業の国際化においてどのようなリスクが考えられ

るか、考察しよう。 

実際の企業国際化のリスクの事例について調べてみ

よう。 

4 時間 

第１２回 対面 

【欧米企業の国際経営事例】 

 欧米企業の国際化について、事例を中心

に学ぶ。 

国際化した欧米企業について挙げてみよう。 

欧米企業の国際化にはどのような特徴があるか考え

よう。 

4 時間 

第１３回 対面 

【日本企業の国際経営事例】 

 主に、日本企業の国際化について、事例

を中心に学ぶ。 

国際化した日本企業について挙げてみよう。 

日本企業の国際化にはどのような特徴があるか考え

よう。 

4 時間 

第１４回 対面 
【中国企業の国際化】 

 中国企業の国際化の事例について学ぶ。 

国際化した中国企業について挙げてみよう。 

中国企業の国際化にはどのような特徴があるか考え

よう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【総括】 

 これまでの講義を振り返り、今後の国際

経営の発展と拡大について考察する。 

オンデマンド動画を視聴して復習し、定期

試験に向けて学修する。 

配信したオンデマンド動画を見て、これまでの講義

で学修した国際経営の理論や知識について整理しよ

う。 

国際経営の現状と課題について正しく把握し、その

解決について考えよう。 

6 時間 
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科目名 ビジネスプランニング実践Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ PBL とテーマ学修により、自らの力で企業や社会を変革していく力を修得する 

授業の目的及び概要 

トップ企業で必要となる、質の高い発想力、コミュニケーション力、行動力を身につけるため

に、外部のビジネスコンテストを活用する。授業は、ビジネスコンテストで入賞するために、

ビジネス現場で良く使われている課題解決手法のデザイン思考を学び、自分の力でアウトプッ

トを出すアクティブラーニングを行う。 

履修条件・留意点 
選抜あり。 

ビジネスプランニング実践Ⅰ・Ⅱの２コマ同時履修とする。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①ビジネスの課題を明確に定義し、その課題の本質を詳細に書きだすことができる。  

②課題を解決するための方策を導き出すために、過去のビジネス記事などから適切な情報を検

索し、分析することができる。  

③導き出した方策が採用されるように、あらゆる評価者に対して論理的で分かりやすい プレゼ

ンテーション資料がつくれる。  

④プレゼンテーション資料にもとづき、短時間で的確にポイントをついたプレゼンテーション

ができる。  

⑤グループによるアウトプットの作成過程で、身につけた適切なコミュニケーション力、率先

した行動力でレベルの高いアウトプットの作成ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
発表やプレゼンテーション、グループワークを通じた講評あるいは補足説明、質問への回答を

します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
①実践スタンフォード式 デザイン思考，ジェスバー・

ウ，インプレス，2023 年 
ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 50 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

ビジネスプラニング実践Ⅰ，Ⅱで、自らが主体的に行動できる力を身につけることにより、ビ

ジネスコンテストに挑戦することで、社会問題を解決する新しいビジネスを提案するなどの活

動を行う。これにより、より質の高い人材となり、３年生のトップ企業就活に向けての自信を

つけてもらう。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

自己紹介 自分の考えを話す訓練 

デザイン思考の説明 

事前に，シラバスを読み授業の目標を考えておいて

ください。 

授業後、目標について見直してください。 

4 時間 

第２回 対面 

プロジェクト１ デザイン思考 

①共感 

②定義 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第３回 対面 

プロジェクト１ デザイン思考 

③アイデア 

④プロトタイプ 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、発表準備。 
4 時間 

第４回 対面 

プロジェクト１ デザイン思考 発表 

ビジネスコンテスト１ 

プランの具体的内容 

内容とともにプランの着想点､背景､ビジ

ョン(ビジネスの理想､意義､価値､目標)な

ど 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第５回 対面 

ビジネスコンテスト１ 

② プランの優位性 

新規性､独創性､競争力など明確な特徴 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第６回 対面 

ビジネスコンテスト１ 

③ 市場性 

ターゲット､マーケットニーズの現状と将

来予測など 

事前に、ビジネスコンテストについて調べておく 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第７回 対面 
ビジネスコンテスト１ 

デザイン思考で取り組む（資料作成） 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後にグループワークを受けて企画書検討 
4 時間 

第８回 対面 

ビジネスコンテスト１ 

内容の検証 

ビジネスコンテスト資料提出 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第９回 対面 

ビジネスコンテスト２ 

デザイン思考で取り組む 

①プランの具体的内容 

内容とともにプランの着想点､背景､ビジ

ョン(ビジネスの理想､意義､価値､目標)な

ど 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第１０回 対面 

ビジネスコンテスト２ 

デザイン思考で取り組む 

② プランの優位性 

新規性､独創性､競争力など明確な特徴 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後にグループワークを受けて企画書検討 
4 時間 

第１１回 対面 

ビジネスコンテスト２ 

デザイン思考で取り組む 

③ 市場性 

ターゲット､マーケットニーズの現状と将

来予測など 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後にフィードバックを受けて企画書検討 
4 時間 

第１２回 対面 

ビジネスコンテスト２ 

内容の検証 

ビジネスコンテスト資料提出 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第１３回 対面 業界研究 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第１４回 対面 業界研究 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめと振り返り 

事前に、まとめ資料作成 

授業後にフィードバックを受けて就活の準備 
4 時間 
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科目名 ビジネスプランニング実践Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ PBL とテーマ学修により、自らの力で企業や社会を変革していく力を修得する 

授業の目的及び概要 

トップ企業で必要となる、質の高い発想力、コミュニケーション力、行動力を身につけるため

に、外部のビジネスコンテストを活用する。授業は、ビジネスコンテストで入賞するために、

ビジネス現場で良く使われている課題解決手法のデザイン思考を学び、自分の力でアウトプッ

トを出すアクティブラーニングを行う。 

履修条件・留意点 
選抜あり。 

ビジネスプランニング実践Ⅰ・Ⅱの２コマ同時履修とする。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①ビジネスの課題を明確に定義し、その課題の本質を詳細に書きだすことができる。  

②課題を解決するための方策を導き出すために、過去のビジネス記事などから適切な情報を検

索し、分析することができる。  

③導き出した方策が採用されるように、あらゆる評価者に対して論理的で分かりやすい プレゼ

ンテーション資料がつくれる。  

④プレゼンテーション資料にもとづき、短時間で的確にポイントをついたプレゼンテーション

ができる。  

⑤グループによるアウトプットの作成過程で、身につけた適切なコミュニケーション力、率先

した行動力でレベルの高いアウトプットの作成ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
発表やプレゼンテーション、グループワークを通じた講評あるいは補足説明、質問への回答を

します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
実践スタンフォード式 デザイン思考 ジェスバー・

ウ インプレス 2023 年 
ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 50 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

ビジネスプラニング実践Ⅰ，Ⅱで、自らが主体的に行動できる力を身につけることにより、ビ

ジネスコンテストに挑戦することで、社会問題を解決する新しいビジネスを提案するなどの活

動を行う。これにより、より質の高い人材となり、３年生のトップ企業就活に向けての自信を

つけてもらう。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

自己紹介 自分の考えを話す訓練 

デザイン思考の説明 

事前に，シラバスを読み授業の目標を考えておいて

ください。 

授業後、目標について見直してください。 

4 時間 

第２回 対面 

プロジェクト１ デザイン思考 

①共感 

②定義 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第３回 対面 

プロジェクト１ デザイン思考 

③アイデア 

④プロトタイプ 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、発表準備。 
4 時間 

第４回 対面 

プロジェクト１ デザイン思考 発表 

ビジネスコンテスト１ 

プランの具体的内容 

内容とともにプランの着想点､背景､ビジ

ョン(ビジネスの理想､意義､価値､目標)な

ど 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第５回 対面 

ビジネスコンテスト１ 

② プランの優位性 

新規性､独創性､競争力など明確な特徴 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第６回 対面 

ビジネスコンテスト１ 

③ 市場性 

ターゲット､マーケットニーズの現状と将

来予測など 

事前に、ビジネスコンテストについて調べておく 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第７回 対面 
ビジネスコンテスト１ 

デザイン思考で取り組む（資料作成） 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後にグループワークを受けて企画書検討 
4 時間 

第８回 対面 

ビジネスコンテスト１ 

内容の検証 

ビジネスコンテスト資料提出 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第９回 対面 

ビジネスコンテスト２ 

デザイン思考で取り組む 

①プランの具体的内容 

内容とともにプランの着想点､背景､ビジ

ョン(ビジネスの理想､意義､価値､目標)な

ど 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第１０回 対面 

ビジネスコンテスト２ 

デザイン思考で取り組む 

② プランの優位性 

新規性､独創性､競争力など明確な特徴 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後にグループワークを受けて企画書検討 
4 時間 

第１１回 対面 

ビジネスコンテスト２ 

デザイン思考で取り組む 

③ 市場性 

ターゲット､マーケットニーズの現状と将

来予測など 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後にフィードバックを受けて企画書検討 
4 時間 

第１２回 対面 

ビジネスコンテスト２ 

内容の検証 

ビジネスコンテスト資料提出 

事前に、解決策の検討と資料作成 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第１３回 対面 業界研究 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第１４回 対面 業界研究 

事前に、配布資料を読んでおく。 

授業後に、授業内容や他の学生の意見等をふりかえ

ること。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめと振り返り 

事前に、まとめ資料作成 

授業後にフィードバックを受けて就活の準備 
4 時間 
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科目名 経営心理学 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ビジネス等に関わる個人・組織の心理と行動を理解する。 

授業の目的及び概要 

本授業は心理学を使って経営をうまくやる（業績・利益を上げるなど）方法を学ぶものでは”

ありません”。 

本授業の目的は，経営・ビジネスに関わる個人と組織・チームについて主に心理学のアプロー

チ，特に産業・組織心理学から学び，考え，将来の充実した社会人（もしくは大学院）生活を

送るために必要な知識を獲得することです。 

具体的には，組織内の人間関係やコミュニケーションの取り方，効果的なリーダーシップ，フ

ォローシップ，ワークモチベーション，職場のストレスとメンタルヘルス，消費者行動などに

ついて，研究結果なども紹介しつつ解説します。難しい記述，研究結果もあるので，そのとき

は授業内でテキストをいっしょに読み進めたり，特に重要なポイントだけを取り上げます。 

履修条件・留意点 

「経営組織論 I」を履修していることが望ましいです。 

上記の科目を履修していなくても，組織における人間の心理・行動や消費者の心理・行動に興

味がある方は受講をおすすめします。 

アクティブラーニングの取り組みは受講者数によって実施しない場合があります。 

小テスト等を行う場合があります。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 組織における人間の心理・行動傾向を科学的に（エビデンスに基づいて）理解できる。 

2. 消費者の心理・行動傾向を科学的に（エビデンスに基づいて）理解できる。 

3. 上記の 2 つの内容について基本的な知識を修得し，簡潔に説明できる。 

4. 授業内で興味関心を持った内容のうち，身近な現象を題材にして専門用語や概念にもとづい

て適切に記述できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

本授業での課題や質問がある場合，フィードバックやコメント・アドバイスを行います。 

コメントシートの提出を求める場合，重要なものは翌週の授業で紹介し，質問への回答や補足

説明を行います。 

小テスト等の結果によって進度の調整を行う場合があります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

経営とワークライフに生かそう! 産業・組織心理学 改

訂版，山口裕幸・髙橋潔・芳賀繁・竹村和久，有斐閣，

2020 年 

ISBN 9784641221543 

参考書 

①経営・ビジネス心理学，松田幸弘，ナカニシヤ出版，

2018 年 

②組織行動，鈴木竜太・服部泰宏，有斐閣，2019 年 

③チームのパフォーマンスを最大化する! 組織心理学

見るだけノート，山浦一保，宝島社，2022 年 

④世界の学術研究から読み解く職場に活かす心理学，

今城志保，東洋経済新報社，2023 年 

ISBN 

①9784779512636 

②9784641150669 

③9784299027641 

④9784492534687 

成績評価の方法・基準 授業への積極的な参加度・取組み 10 
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授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

授業内容がとても幅広いものになっています。学ぶうちに「なんでこの授業を取ったんだっ

け？」と目的を見失ってしまうことがあるかもしれません。またビジネス（経営）に関わる人

や組織の心理・活動と言われても，まだ就職したことがない学生の方にはピンと来ないかもし

れません。 

そのため，授業で学んだことをまずは身近な組織・チーム（例えば，クラブ・同好会や所属ゼ

ミ，アルバイト先）に当てはめて考えてみることから始めてください。もしくは，自分はこう

いうときにモチベーションが上がるとか，自分はこの商品・ブランドが好きなのだがなぜだろ

うと考えることからでもいいと思います。 

将来の幸せで充実感のある社会人（もしくは大学院）生活を送るヒントを得るため，いっしょ

に経営心理学という名のジャングルの中を探検しましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【イントロダクション＆ガイダンス】 

授業の目的と方法，進め方・受け方，授業

計画，成績評価・筆記試験について説明し

ます。テキスト・参考書についても紹介し

ます。 

事前学修としてシラバスを事前に読み，授業の目的

等を理解しておくこと。 

事後学修として資料や自分のメモ・ノートを読んで

授業の講義の流れを確認しておくこと。 

2 時間 

第２回 対面 

【能力とパーソナリティ】 

私たちの能力と性格に関する基本的な概

念，仕事への適性（向き不向き）について

学びます。 

事前学修としてテキスト第 1章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 1 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

【ワーク・モチベーション】 

社会人として知っておいてほしい仕事へ

のモチベーションの代表的研究について

学びます。 

事前学修としてテキスト第 2章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 2 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

【組織コミュニケーション】 

組織内および組織間のコミュニケーショ

ンの役割（情報伝達・調整・意思決定）に

ついて学びます。 

事前学修としてテキスト第 3章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 3 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

【復習と小テスト①】 

第 2 回～第 4 回の内容を中心に復習し，小

テストを授業内で実施します。 

事前学修として第 2 回〜第 4 回で学んだことを復習

し，小テストに備えること。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第６回 対面 

【仕事の能率と安全】 

仕事の生産性や環境を改善するための方

法や事故を防ぎ安全に作業するために大

事なことを学びます。 

事前学修としてテキスト第 4章および第 12章を読ん

でおくこと。 

事後学修としてテキスト第 4章や第 12章を読み直し

たり，資料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知

識を復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

【ストレスとメンタルヘルス】 

仕事でのストレスとストレスマネジメン

ト（上手な付き合い方）について学びます。 

事前学修としてテキスト第 5章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 5 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

【社会人としての成長・キャリア発達】 

大学生の 4 年間よりずっと長い社会人に

なってからの成長・人生をどう歩むかにつ

事前学修としてテキスト第 6章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 6 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

4 時間 
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いて学びます。 習しておくこと。 

第９回 対面 

【復習と小テスト②】 

第 6 回～第 8 回の内容を中心に復習し，小

テストを授業内で実施します。 

事前学修として第 6 回〜第 8 回で学んだことを復習

し，小テストに備えること。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

【リーダーシップ・フォロワーシップ】 

管理者・リーダーの役割と行動，リーダー

のもとで働くフォロワーの役割と行動に

ついて学びます。 

事前学修としてテキスト第 7章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 7 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

【仕事での評価】 

組織での評価がどのように行われるのか，

代表的な仕組みを概観します。 

事前学修としてテキスト第 8章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 8 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

【復習と小テスト③】 

第 10回～第 11回の内容を中心に復習し，

小テストを授業内で実施します。 

事前学修として第 10 回〜第 11 回で学んだことを復

習し，小テストに備えること。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

【消費者行動（１）】 

消費者の心理と行動について，基本的な考

え方・フレームワークを学びます。 

事前学修としてテキスト第 9章（興味がある人は第 1

0 章も）を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 9 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

【消費者行動（２）】 

消費者がほしい商品などを探し，購買する

までの意思決定プロセスを中心に学びま

す。 

事前学修としてテキスト第 11 章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 11 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【総括】 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返り，あらためて重要なポイントは何か

について確認します。また定期試験につい

ても説明を行います。 

事前学修としてこれまでのテキスト・資料を事前に

読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト，資料やメモ・ノートを読ん

で授業で自分が興味あることは何か考えること。定

期試験に備えること。 

6 時間 
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科目名 経営倫理論 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 日本企業の不祥事事例を素材として、経営における倫理的問題に対応できる力を学修する 

授業の目的及び概要 

経営倫理の考え方を、企業の不祥事の類型（ケース）とあわせて学ぶことで、皆さんが社会に

出て、主体的にリスクをマネジメントしながら活躍できるための武器を身に付けることを目的

とします。 

現代企業は社会からの支持なくしては存続できません。経営倫理観に基づく経営理念を組織全

体に浸透させ、コーポレート・ガバナンス（企業統治）とコンプライアンス（法令順守）体制

を築き、多様なステークホルダー（利害関係者）の要請に応えるＣＳＲ（企業の社会的責任）

を実現しなければなりません。 

しかしながら、日本を代表する企業でも経営倫理に反する不祥事を起こし、企業の存続に関わ

るような事例が少なからず発生しています。 

そして、不祥事に関わった社員個人も責任を問われることになります。 

この授業では、経営倫理の基本概念を学び、日本企業の不祥事の具体例を通じて、倫理的な意

思決定とマネジメントの重要性、そこでの個人の役割を理解します。また、リスクマネジメン

トの観点から、企業がどのようにして不祥事を防ぐかについて考えます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 経営倫理の基本概念を理解し説明できる。 

2. 日本企業の不祥事事例を通じて、倫理的な問題を理解し説明できる。 

3. リスクマネジメントの基本概念と、その実践方法について理解し説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

授業資料（レジュメ）については授業ごとに提示しま

す。 

 

ISBN 0 

参考書 

① 企業不祥事の研究，井上泉，文眞堂，2015 年 

② 経営学入門キーコンセプト，井原久光編，ミネルヴ

ァ書房，2013 年 

ISBN 
①9784830948725 

②9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容 0 
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この科目の受講に 

あたって 

世の中には賞賛を受ける企業もあれば、連続的に不祥事を起こす企業もあります。何がこのよ

うな違いを⽣むのでしょうか。 

この授業では、様々なタイプの企業不祥事のケース分析を素材に、その要因の分析と、リスク

マネジメントの基本的な考え方を学びます。 

そして、皆さんが社会に出て、自らリスクマネジメントしながら活躍できるための武器を身に

付けることを目的とします。 

経営倫理を修得し，企業経営・事業に活かしたい方興味のある⽅の履修を歓迎します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション： 

科目の目的、授業の概要と計画、到達⽬標

と評価⽅法の説明経営倫理とは何か 

【予習】シラバスの授業内容をよく読んでおいてく

ださい。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

3.5時間 

第２回 対面 

【不祥事事例 1 – 贈収賄：リクルート事

件】 

贈賄・収賄とは事例概要、背景・原因と影

響本事例からの学び 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第３回 対面 
【経営倫理の基本概念】 

倫理と法の違い企業倫理の重要性 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第４回 対面 

【不祥事事例 2 – 品質不正：トヨタグル

ープの認証試験不正問題】 

品質不正とは事例概要、背景・原因と影響

本事例からの学び 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第５回 対面 

【リスクマネジメントの基本】 

リスクマネジメントの目的と基本的な考

え方リスクの種類 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第６回 対面 

【不祥事事例 3 – 粉飾決算：東芝の不適

切会計問題】 

粉飾決算とは事例概要、背景・原因と影響

本事例からの学び 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第７回 対面 

【不祥事事例 4 – 不正請求：ビッグモー

ターの不正請求】 

不正請求とは事例概要、背景・原因と影響

本事例からの学び 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第８回 対面 

【リスクマネジメントの実践】 

リスクマネジメントのプロセス企業のリ

スクマネジメント体制 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第９回 対面 

【不祥事事例 5 – 下請けいじめ、優越的

地位の乱用：日産自動車の下請法違反】 

下請法の目的、優越的地位の乱用とは事例

概要、背景・原因と影響本事例からの学び 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【不祥事事例 6 – 情報漏洩：NTT 西日本

の顧客情報不正流出】 

情報漏洩とは事例概要、背景・原因と影響

本事例からの学び 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【コンプライアンスと企業文化】 

コンプライアンスの重要性企業文化と倫

理 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
【不祥事事例 7 - ハラスメント：三菱電

機のハラスメント問題】 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 
4 時間 
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ハラスメントとは？ ハラスメントの類型

事例概要、背景・原因と影響本事例からの

学び 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

第１３回 対面 

【不祥事事例 8 – インサイダー取引】 

インサイダー取引ハラスメントとは？イ

ンサイダー取引の代表的な事例：事例概

要、背景・原因と影響事例からの学び 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

【AI と倫理】 

AIの活用と規制に関する世界の動向 AIと

安全、倫理 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【振り返り、まとめ（オンデマンド）】 

各事例を通じて学ぶべきこと経営倫理と

リスクマネジメントの考え方と実践 

【予習】今までの総復習をします。あらかじめわから

ないところを洗い出してから、視聴してください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4.5時間 
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科目名 リスクマネジメント論 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ リスクマネジメント・企業危機について学びます。 

授業の目的及び概要 

企業が事業活動をする中で、不測の事態による損害を被ることがあります。自然災害、急な需

給の変動、地政学的なリアスク、人為的なミスによる事故、近年ではサイバーリスクなども、

経営者が頭を悩ませる重要な課題です。このようなリスクを未然に防ぐ、または、損害を最小

限に止めるにはどうすればよいかについて学ぶのが、リスクマネジメント論です。さらに、何

かしらのリスクを取らねば、企業は利益を得ることができません。企業が戦略的に取るべきリ

スクとはどのようなリスクなのでしょうか。このように、経営管理・経営戦略の側面から、リ

スクについて考えることが本科目の目的です。 

この講義では、企業が直面するリスクの種類、リスクマネジメントの方法について、時代の応

じた変遷を学んだ後、現代のリスクマネジメントの指針について学び、実例を通じてリスクマ

ネジメントの考え方を学びます。 

履修条件・留意点 

特段の履修条件はありませんが、経営学基礎、経営管理論 I、経営管理論 II、生産管理論 I、生

産管理論 II、経営戦略論 I、経営戦略論 II などで学んだ用語が頻出します。これらを履修して

いない人は、特に予習・復習に力を入れてください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①企業はどのようなリスクがあるのかについて理解し、それらの違いについて説明できる。 

②リスクマネジメントの方針や手順、対応方法について理解し、それらの違いについて説明で

きる。 

③リスクに対処する際に、管理者はどのように振る舞うべきかについて、論拠に基づいて考察

し述べることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
中間テストやコメントシートについて、講義中にフィードバックをします。 

また、teams やメールでの質問も受け付けます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

なし。 

講義資料を中心に講義を行います。 

 

ISBN 0 

参考書 

①リスクマネジメントの本質，亀井 利明(原著)・上田 

和勇(編著)，同文舘出版，2017 年 

②これだけは知っておきたいリスクマネジメントと危

機管理ガイドブック，東京海上ディーアール株式会社，

同文舘出版，2022 年 

③ISO 31000:2018(JIS Q 31000:2019)リスクマネジメ

ント 解説と適用ガイド (Management System ISO 

SERIES)，野口 和彦（編著），日本規格協会，2019 年 

ISBN 

①9784495390020 

②9784495390662 

③9784542402812 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 
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【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

◯この講義について 

この講義は、経営管理論、生産管理論、経営戦略論といった専門共通科目で学んだ用語が頻出

します。自信がない科目については、復習をしながら講義を受講することで、スムーズに学修

が進みます。また、講義資料は様々な文献をまとめたものを使用します。説明を聞いて、わか

らない箇所や詳しく知りたい箇所は、質問してください。 

◯成績評価について 

「授業期間中の小テスト・レポート」「中間試験」「定期試験」によって評価をします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

・講義の概要 

・スケジュールと成績評価 

【リスクマネジメントと危機管理】 

リスクマネジメントと危機管理は何か 

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認

し、質問事項を考えておくこと。リスクとは何か、リ

スクマネジメントとは何かについて考えておくこ

と。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

【リスクの意義と形態】 

リスク概念の多様性、危険・危機・危害、

リスクの決定要因、リスクの実用的分類に

ついて理解を深めます。 

【事前学習】危機とリスクなどの意味の違いは何な

のか、考えてみましょう。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

【リスク処理手段】 

リスク・トリートメントの多様性、リスク・

コントロール、リスク処理計画について学

修します。 

【事前学習】第 3 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

【リスクマネジメントの形態】 

「リスク」と「マネジメント」の結合につ

いて学び、企業経営における様々なリスク

マネジメントについて理解を深めます。 

【事前学習】第 4 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

【リスクマネジメントの展開】 

リスクマネジメントの実行時期とその特

徴、および起業危機管理の展開について学

びます。 

【事前学習】第 5 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

【企業倒産と経営者リスク】 

企業倒産の原因、経営者リスクと企業家精

神について学修します。 

【事前学習】第 6 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

【戦略リスク・マネジメント】 

戦略リスク・マネジメントの意義、リスク

戦略、危機管理理念について学修します。 

【事前学習】第 7 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 【中間試験】 
【事前学習】第 1 回～第 7回の内容を確認し、復習す

ること。 
4 時間 

第９回 対面 

【心の危機管理とリスク・コーディネイシ

ョン】 

人が抱えるストレスや心の危機に対する

管理について理解を深めます。 

【経営者の心の危機とその救済】 

経営者の危機管理について理解を深めま

す。 

【事前学習】第 9 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 【リスクマネジメントの方法】 【事前学習】ISO31000 に関する参考資料に目を通し 4 時間 
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国際標準規格 ISO31000 に沿った現在のリ

スクマネジメントの方針、手順について学

修します。 

ておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

第１１回 対面 

【現代企業におけるリスクマネジメント

の役割①】 

現代企業の環境変化への不適応、リスクマ

ネジメントの組織体制、およびこれらに関

連する事例を学びます。 

【事前学習】第 11 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

【現代企業におけるリスクマネジメント

の役割②】 

現代企業の環境変化への不適応、リスクマ

ネジメントの組織体制、およびこれらに関

連する事例を学びます。 

【事前学習】第 12 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

【現代企業におけるリスクマネジメント

の役割③】 

現代企業の環境変化への不適応、リスクマ

ネジメントの組織体制、およびこれらに関

連する事例を学びます。 

【事前学習】第 13 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

【ソーシャル・リスクマネジメントの展

開】 

ソーシャル・リスクマネジメントの概要、

日本型リスク社会について学修します。 

【事前学習】第 14 回の授業内容に関する事前配布資

料および参考資料に目を通しておくこと。 

【事後学修】授業で得た知識をノート等にまとめ、復

習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括【オンデマンド】 

第 1 回～第 14 回までの復習 

※定期試験に向けてのポイントを確認し

ます。 

【事前学修】 

第 1 回～第 14 回までの授業資料を復習しておくこ

と。 

【事後学修】 

テキストおよび授業資料を復習しておくこと。 

4 時間 
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科目名 リーダーシップ論 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 企業組織で求められるリーダーシップの基本概念を理解・修得する。 

授業の目的及び概要 

この授業は、現在の経営環境を踏まえた上で、主に企業組織において求められるリーダーシッ

プとは何か、さらに今後の社会経済情勢の変化を見通した環境下に置いて、その時代において

必要とされるリーダーシップとは何かについて、理論からのアプローチを含めて考察していく。

その際、経営者として求められるリーダーシップの他にビジネスパーソンとして活躍していく

ために必要であるリーダーシップのあり方についても注目していく。 

履修条件・留意点 本科目履修にあたっては、経営組織論Ⅰを履修済であることが望ましい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）経営学におけるリーダーシップ論の基本概念の系譜と関係を理解できている。 

（２）企業組織のリーダー、管理者に求められる行動や基本的な考え方を理解できている。 

（３）自身のリーダーシップ開発を今後進めていくための方法論を修得できている。 

（４）ゼミ、クラブ、アルバイト先、就職活動（インターンシップ含む）等に向けて、自分なり

のリーダーシップの発揮に係る知識を記述できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
ケース・スタディにおいて、問題の所在や解法を示し、理解の定着を図ります。 

秀逸な答案は、適宜、授業で紹介します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 
①リーダーシップ徹底講座：すぐれた管理者を目指す

人のために，小野善生，中央経済社，2018 年 
ISBN 0 

参考書 

①最強の「リーダーシップ理論」集中講義，小野善生，

日本実業出版社，2013 年 

その他、配付するレジュメ。 

ISBN ①9784534050342 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・古典的理論、最新理論と共に経営者の事例も織り混ぜながら、リーダーシップについての実

践的内容を提供します。 

・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本のリーダーに関する情報を

把握し、検討しておいてください。 

・ケーススタディをしつつ、リーダーシップの理論を実践に結びつけながら深く理解すること

を目指します。 

・理論と実践とをバランスよく身に付けてもらいます。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス：授業の進め方、評価方法、受

講者の心得などの説明を行う。 

ガイダンスの後、導入部として、リーダー

シップと似た概念であるマネジメントを

講義し、それらの異同について考察しま

す。 

ケーススタディあり。 

(事前学修) 

この科目のシラバスを読み込むとともに、テキスト

序章・第 1 章を事前に読み疑問点を整理しておいて

ください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第２回 対面 

リーダーとは何者か。マネジャーとの異

同。 

ケーススタディあり。 

(事前学修) 

テキスト第２－３章を事前に読み疑問点を整理して

おいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第３回 対面 

リーダーシップに関する理論①：資質アプ

ロ―チ、行動アプローチ。 

ケーススタディあり。 

(事前学修) 

テキスト第４章 pp.65-74を事前に読み疑問点を整理

しておいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第４回 対面 

リーダーシップに関する理論②：コンティ

ンジェンシー理論、経路－目標理論、カリ

スマ的リーダーシップ。 

ケーススタディあり。 

(事前学修) 

テキスト第４章 pp.74-87を事前に読み疑問点を整理

しておいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第５回 対面 

リーダーシップに関する理論③：変革型リ

ーダーシップ、サーバント・リーダーシッ

プ。 

ケーススタディあり。 

(事前学修) 

テキスト第４章 pp.87-92および配付資料を事前に読

み疑問点を整理しておいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第６回 対面 

リーダーシップに関する理論④：フォロワ

ーシップ。 

ケーススタディあり。 

(事前学修) 

テキスト第５章を事前に読み疑問点を整理しておい

てください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第７回 対面 

リーダーシップに関する理論⑤：フォロワ

ーシップ（続）およびリーダーに求められ

る行動とは。 

ケーススタディあり。 

(事前学修) 

テキスト第６・７章を事前に読み疑問点を整理して

おいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第８回 対面 
これまで学修したリーダーシップ理論の

整理。ケーススタディあり。 

（事後学習）配付資料、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

2 時間 
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第９回 対面 

主要なリーダーシップ理論の再確認（リー

ダーシップに関する理論的背景としての

M.ウェーバー）、およびその応用としての

ケーススタディ。 

（事後学習）配付資料、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

主要なリーダーシップ理論（ミンツバーグ

のいうマネジャーの役割、リーダーの役

割）の再確認、およびその応用としてのケ

ーススタディ。 

（事後学習）配付資料、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

主要なリーダーシップ理論（コッターのい

うリーダーシップの基本）の再確認、およ

びその応用としてのケーススタディ。 

（事後学習）配付資料、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

主要なリーダーシップ理論（三隅二不二の

PM 理論）の再確認、およびその応用として

のケーススタディ。 

（事後学習）配付資料、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

4 時間 

第１３回 対面 

主要なリーダーシップ理論（ベニスのいう

変革型リーダーシップ）の再確認、および

その応用としてのケーススタディ。 

（事後学習）配付資料、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

主要なリーダーシップ理論（グリーンリー

フのいうサーバント・リーダーシップ）の

再確認、およびその応用としてのケースス

タディ。 

（事後学習）配付資料、ノートを読み返し、重要な内

容について自分なりの発見を加えながら復習して下

さい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体の総括：これまでの学修内容の再確

認。 

これまでに学修してきた内容の再確認の

ため、理論・ケーススタディ含め、総復習

します。 

(事前学修) 

これまで配付した資料（レジュメ）を事前に読み、疑

問点を整理しておいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

6 時間 
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科目名 リーダーシップ論 開講年度 2025 

担当者 吉田 明 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 

リーダーシップの基本的な理論から実践的なスキルまでを体系的に学びます。個人と組織の成

功を導くためのリーダーシップの役割を理解し、企業組織で求められるリーダーシップの基本

概念を理解・習得します。 

授業の目的及び概要 

この授業は、現在の経営環境を踏まえた上で、主に企業組織において求められるリーダーシッ

プとは何か、さらに今後の社会経済情勢の変化を見通した環境下に置いて、その時代において

必要とされるリーダーシップとは何かについて、理論からのアプローチを含めて考察していく。

その際、経営者として求められるリーダーシップの他にビジネスパーソンやスポーツコーチと

して活躍していくために必要であるリーダーシップのあり方についても注目していく。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①リーダーシップに関する主要な理論と概念を理解する。 

②自己のリーダーシップスタイルを評価し、改善する方法を学ぶ。 

③実際のケースを通じてリーダーシップスキルを適用する力を養う。 

④チームや組織でのリーダーシップの課題に対処する能力を身につける。 

受講後、受講者はリーダーシップ理論の理解と実践力を深め、実際の状況に適用できるスキル

と自信を持つリーダーとして成長することを目指します。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
ケース・スタディにおいて、問題の所在や解法を示し、理解の定着を図ります。 

秀逸な答案は、適宜、授業で紹介します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大学卒業後、大手鉄鋼メーカーで業務を行いつつ、同社ラグビー部にて

日本代表選手に選ばれるなどの活躍をしてきた。また、私立大学の学生課にてスポーツ推進を

行うとともに、ラグビー部の指導及びマネジメントを行うなどの実務経験を有している。本科

目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
指定のテキストはありません。必要な資料を適宜配布

します。 
ISBN 0 

参考書 

①最強の「リーダーシップ理論」集中講義，小野善生，

日本実業出版社，2013 年 

その他、配付するレジュメ。 

ISBN ①9784534050342 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・古典的理論、最新理論と共に経営者の事例も織り混ぜながら、リーダーシップについての実

践的内容を提供します。 

・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本のリーダーに関する情報を
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把握し、検討しておいてください。 

・ケーススタディをしつつ、リーダーシップの理論を実践に結びつけながら深く理解すること

を目指します。 

・理論と実践とをバランスよく身に付けてもらいます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス：授業の進め方、評価方法、受

講者の心得などの説明を行う。 

ガイダンスの後、導入部として、リーダー

シップと似た概念であるマネジメントを

講義し、それらの異同について考察しま

す。 

(事前学修) 

この科目のシラバスを読み込むとともに、テキスト

序章・第 1 章を事前に読み疑問点を整理しておいて

ください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第２回 対面 
リーダーとは何者か！ 

（マネジャーとの異同） 

(事前学修) 

リーダーシップの定義とその重要性を理解する （２

時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第３回 対面 
リーダーシップ理論とは！ 

（資質アプローチ、行動アプロ―チ） 

(事前学修) 

リーダーシップ関連論文、教材、ケーススタディ資料

を整理し理解しておいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第４回 対面 
リーダーシップに関する理論 

（コンティンジェンシー理論と SL 理論） 

(事前学修) 

コンティンジェンシー理論と SL理論を整理し理解し

ておいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第５回 対面 
リーダーシップとマネジメントの違い 

（優れたリーダーと優れたマネージャー） 

(事前学修) 

「優れたリーダー」と「優れたマネージャー」を整理

し理解しておいてください（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

加えながら復習して下さい（2時間）。 

4 時間 

第６回 対面 
フォロワーシップとは！ 

（リーダーシップとの相互関係） 

(事前学修) 

すべての状況に適用できる「フォローワーシップス

タイル」を整理し理解しておいてください（２時間）。 

(事後学修) 

次回授業初めに、２回目から６回目までの授業内容

の理解度を確認するための「小テスト」（中間テスト）

を実施するので復習しておくこと（2時間）。 

4 時間 

第７回 対面 

中間試験 

これまで学修したリーダーシップ理論の

整理 

(事前学修) 

中間試験範囲の配布資料を読み返し理解を深めてお

くこと（２時間）。 

(事後学修) 

配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノート

を読み返し、重要な内容について自分なりの発見を

4 時間 
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加えながら復習して下さい（2時間）。 

第８回 
オンデ

マンド 
中間試験の振り返り 

(事前学修) 

中間試験で理解の浅かったテーマに関して読み返

し、理解を深めておくこと（２時間）。 

(事後学習） 

配付資料、ノートを読み返し、重要な内容について自

分なりの発見を加えながら復習して下さい(２時

間)。 

2 時間 

第９回 対面 

現代のリーダーシップモデル 

（柔軟性と変革を促進するリーダーシッ

プ） 

(事前学修) 

「現代のリーダーシップとは何か」について、整理し

理解を深めておくこと(2 時間）。 

(事後学習） 

配付資料、ノートを読み返し、重要な内容について自

分なりの発見を加えながら復習して下さい(2 時間)。 

4 時間 

第１０回 対面 
ビジョンの共有とリーダーシップ 

（勝者のシステム） 

(事前学修) 

「ビジョン、ミッション」について、整理し理解を深

めておくこと(2 時間）。 

(事後学習） 

配付資料、ノートを読み返し、重要な内容について自

分なりの発見を加えながら復習して下さい(2 時間)。 

4 時間 

第１１回 対面 

チームリーダーの条件とは！ 

（チームワークを高めるためのリーダー

シップ） 

(事前学修) 

「チームワークを高める」について、整理し理解を深

めておくこと(2 時間）。 

(事後学習） 

配付資料、ノートを読み返し、重要な内容について自

分なりの発見を加えながら復習して下さい(2 時間)。 

4 時間 

第１２回 対面 

リーダーのコミュニケーション 

（コミュニケーションのプロセス、構成要

素、効果） 

(事前学修) 

「コミュニケーションのプロセス、構成要素、効果」

について、整理し理解を深めておくこと(2 時間）。 

(事後学習） 

配付資料、ノートを読み返し、重要な内容について自

分なりの発見を加えながら復習して下さい(2 時間)。 

4 時間 

第１３回 対面 
異文化リーダーシップ 

（モチベーションとチームの動機付け） 

(事前学修) 

「モチベーション、動機付け」について、整理し理解

を深めておくこと(2時間）。 

(事後学習） 

配付資料、ノートを読み返し、重要な内容について自

分なりの発見を加えながら復習して下さい(2 時間)。 

4 時間 

第１４回 対面 
リーダーのスタイル 

（現代組織におけるリーダーの役割） 

(事前学修) 

「リーダーのスタイル」を整理し理解しておいてく

ださい（２時間）。 

(事後学修) 

次回授業に、7 回目から 14 回目までの授業内容の理

解度を確認するための「確認テスト」（期末テスト）

を実施するので復習しておくこと（2時間）。 

4 時間 

第１５回 対面 
授業の総括・まとめ 

学期末確認テスト（小テスト） 

学期末確認テスト（小テスト）で理解の浅かったテー

マに関して読み返し、理解を深めておくこと。 
4 時間 
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科目名 ベンチャービジネス論 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ ベンチャービジネスの成長段階に応じた戦略と成長に必要な機能について学ぶ 

授業の目的及び概要 

起業家だけでなく組織に所属して働く人も、変化が激しい時代に、ベンチャービジネスのマイ

ンドや知識が求められます。 

この授業では、ベンチャービジネスの基本概念から始まり、ビジネスアイデアの創出、ビジネ

スプランの作成、資金調達、プロダクト開発、マーケティング、経営管理、グローバル展開、

社会的責任など、ベンチャービジネスに関する幅広いトピックをカバーします。 

各回の講義では、理論的な知識とともに、メルカリ、Preferred Networks など日本を代表する

ベンチャー企業の具体的な事例を紹介し、学生の皆さんが実践的な視点から学べるようにしま

す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. ビジネスアイデアの発見とその評価方法の基礎を理解し説明できる。 

2. ビジネスプランの作成方法の基礎を理解し説明できる。 

3. ベンチャー企業・ビジネスにおけるチーム作り、資金調達など成長に必要な機能についての

基礎を理解し説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

・ベンチャーマネジメント：事業創造入門，長谷川博

和，日本経済新聞出版社，2010 年 

 ※ 毎回の授業のテキストの該当章（抜粋）のコピ

ーを、その前週の授業にて配布します。 

・授業資料（レジュメ）を授業ごとに提示します。 

 

ISBN 9784532133917 

参考書 

① 中小企業・スタートアップを読み解く，加藤厚海

ら，有斐閣，2023 年 

② ベンチャー経営論，長谷川博和，東洋経済新報社，

2018 年 

ISBN 
①9784641151048 

 ②9784492502969 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容 0 
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この科目の受講に 

あたって 

企業が「変化に適応」して生き残っていくために、経営戦略を継続的にアップデートしていく

ことの重要性が高まっています。 

大手企業は、既存の組織での変革には限界があることから、社内ベンチャー制度を創設したり、

オープンイノベーション（特徴ある戦略・技術を持つベンチャー企業とのパートナーシップ）

を推進しています。 

起業を志す学生はもちろん、企業への就職を目指す方とっても、ベンチャービジネスの知識は

力になります。 

ベンチャービジネスについて学び、自らのキャリアに活かしたい⽅の履修を歓迎します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

科目の目的、授業の概要と計画、到達⽬標

と評価⽅法の説明ベンチャー企業の意義

［テキスト第１章］ 

シラバスの授業内容を良く読んでおいてください。 

テキストの該当箇所を読み、復習する。 
2 時間 

第２回 対面 

【ベンチャー企業の事業構想段階-1】 

［テキスト第 2章］ 

ベンチャー企業の成長段階創業前の課題

とその解決策新しいアイデアを調達する

方法シーズ志向とニーズ志向のバランス 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第３回 対面 

【ベンチャー企業の事業構想段階-2】 

［テキスト第 2章］ 

アイデアの評価方法ビジネスプランの作

成方法大組織の事業構想の進め方の事例

ベンチャー企業の創業タイミングの事例 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第４回 対面 

【スタートアップ段階】 ［テキスト第 3

章］ 

設立後の課題と解決策スタートアップ段

階で軌道に乗せるための戦略ベンチャー

企業のブランド戦略キャッシュフローの

予測と Jカーブの想定 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第５回 対面 

【成長段階】 ［テキスト第 4 章］ 

成長段階の課題と解決策ベンチャー企業

の成長段階と３つの死の谷ベンチャー企

業の存続率ベンチャー企業と社内ベンチ

ャーでの存続率の違い 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第６回 対面 

【最適な起業家や経営チームの組成：成長

に必要な機能-1】  ［テキスト第 5 章］ 

成功する起業家企業家のバックグラウン

ド会社理念の重要性最適な経営チームの

組成社長の交代が企業成長に与える影響 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第７回 対面 

【優秀な人材の確保、教育育成：成長に必

要な機能-2】  ［テキスト第 6章］ 

持続的成長のために必要な人材戦略人事

マネジメントと報酬制度の整合性教育育

成の仕組み 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第８回 対面 

【知的財産の確保：成長に必要な機能-3】

  ［テキスト第 7章］知的財産の定義と

出願大学発ベンチャー企業の現状 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第９回 対面 

【資金調達：成長に必要な機能-4】 ［テ

キスト第８章］ 

ベンチャー企業の資金ニーズ資本政策 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第１０回 対面 

【ベンチャーキャピタルの活用戦略：成長

に必要な機能-5】 ［テキスト第９章］ 

ベンチャーキャピタルの概要投資パフォ

ーマンスの向上日本のベンチャーキャピ

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 
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タルの支援機能ベンチャーキャピタルと

の付き合い方 

第１１回 対面 

【アントレプレナーシップ・フォーメーシ

ョン：成長に必要な機能-6】  ［テキス

ト第 10 章］ 

出資者との協創関係債権者との協創関係

経営陣・従業員との協創関係大企業との協

創関係専門家との協創関係メンター・エン

ジェルの貢献の事例 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第１２回 対面 

【企業価値の算定・評価：成長に必要な機

能-7】  ［テキスト第 11 章］ 

企業価値評価企業評価の事例 

テキストの該当箇所を読み、予習・復習する。 4 時間 

第１３回 対面 

【株式公開、M&A をいかに成し遂げるの

か？】 

株式公開市場と M&A市場株式公開と M&Aの

メリット・デメリット 

授業での説明や授業配布資料を基に復習してくださ

い。 
4 時間 

第１４回 対面 

【ベンチャー企業の失敗と教訓】 

失敗事例の分析失敗から学ぶ教訓事例: 

過去の失敗事例とその教訓 

授業での説明や授業配布資料を基に復習してくださ

い。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【振り返り、まとめ（オンデマンド）】 

ビジネスアイデアの発見から成長企業・事

業へと至る道のりベンチャービジネス論

を社会に出て活かすために 

総復習をし、定期試験に備えること。 4.5時間 
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科目名 ＣＳＲ経営論 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ CSR（企業の社会的責任）を理解し，成長戦略に活かす 

授業の目的及び概要 

この授業では、企業の社会的責任（CSR）を「守り」だけではなく「成長戦略の武器」として位

置付け、企業価値の向上や競争力強化にどのように活かすかを学びます。 

具体的なケーススタディを通じて、CSR の実践方法とその効果を理解し，成長戦略の立案に繋

げます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. CSR の基本概念を理解し説明できる。 

2. 日本企業の CSR 経営の実践事例について理解し説明できる。 

3. CSR を企業の成長戦略にどのように活かせるのか、理解し説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
授業資料（レジュメ）については授業ごとに提示しま

す。 
ISBN 0 

参考書 
CSR 入門「企業の社会的責任」とは何か，岡本享二，日

本経済新聞出版，2004 年 
ISBN 9784532110406 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

CSR（企業の社会的責任）経営は、倫理的なビジネス判断やリスク管理など「守り」に加えて、

ブランド価値の向上、社会貢献など企業の持続可能な経営を実現する「攻め」にもつながりま

す。 

そして、CSR の基礎と実践を学ぶことは、皆さんが社会に出て、顧客や社会に貢献しながら、新

たな企画を立て実行するための武器になります。 

企業の社会的貢献を理解し実践したい方の履修を歓迎します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
【オリエンテーション、CSR の基本概念と

歴史】 

【予習】シラバスの授業内容をよく読んでおいてく

ださい。 
3.5時間 
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科目の目的、授業の概要と計画、到達⽬標

と評価⽅法の説明 CSRの定義：サステナビ

リティ、ESG との関係 CSR の歴史的背景と

進化企業価値向上における CSR の役割 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

第２回 対面 

【スターバックスの CSR 経営（ケーススタ

ディ-１）】 

サステナビリティ戦略環境保護と地域社

会への貢献サプライチェーンの透明性と

倫理的調達 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第３回 対面 

【CSR とブランド価値】 

ブランド価値とは？CSR活動がブランド価

値に与える影響消費者の信頼と企業の競

争優位性 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第４回 対面 

【ユニクロ、ニトリの CSR経営（ケースス

タディ-2）】 

労働環境の改善と人権の尊重環境保護へ

の取り組み 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第５回 対面 

【CSR とイノベーション】 

CSRがイノベーションを促進する方法持続

可能なビジネスモデルの構築 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第６回 対面 

【ソフトバンク、グーグルの CSR経営（ケ

ーススタディ-3）】 

テクノロジーと情報化社会の推進災害対

策と復興支援デジタルデバイドの解消と

教育支援 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第７回 対面 

【CSR の評価、ステークホルダー・エンゲ

ージメント】 

CSR活動の評価方法と指標 CSR報告書の作

成と公開ステークホルダーとの対話と協

働 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第８回 対面 

【マクドナルドの CSR経営（ケーススタデ

ィ-4）】 

食の安全・安心、持続可能な食材の調達、

衛生管理環境保全、廃棄物対策、 エネル

ギー対策（気候変動対策）多様な人材の活

用と働き方の推進、 キャリア開発の推進 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第９回 対面 

【花王、サントリーの CSR経営（ケースス

タディ-5）】 

カーボンゼロへの取り組みサプライチェ

ーンにおける人権保護 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【CSR と企業文化、労働環境】 

CSRが企業文化に与える影響社員のモチベ

ーションとエンゲージメントダイバーシ

ティとインクルージョン 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【任天堂、ソニーの CSR 経営（ケーススタ

ディ-6）】 

顧客満足と品質管理次世代育成と地域社

会への貢献 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

【CSR と地域社会】 

地域社会への貢献活動地域コミュニティ

との連携 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

【トヨタの環境戦略と CSR 経営（ケースス

タディ-7）】 

ハイブリッド車と電気自動車の開発環境

負荷の低減と持続可能な成長 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 
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第１４回 対面 

【CSR のトレンドと未来：企業が持続可能

な成長を遂げるために】 

サーキュラーエコノミーへの移行多様性

と包括性の推進透明性と説明責任の強化E

SG 投資の拡大地域社会との共生 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【振り返りとまとめ（オンデマンド）】 

学んだことの総復習 CSR を成長戦略とし

て位置付ける意義 

【予習】今までの総復習をします。あらかじめわから

ないところを洗い出してから、視聴してください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4.5時間 
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科目名 経営特別講義 A 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
ビジネス現場で必要となる常識（ビジネスリテラシー）の基礎を修得し、「秘書検定３級」合格

に向けた知識・技能を身につけます。 

授業の目的及び概要 

本科目は、ビジネス現場で必要となる常識（ビジネスリテラシー）を修得することが目的です。

具体的には、ビジネス現場で必要とされる資質（心構え、身だしなみ等）、仕事の進め方、一般

知識（企業の基礎知識、社会常識）、マナー（職場での話し方等）、技能（会議、文書の作成、ス

ケジュール管理等）を学修し、「秘書検定」３級程度の知識・技能を修得することを目指します。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①ビジネス現場で必要とされる資質、一般知識を理解し、説明できる。 

②ビジネス現場で必要とされるマナー、技能を理解し、実践できる。 

③「秘書検定３級」程度の知識・技能を修得できる。 

資格・検定試験への対応 秘書検定 3 級：12 月の試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 中間試験は返却し、解説と講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

①秘書検定３級 集中講義 改訂新版, 公益財団法人 

実務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 

②秘書検定３級 実問題集 2024 年度版, 公益財団法

人 実務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

本科目は、ビジネス現場で活躍を目指すうえで必要となる常識（ビジネスリテラシー）の基礎

を学びます。また、ビジネスリテラシーの基礎を身につけた証として「秘書検定」３級の合格

を目指します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンスを行った後、必要とされる資質

について学びます。 

【事前学修】シラバス、テキスト①プロローグ「受験

ガイド」、第 1章「必要とされる資質」を事前に読ん

でおく。 

4 時間 
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【事後学修】シラバス、テキスト①を読み直すととも

に、テキスト②の該当箇所について解くこと。 

第２回 対面 職務知識／一般知識について学びます。 

【事前学修】テキスト①第 2 章「職務知識」／第 3回

「一般知識」を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト①を読み直すとともに、テキス

ト②の該当箇所について解くこと。 

4 時間 

第３回 対面 マナー・接遇について学びます。 

【事前学修】テキスト①第 4 章「マナー・接遇」（～

pp.151）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト①を読み直すとともに、テキス

ト②の該当箇所について解くこと。 

4 時間 

第４回 対面 マナー・接遇／技能について学びます。 

【事前学修】テキスト①第 4 章「マナー・接遇」（pp.

152～）／第 5章「技能」（～pp.201）を事前に読んで

おくこと。 

【事後学修】テキスト①を読み直すとともに、テキス

ト②の該当箇所について解くこと。 

4 時間 

第５回 対面 技能について学びます。 

【事前学修】テキスト①第 5章「技能」（pp.202～）

を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト①を読み直すとともに、テキス

ト②の該当箇所について解くこと。 

4 時間 

第６回 対面 問題演習① 

【事前学修】理解が不十分な領域についてテキスト

を読み直しおくこと。 

【事後学修】再度演習問題に取り組み、LearningPor

talに提出すること。 

4 時間 

第７回 対面 問題演習② 

【事前学修】理解が不十分な領域についてテキスト

を読み直しおくこと。 

【事後学修】再度演習問題に取り組み、LearningPor

talに提出すること。 

4 時間 

第８回 対面 問題演習③ 

【事前学修】理解が不十分な領域についてテキスト

を読み直しおくこと。 

【事後学修】再度演習問題に取り組み、LearningPor

talに提出すること。 

4 時間 

第９回 対面 問題演習④ 

【事前学修】理解が不十分な領域についてテキスト

を読み直しおくこと。 

【事後学修】再度演習問題に取り組み、LearningPor

talに提出すること。 

4 時間 

第１０回 対面 中間試験 中間試験に向けて復習すること。 6 時間 

第１１回 対面 中間試験解説後、問題演習⑤ 

【事前学修】理解が不十分な領域についてテキスト

を読み直しおくこと。 

【事後学修】再度演習問題に取り組み、LearningPor

talに提出すること。 

      中間試験で間違えた箇所について、テ

キストを読み直し復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 問題演習⑥ 

【事前学修】理解が不十分な領域についてテキスト

を読み直しおくこと。 

【事後学修】再度演習問題に取り組み、LearningPor

talに提出すること。 

4 時間 

第１３回 対面 問題演習⑦ 

【事前学修】理解が不十分な領域についてテキスト

を読み直しおくこと。 

【事後学修】再度演習問題に取り組み、LearningPor

talに提出すること。 

4 時間 

第１４回 対面 問題演習⑧ 

【事前学修】理解が不十分な領域についてテキスト

を読み直しおくこと。 

【事後学修】再度演習問題に取り組み、LearningPor

talに提出すること。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 定期試験に向けて復習すること。 6 時間 
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科目名 経営特別講義 A 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
経営学分野の３つの細部領域 (経営戦略、経営管理、経営組織)の主要概念や理論についての理

解を深める。 

授業の目的及び概要 

本講義は、経営学の基礎・基本科目（経営学基礎、経営管理論、経営組織論、経営戦略論）の主

要内容を確認し、経営学全般の知識や理解の基盤を強化・補完・発展させることを目的とする。

また、大学院入試の過去問題を用いて、経営管理、経営組織、経営戦略の主要概念および理論

の理解を一層深めることに重点を置く。 

履修条件・留意点 本講義は、経営学部の編入生を受講対象としている。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

① 経営管理の主要概念および理論について、体系的に理解し、論理的に説明できる。 

② 経営組織の主要概念および理論について、体系的に理解し、論理的に説明できる。 

③ 経営戦略の主要概念および理論について、体系的に理解し、論理的に説明できる。 

④ 過去の大学院入試問題（経営管理、経営組織、経営戦略の領域）に対して、適切な解答を

作成できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。 

・質問に対しては、授業中に質疑応答の時間を設けて対応し、授業終了後はメールや Teams で

対応します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 経営学入門，藤田誠，中央経済社，2015 年 ISBN 9784502133916 

参考書 

①経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・

菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年 

②経営管理論，上野 恭裕・馬場 大治 編著，中央経済

社，2016 年 

③経営組織，安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹，

中央経済社，2019 年 

④経営戦略入門（第 2 版），井上善海・大杉奉代・森宗

一，中央経済社，2022 年 

ISBN 

①9784623064410 

②9784502190612 

③9784502326615 

④9784502421310 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 予習・復習を必ず行ってください。 
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あたって 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

経営戦略１：競争戦略と事業システム① 

  

キーコンセプト：ポーターの 3つの基本戦

略、ファイブ・フォース分析、経験効果、

規模の経済、参入障壁、先発者優位 

※事前にテキストを購入しておくこと。 

【事前学修】 

テキスト６章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第２回 対面 

経営戦略２：競争戦略と事業システム② 

キーコンセプト：業界、バリュー・チェー

ン、垂直統合、水平分業、M&A 

【事前学修】 

テキスト６章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第３回 対面 

経営戦略３：企業戦略① 

キーコンセプト：企業戦略、事業戦略、機

能戦略、成長ベクトル、プロダクト・ライ

フ・サイクル 

【事前学修】 

テキスト 5 章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第４回 対面 

経営戦略４：企業戦略② 

キーコンセプト：BCG マトリックス、SWOT

分析、事業機会、経営資源 

【事前学修】 

テキスト 5 章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第５回 対面 

経営戦略５：経営理念・目的と戦略 + 

経営戦略のまとめ 

キーコンセプト：経営理念、スタートアッ

プ 経営戦略のまとめ 

【事前学修】 

テキスト 4 章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第６回 対面 

経営組織１：組織構造 

キーコンセプト：部門化、組織は戦略に従

う、事業部制組織、機能別組織、限定合理

性 

【事前学修】 

テキスト 7 章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第７回 対面 

経営組織２：人的資源管理 

キーコンセプト：新卒一括採用、終身雇用、

ジョブ型、職能資格制度、ゼネラリスト・

スペシャリスト 

【事前学修】 

別途配布する資料を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第８回 対面 中間テスト 

【事前学修】 

第１回～第 7 回までの授業資料を予習しておいてく

ださい。 

【事後学修】 

中間テストの内容を復習してください。 

4 時間 

第９回 対面 

経営組織３：リーダーシップ 

キーコンセプト：リーダーとフォロアー、

資質論、行動論、PM 理論、コンティンジェ

ンシー・アプロ―チ 

【事前学修】 

テキスト 10章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

経営組織４：モチベーション 

キーコンセプト：マズローの欲求段階説、

動機づけ－衛生理論、期待理論、自己効力

感 

【事前学修】 

テキスト 11章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

経営管理１：企業と会社の制度的な特徴 

キーコンセプト：株式会社、所有と経営の

分離、企業の分類 

【事前学修】 

テキスト２章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

経営管理２：コーポレートガバナンスと企

業の社会的責任 

キーコンセプト：コーポレート・ガバナン

ス、ステークホルダー 

【事前学修】 

テキスト３章を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 
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第１３回 対面 

経営管理３：科学的管理法と人間関係論 

キーコンセプト：科学的管理法、人間関係

論 

【事前学修】 

別途配布する資料を読み、予習しておいてください。 

【事後学修】 

授業資料を復習してください。 

4 時間 

第１４回 対面 復習１：まとめ + 模擬テスト 第１回目～第１３回目までの復習 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
復習２：模擬テストの解説 

【事前学修】 

第１４回の授業資料を予習しておいてください。 

【事後学修】 

定期試験に向けてテキストや講義資料を学修してお

いてください。 

4 時間 
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科目名 流通システム論 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 流通に関する基本原理と現状の理解 

授業の目的及び概要 

生産と消費を架橋する流通は、経済活動において重要な役割を果たしています。経済活動にお

いて重要な役割を果たしている流通の機能や役割など流通の基本的枠組みを理解することが本

講義の目標です。具体的には、消費者（我々）にとって身近な存在である流通の機能、役割な

どの基本概念や百貨店、スーパー、コンビニエンスストアなどの各業態の歴史や現状などにつ

いて学習したうえで、流通担当者の活動について理解を深めていきます。なお、授業は、流通

をはじめて学ぶ学生を想定し、流通の基礎から解説していきます。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．流通の機能や役割を理解し、説明することができる 

2．各業態の歴史や現状を理解し、説明することができる 

3．流通業の現状や流通業者が抱える課題やその対応策について、自分の考えや意見をまとめる

ことができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメントを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
とくに指定しません。 

必要に応じて資料を配布します。 
ISBN 0 

参考書 
参考になる文献、論文、資料等は、授業中に適宜紹介

します。 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

我々にとって身近な存在である流通に興味、関心をもち、授業に主体的に参加することを期待

します。講義の形式を基本として行いますが、積極的に授業に参加すること（質疑応答など）

を希望します。授業中に教員から質問をしますので、積極的に自ら考え、答えるようにしてく

ださい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

ガイダンス 

 授業の目的と方法、授業計画、成績評価

等について説明します。流通とは何かにつ

いて説明します。 

事前学修：シラバスを読み、授業の目的、授業の全体

の流れ等を事前に把握しておいてください。 

事後学修：授業で配布した資料を読み、流通システム

論の概略、流通とは何かについて復習してください。 

4 時間 

第２回 対面 
流通の役割 

 流通の役割について学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第３回 対面 
卸売業 

 卸売業の機能と役割を中心に学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第４回 対面 
小売業① 

 小売業の機能と役割を中心に学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第５回 対面 
小売業② 

 小売業の業種と業態を中心に学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第６回 対面 

中間試験 1 

 これまでの学修内容について、中間試験

を実施します。 

事前学修：これまでの配布資料を読み、中間試験の準

備をしてください。 

事後学修：確認テストの振り返りをしてください。 

4 時間 

第７回 対面 
百貨店の歴史と現状 

 百貨店の歴史と現状を中心に学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第８回 対面 

コンビニエンスストアの歴史と現状① 

 コンビニエンスストアの歴史と現状を

中心に学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第９回 対面 

コンビニエンスストアの歴史と現状② 

 コンビニエンスストアの歴史について、

事例を交えて学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

スーパーマーケットの歴史と現状・POS シ

ステム 

 スーパーマーケットの歴史と現状・POS

システムを中心に学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

中間試験 2 

 これまでの学修内容について、中間試験

を実施します。 

事前学修：これまでの配布資料を読み、中間試験の準

備をしてください。 

事後学修：確認テストの振り返りをしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

各業態の動向 

 これまでの内容（各業態の現状）を踏ま

えたうえで、各業態の動向について学びま

す。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

事例研究① 

 SPA のビジネスモデルについて、事例を

交えて学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

事例研究② 

 プライベートブランドについて、事例を

交えて学びます。 

事前学修：配布資料を事前に読んでおいてください。 

事後学修：配布資料を読み重要な点や授業で得た知

識をまとめ、復習してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

 これまでのまとめを行います。 

事前学修：これまでに配布した授業資料を再度、確認

してください。 

事後学修：これまでの授業内容を復習してください。 

4 時間 
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科目名 マーケティング戦略論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 戦略の観点からマーケティング活動を企画する 

授業の目的及び概要 

本講義では、マーケティング戦略論Ⅰで修得した基礎知識を踏まえつつ、企業におけるマーケ

テイング戦略の事例分析を行うとともに、デモグラフィックやサイコグラフィックなど多面的

なセグメンテーションの軸の選定、標的市場の選別、ポジショニング戦略、そしてマーケテイ

ング・ミックス（製品・価格・流通・プロモーション）の最適化について考察する。さらに、企

業のマーケテイング戦略を調査・分析する高度なスキルを養い、市場（顧客）へのアプローチ

を的確に実行するためのマーケテイング戦略を構築できる力を身につけることを目指す。 

履修条件・留意点 

留意点 

この科目は、マーケティング戦略論Ⅰの上位科目です。マーケティング戦略論Ⅰ合格者の履修

を推奨します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. マーケティングの役割や機能等のメカニズムについて理解できる。 

2. 市場（顧客）に対してアプローチしていくための戦略を分析できる知識、ノウハウを理解で

きる。 

3. マーケティングの発想に基づき、マーケティング戦略を企画することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上幹，

有斐閣アルマ，2023 年 
ISBN 0 

参考書 

マーケティング戦略（第 6 版），和田充夫・恩藏直人・

三浦俊彦，有斐閣アルマ，2022 年 

・その他、参考になる文献、論文、資料等は、授業中

に適宜紹介します。 

ISBN 978-4641221833 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズ

ムについて戦略の観点から学んでいきます。積極的なグループワークへの参加を通じて、マー

ケティングの専⾨知識を実践で⽣かすことができるように一緒に学んでいきましょう。なお、

マーケティング基礎（概論）、マーケティング戦略論Ⅰの単位修得済みであると授業内容が理解
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しやすくなります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

事前学修：シラバスを事前に読み、授業の目的等を理

解しておくこと。 

事後学修：授業で配布した資料を読んで「マーケティ

ング戦略論Ⅱ」の概要等を確認しておくこと。 

2 時間 

第２回 対面 

マーケテイング戦略の役割と課題 

企業活動におけるマーケティング戦略の

果たす役割と、現代のダイナミックな市場

環境下で直面する主要な課題について理

解を深めます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

マーケテイング環境の分析 

マーケティング戦略を策定する上で不可

欠な「環境分析」について解説し、企業の

事例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

セグメンテーション 

セグメンテーションについて解説し、企業

の事例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

ターゲティングとポジショニング 

標的市場の選別並びに差別化を図るポジ

ショニング戦略について解説し、企業の事

例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

消費者行動分析 

潜在的な消費者ニーズをいかに発見し、マ

ーケテイング活動に活かすかを解説し、実

際の事例を用いて議論します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

製品戦略 

新製品開発プロセスや製品ライフサイク

ルについて解説し、企業の事例を調査しま

す。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

中間発表 

これまでの調査結果をまとめ、プレゼンテ

ーションを⾏います。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

価格戦略 

適切な市場参⼊のための価格戦略につい

て解説し、企業の事例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読み、発表準備をしてお

くこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

流通戦略 

戦略的な流通チャネルのデザインについ

て解説し、企業の事例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料の内容と授業で議論した内容を

まとめておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

プロモーション戦略 

効果的なプロモーション戦略の立案と実

行について解説し、企業の事例を調査しま

す。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料の内容と授業で議論した内容を

まとめておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

最終発表 1 

グループで最終のプレゼンテーションを

⾏います。受講⽣の皆さんの発表をもと

に、議論していきます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料の内容と授業で議論した内容を

まとめておくこと。 

6 時間 

第１３回 対面 

最終発表 2 

グループで最終のプレゼンテーションを

⾏います。受講⽣の皆さんの発表をもと

に、議論していきます。 

事前学修：授業で配布した資料を参考に、これまでに

議論した内容をまとめ、発表準備をしておくこと。 

事後学修：講義資料を読んで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

6 時間 

第１４回 対面 
最終発表 3 

グループで最終のプレゼンテーションを

事前学修：授業で配布した資料を参考に、これまでに

議論した内容をまとめ、発表準備をしておくこと。 
6 時間 
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⾏います。受講⽣の皆さんの発表をもと

に、議論していきます。 

事後学修：講義資料を読んで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括（OD） 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返るとともに、重要なポイントを確認し

ます。 

事前学修：これまでに配布した講義資料を事前に読

んでおくこと。 

事後学修：これまでの講義内容をまとめ、復習してお

くこと。 

4 時間 
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科目名 マーケティング戦略論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 戦略の観点からマーケティング活動を企画する 

授業の目的及び概要 

本講義では、マーケティング戦略論Ⅰで修得した基礎知識を踏まえつつ、企業におけるマーケ

テイング戦略の事例分析を行うとともに、デモグラフィックやサイコグラフィックなど多面的

なセグメンテーションの軸の選定、標的市場の選別、ポジショニング戦略、そしてマーケテイ

ング・ミックス（製品・価格・流通・プロモーション）の最適化について考察する。さらに、企

業のマーケテイング戦略を調査・分析する高度なスキルを養い、市場（顧客）へのアプローチ

を的確に実行するためのマーケテイング戦略を構築できる力を身につけることを目指す。 

履修条件・留意点 

留意点 

この科目は、マーケティング戦略論Ⅰの上位科目です。マーケティング戦略論Ⅰ合格者の履修

を推奨します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. マーケティングの役割や機能等のメカニズムについて理解できる。 

2. 市場（顧客）に対してアプローチしていくための戦略を分析できる知識、ノウハウを理解で

きる。 

3. マーケティングの発想に基づき、マーケティング戦略を企画することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上幹，

有斐閣アルマ，2023 年 
ISBN 0 

参考書 

マーケティング戦略（第 6 版），和田充夫・恩藏直人・

三浦俊彦，有斐閣アルマ，2022 年 

・その他、参考になる文献、論文、資料等は、授業中

に適宜紹介します。 

ISBN 978-4641221833 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズ

ムについて戦略の観点から学んでいきます。積極的なグループワークへの参加を通じて、マー

ケティングの専⾨知識を実践で⽣かすことができるように一緒に学んでいきましょう。なお、

マーケティング基礎（概論）、マーケティング戦略論Ⅰの単位修得済みであると授業内容が理解
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しやすくなります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

事前学修：シラバスを事前に読み、授業の目的等を理

解しておくこと。 

事後学修：授業で配布した資料を読んで「マーケティ

ング戦略論Ⅱ」の概要等を確認しておくこと。 

2 時間 

第２回 対面 

マーケテイング戦略の役割と課題 

企業活動におけるマーケティング戦略の

果たす役割と、現代のダイナミックな市場

環境下で直面する主要な課題について理

解を深めます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

マーケテイング環境の分析 

マーケティング戦略を策定する上で不可

欠な「環境分析」について解説し、企業の

事例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

セグメンテーション 

セグメンテーションについて解説し、企業

の事例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

ターゲティングとポジショニング 

標的市場の選別並びに差別化を図るポジ

ショニング戦略について解説し、企業の事

例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

消費者行動分析 

潜在的な消費者ニーズをいかに発見し、マ

ーケテイング活動に活かすかを解説し、実

際の事例を用いて議論します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

製品戦略 

新製品開発プロセスや製品ライフサイク

ルについて解説し、企業の事例を調査しま

す。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

中間発表 

これまでの調査結果をまとめ、プレゼンテ

ーションを⾏います。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

価格戦略 

適切な市場参⼊のための価格戦略につい

て解説し、企業の事例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読み、発表準備をしてお

くこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

流通戦略 

戦略的な流通チャネルのデザインについ

て解説し、企業の事例を調査します。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料の内容と授業で議論した内容を

まとめておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

プロモーション戦略 

効果的なプロモーション戦略の立案と実

行について解説し、企業の事例を調査しま

す。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料の内容と授業で議論した内容を

まとめておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

最終発表 1 

グループで最終のプレゼンテーションを

⾏います。受講⽣の皆さんの発表をもと

に、議論していきます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料の内容と授業で議論した内容を

まとめておくこと。 

6 時間 

第１３回 対面 

最終発表 2 

グループで最終のプレゼンテーションを

⾏います。受講⽣の皆さんの発表をもと

に、議論していきます。 

事前学修：授業で配布した資料を参考に、これまでに

議論した内容をまとめ、発表準備をしておくこと。 

事後学修：講義資料を読んで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

6 時間 

第１４回 対面 
最終発表 3 

グループで最終のプレゼンテーションを

事前学修：授業で配布した資料を参考に、これまでに

議論した内容をまとめ、発表準備をしておくこと。 
6 時間 
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⾏います。受講⽣の皆さんの発表をもと

に、議論していきます。 

事後学修：講義資料を読んで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括（OD） 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返るとともに、重要なポイントを確認し

ます。 

事前学修：これまでに配布した講義資料を事前に読

んでおくこと。 

事後学修：これまでの講義内容をまとめ、復習してお

くこと。 

4 時間 
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科目名 デジタルマーケティング 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ デジタル技術を活⽤したマーケティングを含む企業活動の基本を理解する。 

授業の目的及び概要 

インターネットやソーシャルメディア、モバイルアプリ、IoT 等、あらゆるデジタル技術の急速

な進化に伴い、企業を取り巻く経営環境は大きく変容を遂げている。そのような状況下で、企

業の多岐にわたる領域において DX を推進し得る高度なデジタル人材の需要が益々高まってい

る。本講義では、こうした社会的要請に応えるべく、デジタルマーケティングの基礎となる理

論や概念、戦略を体系的に学び、企業の事例分析を行いながら、実践に生かすことのできる知

識とスキルを身につけることを目指す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1.デジタル・マーケティングについて必要となる基礎的な知識を説明できる。 

2.学修した内容を他のケースや新しいビジネスモデルにあてはめて説明でき、そこに⾃⾝の考

察も加えることができる。 

3. 実際のマネジメントプロセスにおける課題に対して適切な手法を判断し活用できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを⾏い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
1 からのデジタルマーケティング，西川英彦・澁谷覚，

碩学舎，2019，ISBN9784502289910 2400 円 
ISBN 9784502289910 

参考書 
参考になる図書、論文、資料については案内いたしま

す。 
ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

昨今、技術面や社会面を含む経営環境が急速に変容するなか、ICT を活用したビジネスに関す

る基礎的知識を修得し、新たな価値を創出する能力を身につけることが一層求められています。

本講義では、多様なビジネス事例を通じて、これらの基本概念や実践的アプローチを共に学ん

でいきましょう。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の⽬的と⽅法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

事前学修：シラバスを事前に読み、授業の⽬的等を理

解しておくこと。 

事後学修：授業で配布した資料を読んで「デジタル・

マーケティング」の概要等を確認しておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

従来型マーケティングの戦略策定プロセ

ス 

従来型マーケティング戦略策定プロセス

の全体像をつかみ、その限界性について学

びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

デジタル社会のマーケティング 

アマゾン社を事例にデジタル社会のリー

チとリッチネスについて学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

デジタル社会の消費者⾏動 

食べログ社を事例にデジタル社会の消費

者⾏動について学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

デジタル社会のビジネスモデル 

メルカリ社を事例にプラットフォームと

ネットワーク効果ついて学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

デジタル・マーケティングにおける STP 戦

略策定 

無印良品社を事例に効果的な STP 戦略に

ついて学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

デジタル時代の製品戦略 

アップル社を事例にデジタル財と IoT に

ついて学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

中間発表 

ビジネス課題に対して分析・検証し、その

調査結果をまとめ、プレゼンテーションを

⾏います。 

事前学修：講義資料を事前に読み、中間発表に向けた

準備をしておくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

デジタル時代の価格戦略               

エアビーアンドビー社を事例にダイナミ

ック・プライシングと電⼦決済について学

びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

デジタル時代のチャネル戦略 

ユニクロ社を事例にダイレクトモデルと

オムニチャンネルについて学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

デジタル時代のプロモーション戦略 

Google 社を事例にインターネット広告と

デジタルトランスフォーメーション(DX)

について学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

デジタル時代のブランド戦略 

BEAMSを事例にデジタル時代のブランディ

ング戦略について学びます。 

事前学修：講義資料を事前に読んでおくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

最終発表 1 

「SDGs×デジタル・マーケティング」とい

う課題を中心に、グループで最終のプレゼ

ンテーションを⾏います。受講⽣の皆さん

の発表をもとに、議論していきます。 

事前学修：講義資料を事前に読み、最終発表に向けた

準備をしておくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

6 時間 

第１４回 対面 

最終発表 2 

「データプライバシー・AI 倫理」という課

題を中心に、グループで最終のプレゼンテ

ーションを⾏います。受講⽣の皆さんの発

表をもとに、議論していきます。 

事前学修：講義資料を事前に読み、最終発表に向けた

準備をしておくこと。 

事後学修：講義資料・参考書を読んで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返るとともに、あらためて重要なポイン

事前学修:これまでに配布した講義資料を事前に読

んでおくこと。 

事後学修:これまでの講義内容をまとめ、復習してお

6 時間 
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科目名 マーケティングリサーチ 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 実証研究事例から学ぶ「消費者心理、購買行動分析、商品開発」のためのデータサイエンス 

授業の目的及び概要 

マーケティング・商品開発、行動経済学、人的資源管理、管理会計分野等の卒業論文の作成に

おいて、学術的な実証的研究をするために必要な統計分析手法について手ほどきをする。 

授業で採り上げる分析手法については、経営学分野を中心とする様々な社会科学・人文科学系

の学会を梯子して拝聴し、最近の学会報告の中で用いられていた手法の中から比較的易しく、

初心者にも扱えそうなものを集めている。「意識・感情」等の目に見えない「構成概念」の統計

量の測定や、潜在的な原因による結果への影響力を分析するためには、社会心理学的なアプロ

ーチによる分析手法が有益である。さらに、本学経営学科の教育特色とする「顧客や同僚など

他者の気持ちを推察する」ための分析にもこだわり、人的資源管理における「能力・モチベー

ション」、財務分析におけるブランドや社風等の「無形資産」をはじめ、先端的な分析に対応す

る。 

心理統計学を基礎とするマーケティングリサーチではいずれも一般的な手法だが、様々な実証

研究事例を暗記するのではなく、アイディアを学び各自の研究に生かす「応用力」に期待する。 

履修条件・留意点 

商品開発や市場調査は高校生もやっていますが、マーケティング専攻の大学生との決定的な違

いは「科学的なデータ解析力」だと思います。履修に際して、特に先修条件はありませんが、

PC 実習は「ビジネス統計学Ⅱ」で学ぶ「相関係数」「仮説検定」「回帰分析」を基礎とし、Excel

では分析できない統計手法を学びますので留意して下さい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

到達目標は、マーケティング・商品開発、行動経済学、人的資源管理、管理会計分野の研究で、

下記の統計分析手法を理解し、使えるようになることである。具体的な項目に分解すると多く

なるが、到達度を測定する項目を予め絞り混み公開する。授業期間中に全てに到達することは

想定していない。それぞれの所属ゼミでの研究活動に応用し、実践する中で定着していけば良

い。 

1．因子分析 

・潜在因子を正しく抽出し、測定尺度としての妥当性を判断できる。 

・因子得点から標本を類型化できる。 

2．回帰分析 

・出力結果からモデルの妥当性を判断し、目的変数への各説明変数の影響力を分析できる。 

・単回帰分析と重回帰分析による分析の理論的な違いを説明できる。 

・説明変数を過剰に用いた場合に発生する問題を理解し、解決できる。 

3．共分散構造分析 

・ｔ検定と分散分析を使い分けることができる。 

・複数の要因が重なって発生する交互作用の存在を判定できる。 

・2 要因の比較で、要因以外の条件の違いを統計的に調整して分析できる。 

4．調整効果分析 

・重回帰分析において、促進要因や抑制要因による説明変数の影響力の変化を分析できる。 

5．媒介効果分析 

・原因と結果の因果関係を、直接効果と媒介変数を経由する間接効果とに分解して分析できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

１．講義内容に関する質問については、授業内で受け付けて回答する。 

２．PC 実習の質問については、復習時にオンデマンド動画で対応する。 

３．テストに対しては、正解と講評を示しフィードバックする。 

４．授業改善のためのアンケートを実施し、回答結果に対する改善案を示しフィードバックす

る。 
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アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授業 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①社会心理学のための統計学，清水裕士・荘島宏二朗，

誠信書房，2017 年 
ISBN 0 

参考書 
①教育を科学する力、教師のための量的・質的研究法，

石川美智子・松本みゆき，学術研究出版，2018 年 
ISBN ①9784865843194 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 45 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 25 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

英国で研究をされた亀田教授によれば、世界標準の経営学研究は、理論をより厳密化し科学的

に考察するために、統計分析を重視する潮流がみられるそうである。 

現在では、研究手法が従来のケーススタディを中心とする帰納法的アプローチから、仮説を立

ててデータを集め、統計処理して分析する演繹的アプローチが主流になっている。 

ここで、研究テーマは無数にあるが、分析に用いる統計手法は限られていることに気づいて欲

しい。つまり分野横断的に分析の流れは類似しており、特にマーケティング分野では、消費者

心理、購買行動、商品開発、広告効果、デザイン選好等の分析に心理学的な統計手法が積極的

に導入されてきたのである。 

本授業で扱う多変量解析や媒介効果分析等は、大学院生も共通に学んでいる分析手法で、Excel

で分析できるレベルを超えているため、PC 実習では専門のフリーソフトを用いる。 

原則として、「ビジネス統計学Ⅰ・Ⅱ」の単位を取得し、マーケィングや製品開発の専門職、大

学院進学志望、学生研究発表大会や懸賞論文等で勝負に出たい人等を対象としている。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

第１章 心についての構成概念の測定① 

「構成概念」の測定尺度と実習で使うソフ

トウエア１ 

「態度」とは、体験より獲得する心の状態

で、人の周りの対象に対して、行動を起こ

したり変えたりする構成概念である。例え

ばファンの心理を直接に測定することは

できないが、支援願望、憧憬、到達目標、

生き甲斐、献身・自己犠牲等の感情の度合

いより推定される。このようにそれ自体は

直接には観測できないが、現象を説明する

のに便利な科学的な仮定を構成概念とい

う。構成概念の測定法を「態度」を事例と

して講義する。 

テキスト pp.1-18 を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】フリーソフトウエアをインストールして、動

作を確認して下さい。 

4 時間 

第２回 対面 

第１章 心についての構成概念の測定② 

「構成概念」の測定尺度と実習で使うソフ

トウエア２ 

第１講 「自尊心」の測定方法 

第２講 分析に用いる統計手法 

【予習】テキスト pp.1-18 を熟読してくること 

【復習】実習課題を提出して下さい 
4 時間 
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第 3 講 フリーソフトウエアによる PC 実

習： データ読込、データ変換、基本統計、

ヒストグラム、I-T 相関 

第３回 対面 

第２章 対人認知構造を明らかにする 

因子分析 1 潜在因子の抽出 

無数にある色彩も、わずか３色の原色で構

成されている。このように複雑な観測デー

タ（結果）を、少ない潜在因子（原因とす

る構成概念）に集約し、因子の意味を割り

出す統計手法を因子分析という。 

「他人に対する印象形成の構造解明」を分

析事例とし、因子分析の手法を説明する。 

ある人物 A の印象について 10 項目の質問

を行い得られた回答者 200 人の評価結果

より、人の印象がどのような潜在的要因に

よって形成されているのか、因子分析によ

る構造解明を実習する。 

実習では、因子数の決定、計算手法・軸回

転手法の選択、出力結果の解釈の順に通し

て進めるが、オプション選択の組合せの調

整を加えて、分析結果の向上向けた試行錯

誤も必要である。 

第 1 講 他者への印象形成と対人認知次

元 

第 2 講 因子分析の考え方 

第 3 講 因子分析を体験してみる 

第 4 講 因子分析のための行列計算 

テキスト pp.20-28を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

第２章 対人認知構造を明らかにする② 

因子分析2 因子得点と尺度得点による類

型化とポジショニング 

人は幼児期の親子関係から愛情を得るた

めの心の仕組み（愛着）を形成し（内的作

業モデル）、成人後の自己や他者に対して

持つ期待や信念の個人差のことを「成人の

愛着スタイル」という。 

「成人の愛着スタイル」について、Bartho

lmew&Hoerwitz(1991)は、「自己に対する自

信」と「他者に対する信頼」の測定尺度に

よる座標系を想定し、それぞれの回答者を

座標上の因子得点（構成概念の測定値）に

位置付け、４タイプに類型化した。ここで

は、日本の測定尺度研究事例の短縮版を用

いて、サンプルデータの類型化を実習す

る。 

第１講 因子分析の理論 

第２講 因子分析の手順と分析 

第３講 パソコン実習（別の動画） 

第４講 マーケティングリサーチへの応

用 

テキスト pp.29-39を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】オンデマンドの PC 実習動画教材を視聴し。

実習課題を提出して下さい（2時間）。 

4 時間 

第５回 対面 

第３章 他者への期待や信念の類型化－

尺度の信頼性と妥当性 

因子分析3 因子分析のディテールおよび

分析結果の評価 

前回作成した因子得点を測定する評価尺

度の信頼性（安定性と一貫性）をクローン

バックα係数、ω係数等を用いて評価し、

妥当性（関連基準、内容的、構成概念）に

ついても検討をする。 

テキスト pp.40-56を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい 

4 時間 
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第 1 項 マーケティングにおける他者理

解の意義 

第 2 講 愛着スタイルと先行研究 

第 3 講 実習の分析内容：「学生の恋人に

対する想い」 

第 4 講 因子分析３（上級者編） 

第 5 講 尺度の信頼性と妥当性の検討 

第 6 講 被験者の測定結果 

第６回 対面 

因子分析４ 

因子分析のマーケティングへの応用（STP

戦略におけるポジショニング） 

テキストにはありません。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください。 

【復習】実習課題を提出して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

第４章 似ている人は好き 

回帰分析1 単回帰分析と分析結果の評価 

他者のことを好きになることを「対人魅

力」という。Byrne＆Nelson（1965）によ

る「初対面でも、自分と「態度」が似てい

る人を好きになる」とする「類似性魅力仮

説」の実証事例について、単回帰分析の実

習をする。単回帰の既習者も多いだろう

が、ここではより専門的に、回帰分析を実

行するための前提（残差の独立性・分散均

一性・正規性）や予測力の評価にも留意す

る。 

第 1 講 類似性魅力仮説 

第 2 講 回帰分析の理論 

第 3 講 本日の実習概要 

第 4 講 出力結果の解釈 

テキスト pp.57-72を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください。 

【復習】実習課題を提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

第５章 一緒にいたい気持ちを予測する

  

回帰分析2 重回帰分析に因子分析の結果

を利用する 

「ある対象と関りをもちたい」という心理

的な強度を「コミットメント」という。Ru

sbult（1980）は、「対人関係へのコミット

メントがどのように形成されるのか」につ

いて、「コミットメント＝関係に近づける

力−遠避ける力＋留めようとする力」の葛

藤であるとする「投資モデル」を用いて解

明した。しかし、分析に用いるデータは構

成概念であり直接には計測できない。そこ

で因子分析によりこれらの因子得点を測

定し、重回帰分析に利用するのである。 

「コミットメントを予測する投資モデル」

にいて、３つの説明変数の影響力を比較

し、多重共線性の問題とその解決について

検討する。 

第 1 講 イントロダクション 

第 2 講 ラズバルトの投資モデル 

第 3 講 本日の実習概要 

第 4 講 重回帰分析と偏回帰係数 

第 5 講 効果量と標準偏回帰係数 

第 6 講 多重共線性の問題 

テキスト pp.73-90を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい 

4 時間 

第９回 対面 

中間試験の講評と正解 

第１講 中間試験の講評 

第２講 中間試験の正解 

第３講 授業改善アンケート結果報告 

試験範囲の復習（3 時間） 

中間試験を受験（1 時間） 
4 時間 
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第１０回 対面 

共第 6 章 集団への所属意識を予測する

ものは① 

分散分析(ANCOVA)1 効果比較の分析 

変数間の因果関係を分析する「共分散構造

分析」と、グループ間の平均との差を検定

する「共分散分析」は別な分析手法である。

共分散分析を学ぶ前の準備として、分散分

析を復習しておく。 

第 1 講 一要因分散分析 

第 2 講 2要因分散分析とは 

第 3 講 2要因分散分析の理論 

第 4 講 多重比較の補足説明 

テキストにはありません 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第１１回 対面 

第 6 章 集団への所属意識を予測するも

のは② 

共分散分析(ANCOVA)2 共分散分析と重回

帰分析の関係 

自分を集団によって定義したり認識する

ことを「社会的アイデンティティ」といい、

それは集団内における他集団との区別の

意識の有無より実証される。「他社との比

較」により、「自社への愛着度」が高まる

かを共分散分析により検証する。この分析

に必要な不等価群事前事後テスト計画、余

剰変数の統制、共変量などの考え方につい

て講義する。「他社との比較」意識による

「自社への愛着度」の促進効果について、

①実験群と統制群との「共分散分析」、②

ダミー変数を用いた重回帰分析によって、

分析実習をする。 

第０講 インターナルマーケティング 

第１講 社会的アイデンティティ理論 

第２講 第３講 共分散分析 

第４講 共分散分析と重回帰分析実験と

準実験 

テキスト pp.91-106 を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください。 

【復習】オ実習課題を提出して下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

第 7 章 リーダーシップ・スタイルの相乗

効果 

階層的重回帰分析と調整効果分析1 調整

効果分析の概要 

三隅(1996)の PM 理論では、リーダーシッ

プの機能には、P（Performance：課題達成）

機能と M(Maintenance：関係維持)機能の

２つがあるとし、リーダーシップ・スタイ

ルを両機能の高低の組合せで４つに類型

化した。P 型リーダー、M 型リーダーによ

るモチベーション管理において、残る他方

の機能による調整効果（相乗効果）につい

て、階層的重回帰分析を用いて検証する。

単純勾配変化からも検討する。 

なお、この考え方を、新製品の開発、顧客

満足度改善等、多方面のマーケティング戦

略に応用することを期待している。 

第 1 講 リーダーシップ研究の系譜 

第 2 講 交互作用とは 

第 3 講 ＰＭ理論と本日の分析概要 

第 4 講 調整効果分析の理論 

テキスト pp.107-125 を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい 

4 時間 

第１３回 対面 

第８章 心の文化差を説明する媒介効果

分析 

媒介効果分析 

テキスト pp126-141 を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

4 時間 
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「自分に対して、人は危害を加えない」と

いう意識を一般的信頼という。Yuuki et 

al.(2007)は、「流動性が高い環境では一般

的信頼が必要だが、人間関係が固定的な環

境では不要」、すなわち、「関係流動性が一

般的信頼に関する文化の差の要因である」

とした。「日米間の一般的信頼の文化の差

に、関係流動性が影響している」という仮

説について、媒介分析による 4段階の手続

きを踏む実証を実習する。さらに「日米間

の一般的信頼の文化の差における関係流

動性による間接効果」の有意性について、

①ソベル検定、②ブートストラップ法を用

いた検定を実習する。 

【復習】実習課題を提出して下さい 

第１４回 対面 

一般化線形回帰 

第１講 一般化線形回帰分析 

第２講 ロジスティック回帰分析の考え

方 

第３講 ロジスティック回帰分析の例題 

第４講 シグモインド関数とロジスティ

ック関数 

第５講 プロビット回帰分析とトービッ

ト回帰分析 

テキストにはありません 

テキストにはありません 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

後半の授業で学習してきたことを総括し、

質疑応答の時間を確保して、不明な点、研

究の相談に対応する。 

これまで勉強してきた実習課題を中心に復習し、不

明な点を確認すること。 
4 時間 
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科目名 マーケティングリサーチ 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 基本的なマーケティングリサーチの適切な選択と分析，結果の解釈ができるようになる。 

授業の目的及び概要 

本授業の目的は，マーケティングリサーチとはどのようなものであるかを理解し，定量調査・

定性調査の基本的な知識・方法を習得することです。もう 1 つ，受講者自身がマーケティング

におけるどのような問題・課題に興味を持ち，より深く学びたい・分析したいのかを講義と分

析演習を通して考えてもらうことも目的です。 

本授業では，まずマーケティングリサーチの基本概念の紹介と実践例を示し，記述統計やクロ

ス表集計，相関分析を学びます。次に，回帰分析やその他の多変量解析を紹介し，マーケティ

ングリサーチの幅広さ・奥深さを体感します。また定性調査方法やテキストマイニングについ

て学びます。実社会におけるマーケティングリサーチの実践・応用例も紹介する予定です。 

適宜，復習や小テストを行い，受講者の理解度を測りながら授業を進めていきます。 

履修条件・留意点 

「マーケティング基礎」や「マーケティング戦略論 I」を合格済みであることが望ましいです。

また「ビジネス統計学 I」や「ビジネス統計学 II」を履修済み，もしくは同時期に履修が望ま

しいです。 

受講者数によって最終プレゼンテーションが適さない場合は評価方法を筆記テストやレポート

課題に切り替える場合があります。 

アクティブ・ラーニングの取り組みは受講者数や進度によって実施しない場合があります。 

授業では必ずパソコンを持参してください。分析するときは Excel 上で動くマクロ（無料）や

その他のフリーソフトウェアを使用します。使い方は授業内で説明します。Python，R などの分

析ツールは使いません（意欲ある方は使っていただいても構いません）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. マーケティングリサーチにおける定量調査，定性調査の代表的な方法を理解し，説明でき

る。 

2. データを適切な方法で分析できる。 

3. 分析結果を適切に解釈できる。 

4. 分析結果をまとめてプレゼンテーションができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

本授業での課題・問題についてはフィードバックやコメント・アドバイスを行います。 

コメントシートの提出を求める場合，重要なものは翌週の授業で紹介し，質問への回答や補足

説明を行います。 

小テスト等の結果によって進度の調整を行う場合があります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
ビジネスのための調査・リサーチ入門，広瀬安彦，日

経文庫，2024 年 
ISBN 9784296120925 

参考書 

①経営・商学のための統計学入門 直感的な例題で学

ぶ，竹内広宜，講談社，2021年 

②Excel で今すぐはじめる心理統計 第 2 版，小宮あす

か・布井雅人，講談社，2024年 

③1 からのマーケティング分析（第 2 版），恩藏直人・

ISBN 

①9784065251614 

②9784065371800 

③9784502421617 

④9784502436413 

⑤9784820727019 
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冨田健司，碩学社，2022 年 

④1 からのデータ分析，古川一郎・上原渉，碩学社，

2022 年 

⑤基本がわかる実践できる マーケティングリサーチ

の手順と使い方［定性調査編］，石井 栄造，日本能率

協会マネジメントセンター，2019 年 

⑥やってみようテキストマイニング 増訂版，牛澤健

二，朝倉書店，2021 年 

⑥9784254122619 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 50 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この下に書かれている授業計画を見て，「難しそうだな，やめておこうかな」という人もいると

思います。しかし，恐れる必要はありません。難しい数式はできるだけ避けます。マーケティ

ングリサーチという言葉を見て興味を持った人はもちろんのこと，「自分には関係ない」という

人にもぜひ受講してほしいと思います。 

将来，マーケティングリサーチとはまったく関係がない職業に就いても，ある日上司から「お

客さんの満足度調査をしたいからリサーチ会社の人と打ち合わせをしろ」と言われるかもしれ

ません。そういうときに専門の人たちが話している内容がある程度わかっていれば，よりよい

調査を実施することができ，業績向上につながって，あなたの評価が高まる可能性があります。 

確かに授業内容は「マーケティング基礎」や「ビジネス統計学 I」よりも難しくなりますが，授

業中に理解が追いつかなくてもあきらめずに学習を続けることが大切です。本授業はあなたの

世界・可能性を広げるためにあるのです。いっしょにがんばりましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【イントロダクション＆ガイダンス】 

授業の目的と方法，進め方・受け方，授業

計画，成績評価等について説明します。授

業で使う資料や Excelマクロ・ソフトウェ

アの概要，ダウンロード方法について解説

します。マーケティングリサーチの概念つ

いて学び，製品開発や顧客満足調査などが

実際にどのように活用されているのかを

理解します。テキストと参考書についても

紹介します。 

事前学修としてシラバスを事前に読み，授業の目的

等を理解しておくこと。 

事後学修として資料や自分のメモ・ノートを読んで

マーケティングリサーチの講義の流れを確認してお

くこと。 

2 時間 

第２回 対面 

【基本的な定量調査（1）】 

「ビジネス統計学 I」で学んだ平均値，中

央値，最頻値，分散，標準偏差などの記述

統計およびビジュアライゼーションを復

習します。リサーチ結果の基本かつ重要な

ところなので統計分析の演習をしながら

理解を深めます。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 1 章第 7 節，第 3 章第 1

節〜第 2節を読んでおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。また分析を再度自分だけで実行し，分析の流

れを再確認すること。 

4 時間 

第３回 対面 

【基本的な定量調査（2）】 

クロス表集計とカイ二乗検定，相関分析な

どの基本的な分析法と活用事例を学びま

す。また多くの誤用，勘違いをしてしまう

帰無仮説検定について復習を行います。顧

客満足度調査などのデータを用いて簡単

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 3 章第 1 節〜第 2 節を

読んでおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。また分析を再度自分だけで実行し，分析の流

れを再確認すること。 

4 時間 
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な演習をします。 

第４回 対面 

【多変量解析（1）】 

回帰分析（単回帰・重回帰）の基本とその

応用方法を説明します。回帰分析のメカニ

ズムを知り，調査結果を解釈できることを

目指します。次に簡単な分析であれば独力

で分析ができるようデータを用いた演習

を行います。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 3 章第 3 節〜第 4 節を

読んでおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。また分析を再度自分だけで実行し，分析の流

れを再確認すること。 

4 時間 

第５回 対面 

【多変量解析（2）】 

因子分析，主成分分析，構造方程式モデリ

ングなどを紹介します。顧客満足度調査な

どの事例を通して多変量解析のイメージ

をつかむことを目標とします。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 3 章第 5 節〜第 6 節を

読んでおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。興味がある分析法があれば，参考書やオンラ

インなどで調べること。 

4 時間 

第６回 対面 

【復習と小テスト①】 

第 2 回～第 5 回の内容を中心に復習し，補

足説明を行います。小テストを授業内で実

施します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。テキスト第 3 章を読み直しておくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第７回 対面 

【定性調査方法（1）】 

代表的な定性調査法であるインタビュー

調査を中心にその概要と基本技法を説明

します。また製品開発のリサーチ，満足度

調査などにどのように活用されているの

か学びます。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 1 章第 6 節，第 2 章第 1

節〜第 2節を読んでおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第８回 対面 

【定性調査方法（2）】 

さらにインタビュー調査について理解を

深めるため，授業内で簡単なインタビュー

法による調査を受講生どうしで演習しま

す。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 2 章第 4 節〜第 5 節を

読んでおくこと（第 3節は飛ばしてよい）。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第９回 対面 

【テキスト分析・マイニング】 

テキストデータの処理と分析方法の基本

を説明します。またオンライン上のクチコ

ミなどのテキストデータを使った分析の

デモンストレーション（もしくは演習）を

行います。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

【復習と小テスト②】 

第 7 回～第 9 回の内容を中心に復習し，補

足説明を行います。小テストを授業内で実

施します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 2 章を改めて読み直す

こと（第 3 節は飛ばしてもよい）。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

【調査設計・実施】 

定量調査・定性調査を実施するにあたり，

調査設計について説明します。最終プレゼ

ンテーションで自分がどのようなマーケ

ティングリサーチをしたいのか考えてい

きます。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 1章を読んでおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。また最終プレゼンテーションに向けて自分

が分析したいことについて考えること。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

【調査法の振り返り】 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返り，あらためて重要なポイントは何か

について確認します。今後学んでほしい分

析手法についても紹介します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またテキスト第 4章を読んでおくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

【マーケティングリサーチ全体のまとめ】 

調査目的，調査設計，分析，結果の一連の

プロセスを振り返り，質疑応答を行いま

す。また最終プレゼンテーションについて

説明し，参考例として担当教員がデモンス

トレーションを行います。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。またこれまでの授業内容やテキストに

ついての質問・疑問点を書き出しておくこと。 

事後学修として授業で授業で得た知識を復習してお

くこと。また最終プレゼンテーションに向けて分析・

準備をすること。 

4 時間 
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第１４回 対面 
【最終プレゼンテーション（1）】 

まとめた資料を発表します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。また最終プレゼンテーションの準備を

すること。 

事後学修として他の受講生のプレゼンテーションや

授業で得た知識を復習しておくこと。 

5 時間 

第１５回 対面 
【最終プレゼンテーション（1）】 

まとめた資料を発表します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。また最終プレゼンテーションの準備を

すること。 

事後学修として他の受講生のプレゼンテーションや

授業で得た知識を復習しておくこと。 

5 時間 
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科目名 ビジネス統計学Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 学生研究発表大会報告や卒業研究に統計手法を活用しよう（統計検定２級レベルの基礎） 

授業の目的及び概要 

受験対策の授業ではありませんが、統計検定２級レベルでも出題される記述統計学、区間推定、

仮説検定、影響分析、予測、最適化等の基礎的な推測統計学を PC 実習形式で学びます。現代の

経済、経営、社会、心理、教育、医学等の分野に応用されているので手強そうにみられていま

すが、扱う統計理論は 100 年以上も昔、コンピュータも電卓もなかった時代に英国を中心に研

究されたもので、今では Excel の分析ツールで、誰でも簡単に計算ができてしまいます。授業

では統計学的な考え方と出力結果の解釈をしっかり学んで下さい。学生研究発表大会や卒業研

究にぜひ活用して下さい。学内で上位入賞や、大学院進学を目指すには「マーケティングリサ

ーチ」まで必要ですが、その基礎をこの授業で習得しておく必要があります。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．標本データの分布状況について、基本統計量を中心とする要約ができる。 

２．標本データから、母集団の平均値を推定できる。 

３．複数の標本のデータ間の統計量の差について、適切な手法を使い分けて仮説検定を行うこ

とができる。 

４．分散分析の概念を理解し、分析結果を正確に解釈することができる。 

５．Excel のソルバーを利用して、最適化や数値解を求められる。 

６．最小 2 乗法を理論的に理解し、回帰分析を用いた分析ができる。 

８．データに基づき原因と結果の間の関係を、数学的に関係づけることができる。 

９．単回帰分析の出力結果を正確に解釈できる。 

10．回帰分析で初歩的な統計上の問題が生じた場合に、適切な処置ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授業 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

『Excel で簡単統計学  分析ツールを使いこなそ

う！』，上田太一郎監修 近藤宏・淵上美喜・末吉正成・

村田真樹，オーム社，2007 年，２８００円 

ISBN 9784274066917 

参考書 
授業中に紹介する（学術図書出版より、2025 年 10 月

出版目標）。 
ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 14 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 36 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 0 

2025/05/01

269



 

 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

履修上の注意：担当教員によって学修内容が異なりますので、同じ教員の科目を継続して履修

した方がわかりやすいです。 

「ビジネス統計学 I」と「ビジネス統計学Ⅱ」の関係は、「初級」と「中級」というよりも、む

しろ「手動運転」（データ処理の操作方法）と「自動運転」（出力結果の考察）の関係に近いイ

メージです。「ビジネス統計学Ⅰ」から学ぶ方がわかりやすいです。 

春学期開講「ビジネス統計学 I」（深瀬）：Excl の基本操作（プログラム化されてない） 

秋学期開講「ビジネス統計学Ⅱ」（深瀬）Excl のデータ解析ツール（プログラム化）        

春学期開講「マーケティングリサーチ」（深瀬）：Excel 非対応の多変量解析（プログラム化） 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

基本統計量 1 

（1）平均 

（2）最小、最大、範囲 

（3）中央値（メジアン）、最頻値（モード） 

（4）標準偏差、分散 

（5）尖度、歪度 

（6）合計、標本数 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第２回 対面 

基本統計量 2 

第１講 標準偏差と偏差値 

第２講 標本抽出 

第３講 標準誤差 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第３回 対面 

標準誤差の補足説明  

中心極限定理 

確率密度関数 

区間推定 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第４回 対面 

統計分析に用いる数式と確率分布関数 

第１講 ガンマ関数 

第２講 ベータ関数 

第３講 ｔ分布 

第４講 Ｆ分布 

第５講 χ2 乗分布 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第５回 対面 

仮説検定 1 

第１講 平均の差の検定（1）z 検定、  

第２講 分散の差の検定 F 検定 

第３講 トピックス：Studentのｔ分布 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第６回 対面 

仮説検定 2 

第１講 平均の差の検定（2） t検定（等

分散／異分散） 

第２講 平均の差の検定（3） t検定（対

応あり） 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第７回 対面 

中間テスト 

第 2 回～第 7 回までに学修してきた内容

について中間テストを行います。 

【予習】今までの授業をよく復習して下さい（3 時間） 

【復習】動画を視聴して、正解と解き方を確認して下

さい（1 時間） 

4 時間 

第８回 対面 

分散分析（ANOVA)1 

第１講 平均周り変動の分解 

第２講 一元配置の分散分析 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第９回 対面 

分散分析(ANOVA)2 

第１講 二元配置の分散分析（繰り返しな

し） 

第２講 二元配置の分散分析（繰り返しあ

り） 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第１０回 対面 

相関と共分散 

第講 1．共分散と相関 

第講 2．行列の積の計算 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 
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第講 3．分散共分散行列 

第講 4．相関係数行列 

第講 5．資産運用への応用 

第１１回 対面 

回帰分析１ 

第 1 講：回帰直線と最小 2 乗法（OLS） 

第 2 講：Excel ソルバーの使い方 

第 3 講：Excel ソルバーによる OLS 推定 

第 4 講：Excel ソルバーの応用 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第１２回 対面 

回帰分析２ 

単回帰分析から重回帰分析へ 

第講 (1)最小 2 乗法の復習と補足説明 

第講 (2)Excel 分析ツールによる回帰分

析 

第講 (3)単回帰分析から重回帰分析へ 

第講 (4)多重共線性問題 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第１３回 対面 

回帰分析３ 

回帰分析の応用１ 

第講 (1)ダミー変数の利用 

第講 (2)数量化理論 I 類 

第講 (3)変数変換と非線形回帰 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第１４回 対面 

時系列予測 

第１講 TCSI 要因分解 

第２講 移動平均 

第３講 指数平滑法 

第４講 周波数領域 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返るとともに、あらためて重要なポイン

トは何かについて確認します。 

事前学修として授業で配布した資料を事前に読み、

予習しておくこと。 

事後学修として授業で配布した資料と参考書のこれ

まで学修した部分を読んで復習しておくこと。 

4 時間 
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科目名 広告論 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 広告およびそれを利用した企業等のマーケティング活動への理解を深める。 

授業の目的及び概要 

本授業は広告の作り方そのものを学ぶものでは”ありません”。必要に応じて授業内で各種広

告（紙媒体，テレビ CM など）を提示することもありますが，それらを鑑賞することが主目的で

は”ありません”。 

本授業の目的は，マーケティングの代表的フレームワークである 4P のうち Promotion につい

て，特に広告を活用した企業等のマーケティング・コミュニケーションについてより専門的な

知識を獲得することです。 

具体的には，広告の役割・機能，広告ビジネスの仕組み，各種広告メディアの特徴について学

びます。 

履修条件・留意点 

マーケティング戦略コースでない学生が履修する場合（他コースの学生の受講は大歓迎です），

「マーケティング基礎」や「マーケティング戦略論 I」の内容（STP，4P とはどのようなもので

あったかなど）を復習しておくことが望ましいです。 

アクティブ・ラーニングの取り組みは受講者数によって実施しない場合があります。 

小テスト等を行う場合があります。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 広告の定義・役割・機能について基本的な知識を理解し，説明できる。 

2. 広告が作られる一般的な流れを把握し，説明できる。 

3. 広告をめぐる規制・倫理について理解し，説明できる。 

4. 各種メディアでの広告について，それぞれの特徴を理解し，簡潔に説明できる。 

5. 自分が関心を寄せる広告について調査し，報告できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

本授業での課題や質問がある場合，フィードバックやコメント・アドバイスを行います。 

コメントシートの提出を求める場合，重要なものは翌週の授業で紹介し，質問への回答や補足

説明を行います。 

小テスト等の結果によって進度の調整を行う場合があります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
わかりやすいマーケティング・コミュニケーションと

広告(第 3 版)，石崎徹，八千代出版，2024 年 
ISBN 9784842918655 

参考書 

①現代広告論 第 4 版，岸志津江・田中洋・嶋村和恵・

丸岡吉人，有斐閣，2024 年 

②現代広告全書，田中洋・岸志津江・嶋村和恵，有斐

閣，2021 年 

③この 1 冊ですべてわかる 新版 広告の基本，波田浩

之，日本実業出版社，2018 年 

④宣伝会議，月刊『宣伝会議』編集部，各巻 

⑤販促会議，月刊『販促会議』編集部，各巻 

ISBN 

①9784641222328 

②9784641165885 

③9784534055804 

④なし 

⑤なし 

成績評価の方法・基準 
授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 
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成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

大企業の広告はたくさんの人が関わり，膨大な予算をかけて作っています。一方，中小零細企

業の広告は担当者がたった 1 人で孤軍奮闘していることが多いです。どの広告も関わった人た

ちの「知と汗と涙の結晶」です。 

将来自分は広告と関係ないから受講しないというのはもったいないと思います。例えば，公務

員になったとして，「●●市の特産物を推していきたいから広告会社といっしょに CM 作れ」と

上司から言われるかもしれません。そのときに本授業で学んだことを少しでも思い出せば役に

立つでしょう。 

少なくとも授業期間中は各種広告に興味を持って接してください。広告を出しているのはビジ

ネス活動をしている企業だけではありません。 

世の中にどれほどの広告があふれているのかと気付き，企業等は広告を通して私たちに何を伝

えたいのか，イメージキャラクターを使っているならなぜそのキャラクターなのか，広告にど

んな効果を期待しているのだろうかと考えてみてください。 

広告を通じて企業等が行うマーケティング・コミュニケーションについて学び，考えることで

あなたのマーケティング思考力は高まると思います。いっしょにがんばりましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【授業ガイダンス＆マーケティングコミ

ュニケーション】 

授業の目的と方法，進め方・受け方，授業

計画，成績評価・筆記試験について説明し

ます。テキスト・参考書についても紹介し

ます。また，マーケティングコミュニケー

ションについて「マーケティング基礎」の

復習も兼ねて概観します。 

事前学修としてシラバスを読み，授業の目的等を理

解しておくこと。また，またテキスト 1 章と 2 章を読

んでおくこと。事後学習として，1 章と 2 章を読み直

したり，資料や自分のメモ・ノートを読んで授業の講

義の流れを確認しておくこと。 

2 時間 

第２回 対面 

【広告とその機能】 

広告とそれに似ている活動（PR，DM，クチ

コミ，営業など）の定義と機能について確

認していきます。マーケティングコミュニ

ケーションには様々な手段があり，それぞ

れどのような役割があるのかを把握・理解

することを目指します。 

事前学修としてテキスト 3 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト第 3 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

【広告ビジネスの仕組みと組織＆コスト】 

前回で広告とは何かを理解した後で，広告

に関わる仕事・企業（広告ビジネス）につ

いて見ていきます。そして，広告にどれだ

けのお金が使われているのか（使われるべ

きか）について説明します。 

事前学修としてテキスト 4 章と 6 章を読んでおくこ

と。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 4章と 6章を読み直したり，

資料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を

復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

【広告計画と表現計画】 

前回，様々な人々・部署・会社が広告に関

わっていることを理解しましたが，それら

の復習をしつつ今回は実際にどんな広告

をどのように作っていくのか（広告計画），

そしてどのようなメッセージを打ち出し

ていくべきなのか（表現計画）について基

礎知識を把握します。 

事前学修としてテキスト 5 章と 7 章を読んでおくこ

と。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 5章と 7章を読み直したり，

資料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を

復習しておくこと。 

4 時間 
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第５回 対面 

【広告メディア計画】 

広告には，電車・バスの中の広告だけでな

く，広告ではないように思えてしまう広告

など様々な種類があります。本授業の第 8

回以降では媒体別に広告を見ていきます

が，その予備知識として今回はどのような

広告の種類（メディア：媒体）があるのか

を概観します。 

事前学修としてテキスト 8 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 8 章を読み直したり，資料

や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

【効果測定】 

広告は作って出したら終わりではなく，売

上や購入数などどれだけの効果があった

のかを確認しなければなりません。広告効

果の考え方や計測の方法について基礎的

な知識の理解を目指します（難しい計算は

行いませんので安心してください）。 

事前学修としてテキスト 9 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 9 章を読み直したり，資料

や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

【炎上と広告規制】 

企業等（特に上場している会社）にとって，

業績・利益を上げることは最重要課題で

す。表現の自由があるからといって，どん

な広告をしてもいいのでしょうか？ 炎

上して目立てばいいのでしょうか？ こ

こでは広告を規制する法律・制度を中心に

学びます。 

事前学修としてテキスト 10 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 10 章を読み直したり，資料

や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

【インターネット広告】 

近年のインターネット利用率は 90％に迫

り，国民のほとんどが利用していると言っ

てもいいでしょう。多くの人が集まる場所

には当然広告もたくさん集まります。イン

ターネット広告の種類と特徴，それらの注

意点について学びます。 

事前学修としてテキスト 11 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 11 章を読み直したり，資料

や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

【BtoB広告とブランディング】 

本授業で取り上げる広告例は BtoC です

が，ここでは BtoB 広告を取り上げます。

BtoB 広告とは何か，どんな種類があり，ど

のような役割があるのかを学びます。また

ブランド構築（ブランティング）について

も取り上げます。 

事前学修としてテキスト 12 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 12 章を読み直したり，資料

や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

【グローバル広告】 

日本の自動車メーカーは海外でもビジネ

スをしていますし，その逆で外国から日本

に進出している企業もあります（例：マク

ドナルド）。複数の国で活動しているこれ

らの企業はどのような広告・マーケティン

グコミュニケーションを取っているのか

を学びます。 

事前学修としてテキスト 13 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 13 章を読み直したり，資料

や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

【ソーシャルマーケティングと広告】 

ソーシャルと聞くと，SNS と関係がありそ

うですが，そうではありません（ツールと

して SNS を利用することもあります）。ソ

ーシャルマーケティング（社会的マーケテ

ィング）の代表例は AC ジャパンのような

公共広告です。社会（世の中）にとって良

いことを志向するマーケティングについ

て学びます。 

事前学修としてテキスト 14 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 14 章を読み直したり，資料

や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

【SPと PR】 

セールスプロモーション（Sales Promoti

on；販売促進もしくは販促）とパブリック

事前学修としてテキスト 15 章と 16 章のどちらか興

味があるほうを読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

4 時間 
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リレーションズ（Public Relations；広報）

について学びます。前者はポイント●倍キ

ャンペーンとかで見慣れているものであ

るが，後者は学生の皆さんにとってはピン

と来ないかもしれません。両者の違い，マ

ーケティングコミュニケーションとの関

わりを概観します。 

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 15 章と 16 章を読み直した

り，資料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

第１３回 対面 

【WoM】 

クチコミとマーケティングの関係を学び

ます。クチコミ（もしくは口コミ，Word o

f Mouth; WoM）は広告そのものではないで

すが，購買・消費行動に大きな影響を与え

ます。クチコミには対面のクチコミとネッ

ト上のクチコミがあり，後者は「バズる」

ことにも関連があります。 

事前学修としてテキスト 17 章を読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 17 章を読み直したり，資料

や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復習

しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

【DMと IMD】 

ダイレクトマーケティング（DM）とインス

トアマーチャンダイジング（IMD）につい

て学びます。前者の代表は通信販売（通販）

で後者の代表はスーパーやコンビニです。

どちらも私たちの生活と密接な関わりが

あります。買うつもりがなかったのに，お

店に行ったらついつい買ってしまうのも

仕掛けがあります（消費者の立場として

は，それを理解し，無駄遣いは避けたいと

ころです）。 

事前学修としてテキスト 18 章と 19 章のどちらか興

味があるほうを読んでおくこと。 

また，この 1 週間で見かけた広告の中でもっとも興

味深いと思う広告とその理由を考えておくこと。 

事後学修としてテキスト 18 章と 19 章を読み直した

り，資料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【総括】 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返り，あらためて重要なポイントは何か

について確認します。また定期試験につい

ても説明を行います。 

事前学修としてこれまでのテキスト・資料を事前に

読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト，資料やメモ・ノートを読ん

で授業で自分が興味あることは何か考えること。定

期試験に備えること。 

6 時間 
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科目名 広告論 開講年度 2025 

担当者 石川 靖之 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 広告作成のワークを通じた論理的思考力とコミュニケーション力の養成 

授業の目的及び概要 

「広告はラブレター」と言われます。すぐれた広告とは、伝えたい相手に的確に自分の言いた

いことを伝えることです。本授業では、実際の広告制作手法の基礎を学び、実際のキャッチフ

レーズ制作を通して、社会人基礎力として重要な論理的思考力やコミュニケーション力を身に

つけていただくことを目的としています。 

また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達

成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と目標達成意識の醸成につなげます。 

履修条件・留意点 コピーライティング中心の授業のため、日本語が問題なく使える語学力が必要です。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

就活で使える「自分キャッチフレーズ」など５回の「キャッチフレーズ」の企画及び論理的文

章の作成及びそれに対する解説を通して、文章作成能力と論理理的思考力を身につけることが

できます。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 実践課題はラーニングポータルに提出していただき、次回授業で全体講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を 5 年、制作会社でイベントや各種広告・販

促物・音楽の企画制作等で 15年の勤務経験を経た後、自らの会社を起業。大手企業から行政、

中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で 30 年以上の実務経験を

有しており、現在も現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活

かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今後の可能性に

ついて解説する。 

テキスト 

指定のテキストはありません。ラーニングポータルに

アップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行

います。 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る

習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるかがポイントです。 

課題が全５回と多い授業のため、課題未提出者は単位取得できません。 

※コピーライティング中心の授業のため、日本語が問題なく使える語学力が必要です。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

●ガイダンス 

教員自己紹介。授業の進め方・注意点説明 

事前：シラバスをよく読み、受講によって達成したい

目標を考えておくこと（1 時間程度） 
1 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

●伝わる広告とは？ 

広告制作手法の基礎知識 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（2時間程度） 

3 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

●自分を知る 

マーケティング分析手法のひとつ「３Ｃ分

析」を学んだ後、将来の仕事を考える時、

どうしても譲れないこと＝自分のキャリ

アアンカーを知るワーク 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（2時間程度） 

3 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

●相手を知る 

ターゲット設定方法として「ペルソナ分

析」を学ぶワーク 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（2時間程度） 

3 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

●課題① 

自分キャッチフレーズ制作（ラーニングポ

ータルに提出） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップす

ること（4時間程度） 

5 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

●課題① 

提出分の中から発表・講評。次回課題発表 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：次回課題の情報収集をしておくこと（2 時間程

度） 

3 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

●課題② 

課題のオリエンの後、個別ワークにてキャ

ッチフレーズを制作（ラーニングポータル

に提出） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップす

ること（4時間程度） 

5 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

●課題② 

提出分の中から発表・講評。次回課題発表 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3 時間程

度） 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

●課題③ 

課題のオリエンの後、個別ワークにてキャ

ッチフレーズを制作（ラーニングポータル

に提出） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップす

ること（4時間程度） 

5 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

●課題③ 

提出分の中から発表・講評。次回課題発表 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3 時間程

度） 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

●課題④ 

課題のオリエンの後、個別ワークにてキャ

ッチフレーズを制作（ラーニングポータル

に提出） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップす

ること（4時間程度） 

5 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

●課題④ 

提出分の中から発表・講評。次回課題発表 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3 時間程

度） 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

●課題⑤ 

課題のオリエンの後、個別ワークにてキャ

ッチフレーズを制作（ラーニングポータル

に提出） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップす

ること（4時間程度） 

5 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

●課題⑤ 

提出分の中から発表・講評。 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：これまでの資料を復習しておくこと（4 時間程

5 時間 
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度） 

第１５回 
オンデ

マンド 
講義の総括 

事前：これまでたてた目標の達成状況を確認してお

くこと（1時間程度） 

事後：これまで学んだ事を復習しておく（4 時間程度） 

5 時間 
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科目名 社会心理学 開講年度 2025 

担当者 竹井 夏生 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 「私」、「他者」、「社会」とそのダイナミズムについて学びながら、共生社会の道のりを探る。 

授業の目的及び概要 

この授業では、社会との関係における個人の心理を考察するとともに、社会のなかにある心理

的な側面から、人々の心理や行動に対する理解を深めることを目標とする。また著名な社会心

理学の研究を紹介しながら、社会的動物である人間の行動や認知、他者と共に生活することの

意味やその影響について考察する。加えて、人間関係、集団過程と組織行動、説得的コミュニ

ケーションについて、心理学的基本概念や臨床的問題、臨床的な援助法の具体事例から理解を

深める。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・社会の「あたりまえ」を批判的・学問的に疑い、「とらわれ」や「思い込み」から自由になる

ためのものの見方を獲得することができる。 

・社会に出る準備段階にいる受講生が、「私」についての理解を深めながら、社会や集団の中で

起こりうることについて知り、備え、しなやかに生き抜くことができるための洞察的視野を獲

得することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
講義のリアクションペーパーについては、授業内で取り上げる。その他、講義内容の質問等は

直接ないしメールで受け付ける。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストは指定しない（こちらでレジュメを準備す

る）。 
ISBN 0 

参考書 

・以下は参考書として、関心があれば手に取ってほし

い。 

①現実の社会的構成―知識社会学論考，ピーター・バ

ーガー・トーマス・ルックマン（著），山口節郎（訳），

新曜社，2003 年 

②フーコーー知と権力，桜井哲夫（著），講談社，2003

年 

③ハンナ・アーレント―「戦争の世紀」を生きた政治

哲学者，矢野久美子（著），中央公論新社，2014 年 

ISBN 

① ISBN：9784788508392 

② ISBN：9784062659260 

③ ISBN：9784121022578 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  
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この科目の受講に 

あたって 

受講生一人一人が、私―他者―社会という結びつきの中で生きていることに自覚的になりなが

ら、その結びつきをよりよいものにしていくことができるよう、受講生とともに考えていく時

間にしたい。価値観、立場、文化、国籍、言語などが異なる人々と関わる上で、私という存在

を大切に保ちながら、他者をも重んじ、よりよい社会を築いていくための小さな礎となるよう

な講義にしたい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

社会心理学への導入（1） 

「私」、他者、社会の縦横無尽の絡み合い

について、現代的なトピックを用いなが

ら、社会心理学への導入を図る。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第２回 対面 
社会心理学への導入（2） 

前回の内容を引き続き深めていく。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第３回 対面 

社会構成主義とナラティヴ（1） 

社会構成主義的なものの見方について、ま

たその臨床心理的な展開としてのナラテ

ィヴについて理解を深める。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第４回 対面 
社会構成主義とナラティヴ（2） 

前回の内容を引き続き深めていく。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第５回 対面 

知・権力・言説―フーコーを手掛かりに（1） 

ミシェル・フーコーを手掛かりにして、

「私」を取り巻き規定する、他者、社会、

時代、「知」との絡み合いについて、 

精神疾患、性、犯罪、学校などをテーマに

考える。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第６回 対面 
知・権力・言説―フーコーを手掛かりに（2） 

前回の内容を引き続き深めていく。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第７回 対面 

社会集団における「私」―アーレントを手

掛かりに（1） 

社会心理学において有名ないわゆるミル

グラム実験の背景にもなっているハンナ・

アーレントの思想について、暴力、服従、

集団、パーソナリティといった観点から考

えてみる。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第８回 対面 

社会集団における「私」―アーレントを手

掛かりに（2） 

前回の内容を引き続き深めていく。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

4 時間 
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触れてみること。 

第９回 対面 

集団力動と家族療法（1） 

集団に働く見えざる力について洞察する

視点を学ぶ。またその展開としての家族療

法についても扱う。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第１０回 対面 
集団力動と家族療法（2） 

前回の内容を引き続き深めていく。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第１１回 対面 
集団力動と家族療法（3） 

前回の内容を引き続き深めていく。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第１２回 対面 

社会心理学の観点から現代を読み解く（1） 

現代的なトピックも含め、さまざまなテー

マについて社会心理学的な観点から読み

解いていく。学校や会社などの組織集団に

ついて、ウェブ空間について、また古典や

小説テキストも題材にしたい。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第１３回 対面 
社会心理学の観点から現代を読み解く（2） 

前回の内容を引き続き深めていく。 

1．配布したレジュメを各自振り返り、次回の講義に

円滑に参加できるよう備えておくこと。 

2．講義で抱いた関心や疑問点などがあれば、次回の

講義で質問できるようにしておくこと。 

3．関心のある学生は、レジュメで取り上げた文献に

触れてみること。 

4 時間 

第１４回 対面 

講義のまとめと振り返り（1） 

これまで学んだ内容を振り返り、その定着

を図る。 

学期を通して学んだことを総括すべく、これまで配

布したレジュメ全体を振り返っておくこと。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

講義のまとめと振り返り（2） 

これまで学んだ内容を振り返り、その定着

を図る。 

学期を通して学んだことを総括すべく、これまで配

布したレジュメ全体を振り返っておくこと。 
4 時間 
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科目名 商品開発論 開講年度 2025 

担当者 石川 靖之 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 商品開発のプロセスの学修を通じたマーケティング能力の養成 

授業の目的及び概要 

マーケティングの考え方は、就職してから様々な場面で活用が可能です。この授業では、商品

開発の流れを通してマーケティングの基礎知識を習得した後、後半はその知識をもとに、具体

的な商品開発の企画書を作成し、論理的思考の習得にもつなげます。マーケティングの基礎知

識から講義をするので、マーケティング関連の受講がなくても大丈夫です。 

また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達

成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と目標達成意識の醸成につなげます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

SWOT 分析、ターゲティング、差別化、ベネフィット、4P 分析の各課題を学生自ら考え、作成す

ることで論理的思考力が身につき、あらゆる仕事に役立つマーケティングの考え方を習得でき

ます。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
講義授業の翌週は前回の復習を行います。また、提出した課題は受講者にフィードバックしま

す。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を 5 年、制作会社でイベントや各種広告・販

促物・音楽の企画制作等で 15年の勤務経験を経た後、自らの会社を起業。大手企業から行政、

中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で 30 年以上の実務経験を

有しており、現在も現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活

かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今後の可能性に

ついて解説する。 

テキスト 

指定のテキストはありません。ラーニングポータルに

アップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行

います。 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る

習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるかがポイントです。実務で使えるレベ

ルの内容のため、全授業の出席はもとより、受講者自身の積極的な参加と継続的な向上心が必

要。単位取得のみの目的ではついてこれません。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

●ガイダンス 

教員自己紹介。授業の進め方・注意点につ

いて説明 

事前：シラバスをよく読み、本授業で達成したい目標

を決めておくこと 
1 時間 

第２回 対面 
●商品開発の流れ～マーケティングの基

礎知識 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 ●環境分析方法（PEST、3C、SWOT分析） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと。（3 時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 
●ベネフィット／ターゲティング／差別

化 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 ●４Ｐ分析～Product（アイデア発想法） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 
●４Ｐ分析～Product（商品コンセプト作

成） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 ●４Ｐ分析～Price 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第８回 対面 

●４Ｐ分析～Place/Promotion 

これまでの内容についての理解度レポー

ト課題を提示します 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと。（3 時間程度） 

4 時間 

第９回 対面 
●購買までの流れ～採用される企画書作

成のポイント 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第１０回 対面 
●実践１～ミッション提示：開発コンセプ

トから４Ｐ分析 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、次週に向けて情報収集をしておくこと（3 時間

程度） 

4 時間 

第１１回 対面 ●実践２～SWOT 分析 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題作成（4 時間程度） 

5 時間 

第１２回 対面 
●実践３～ターゲット設定～Product（商

品コンセプト文作成） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題作成（4 時間程度） 

5 時間 

第１３回 対面 ●実践４～Price/Place/Promotion 企画 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題作成（4 時間程度） 

5 時間 

第１４回 対面 

●まとめ 

最終レポートに向け、これまで学んだこと

をおさらい 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：最終レポートにむけて復習をしておくこと（3

時間程度） 

4 時間 

第１５回 オンデ 全授業の理解度を見るための最終レポー 事前：最終レポートにむけて復習しておくこと 4 時間 
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マンド ト課題を出題します。最終レポートはラー

ニングポータルに提出していただきます。 
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科目名 商品開発論 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 製品開発の本質である技術・市場の融合について、マーケティングの視点から理解する。 

授業の目的及び概要 

本講義は、製品開発の理論や概念について事例をもとに説明するものである。製品開発の考え

方の背景には技術と市場ニーズの融合がある。つまりこれは、技術やイノベーションをどのよ

うにマネジメントするかといった視点と、市場を構成する顧客のニーズを発見し価値をどのよ

うに検討するかといった視点が存在するということであり、共に重要なものである。本講義で

は後者に焦点をあて、マーケティング活動の事例を通して、製品開発の本質である技術と市場

の融合について講義を進める。 

履修条件・留意点 マーケティング基礎や経営管理論Ⅰ、マーケティング戦略論Ⅰを履修していることが望ましい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

講義内で学修した製品開発に関係する考え方やプロセスについて説明できる。 

さらに学修した内容について、他のケースや新しいビジネスモデルにあてはめて説明でき、さ

らに自身の考察も加えることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回ミニッツシートを書くこと。優秀な回答については翌週授業内でフィードバックなどを行

う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

１からのマーケティング・デザイン，石井淳蔵・廣田

章光・坂田隆文，碩学舎，2022，ISBN9784502200212 

2400 円 

ISBN 9784502200212 

参考書 
参考になる図書、論文、資料については案内いたしま

す。 
ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

マーケティング基礎や経営管理論Ⅰ、マーケティング戦略論Ⅰを履修していることが望ましい。

また日常から新製品情報に興味を持ち、それに関する情報を集めておくこと。特に最後の課題

となるレポートについては、必ず正しい書式と表現で記述すること。レポートの体裁不備に関

しては再提出を求めることがある。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス・製品開発の基本 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

基本的な製品開発の流れなどを説明しま

す。 

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的

等を理解しておくこと。（２時間程度） 

事後学修として授業で配布した資料を読んで復習し

ておくこと。（２時間程度） 

4 時間 

第２回 対面 

マーケティングミックスによる顧客創造 

マーケティングミックスを復習するとと

もに、この視点に基づき顧客をどのように

創造するかを説明します。 

事前学修としてテキストの第２章を事前に読んでお

くこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの第２章を読んで授業で得

た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 

顧客創造のプロセス 

製品利用を通じた市場創造の事例を学修

します。 

事前学修としてテキストの第３章を事前に読んでお

くこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの第３章を読んで授業で得

た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 

価格設定と製品開発 

製品価格の意味や、その設定と価値につい

て学びます。 

事前学修としてテキストの第４章を事前に読んでお

くこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの第４章を読んで授業で得

た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 

チャネルと製品開発 

新しいチャネルの構築と製品開発につい

て学びます。 

事前学修としてテキストの第５章を事前に読んでお

くこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの第５章を読んで授業で得

た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 

コミュニケーションと製品開発 

新製品の認知度とコミュニケーションと

メディア活用について学びます。 

事前学修としてテキストの第６章を事前に読んでお

くこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの第６章を読んで授業で得

た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 

マーケティングリサーチと製品開発 

製品開発における市場開発の過程につい

て学びます。 

事前学修としてテキストの第７章を事前に読んでお

くこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの第７章を読んで授業で得

た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第８回 対面 

中間テスト：第 1 回～第 7 回の復習 

最終レポートを正しい用語で書いていた

だくために、用語確認を含めた中間テスト

を行います。 

事前学修として、１回目の講義資料とテキストの２

から７章を事前に読んでおくこと。（2 時間程度） 

事後学修として、中間テストで配布した解答チェッ

クし、講義資料とテキストを読んで復習しておくこ

と。（2時間程度） 

4 時間 

第９回 対面 

顧客との関係構築による製品開発 

オフラインからオンラインへ移行した製

品開発を学びます。 

事前学修としてテキストの第８章を事前に読んでお

くこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの第８章を読んで授業で得

た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第１０回 対面 

デジタル特性を活用した製品開発 

デジタルの長所短所からそれらを生かし

た製品開発について学びます。 

事前学修としてテキストの第９章を事前に読んでお

くこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの第９章を読んで授業で得

た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第１１回 対面 

ブランド構築と製品開発 

ロングセラーブランドの構築プロセスと

製品開発について学びます。 

事前学修としてテキストの第１１章を事前に読んで

おくこと。（2時間程度） 

事後学修としてテキストの第１１章を読んで授業で

得た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第１２回 対面 

営業と製品開発 

ニーズを聞き出す営業と製品開発の関係

やプロセスを学びます。 

事前学修としてテキストの第１２章を事前に読んで

おくこと。（2時間程度） 

事後学修としてテキストの第１２章を読んで授業で

得た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 

自社資源と製品開発 

マーケティング戦略に基づいた社内資源

の活用について学びます。 

事前学修としてテキストの第１３章を事前に読んで

おくこと。（2時間程度） 

事後学修としてテキストの第１３章を読んで授業で

得た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第１４回 対面 
製品価値について 

いくつかの視点から製品価値について学

事前学修として、提供する資料を事前に読んでおく

こと。（2 時間程度） 
4 時間 
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びます。 事後学修として、提供した資料を読んで授業で得た

知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでの春学期のまとめ 

事前学修としてテキストや授業で配布した資料等を

事前に読み、予習しておくこと。（3時間程度） 

事後学修としてテキストや授業で配布した資料等で

これまで学修した部分を復習しておくこと。（3 時間

程度） 

6 時間 
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科目名 商品開発論 開講年度 2025 

担当者 石川 靖之 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 商品開発のプロセスの学修を通じたマーケティング能力の養成 

授業の目的及び概要 

マーケティングの考え方は、就職してから様々な場面で活用が可能です。この授業では、商品

開発の流れを通してマーケティングの基礎知識を習得した後、後半はその知識をもとに、具体

的な商品開発の企画書を作成し、論理的思考の習得にもつなげます。マーケティングの基礎知

識から講義をするので、マーケティング関連の受講がなくても大丈夫です。 

また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達

成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と目標達成意識の醸成につなげます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

SWOT 分析、ターゲティング、差別化、ベネフィット、4P 分析の各課題を学生自ら考え、作成す

ることで論理的思考力が身につき、あらゆる仕事に役立つマーケティングの考え方を習得でき

ます。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
講義授業の翌週は前回の復習を行います。また、提出した課題は受講者にフィードバックしま

す。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を 5 年、制作会社でイベントや各種広告・販

促物・音楽の企画制作等で 15年の勤務経験を経た後、自らの会社を起業。大手企業から行政、

中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で 30 年以上の実務経験を

有しており、現在も現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活

かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今後の可能性に

ついて解説する。 

テキスト 

指定のテキストはありません。ラーニングポータルに

アップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行

います。 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る

習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるかがポイントです。実務で使えるレベ

ルの内容のため、全授業の出席はもとより、受講者自身の積極的な参加と継続的な向上心が必

要。単位取得のみの目的ではついてこれません。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

●ガイダンス 

教員自己紹介。授業の進め方・注意点につ

いて説明 

事前：シラバスをよく読み、本授業で達成したい目標

を決めておくこと 
1 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

●商品開発の流れ～マーケティングの基

礎知識 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
●環境分析方法（PEST、3C、SWOT分析） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと。（3 時間程度） 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

●ベネフィット／ターゲティング／差別

化 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 
●４Ｐ分析～Product（アイデア発想法） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

●４Ｐ分析～Product（商品コンセプト作

成） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 
●４Ｐ分析～Price 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
●４Ｐ分析～Place/Promotion 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと。（3 時間程度） 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

●購買までの流れ～採用される企画書作

成のポイント 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、不明点をなくしておくこと（3時間程度） 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

●実践１～ミッション提示：開発コンセプ

トから４Ｐ分析 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を

通し、次週に向けて情報収集をしておくこと（3 時間

程度） 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 
●実践２～SWOT 分析 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題作成（4 時間程度） 

5 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

●実践３～ターゲット設定～Product（商

品コンセプト文作成） 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題作成（4 時間程度） 

5 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
●実践４～Price/Place/Promotion 企画 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：課題作成（4 時間程度） 

5 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

●まとめ 

最終のレポート提出に向け、これまで学ん

だことをおさらい 

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこ

と（1 時間程度） 

事後：最終レポートにむけて復習をしておくこと（3

時間程度） 

4 時間 

第１５回 オンデ 全授業の理解度を見るための最終レポー 事前：最終レポート作成に向け、復習しておくこと 4 時間 
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マンド トを作成していただきます。 
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科目名 ホスピタリティ論 開講年度 2025 

担当者 仙波 慶子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ ホスピタリティの内容を深く理解し、実践する。 

授業の目的及び概要 

成熟社会となった我が国では、サービス産業のみならず、製造業をはじめとする様々な分野で

「顧客満足」を重視しています。また、一部のサービス業は「ホスピタリティ産業」とも呼ば

れるようになりました。 

「顧客満足」につながる「ホスピタリティ」とは何であるか、何をすれば達成できるのか、メ

リット・デメリット、リスクは何かを考察し、社会のニーズを適切に理解して、将来社会人と

して職場や顧客とのより良い関係性を構築できる人材、求められる人材になることを目指しま

す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

社会や企業から求められる、次のような人になることを到達目標とします。 

①「ホスピタリティ」の重要性を理解し、適切なコミュニケーションができる。 

②他者の考え方や感じ方を推測し、適切な対応や配慮ができる。 

③産業やビジネスにおける「ホスピタリティ」のあり方を理解し、実践できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。 

双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の

提出を求めます。 

コメントシートで提出された問題や質問、傑出したコメントなどをピックアップし、次回授業

で紹介して解説を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①感動体験を創る！「ホスピタリティ・マネジメント」

〔第 3 版〕， 山口一美著，創成社，2022 年 
ISBN 0 

参考書 
指定の参考書はありません。必要な資料はパワーポイ

ントで作成し、ラーニングポータルで公開します。 
ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てから

の第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体性のある講義です。 

社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

講義概要の説明： 

授業の内容や目標、評価方法などについて

ガイダンスを行います。 

また、ホスピタリティの基本的な概念につ

いて紹介します。 

授業後に、テキスト第 1章を読んで予習して下さい. 4 時間 

第２回 対面 

ホスピタリティとサービス： 

ホスピタリティとサービスの違いについ

て理解し、ホスピタリティ産業で提供する

サービスの特性を考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1章）を復習

し、テキスト第 2 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第３回 対面 

経営管理（サービス・マーケティング）： 

サービスの特性と、社会における位置づ

け、ビジネスシーンにおける役割を理解

し、マーケティングとの関連性を考察しま

す。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章）を復習

し、テキスト第 3 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第４回 対面 

サービス・リカバリー、エンパワーメント： 

顧客クレームに対応する考え方、従業員へ

のエンパワーメント（権限委譲）の重要性

やリスク（メリット・デメリット）につい

て、考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 3章）を復習

し、テキスト第 4 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第５回 対面 

顧客満足（1）： 

顧客の選択行動を理解し、対応するサービ

スの品質、リピーターを生むサービスにつ

いて、考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 4章）をよく

復習して下さい。次回は更に関連の内容について考

察を深めます。 

4 時間 

第６回 対面 

顧客満足（2）： 

サービスの品質、リピーターを生むサービ

スと、マーケティングとの関連性を考察し

ます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 4章）を復習

し、テキスト第 5 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第７回 対面 

従業員満足： 

ホスピタリティ産業、サービス業における

従業員のモチベーションについて考察し

ます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 5章）を復習

し、テキスト第 6 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第８回 対面 

従業員とコミュニケーション（1）： 

人のパーソナリティとコミュニケーショ

ンについて理解し、言語コミュニケーショ

ンと非言語コミュニケーションについて

考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 6章―1,2）

を復習し、テキスト第 6 章―3 を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第９回 対面 

従業員とコミュニケーション（2）： 

コミュニケーションとマナーについて、事

例を紹介しながら理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 6章-3）を復

習し、テキスト第 7 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１０回 対面 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：旅行

ビジネス 

旅行ビジネスの歴史（これまでの発展）と、

現状や課題について学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 7章）を復習

し、テキスト第 8 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１１回 対面 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：航空

ビジネス 

航空ビジネスの歴史（これまでの発展）と、

現状や課題について学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 8章）を復習

し、テキスト第 9 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１２回 対面 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊

ビジネス（1） 

宿泊ビジネスの歴史（これまでの発展）と、

現状や課題について学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 9章）をよく

復習して下さい。次回は具体的な事例について、考察

します。 

4 時間 

第１３回 対面 
ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊

ビジネス（2） 

授業後に、宿泊ビジネス（テキスト第 9 章及び事例研

究）について復習し、テキスト第 10 章を読んで予習
4 時間 
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宿泊ビジネスの具体的な事例を研究し、理

解を深めます。 

して下さい。 

第１４回 対面 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：テー

マパーク・ビジネス（1） 

テーマパーク・ビジネスの歴史（これまで

の発展）と、現状や課題について学修しま

す。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 10 章）をよ

く復習して下さい。次回は具体的な事例について、考

察します。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

講義の総括： 

講義内容全体を振り返り、ホスピタリティ

の概念、実践とビジネスシーンでの応用に

ついて、総合的に考えます。 

授業後に、テキスト全編を振り返って復習して下さ

い。 
4 時間 
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科目名 ホスピタリティ論 開講年度 2025 

担当者 仙波 慶子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ ホスピタリティの内容を深く理解し、実践する。 

授業の目的及び概要 

成熟社会となった我が国では、サービス産業のみならず、製造業をはじめとする様々な分野で

「顧客満足」を重視しています。また、一部のサービス業は「ホスピタリティ産業」とも呼ば

れるようになりました。 

「顧客満足」につながる「ホスピタリティ」とは何であるか、何をすれば達成できるのか、メ

リット・デメリット、リスクは何かを考察し、社会のニーズを適切に理解して、将来社会人と

して職場や顧客とのより良い関係性を構築できる人材、求められる人材になることを目指しま

す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

社会や企業から求められる、次のような人になることを到達目標とします。 

①「ホスピタリティ」の重要性を理解し、適切なコミュニケーションができる。 

②他者の考え方や感じ方を推測し、適切な対応や配慮ができる。 

③産業やビジネスにおける「ホスピタリティ」のあり方を理解し、実践できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。 

双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の

提出を求めます。 

コメントシートで提出された問題や質問、傑出したコメントなどをピックアップし、次回授業

で紹介して解説を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①感動体験を創る！「ホスピタリティ・マネジメント」

〔第 3 版〕， 山口一美著，創成社，2022 年 
ISBN 0 

参考書 
指定の参考書はありません。必要な資料はパワーポイ

ントで作成し、ラーニングポータルで公開します。 
ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てから

の第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体性のある講義です。 

社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

講義概要の説明： 

授業の内容や目標、評価方法などについて

ガイダンスを行います。 

また、ホスピタリティの基本的な概念につ

いて紹介します。 

授業後に、テキスト第 1章を読んで予習して下さい. 4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

ホスピタリティとサービス： 

ホスピタリティとサービスの違いについ

て理解し、ホスピタリティ産業で提供する

サービスの特性を考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1章）を復習

し、テキスト第 2 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

経営管理（サービス・マーケティング）： 

サービスの特性と、社会における位置づ

け、ビジネスシーンにおける役割を理解

し、マーケティングとの関連性を考察しま

す。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章）を復習

し、テキスト第 3 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

サービス・リカバリー、エンパワーメント： 

顧客クレームに対応する考え方、従業員へ

のエンパワーメント（権限委譲）の重要性

やリスク（メリット・デメリット）につい

て、考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 3章）を復習

し、テキスト第 4 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

顧客満足（1）： 

顧客の選択行動を理解し、対応するサービ

スの品質、リピーターを生むサービスにつ

いて、考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 4章）をよく

復習して下さい。次回は更に関連の内容について考

察を深めます。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

顧客満足（2）： 

サービスの品質、リピーターを生むサービ

スと、マーケティングとの関連性を考察し

ます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 4章）を復習

し、テキスト第 5 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

従業員満足： 

ホスピタリティ産業、サービス業における

従業員のモチベーションについて考察し

ます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 5章）を復習

し、テキスト第 6 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

従業員とコミュニケーション（1）： 

人のパーソナリティとコミュニケーショ

ンについて理解し、言語コミュニケーショ

ンと非言語コミュニケーションについて

考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 6章―1,2）

を復習し、テキスト第 6 章―3 を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

従業員とコミュニケーション（2）： 

コミュニケーションとマナーについて、事

例を紹介しながら理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 6章-3）を復

習し、テキスト第 7 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：旅行

ビジネス 

旅行ビジネスの歴史（これまでの発展）と、

現状や課題について学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 7章）を復習

し、テキスト第 8 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：航空

ビジネス 

航空ビジネスの歴史（これまでの発展）と、

現状や課題について学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 8章）を復習

し、テキスト第 9 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊

ビジネス（1） 

宿泊ビジネスの歴史（これまでの発展）と、

現状や課題について学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 9章）をよく

復習して下さい。次回は具体的な事例について、考察

します。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊

ビジネス（2） 

授業後に、宿泊ビジネス（テキスト第 9 章及び事例研

究）について復習し、テキスト第 10 章を読んで予習
4 時間 
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宿泊ビジネスの具体的な事例を研究し、理

解を深めます。 

して下さい。 

第１４回 
オンデ

マンド 

ホスピタリティ産業の主要ビジネス：テー

マパーク・ビジネス（1） 

テーマパーク・ビジネスの歴史（これまで

の発展）と、現状や課題について学修しま

す。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 10 章）をよ

く復習して下さい。次回は具体的な事例について、考

察します。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

講義の総括： 

講義内容全体を振り返り、ホスピタリティ

の概念、実践とビジネスシーンでの応用に

ついて、総合的に考えます。 

授業後に、テキスト全編を振り返って復習して下さ

い。 
4 時間 
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科目名 観光論 開講年度 2025 

担当者 仙波 慶子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
観光の歴史や産業的役割を理解すると共に、ウィズコロナ、アフターコロナ、高齢化、スマー

ト化などを踏まえた新たな時代のツーリズムについて考える 

授業の目的及び概要 

「観光」は 21 世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。特に日本

では、近年インバウンド観光客が大幅に増加し、様々な産業の成長や発展を促す大きなトレン

ドとなりました。 

しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限

定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会に向かっていることなどを踏まえ、

新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まって

います。 

本講義では、観光学の基礎を理解したうえで、世界ではどのような形式のツーリズム産業が存

在して、先端技術を応用した運営がなされているのか、事例を研究すると共に、これからの新

時代のツーリズムビジネスを考えていきます。 

「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決す

る力」をつけることをポイントにしていますので、観光関連業界を進路として目指すかどうか

によらず、「人間力向上」に役立つものです。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような力をつけることを到達目標としま

す。 

①社会や環境の変化を適切に分析できるようになる。 

②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、

プランすることができるようになる。 

③観光ビジネスについて理解し、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題解決できるよ

うになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。 

また、対面の場合は双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載

内容は都度指示）の提出を求め、理解を深めます。コメントシートの中で提起された問題や質

問、傑出したコメントについては、次回授業で紹介して解説を行います。 

オンデマンドの場合は毎回のテストで学修内容の確認を行い、理解を深めます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト ①「観光再生」，村山慶輔著，プレジデント社，2020 年 ISBN 0 

参考書 

「新・観光学入門」中村忠司・王静（編著）、晃洋書房 

〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介し

ますので、購入の必要はありません〕 

ISBN 
ISBN：978-4-7710-3137-

1 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てから

の第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体性のある講義です。 

社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に発言して下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

講義概要の説明： 

授業の内容や目標、評価方法などについて

ガイダンスを行います。 

また、「観光」の意義や概念について、紹

介します。 

（参考書「新・観光学入門」に基づく教師

作成のパワーポイント資料を使用） 

授業後に、パワーポイントの内容を復習し、次回用パ

ワーポイント（第 1回時に提供）を読んで予習して下

さい。 

4 時間 

第２回 対面 

観光の歴史、位置づけ： 

日本の観光の歴史、世界の観光の歴史、観

光事業が関連する分野について理解を深

めます。 

（参考書「新・観光学入門」に基づく教師

作成のパワーポイント資料を使用） 

授業後に、今回のパワーポイント資料の内容を復習

し、テキスト第 1章 01～02を読んで予習して下さい。

（約 1 時間） 

4 時間 

第３回 対面 

「サステナブル」という視点：サステナブ

ル・ツーリズム、リジェネラティブ・トラ

ベル: 

持続可能な観光のガイドライン、「環境に

やさしい」だけでなく「環境をよくする」

取り組みについて、学修します。 

また、その分野における世界（フィンラン

ド、メキシコ）の観光の取り組みを検証し

ます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1章 01～02）

を復習し、テキスト第 1章 03～04 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

地域教育とシビック・プライド、コミュニ

ティ・ツーリズム： 

地域住民が地元に誇りや愛着を持ち、地域

をよりよくするために取り組むツーリズ

ム、地域振興に貢献するアクションについ

て、学修します。 

また、その分野における日本（秋田県、兵

庫県）や世界（スペイン、エクアドル）の

取り組みを検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1章 03～04）

を復習し、テキスト第 1章 05～06 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

観光貢献度の可視化、量から質への「発想

の転換」： 

観光公害、オーバーツーリズムについて、

学修します。 

また、「マスツーリズム」からの脱却、「量

から質へ」の転換を図るオーストリア・ウ

ィーンの取り組みを検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1章 05～06）

を復習し、テキスト第 1章 07 を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第６回 対面 

BCPの策定： 

観光事業におけるリスク管理、リスク対策

となる BCP（事業継続計画）について、学

修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1 章 07）を

復習し、テキスト第 2章 08～09を読んで予習して下

さい。 

4 時間 

第７回 対面 「新技術」でネクストステップへ進む：マ 授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章 08～09） 4 時間 
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イクロモビリティ、観光型 MaaS。 

都市型・郊外型など、タイプに合わせた移

動手段の導入、SDG’s につながる MaaS に

ついて、学修します。 

また、日本（大分、奈良、）や世界（ニュー

ジーランド、スコットランド）の観光地に

おける具体的な取り組みを検証します。 

を復習し、テキスト第 2章 10～11 を読んで予習して

下さい。 

第８回 対面 

デジタルトランスフォーメーション、スマ

ートツーリズム： 

データやデジタルを活用した新たな観光

サービス、システムを学修します。 

また、シンガポール、スペインでの取り組

みを検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章 10～11）

を復習し、テキスト第 2章 12～13 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

バーチャルツーリズム、ライブコマース： 

オンライン体験とリアル体験の整合、観光

分野における「企画力」を学修します。ま

た、インタラクティブコミュニケーション

を導入した「ライブコマース」の発展につ

いて考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章 12～13）

を復習し、テキスト第 2章 14 を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第１０回 対面 

AI・ロボット/非接触型機器： 

接客やサービスにおけるシステム、ロボッ

トの導入について学修します。 

また、メキシコなど世界における導入の現

状を検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2 章 14）を

復習し、テキスト第 3章 15～16を読んで予習して下

さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

観光の新たなトレンドを捉え、対応する：

アフターインスタ映え、食の多様化。 

「美味しい、きれい、かわいい」以外の価

値、多様化（ベジタリアン、ムスリム、ヴ

ィーガン、グルテンフリーなど）への観光

ビジネスの対応について、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 3章 15～16）

を復習し、テキスト第 3章 17～19 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

アドベンチャーツーリズム、ロングステイ

ヤー／ワーケーション、レスポンシブルツ

ーリズム： 

ニューノーマルに合致する新たな観光や

滞在の形、ビジネスの取り組みについて、

学修します。 

また、世界（ニュージーランド、エストニ

ア、アメリカなど）の取り組みを検証しま

す。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 3章 17～19）

を復習し、テキスト第 4章 20～22 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 

「新戦略」で未来のニーズを先取りする：

高付加価値化、富裕層マーケット、ニュー

マーケットの開拓。 

観光ビジネス、旅行業において不可欠な

「高付加価値化」と、ターゲットとなる市

場について、学修します。 

また、富裕層向けの観光資源に恵まれた日

本、観光付加価値の向上に取り組むタイに

ついて、検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 4章 20～22）

を復習し、テキスト第 4章 23～24 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

観光 CRM、リスク分散／事業の多様化： 

観光ビジネス、観光行政における顧客管理

の位置づけ、重要性について、学修します。 

また、観光ビジネスの成長を考える上で

の、リスクや問題を分析し、解決を考えま

す。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 4章 23～24）

を復習し、テキスト第 5章 27 を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

ダイバーシティの理解、講義の総括： 

観光ビジネスにおける多様化について、考

察します。 

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り

返って復習して下さい。 
4 時間 
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また、講義内容を総括します。 
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科目名 観光論 開講年度 2025 

担当者 仙波 慶子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
観光の歴史や産業的役割を理解すると共に、ウィズコロナ、アフターコロナ、高齢化、スマー

ト化などを踏まえた新たな時代のツーリズムについて考える 

授業の目的及び概要 

「観光」は 21 世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。特に日本

では、近年インバウンド観光客が大幅に増加し、様々な産業の成長や発展を促す大きなトレン

ドとなりました。 

しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限

定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会に向かっていることなどを踏まえ、

新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まって

います。 

本講義では、観光学の基礎を理解したうえで、世界ではどのような形式のツーリズム産業が存

在して、先端技術を応用した運営がなされているのか、事例を研究すると共に、これからの新

時代のツーリズムビジネスを考えていきます。 

「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決す

る力」をつけることをポイントにしていますので、観光関連業界を進路として目指すかどうか

によらず、「人間力向上」に役立つものです。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような力をつけることを到達目標としま

す。 

①社会や環境の変化を適切に分析できるようになる。 

②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、

プランすることができるようになる。 

③観光ビジネスについて理解し、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題解決できるよ

うになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。 

また、対面の場合は双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載

内容は都度指示）の提出を求め、理解を深めます。コメントシートの中で提起された問題や質

問、傑出したコメントについては、次回授業で紹介して解説を行います。 

オンデマンドの場合は毎回のテストで学修内容の確認を行い、理解を深めます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト ①「観光再生」，村山慶輔著，プレジデント社，2020 年 ISBN 0 

参考書 

「新・観光学入門」中村忠司・王静（編著）、晃洋書房 

〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介し

ますので、購入の必要はありません〕 

ISBN 
ISBN：978-4-7710-3137-

1 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てから

の第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体性のある講義です。 

社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

講義概要の説明： 

授業の内容や目標、評価方法などについて

ガイダンスを行います。 

また、「観光」の意義や概念について、紹

介します。 

（参考書「新・観光学入門」に基づく教師

作成のパワーポイント資料を使用） 

授業後に、パワーポイントの内容を復習し、次回用パ

ワーポイント（第 1回時に提供）を読んで予習して下

さい。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

観光の歴史、位置づけ： 

日本の観光の歴史、世界の観光の歴史、観

光事業が関連する分野について理解を深

めます。 

（参考書「新・観光学入門」に基づく教師

作成のパワーポイント資料を使用） 

授業後に、今回のパワーポイント資料の内容を復習

し、テキスト第 1章 01～02を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

「サステナブル」という視点：サステナブ

ル・ツーリズム、リジェネラティブ・トラ

ベル: 

持続可能な観光のガイドライン、「環境に

やさしい」だけでなく「環境をよくする」

取り組みについて、学修します。 

また、その分野における世界（フィンラン

ド、メキシコ）の観光の取り組みを検証し

ます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1章 01～02）

を復習し、テキスト第 1章 03～04 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

地域教育とシビック・プライド、コミュニ

ティ・ツーリズム： 

地域住民が地元に誇りや愛着を持ち、地域

をよりよくするために取り組むツーリズ

ム、地域振興に貢献するアクションについ

て、学修します。 

また、その分野における日本（秋田県、兵

庫県）や世界（スペイン、エクアドル）の

取り組みを検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1章 03～04）

を復習し、テキスト第 1章 05～06 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

観光貢献度の可視化、量から質への「発想

の転換」： 

観光公害、オーバーツーリズムについて、

学修します。 

また、「マスツーリズム」からの脱却、「量

から質へ」の転換を図るオーストリア・ウ

ィーンの取り組みを検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1章 05～06）

を復習し、テキスト第 1章 07 を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

BCPの策定： 

観光事業におけるリスク管理、リスク対策

となる BCP（事業継続計画）について、学

修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 1 章 07）を

復習し、テキスト第 2章 08～09を読んで予習して下

さい。 

4 時間 

第７回 オンデ 「新技術」でネクストステップへ進む：マ 授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章 08～09） 4 時間 
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マンド イクロモビリティ、観光型 MaaS。 

都市型・郊外型など、タイプに合わせた移

動手段の導入、SDG’s につながる MaaS に

ついて、学修します。 

また、日本（大分、奈良、）や世界（ニュー

ジーランド、スコットランド）の観光地に

おける具体的な取り組みを検証します。 

を復習し、テキスト第 2章 10～11 を読んで予習して

下さい。 

第８回 
オンデ

マンド 

デジタルトランスフォーメーション、スマ

ートツーリズム： 

データやデジタルを活用した新たな観光

サービス、システムを学修します。 

また、シンガポール、スペインでの取り組

みを検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章 10～11）

を復習し、テキスト第 2章 12～13 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

バーチャルツーリズム、ライブコマース： 

オンライン体験とリアル体験の整合、観光

分野における「企画力」を学修します。ま

た、インタラクティブコミュニケーション

を導入した「ライブコマース」の発展につ

いて考察します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章 12～13）

を復習し、テキスト第 2章 14 を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

AI・ロボット/非接触型機器： 

接客やサービスにおけるシステム、ロボッ

トの導入について学修します。 

また、メキシコなど世界における導入の現

状を検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2 章 14）を

復習し、テキスト第 3章 15～16を読んで予習して下

さい。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

観光の新たなトレンドを捉え、対応する：

アフターインスタ映え、食の多様化。 

「美味しい、きれい、かわいい」以外の価

値、多様化（ベジタリアン、ムスリム、ヴ

ィーガン、グルテンフリーなど）への観光

ビジネスの対応について、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 3章 15～16）

を復習し、テキスト第 3章 17～19 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

アドベンチャーツーリズム、ロングステイ

ヤー／ワーケーション、レスポンシブルツ

ーリズム： 

ニューノーマルに合致する新たな観光や

滞在の形、ビジネスの取り組みについて、

学修します。 

また、世界（ニュージーランド、エストニ

ア、アメリカなど）の取り組みを検証しま

す。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 3章 17～19）

を復習し、テキスト第 4章 20～22 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

「新戦略」で未来のニーズを先取りする：

高付加価値化、富裕層マーケット、ニュー

マーケットの開拓。 

観光ビジネス、旅行業において不可欠な

「高付加価値化」と、ターゲットとなる市

場について、学修します。 

また、富裕層向けの観光資源に恵まれた日

本、観光付加価値の向上に取り組むタイに

ついて、検証します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 4章 20～22）

を復習し、テキスト第 4章 23～24 を読んで予習して

下さい。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

観光 CRM、リスク分散／事業の多様化： 

観光ビジネス、観光行政における顧客管理

の位置づけ、重要性について、学修します。 

また、観光ビジネスの成長を考える上で

の、リスクや問題を分析し、解決を考えま

す。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 4章 23～24）

を復習し、テキスト第 5章 27 を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

ダイバーシティの理解、講義の総括： 

観光ビジネスにおける多様化について、考

察します。 

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り

返って復習して下さい。 
4 時間 
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また、講義内容を総括します。 
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科目名 貿易論 （経営）／貿易論（貿易基礎）（経済） 開講年度 2025 

担当者 高砂 謙二 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 貿易に関する理論と実践知識の修得 

授業の目的及び概要 

現代において、海外との貿易取引なくして日本経済は成り立ちません。将来もグローバルな貿

易取引がますます拡大していくものと考えられます。このような現状を踏まえ、本科目では貿

易取引の基礎的な理論と実践的な知識の習得を目指し、社会において実務に活かせる内容を提

供します。したがって、「貿易実務検定 C 級」の資格取得を目指すことも指導します。 

この授業は、貿易の果たす経済効果に対して、貿易に関する諸問題を分析するのに必要な貿易

理論や貿易政策についてミクロ的基礎を学びます。そして、最新のトピックスである産業内貿

易の動向を取りあげ、アジアと欧米の事例を挙げて経済理論の理解を深めることができるよう

にします。また、外国為替や国際収支についてマクロ的基礎を学び、さらに、WTO や各 EPA 等の

貿易協定についても触れ、現実の国家間の政策の理解や評価に役立てることを配慮した構成と

します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

以下の内容を到達レベルとします。 

・貿易の意義を理論的に説明できる 

・貿易の種類と内容を説明できる 

・輸出入管理の制度を説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の理解度テストや、レポートまたは中間試験については、模範解答を示し、理解の定着を

図ります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、金融機関において営業店や外国部、審査部、経営企画等で 16 年間勤務し、

銀行業務全般や国際業務（外国為替リーディング業務、外為与信審査業務、国際経営・貿易相

談業務、輸出入貿易書類点検業務）、法務・市場調査・広報等の実務経験を積んできた。本科目

では、国際的なマーケットの実態や外国為替相場の特性などについて、こうした実務経験を活

かして解説するなど、実践的な教育を行う。 

テキスト 
なし（テキストは指定しませんが、レジュメを配布し

ます） 
ISBN 0 

参考書 

①コンパクト 国際経済学、多和田眞、新世社、2010

年 

②図解 貿易実務ハンドブック ベーシック版 第 7 版 

「貿易実務検定®」C 級オフィシャルテキスト 、日本

貿易実務検定協会、日本能率協会マネジメントセンタ

ー、2020 年 

ISBN 
①978-4883841530 

②978-4820728016 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 
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その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

１．本科目を履修するにあたり、「貿易論Ⅱ（経営学部）」/「貿易論（貿易実務）（経済学部）」

も履修することを前提とします。 

２．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。商社もしくは企業の海外担

当部署や輸出入管理部署に関心があれば、履修することを勧めます。 

３．関連科目として、「国際経営概論」、「ビジネス取引法」を履修することを勧めます。 

４．将来、留学生も自国と日本とのビジネスに関わる事を想定して履修すること勧めます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

授業の進め方、評価方法、受講者の心得等

の説明を行います。 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第２回 対面 

【貿易の意義と特色（基礎）】 

本科目の概要として、国内取引との違い、

貿易取引の流れ、商流/物流、貿易の便益

を理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第３回 対面 

【伝統的貿易論（基礎）①】 

貿易理論の基本として、アダム・スミスの

絶対優位論とリカードの比較優位論を理

解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第４回 対面 

【伝統的貿易論（基礎）②】 

貿易理論の基本として、ヘクシャー=オリ

ーンモデルを理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第５回 対面 

【現代の国際貿易論（基礎）】 

新しい貿易理論として、規模の経済性や産

業内貿易について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第６回 対面 

【貿易政策（基礎）】 

貿易政策として行われる①関税、②輸入割

当、③輸出補助金、④輸入禁止、⑤輸出自

主規制について経済理論から理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第７回 対面 
【産業内貿易（基礎）】 

垂直的産業内貿易と水平的産業内貿易の

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む
4 時間 
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違いや、近年盛んな国際分業について理解

する 

アジアと欧米の具体的な貿易事例などを

紹介する・ 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

※中間試験またはレポート課題を課す 

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

第８回 対面 

【世界の貿易体制と日本の貿易】 

世界の貿易環境と枠組み、および日本の貿

易取引状況について観察する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第９回 対面 

【国際収支統計と為替レート】 

貿易による国際収支や為替の影響につい

て理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１０回 対面 

【貿易の基礎知識】 

貿易の流れ、貿易に関する国際ルール、多

国籍企業の市場参入について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１１回 対面 

【貿易取引の形態】 

貿易の種類（輸出入、三国間貿易、加工貿

易）や貿易の形態（売主、買主、代理人の

関係）について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

※中間試験またはレポート課題を課す 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１２回 対面 

【取引準備と契約交渉】 

貿易取引の準備と契約締結に向けた準備

について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１３回 対面 

【契約条件（インコタームズ）】 

貨物の引渡しと危険負担の範囲および費

用負担を定めるインコタームズについて

理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１４回 対面 

【日本の輸出入貿易管理制度】 

輸出入管理法令および該非判定などの管

理制度について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う。 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１５回 オンデ 【授業の総括】 ・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ 4 時間 
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マンド これまでの内容の総括を行う メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 
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科目名 サプライチェーンマネジメント論 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 「ものづくり」におけるサプライチェーンとロジスティクス 

授業の目的及び概要 

かつて(1980 年代以降)日本は「ものづくり」大国と呼ばれるほどでした。もちろん今も小さな

ものから大きなものまで様々なものづくりがおこなわれています。ここには原材料の調達から，

製造，在庫管理，配送，販売，廃棄・3R の流れがあり，これらを繋いでいるものが物流/ロジス

ティクスです。このサプライチェーンマネジメント(以下 SCM)を適切におこなうことは，企業

経営を安定させる一手となります。その仕組みについて，基礎となる用語や考え方を体得し，

さらに実務を想定できる具体事例を採り上げ SCM を体系的に理解できることを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

企業が SCM に着目する意義を説明できる。 

具体的には， 

・SCM の中で「もの」「金」「情報」がどのように流れているのかを把握・理解する 

・なぜ企業の SCM が効率化や最適化を目指すのかを説明できる 

・SCM のステイクホルダーの一つに着目し，その課題を一つ以上見つけることができる 

ことが目標となります。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントを次回講義にて採り上げ，それに対する補足説明をおこないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
基礎から学べる！世界標準の SCM 教本，山本圭一著・

水谷禎志著・行本顕著，日刊工業新聞社，2021 年 
ISBN 9784526081248 

参考書 
サプライチェーン経営入門，藤野直明著，日本経済新

聞出版，1999 年(「増刷なし」出版社に確認済み) 
ISBN 9784532107925 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

SCM は企業の考え方を反映しています。ステイクホルダーが多くかかわるため企業の課題も理

解できます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 
SCM とは：SCM の定義・目的・意思決定か

ら SCM の概要をつかみます。 

予習：テキスト第 1章(1-1 から 1-7 まで)を一読して

臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第２回 対面 

オペレーションでの意思決定，戦略：「も

のづくり」における意思決定について生産

計画と生産管理を中心に確認します。 

予習：テキスト第 1・2 章(1-8 から 2-4 まで)を一読

して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第３回 対面 

デマンドマネジメントの手法：需要サイド

からの情報をもとに将来的な生産計画を

するフェーズを学びます。 

予習：テキスト第 3章(3-1 から 3-9 まで)を一読して

臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第４回 対面 

サプライプランニングの手法：供給量やリ

ードタイムを総合的に考える重要性を学

修します。 

予習：テキスト第 4章(4-1 から 4-8 まで)を一読して

臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第５回 対面 
在庫とは：なぜ企業が在庫に着目するのか

を紐解き，理解を深めます。 

予習：テキスト第 5章(5-1 から 5-9 まで)を一読して

臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第６回 対面 

プロキュアメントの検討：おもにサプライ

ヤー選定・決定をおこなうための概要を学

びます。 

予習：テキスト第 6・7 章(6-1 から 7-3 まで)を一読

して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第７回 対面 

マニュファクチャリングの流れ：製造活動

の流れと重要視される品質について学修

します。 

予習：テキスト第 7・8 章(7-4 から 8-4 まで)を一読

して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第８回 対面 

物流/ロジスティクスとは：「ものづくり」

には必ず物流が関わります。この点をヘリ

コプター視点で見ていきます。 

予習：テキスト第 9章(9-1 から 9-5 まで)を一読して

臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第９回 対面 

ロジスティクスと地球環境：国土交通省や

環境省の資料を用い，ロジスティクスと環

境負荷低減について知識を得ます。 

予習：配布資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

学外講師「ロジスティクスの今後(仮題)」：

企業のロジスティクス関係者に来校いた

だき「今」を体感します。 

予習：配布資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１１回 対面 
SCMの原価計算，標準：原価についての概

要と計算方法を学修します。 

予習：テキスト第 10・11 章(10-1 から 11-2 まで)を

一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

グループワーク：SCM の観点から課題解決

をおこないます。課題は第 11 回の講義の

中で伝えます。 

予習：配布資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１３回 対面 

グループワーク発表：課題に対する解決案

を各グループに発表してもらい，多面的な

考え方を得ます。 

予習：グループの発表について話し合っておいてく

ださい。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

テスト：これまでの授業内容から，SCM に

ついて穴埋め問題と，小論文に取り組んで

いただきます。 

予習：これまでの講義内容のポイントを振り返って

おいてください。 

復習：テストのポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総復習：第 1 回から第 14 回までの最重要

ポイントをまとめたものを共有します。 

予習：配布資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 
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科目名 証券論 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 証券投資と企業金融 

授業の目的及び概要 

政府は「貯蓄から投資へ」の基盤づくりとして iDeCo(個人型確定拠出年金)や NISA(少額投資非

課税制度)などを創設するなどさまざまな改革を進めている。運用の成果は個人の選択によって

変化することになるため、金融リテラシーとして、基本的な資産運用の知識は欠かせない。こ

の授業は、企業の存在意義、その中でも特に株式会社を取り上げ、株式会社の資金調達手段に

おいて重要な役割を果たしている証券市場の仕組み、証券投資のリスクとリターン、証券の価

格形成及び価格決定の要因といった証券投資に係る基礎知識を理解できることを目標とする。

また、近年増加している投資信託、デリバティブ取引、オルタナティブ取引、グローバル投資

や、個人投資家の資産を預かる機関投資家のスチュワードシップ責任についてもとりあげる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
金融経済を中心とする幅広い専門知識や、現代社会における証券投資や証券市場の重要性につ

いて理解し説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 確認テストについては授業中に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
『新・入門証券論』，榊原茂樹、城下賢吾、岡村秀夫、

山口聖、月岡靖智、北島孝博著，有斐閣 ，2024 年 
ISBN 9784641166370 

参考書 授業中に提示します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

テキスト、参考書、書込み式の配布資料を用いて講義形式で授業を行い、また毎回、確認テス

トを実施します。ラーニングポータルに資料を載せ、授業では PowerPoint を使用します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
証券と投資 

証券の役割、証券の種類、金融市場、投資、

【予習】事前にシラバスを確認し、テキストの第 1 章

の部分を読んでおきましょう。 
4 時間 

2025/05/01

311



 

 

証券分析 【復習】テキストの第 1 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

第２回 対面 
評価の基本原理 

将来価値、現在価値、評価の基本原理 

【予習】事前にテキストの第 2 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 2 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第３回 対面 
企業分析 

財務諸表、株価と財務分析 

【予習】事前にテキストの第 3 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 3 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第４回 対面 債券市場 

【予習】事前にテキストの第 4 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 4 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第５回 対面 債券分析 

【予習】事前にテキストの第 5 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 5 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第６回 対面 株式市場 

【予習】事前にテキストの第 6 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 6 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第７回 対面 
株式分析 

行動ファイナンス 

【予習】事前にテキストの第 7章および第 10章の部

分を読んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 7章および第 10章の部分や配

布資料を読み返し、講義で得た知識を確認してくだ

さい。 

4 時間 

第８回 対面 投資信託 

【予習】事前にテキストの第 8 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 8 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第９回 対面 ポートフォリオ理論と資本市場理論 

【予習】事前にテキストの第 9 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 9 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１０回 対面 デリバティブ市場 

【予習】事前にテキストの第 11章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 11 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１１回 対面 デリバティブ価格と投資戦略 

【予習】事前にテキストの第 12章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 12 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１２回 対面 グローバル投資と各国の証券投資 

【予習】事前にテキストの第 13章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 13 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１３回 対面 オルタナティブ投資 

【予習】事前にテキストの第 14章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 14 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１４回 対面 スチュワードシップ責任 

【予習】事前にテキストの第 15章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 15 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【予習】事前にテキストや配布資料をもとに復習し

ておきましょう。 
4 時間 

2025/05/01
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【復習】テキストや配布資料をもとに復習し、講義で

得た知識を確認してください。 

2025/05/01
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科目名 ファイナンシャル・プランニングⅠ 開講年度 2025 

担当者 藤原 久敏 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ファイナンシャル・プランニングの基礎知識 

授業の目的及び概要 

当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。 

ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産

設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知識」が必要不可欠となる。 

そこで当授業の概要としては、教育資金・住宅資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保

険・損害保険・金融経済・資産運用・税金・不動産・相続など、それら幅広い「お金の知識」を

分かりやすく説明することとなる。 

なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関

で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講することが望ましい。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．ファイナンシャル・プランニングの基礎知識（人生設計に必要なお金の知識）を身に付け、

説明することができる。 

  それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）に

ついて、総合的な資産設計を考えることができるようになる。 

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定３級レベルの知識を身に付け、説明す

ることができる。 

  この授業では、ＦＰ技能検定３級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を

受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベルに達することができる。 

  ※ＦＰ受検はあくまでも推奨であり、本科目の単位取得とは無関係である 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。 

小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

みんなが欲しかった！FP の教科書３級 24-25 年版， 

著者名：滝澤ななみ， 

出版社：ＴAC 出版， 

出版年：2024 年 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 5 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 85 

その他（％） 0 

その他の内容 0 
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この科目の受講に 

あたって 

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからも

ほとんどないであろう。 

しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に

出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難

易度、成績評価等について） 

・ファイナンシャル・プランニングの意義 

・ファイナンシャル・プランナーとは？ 

・ＦＰ技能検定の概要 

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認 

FP 技能検定について調べ、受検するか否かを考えて

おく（受検は任意） 

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇

所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第２回 対面 

・ライフプランの考え方（キャッシュフロ

ー表、個人バランスシート） 

・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・

老後資金） 

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるように

しておく 

人生の３大資金の全体像を把握しておく 

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の

３大資金」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第３回 対面 
・社会保険制度（健康保険・介護保険・労

災保険・雇用保険） 

社会保険制度のしくみについて、実生活の中での関

わりを実感しながら、確認しておく 

上記を、テキストの「社会保険制度」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第４回 対面 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保険） 

国民年金のしくみについては、被保険者区分や保険

料、年金額など、数字まできっちり把握しておくこと 

厚生年金のしくみについては、年金額など、数字まで

きっちり把握しておくこと 

上記を、テキストの「公的年金制度」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第５回 対面 
・所得税の基礎知識 

・10 種類の所得 

所得の概念について、しっかり理解・把握すること 

各種所得の計算（とくに給与所得・退職所得）につい

ては、しっかり計算できること 

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇

所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第６回 対面 
・所得税計算の流れ 

・所得税の申告と納付 

損益通算、所得控除、超過累進税率、税額控除、確定

申告等については正確に理解すること 

上記を、テキストの「所得税（所得控除・税額控除）」

の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第７回 対面 ・生命保険のしくみと種類 

定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類

をしっかり理解しておくこと 

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読

み込んでおくこと 

4 時間 

第８回 対面 
・損害保険のしくみと種類 

・保険と税金 

火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険

といった、主な損害保険の種類をしっかり理解して

おくこと 

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読

み込んでおくこと 

4 時間 

第９回 対面 
・株式 

・債券 

株式については、PER、PBR といった株式投資指標の

理解が必須である 

債券については、利回り計算をしっかりできるよう

にすること 

上記を、テキストの「株式」「債券」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第１０回 対面 
・投資信託 

・外貨建て金融商品 

投資信託については、そのしくみについて、しっかり

理解しておくこと 

外国為替相場（円高・円安）のしくみについて、しっ

かり理解しておくこと 

上記を、テキストの「投資信託」「外貨建て商品」の

4 時間 

2025/05/01
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箇所にて読み込んでおくこと 

第１１回 対面 
・不動産登記 

・不動産取引（売買の留意点） 

不動産登記のしくみについては、講義での板書等を

読み返し、しっかり理解しておくこと 

不動産売買の留意点では、手付金・危険負担・瑕疵担

保責任について、確認しておくこと 

上記を、テキストの「不動産登記」「不動産取引（売

買）」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１２回 対面 
・建築基準法 

・不動産の税金 

建築基準法については、建ぺい率と容積率の計算は

必須である 

不動産の税金については、マイホーム売却の特例に

ついて、確認しておくこと 

上記を、テキストの「建ぺい率・容積率」「不動産の

税金（譲渡所得）」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１３回 対面 ・相続の基礎知識（相続人・相続割合） 

具体的な家族関係図から、「相続人と、その法定相続

分」については、様々なケースに対応できるようにし

ておくこと 

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて

読み込んでおくこと 

4 時間 

第１４回 対面 
・相続税 

・贈与税 

相続税計算の流れについては、大まかでも捉えてお

くこと 

相続税と贈与税、いずれも基礎控除額の計算は、必ず

確認しておくこと 

上記を、テキストの「相続税」「贈与税」の箇所にて

読み込んでおくこと 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けた学修を促すためのオン

デマンド教材（テキスト形式）を公開する。 

内容は、これまでの重要ポイントをまとめ

た定期試験対策であり、これまでの総復

習・総まとめとしてほしい。 

第１回～１４回までの講義で取り上げた論点の総確

認と、第１５回講義でピックアップした項目の復習。 
4 時間 

2025/05/01
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科目名 ファイナンシャル・プランニングⅠ 開講年度 2025 

担当者 藤原 久敏 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ファイナンシャル・プランニングの基礎知識 

授業の目的及び概要 

当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。 

ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産

設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知識」が必要不可欠となる。 

そこで当授業の概要としては、教育資金・住宅資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保

険・損害保険・金融経済・資産運用・税金・不動産・相続など、それら幅広い「お金の知識」を

分かりやすく説明することとなる。 

なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関

で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講することが望ましい。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．ファイナンシャル・プランニングの基礎知識（人生設計に必要なお金の知識）を身に付け、

説明することができる。 

  それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）に

ついて、総合的な資産設計を考えることができるようになる。 

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定３級レベルの知識を身に付け、説明す

ることができる。 

  この授業では、ＦＰ技能検定３級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を

受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベルに達することができる。 

  ※ＦＰ受検はあくまでも推奨であり、本科目の単位取得とは無関係である 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。 

小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

みんなが欲しかった！FP の教科書３級 24-25 年版， 

著者名：滝澤ななみ， 

出版社：ＴAC 出版， 

出版年：2024 年 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 5 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 85 

その他（％） 0 

その他の内容 0 
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この科目の受講に 

あたって 

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからも

ほとんどないであろう。 

しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に

出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難

易度、成績評価等について） 

・ファイナンシャル・プランニングの意義 

・ファイナンシャル・プランナーとは？ 

・ＦＰ技能検定の概要 

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認 

FP 技能検定について調べ、受検するか否かを考えて

おく（受検は任意） 

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇

所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第２回 対面 

・ライフプランの考え方（キャッシュフロ

ー表、個人バランスシート） 

・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・

老後資金） 

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるように

しておく 

人生の３大資金の全体像を把握しておく 

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の

３大資金」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第３回 対面 
・社会保険制度（健康保険・介護保険・労

災保険・雇用保険） 

社会保険制度のしくみについて、実生活の中での関

わりを実感しながら、確認しておく 

上記を、テキストの「社会保険制度」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第４回 対面 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保険） 

国民年金のしくみについては、被保険者区分や保険

料、年金額など、数字まできっちり把握しておくこと 

厚生年金のしくみについては、年金額など、数字まで

きっちり把握しておくこと 

上記を、テキストの「公的年金制度」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第５回 対面 
・所得税の基礎知識 

・10 種類の所得 

所得の概念について、しっかり理解・把握すること 

各種所得の計算（とくに給与所得・退職所得）につい

ては、しっかり計算できること 

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇

所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第６回 対面 
・所得税計算の流れ 

・所得税の申告と納付 

損益通算、所得控除、超過累進税率、税額控除、確定

申告等については正確に理解すること 

上記を、テキストの「所得税（所得控除・税額控除）」

の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第７回 対面 ・生命保険のしくみと種類 

定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類

をしっかり理解しておくこと 

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読

み込んでおくこと 

4 時間 

第８回 対面 
・損害保険のしくみと種類 

・保険と税金 

火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険

といった、主な損害保険の種類をしっかり理解して

おくこと 

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読

み込んでおくこと 

4 時間 

第９回 対面 
・株式 

・債券 

株式については、PER、PBR といった株式投資指標の

理解が必須である 

債券については、利回り計算をしっかりできるよう

にすること 

上記を、テキストの「株式」「債券」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第１０回 対面 
・投資信託 

・外貨建て金融商品 

投資信託については、そのしくみについて、しっかり

理解しておくこと 

外国為替相場（円高・円安）のしくみについて、しっ

かり理解しておくこと 

上記を、テキストの「投資信託」「外貨建て商品」の

4 時間 
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箇所にて読み込んでおくこと 

第１１回 対面 
・不動産登記 

・不動産取引（売買の留意点） 

不動産登記のしくみについては、講義での板書等を

読み返し、しっかり理解しておくこと 

不動産売買の留意点では、手付金・危険負担・瑕疵担

保責任について、確認しておくこと 

上記を、テキストの「不動産登記」「不動産取引（売

買）」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１２回 対面 
・建築基準法 

・不動産の税金 

建築基準法については、建ぺい率と容積率の計算は

必須である 

不動産の税金については、マイホーム売却の特例に

ついて、確認しておくこと 

上記を、テキストの「建ぺい率・容積率」「不動産の

税金（譲渡所得）」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１３回 対面 ・相続の基礎知識（相続人・相続割合） 

具体的な家族関係図から、「相続人と、その法定相続

分」については、様々なケースに対応できるようにし

ておくこと 

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて

読み込んでおくこと 

4 時間 

第１４回 対面 
・相続税 

・贈与税 

相続税計算の流れについては、大まかでも捉えてお

くこと 

相続税と贈与税、いずれも基礎控除額の計算は、必ず

確認しておくこと 

上記を、テキストの「相続税」「贈与税」の箇所にて

読み込んでおくこと 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けた学修を促すためのオン

デマンド教材（テキスト形式）を公開する。 

内容は、これまでの重要ポイントをまとめ

た定期試験対策であり、これまでの総復

習・総まとめとしてほしい。 

第１回～１４回までの講義で取り上げた論点の総確

認と、第１５回講義でピックアップした項目の復習。 
4 時間 
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科目名 ファイナンシャル・プランニングⅡ 開講年度 2025 

担当者 藤原 久敏 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ファイナンシャル・プランニングの応用知識 

授業の目的及び概要 

当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。 

ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産

設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知識」が必要不可欠となる。 

そこで当授業の概要としては、「ファイナンシャル・プランニングⅠ」に続き、教育資金・住宅

資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保険・損害保険・金融経済・資産運用・税金・不動

産・相続など、それら幅広い「お金の知識」を分かりやすく説明することとなる。 

なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関

で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講することが望ましい。 

履修条件・留意点 

ファイナンシャル・プランニングⅠを履修済みであることが望ましいが、それは必ずしも履修

条件というわけではない（ファイナンシャル・プランニングⅠを履修していなくても、 

ファイナンシャル・プランニングⅡは履修できる）。 

ただし、ファイナンシャル・プランニングⅠを履修していない場合は、しっかり予習をしたう

えで、授業には臨んでほしい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．ファイナンシャル・プランニングの応用知識（人生設計に必要な、実践的なお金の知識）

を身に付け、説明することができる。 

  それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）に

ついて、総合的な資産設計を考えることができるようになる。 

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定２級レベルの知識を身に付け、説明す

ることができる。 

  この授業では、ＦＰ技能検定２級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を

受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベルに達することができる。 

  ※ＦＰ受検はあくまでも推奨であり、本科目の単位取得とは無関係である 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。 

小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

みんなが欲しかった！FP の教科書 2 級・AFP24-25 年

版， 

著者名：滝澤ななみ， 

出版社：ＴAC 出版， 

出版年：2024 年 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 5 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 
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【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 85 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからも

ほとんどないであろう。 

しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に

出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。 

なお、この授業の内容は、「ファイナンシャル・プランニングⅠ」で習得した知識を前提として

いる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難

易度、成績評価等について） 

・ファイナンシャル・プランニングの意義 

・ファイナンシャル・プランナーとは？ 

・ＦＰ技能検定の概要 

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認 

FP 技能検定について調べ、受検するか否かを考えて

おく（受検は任意） 

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇

所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第２回 対面 

・ライフプランの考え方（キャッシュフロ

ー表、個人バランスシート） 

・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・

老後資金） 

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるように

しておく 

人生の３大資金の全体像を把握しておく 

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の

３大資金」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第３回 対面 
・社会保険制度（健康保険・介護保険・労

災保険・雇用保険） 

社会保険制度のしくみについて、実生活の中での関

わりを実感しながら、復習しておく 

上記を、テキストの「社会保険制度」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第４回 対面 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保険） 

国民年金のしくみについては、被保険者区分や保険

料、年金額など、数字まできっちり把握しておくこと 

厚生年金のしくみについては、年金額など、数字まで

きっちり把握しておくこと 

上記を、テキストの「公的年金制度」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第５回 対面 
・所得税の基礎知識 

・10 種類の所得 

所得の概念について、しっかり理解・把握すること 

各種所得の計算（とくに給与所得・退職所得）につい

ては、しっかり計算できること 

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇

所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第６回 対面 
・所得税計算の流れ 

・所得税の申告と納付 

損益通算、所得控除、超過累進税率、税額控除、確定

申告等について正確に理解すること 

上記を、テキストの「所得税（所得控除・税額控除）」

の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第７回 対面 ・生命保険のしくみと種類 

定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類

をしっかり理解しておくこと 

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読

み込んでおくこと 

4 時間 

第８回 対面 
・損害保険のしくみと種類 

・保険と税金 

火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険

といった、主な損害保険の種類をしっかり理解して

おくこと 

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読

み込んでおくこと 

4 時間 

第９回 対面 
・株式 

・債券 

株式については、PER、PBR といった株式投資指標の

理解が必須である 

債券については、利回り計算をしっかりできるよう

4 時間 
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にすること 

上記を、テキストの「株式」「債券」の箇所にて読み

込んでおくこと 

第１０回 対面 
・投資信託 

・外貨建て金融商品 

投資信託については、そのしくみについて、しっかり

理解しておくこと 

外国為替相場（円高・円安）のしくみについて、しっ

かり理解しておくこと 

上記を、テキストの「投資信託」「外貨建て商品」の

箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１１回 対面 
・不動産登記 

・不動産取引（売買の留意点） 

不動産登記のしくみについては、講義での板書等を

読み返し、しっかり理解しておくこと 

不動産売買の留意点では、手付金・危険負担・瑕疵担

保責任について、確認しておくこと 

上記を、テキストの「不動産登記」「不動産の取引（売

買）」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１２回 対面 
・建築基準法 

・不動産の税金 

建築基準法については、建ぺい率と容積率の計算は

必須である 

不動産の税金については、マイホーム売却の特例に

ついて、確認しておくこと 

上記を、テキストの「建ぺい率・容積率」「不動産の

税金（譲渡所得）」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１３回 対面 ・相続の基礎知識（相続人・相続割合） 

具体的な家族関係図から、「相続人と、その法定相続

分」については、様々なケースに対応できるようにし

ておくこと 

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて

読み込んでおくこと 

4 時間 

第１４回 対面 
・相続税 

・贈与税 

相続税計算の流れについては、大まかにでも捉えて

おくこと 

相続税と贈与税、いずれも基礎控除額の計算は、必ず

確認しておくこと 

上記を、テキストの「相続税」「贈与税」の箇所にて

読み込んでおくこと 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けた学修を促すためのオン

デマンド教材（テキスト形式）を公開する。 

内容は、これまでの重要ポイントをまとめ

た定期試験対策であり、これまでの総復

習・総まとめとしてほしい。 

第１回～第１４回までの講義で取り上げた論点の総

復習と、第１５回講義でピックアップした項目の復

習。 

4 時間 
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科目名 ファイナンシャル・プランニングⅡ 開講年度 2025 

担当者 藤原 久敏 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ファイナンシャル・プランニングの応用知識 

授業の目的及び概要 

当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。 

ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産

設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知識」が必要不可欠となる。 

そこで当授業の概要としては、「ファイナンシャル・プランニングⅠ」に続き、教育資金・住宅

資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保険・損害保険・金融経済・資産運用・税金・不動

産・相続など、それら幅広い「お金の知識」を分かりやすく説明することとなる。 

なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関

で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講することが望ましい。 

履修条件・留意点 

ファイナンシャル・プランニングⅠを履修済みであることが望ましいが、それは必ずしも履修

条件というわけではない（ファイナンシャル・プランニングⅠを履修していなくても、 

ファイナンシャル・プランニングⅡは履修できる）。 

ただし、ファイナンシャル・プランニングⅠを履修していない場合は、しっかり予習をしたう

えで、授業には臨んでほしい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．ファイナンシャル・プランニングの応用知識（人生設計に必要な、実践的なお金の知識）

を身に付け、説明することができる。 

  それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）に

ついて、総合的な資産設計を考えることができるようになる。 

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定２級レベルの知識を身に付け、説明す

ることができる。 

  この授業では、ＦＰ技能検定２級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を

受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベルに達することができる。 

  ※ＦＰ受検はあくまでも推奨であり、本科目の単位取得とは無関係である 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。 

小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

みんなが欲しかった！FP の教科書 2 級・AFP24-25 年

版， 

著者名：滝澤ななみ， 

出版社：ＴAC 出版， 

出版年：2024 年 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 5 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 
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【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 85 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからも

ほとんどないであろう。 

しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に

出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。 

なお、この授業の内容は、「ファイナンシャル・プランニングⅠ」で習得した知識を前提として

いる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難

易度、成績評価等について） 

・ファイナンシャル・プランニングの意義 

・ファイナンシャル・プランナーとは？ 

・ＦＰ技能検定の概要 

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認 

FP 技能検定について調べ、受検するか否かを考えて

おく（受検は任意） 

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇

所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第２回 対面 

・ライフプランの考え方（キャッシュフロ

ー表、個人バランスシート） 

・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・

老後資金） 

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるように

しておく 

人生の３大資金の全体像を把握しておく 

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の

３大資金」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第３回 対面 
・社会保険制度（健康保険・介護保険・労

災保険・雇用保険） 

社会保険制度のしくみについて、実生活の中での関

わりを実感しながら、復習しておく 

上記を、テキストの「社会保険制度」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第４回 対面 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保険） 

国民年金のしくみについては、被保険者区分や保険

料、年金額など、数字まできっちり把握しておくこと 

厚生年金のしくみについては、年金額など、数字まで

きっちり把握しておくこと 

上記を、テキストの「公的年金制度」の箇所にて読み

込んでおくこと 

4 時間 

第５回 対面 
・所得税の基礎知識 

・10 種類の所得 

所得の概念について、しっかり理解・把握すること 

各種所得の計算（とくに給与所得・退職所得）につい

ては、しっかり計算できること 

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇

所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第６回 対面 
・所得税計算の流れ 

・所得税の申告と納付 

損益通算、所得控除、超過累進税率、税額控除、確定

申告等について正確に理解すること 

上記を、テキストの「所得税（所得控除・税額控除）」

の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第７回 対面 ・生命保険のしくみと種類 

定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類

をしっかり理解しておくこと 

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読

み込んでおくこと 

4 時間 

第８回 対面 
・損害保険のしくみと種類 

・保険と税金 

火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険

といった、主な損害保険の種類をしっかり理解して

おくこと 

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読

み込んでおくこと 

4 時間 

第９回 対面 
・株式 

・債券 

株式については、PER、PBR といった株式投資指標の

理解が必須である 

債券については、利回り計算をしっかりできるよう

4 時間 
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にすること 

上記を、テキストの「株式」「債券」の箇所にて読み

込んでおくこと 

第１０回 対面 
・投資信託 

・外貨建て金融商品 

投資信託については、そのしくみについて、しっかり

理解しておくこと 

外国為替相場（円高・円安）のしくみについて、しっ

かり理解しておくこと 

上記を、テキストの「投資信託」「外貨建て商品」の

箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１１回 対面 
・不動産登記 

・不動産取引（売買の留意点） 

不動産登記のしくみについては、講義での板書等を

読み返し、しっかり理解しておくこと 

不動産売買の留意点では、手付金・危険負担・瑕疵担

保責任について、確認しておくこと 

上記を、テキストの「不動産登記」「不動産の取引（売

買）」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１２回 対面 
・建築基準法 

・不動産の税金 

建築基準法については、建ぺい率と容積率の計算は

必須である 

不動産の税金については、マイホーム売却の特例に

ついて、確認しておくこと 

上記を、テキストの「建ぺい率・容積率」「不動産の

税金（譲渡所得）」の箇所にて読み込んでおくこと 

4 時間 

第１３回 対面 ・相続の基礎知識（相続人・相続割合） 

具体的な家族関係図から、「相続人と、その法定相続

分」については、様々なケースに対応できるようにし

ておくこと 

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて

読み込んでおくこと 

4 時間 

第１４回 対面 
・相続税 

・贈与税 

相続税計算の流れについては、大まかにでも捉えて

おくこと 

相続税と贈与税、いずれも基礎控除額の計算は、必ず

確認しておくこと 

上記を、テキストの「相続税」「贈与税」の箇所にて

読み込んでおくこと 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けた学修を促すためのオン

デマンド教材（テキスト形式）を公開する。 

内容は、これまでの重要ポイントをまとめ

た定期試験対策であり、これまでの総復

習・総まとめとしてほしい。 

第１回～第１４回までの講義で取り上げた論点の総

復習と、第１５回講義でピックアップした項目の復

習。 

4 時間 
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科目名 販売管理論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 岡阪 寿人 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
流通・小売業で必要なマーケティングの基本的な考え方や知識を習得し、「リテールマーケティ

ング（販売士）3 級」検定試験合格に向けた基礎力を身につけます。 

授業の目的及び概要 

この授業は、身近なコンビニエンスストアやドラッグストアなどの各種小売業のマーケティン

グや、流通・小売業で必要な経営に関する基礎知識の習得を目的としており、接客販売や効果

的な売場づくり等、小売業での販売担当として必要な知識・技術を身につけた人材を目指しま

す。さらに、授業で学んだ知識を客観的に証明するため「リテールマーケティング（販売士）3

級」の受験を強く推奨し、3 級検定に合格すると成績評価のうち、20％（20 点）を付与します。 

履修条件・留意点 

この授業科目は、「リテールマーケティング（販売士）3 級」検定試験に対応した科目です。検

定試験の合格者には成績評価のうち 20％（20 点）を付与します。合格された方は成績登録締め

切りまでに合格証書を私に提出してください。申請時期や方法等は別途授業内で指示します。

また、花岡キャンパスの丸善書店で、授業で使用するテキスト「リテールマーケティング（販

売士）3 級サブノート」を必ず購入したうえで授業に出席してください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．身近な小売業（コンビニやスーパーなど）のそれぞれの基本的な経営特性を理解すること

ができる 

２．小売店舗の品ぞろえや価格設定の基本的な考え方を理解することができる 

３．効率的な店舗運営のための基本的な作業等について理解することができる 

４．売上向上や顧客管理などの小売マーケティングの基本について理解することができる 

資格・検定試験への対応 リテールマーケティング（販売士）3 級：6 月の試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 
各科目終了時に「確認テスト」を宿題として配布しますので、自宅で取り組んだうえで次の授

業で提出してください。提出された確認テストは採点した上で返却します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
リテールマーケティング（販売士）3 級サブノート，

株式会社イーイノベーション，自社出版，2020 年 
ISBN 0 

参考書 
販売士ハンドブック（基礎編），日本商工会議所，株式

会社カリアック，2024 年 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 

その他（％） 20 

その他の内容 
リテールマーケティング（販売士）3 級検定試験

の合格 

この科目の受講に 身近なコンビニエンスストアやネットショップなどの事例を取り上げますので、普段の買物時
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あたって に役立つ知識や、マーケティング的なモノの考え方が身に付きます。さらに、この授業の履修

後や 3 級検定の合格後は、「販売管理論Ⅱ」（リテールマーケティング 2 級対策）を履修し、上

級資格にも是非チャレンジしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

本授業の概要や到達目標、リテールマーケ

ティング（販売士）3 級検定試験について

ガイダンスを行います。また、「①小売業

の類型」科目の小売業の定義、組織小売業

の種類と特徴について講義を行います。 

テキストの「①小売業の類型」科目の第 1章「流通に

おける小売業の基本」、第 2章「組織形態別小売業の

基本」について復習してください。 

3 時間 

第２回 対面 

「①小売業の類型」科目のインターネット

社会と小売業、業種と業態の違いについて

講義を行います。 

テキストの「①小売業の類型」科目の第 2章「組織形

態別小売業の基本」、第 3 章「店舗形態別小売業の基

本的役割」について復習してください。 

3 時間 

第３回 対面 

「①小売業の類型」科目の百貨店やスーパ

ーマーケット、コンビニエンスストアなど

の特徴について講義を行います。また、授

業の最後に「小売業の類型」確認テストを

配布します。 

テキストの「①小売業の類型」科目の第 3章「店舗形

態別小売業の基本的役割」について復習し、配布され

た「小売業の類型」確認テストに取り組み、次回の講

義で提出してください。 

6 時間 

第４回 対面 

「②マーチャンダイジング」科目の商品の

品質や商品分類、コンビニエンスストアの

マーチャンダイジングについて講義を行

います。 

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第 1 章

「商品の基本」、第 2章「マーチャンダイジングの基

本」について復習してください。 

3 時間 

第５回 対面 

「②マーチャンダイジング」科目の商品計

画の基本と仕入計画の基本、価格設定の基

本について講義を行います。 

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第 3 章

「商品計画の基本」、第 4 章「販売計画・仕入計画の

基本」、第 5 章「価格設定の基本」について復習して

ください。 

3 時間 

第６回 対面 

「②マーチャンダイジング」科目の値入率

や粗利益率、商品回転率、POSシステムの

活用について講義を行います。また、授業

の最後に「マーチャンダイジング」確認テ

ストを配布します。 

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第 6 章

「在庫管理の基本」、第 7 章「販売管理の基本」つい

て復習し、配布された「マーチャンダイジング」確認

テストに取り組み、次回の講義で提出してください。 

6 時間 

第７回 対面 

「③ストアオペレーション」科目の小売店

舗の日常業務や、発注システム、商品包装

の基本について講義を行います。 

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第 1 章

「ストアオペレーションの基本」と第 2 章「包装技術

の基本」について復習してください。 

3 時間 

第８回 対面 

「③ストアオペレーション」科目の各種商

品のディスプレイ技法について講義を行

います。また、授業の最後に「ストアオペ

レーション」確認テストを配布します。 

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第 3 章

「ディスプレイの基本」について復習し、配布された

「ストアオペレーション」確認テストに取り組み、次

回の講義で提出してください。 

6 時間 

第９回 対面 

「④マーケティング」科目のメーカーと小

売業のマーケティングの考え方の違いや、

顧客満足経営の基本について講義を行い

ます。 

テキストの「④マーケティング」科目の第 1 章「小売

業のマーケティングの基本」、第 2 章「顧客満足経営

の基本」について復習してください。 

3 時間 

第１０回 対面 

「④マーケティング」科目の小売業の商圏

と立地、プロモーションの方策について講

義を行います。 

テキストの「④マーケティング」科目の第 3 章「商圏

の設定と出店の基本」、第 4章「リージョナルプロモ

ーションの基本」について復習してください。 

3 時間 

第１１回 対面 

「④マーケティング」科目のリージョナル

プロモーション、インバウンド対応、売場

づくりの基本について講義を行います。ま

た、授業の最後に「マーケティング」確認

テストを配布します。 

テキストの「④マーケティング」科目の第 4 章「リー

ジョナルプロモーションの基本」、第 5 章「顧客志向

型売場づくりの基本」について復習し、配布された

「マーケティング」確認テストに取り組み、次回の講

義で提出してください。 

6 時間 

第１２回 対面 

「⑤販売・経営管理」科目の敬語の基本や、

事業の許認可に関する各種法令知識など

について、講義を行います。 

テキストの「⑤販売・経営管理」科目の第 1 章「販売

員の役割の基本」、第 2 章「販売員の法令知識」につ

いて復習してください。 

3 時間 

第１３回 対面 
「⑤販売・経営管理」科目の商品に関する

法規、各種リサイクル法の基本などについ

テキストの「⑤販売・経営管理」科目の第 2 章「販売

員の法令知識」について復習してください。 
3 時間 
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て講義を行います。 

第１４回 対面 

「⑤販売・経営管理」科目の第 3章「小売

業の計数管理」と第 4章「店舗管理の基本」

について講義を行います。 

テキストの「⑤販売・経営管理」科目の第 3 章「小売

業の計数管理」と第 4 章「店舗管理の基本」について

復習してください。 

3 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

これまでに学習した 5 科目のうちの定期

試験対象の４科目（小売業の類型、マーチ

ャンダイジング、ストアオペレーション、

マーケティング）の総まとめを行い、定期

試験に向けた重点ポイントについて具体

的に説明します。 

15 回目のオンデマンド授業の視聴後は、これまでに

配布された 4 科目の確認テストを中心にして、定期

試験に向けた準備をしてください。 

6 時間 
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科目名 販売管理論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
流通・小売業で必要なマーケティングの基本的な考え方や知識を習得し，「リテールマーケティ

ング(販売士) 3 級」検定試験合格に向けた基礎力を身につけます。 

授業の目的及び概要 

この授業は，身近なコンビニエンスストアやドラッグストアなどの各種小売業のマーケティン

グや，流通・小売業で必要な経営に関する基礎知識の習得を目的としており，接客販売や効果

的な売場づくり等，小売業での販売担当として必要な知識・技術を身につけた人材を目指しま

す。 

さらに，授業で学んだ知識を客観的に証明するため「リテールマーケティング(販売士) 3 級」

の受験を強く推奨し，3 級検定に合格すると成績評価のうち，20％(20 点)を付与します。 

履修条件・留意点 この授業科目は、「リテールマーケティング(販売士) 3 級」検定試験に対応した科目です。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

2025 年度に実施される日本商工会議所主催の「リテールマーケティング(販売士) 3 級」検定を

受験し合格することを目指した授業ですので，合格者には成績評価のうち 20％(20 点)を付与し

ます。合格された方は成績登録締め切りまでに合格証書を私に提出してください。申請時期や

方法等は別途授業内で指示します。 

資格・検定試験への対応 リテールマーケティング（販売士）3 級：12 月の試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 

各科目終了時に「確認テスト」を宿題として配布しますので，自宅で取り組んだうえで次の授

業で提出してください。提出された確認テストは採点した上で返却します。 

講義終了後に質問がある方は質問票に記入し，私に渡してください。次回講義にて採り上げ，

それに対する補足説明をおこないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

①これ 1 冊で最短合格 リテールマーケティング（販

売士）検定試験 3 級テキスト&問題集，神奈川販売士協

会，秀和システム，2024 年 

②販売士 3 級模擬問題集＜販売士ハンドブック 3 級

（2024 年 7 月初版発行）対応＞ 

ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 

その他（％） 20 

その他の内容 
リテールマーケティング(販売士)3級検定試験の

合格 
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この科目の受講に 

あたって 

身近なコンビニエンスストアやネットショップなどの事例を取り上げますので，普段の買物時

に役立つ知識やマーケティング的なモノの考え方が身に付きます。 

さらに，この授業の履修後や 3 級検定の合格後は、「販売管理論Ⅱ」(リテールマーケティング

2 級対策)を履修し，上級資格にも是非チャレンジしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

本授業の概要や到達目標，リテールマーケ

ティング(販売士)3級検定試験についてガ

イダンスをおこないます。 

また，テキスト①第 1章「小売業の類型」

Thema1-5 から，流通と店舗販売について

学修します。 

予習復習：テキスト①第 1章「小売業の類型」Thema

1-5を予習，復習してください。 
3 時間 

第２回 対面 

テキスト①第 1 章「小売業の類型」Thema

6-11 から，販売形態について学修します。

章末の問題にも取り組みます。 

予習復習：テキスト①第 1章「小売業の類型」Thema

6-11 を予習，復習には問題の解き直しも加えてくだ

さい。 

3 時間 

第３回 対面 

テキスト①第 2 章「マーチャンダイジン

グ」Thema1-6 から，商品計画について学修

します。 

予習復習：テキスト①第 2 章「マーチャンダイジン

グ」Thema1-6を予習，復習してください。 
3 時間 

第４回 対面 

テキスト①第 2 章「マーチャンダイジン

グ」Thema7-11 から，価格設定と物流につ

いて学修します。章末の問題にも取り組み

ます。 

予習復習：テキスト①第 2 章「マーチャンダイジン

グ」Thema7-11 を予習，復習には問題の解き直しも加

えてください。 

3 時間 

第５回 対面 

テキスト①第 3 章「ストアオペレーショ

ン」Thema1-6 から，店舗現場について学修

します。 

予習復習：テキスト①第 3 章「ストアオペレーショ

ン」Thema1-6を予習，復習してください。 
3 時間 

第６回 対面 

テキスト①第 3 章「ストアオペレーショ

ン」Thema7-12 から，店舗演出について学

修します。章末の問題にも取り組みます。 

予習復習：テキスト①第 3 章「ストアオペレーショ

ン」Thema7-12 を予習，復習には問題の解き直しも加

えてください。 

3 時間 

第７回 対面 
テキスト①第 4 章「マーケティング」The

ma1-4から，店舗現場について学修します。 

予習復習：テキスト①第 4章「マーケティング」The

ma1-4 を予習，復習してください。 
3 時間 

第８回 対面 

テキスト①第 4 章「マーケティング」The

ma5-8から，店舗演出について学修します。

章末の問題にも取り組みます。 

予習復習：テキスト①第 4章「マーケティング」The

ma5-8 を予習，復習には問題の解き直しも加えてくだ

さい。 

3 時間 

第９回 対面 

テキスト①第 5 章「販売・経営管理」The

ma1-6 から，小売業に関連する法規・環境

問題について学修します。 

予習復習：テキスト①第 5章「販売・経営管理」The

ma1-6 を予習，復習してください。 
3 時間 

第１０回 対面 

テキスト①第 5 章「販売・経営管理」The

ma7-11 から，店舗演出について学修しま

す。章末の問題にも取り組みます。 

予習復習：テキスト①第 5章「販売・経営管理」The

ma7-11 を予習，復習には問題の解き直しも加えてく

ださい。 

3 時間 

第１１回 対面 

テキスト①の模擬問題 1 回目に取り組ん

でいただきます。自身で採点したものを講

義の最後に提出いただきます。 

予習復習：テキスト①の第 1-5 章を復習してくださ

い。復習には模擬問題を解き直してください。 
3 時間 

第１２回 対面 

テキスト①の模擬問題 2 回目に取り組ん

でいただきます。自身で採点したものを講

義の最後に提出いただきます。 

予習復習：テキスト①の第 1-5 章を復習してくださ

い。復習には模擬問題を解き直してください。 
3 時間 

第１３回 対面 

テキスト②の模擬問題 1 回目に取り組ん

でいただきます。自身で採点したものを講

義の最後に提出いただきます。 

予習復習：テキスト①の第 1-5 章を復習してくださ

い。復習には模擬問題を解き直してください。 
3 時間 

第１４回 対面 

テキスト②の模擬問題 2 回目に取り組ん

でいただきます。自身で採点したものを講

義の最後に提出いただきます。 

予習復習：テキスト①の第 1-5 章を復習してくださ

い。復習には模擬問題を解き直してください。 
3 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総復習：最重要ポイントをまとめたものを

共有します。 

予習復習：これまでの講義・模擬問題で苦手なところ

を抽出し，補強してください。復習にはテキスト②の

模擬問題 2 回目に取り組み，自身で採点してくださ

い。 

3 時間 
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科目名 販売管理論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 岡阪 寿人 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
流通・小売業で必要なマーケティングの実践的な考え方や知識を習得し、「リテールマーケティ

ング（販売士）2 級」検定試験合格に向けた基礎力を身につけます。 

授業の目的及び概要 

この授業は、コンビニエンスストアや専門店、百貨店など様々な小売業態や各店舗の商品政策

（品ぞろえ）、店舗運営等の事例を取り上げながら、小売ビジネスの実践的な知識とマネジメン

トについて学びます。売場で販売されている商品の品ぞろえの方策や価格設定、効果的なディ

スプレイや店舗業務、顧客戦略や効果的なプロモーションの方策、店舗運営に必要な法令知識

や基本的な経営分析等、内容は多岐にわたりますが、身近な店舗や商品等の事例を取り上げな

がら、店舗マネジャーレベルに求められる実践力を養成します。 

履修条件・留意点 

この授業科目は、販売管理論Ⅰの上位科目であり、「リテールマーケティング（販売士）2 級」

検定試験に対応した科目です。花岡キャンパスの丸善書店で、授業で使用するテキスト「リテ

ールマーケティング（販売士）2 級サブノート」を必ず購入したうえで授業に出席してくださ

い。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．流通業界の課題や、専門店やネット通販などのさまざまな小売ビジネスの実践的な経営特

性を理解することができる 

２．小売業態ごとの実践的な品ぞろえや価格設定について理解することができる 

３．生産性向上に向けた店舗作業のあり方について理解することができる 

４．効果的なプロモーションや戦略的な顧客管理の手法などについて理解することができる 

資格・検定試験への対応 リテールマーケティング（販売士）2 級：12 月の試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 
各科目終了時に「確認テスト」を宿題として配布しますので、自宅で取り組んだうえで次の授

業で提出してください。提出された確認テストは採点した上で返却します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
リテールマーケティング（販売士）2 級サブノート，

株式会社イーイノベーション，自社出版，2020 年 
ISBN 0 

参考書 
販売士ハンドブック（応用編），日本商工会議所，株式

会社カリアック，2020 年 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容 

リテールマーケティング（販売士）検定試験 2 級

に合格した方は、「【定期試験】筆記試験」の点数

を満点にします。 
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※合格の報告方法については、別途案内します。 

この科目の受講に 

あたって 

普段よく利用するコンビニエンスストアやドラッグストアなどを取り上げ、またネットショッ

プなどの ICT を活用したこれからの小売ビジネスについても講義しますので、普段の買物に役

立つ知識や、アルバイトなどで活用できる知識なども身につけることができます。さらに、こ

の授業で身につけた知識をベースに資格（リテールマーケティング 2 級検定）にも、是非チャ

レンジしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

本授業の概要や到達目標、リテールマーケ

ティング（販売士）2 級検定試験等につい

てガイダンスを行います。また、「①小売

業の類型」科目の「流通と小売業の役割」

について講義を行います。 

テキストの「①小売業の類型」科目の第 1章「流通と

小売業の役割」について復習をしてください。 
3 時間 

第２回 対面 
「①小売業の類型」科目の「組織小売業（チ

ェーンストア）」について講義を行います。 

テキストの「①小売業の類型」科目の第 2章「組織形

態別小売業の運営特性」について復習をしてくださ

い。 

3 時間 

第３回 対面 

「①小売業の類型」科目の「業態特性（専

門店や百貨店、食品スーパー等）」につい

て講義を行います。 

テキストの「①小売業の類型」科目の第 3章「店舗形

態別小売業の運営特性」について復習をしてくださ

い。 

3 時間 

第４回 対面 

「①小売業の類型」科目の業態特性（ドラ

ッグストアやコンビニエンスストア等）

と、「商業集積」について講義を行います。

また、授業の最後に「小売業の類型」ミニ

テストを配布します。 

テキストの「①小売業の類型」科目の第 3章「店舗形

態別小売業の運営特性」について復習し、配布された

「小売業の類型」確認テストに取り組み、次回の授業

で提出してください。 

5 時間 

第５回 対面 

「②マーチャンダイジング」科目の「マー

チャンダイジング・サイクル」について講

義を行います。 

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第 1 章

「マーチャンダイジングの戦略的展開」について復

習をしてください。 

4 時間 

第６回 対面 

「②マーチャンダイジング」科目の「販売

計画や仕入計画」について講義を行いま

す。 

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第２章

「商品計画の戦略的立案」～第 4 章「仕入計画の策

定」について復習をしてください。 

5 時間 

第７回 対面 

「②マーチャンダイジング」科目の「価格

政策や商品管理」について講義を行いま

す。また、授業の最後に「マーチャンダイ

ジング」確認テストを配布します。 

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第 5 章

「販売政策の戦略的展開」～第 6章「商品管理政策」

について復習し、配布された「マーチャンダイジン

グ」確認テストに取り組み、次回の授業で提出してく

ださい。 

5 時間 

第８回 対面 

「③ストアオペレーション」科目の「売上

と利益向上のための店舗運営」について講

義を行います。 

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第 1 章

「戦略的ストアオペレーションの展開視点」につい

て復習してください。 

3 時間 

第９回 対面 

「③ストアオペレーション」科目の「発注

システム」と「戦略的ディスプレイ」につ

いて講義を行います。 

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第 2 章

「店舗運営サイクルの実践と管理」、第 3章「戦略的

ディスプレイの実施方法」について復習してくださ

い。 

3 時間 

第１０回 対面 

「③ストアオペレーション」科目の「LSP」

「人時生産性や労働分配率」について講義

を行います。また、授業の最後に「ストア

オペレーション」確認テストを配布しま

す。 

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第 4 章

「レイバースケジューリングプログラムの役割と仕

組み」について復習し、配布された「ストアオペレー

ション」確認テストに取り組み、次回の授業で提出し

てください。 

5 時間 

第１１回 対面 

「④マーケティング」科目の「小売業のマ

ーケティングミックス」について講義を行

います。 

テキストの「④マーケティング」科目の第 1 章「リテ

ールマーケティング戦略の考え方」について復習し

てください。 

3 時間 

第１２回 対面 

「④マーケティング」科目の「マーケット

リサーチ」「CRMと FSP」について講義を行

います。 

テキストの「④マーケティング」科目の第 2 章「リテ

ールマーケティング戦略の実施方法」、第 3 章「顧客

戦略の展開方法」について復習してください。 

4 時間 

第１３回 対面 「④マーケティング」科目の「プル戦略・ テキストの「④マーケティング」科目の第 4 章「リー 5 時間 
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プッシュ戦略・プット戦略」および「商圏

調査」について講義を行います。また、授

業の最後に「マーケティング」確認テスト

を配布します。 

ジョナルプロモーションの企画と実践」、第 5 章「商

圏分析」について復習し、配布された「マーケティン

グ」確認テストに取り組み、次回の授業で提出してく

ださい。 

第１４回 対面 
「販売経営管理」科目の「小売業の基本的

な法令」について講義を行います。 

テキストの「⑤販売経営管理」科目の第 1章「販売管

理者の法令知識」について復習してください。 
3 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

これまでに学習した 4 科目（小売業の類

型、マーチャンダイジング、ストアオペレ

ーション、マーケティング）の総まとめを

行い、定期試験に向けた重点ポイントにつ

いて具体的に説明します。 

15 回目のオンデマンド授業の視聴後は、これまでに

配布された 4 科目の確認テストを中心にして、定期

試験に向けた準備をしてください。 

6 時間 
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科目名 消費者行動論 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
消費者行動論の代表的なモデルおよび各種ビジネス場面と消費者行動論との関わりについて理

解する。 

授業の目的及び概要 

本授業の目的は，消費者が様々な場面で製品・サービスの購入・利用についてどのように意思

決定・行動するのかを大まかに知ることです。 

私たちには個性があり，人生経験も違うため 100%同じ行動をとることはありません。しかし，

ある一定の傾向・パターンはあります。その傾向・パターンを大まかに説明するものを「モデ

ル」といいます。本授業では消費者行動・心理を説明する重要なモデルの基礎的な理解を目指

します。 

消費者はじっくり考えて製品を選ぶときもあれば，その場の雰囲気や流行に乗ってつい買って

しまうこともあるし，自分の「推し」が使っているからという理由で同じものを買うときもあ

ります。そして製品・サービスに対して満足するときもあれば，後悔するときもあります。本

授業では，そのような消費者の行動・心理の背後にあるメカニズムをいろいろな学問・研究の

知見を使って説明する「モデル」を見ていきます。 

履修条件・留意点 

マーケティング戦略コースでない学生が履修する場合（他コースの学生の受講は大歓迎です），

「マーケティング基礎」や「マーケティング戦略論 I」の内容（STP，4P とはどのようなもので

あったかなど）を復習しておくことが望ましいです。 

アクティブ・ラーニングの取り組みは受講者数によって実施しない場合があります。 

小テスト等を行う場合があります。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 消費者行動論の内容を企業等のマーケティング活動と関連づけて説明できる。 

2. 購買意思決定・購買後意思決定モデルについて簡潔に説明できる。 

3. 消費者行動の調査・分析手法の要点を把握し，理解できる。 

4. 消費者行動の個人差・マクロ的な変化の要点を把握し，理解できる。 

5. 自らの興味がある業種における消費者行動の特徴について簡潔に説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

本授業での課題や質問がある場合，フィードバックやコメント・アドバイスを行います。 

コメントシートの提出を求める場合，重要なものは翌週の授業で紹介し，質問への回答や補足

説明を行います。 

小テスト等の結果によって進度の調整を行う場合があります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
入門・消費者行動論，髙橋郁夫・高嶋克義，有斐閣，

2024 年 
ISBN 9784641166264 

参考書 

①1 からの消費者行動論＜第 2 版＞，松井剛・西川英

彦，碩学社，2020 年 

②消費者行動の心理学，永野光朗，北大路書房，2019

年 

③消費者心理学，山田一成・池内裕美，勁草書房，2018

年 

④心理学から解き明かす消費者行動論，中川宏道・津

村将章・松田憲，創成社，2024 年 

ISBN 

①9784502333415 

②9784762830822 

③9784326251285 

④9784794426321 

⑤9784414311242 
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⑤消費者の心理を探る，米田英嗣・和田裕一，誠信書

房，2020 年 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

消費者行動論は心理学・経済学・社会学などいろいろな学問の考え方や手法を使って，主に消

費者が製品・サービスの購入・利用を決めるときの心理や行動を理解しようとする試みです。

この「消費者」の中には私たちも含まれています。 

そのため，受講していると「いや，自分はこんなふうに買うものを決めたりしない」などと思

うときがあるでしょう。そういうときは消費者行動論のこれまでの研究がまちがっていると安

直に考えず，「なぜ自分は違うと思うのか」を考えるようにしましょう。そこから卒業論文や研

究発表大会のヒントが見つかるかもしれません。 

なお，本授業ではこれまで触れたことがない専門用語が次々と出てくるので，「あれもこれも覚

えなくては」と圧倒されてしまいそうになるかもしれません。しかし，小テストなどを活用し

て，少しずつ専門用語に慣れるように授業を構成します。興味がある方はどなたでも積極的に

受講してください。いっしょに消費者行動論という大海原を冒険しましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【イントロダクション＆授業ガイダンス】 

授業の目的（なぜ消費者行動論を学ぶ必要

があるのか）と方法，進め方・受け方，授

業計画，成績評価・試験について説明しま

す。テキスト・参考書についても紹介しま

す。 

事前学修としてシラバスを事前に読み，授業の目的

等を理解しておくこと。またテキスト第 1 章を読ん

でおくこと。 

事後学修としてテキスト第 1 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートを読んで授業の講義の流れ

を確認しておくこと。 

2 時間 

第２回 対面 

【マーケティングと消費者行動】 

消費者行動論の細かい話に入る前に，経営

学部生が将来扱うであろう製品・サービス

の開発・販売等のマーケティングプロセス

（主に STP，4P）のどこに消費者行動論が

関わってくるのかを確認します。第 3 回以

降「消費者行動論って何のためにある

の？」と疑問に思ったら，この回の内容に

立ち戻ってください。 

事前学修としてテキスト第 2章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 2 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

【消費者意思決定プロセスの全体像】 

私たちはどのように「この商品・サービス

を購入・利用しよう」と思うのでしょう

か？ それを考えるための基本的な「モデ

ル」（ある現象を把握しやすくするための

考え方）について概観します。 

事前学修としてテキスト第 3章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 3 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

【購買までの意思決定】 

スマホを買い換えるべきか悩む，おいしそ

うなスイーツを見つけて衝動買いする。購

買にはいくつかのパターンがありますが，

それらの購入・利用までのプロセスの意思

決定（何を欲し，どれを選ぶのか）につい

て学びます。 

事前学修としてテキスト第 4章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 4 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 
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第５回 対面 

【購買後の意思決定】 

消費者行動論は購買してからが本番です。

買っておしまい（企業側からは買わせてお

しまい）ではありません。私たちは製品・

サービスを消費・利用した後に満足感を得

たり，不満を感じたりします。そういうと

きにどのような行動を取るのでしょう

か？ また製品を処分・廃棄するときの行

動について言及します。 

事前学修としてテキスト第 5章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 5 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

【情報処理としての消費者行動】 

私たちはすべての情報を集めて購買意思

決定するわけではありません。第 3〜5 回

までに学んだ消費者意思決定プロセスか

らより一歩進んで，こだわりや好き・嫌い

などの感情も関わる「情報処理」という観

点から消費者の意思決定を考えます。 

事前学修としてテキスト第 6章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 6 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

【消費者行動の個人差】 

年齢・性差・居住地・性格・ライフスタイ

ルなどなど，私たちには個性（個人差）が

あります。それらがどのように私たちの消

費行動に影響を及ぼしているのか，また逆

に企業側の立場からはそれらをどのよう

に活用すればいいのかについて学びます。 

事前学修としてテキスト第 7章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 7 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

【消費者行動のマクロ的変化】 

個人差だけでなく，時代の流行や世代の価

値観（Z 世代とか），また文化や民族・国民

性，さらに宗教も消費者の行動にどのよう

な影響を与えるのでしょうか？ このよ

うなマクロの視点（個人よりも大きく広い

視点）で消費者行動を見ていきます。 

事前学修としてテキスト第 8章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 8 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

【消費者の心を知る方法】 

消費者行動の調査・分析について，量的ア

プローチ（定量調査）と質的アプローチ（定

性調査）の両方から概観し，それぞれのメ

リット・デメリットについて考えます。 

事前学修としてテキスト第 9章と 10章を読んでおく

こと。 

事後学修としてテキスト第 9章と 10章を読み直した

り，資料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識

を復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

【広告と小売店店舗における消費者行動】 

現実世界でもネット上でも，広告を見ない

日はありません。広告と消費者行動の関わ

りについて概観し，さらにスーパー・コン

ビニ・などの小売店舗でよく見られる消費

者行動について学びます。また，それらが

店舗側でどのように応用されるかについ

ても学びます。 

事前学修としてテキスト第 11 章と 12 章を読んでお

くこと。 

事後学修としてテキスト第 11 章と 12 章を読み直し

たり，資料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知

識を復習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

【オンラインにおける消費者行動】 

この回では，小売りの中でも特にオンライ

ンでの購買・利用時の消費者行動について

考えます。またネット上のクチコミ（e ク

チコミ）やネット広告の影響による消費者

行動についても学びます。 

事前学修としてテキスト第 13 章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 13 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

【サービスにおける消費者行動】 

サービス産業における消費者の行動を中

心に学びます。モノとのサービスの特徴の

違いを把握した後，サービスマーケティン

グ・サービスマネジメントにおける消費者

の行動について概観します。 

事前学修としてテキスト第 14 章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 14 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 
【グローバル市場と消費者行動】 

経済や消費は前回で学んだサービス化だ

事前学修としてテキスト第 15 章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 15 章を読み直したり，資
4 時間 
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けでなく，国際化（グローバル化）が進ん

でいます。グローバルなマーケティングと

消費者行動の関わりについて概観します。 

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

第１４回 対面 

【サステナブルな消費者行動】 

持続可能，SDGs，ウェルビーイング，エシ

カル，グリーンなど耳触りのよい言葉がマ

ーケティングに使われています。それらと

消費者行動の関わりについて学び，最後に

私たちが賢い消費者（もしくは提供者）に

なるためにどうすればいいのかを考えま

す。 

事前学修としてテキスト第 16 章を読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト第 16 章を読み直したり，資

料や自分のメモ・ノートなどで授業で得た知識を復

習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【総括】 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返り，あらためて重要なポイントは何か

について確認します。また試験について説

明を行います。 

事前学修としてこれまでのテキスト・資料を事前に

読んでおくこと。 

事後学修としてテキスト，資料やメモ・ノートを読ん

で授業で自分が興味あることは何か考えること。定

期試験に備えること。 

6 時間 
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科目名 中級簿記 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 商業簿記の中級論点の学習、計算実践。 

授業の目的及び概要 

この授業は、「初級簿記」もしくは「日本商工会議所簿記検定 3 級」程度の知識を前提に、株式

会社の複式簿記について、発展的内容を理解することが目的である。小規模企業・中規模企業

及び連結企業における取引に関する適切な会計処理ができ、さらにこれら企業の財務諸表作成

における基礎知識を修得することを目標とし、この授業を履修することによって、商業簿記に

ついて「日本商工会議所簿記検定 2 級」程度の技能を修得することができる。 

履修条件・留意点 

この授業は、会計職基礎講座（夏季 S コース）を受講し、日商簿記検定 2 級に合格した方を対

象とした科目になります（日商簿記 2 級の合格を前提に日商簿記 1 級以上の内容を扱います）。 

以下の事項すべてに当てはまらない方は、中級簿記（川口先生）を受講してください。 

【履修条件】 

①：日商簿記検定 2 級に合格済み 

②：以下のいずれかの資格の学習を開始している 

 ・公認会計士 

 ・日商簿記 1 級 

③：S コース（簿記上級講座）を受講する 

 ※公認会計士講座を受講している方も上記 S コースを受講してください（詳しくは説明しま

す）。 

【留意点】 

・遅刻欠席厳禁（守れない場合は厳しく対処します） 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・中規模企業の取引を理解し、仕訳できる。 

・中規模企業の財務諸表及び連結財務諸表を作成することができる。 

・日商簿記検定 2 級レベルの商業簿記の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応 日商簿記検定試験 2 級：12 月下旬のネット試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 小テストや中間試験は講義内で解説いたします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 初回授業で案内します。 ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 100 

その他（％）  

その他の内容  
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この科目の受講に 

あたって 

この授業は、日商簿記 2 級合格者を対象に 2025年 6 月の日商簿記 1 級合格を目指すクラスにな

ります。 

S コースと併せての履修でハードな内容になりますが、6 月検定までに合格レベルに到達するよ

うに進めていきますので、食らいついて来てください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

実力確認テスト 

【事前学修】初級簿記の総復習（2 時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２回 対面 
簿記の一巡の手続き 

財務諸表 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 
商品売買 

現金および預金 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 
債権債務 

有価証券 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 
有形固定資産① 

有形固定資産②（前半） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 
有形固定資産②（後半） 

リース取引 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
無形固定資産等と研究開発費 

引当金 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 
外貨換算会計 

税金 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 税効果会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 
株式の発行 

剰余金の配当と処分 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 
決算手続 

収益・費用の認識基準 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１２回 対面 本支店会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 
合併と事業譲渡 

連結会計Ⅰ（資本連結） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 
4 時間 
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【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

第１４回 対面 
連結会計Ⅰ（資本連結） 

連結会計Ⅱ（資本連結） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１５回 対面 
連結会計Ⅱ（資本連結） 

連結会計Ⅲ（成果連結） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１６回 対面 
連結会計Ⅳ（連結株主資本等変動計算書） 

製造業会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１７回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１８回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１９回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２０回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２１回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２２回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２３回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２４回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２５回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２６回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２７回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

4 時間 
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できるまで復習する（2時間程度）。 

第２８回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
定期試験に向けての総復習 定期試験に向けて復習をすること。 4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
定期試験に向けての総復習 定期試験に向けて復習をすること。 4 時間 
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科目名 中級簿記 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 商業簿記の中級論点の学習、計算実践。 

授業の目的及び概要 

この科目は、「初級簿記」もしくは「日本商工会議所簿記検定 3 級」程度の知識を前提に、株式

会社の複式簿記について、発展的内容を理解することが目的である。小規模企業・中規模企業

及び連結企業における取引に関する適切な会計処理ができ、さらにこれら企業の財務諸表作成

における基礎知識を修得することを目標とし、この科目を履修することによって、商業簿記に

ついて「日本商工会議所簿記検定試験 2 級」程度の技能を修得することができる。 

履修条件・留意点 

この科目は、「初級簿記」の上位科目であり、「初級簿記」を単位の取得していることを推奨し

ます。 

なお、初回授業において実力確認テストを行います。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・中規模企業の取引を理解し、仕訳できる。 

・中規模企業の財務諸表及び連結財務諸表を作成することができる。 

・「日本商工会議所簿記検定 2 級」程度の商業簿記の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応 日商簿記検定試験 2 級：12 月下旬のネット試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 中間試験は授業内で解説します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

① 合格テキスト 日商簿記 2級 商業簿記（ver17.0），

TAC 簿記講座，TAC 出版 

② 合格トレーニング 日商簿記 2 級 商業簿記

（ver17.0），TAC 簿記講座，TAC 出版 

ISBN 
① 9784300106570 

② 9784300106655 

参考書 ― ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

この科目は、会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指

す方に必要な知識です。 

また、「日本商工会議所簿記検定 2 級」に対応した科目であり、当該試験の出題範囲である工業

簿記について学修する「工業簿記」を併せて履修することを推奨します。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 ガイダンスと実力確認テストを行います。 【事前学修】初級簿記の総復習を行うこと。 4 時間 

第２回 対面 
簿記の一巡の手続き、財務諸表、商品売買

を学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 00「簿記の一巡の手

続き」、テーマ 01「財務諸表」、テーマ 02「商品売買」

を読んでおくこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 
債権・債務、現金および預金、有価証券に

ついて学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 03「現金および預金」、

テーマ 04「債権・債務」、テーマ 05「有価証券」を読

んでおくこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 
有形固定資産（Ⅰ）、有形固定資産（Ⅱ）に

ついて学びます。 

【事前学修】テキストの、テーマ 06「有形固定資産

（Ⅰ）」、テーマ 07「有形固定資産（Ⅱ）」を読んでお

くこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 
リース取引、無形資産と研究開発費につい

て学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 8「リース取引」、テ

ーマ 9「無形資産と研究開発費」を読んでおくこと。

（2時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 引当金、外貨換算会計について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 10「引当金」、テーマ

11「外貨換算会計」を読んでおくこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 税金、税効果会計について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 12「税金」、テーマ 1

3「課税所得の算定の税効果会計」を読んでおくこと。

（2時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第８回 対面 
株式の発行、剰余金の配当と処理について

学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 14「株式の発行」、テ

ーマ 15「剰余金の配当と処理」を読んでおくこと。

（2時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第９回 対面 
決算手続、収益の認識基準、本支店会計に

ついて学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 16「決算手続」、テー

マ 17「収益の認識基準」、テーマ 18「本支店会計」を

読んでおくこと。（2時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第１０回 対面 
合併と事業譲渡、連結会計（資本連結Ⅰ）

について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 19「合併と事業譲渡」、

テーマ 20「連結会計Ⅰ（資本連結Ⅰ）」を読んでおく

こと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第１１回 対面 連結会計（資本連結Ⅱ）、連結会計（成果 【事前学修】テキストのテーマ 21「連結会計Ⅱ（資 4 時間 
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連結）について学びます。 本連結Ⅱ）」、テーマ 22「連結会計Ⅲ（成果連結」を読

んでおくこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

第１２回 対面 
連結株主資本等変動計算書、製造業会計に

ついて学びます。 

【事前学修】テーマ 23「連結会計Ⅳ（連結株主資本

等変動計算書を作成する場合）」、テーマ 24「製造業

会計」を読んでおくこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 第１回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１４回 対面 第２回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１５回 対面 第３回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

6 時間 

第１６回 対面 第４回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１７回 対面 第５回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１８回 対面 第６回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１９回 対面 第７回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２０回 対面 第８回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２１回 対面 第９回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２２回 対面 第 10回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２３回 対面 中間試験 【事前学修】中間試験に向けて総復習を行うこと。 4 時間 

第２４回 対面 中間試験解説、第 11 回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 
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第２５回 対面 第 12回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２６回 対面 第 13回問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２７回 対面 第 14回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２８回 対面 第 15回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
第 16回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
まとめ 定期試験に向けて総復習をすること。 4 時間 
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科目名 中級簿記 開講年度 2025 

担当者 岡野 彩可 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
◇商業簿記の中級論点の学習、計算実践。  

◇日商簿記検定２級取得を目指します。 

授業の目的及び概要 

この授業は、「初級簿記」もしくは「日本商工会議所簿記検定 3 級」程度の知識を前提に、株式

会社の複式簿記について、発展的内容を理解することが目的である。小規模企業・中規模企業

及び連結企業における取引に関する適切な会計処理ができ、さらにこれら企業の財務諸表作成

における基礎知識を修得することを目標とし、この授業を履修することによって、商業簿記に

ついて「日本商工会議所簿記検定 2 級」程度の技能を修得することができる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・中規模企業の取引を理解し、仕訳できる。 

・中規模企業の財務諸表及び連結財務諸表を作成することができる。 

・日商簿記検定 2 級レベルの商業簿記の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応 日商簿記検定試験 2 級（「商業簿記」分野）：2 月の試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 
中間試験は採点した上で返却します。 

（その他提出物は各自採点の上提出） 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

① 合格テキスト 日商簿記 2級 商業簿記（Ver.17.0），

TAC 簿記講座，TAC 出版 

② 合格トレーニング 日商簿記 2 級 商業簿記

（Ver.17.0），TAC 簿記講座，TAC 出版 

ISBN 
①9784300106570 

② 9784300106655 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

◇「初級簿記」の単位を「秀」「優」で取得した学生、あるいは日商簿記検定 3 級を取得済であ

ることが強く推奨されます。該当しない学生は、日商簿記検定 3 級を合格してから本科目を受

講してください。 

◇日商簿記検定２級は工業簿記からも出題されます。そのため、本科目の履修者は必ず秋学期

に開講される「工業簿記」も履修してください。 

◆資格取得を目標とした授業です。 

 自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰

り返し問題を解くことが肝要です。 
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 学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンスを行います。 

簿記一巡の手続きについて学習します。（3

級の復習） 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 00 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２回 対面 

損益計算書と貸借対照表について学習し

ます。 

商品売買について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 1～2 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第３回 対面 現金および預金について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 3 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第４回 対面 債券・債務について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 4 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第５回 対面 有価証券について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 5 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第６回 対面 有形固定資産について学習します。（１） 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 6 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第７回 対面 有形固定資産について学習します。（２） 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 7 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第８回 対面 リース取引について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 8 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

4 時間 
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わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

第９回 対面 
無形固定資産等と研究開発費について学

習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 9 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１０回 対面 引当金について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 10 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１１回 対面 外貨換算会計について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 11 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１２回 対面 税金について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 12 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 
課税所得の算定と税効果会計について学

習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 13 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１４回 対面 株式の発行について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 14 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１５回 対面 剰余金の配当と処分について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 15 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１６回 対面 決算手続について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 16 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

4 時間 
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てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

第１７回 対面 収益の認識基準について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 17 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第１８回 対面 演習問題 
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習

を行ってください。 
4 時間 

第１９回 対面 演習問題 
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習

を行ってください。 
4 時間 

第２０回 対面 中間試験 出題範囲・・・これまでの全範囲 4 時間 

第２１回 対面 本支店会計について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 18 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２２回 対面 合併と事業譲渡について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 19 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２３回 対面 連結会計（１）について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 20 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２４回 対面 連結会計（２）について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 21 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２５回 対面 連結会計（３）について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 22 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 

第２６回 対面 連結会計（４）について学習します。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ 23 

予習としてテキストに目を通しておいてください。

わからない箇所があっても構いませんが、何が書い

てあるのかを理解するよう努めてください。復習と

して授業で学習した範囲のトレーニングを完璧に解

けるようにして、次回の講義に臨んでください。 

4 時間 
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第２７回 対面 総合問題に取り組みます。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ全範囲 

予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習

を行ってください。 

4 時間 

第２８回 対面 総合問題に取り組みます。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ全範囲 

予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習

を行ってください。 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
総合問題に取り組みます。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ全範囲 

予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習

を行ってください。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
総合問題に取り組みます。 

「合格テキスト日商簿記 2 級」「合格トレーニング日

商簿記 2級」 テーマ全範囲 

予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習

を行ってください。 

4 時間 
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科目名 工業簿記 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 工業簿記の論点の学修、計算実践。 

授業の目的及び概要 

この授業は、製造業における製品原価等の計算方法ならびに記帳体系を学修するために開設さ

れるものであり、原価計算・工業簿記の基礎から中級程度を理解することが目的である。「初級

簿記」の履修、もしくは「日本商工会議所簿記検定 3 級」程度の知識を前提に、個別原価計算、

部門別原価計算、総合原価計算、標準原価計算、直接原価計算の基本を学修する。この授業を

履修することによって、工業簿記について「日本商工会議所簿記検定 2 級」程度の技能を修得

することができる。 

履修条件・留意点 

この授業は、会計職基礎講座（夏季 S コース）を受講し、日商簿記検定 2 級に合格した方を対

象とした科目になります（日商簿記 2 級の合格を前提に日商簿記 1 級以上の内容を扱います）。 

以下の事項すべてに当てはまらない方は、中級簿記（川口先生）を受講してください。 

【履修条件】 

①：日商簿記検定 2 級に合格済み 

②：以下のいずれかの資格の学習を開始している 

 ・公認会計士 

 ・日商簿記 1 級 

③：S コース（簿記上級講座）を受講する 

 ※公認会計士講座を受講している方も上記 S コースを受講してください（詳しくは説明しま

す）。 

【留意点】 

・遅刻欠席厳禁（守れない場合は厳しく対処します） 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・工業簿記・原価計算に関する企業の経営活動を理解し、計算・記録・管理を行うことができ

る。 

・日商簿記検定 2 級レベルの工業簿記・原価計算の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応 日商簿記検定試験 2 級：12 月下旬のネット試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 小テストや中間試験は講義内で解説いたします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 初回授業で案内します。 ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 100 

その他（％）  
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その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この授業は、日商簿記 2 級合格者を対象に 2025年 6 月の日商簿記 1 級合格を目指すクラスにな

ります。 

S コースと併せての履修でハードな内容になりますが、6 月検定までに合格レベルに到達するよ

うに進めていきますので、食らいついて来てください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

実力確認テスト 

【事前学修】初級簿記の範囲の総復習（2 時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２回 対面 
工業簿記の基礎 

工業簿記の勘定連絡 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 
材料費Ⅰ 

材料費Ⅱ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 
労務費Ⅰ 

労務費Ⅱ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 経費 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 
個別原価計算Ⅰ 

個別原価計算Ⅱ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
部門別個別原価計算Ⅰ 

部門別個別原価計算Ⅱ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 
総合原価計算Ⅰ 

総合原価計算Ⅱ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 総合原価計算Ⅲ（仕損と減損） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 
総合原価計算Ⅳ（工程別総合原価計算） 

総合原価計算Ⅴ（組別総合原価計算） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 総合原価計算Ⅵ（等級別総合原価計算） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１２回 対面 財務諸表 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 
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第１３回 対面 
標準原価計算Ⅰ 

標準原価計算Ⅱ（前半） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 
標準原価計算Ⅱ（後半） 

直接原価計算Ⅰ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１５回 対面 直接原価計算Ⅱ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１６回 対面 本社工場会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１７回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１８回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第１９回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２０回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２１回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２２回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２３回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２４回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２５回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２６回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２７回 対面 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお 4 時間 
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くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

第２８回 対面 問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点を

できるまで復習する（2時間程度）。 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
定期試験に向けてのまとめ 定期試験に向けて総復習すること 4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
定期試験に向けてのまとめ 定期試験に向けて総復習すること。 4 時間 
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科目名 工業簿記 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 工業簿記の論点の学修、計算実践。 

授業の目的及び概要 

この科目は、製造業における製品原価等の計算方法ならびに記帳体系を学修するために開設さ

れるものであり、原価計算・工業簿記の基礎から中級程度を理解することが目的である。「初級

簿記」もしくは「日本商工会議所簿記検定 3 級」程度の知識を前提に、個別原価計算、部門別

原価計算、総合原価計算、標準原価計算、直接原価計算の基本を学修する。この科目を履修す

ることによって、工業簿記について「日本商工会議所簿記検定 2 級」程度の技能を修得するこ

とができる。 

履修条件・留意点 

この科目は、「初級簿記」の上位科目であり、「初級簿記」の単位を取得していることを推奨し

ます。 

なお、初回授業において実力確認テストを行います。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・工業簿記・原価計算に関する企業の経営活動を理解し、計算・記録・管理を行うことができ

る。 

・「日本商工会議所簿記検定 2 級」程度の工業簿記・原価計算の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応 日商簿記検定試験 2 級：12 月下旬のネット試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 中間試験は授業内で解説します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

① 合格テキスト 日商簿記 2級 工業簿記（ver10.0），

TAC 簿記講座，TAC 出版 

② 合格トレーニング 日商簿記 2 級 工業簿記

（ver10.0），TAC 簿記講座，TAC 出版 

ISBN 
① 9784300106587 

② 9784300106662 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目は、会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指

す方に必要な知識です。 

また、「日本商工会議所簿記検定 2 級」に対応した科目であり、当該試験の出題範囲である商業

簿記について学修する「中級簿記」を併せて履修することを推奨します。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス後、実力確認テストを行いま

す。 
【事前学修】初級簿記の総復習を行うこと。 4 時間 

第２回 対面 
工業簿記の基礎、工業簿記の勘定連絡につ

いて学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 01「工業簿記の基礎」、

テーマ 02「工業簿記の勘定連絡」を読んでおくこと。

（2時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 材料費について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 03「材料費（Ⅰ）」、テ

ーマ 04「材料費（Ⅱ）」を読んでおくこと。（2 時間程

度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 労務費について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 05「労務費（Ⅰ）」、テ

ーマ 06「労務費（Ⅱ）」を読んでおくこと。（2 時間程

度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 経費について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 07「経費」を読んで

おくこと。（2時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 個別原価計算について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 08「個別原価計算

（Ⅰ）」、テーマ 09「個別原価計算（Ⅱ）」を読んでお

くこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 部門別個別原価計算について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 10「部門別個別原価

計算（Ⅰ）」、テーマ 11「部門別個別原価計算（Ⅱ）」

を読んでおくこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第８回 対面 総合原価計算①について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 12「総合原価計算

（Ⅰ）」、テーマ 13「総合原価計算（Ⅱ）」、テーマ 14

「総合原価計算（Ⅲ）」を読んでおくこと。（2 時間程

度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第９回 対面 
総合原価計算②、財務諸表について学びま

す。 

【事前学修】テキストのテーマ 15「総合原価計算

（Ⅳ）」、テーマ 16「総合原価計算（Ⅴ）」、テーマ 17

「財務諸表」を読んでおくこと。（2時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第１０回 対面 標準原価計算について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 18「標準原価計算

（Ⅰ）」、テーマ 19「標準原価計算（Ⅱ）」を読んでお

くこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 
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第１１回 対面 直接原価計算について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 20「直接原価計算

（Ⅰ）」、テーマ 21「直接原価計算（Ⅱ）」を読んでお

くこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第１２回 対面 本社工場会計について学びます。 

【事前学修】テキストのテーマ 22「本社工場会計」

を読んでおくこと。（2 時間程度） 

【事後学修】テキストの該当箇所を読んで復習して

おくこと。また、トレーニングの問題をできるまで繰

り返し解くこと。（2時間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 第１回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１４回 対面 第２回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１５回 対面 第３回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１６回 対面 第４回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１７回 対面 第５回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１８回 対面 第６回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第１９回 対面 第７回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２０回 対面 第８回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２１回 対面 第９回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２２回 対面 第 10回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２３回 対面 中間試験 【事前学修】中間試験に向けて総復習を行うこと。 4 時間 

第２４回 対面 中間試験解説、第 11 回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 
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第２５回 対面 第 12回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２６回 対面 第 13回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２７回 対面 第 14回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２８回 対面 第 15回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
第 16回 問題演習 

【事前学修】理解が不十分な論点についてトレーニ

ングをできるまで繰り返し解くこと。（2時間程度） 

【事後学修】再度問題演習に取り組み、LearningPor

talに提出すること。（2 時間程度） 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
まとめ 定期試験に向けて総復習すること。 4 時間 
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科目名 工業簿記 開講年度 2025 

担当者 島本 克彦 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 工業簿記・原価計算の学修 

授業の目的及び概要 
製造業における工業簿記および原価計算に関する知識と技能の基礎を習得することを目的とし

ます。具体的には日商簿記２級（工業簿記）レベルの範囲を習得することを目標にしています。 

履修条件・留意点 

この授業科目は、会計関連科目の中級に位置づけられる科目であり、日商簿記２級（工業簿記）

のレベルに達することを目標としています。留意点としてテキスト・問題集を必ず購入し、言

うまでもなく毎回の授業に電卓を持参して出席し、予習復習を徹底して行うことが、工業簿記

を理解するために必要です。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

本授業では、下記を目標とします。 

・工業簿記・原価計算に関する企業の経営活動を理解し、計算・記録・管理を行うことができ

る。 

・日商簿記検定 2 級レベルの工業簿記・原価計算の知識・技能を修得する。 

資格・検定試験への対応 日商簿記検定試験 2 級（「工業簿記」分野）：2 月の試験での合格を目指します。 

フィードバックの方法 
小テストおよび授業テストは採点の上で返却します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点

の質問に回答します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

毎回の授業で下記テキスト・問題集を使うので、必ず

購入し、電卓(12 桁）も持参してください。 

①よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記

2 級工業簿記  Ver.10.0，TAC株式会社(簿記検定講座) 

編，TAC 出版，2024 年 

②よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商

簿記 2 級工業簿記 Ver.10.0，TAC 株式会社(簿記検定

講座) 編，TAC 出版，2024 年 

なお、適宜練習プリントを配布します。 

ISBN 
①9784300106587 

②9784300106662 

参考書 プリントで補充しますので、参考書はいりません。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

工業簿記は税理士、公認会計士や企業の経理担当といった会計に関する仕事を考えている方に

は必要な知識です。また、そうした職業を目指していない学生にとっても、工業簿記の知識を

もつことで簡単なコスト計算ができるようになります。3 級から 2 級へのステップアップは自
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主学習が必要なため少し大変かもしれませんが、その分知識の新しい世界をのぞくことを可能

にし,達成感があります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス・テーマ 1 工業簿記の基礎 

事前学修：工業簿記についてテキストを事前に読み、

設例問題を解いておくこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第２回 対面 テーマ 2 工業簿記の勘定連絡 

事前学修：工業簿記の勘定連絡についてテキストを

事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第３回 対面 テーマ 3 ・４材料費(I)(II) 

事前学修：材料費(I)(II)についてテキストを事前に

読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第４回 対面 
テーマ 5 労務費(I) 

テーマ 6 労務費(II) 

事前学修：労務費(I)(II)についてテキストを事前に

読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第５回 対面 
テーマ 7 経費 

テーマ 8 個別原価計算(I) 

事前学修： 経費・ 個別原価計算(I)についてテキス

トを事前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時

間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第６回 対面 

テーマ 9 個別原価計算(II) 

テーマ 10 部門別個別原価計算(I)テーマ

11 部門別個別原価計算(II) 

事前学修：  個別原価計算(II)・ 部門別個別原価計

算(I)・ 部門別個別原価計算(II)についてテキスト

を事前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間） 

4 時間 

第７回 対面 
テーマ 12 総合原価計算(I)・ 13総合原価

計算(II) 

事前学修： 総合原価計算(I)・ 13 総合原価計算(II)

についてテキストを事前に読み、設例問題を解いて

おくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第８回 対面 テーマ 14 総合原価計算(III)仕損・減損 

事前学修：総合原価計算(III)仕損・減損についてテ

キストを事前に読み、設例問題を解いておくこと（2

時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第９回 対面 
テーマ15 総合原価計算(IV)工程別総合原

価計算 

事前学修： 総合原価計算(IV)工程別総合原価計算に

ついてテキストを事前に読み、設例問題を解いてお

くこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第１０回 対面 テーマ 16 総合原価計算(V)組別総合原価 事前学修： テーマ 16 総合原価計算(V)組別総合原価 4 時間 
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計算 計算についてテキストを事前に読み、設例問題を解

いておくこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間） 

第１１回 対面 
総合原価計算・等級別総合原価計算（テキ

スト・資料） 

事前学修：  総合原価計算・等級別総合原価計算につ

いてテキストを事前に読み、設例問題を解いておく

こと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキスト・資料の該当箇所を読ん

で復習しておくこと。また、間違えたトレーニングの

問題をもう一度解くこと（2 時間）。 

4 時間 

第１２回 対面 テーマ 17 財務諸表 

事前学修： テーマ 17 財務諸表についてテキストを

事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第１３回 対面 振り返り・授業中テスト 

事前学修：指示された授業中テストについてテキス

トを再度事前に読み、設例問題を解いて準備してお

くこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

5 時間 

第１４回 対面 標準原価計算(I) 

事前学修：標準原価計算(I) についてテキストを事

前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4.5時間 

第１５回 対面 標準原価計算(II) 

事前学修：標準原価計算(II) についてテキストを事

前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第１６回 対面 
テーマ19 標準原価計算(II)続きー製造間

接費の差異分析 

事前学修：テーマ 19 標準原価計算(II)続きー製造間

接費の差異分析 についてテキストを事前に読み、設

例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第１７回 対面 テーマ 20 直接原価計算(I) 

事前学修： 直接原価計算(I)についてテキストを事

前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第１８回 対面 テーマ 21 直接原価計算(II) 

事前学修:： 直接原価計算(II)についてテキストを

事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第１９回 対面 テーマ 22 本社工場会計 

事前学修：本社工場会計についてテキストを再度事

前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第２０回 対面 
振り返りと応用：総合原価計算・仕損・減

損 

事前学修： 総合原価計算・仕損・減損についてテキ

ストを再度事前に読み、設例問題を解いておくこと

（2時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

4 時間 
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習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

第２１回 対面 振り返りと応用：工程別総合原価計算 

事前学修：工程別総合原価計算についてテキストを

再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時

間）。 

事後学修：授業テストの準備のためにテキストの該

当箇所を読んで復習しておくこと。また、間違えたト

レーニングの問題をもう一度解くこと（2 時間）。 

4 時間 

第２２回 対面 振り返りと応用：等級別総合原価計算 

事前学修：等級別総合原価計算の問題について、テキ

ストを再度事前に読み、設例問題を解いておくこと

（2時間）。 

事後学修：授業テスト後にテキストの該当箇所を読

んで復習しておくこと。また、間違えた類似問題をト

レーニングでもう一度解くこと（2 時間）。 

4 時間 

第２３回 対面 
振り返りと応用：標準原価計算の総合問題

（その１） 

事前学修：標準原価計算についてテキストを再度事

前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第２４回 対面 
振り返りと応用：標準原価計算の総合問題

（その 2） 

事前学修：標準原価計算についてテキストを再度事

前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第２５回 対面 
振り返りと応用：直接原価計算の特殊問題

（その１） 

事前学修：直接原価計算についてテキストを再度事

前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第２６回 対面 
振り返りと応用：直接原価計算の特殊問題

（その 2） 

事前学修：直接原価計算についてテキストを再度事

前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第２７回 対面 

振り返りと応用：工業簿記の総論問題―原

価の意味・仕訳・定期試験に向けてのまと

め 

事前学修：工業簿記の勘定連絡についてテキストを

再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2 時

間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間）。 

4 時間 

第２８回 対面 
振り返りと応用：第 1 回〜27 回に関する

特殊問題演習・定期試験に向けてのまとめ 

事前学修：工業簿記についてテキストの前時で指示

されたところを再度事前に読み、設例問題を解いて

おくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

をもう一度解くこと（2時間） 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 

振り返りと応用：工程別総合原価計算・組

別総合原価計算の問題演習 

事前学修：工業簿記についてテキストを前時に指示

されたところを再度事前に読み、設例問題を解いて

おくこと（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、期末試験に向けて間違えたト

レーニングの問題をもう一度解くこと（2 時間）。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

振り返りと応用：標準原価計算の演習（復

習） 

事前学修：工業簿記についてテキストの指示された

ところを再度事前に読み、設例問題を解いておくこ

と（2 時間）。 

事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復

習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題

4 時間 
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をもう一度解くこと（2時間）。 
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科目名 上級簿記 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 日商簿記検定 1 級レベルの商業簿記を学ぶ。 

授業の目的及び概要 

この授業は、「初級簿記」・「中級簿記」の履修等を通じて、中級程度の商業簿記について十分な

学修を行っている学生を対象に開設されるものであり、会計専門職を目指すための土台となる

知識を養うことを目的とする。近年の会計制度の改革とそれに伴う会計基準の整備等により複

雑化した会計処理について、最新の法令・会計基準に基づいた詳細な会計処理を学修する。こ

の授業を履修することによって、「日本商工会議所簿記検定 1 級（商業簿記・会計学）」の基礎

を修得することができる。 

履修条件・留意点 
日商簿記２級資格取得または「中級簿記」の単位を取得していること。 

※第 1 回目の講義で実力確認テストを実施します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・大企業の取引を理解し、仕訳できる。 

・大企業の財務諸表を作成することができる。 

・日商簿記検定１級（商業簿記・会計学）等の上級レベルの簿記の問題を解くことができる。 

・会計処理を他者に説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 各種問題については、返却後に解説いたします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 初回授業で案内します。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 100 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本授業は、今までの簿記のレベルと比較できないほど難易度が上がること、意識の高い受講生

が集まることから、遅刻・欠席・途中退室には厳しく対処する。また、取り扱う内容は日商簿

記２級までの範囲を完璧に理解していなければ太刀打ちできないものであり、その知識を前提

として授業を進めるので、受講生は必ず日商簿記２級までの知識を持ち合わせておくように。 

簿記を理解することにより、企業の経理事務に必要な会計知識だけでなく、財務諸表を読む力、

基礎的な経営管理や分析力が修得できる。日商簿記の最高峰である１級の取得は就職活動に有

利なステータスとなる。本科目受講生は是非１級取得にチャレンジしてほしい。 

 

2025/05/01

364



 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
・オリエンテーション 

・実力確認問題（中級簿記の範囲） 

【事事学修】日商簿記２級の範囲の総復習をしてお

くこと。 
6 時間 

第２回 対面 固定資産 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第３回 対面 有価証券 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第４回 対面 デリバティブ取引 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第５回 対面 リース会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第６回 対面 減損会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第７回 対面 税効果会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第８回 対面 外貨建取引 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第９回 対面 退職給付会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第１０回 対面 資産除去債務 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第１１回 対面 純資産 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第１２回 対面 その他の重要論点 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第１３回 対面 その他の重要論点 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 

第１４回 対面 その他の重要論点 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、各自問題集等を使用し復習しておくこと。 

6 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ（定期試験に向けて） 

【事前学修】テキスト及び配布資料全てを事前に読

んでおくこと。 

【事後学修】テキスト及び配布資料を全て読み直し、

各自の持っている日商簿記検定問題集等の該当問題

を間違うことがないレベルまで解き、定期試験に備

えること。 

6 時間 
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科目名 管理会計論 （経営）／管理会計（経済） 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 管理会計の基本的知識・手法の修得 

授業の目的及び概要 

管理会計は、企業内部の経営管理者の意思決定に役立つ情報を提供するために行うものであり、

企業経営において重要な役割を担っている。本科目は、管理会計の基本的知識・手法を修得す

ることを目的とし、管理会計が企業の業績管理や意思決定にどのように役立つか理解し、企業

の業績管理や意思決定を支援するための基本的な手法を修得することを目指す。 

履修条件・留意点 
本科目は、「工業簿記」相当の知識を修得しておくとスムーズに学修を進めることができるため、

履修にあたっては当該科目の単位を取得していることが望ましい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・管理会計が企業の業績管理や意思決定にどのように役立つか理解し、説明することができる。 

・企業の業績管理を支援するための基本的な手法を修得し、その結果を評価することができる。 

・企業の意思決定を支援するための基本的な手法を修得し、その結果を評価することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間試験は返却し、解説・講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
１からの管理会計，國部克彦・大西靖・東田明，中央

経済社，2020 年 
ISBN 9784502331213 

参考書 
管理会計 （第７版）, 櫻井通晴, 同文舘出版, 2019

年 
ISBN 9784495161477 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

管理会計は、企業の戦略の遂行を支援するためのものです。経理を目指す方だけでなく、企業

経営に携わることを目指す方も管理会計について理解しておくことが求められるので、興味・

関心のある学生はぜひ履修してください。また、管理会計はあらゆる経営プロセスに関連しま

す。そのため、管理会計をよく理解するためには、経営戦略論、経営管理論、経営組織論、生

産管理論をあわせて履修することでより理解が深まります。 

【注意事項】 

・電卓（12 桁以上）を持参してください。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス後、管理会計の目的について学

びます。 

【事前学修】テキストの第１章「会計で経営を管理す

る」を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 責任会計制度について学びます。 

【事前学修】テキストの第２章「組織を構成する」を

事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 
中期経営計画、短期利益計画について学び

ます。 

【事前学修】テキストの第４章「戦略を策定する」、

第５章「短期の利益を計画する」を事前に読んでおく

こと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 予算編成について学びます。 

【事前学修】テキストの第６章「予算を編成する」を

事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 予算管理と業績評価について学びます。 

【事前学修】テキストの第７章「業績を評価する」を

事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 
BSC（バランスト・スコアカード）につい

て学びます。 

【事前学修】テキストの第８章「非財務指標を活用す

る」を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキストの該当箇所を読み直し、授業で

の説明事項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 中間試験 
【事前学修】中間試験に向けてテキスト等を読み直

し、授業での説明事項とともに復習しておくこと。 
6 時間 

第８回 対面 
中間試験の解説後、業務的業務意思決定に

ついて学びます。 

【事前学修】テキストの第９章「業務的意思決定を支

援する」を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

      中間試験で間違えた箇所について、テ

キスト等を読み直し、授業での説明事項とともに復

習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 戦略的意思決定①について学びます。 

【事前学修】テキストの第 10 章「長期意思決定を支

援する」（pp.125-130）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

      中間試験で間違った箇所について、配

布資料を読み直し、授業での説明事項とともに復習

しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 戦略的意思決定②について学びます。 

【事前学修】テキストの第 10 章「長期意思決定を支

援する」（pp.131-139）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 生産管理と会計について学びます。 

【事前学修】テキストの第 11 章「生産を管理する」

を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 原価管理について学びます。 

【事前学修】テキストの第 12 章「製品原価を管理す

る」を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 原価企画について学びます。 

【事前学修】テキストの第 13章「製品・商品を開発

する」を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

4 時間 
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項とともに復習しておくこと。 

第１４回 対面 環境会計について学びます。 

【事前学修】テキストの第 14 章「環境を管理する」

を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けて、これまでの内容のまと

めをオンデマンドで配信します。 

【事後学習】定期試験に向けてテキスト等を読み直

し、授業での説明事項とともに復習しておくこと。 
6 時間 
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科目名 原価計算論 （経営）／原価計算（経済） 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 原価計算の基礎理論及び計算手法を学ぶ。 

授業の目的及び概要 

この授業は、「工業簿記」の履修等を通じて、中級程度の工業簿記について十分な学修を行って

いる学生を対象に開設されるものであり、会計専門職を目指すための土台となる知識を養うこ

とを目的とする。「日本商工会議所簿記検定 1 級」の検定試験で出題される範囲のみではなく、

2 級の範囲に含まれる論点の復習や要点の整理を含めながら、原価計算の基礎知識を土台とし

て、理論的に応用分野をも学修する。この授業を履修することによって、「日本商工会議所簿記

検定 1 級（工業簿記・原価計算）」の基礎を修得することができる。 

履修条件・留意点 

工業簿記の上位科目ですので、工業簿記の単位を取得している又は日商簿記２級を取得してい

ることが望ましいです。 

初回授業時に実力確認テストを実施します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・日商簿記検定１級レベルの製品原価計算の技法を修得し、使用できる。 

・原価計算の基礎理論を理解し、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 各種テスト等は採点の上で解説します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授業／ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 初回授業で案内します。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 100 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

原価計算は公認会計士や企業の経理担当といった会計に関する仕事に就くことを目標としてい

る方には必要な知識です。また、原価計算の基礎理論や計算手法を身に付けることにより、企

業のコスト管理を実施できるようになります。 

日商簿記の最高峰である１級の取得は就職活動に有利なステータスとなります。本科目受講生

は、是非日商簿記１級取得にチャレンジしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 
ガイダンス 

実力確認テスト（工業簿記） 

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第２回 対面 
原価計算総論 

材料費会計 

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第３回 対面 
労務費会計 

経費会計 

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第４回 対面 製造間接費会計 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第５回 対面 部門別計算 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第６回 対面 個別原価計算 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第７回 対面 単純総合原価計算 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第８回 対面 工程別総合原価計算 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第９回 対面 組別総合原価計算 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第１０回 対面 等級別総合原価計算 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第１１回 対面 連産品 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第１２回 対面 標準原価計算 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第１３回 対面 直接原価計算 
テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
問題演習 実施した問題の復習を入念に実施すること 4 時間 

第１５回 対面 まとめ（定期試験に向けて） 定期試験に向けて総復習を行うこと。 4 時間 
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科目名 監査論 （経営）／会計監査（経済） 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 会計監査の基礎理論を学ぶ 

授業の目的及び概要 

現代の市場経済では、企業に対して財務内容の開示が求められており、開示の主要な手段であ

る財務諸表については、その適正性に関して独立した公認会計士又は監査法人による監査が必

要とされている。その意味で、財務諸表の監査は、市場経済を支える重要な役割を担っている

といえる。この授業は、財務諸表監査を中心とした監査の目的や機能、我が国における監査制

度、監査基準の構成、監査実施のプロセスについて学修し、監査制度についての理解を深める

ことが目的である。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・職業的専門家が実施する監査の意義や制度を理解し、説明することができる。 

・監査の計画、実施及び報告に至る一連のプロセスを理解し、説明することができる。 

・財務分析の手法を用いて、財務諸表の異常値を発見できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間試験等は採点し、解説します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 初回授業で案内します。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
・ガイダンス 

・財務諸表監査制度の成立とその目的 

【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第２回 対面 
・経済社会を支える財務情報 

・監査を要請する法律 

【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 
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第３回 対面 ・監査を担当する専門家 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第４回 対面 ・監査基準（目的基準と一般基準） 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第５回 対面 ・監査の実施 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第６回 対面 ・中間試験 今までの範囲を総復習し、中間試験に備えること 4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 
中間試験の解説 

【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第８回 対面 ・監査の手続① 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第９回 対面 ・監査の手続② 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第１０回 対面 ・監査結果の報告 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第１１回 対面 ・ケーススタディ① 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第１２回 対面 ・ケーススタディ② 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第１３回 対面 ・ケーススタディ③ 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第１４回 対面 ・ケーススタディ④ 
【復習】配布資料等を用いて、講義内容の復習を行

う。 
4 時間 

第１５回 対面 ・まとめ 総復習し、定期試験に備えること 4 時間 
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科目名 コーポレートファイナンス論 （経営）／企業

財務論（経済） 
開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 企業価値の最大化 

授業の目的及び概要 

この授業は、企業における資金の調達・運用、設備投資等に関して包括的に学び、理論を正確

に理解した上で、その応用力を身につけることができることを目的とする。具体的には、会計

情報を利用し、問題を解決できること、会計情報を意思決定に利用できること、基本的なファ

イナンスに関する理論、企業における資金調達と資本構成の実態、資本コストの考え方やその

算出方法、企業における配当政策、債券と株式の評価方法、現在価値の概念を用いたキャッシ

ュフローの評価方法等に関する知識を修得し、企業財務意思決定の基礎理論を理解することが

できることなどである。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
基本的なコーポレートファイナンスの考え方を身につけ、グローバル化する企業の経営戦略の

理解に役立てることができることを到達目標とする。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 確認テストについては授業中に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
『コーポレートファイナンス 戦略と実践』，田中慎

一、保田隆明著，ダイヤモンド社，2019 年 
ISBN 9784478105412 

参考書 

『コーポレートファイナンス論入門』，橋本正明著，ビ

ジネス教育出版社，2020 年 

その他の参考書については、授業中に配布プリント等

でお知らせします。 

ISBN 9784828308494 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

テキスト、参考書、書込み式の配布資料を用いて講義形式で授業を行い、また知識の確認のた

めに、毎回、確認テストを実施します。ラーニングポータルに資料を載せ、授業では PowerPoint

を使用します。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 ファイナンスの全体像 

【予習】事前にシラバスに目を通しテキストの第 1章

の部分を読んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 1 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第２回 対面 会計とファイナンス１ B/Sと P/L 

【予習】事前にテキストの第 2 章 01 及び 02 の部分

を読んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 2 章 01 及び 02 の部分や配布

資料を読み返し、講義で得た知識を確認してくださ

い。 

4 時間 

第３回 対面 
会計とファイナンス２ キャッシュフロ

ー 

【予習】事前にテキストの第 2章 03～07の部分を読

んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 2章 03～07 の部分や配布資料

を読み返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第４回 対面 会計とファイナンス３ 財務諸表の活用 

【予習】事前にテキストの第 3章 01～03の部分を読

んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 3章 01～03 の部分や配布資料

を読み返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第５回 対面 
会計とファイナンス４ 株式市場での評

価 

【予習】事前にテキストの第 3章 04～08の部分を読

んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 3章 04～08 の部分や配布資料

を読み返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第６回 対面 企業価値１ 現在価値 

【予習】事前にテキストの第 4 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 4 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第７回 対面 企業価値２ 資本コスト 

【予習】事前にテキストの第 5 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 5 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第８回 対面 企業価値３ 事業評価 

【予習】事前にテキストの第 6章 01～03の部分を読

んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 6章 01～03 の部分や配布資料

を読み返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第９回 対面 企業価値４ 企業価値 

【予習】事前にテキストの第 6章 04～08の部分を読

んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 6章 04～08 の部分や配布資料

を読み返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１０回 対面 企業価値５ 類似会社比較法 

【予習】事前にテキストの第 7 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 7 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１１回 対面 企業価値６ M＆A 

【予習】事前にテキストの第 8 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 8 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１２回 対面 株主還元政策 

【予習】事前にテキストの第 9 章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 9 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１３回 対面 IR 戦略 

【予習】事前にテキストの第 10章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 10 章の部分や配布資料を読み

返し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第１４回 対面 ベンチャーファイナンス 

【予習】事前にテキストの第 11章の部分を読んでお

きましょう。 

【復習】テキストの第 11 章の部分や配布資料を読み

4 時間 

2025/05/01

375



 

 

返し、講義で得た知識を確認してください。 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【予習】事前に確認テストの計算問題や用語につい

て復習しておきましょう。 

【復習】テキストや参考書、配布資料を用いて用語や

確認テストの計算問題について復習し、講義で得た

知識を確認してください。 

4 時間 
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科目名 税務会計 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 税務会計の基本論点の学修、計算実践 

授業の目的及び概要 

本科目は、「中級簿記」もしくは「日商簿記検定２級」相当の知識を前提に税務会計の初学者を

対象に開設されるものであり、税務会計について基本的な考え方を理解し、計算方法を修得す

ることが目的である。具体的には財務会計と税務会計の考え方の違いについて理解したうえで、

計算実践を通じて税務上の調整額や税額が計算できるようになることを目指す。 

履修条件・留意点 本科目は、「中級簿記」の上位科目であり、「中級簿記」の単位を取得していることを推奨する。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・財務会計と税務会計の考え方の違いを理解し、説明することができる。 

・法人税における税務上の調整額や税額の計算方法を理解し、計算することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間試験は返却し、解説・講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

全経法人税法能力検定試験公式テキスト３級／２級

【第３版】，ネットスクール株式会社，ネットスクール

出版，2023 年 

ISBN 9784781003504 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

本科目は、会計専門職を目指す学生が知っておきたい法人税に関する基本的な知識を学修しま

す。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス後、法人税法の概要、課税標準、

税額計算について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter1「法人税法の概要」、

Chapter2「課税標準」、Chapter3「税額計算」を読ん

でおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

4 時間 

2025/05/01

377



 

 

で繰り返し解くこと。 

第２回 対面 資産評価等について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter5「資産評価等」を

読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第３回 対面 減価償却費①について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter6「減価償却費」（p

p.48-60）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第４回 対面 減価償却費②について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter6「減価償却費」（p

p.63-73）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第５回 対面 減価償却費③について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter6「減価償却費」（p

p.77-89）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第６回 対面 租税公課について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter8「租税公課」を読

んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第７回 対面 中間試験 中間試験に向けて、復習を行うこと。 4 時間 

第８回 対面 
中間試験の解説後、受取配当金について学

びます。 

【事前学修】テキストの Chapter9「受取配当金等」

を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

      中間試験の間違えた箇所について、周

辺論点を含め復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 役員給与等について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter10「役員給与等」を

読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第１０回 対面 寄附金について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter11「寄附金」を読ん

でおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第１１回 対面 交際費等について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter12「交際費等」を読

んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第１２回 対面 貸倒損失、貸倒引当金について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter13「貸倒損失、貸倒

引当金」を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第１３回 対面 圧縮記帳等について学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter14「圧縮記帳等」を

読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

4 時間 
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項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

第１４回 対面 欠損金の繰越しについて学びます。 

【事前学修】テキストの Chapter16「欠損金の繰越し」

を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。また、設例をできるま

で繰り返し解くこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けて、これまでの内容のまと

めをオンデマンドで配信します。 

定期試験に向けてテキストを読み直し、復習を行う

こと。また、設例をできるまで繰り返し解くこと。 
4 時間 
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科目名 経営分析Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 財務諸表に関する知識及び財務諸表分析の手法の基本の修得。 

授業の目的及び概要 

財務諸表分析は、財務諸表から企業の財政状態や経営成績などを読み取るための分析手法であ

り、現代のビジネス現場において必要とされる知識・技能の一つです。本科目は、財務諸表（貸

借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書）の基本構造など財務諸表分析に必要な知

識や財務諸表分析の手法（収益性、効率性、安全性、成長性等）を理解し、その手法を用いて

収益性、効率性、安全性、成長性等を分析し、分析結果を評価できるようになることを目指し

ます。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・財務諸表（貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書）の基本構造等を理解し、

説明することができる。 

・財務諸表分析の手法を用いて収益性・効率性・安全性・成長性を分析し、分析結果を評価す

ることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間テストは返却し、解説と講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 企業評価論入門，奈良沙織，中央経済社，2019 年 ISBN 9784502299612 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

財務諸表分析は、現代のビジネス現場において必要とされる知識・技能の一つです。興味・関

心のある学生はぜび履修してください。 

【注意事項】 

・事前に通知した授業回は電卓（12 桁以上）を持参すること。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス後、財務諸表分析の概要につい 【事前学修】テキストの第１章「企業評価と財務諸表 4 時間 
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て学びます。 分析の概要」（pp.9-21）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

第２回 対面 
貸借対照表の基本構造等、貸借対照表の分

析の方法について学びます。 

【事前学修】テキストの第２章「貸借対照表の分析」

（pp.23-45）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 
損益計算書の基本構造等、損益計算書の分

析の方法について学びます。 

【事前学修】テキストの第３章「損益計算書の分析」

（pp.55-74）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

キャッシュ・フロー計算書の基本構造等、

キャッシュ・フロー計算書の分析の方法に

ついて学びます。 

【事前学修】テキストの第４章「キャッシュフロー計

算書の分析」（pp.79-98）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 中間試験① 
【事前学修】中間試験①に向けてテキスト等を読み

直し、授業での説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第６回 対面 
中間試験①の解説後、財務比率の分析の概

要について学びます。 

【事前学修】テキストの第５章「財務比率の分析の概

要」（pp.101-114）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

      中間試験①で間違えた箇所について、

テキスト等を読み直し、授業での説明事項とともに

復習しておくこと。 

6 時間 

第７回 対面 安全性の分析について学びます。 

【事前学修】テキストの第８章「安全性の分析」（pp.

141-150）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 収益性の分析について学びます。 

【事前学修】テキストの第６章「収益性の分析」（pp.

115-130）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 効率性の分析について学びます。 

【事前学修】テキストの第７章「効率性の分析」（pp.

131-139）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 成長性の分析について学びます。 

【事前学修】テキストの第９章「成長性の分析」（pp.

151-163）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 中間試験② 
【事前学修】中間試験②に向けてテキスト等を読み

直し、授業での説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第１２回 対面 
中間試験②の解説後、練習問題に向けた説

明を行います。 

【事前学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

      中間試験②で間違えた箇所について、

テキスト等を読み直し、授業での説明事項とともに

復習しておくこと。 

6 時間 

第１３回 対面 事例①について学びます。 

【事前学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

【事後学修】配布資料、テキスト等を読み直し、授業

での説明事項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 事例②について学びます。 

【事前学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

【事後学修】配布資料、テキスト等を読み直し、授業

での説明事項とともに復習しておくこと。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けて、これまでの内容のまと

めをオンデマンドで配信します。 

定期試験に向けて配布資料、テキスト等を読み直し、

授業での説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 
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科目名 経営分析Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 向山 敦夫 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 財務諸表分析に関する基礎的知識の習得 

授業の目的及び概要 

われわれが最も簡単に入手でき、かつ最も有用な情報は有価証券報告書です。企業を分析する

主体は一般投資家（株主）・証券アナリスト・債権者（銀行）・ファンドマネジャー・従業員（労

働組合）・大学生（潜在的従業員）などさまざまです。企業を分析する視角は、代表的には収益

性と安全性ですが、将来性や成長性、CSR（企業の社会的責任）や ESG/サステナビリティ情報な

どの重要性が増しています。この授業では、有価証券報告書に掲載されている財務諸表（貸借

対照表と損益計算書）を使ってさまざまな経営分析指標を説明し、また実際に算定することに

より、企業を分析する知識の習得を目指します。 

履修条件・留意点 とくに履修に際しての条件はないが、会計関係科目の応用編であることに留意されたい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・学生が実際の企業の財務諸表を使って指標を算出し、企業業績・経営内容を分析することが

できるようになること。 

・自分が将来働きたいと思う企業や、名前は知っているけれども企業の内容は知らないという

企業の財務諸表をみて、収益性や安全性を分析することができるようになること。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
講義の進捗に合わせて、理解度を確かめるためのミニテストをおこない、翌週に返却して解答

します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
とくに指定しません。PowerPoint の資料を使って説明

します。 
ISBN 0 

参考書 

①ビジネススクールで教える経営分析，太田康広，日

本経済新聞出版，2018 年 

②ビジュアル 経営分析の基本 〈第 5 版〉，佐藤裕一，

日経文庫ビジュアル，2012 年 

ISBN 
①9784532113865 

②9784532119256 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

講義内容の理解を深めるために、期間中に 4 回のミニテスト（小テスト）をおこないます。ミ

ニテストは提出のみをチェックし、翌週返却して解答します。過去の経験から言えば、単位取

得率・成績評価は、出席率と強い相関を示しています（すなわち、講義に毎回出席し、きっち

りミニテストをこなしていれば、講義内容は理解できます）。成績評価の方法は第 1 回目に詳し

く説明します。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
講義の進め方・評価方法等についてガイダ

ンスをおこないます。 

【予習】シラバスを事前に読んでおいてください。 

【復習】PowerPoint の資料や参考書などを確認して

おいてください。 

2 時間 

第２回 対面 

トライアングル体制と呼ばれた日本の会

計制度の現状と歴史について解説し、財務

情報の入手方法について説明します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「トライアングル体制」や財務情報の入手方法につ

いて確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 対面 
損益計算書と貸借対照表の構造について

説明します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「損益計算書と貸借対照表の構造」について確認し

ておいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
経営分析の目的と機能について説明しま

す。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「経営分析の目的と機能」について確認しておいて

ください。 

4 時間 

第５回 対面 
損益計算書を用いて、企業の収益性分析の

指標について説明します 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「収益性分析の指標」を確認しておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 

損益計算書を用いて、企業の収益性分析の

指標について説明します（売上と利益の関

係）。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「売上高利益率」について確認しておいてくださ

い。 

4 時間 

第７回 対面 

損益計算書を用いて、企業の収益性分析の

指標について説明します（資本と利益の関

係）。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「資本利益率」について確認しておいてください。 

4 時間 

第８回 対面 

貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の

指標について説明します（流動性指標を中

心に）。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「安全性分析の指標（とくに流動性指標）」を確認

しておいてください。 

4 時間 

第９回 対面 

貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の

指標について説明します（固定性指標を中

心に）。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「安全性分析の指標（とくに固定性指標）」を確認

しておいてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の

指標について説明します（資本構成を中心

に）。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「安全性分析の指標（とくに資本構成）」を確認し

ておいてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
実際の企業の財務諸表を利用して、経営内

容を分析します（1）。 

【予習】これまでの PowerPointの資料や参考書で財

務諸表を分析するための諸指標について事前に確認

しておいてください。 

【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内

容を確認しておいてください。 

4 時間 

第１２回 対面 
実際の企業の財務諸表を利用して、経営内

容を分析します（2）。 

【予習】これまでの PowerPointの資料や参考書で財

務諸表を分析するための諸指標について事前に確認
4 時間 
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しておいてください。 

【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内

容を確認しておいてください。 

第１３回 対面 
実際の企業の財務諸表を利用して、経営内

容を分析します（3）。 

【予習】これまでの PowerPointの資料や参考書で財

務諸表を分析するための諸指標について事前に確認

しておいてください。 

【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内

容を確認しておいてください。 

4 時間 

第１４回 対面 
財務諸表分析の意義と限界について説明

します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「財務諸表分析の意義と限界」について確認してお

いてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
講義の全体の流れを振り返ります。 

【予習】これまでの PowerPointの資料・これまで実

施したミニ・テスト等を事前に確認しておくこと。 

【復習】これまでの PowerPointの資料・これまで実

施したミニ・テスト等を確認し、講義を通じて得られ

た経営分析の知識を復習すること。 

6 時間 
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科目名 経営分析Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 向山 敦夫 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 財務諸表分析に関する応用的知識の習得 

授業の目的及び概要 

企業を分析する主体は、一般投資家（株主）・証券アナリスト・債権者（銀行）・信用調査会社・

ファンドマネジャー・従業員（労働組合）・大学生（潜在的従業員）などさまざまです。企業を

分析する視角は、代表的には収益性や安全性ですが、将来性や成長性、CSR（企業の社会的責任）

や ESG/サステナビリティ情報などの重要性が増しています。この授業では「経営分析Ⅰ」の知

識を前提にして、授業の前半（第 1 回～第 8 回）は講義形式、授業の後半（第 9 回～第 14 回）

は受講生自身でさまざまな経営分析指標を用いて有価証券報告書に掲載されている財務諸表

（貸借対照表と損益計算書）を分析するプレゼンテーションをおこないます。 

履修条件・留意点 「経営分析Ⅰ」の上位科目であり、「経営分析Ⅰ」を履修済みであることを強く推奨する。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・学生が実際の企業の財務諸表を使って指標を算出し、企業業績・経営内容を分析することが

できるようになること。 

・自分が将来働きたいと思う企業や、名前は知っているけれども企業の内容は知らないという

企業の財務諸表をみて、収益性や安全性を分析することができるようになること。 

・学生が ESG／サステナビリティ情報を分析することにより、多角的に企業を分析・評価するこ

とができるようになること。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

講義の進捗に合わせて理解度を確かめるためにミニテストをおこない、返却して解答します。

受講生によるプレゼンテーションに対しては、他の受講生からコメントシートを提出してもら

います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
とくに指定しません。PowerPoint の資料を使って説明

します。 
ISBN 0 

参考書 

①ビジネススクールで教える経営分析，太田康広，日

本経済新聞出版，2018 年 

②ビジュアル 経営分析の基本 〈第 5 版〉，佐藤裕一，

日経文庫ビジュアル，2012 年 

ISBN 
①9784532113865 

②9784532119256 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 15 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 15 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 
第 1 回目の授業で詳しく説明しますが、一人 2 回ずつ、PowerPoint の資料を作成してプレゼン

テーションをおこないますので、PowerPoint の使い方に慣れておいてください。 
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あたって 他の受講生の迷惑になる行為は慎むこと。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
講義の進め方・評価方法等についてガイダ

ンスをおこないます。 

【予習】シラバスを事前に読んでおいてください。 

【復習】PowerPoint の資料や参考書などを確認して

おいてください。 

2 時間 

第２回 対面 

トライアングル体制と呼ばれた日本の会

計制度の変革について解説するとともに、

財務情報の入手方法について説明します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「トライアングル体制」や財務情報の入手方法につ

いて確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 対面 
損益計算書と貸借対照表の構造について

説明します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「損益計算書と貸借対照表の構造」について確認し

ておいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
損益計算書を中心にして、企業の収益性分

析の指標について説明します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「収益性分析の指標」を確認しておいてください。 

4 時間 

第５回 対面 
貸借対照表を中心にして、企業の安全性分

析の指標について説明します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「安全性分析の指標」を確認しておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 損益分岐点分析について説明します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「損益分岐点分析」について確認しておいてくださ

い。 

4 時間 

第７回 対面 
証券投資で用いられる基本的な指標（PER

と PBR）について解説します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「PERと PBR」を確認しておいてください。 

4 時間 

第８回 対面 
CSR（企業の社会的責任）や ESG/サステナ

ビリティ情報の分析について説明します。 

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】PowerPoint の資料や関連する資料・参考書

で「CSR/ESG情報」について確認しておいてください。 

4 時間 

第９回 対面 

これまでの講義内容のとりまとめをおこ

ないます。また、第１回目のプレゼンテー

ションについての説明をおこないます。 

【予習】PowerPoint の資料や関連する資料をもとに、

プレゼンテーション用の資料を作成してください。 

【復習】プレゼンテーションに対してコメントシー

トを提出するとともに、PowerPoint の資料の修正点

を確認しておいてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

具体的な企業の財務諸表を利用して経営

内容を分析し、第１回目のプレゼンテーシ

ョンをおこないます（１）。 

【予習】PowerPoint の資料や関連する資料をもとに、

プレゼンテーション用の資料を作成してください。 

【復習】プレゼンテーションに対してコメントシー

トを提出するとともに、PowerPoint の資料の修正点

を確認しておいてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

具体的な企業の財務諸表を利用して経営

内容を分析し、第１回目のプレゼンテーシ

ョンをおこないます（２）。 

【予習】PowerPoint の資料や関連する資料をもとに、

プレゼンテーション用の資料を作成してください。 

【復習】プレゼンテーションに対してコメントシー

トを提出するとともに、PowerPoint の資料の修正点

を確認しておいてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

具体的な企業の財務諸表を利用して経営

内容を分析し、第１回目のプレゼンテーシ

ョンをおこないます（３）。 

【予習】PowerPoint の資料や関連する資料をもとに、

プレゼンテーション用の資料を作成してください。 

【復習】プレゼンテーションに対してコメントシー

4 時間 
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トを提出するとともに、PowerPoint の資料の修正点

を確認しておいてください。 

第１３回 対面 

具体的な企業の財務諸表を利用して経営

内容を分析し、第１回目のプレゼンテーシ

ョンで指摘された課題を修正して、第２回

目のプレゼンテーションをおこないます

（４）。 

【予習】PowerPoint の資料や関連する資料をもとに、

プレゼンテーション用の資料を作成してください。 

【復習】プレゼンテーションに対してコメントシー

トを提出するとともに、PowerPoint の資料の修正点

を確認しておいてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

具体的な企業の財務諸表を利用して経営

内容を分析し、第１回目のプレゼンテーシ

ョンで指摘された課題を修正して、第２回

目のプレゼンテーションをおこないます

（５）。 

【予習】PowerPoint の資料や関連する資料をもとに、

プレゼンテーション用の資料を作成してください。 

【復習】プレゼンテーションに対してコメントシー

トを提出するとともに、PowerPoint の資料の修正点

を確認しておいてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
講義の全体の流れを振り返ります。 

【予習】これまでの PowerPointの資料・これまで実

施したミニ・テスト等を事前に確認しておくこと。 

【復習】これまでの PowerPointの資料・これまで実

施したミニ・テスト等を確認し、講義を通じて得られ

た経営分析の知識を復習すること。 

6 時間 
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科目名 経営分析Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 財務諸表及び財務諸表分析の応用的な知識・手法の修得。 

授業の目的及び概要 

経営分析は、企業が開示するデータから企業の事業内容や経営戦略、財務戦略を踏まえた財政

状態や経営成績等を読み取るための分析手法であり、現代のビジネス現場において必要とされ

る知識・技能の一つです。本科目は、「経営分析Ⅰ」で学修した知識・手法を前提として、前半

（第１回～第９回）は財務数値の裏側にある企業の事業内容や経営戦略、財務戦略の分析手法

について学修し、後半（第 10 回～第 14 回）は事例分析を通じてそれらを踏まえた財務諸表分

析の結果から企業の財政状態及び経営成績等を評価することができるようになることを目指し

ます。 

履修条件・留意点 
本科目は、「経営分析Ⅰ」の上位科目であり、「経営分析Ⅰ」の単位を取得していることを推奨

します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・企業の事業内容や経営戦略、財務戦略の分析手法について理解できる。 

・企業の事業内容や経営戦略、財務戦略の分析を踏まえた財務諸表分析の結果から企業の財政

状態及び経営成績等を評価することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間テストは返却し、解説と講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 企業評価論入門，奈良沙織，中央経済社，2019 年 ISBN 9784502299612 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 60 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

本科目は、経営分析Ⅰで学修した財務諸表分析を前提として、企業の事業内容や経営戦略、財

務戦略を踏まえた分析手法について学修することで、企業の財政状態及び経営成績等を読み取

ることができるようになることを目指します。「経営分析Ⅰ」の単位を取得しており、さらに深

く経営分析を学びたい学生はぜひ履修してください。 

【注意事項】 

・電卓（12 桁以上）を持参してください。 

・ディスカッションを行うため、積極的に参加してください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス後、実力確認テストを行いま

す。 

【事前学習】テキスト第 1章～第 9 章（pp.45-54、p

p.75-78 を除く）を読み直し、経営分析Ⅰで学修した

内容を復習すること。 

【事後学修】実力確認テストで間違えた箇所につい

て復習しておくこと。 

6 時間 

第２回 対面 
B/S・P/Lの数値を用いた株式・企業価値評

価について学びます。 

【事前学習】テキスト第 2 章「貸借対照表の分析」（p

p.45-54）、第 3章「損益計算書の分析」（pp.75-78）

を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等について読み直し、授業での

説明とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 
事業分析・経営戦略分析の意義、セグメン

ト情報の分析①について学びます。 

【事前学習】テキスト第 14 章「事業分析・経営戦略

分析」（pp.227-238）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等について読み直し、授業での

説明とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 
セグメント情報の分析②について学びま

す。 

【事前学習】テキスト第 14 章「事業分析・経営戦略

分析」（pp.227-238）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等について読み直し、授業での

説明とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 経営戦略分析①について学びます。 

【事前学習】テキスト第 14 章「事業分析・経営戦略

分析」（pp.238-248）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等について読み直し、授業での

説明とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 経営戦略分析②について学びます。 

【事前学習】テキスト第 14 章「事業分析・経営戦略

分析」（pp.238-248）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等について読み直し、授業での

説明とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 
財務戦略と資本構成の分析について学び

ます。 

【事前学習】テキスト第 14 章「事業分析・経営戦略

分析」（pp.249-255）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等について読み直し、授業での

説明とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 中期経営計画の評価①について学びます。 

【事前学習】テキスト第 14 章「事業分析・経営戦略

分析」（pp.256-260）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等について読み直し、授業での

説明とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 中期経営計画の評価②について学びます。 

【事前学習】テキスト第 14 章「事業分析・経営戦略

分析」（pp.256-260）を事前に読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等について読み直し、授業での

説明とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 
中間試験、事例分析に向けた説明を行いま

す。 

【事前学修】中間試験に向けてテキスト等を読み直

し、授業での説明事項とともに復習しておくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 事例分析① 

【事前学習】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

【事後学修】テキスト・配布資料等を読み直し、授業

での説明事項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 事例分析① 

【事前学習】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

【事後学修】テキスト・配布資料等を読み直し、授業

での説明事項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 事例分析② 

【事前学習】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

【事後学修】テキスト・配布資料等を読み直し、授業

での説明事項とともに復習しておくこと。 

4 時間 
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第１４回 対面 事例分析② 

【事前学習】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

【事後学修】テキスト・配布資料等を読み直し、授業

での説明事項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

テキスト等を読み直し、期末レポートに向けて復習

しておくこと。 
6 時間 

2025/05/01

391



 

 

科目名 財務会計論Ⅰ （経営）／財務会計（経済） 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計理論の学修 

授業の目的及び概要 

この授業は、簿記・会計の上級者を対象に開設されるものであり、会計専門職を目指すための

土台となる知識を養うことが目的である。「初級簿記」・「中級簿記」・「上級簿記」といった複式

簿記による技術的側面の学修を中心としたものに対し、なぜそのような仕訳をするのかという

会計処理の理論的側面を学修するものである。この授業を履修することによって、会計学の基

礎概念や会計基準の構造を理解することができ、税理士試験（財務諸表論）や公認会計士試験

（財務会計）の基礎を修得することができる。 

履修条件・留意点 
この科目は「会計学」と「中級簿記」の知識を前提とします。そのため、両科目の単位を修得

していることが望ましいです。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・財務会計に関する基礎理論を理解し、説明できる。 

・主要な会計基準とその理論的問題や背景を理解し、説明することができる。 

・財務会計に関する理論を理解し、会計処理を説明できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
中間試験等は採点の上で解説します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答し

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授業／ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
レジュメを使用します。また、必要な資料（会計基準

等）を適宜案内いたします。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目は、「上級簿記」を理論的に支える科目となります。税理士試験（財務諸表論）、公認

会計士試験（財務会計）で出題される範囲全般を広く浅く取り上げる予定です。したがって、

これらの受験を考えている人は、必ず履修してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ・ガイダンス 会計学、中級簿記、上級簿記等のテキストを使用し、 4 時間 
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・実力確認テスト 内容を思い出してくるようにすること。 

第２回 対面 
・財務会計の機能 

・財務会計の基礎概念 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 
4 時間 

第３回 対面 ・損益会計 
配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 
4 時間 

第４回 対面 ・損益会計 
配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 
4 時間 

第５回 対面 ・資産会計 
配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 
4 時間 

第６回 対面 
・概念フレームワーク（財務報告の目的・

会計情報の質的特性） 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 
4 時間 

第７回 対面 
・概念フレームワーク（財務諸表の質的特

性・財務諸表における認識と測定） 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 
4 時間 

第８回 対面 ・中間試験 
・第 7 回目までの範囲の総復習を行い、中間試験に備

えること。 
6 時間 

第９回 対面 ・中間試験の解説と復習 

【復習】 

・中間試験の復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

6 時間 

第１０回 対面 ・自己株式 

【復習】 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

6 時間 

第１１回 対面 ・研究開発費 
・第１０回（自己株式）及び第１１回授業（研究開発

費）の復習を実施すること 
6 時間 

第１２回 対面 ・実力確認問題の実施と復習 

【復習】 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

6 時間 

第１３回 対面 ・棚卸資産と固定資産の期末評価 

【復習】 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

6 時間 

第１４回 対面 ・引当金と資産除去債務 ・配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復 6 時間 
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習しておくこと 。 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ ・定期試験に向けて総復習を行うこと。 6 時間 
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科目名 財務会計論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 連結会計に関する計算と理論 

授業の目的及び概要 

この授業は、企業のステークホルダーへの会計情報の提供を目的とした、財務会計の主要な領

域である、連結会計の仕組みや考え方を理解することを目的とする。連結財務諸表作成におい

て、特に関係する個別会計の領域も取り上げつつ、連結会計特有の考え方を修得する。この授

業を履修することによって、連結財務諸表作成における特有の会計処理や連結会計に関する理

論について理解することができる。 

履修条件・留意点 
この授業は「中級簿記」の知識を前提としますので、「中級簿記の単位を取得している」または

「日商簿記検定 2 級に合格している」ことが望ましい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・大企業の連結財務諸表の作成に必要な基本的な会計処理を行うことができる。 

・連結会計に関する理論を理解し、説明することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 小テストや中間試験は返却し、解説と講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授業／ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 初回授業で案内します。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
・ガイダンス 

・実力確認テスト（中級簿記の範囲） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 
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第２回 対面 （計算）連結会計Ⅰ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 （計算）連結会計Ⅱ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 （計算）連結会計Ⅲ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 （計算）連結会計Ⅳ 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 （計算）問題演習 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 中間試験（計算） 
各自問題集を使用し、中間試験に向けた問題演習を

実施する 
4 時間 

第８回 対面 
・中間試験の解説 

・（計算）持分法会計 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 （計算）包括利益 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 （計算）在外子会社 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

ディスカッション・ディベートに向けた事

前学習（親会社説・経済的単一体説・のれ

んの会計処理・関係会社株式の評価） 

会計基準や書籍を使用し、論点等をまとめておくこ

と 
4 時間 

第１２回 対面 
（理論）連結基礎概念（親会社説・経済的

単一体説） 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 （理論）のれんに関する理論 

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 

【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 （理論）関係会社株式の評価に関する理論 
【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習してお

くこと（2時間程度）。 
4 時間 
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【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項とともに復習しておくこと（2

時間程度）。 

第１５回 対面 まとめ 定期試験に向けて総復習を実施する。 6 時間 
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科目名 財務会計論Ⅲ 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計理論の学修 

授業の目的及び概要 

この授業は、簿記・会計の上級者を対象に開設されるものであり、会計専門職を目指すための

土台となる知識を養うことが目的である。「初級簿記」・「中級簿記」・「上級簿記」といった複式

簿記による技術的側面の学修を中心としたものに対し、なぜそのような仕訳をするのかという

会計処理の理論的側面を学修するものである。この授業を履修することによって、企業基準の

内容と会計処理の背景を理解することができ、税理士試験（財務諸表論）や公認会計士試験（財

務会計）の基礎を修得することができる。 

履修条件・留意点 
この科目は「財務会計論Ⅰ」と「上級簿記」の知識を前提とします。そのため、両科目の単位

を修得していることが望ましいです。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・会計基準とその理論的問題や背景を理解し、説明することができる。 

・財務会計における理論を踏まえて、会計上の問題点や論点を指摘できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
中間試験等は採点の上で解説します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答し

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授業／ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
レジュメを使用します。また、必要な資料（会計基準

等）を適宜案内いたします。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
・ガイダンス 

・実力確認テスト 

財務会計論Ⅰのレジュメを使用し、内容を思い出し

てくるようにすること。 
6 時間 

第２回 オンデ ディスカッション・ディベートに向けての 初回授業で配布された資料に基づき、事前学習を実 6 時間 

2025/05/01

398



 

 

マンド 学修 施し、まとめレポートを作成すること（詳細は初回授

業で案内します）。 

第３回 対面 ・リース取引 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

6 時間 

第４回 対面 ・ストックオプション 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

6 時間 

第５回 対面 ・税効果会計 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

6 時間 

第６回 対面 ・外貨換算会計 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

6 時間 

第７回 対面 

・実力確認の問題演習（リース取引・スト

ックオプション・税効果会計・外貨換算会

計） 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 
6 時間 

第８回 対面 ・中間試験 中間試験に向けての総復習 6 時間 

第９回 対面 
・中間試験の解説 

・退縮給付会計 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

6 時間 
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・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

第１０回 対面 ・賃貸等不動産 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

6 時間 

第１１回 対面 ・金融商品 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

6 時間 

第１２回 対面 
・実力確認問題の実施と復習（退職給付会

計・賃貸等不動産・金融商品） 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 
6 時間 

第１３回 対面 ・事例に基づくディスカッション 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに 

6 時間 

第１４回 対面 ・事例に基づくディスカッション 

【復習】 

・配布資料を読み、復習を丁寧に行うこと 

【予習】 

・次回のディスカッションテーマについて、各自調べ

てまとめてくること 

（以下を中心に調べること） 

・会計基準（適用指針含む） 

・論文 

・専門書 等 

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復

習しておくこと 。 

6 時間 

第１５回 対面 まとめ ・定期試験に向けて総復習を行うこと。 6 時間 
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科目名 会計学特殊講義Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計分野及び管理会計分野の上級レベル（日商簿記 1級相当）の計算技能の習得 

授業の目的及び概要 

本授業は、主に 2 年生を対象として、日商簿記検定 1 級や公認会計士短答式試験の問題を題材

に、財務会計分野及び管理会計分野における上級レベル（日商簿記検定 1 級相当）の計算技能

の習得を目的として実施します。 

6 月の日商簿記検定までは、日商簿記検定 1 級の答練を中心に実施し、その後は公認会計士短

答式試験の問題も取り入れ、試験で得点を取れる段階まで技能を定着を図ります。 

履修条件・留意点 

本授業は、日商簿記 1 級の学習が一通り完了している（テキスト・問題集が終わり、過去問等

に取り組める状態）ことを前提に授業を進めます。 

そのため、受講までにテキスト・問題集レベルの学習を完了しているようにしてください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
① 財務会計分野の上級レベル（日商簿記 1 級相当）の問題を解き、正答することができる 

② 管理会計分野の上級レベル（日商簿記 1 級相当）の問題を解き、正答することができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 各種問題に関しては授業内で解説します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 

6 月の日商簿記検定 1 級の成績を一部反映しま

す。成績評価にあたっての計算については初回授

業で案内します。 

この科目の受講に 

あたって 

本授業は、今までの簿記のレベルと比較できないほど難易度が上がること、意識の高い受講生

が集まることから、遅刻・欠席・途中退室には厳しく対処します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 
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第２回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第３回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第４回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第５回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第６回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第７回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第８回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第９回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１０回 対面 答練と解説（日商簿記検定 1級） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１１回 対面 答練と解説（公認会計士短答式試験） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１２回 対面 答練と解説（公認会計士短答式試験） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１３回 対面 答練と解説（公認会計士短答式試験） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１４回 対面 答練と解説（公認会計士短答式試験） 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 重要論点を中心に復習 6 時間 
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科目名 会計学特殊講義Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計分野及び管理会計分野の上級レベル（公認会計士短答式試験相当）の計算技能の習得 

授業の目的及び概要 

本授業は、主に 2 年生を対象として、公認会計士短答式試験の問題を題材に、財務会計分野及

び管理会計分野における上級レベル（公認会計士短答式試験相当）の計算技能の習得を目的と

して実施します。 

財務会計及び管理会計の問題を中心に、試験で得点を取れる段階まで技能の定着を図ります。 

履修条件・留意点 

本授業は、公認会計士短答式試験に向けての学習が一通り完了していることを前提に実施しま

す。 

そのため、受講までにテキスト・問題集レベルの学習を完了しているようにしてください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

① 財務会計分野の上級レベル（公認会計士短答式試験）の計算問題を解き、正答することが

できる 

② 管理会計分野の上級レベル（公認会計士短答式試験）の計算問題を解き、正答することが

できる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 各種問題は授業内で解説します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 60 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
本授業は、意識の高い受講生が集まることから、遅刻・欠席・途中退室には厳しく対処します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第２回 対面 答練と解説（公認会計士短答式試験（計 答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 
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算）） 

第３回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第４回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第５回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第６回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第７回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第８回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第９回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１０回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１１回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１２回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１３回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１４回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（計

算）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 重要論点を中心に復習 6 時間 
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科目名 会計学特殊講義Ⅲ 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計分野の上級レベル（公認会計士短答式試験相当）の理論の習得 

授業の目的及び概要 

本授業は、主に 2 年生を対象として、公認会計士短答式試験の問題を題材に、財務会計分野に

おける上級レベル（公認会計士短答式試験相当）の理論の習得を目的として実施します。 

公認会計士短答式試験の問題を題材に、試験で得点を取れる段階まで理論の定着を図ります。 

履修条件・留意点 

本授業は、公認会計士短答式試験に向けての学習が一通り完了していることを前提に実施しま

す。 

そのため、受講までにテキスト・問題集レベルの学習を完了しているようにしてください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
財務会計分野の上級レベル（公認会計士短答式試験）の理論問題を解き、正答することができ

る 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 各種問題については授業内で解説します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 60 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
本授業は、意識の高い受講生が集まることから、遅刻・欠席・途中退室には厳しく対処します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第２回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第３回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 
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第４回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第５回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第６回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第７回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第８回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第９回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１０回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１１回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１２回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１３回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１４回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 重要論点を中心に復習 6 時間 
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科目名 会計学特殊講義Ⅳ 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
財務会計分野及び管理会計分野の上級レベル（公認会計士短答式・論文式試験相当）の理論の

習得 

授業の目的及び概要 

本授業は、主に 3 年生を対象として、公認会計士短答式・論文式試験の問題を題材に、財務会

計分野及び管理会計分野における上級レベル（公認会計士短答式・論文式試験相当）の理論の

習得を目的として実施します。 

財務会計及び管理会計の問題を中心に、試験で得点を取れる段階まで技能の定着を図ります。 

履修条件・留意点 

本授業は、公認会計士短答式試験に向けての学習が一通り完了していることを前提に実施しま

す。 

そのため、受講までにテキスト・問題集レベルの学習を完了しているようにしてください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

① 財務会計分野の上級レベル（公認会計士短答式・論文式試験）の理論問題を解き、正答す

ることができる 

② 管理会計分野の上級レベル（公認会計士短答式・論文式試験）の計算問題を解き、正答す

ることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 各種問題は授業内で解説します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 60 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
本授業は、意識の高い受講生が集まることから、遅刻・欠席・途中退室には厳しく対処します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 
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第２回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第３回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第４回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第５回 対面 
答練と解説（公認会計士短答式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第６回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第７回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第８回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第９回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１０回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１１回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１２回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１３回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１４回 対面 
答練と解説（公認会計士論文式試験（理

論）） 
答練の解き直しと間違った論点及び周辺論点の復習 6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 重要論点を中心に復習 6 時間 
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科目名 情報技術論 A 開講年度 2025 

担当者 呉原 志賢 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 基本情報技術者試験（FE）科目 A 免除試験合格を目指す。 

授業の目的及び概要 

基本情報技術者試験（FE）科目 A の内容について学修します。Web 講座を同時に受講すること

で、FE 科目 A 免除を目指します。FE は、IT を活用したサービス、製品、システム及びソフトウ

ェアを作る人材に必要な基本的知識・技能をもち、実践的な活用能力を身に付けることを目的

としています。それにより、組織及び社会の課題に対する、IT を活用した戦略の立案、システ

ムの企画・要件定義に参加したり、システムの設計・開発、汎用製品の最適組合せ（インテグ

レーション）によって、利用者にとって価値の高いシステムを構築したり、サービスの安定的

な運用の実現に貢献したりする役割を果たします。FE 科目 B 合格を目指すために「情報技術論

B」「情報技術論 C」を同時に履修をしてください。 

履修条件・留意点 

本授業では「基本情報技術者試験 科目 A 免除試験」の受験者を対象とします。 

履修条件：この授業を受講するためには前提知識が必要であるため「IT パスポート試験」に合

格していることを条件とします。また、基本情報技術者試験 Web 講座を必ず受講していただき

ます。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①企業活動や経営管理、知的財産権、経営情報分析手法、ビジネス分野のシステム、情報シス

テム戦略に関する基本的な用語・概念について理解し、説明できる。 

②システム開発のプロセスや見積り、代表的な開発手法、サービスマネジメント、システム監

査に課題に関する基本的な用語・概念について理解し、説明できる。 

③コンピュータで扱う数値やデータ、アルゴリズムなどの理論、コンピュータの構成要素、デ

ータベース・ネットワーク・情報セキュリティに関する基本的な用語・概念について理解し、

説明できる。 

④基本情報技術者試験におけるストラテジ系分野、マネジメント系分野、テクノロジ系分野の

範囲の用語について説明でき、基本情報技術者試験 科目 A免除試験合格レベルに到達する。 

資格・検定試験への対応 基本情報技術者試験（科目 A免除制度）：6 月の試験で合格を目指します。 

フィードバックの方法 

受講生の科目に対するモチベーションの維持と学修効果向上のため、受講生とのコミュニケー

ションを重視した以下のようなフィードバックをします。 

・毎回出題する過去問題とその解答解説をを行う。 

・適宜対話等を通じて、受講生の学修状況を確認する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
クリッカー等の理解度把握システムの利用 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト － ISBN 0 

参考書 
2025-2026 基本情報技術者 科目 A 試験対策書, ア

イテック IT 人材教育研究部, アイテック, 2024 
ISBN 978-4865753264 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 30 

その他の内容 基本情報技術者試験 科目 A 免除試験 

この科目の受講に 

あたって 

この授業では、文系、理系を問わず知っておくべき情報、IT と関連する基礎知識を学びます。

また、この講義と並行して Web 講座を必ず受講してください。この講義を受講して基本情報技

術者試験の合格を目指してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

・経営戦略マネジメント 

・ビジネスインダストリ 

【予習】シラバスをよく読み授業内容の全般的把握

に努めてください。また、テキストの授業予定箇所の

予習を行ってください。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第２回 対面 
・企業活動 

・法務 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第３回 対面 

・システム開発 

・ソフトウェア開発手法 

・プロジェクトマネジメント 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第４回 対面 

・サービスマネジメントとシステム監査 

・システム戦略 

・システム企画 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第５回 対面 ・ネットワーク 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第６回 対面 ・情報セキュリティ 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第７回 対面 

・コンピュータの構成要素 

・システムの構成要素 

・ソフトウェア 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第８回 対面 

・ハードウェア 

・ヒューマンインターフェースとマルチ

メディア 

・データベース 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第９回 対面 中間総括 

【予習】これまでの内容を復習してください。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１０回 対面 

・基礎理論① 

 データの単位 

 基数変換 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１１回 対面 

・基礎理論② 

 集合と論理演算 

 論理回路 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１２回 対面 
・基礎理論③ 

 オートマトン 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 
4 時間 
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 AI 【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

第１３回 対面 

・アリゴリズムとプログラミング① 

 データ構造 

 アルゴリズムの基本 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１４回 対面 

・アルゴリズムとプログラミング② 

 アルゴリズムの分類 

 プログラムの性質と種類 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
・全体総括 

【予習】これまでの内容を復習してください。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 
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科目名 情報技術論 A 開講年度 2025 

担当者 呉原 志賢 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 基本情報技術者試験（FE）科目 A 免除試験合格を目指す。 

授業の目的及び概要 

基本情報技術者試験（FE）科目 A の内容について学修します。Web 講座を同時に受講すること

で、FE 科目 A 免除を目指します。FE は、IT を活用したサービス、製品、システム及びソフトウ

ェアを作る人材に必要な基本的知識・技能をもち、実践的な活用能力を身に付けることを目的

としています。それにより、組織及び社会の課題に対する、IT を活用した戦略の立案、システ

ムの企画・要件定義に参加したり、システムの設計・開発、汎用製品の最適組合せ（インテグ

レーション）によって、利用者にとって価値の高いシステムを構築したり、サービスの安定的

な運用の実現に貢献したりする役割を果たします。FE 科目 B 合格を目指すために「情報技術論

B」「情報技術論 C」を同時に履修をしてください。 

履修条件・留意点 

本授業では「基本情報技術者試験 科目 A 免除試験」の受験者を対象とします。 

履修条件：この授業を受講するためには前提知識が必要であるため「IT パスポート試験」に合

格していることを条件とします。また、基本情報技術者試験 Web 講座を必ず受講していただき

ます。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①企業活動や経営管理、知的財産権、経営情報分析手法、ビジネス分野のシステム、情報シス

テム戦略に関する基本的な用語・概念について理解し、説明できる。 

②システム開発のプロセスや見積り、代表的な開発手法、サービスマネジメント、システム監

査に課題に関する基本的な用語・概念について理解し、説明できる。 

③コンピュータで扱う数値やデータ、アルゴリズムなどの理論、コンピュータの構成要素、デ

ータベース・ネットワーク・情報セキュリティに関する基本的な用語・概念について理解し、

説明できる。 

④基本情報技術者試験におけるストラテジ系分野、マネジメント系分野、テクノロジ系分野の

範囲の用語について説明でき、基本情報技術者試験 科目 A免除試験合格レベルに到達する。 

資格・検定試験への対応 基本情報技術者試験（科目 A免除制度）：12 月の試験で合格を目指します。 

フィードバックの方法 

受講生の科目に対するモチベーションの維持と学修効果向上のため、受講生とのコミュニケー

ションを重視した以下のようなフィードバックをします。 

・毎回出題する過去問題とその解答解説をを行う。 

・適宜対話等を通じて、受講生の学修状況を確認する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
クリッカー等の理解度把握システムの利用 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト － ISBN 0 

参考書 
2025-2026 基本情報技術者 科目 A 試験対策書, ア

イテック IT 人材教育研究部, アイテック, 2024 
ISBN 978-4865753264 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 30 

その他の内容 基本情報技術者試験 科目 A 免除試験 

この科目の受講に 

あたって 

この授業では、文系、理系を問わず知っておくべき情報、IT と関連する基礎知識を学びます。

また、この講義と並行して Web 講座を必ず受講してください。この講義を受講して基本情報技

術者試験の合格を目指してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

・経営戦略マネジメント 

・ビジネスインダストリ 

【予習】シラバスをよく読み授業内容の全般的把握

に努めてください。また、テキストの授業予定箇所の

予習を行ってください。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第２回 対面 
・企業活動 

・法務 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第３回 対面 

・システム開発 

・ソフトウェア開発手法 

・プロジェクトマネジメント 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第４回 対面 

・サービスマネジメントとシステム監査 

・システム戦略 

・システム企画 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第５回 対面 ・ネットワーク 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第６回 対面 ・情報セキュリティ 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第７回 対面 

・コンピュータの構成要素 

・システムの構成要素 

・ソフトウェア 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第８回 対面 

・ハードウェア 

・ヒューマンインターフェースとマルチ

メディア 

・データベース 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第９回 対面 中間総括 

【予習】これまでの内容を復習してください。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１０回 対面 

・基礎理論① 

 データの単位 

 基数変換 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１１回 対面 

・基礎理論② 

 集合と論理演算 

 論理回路 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１２回 対面 
・基礎理論③ 

 オートマトン 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 
4 時間 
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 AI 【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

第１３回 対面 

・アリゴリズムとプログラミング① 

 データ構造 

 アルゴリズムの基本 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１４回 対面 

・アルゴリズムとプログラミング② 

 アルゴリズムの分類 

 プログラムの性質と種類 

【予習】テキストの授業予定箇所の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
・全体総括 

【予習】これまでの内容を復習してください。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 
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科目名 情報技術論Ｂ 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 基本情報技術者試験（FE）：2025 年度中の合格を目指します。 

授業の目的及び概要 

情報技術者試験（FE）科目 Bの内容について学修します。「情報技術論 C」とセット履修するこ

とで、FE 科目 B の合格を目指します。「情報技術論 C」と一体で授業を運営し、FE 科目 B で問

われるプログラミングとセキュリティに関する知識と技能を身に付けることを目指します。具

体的には、実装するプログラムの要求仕様等のプログラミングに全般に関すること、プログラ

ムの処理の基本要素に関すること、データ構造及びアルゴリズムに関すること 、数理・データ

サイエンス・AI 等のプログラミングの諸分野への適用に関すること、情報セキュリティの確保

に関すること 等について学修します。  

  

  

 

履修条件・留意点 

本授業では「基本情報技術者試験 科目 B 試験」の受験者を対象とします。 

履修条件：この授業を受講するためには前提知識が必要であるため「IT パスポート試験」に合

格していることを条件とします。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①プログラミングの基礎から体系的に学修し論理的思考力を養う。  

②情報セキュリティに関する知識を体系的に理解できる。 

上記の知識とスキルを身に付け、国家試験である「基本情報技術者試験 科目 B 試験」に合格

するレベルに到達することを目標とする。  

 

資格・検定試験への対応 基本情報技術者試験（科目 B）：7 月の試験で合格を目指します。 

フィードバックの方法 

学修効果の向上を目指し、受講生がプログラミングを実際に体験し、トレースできるように次

の取り組みを行います。 

・毎回の授業で出題する練習問題とその解答解説をラーニングポータルの教材欄に掲載し、受

講生が実際の問題に取り組みながらプログラムの流れをトレースし、理解を深められる場を提

供します。 

・適宜コメントシート等を通じて、受講生の要望を聴取します。" 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト 
「情報処理教科書出るとこだけ！基本情報技術者［科

目 B］第 4 版」、橋本 祐史、翔泳社、2023 年 
ISBN 9784798182520 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 
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その他（％） 30 

その他の内容 基本情報技術者試験 科目 B 試験受験 

この科目の受講に 

あたって 

①疑似言語（問題数の８割出題）は、技能とスキルが必要となりますので、プログラムを何度

もトレースし、理解を深めてください。 

②この授業を受講して国家資格である基本情報技術者試験を受験してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の概要や到達目標、基本情報技術者試

験の概要等についてガイダンスを行いま

す。 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」の変数と条件式を学びます。実際のプ

ログラミングを言語を使い動作確認をし

ます。 

【予習】シラバスをよく読み授業内容の全般的把握

に努めてください。また、テキストの「第１部疑似言

語」「第 1 章文法」の変数と条件式の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第２回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」の繰り返し処理（while文）を学びま

す。実際のプログラミングを言語を使い動

作確認をし、トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文法」

の繰り返し処理（while 文）の予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第３回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」（while 文及び if 文）について、プロ

グラミング問題のトレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文法」

の指定する例題の予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第４回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第２章一

次元配列」について実際のプログラミング

言語で動作確認をし、トレースを行いま

す。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第２章一次

元配列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第５回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第３章二

次元配列」の基礎プログラミングについ

て、動作確認をし、トレースを行います。 

 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第３章二次

元配列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第６回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第４章あ

りえない選択肢」について実際のプログラ

ミング言語で動作確認をし、トレースを行

います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第４章あり

えない選択肢」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第７回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第５章再

帰」について実際のプログラミング言語で

動作確認をし、トレースを行います。 

 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第５章再帰」

について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第８回 対面 
オブジェクト指向プログラミングの基本

を学習します。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第７章オブ

ジェクト指向」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第９回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第８章リ

スト」について実際のプログラミング言語

で動作確認をし、トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第８章リス

ト」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１０回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第９章ス

タック・キュー」について実際のプログラ

ミング言語で動作確認をし、トレースを行

います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第９章スタ

ック・キュー」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１１回 対面 

情報セキュリティの基礎 

ネットワーク基礎技術、情報セキュリティ

基礎技術（暗号化、認証）を学びます。 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

2025/05/01

416



 

 

第１２回 対面 

情報セキュリティ問題 

情報セキュリティの問題の読み方及び解

答方法を学習します。 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１３回 対面 
プログラミング問題練習 

・一次元配列、二次元配列 

【予習】テキストの指定する練習問題を解いてくだ

さい。 

【復習】これまで作成した指定プログラムをトレー

スしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 
プログラミング問題練習 

・オブジェクト指向、リスト 

【予習】テキストの指定する練習問題を解いてくだ

さい。 

【復習】これまで作成した指定プログラムをトレー

スしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

情報セキュリティ問題練習 

・総合問題 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 
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科目名 情報技術論Ｂ 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 基本情報技術者試験（FE）：2025 年度中の合格を目指します。 

授業の目的及び概要 

情報技術者試験（FE）科目 Bの内容について学修します。「情報技術論 C」とセット履修するこ

とで、FE 科目 B の合格を目指します。「情報技術論 C」と一体で授業を運営し、FE 科目 B で問

われるプログラミングとセキュリティに関する知識と技能を身に付けることを目指します。具

体的には、実装するプログラムの要求仕様等のプログラミングに全般に関すること、プログラ

ムの処理の基本要素に関すること、データ構造及びアルゴリズムに関すること 、数理・データ

サイエンス・AI 等のプログラミングの諸分野への適用に関すること、情報セキュリティの確保

に関すること 等について学修します。  

  

  

 

履修条件・留意点 

本授業では「基本情報技術者試験 科目 B 試験」の受験者を対象とします。 

履修条件：この授業を受講するためには前提知識が必要であるため「IT パスポート試験」に合

格していることを条件とします。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①プログラミングの基礎から体系的に学修し論理的思考力を養う。  

②情報セキュリティに関する知識を体系的に理解できる。 

上記の知識とスキルを身に付け、国家試験である「基本情報技術者試験 科目 B 試験」に合格

するレベルに到達することを目標とする。  

 

資格・検定試験への対応 基本情報技術者試験（科目 B）：1 月の試験で合格を目指します。 

フィードバックの方法 

学修効果の向上を目指し、受講生がプログラミングを実際に体験し、トレースできるように次

の取り組みを行います。 

・毎回の授業で出題する練習問題とその解答解説をラーニングポータルの教材欄に掲載し、受

講生が実際の問題に取り組みながらプログラムの流れをトレースし、理解を深められる場を提

供します。 

・適宜コメントシート等を通じて、受講生の要望を聴取します。" 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト 
「情報処理教科書出るとこだけ！基本情報技術者［科

目 B］第 4 版」、橋本 祐史、翔泳社、2023 年 
ISBN 9784798182520 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 
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その他（％） 30 

その他の内容 基本情報技術者試験 科目 B 試験受験 

この科目の受講に 

あたって 

①疑似言語（問題数の８割出題）は、技能とスキルが必要となりますので、プログラムを何度

もトレースし、理解を深めてください。 

②この授業を受講して国家資格である基本情報技術者試験を受験してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の概要や到達目標、基本情報技術者試

験の概要等についてガイダンスを行いま

す。 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」の変数と条件式を学びます。実際のプ

ログラミングを言語を使い動作確認をし

ます。 

【予習】シラバスをよく読み授業内容の全般的把握

に努めてください。また、テキストの「第１部疑似言

語」「第 1 章文法」の変数と条件式の予習を行ってく

ださい。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第２回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」の繰り返し処理（while文）を学びま

す。実際のプログラミングを言語を使い動

作確認をし、トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文法」

の繰り返し処理（while 文）の予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第３回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」（while 文及び if 文）について、プロ

グラミング問題のトレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文法」

の指定する例題の予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第４回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第２章一

次元配列」について実際のプログラミング

言語で動作確認をし、トレースを行いま

す。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第２章一次

元配列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第５回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第３章二

次元配列」の基礎プログラミングについ

て、動作確認をし、トレースを行います。 

 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第３章二次

元配列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第６回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第４章あ

りえない選択肢」について実際のプログラ

ミング言語で動作確認をし、トレースを行

います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第４章あり

えない選択肢」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第７回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第５章再

帰」について実際のプログラミング言語で

動作確認をし、トレースを行います。 

 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第５章再帰」

について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第８回 対面 
オブジェクト指向プログラミングの基本

を学習します。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第７章オブ

ジェクト指向」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第９回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第８章リ

スト」について実際のプログラミング言語

で動作確認をし、トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第８章リス

ト」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１０回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第９章ス

タック・キュー」について実際のプログラ

ミング言語で動作確認をし、トレースを行

います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第９章スタ

ック・キュー」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１１回 対面 

情報セキュリティの基礎 

ネットワーク基礎技術、情報セキュリティ

基礎技術（暗号化、認証）を学びます。 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 
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第１２回 対面 

情報セキュリティ問題 

情報セキュリティの問題の読み方及び解

答方法を学習します。 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１３回 対面 
プログラミング問題練習 

・一次元配列、二次元配列 

【予習】テキストの指定する練習問題を解いてくだ

さい。 

【復習】これまで作成した指定プログラムをトレー

スしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 
プログラミング問題練習 

・オブジェクト指向、リスト 

【予習】テキストの指定する練習問題を解いてくだ

さい。 

【復習】これまで作成した指定プログラムをトレー

スしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

情報セキュリティ問題練習 

・総合問題 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 
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科目名 情報技術論 C 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 基本情報技術者試験（FE）：2025 年度中の合格を目指します。 

授業の目的及び概要 

情報技術者試験（FE）科目 Bの内容について学修します。「情報技術論 B」とセット履修するこ

とで、FE 科目 B の合格を目指します。「情報技術論 B」と一体で授業を運営し、FE 科目 B で問

われるプログラミングとセキュリティに関する知識と技能を身に付けることを目指します。具

体的には、実装するプログラムの要求仕様等のプログラミングに全般に関すること、プログラ

ムの処理の基本要素に関すること、データ構造及びアルゴリズムに関すること 、数理・データ

サイエンス・AI 等のプログラミングの諸分野への適用に関すること、情報セキュリティの確保

に関すること 等について学修します。  

  

  

 

履修条件・留意点 

本授業では「基本情報技術者試験 科目 B 試験」の受験者を対象とします。 

履修条件：この授業を受講するためには前提知識が必要であるため「IT パスポート試験」に合

格していることを条件とします。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①プログラミングの基礎から体系的に学修し論理的思考力を養う。  

②情報セキュリティに関する知識を体系的に理解できる。  

上記の知識とスキルを身に付け、国家試験である「基本情報技術者試験 科目 B 試験」に合格

するレベルに到達することを目標とする。 

資格・検定試験への対応 基本情報技術者試験（科目 B）：7 月の試験で合格を目指します。 

フィードバックの方法 

学修効果の向上を目指し、受講生がプログラミングを実際に体験し、トレースできるように次

の取り組みを行います。 

・毎回の授業で出題する練習問題とその解答解説をラーニングポータルの教材欄に掲載し、受

講生が実際の問題に取り組みながらプログラムの流れをトレースし、理解を深められる場を提

供します。 

・適宜コメントシート等を通じて、受講生の要望を聴取します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト 
「情報処理教科書出るとこだけ！基本情報技術者［科

目 B］第 4 版」、橋本 祐史、翔泳社、2023 年 
ISBN 9784798182520 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 
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その他（％） 30 

その他の内容 基本情報技術者試験 科目 B 試験受験 

この科目の受講に 

あたって 

①疑似言語（問題数の８割出題）は、技能とスキルが必要となりますので、プログラムを何度

もトレースし、理解を深めてください。 

②この授業を受講して国家資格である基本情報技術者試験を受験してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の概要や到達目標、基本情報技術者試

験の概要等についてガイダンスを行いま

す。 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」の if 文を学びます。実際のプログラ

ミングを言語を使い動作確認をします。 

【予習】シラバスをよく読み授業内容の全般的把握

に努めてください。また、テキストの「第１部疑似言

語」「第 1 章文法」の if文の予習を行ってください。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第２回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」の繰り返し処理（for 文）を学びます。

実際のプログラミングを言語を使い動作

確認をし、トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文法」

の繰り返し処理（for 文）の予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第３回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」（for文及び if文）について、プログ

ラミング問題のトレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文法」

の指定する例題の予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第４回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第２章一

次元配列」についてプログラミング問題の

トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第２章一次

元配列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第５回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第３章二

次元配列」についてプログラミング問題の

トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第３章二次

元配列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第６回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第４章あ

りえない選択肢」についてプログラミング

問題のトレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第４章あり

えない選択肢」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第７回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第６章木

構造」についてプログラミング問題のトレ

ースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第６章木構

造」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第８回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第７章オ

ブジェクト指向」についてプログラミング

問題のトレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第７章オブ

ジェクト指向」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第９回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第８章リ

スト」についてプログラミング問題のトレ

ースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第８章リス

ト」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１０回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 10章ビ

ット列」についてプログラミング問題のト

レースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 10 章ビッ

ト列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１１回 対面 

情報セキュリティの基礎 

情報セキュリティ基礎技術（アクセス制

御）、情報セキュリティマネジメントを学

びます。 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１２回 対面 情報セキュリティ問題 【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習 4 時間 
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情報セキュリティの問題演習を通じて問

題の読み方及び解答方法を学習します。 

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

第１３回 対面 
プログラミング問題練習 

・再帰、木構造 

【予習】テキストの指定する練習問題を解いてくだ

さい。 

【復習】これまで作成した指定プログラムをトレー

スしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 
プログラミング問題練習 

・スタック・キュー、ビット列 

【予習】テキストの指定する練習問題を解いてくだ

さい。 

【復習】これまで作成した指定プログラムをトレー

スしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

情報セキュリティ問題練習 

・総合問題 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 
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科目名 情報技術論 C 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 基本情報技術者試験（FE）：2025 年度中の合格を目指します。 

授業の目的及び概要 

情報技術者試験（FE）科目 Bの内容について学修します。「情報技術論 B」とセット履修するこ

とで、FE 科目 B の合格を目指します。「情報技術論 B」と一体で授業を運営し、FE 科目 B で問

われるプログラミングとセキュリティに関する知識と技能を身に付けることを目指します。具

体的には、実装するプログラムの要求仕様等のプログラミングに全般に関すること、プログラ

ムの処理の基本要素に関すること、データ構造及びアルゴリズムに関すること 、数理・データ

サイエンス・AI 等のプログラミングの諸分野への適用に関すること、情報セキュリティの確保

に関すること 等について学修します。  

  

  

 

履修条件・留意点 

本授業では「基本情報技術者試験 科目 B 試験」の受験者を対象とします。 

履修条件：この授業を受講するためには前提知識が必要であるため「IT パスポート試験」に合

格していることを条件とします。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①プログラミングの基礎から体系的に学修し論理的思考力を養う。  

②情報セキュリティに関する知識を体系的に理解できる。  

上記の知識とスキルを身に付け、国家試験である「基本情報技術者試験 科目 B 試験」に合格

するレベルに到達することを目標とする。 

資格・検定試験への対応 基本情報技術者試験（科目 B）：1 月の試験で合格を目指します。 

フィードバックの方法 

学修効果の向上を目指し、受講生がプログラミングを実際に体験し、トレースできるように次

の取り組みを行います。 

・毎回の授業で出題する練習問題とその解答解説をラーニングポータルの教材欄に掲載し、受

講生が実際の問題に取り組みながらプログラムの流れをトレースし、理解を深められる場を提

供します。 

・適宜コメントシート等を通じて、受講生の要望を聴取します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト 
「情報処理教科書出るとこだけ！基本情報技術者［科

目 B］第 4 版」、橋本 祐史、翔泳社、2023 年 
ISBN 9784798182520 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 
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その他（％） 30 

その他の内容 基本情報技術者試験 科目 B 試験受験 

この科目の受講に 

あたって 

①疑似言語（問題数の８割出題）は、技能とスキルが必要となりますので、プログラムを何度

もトレースし、理解を深めてください。 

②この授業を受講して国家資格である基本情報技術者試験を受験してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の概要や到達目標、基本情報技術者試

験の概要等についてガイダンスを行いま

す。 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」の if 文を学びます。実際のプログラ

ミングを言語を使い動作確認をします。 

【予習】シラバスをよく読み授業内容の全般的把握

に努めてください。また、テキストの「第１部疑似言

語」「第 1 章文法」の if文の予習を行ってください。 

【復習】教科書の課題を学修し、講義で得た知識とス

キルの定着をはかってください。 

4 時間 

第２回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」の繰り返し処理（for 文）を学びます。

実際のプログラミングを言語を使い動作

確認をし、トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文法」

の繰り返し処理（for 文）の予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第３回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文

法」（for文及び if文）について、プログ

ラミング問題のトレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 1 章文法」

の指定する例題の予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第４回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第２章一

次元配列」についてプログラミング問題の

トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第２章一次

元配列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第５回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第３章二

次元配列」についてプログラミング問題の

トレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第３章二次

元配列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第６回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第４章あ

りえない選択肢」についてプログラミング

問題のトレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第４章あり

えない選択肢」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第７回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第６章木

構造」についてプログラミング問題のトレ

ースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第６章木構

造」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第８回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第７章オ

ブジェクト指向」についてプログラミング

問題のトレースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第７章オブ

ジェクト指向」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第９回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第８章リ

スト」についてプログラミング問題のトレ

ースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第８章リス

ト」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１０回 対面 

テキストの「第１部疑似言語」「第 10章ビ

ット列」についてプログラミング問題のト

レースを行います。 

【予習】テキストの「第１部疑似言語」「第 10 章ビッ

ト列」について予習を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１１回 対面 

情報セキュリティの基礎 

情報セキュリティ基礎技術（アクセス制

御）、情報セキュリティマネジメントを学

びます。 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 

第１２回 対面 情報セキュリティ問題 【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習 4 時間 
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情報セキュリティの問題演習を通じて問

題の読み方及び解答方法を学習します。 

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

第１３回 対面 
プログラミング問題練習 

・再帰、木構造 

【予習】テキストの指定する練習問題を解いてくだ

さい。 

【復習】これまで作成した指定プログラムをトレー

スしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 
プログラミング問題練習 

・スタック・キュー、ビット列 

【予習】テキストの指定する練習問題を解いてくだ

さい。 

【復習】これまで作成した指定プログラムをトレー

スしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

情報セキュリティ問題練習 

・総合問題 

【予習】テキスト「第 2 部情報セキュリティ」の予習

を行ってください。 

【復習】テキストの課題を学修し、講義で得た知識と

スキルの定着をはかってください。 

4 時間 
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科目名 デジタル経営論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 企業情報システムのオペレーションマネジメントの理論と実践を学修する。 

授業の目的及び概要 

この科目は専門共通科目です。企業の生産、販売、物流、管理等全般的な業務とそれを支援す

る情報システムのオペレーションマネジメントを学ぶことにより、企業がどのように情報シス

テムを活用してどのような成果を上げているかを学びます。 

世界のリーディング企業であるパナソニックグループの事例を用いて情報システムが企業のバ

リューチェーンでどのような役割を果たしているか、そして DX（デジタルトランスフォーメー

ション）の取組も学びます。 

各回授業の前半は一般的な企業の生産、販売、物流、管理等について解説し、後半ではパナソ

ニックグループの具体的な運用について説明します。 

実際の企業がどのような業務を実施し、情報システムがどう業務支援をしているかを学ぶこと

は、学生時代のみならず、就職してからも役立つ内容です。 

履修条件・留意点 
授業で解説した内容は、実践的な内容です。理解を深めるために、関連する情報を新聞、雑誌、

Web 等で検索してください。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・経営情報システムの歴史や発展形態を理解し説明できる。 

・企業活動の基本構造である調達、製造、販売、物流、人事、経理、法務、情報システム個々の

機能と相互のつながりが理解できる。 

・企業のバリューチェーンとそれを支援する情報システムを理解し説明できる。 

・DX の意義と構築プロセスを把握し説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 試験については、授業支援システム Learning Portal に解答と解説を掲載します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト 
パナソニックに学ぶ IT 業務システム入門、津田 博・

中川隆広、中央経済社、2024年 
ISBN 0 

参考書 
参考になる図書、論文、資料については随時案内いた

します。 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

経営情報論Ⅰを履修しておいてください。経営情報論Ⅰで理解した情報をベースに実践的な内

容について学修します。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス及び授業の概要 

・企業の諸機能とシステム化 

・パナソニックの会社概要 

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し

ておいてください。 

授業中に解説したテーマについて課題レポートを提

出して下さい。 

4 時間 

第２回 対面 

情報システム発展の変遷 

・第１次情報システムから第４次情報シ

ステム 

・時代区分ごとのシステム利活用 

テキストの 1〜20ページを事前に読んで授業を受け、

授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第３回 対面 

組織・業務 

・組織 

・業務システム 

・SCM（サプライチェーンマネジメント） 

・データウエアハウス（DWH）とビジネス

インテリジェンス（BI） 

テキストの 21〜36 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第４回 対面 

営業企画 

・マーケティング 

・WEB サイト 

・EC サイト 

・サブスクリプション 

テキストの 37〜46 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第５回 対面 

受注業務 

・営業業務 

・生産管理業務 

・物流業務などとの業務連携 

テキストの 47〜66 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第６回 対面 

生産管理 

・生産管理の目的と生産管理方式 

・PSI（Production、Sales、Inventory）

業務 

・MRP（Material Requirements Plannin

g） 

テキストの 67〜78 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第７回 対面 

調達業務 

・調達業務 

・調達プロセス 

・サプライヤ管理 

・間接材調達 

テキストの 79〜101 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第８回 対面 

物流業務 

・保管 

・荷役 

・包装 

・流通加工 

・輸送 

・情報システム 

テキストの 103〜126ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第９回 対面 

経理業務 

・財務会計 

・管理会計 

・一般会計 

・業績管理 

・予実管理 

テキストの 127〜150ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第１０回 対面 

人事業務 

・人事部門の役割 

・働き方 

・グローバル人事の取組 

テキストの 151〜168ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第１１回 対面 
法務 

・企業法務 

テキストの 169〜188ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 
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・契約・取引法務 

・コンプライアンス管理 

第１２回 対面 

情報システム 1 

・システム企画 

・要件定義 

・システム設計 

・プログラミング 

・テスト 

・移行 

テキストの 189〜200ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第１３回 対面 

情報システム 2 

・プロジェクトマネジメント 

・情報システム部門の役割 

テキストの 201〜210ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第１４回 対面 

パナソニックの DX 

・プロセスを変革する事例 

・生産管理の DX 

・調達業務の DX 

・経理業務の DX 

テキストの 211〜222ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習をしてください。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括を⾏います。 

これまで学んだ内容を復習し、課題レポートを提出

して下さい。 
4 時間 
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科目名 情報処理論 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ ビジネスで使える Excel の修得 

授業の目的及び概要 

企業経営において、環境分析、戦略策定、マーケティング面で、データ分析の役割が大きくな

っている。また、新たな価値を創造する上で必要な気づきを得るためにも、データから有用な

知見を如何に抽出するかが社会的な関心となっている。この授業ではデータの可視化、報告、

意思決定などのデータ分析に関連した一連のプロセスを身に付けることを目的とする。授業で

は実践的な課題に取り組むことで、修得した知識の定着を図る。情報処理の基礎とデータベー

スの概要について理解するとともに、Excel を用いたデータ管理・活用の手法を学び、ビジネス

現場において必要となる顧客名簿や売り上げデータ等の多様なデータを適切に管理・活用する

技能を身に付ける。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①データの可視化、報告、意思決定などのデータ分析に関連した一連のプロセスを理解してい

る。 

②データベースの概念や特徴について説明できる。 

③Excel をデータベースとして活用し、各種データの管理・検索・集計・分析を行うことができ

る。 

④上記③を実施するため、テーブル作成、データ入力、データの取り込み、データの加工、デ

ータの並び替え、データの抽出、関数やピポットテーブルを用いた集計など Excel の各種機能

を使うことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

できる Excel データベース 入力・整形・分析の効率ア

ップに役立つ本 2019/2016/2013＆Microsoft365 対応、

早坂清志＆できるシリーズ編集部、インプレス、2020

年 

ISBN 9784295010289 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

2025/05/01

430



 

 

この科目の受講に 

あたって 
ビジネス現場で使えるスキルを身に付けられるよう演習を繰り返してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
イントロダクション 

データベースの特徴と作り方 

テキストの 13～22 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第２回 対面 

情報処理の基礎理論 

・テーブルの作成とデザインの変更 

・演習課題 

予習：テキストの 23-38 ページを事前に読んで授業

を受てください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第３回 対面 

効率的なデータ入力 

・データ入力、ドロップダウンリスト、入

力規制、郵便番号辞書、入力時のメッセー

ジ等 

・演習課題 

予習：テキストの 39-70 ページを事前に読んで授業

を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第４回 対面 

データの取り込み 

・データのコピー、貼り付け、CSVデータ、

外部データの取り込み等 

・演習課題 

予習：テキストの 71-106 ページを事前に読んで授業

を受けて下さい。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下

さい。 

4 時間 

第５回 対面 

表記の統一 

・TRIM関数、ASC 関数、JIS 関数、SUBSTI

TUTE 関数、検索と置換、条件付き書式、C

OUNTIF関数等 

・演習課題 

予習：テキストの 107～134ページを事前に読んで授

業を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 

データの取り出し 

・構造化参照式、PHONETIC 関数、VLOOKUP

関数、INDEX 関数、COUNTA関数、MID 関数、

LEFT 関数 

・演習課題 

予習：テキストの 135-162 ページを事前に読んで授

業を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第７回 対面 

データの並び替え 

・複数項目の並び替え、ユーザー設定リス

ト、セルの文字や色で並び替え等 

・演習課題 

予習：テキストの 163-182 ページを事前に読んで授

業を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第８回 対面 

フィルター機能によるデータの抽出 

・テキストフィルター、ワイルドカード、

数値フィルター、トップテン等 

・演習課題 

予習：テキストの 183-214 ページを事前に読んで授

業を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第９回 対面 

条件付き書式でデータの傾向を可視化 

・上位/下位ルール、セルの協調表示ルー

ル、カラースケール、データバー、アイコ

ンセット等 

・演習課題 

予習：テキストの 215-236 ページを事前に読んで授

業を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 

目標に沿った方法でデータを分析 

・小計、SUMIF 関数、COUNTIF 関数等 

・演習課題 

予習：テキストの 237-256 ページを事前に読んで授

業を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第１１回 対面 

ピッポトテーブルによるデータ集計 

・ピポットテーブル、クロス集計 

・演習課題 

予習：テキストの 257-274 ページを事前に読んで授

業を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第１２回 対面 

大量データの処理 

・Power Query の機能、データの取得、CS

V 形式等 

・演習課題 

予習：テキストの 275-305 ページを事前に読んで授

業を受けてください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 
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第１３回 対面 

復習① 

第 1 章から第 5 章までの復習をおこない

ます。 

予習：テキスト第 1 章から第 5 章を読み返しておい

てください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

復習② 

第 6 章-第 12 章までの復習 

予習：テキスト第 6 章から第 12章を読み返しておい

てください。 

復習：授業で作成したエクセルを再度実行させてく

ださい。 

4 時間 

第１５回 対面 総復習 

【予習】テキストをもとに総復習をしておいてくだ

さい。 

【復習】定期試験レポートで取り組んだ内容を見直

してください。 

4 時間 
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科目名 ＡＩ活用実践 開講年度 2025 

担当者 横田 修一 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ AI 活用に関する基本的な概念や知識の習得 

授業の目的及び概要 

本講義は、生成 AI の基礎となるサービスの活用について、 Microsoft Student Hub が提供す

る教材を用いた実習と講義、グループワークを通じて、生成 AI クラウドソリューションの提供

する技術の「理解」と実装の「習得」を養います。 

本授業は、一部、Microsoft Student Hub を活用してハンズオンで授業を行います。そのためラ

ボ環境が動作する PC が必要となります。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

AI サービスを利用するための基礎知識と操作方法を理解し、Microsoft 認定資格 Azure AI 

Fundamentals(AI-900)に合格レベルの知識を身に付けることで、ビジネスニーズに応じた AI サ

ービスの活用提案ができるようになる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業では Microsoft Student Hub を使い毎回確認テストを行い理解度に応じた解説を行ってい

きます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1992 年に大手電機メーカーに入社し、情報セキュリティ部統括、ICT ソ

リューション事業部統括、同事業部長に就任するなど、ソフトウェア開発、情報システム、DX

に関する業務に 30 年以上従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 

MCP 教科書 Microsoft Azure AI Fundamentals（試験

番号:AI-900），沖 要知，西野 和昭， 横山 依子， 翔

泳社，2024 年 

ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 30 

その他の内容 Azure AI 認定資格(AI-900)受験 

この科目の受講に 

あたって 
Azure AI 認定資格受験 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
・ガイダンス（シラバス、授業計画、授業

内容、成績評価など） 

【予習】テキスト 1 章の該当学習分野を予習してお

く 
4 時間 
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・AI の基本的な概念と特徴、Azure AI Fu

ndamentals 認定資格などについて基本知

識を学習します 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

第２回 対面 
AI サービスの内容、IT 市場と企業と ITサ

ービスの関わり方などを学習します 

【予習】LMS にアップされた資料を事前に読んでおい

ておく 

【復習】テキストと講義で学習した知識を確認して

おく 

4 時間 

第３回 対面 
機械学習の基礎と Azure Machine Learni

ng について学びます① 

【予習】テキストの 2 章の該当学習分野を予習して

おく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第４回 対面 
機械学習の基礎と Azure Machine Learni

ng について学びます② 

【予習】テキストの 2 章の該当学習分野を予習して

おく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第５回 対面 
コンピュータービジョンと Azure AI Ser

vice について学びます 

【予習】テキストの 3 章の該当学習分野を予習して

おく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第６回 対面 
自然言語処理(NLP)の基礎と Azure AI Se

rvice について学びます① 

【予習】テキストの 4 章の該当学習分野を予習して

おく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第７回 対面 
自然言語処理(NLP)の基礎と Azure AI Se

rvice について学びます② 

【予習】テキストの 4 章の該当学習分野を予習して

おく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第８回 対面 
生成ＡＩの基礎と Azure Open AI につい

て学びます① 

【予習】テキストの 5 章の該当学習分野を予習して

おく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第９回 対面 
生成ＡＩの基礎と Azure Open AI につい

て学びます② 

【予習】テキストの 5 章の該当学習分野を予習して

おく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第１０回 対面 Copilot について学びます 

【予習】テキストの 5 章の該当学習分野を予習復習

しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第１１回 対面 
責任ある AI と生成 AI を活用した業務の

効率化について学習します 

【予習】テキストの 1 章の該当学習分野と LMS にア

ップされた資料を事前に読んでおいておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第１２回 対面 

生成 AI の活用事例などについて学びま

す。（実際にサービス企画書等を作成しま

す） 

【予習】LMS にアップされた資料を事前に読んでおい

ておく 

【復習】テキストと講義で学習した知識を確認して

おく 

4 時間 

第１３回 対面 

過去問題練習① 

これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

【予習】テキストの巻末の過去問題を解いておく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トや資料で確認しておく 

4 時間 

第１４回 対面 

過去問題練習➁ 

これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

【予習】テキストの巻末の過去問題を解いておく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トや資料で確認しておく 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

過去問練習③ 

これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

【予習】これまでの事業のテキスト、配布資料を読ん

でおく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トや資料で確認しておく 

4 時間 
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科目名 クラウドビジネスⅠ 開講年度 2025 

担当者 横田 修一 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ クラウドシステム(AWS)に関する基本的な概念や知識の習得 

授業の目的及び概要 

本講義は、クラウドコンピューティングの基礎となるサービスの活用について、AWS Academy が

提供する教材を用いた実習と講義、グループワークを通じて、クラウドソリューションの提供

する技術の「理解」と実装の「習得」を養います。 

本授業は、AWS Academy を活用してハンズオンで授業を行います。そのためラボ環境が動作す

る PC が必要となります。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
クラウドサービスを(AWS)利用するための基礎知識と操作方法を理解し、ビジネスニーズに応じ

たクラウドソリューションを提案することができるようになる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業では AWS Academy を使い毎回確認テストを行い理解度に応じた解説を行っていきます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1992 年に大手電機メーカーに入社し、情報セキュリティ部統括、ICT ソ

リューション事業部統括、同事業部長に就任するなど、ソフトウェア開発、情報システム、DX

に関する業務に 30 年以上従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 

AWS 認定資格試験テキスト AWS 認定 クラウドプラク

ティショナー 改訂第 3 版(AWS 認定資格試験テキス

ト)，山下光洋， 海老原寛之， SB クリエイティブ，

2024 年 

ISBN 9784815625382 

参考書 

図解即戦力 Amazon Web Services のしくみと技術が

これ 1 冊でしっかりわかる教科書，小笠原 種高，技術

評論社，2019 年 

ISBN 9784297108892 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 30 

その他の内容 AWS 認定資格(Cloud Practitioner)受験 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

・ガイダンス（シラバス、授業計画、授業

内容、成績評価など） 

・クラウドの基本的な概念、AWS Cloud P

ractitioner認定資格について基本知識を

学習します 

【予習】テキスト第 1,2 章及び AWS Academy で学習

分野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第２回 対面 
AWS サービスの内容、IT 市場と企業と IT

の関わり方などを学習します 

【予習】LMS にアップされた資料を事前に読んでおく 

【復習】テキストと講義で学習した知識を確認して

おく 

4 時間 

第３回 対面 
Azure のテクノロジーとサービスを確認

し、その基本的な仕組みを学習します 

【予習】テキスト第 4 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第４回 対面 AWSクラウドのセキュリティを学習します 

【予習】テキスト第 3 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第５回 対面 
ネットワークサービスやコンテンツ配信

を学習します 

【予習】テキスト第 7 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第６回 対面 

コンピューティング① 

サーバーなどのシステム実行に利用する

コンピューティング関連の AWS サービス

を学習します 

【予習】テキスト第 5 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第７回 対面 

コンピューティング➁ 

サーバーなどのシステム実行に利用する

コンピューティング関連の AWS サービス

を学習します 

【予習】テキスト第 5 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第８回 対面 
データ保存に利用するストレージ関連のA

WS サービスを学習します 

【予習】テキスト第 6 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第９回 対面 
データベースの基本的な仕組みについて

基礎的な内容を学習します 

【予習】テキスト第 8 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第１０回 対面 
クラウドエコノミクスと請求について学

習します 

【予習】テキスト第 13 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第１１回 対面 
オートメーション、ディプロイについて学

習します 

【予習】テキスト第 10 章で学習分野を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第１２回 対面 
AWSのモニタリング、管理サービスについ

て学習します 

【予習】テキスト第 11 章及び AWS Academy で学習分

野を予習しておく 

【復習】AWS Academy で学習分野を復習しておく。テ

キストの該当分野を読み直し、講義で学習した知識

を確認しておく 

4 時間 

第１３回 対面 過去問練習① 【予習】AWS 認定 クラウドプラクティショナーの過 4 時間 
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これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

去問題を解いておく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トや資料で確認しておく 

第１４回 対面 

過去問練習➁ 

これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

【予習】AWS 認定 クラウドプラクティショナーの過

去問題を解いておく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トや資料で確認しておく 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

過去問練習③ 

これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

【予習】AWS 認定 クラウドプラクティショナーの過

去問題を解いておく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トや資料で確認しておく 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 クラウドビジネスⅡ 開講年度 2025 

担当者 横田 修一 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ クラウドシステム(Azure)に関する基本的な概念や知識の習得 

授業の目的及び概要 

本講義は、クラウドコンピューティングの基礎となるサービスの活用について、Microsoft 

Student Hub が提供する教材を用いた実習と講義、グループワークを通じて、クラウドソリュ

ーションの提供する技術の「理解」と実装の「習得」を養います。 

本授業は、一部、Microsoft Student Hub を活用してハンズオンで授業を行います。そのためラ

ボ環境が動作する PC が必要となります。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
クラウドサービス(Azure)を利用するための基礎知識と操作方法を理解し、ビジネスニーズに応

じたクラウドソリューションを提案することができるようになる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業では Microsoft Student Hub を使い毎回確認テストを行い理解度に応じた解説を行ってい

きます 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1992 年に大手電機メーカーに入社し、情報セキュリティ部統括、ICT ソ

リューション事業部統括、同事業部長に就任するなど、ソフトウェア開発、情報システム、DX

に関する業務に 30 年以上従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 

Microsoft 認定資格試験テキスト AZ-900：Microsoft 

Azure Fundamentals 改訂第 2 版 (Microsoft 認定資

格試験テキスト)」須谷聡史，佐藤雅信，富岡洋，SB ク

リエイティブ，2023 年 

ISBN 9784815621582 

参考書 

合格対策 Microsoft 認定 AZ-900：Microsoft Azure 

Fundamentals テキスト＆問題集 第 2 版，吉田 薫，リ

ックテレコム，2023 年 

ISBN 9784865943467 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 30 

その他の内容 Azure 認定資格(AZ-900)受験 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

・ガイダンス（シラバス、授業計画、授業

内容、成績評価など） 

・クラウドの基本的な概念、Azure Funda

mentals認定資格について基本知識を学習

します 

【予習】テキストの第 1,2 章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第２回 対面 
Azure サービスの内容、IT 市場と企業と I

T の関わり方などを学習します 

【予習】LMS にアップされた資料を事前に読んでおく 

【復習】テキストと講義で学習した知識を確認して

おく 

4 時間 

第３回 対面 Azure のアーキテクチャーを学習します 

【予習】テキストの第 3 章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第４回 対面 
Azureのコンピューティングサービスを学

習します 

【予習】テキストの第 4 章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第５回 対面 
Azureのストレージサービスについて学習

します 

【予習】テキストの第 5 章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第６回 対面 
Azureのネットワークサービスについて学

習します 

【予習】テキストの第 6 章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第７回 対面 
Azureのデータベースサービスについて学

びます 

【予習】テキストの第 7 章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第８回 対面 
Azureコアソリューションについて学びま

す 

予習】テキストの第 8章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第９回 対面 Azure 管理ツールについて学びます 

【予習】テキストの第 9 章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第１０回 対面 セキュリティついて学習します 

【予習】テキストの第 10章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第１１回 対面 
ガバナンス・コンプライアンスについて学

習します 

【予習】テキストの第 11章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第１２回 対面 
コスト管理とサービスレベルアグリーメ

ントについて学習します 

【予習】テキストの第 12章を予習しておく 

【復習】テキストの該当分野を読み直し、講義で学習

した知識を確認しておく 

4 時間 

第１３回 対面 

過去問題練習① 

これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

【予習】テキスト過去問題を解いておく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トで確認しておく 

4 時間 

第１４回 対面 

過去問練習② 

これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

【予習】AZ-900: Microsoft Azure Fundamentals の

過去問題を解いておく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トや資料で確認しておく 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

過去問練習③ 

これまでの授業の内容に基づく過去問練

習を行います 

【予習】AZ-900: Microsoft Azure Fundamentals の

過去問題を解いておく 

【復習】自己採点を行い解けなかった問題をテキス

トや資料で確認しておく 

4 時間 
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科目名 海外フィールドスタディⅠ 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の学生と交流し「気づき」を得る 

授業の目的及び概要 

世界の情勢が大きく変化する中でビジネスの環境も発展を続けている。ビジネスの分野でグロ

ーバルに常に新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジ

ネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。 

この授業は、国内における事前・事後学修と海外における約 1 週間の体験・研修から構成され

る。国内での集中的な学修と海外の研修先における、学修、交流活動、現地調査、ボランティ

ア活動などの種々の学修及び体験を通して、異⽂化理解、コミュニケーション能⼒、協働⼒を

養うことを⽬的とする。また、学修と体験の過程を通じて、国際感覚の涵養と学修動機の形成

あるいは向上を図る。学修⽬標の達成度、プロジェクトレポートの内容、学修成果発表の結果

などをもとに担当教員が成績評価を⾏う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解することができる。 

（２）アジアにおけるグローバル企業のビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、

グローバル化するビジネス意義について説明することができる。 

（３）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じ

ていくことで、その国の特徴や多様性を理解することができる。 

（４）現地での言語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協

働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向上、並びに国際理解と国際性の涵養す

ることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業での発表、あるいは、現地での⾒学の総括後には、各⾒学地において学んだことを学⽣と

ディスカッションすると同時に、教員から適宜ポイントを伝える。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 現地での研修評価 

この科目の受講に 
世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・

社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思います。そのためにも、学⽣はプログ
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あたって ラムにおける積極性や協調性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要で

す。 

日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから

離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで「文化」とは何か、「社会」とは何かを、

普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理を

自覚し、不慣れな状況でもグループで協働していくことで、変化する世界情勢の中で生きてい

くという国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

プログラムの概要説明と理解、⾃⼰紹介、

渡航に当たっての注意（危機管理オリエン

テーション（1）、ビザ情報含む）、個⼈/チ

ーム別プレゼンテーションの担当決めお

よび説明 

事前学修：分担になっている渡航先の社会について

調べ、プレゼンの準備をする 

事後学修：渡航先国について、図書を読み知識を深め

る 

2 時間 

第２回 対面 

講義とディスカッション：研修先となる

国・地域理解（1） 

渡航先の社会・政治・経済課題の個⼈プレ

ゼンテーション、プログラムの到達⽬標・

意義、ボランティア・ 

⽂化活動および交流イベントでのプレゼ

ンテーション案などのディスカッション 

事前学修：TOEIC IPに向けた学修 

事後学修：渡航先国について、図書を読み知識を深め

る 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

現地語についての概説 

TOEIC®IP 受験について 

事前学修：分担になっている渡航先の社会について、

調べプレゼンの準備をする 

事後学修：渡航先国について、図書と読み知識を深め

る 

4 時間 

第４回 対面 

講義とディスカッション：研修先となる

国・地域理解（2） 

渡航先の社会・政治・経済課題の個⼈プレ

ゼンテーション（1⼈5 分）、プログラムの

到達⽬標・意義、ボランティア・⽂化活動

および現地での交流でのプレゼンテーシ

ョン案などのディスカッション 

事前学修：現地プログラムを準備するために、⾃国と

渡航先国の⽂化の差異を調べる 

事後学修：渡航先国について、図書と読み知識を深め

る 

4 時間 

第５回 対面 

語学授業（英語＋研修国・地域の⾔語基礎） 

英語/現地⾔語講座、プログラムのなかで、

ボランティア・⽂化紹介活動の企画、⽇本

⽂化紹介の準備 

事前学習：渡航に向けた準備として、グローバル化が

渡航先国にもたらす現象について調べる。 

事後学修：現地語の復習をし、挨拶程度の簡単な会話

ができるように準備しておく。 

4 時間 

第６回 対面 

⽬標シートの作成 

出発前のプログラムの最終確認、⽬標シー

トの作成と提出、危機管理オリエンテーシ

ョン（2） 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

フィールドワークでの方法や目標を考える 

4 時間 

第７回 対面 

オリエンテーション、英語と研修国・地域

の⾔語基礎授業、研修中の活動に関わる準

備（1） 

1）オリエンテーション 

計画書、⽬標シートに基づいた準備とディ

スカッション、危機管理オリエンテーショ

ン（3） 

2） 英語と研修国・地域の⾔語基礎授業 

3） 研修中の活動に関わる準備 

4） チームビルディング 

5） ⽬標設定の確認、ディスカッション 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかを考え、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第８回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク② 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

4 時間 
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次のフィールドワークでの方法や目標を考える 

第９回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク③ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

次のフィールドワークでの方法や課題を考える 

4 時間 

第１０回 対面 
現地での学修 

現地企業訪問② 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握。 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかをかんがえ、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第１１回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク④ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

次のフィールドワークでの方法や課題を考える 

4 時間 

第１２回 対面 
現地での学修 

現地企業訪問③ 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握。 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかを考え、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第１３回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク⑤ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：これまで得られた情報と知識についてま

とめ、グループでプレゼン内容ついてディスカッシ

ョン 

4 時間 

第１４回 対面 
帰国後のグループワーク 

課題発表のまとめ作業 

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題につい

てまとめておく。 

事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレ

ゼン作成 

6 時間 

第１５回 対面 

成果発表 

海外フィールドスタディについての成果

発表のフィードバックと総括 

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プ

レゼン資料等について読み返し、成果と課題につい

て 明らかにしておく  

事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修に

どのように活用するのかを考える 

4 時間 
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科目名 海外フィールドスタディⅠ 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の学生と交流し「気づき」を得る 

授業の目的及び概要 

世界の情勢が大きく変化する中でビジネスの環境も発展を続けている。ビジネスの分野でグロ

ーバルに常に新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジ

ネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。 

この授業は、国内における事前・事後学修と海外における約 1 週間の体験・研修から構成され

る。国内での集中的な学修と海外の研修先における、学修、交流活動、現地調査、ボランティ

ア活動などの種々の学修及び体験を通して、異⽂化理解、コミュニケーション能⼒、協働⼒を

養うことを⽬的とする。また、学修と体験の過程を通じて、国際感覚の涵養と学修動機の形成

あるいは向上を図る。学修⽬標の達成度、プロジェクトレポートの内容、学修成果発表の結果

などをもとに担当教員が成績評価を⾏う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解することができる。 

（２）アジアにおけるグローバル企業のビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、

グローバル化するビジネス意義について説明することができる。 

（３）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じ

ていくことで、その国の特徴や多様性を理解することができる。 

（４）現地での言語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協

働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向上、並びに国際理解と国際性の涵養す

ることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業での発表、あるいは、現地での⾒学の総括後には、各⾒学地において学んだことを学⽣と

ディスカッションすると同時に、教員から適宜ポイントを伝える。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 現地での研修評価 

この科目の受講に 
世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・

社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思います。そのためにも、学⽣はプログ
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あたって ラムにおける積極性や協調性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要で

す。 

日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから

離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで「文化」とは何か、「社会」とは何かを、

普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理を

自覚し、不慣れな状況でもグループで協働していくことで、変化する世界情勢の中で生きてい

くという国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

プログラムの概要説明と理解、⾃⼰紹介、

渡航に当たっての注意（危機管理オリエン

テーション（1）、ビザ情報含む）、個⼈/チ

ーム別プレゼンテーションの担当決めお

よび説明 

事前学修：分担になっている渡航先の社会について

調べ、プレゼンの準備をする 

事後学修：渡航先国について、図書を読み知識を深め

る 

2 時間 

第２回 対面 

講義とディスカッション：研修先となる

国・地域理解（1） 

渡航先の社会・政治・経済課題の個⼈プレ

ゼンテーション、プログラムの到達⽬標・

意義、ボランティア・ 

⽂化活動および交流イベントでのプレゼ

ンテーション案などのディスカッション 

事前学修：TOEIC IPに向けた学修 

事後学修：渡航先国について、図書を読み知識を深め

る 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

現地語についての概説 

TOEIC®IP 受験について 

事前学修：分担になっている渡航先の社会について、

調べプレゼンの準備をする 

事後学修：渡航先国について、図書と読み知識を深め

る 

4 時間 

第４回 対面 

講義とディスカッション：研修先となる

国・地域理解（2） 

渡航先の社会・政治・経済課題の個⼈プレ

ゼンテーション（1⼈5 分）、プログラムの

到達⽬標・意義、ボランティア・⽂化活動

および現地での交流でのプレゼンテーシ

ョン案などのディスカッション 

事前学修：現地プログラムを準備するために、⾃国と

渡航先国の⽂化の差異を調べる 

事後学修：渡航先国について、図書と読み知識を深め

る 

4 時間 

第５回 対面 

語学授業（英語＋研修国・地域の⾔語基礎） 

英語/現地⾔語講座、プログラムのなかで、

ボランティア・⽂化紹介活動の企画、⽇本

⽂化紹介の準備 

事前学習：渡航に向けた準備として、グローバル化が

渡航先国にもたらす現象について調べる。 

事後学修：現地語の復習をし、挨拶程度の簡単な会話

ができるように準備しておく。 

4 時間 

第６回 対面 

⽬標シートの作成 

出発前のプログラムの最終確認、⽬標シー

トの作成と提出、危機管理オリエンテーシ

ョン（2） 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

フィールドワークでの方法や目標を考える 

4 時間 

第７回 対面 

オリエンテーション、英語と研修国・地域

の⾔語基礎授業、研修中の活動に関わる準

備（1） 

1）オリエンテーション 

計画書、⽬標シートに基づいた準備とディ

スカッション、危機管理オリエンテーショ

ン（3） 

2） 英語と研修国・地域の⾔語基礎授業 

3） 研修中の活動に関わる準備 

4） チームビルディング 

5） ⽬標設定の確認、ディスカッション 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかを考え、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第８回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク② 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

4 時間 
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次のフィールドワークでの方法や目標を考える 

第９回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク③ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

次のフィールドワークでの方法や課題を考える 

4 時間 

第１０回 対面 
現地での学修 

現地企業訪問② 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握。 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかをかんがえ、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第１１回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク④ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

次のフィールドワークでの方法や課題を考える 

4 時間 

第１２回 対面 
現地での学修 

現地企業訪問③ 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握。 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかを考え、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第１３回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク⑤ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：これまで得られた情報と知識についてま

とめ、グループでプレゼン内容ついてディスカッシ

ョン 

4 時間 

第１４回 対面 
帰国後のグループワーク 

課題発表のまとめ作業 

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題につい

てまとめておく。 

事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレ

ゼン作成 

6 時間 

第１５回 対面 

成果発表 

海外フィールドスタディについての成果

発表のフィードバックと総括 

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プ

レゼン資料等について読み返し、成果と課題につい

て 明らかにしておく  

事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修に

どのように活用するのかを考える 

4 時間 
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科目名 海外フィールドスタディⅡ 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の学生と交流し「気づき」を得る 

授業の目的及び概要 

世界の情勢が大きく変化する中でビジネスの環境も発展を続けている。ビジネスの分野でグロ

ーバルに常に新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジ

ネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。 

この授業は、国内における事前・事後学修と海外における約 1 週間の体験・研修から構成され

る。国内での集中的な学修と海外の研修先における、学修、交流活動、現地調査、ボランティ

ア活動などの種々の学修及び体験を通して、異⽂化理解、コミュニケーション能⼒、協働⼒を

養うことを⽬的とする。また、学修と体験の過程を通じて、国際感覚の涵養と学修動機の形成

あるいは向上を図る。学修⽬標の達成度、プロジェクトレポートの内容、学修成果発表の結果

などをもとに担当教員が成績評価を⾏う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解することができる。 

（２）アジアにおけるグローバル企業のビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、

グローバル化するビジネス意義について説明することができる。 

（３）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じ

ていくことで、その国の特徴や多様性を理解することができる。 

（４）現地での言語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協

働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向上、並びに国際理解と国際性の涵養す

ることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業での発表、あるいは、現地での⾒学の総括後には、各⾒学地において学んだことを学⽣と

ディスカッションすると同時に、教員から適宜ポイントを伝える。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 現地での研修評価 

この科目の受講に 
世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・

社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思います。そのためにも、学⽣はプログ
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あたって ラムにおける積極性や協調性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要で

す。 

日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから

離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで「文化」とは何か、「社会」とは何かを、

普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理を

自覚し、不慣れな状況でもグループで協働していくことで、変化する世界情勢の中で生きてい

くという国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

プログラムの概要説明と理解、⾃⼰紹介、

渡航に当たっての注意（危機管理オリエン

テーション（1）、ビザ情報含む）、個⼈/チ

ーム別プレゼンテーションの担当決めお

よび説明 

事前学修：分担になっている渡航先の社会について

調べ、プレゼンの準備をする 

事後学修：渡航先国について、図書を読み知識を深め

る 

2 時間 

第２回 対面 

講義とディスカッション：研修先となる

国・地域理解（1） 

渡航先の社会・政治・経済課題の個⼈プレ

ゼンテーション、プログラムの到達⽬標・

意義、ボランティア・ 

⽂化活動および交流イベントでのプレゼ

ンテーション案などのディスカッション 

事前学修：TOEIC IPに向けた学修 

事後学修：渡航先国について、図書を読み知識を深め

る 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

現地語についての概説 

TOEIC®IP 受験について 

事前学修：分担になっている渡航先の社会について、

調べプレゼンの準備をする 

事後学修：渡航先国について、図書と読み知識を深め

る 

4 時間 

第４回 対面 

講義とディスカッション：研修先となる

国・地域理解（2） 

渡航先の社会・政治・経済課題の個⼈プレ

ゼンテーション（1⼈5 分）、プログラムの

到達⽬標・意義、ボランティア・⽂化活動

および現地での交流でのプレゼンテーシ

ョン案などのディスカッション 

事前学修：現地プログラムを準備するために、⾃国と

渡航先国の⽂化の差異を調べる 

事後学修：渡航先国について、図書と読み知識を深め

る 

4 時間 

第５回 対面 

語学授業（英語＋研修国・地域の⾔語基礎） 

英語/現地⾔語講座、プログラムのなかで、

ボランティア・⽂化紹介活動の企画、⽇本

⽂化紹介の準備 

事前学習：渡航に向けた準備として、グローバル化が

渡航先国にもたらす現象について調べる。 

事後学修：現地語の復習をし、挨拶程度の簡単な会話

ができるように準備しておく。 

4 時間 

第６回 対面 

⽬標シートの作成 

出発前のプログラムの最終確認、⽬標シー

トの作成と提出、危機管理オリエンテーシ

ョン（2） 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

フィールドワークでの方法や目標を考える 

4 時間 

第７回 対面 

オリエンテーション、英語と研修国・地域

の⾔語基礎授業、研修中の活動に関わる準

備（1） 

1）オリエンテーション 

計画書、⽬標シートに基づいた準備とディ

スカッション、危機管理オリエンテーショ

ン（3） 

2） 英語と研修国・地域の⾔語基礎授業 

3） 研修中の活動に関わる準備 

4） チームビルディング 

5） ⽬標設定の確認、ディスカッション 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかを考え、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第８回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク② 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

4 時間 
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次のフィールドワークでの方法や目標を考える 

第９回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク③ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

次のフィールドワークでの方法や課題を考える 

4 時間 

第１０回 対面 
現地での学修 

現地企業訪問② 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握。 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかをかんがえ、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第１１回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク④ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

次のフィールドワークでの方法や課題を考える 

4 時間 

第１２回 対面 
現地での学修 

現地企業訪問③ 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握。 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかを考え、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第１３回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク⑤ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：これまで得られた情報と知識についてま

とめ、グループでプレゼン内容ついてディスカッシ

ョン 

4 時間 

第１４回 対面 
帰国後のグループワーク 

課題発表のまとめ作業 

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題につい

てまとめておく。 

事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレ

ゼン作成 

6 時間 

第１５回 対面 

成果発表 

海外フィールドスタディについての成果

発表のフィードバックと総括 

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プ

レゼン資料等について読み返し、成果と課題につい

て 明らかにしておく  

事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修に

どのように活用するのかを考える 

4 時間 
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科目名 海外フィールドスタディⅡ 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の学生と交流し「気づき」を得る 

授業の目的及び概要 

世界の情勢が大きく変化する中でビジネスの環境も発展を続けている。ビジネスの分野でグロ

ーバルに常に新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジ

ネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。 

この授業は、国内における事前・事後学修と海外における約 1 週間の体験・研修から構成され

る。国内での集中的な学修と海外の研修先における、学修、交流活動、現地調査、ボランティ

ア活動などの種々の学修及び体験を通して、異⽂化理解、コミュニケーション能⼒、協働⼒を

養うことを⽬的とする。また、学修と体験の過程を通じて、国際感覚の涵養と学修動機の形成

あるいは向上を図る。学修⽬標の達成度、プロジェクトレポートの内容、学修成果発表の結果

などをもとに担当教員が成績評価を⾏う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解することができる。 

（２）アジアにおけるグローバル企業のビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、

グローバル化するビジネス意義について説明することができる。 

（３）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じ

ていくことで、その国の特徴や多様性を理解することができる。 

（４）現地での言語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協

働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向上、並びに国際理解と国際性の涵養す

ることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業での発表、あるいは、現地での⾒学の総括後には、各⾒学地において学んだことを学⽣と

ディスカッションすると同時に、教員から適宜ポイントを伝える。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 現地での研修評価 

この科目の受講に 
世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・

社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思います。そのためにも、学⽣はプログ
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あたって ラムにおける積極性や協調性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要で

す。 

日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから

離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで「文化」とは何か、「社会」とは何かを、

普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理を

自覚し、不慣れな状況でもグループで協働していくことで、変化する世界情勢の中で生きてい

くという国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

プログラムの概要説明と理解、⾃⼰紹介、

渡航に当たっての注意（危機管理オリエン

テーション（1）、ビザ情報含む）、個⼈/チ

ーム別プレゼンテーションの担当決めお

よび説明 

事前学修：分担になっている渡航先の社会について

調べ、プレゼンの準備をする 

事後学修：渡航先国について、図書を読み知識を深め

る 

2 時間 

第２回 対面 

講義とディスカッション：研修先となる

国・地域理解（1） 

渡航先の社会・政治・経済課題の個⼈プレ

ゼンテーション、プログラムの到達⽬標・

意義、ボランティア・ 

⽂化活動および交流イベントでのプレゼ

ンテーション案などのディスカッション 

事前学修：TOEIC IPに向けた学修 

事後学修：渡航先国について、図書を読み知識を深め

る 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

現地語についての概説 

TOEIC®IP 受験について 

事前学修：分担になっている渡航先の社会について、

調べプレゼンの準備をする 

事後学修：渡航先国について、図書と読み知識を深め

る 

4 時間 

第４回 対面 

講義とディスカッション：研修先となる

国・地域理解（2） 

渡航先の社会・政治・経済課題の個⼈プレ

ゼンテーション（1⼈5 分）、プログラムの

到達⽬標・意義、ボランティア・⽂化活動

および現地での交流でのプレゼンテーシ

ョン案などのディスカッション 

事前学修：現地プログラムを準備するために、⾃国と

渡航先国の⽂化の差異を調べる 

事後学修：渡航先国について、図書と読み知識を深め

る 

4 時間 

第５回 対面 

語学授業（英語＋研修国・地域の⾔語基礎） 

英語/現地⾔語講座、プログラムのなかで、

ボランティア・⽂化紹介活動の企画、⽇本

⽂化紹介の準備 

事前学習：渡航に向けた準備として、グローバル化が

渡航先国にもたらす現象について調べる。 

事後学修：現地語の復習をし、挨拶程度の簡単な会話

ができるように準備しておく。 

4 時間 

第６回 対面 

⽬標シートの作成 

出発前のプログラムの最終確認、⽬標シー

トの作成と提出、危機管理オリエンテーシ

ョン（2） 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

フィールドワークでの方法や目標を考える 

4 時間 

第７回 対面 

オリエンテーション、英語と研修国・地域

の⾔語基礎授業、研修中の活動に関わる準

備（1） 

1）オリエンテーション 

計画書、⽬標シートに基づいた準備とディ

スカッション、危機管理オリエンテーショ

ン（3） 

2） 英語と研修国・地域の⾔語基礎授業 

3） 研修中の活動に関わる準備 

4） チームビルディング 

5） ⽬標設定の確認、ディスカッション 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかを考え、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第８回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク② 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

4 時間 
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次のフィールドワークでの方法や目標を考える 

第９回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク③ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

次のフィールドワークでの方法や課題を考える 

4 時間 

第１０回 対面 
現地での学修 

現地企業訪問② 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握。 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかをかんがえ、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第１１回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク④ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、

次のフィールドワークでの方法や課題を考える 

4 時間 

第１２回 対面 
現地での学修 

現地企業訪問③ 

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略につ

いて調べ、関連する日本企業との違いを把握。 

事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができ

ていたかを考え、企業訪問レポート作成 

4 時間 

第１３回 対面 
現地での学修 

フィールドワーク⑤ 

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備す

る 

事後学修：これまで得られた情報と知識についてま

とめ、グループでプレゼン内容ついてディスカッシ

ョン 

4 時間 

第１４回 対面 
帰国後のグループワーク 

課題発表のまとめ作業 

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題につい

てまとめておく。 

事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレ

ゼン作成 

6 時間 

第１５回 対面 

成果発表 

海外フィールドスタディについての成果

発表のフィードバックと総括 

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プ

レゼン資料等について読み返し、成果と課題につい

て 明らかにしておく  

事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修に

どのように活用するのかを考える 

4 時間 
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科目名 Practical Business English Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 宋 南先 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
英語を通してビジネスに必要な知識、教養を学ぶ。 

ビジネスに必要な英語の読解力、語彙力、コミュニケーションスキルを身に着ける。 

授業の目的及び概要 

本授業では、ビジネスに関する様々なアーティクルを読み、現代社会におけるビジネスに必要

な知識・教養を英語を通して学ぶ。 

また、ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・

表現）を養うことを目的とする。ビジネスシーンで頻繁に使用される英語表現、文法構造を理

解し、正確な英語コミュニケーション能力を養う。 

履修条件・留意点 
春学期の Practical Business English Ⅰと 秋学期の Practical Business EnglishⅡは連動

しております。両方とも履修することが望ましいです。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
① 英語を通してビジネスに必要な知識・素養を学ぶ。 

② ビジネスに必要な英語の読解力、語彙力、コミュニケーションスキルを身に着ける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業や課題のフィードバックは、授業時間内に適宜行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①Business Sense ，Andrew E. Bennett 著，南雲堂，

2015 年 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

母語が日本語でない受講者は、日本語能力 N２以上あることが望ましいです。また、春学期の

Practical Business English Ⅰと 秋学期の Practical Business EnglishⅡは連動しており、

両方とも履修することが望ましいです。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
Introduction：受講上の留意点、授業内容、

授業の進め方 
課題と予習 2 時間 

第２回 対面 Lesson 1: An Express Courier Legend 予習と課題 4 時間 
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アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

第３回 対面 

Lesson 1: An Express Courier Legend 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習。 4 時間 

第４回 対面 

Lesson 2: The student Who Started Goo

gle 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

課題と予習 4 時間 

第５回 対面 

Lesson 2: The student Who Started Goo

gle 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

 

課題と予習 4 時間 

第６回 対面 

Lesson 3: Emotional Intelligence in t

he workplace 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

 

課題と予習 4 時間 

第７回 対面 

Lesson 3: Emotional Intelligence in t

he workplace 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第８回 対面 

Lesson 4: Toyota - R&D Powerhouse 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

 

課題と予習 4 時間 

第９回 対面 

Lesson 4: Toyota - R&D Powerhouse 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第１０回 対面 

Lesson 5: Michael E. Porter - Managem

ent Guru 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

課題と予習 4 時間 

第１１回 対面 

Lesson 5: Michael E. Porter - Managem

ent Guru 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第１２回 対面 

Lesson 6: Harley-Davidson - A legend 

Rolls on 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

課題と予習 4 時間 

第１３回 対面 

Lesson 6: Harley-Davidson - A legend 

Rolls on 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第１４回 対面 

Lesson 7: Sporting Troubles - The Fin

ancial Fall of Leeds United 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

 

課題と予習 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

Lesson 7: Sporting Troubles - The Fin

ancial Fall of Leeds United 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取っ

たノート内容を参考に纏めて整理する。 

・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化す

べき項目を確認して今後の課題とする。 

・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組

むべき項目を認識する。 

6 時間 
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科目名 Practical Business English Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 宋 南先 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
英語を通してビジネスに必要な知識、教養を学ぶ。 

ビジネスに必要な英語の読解力、語彙力、コミュニケーションスキルを身に着ける。 

授業の目的及び概要 

本授業では、ビジネスに関する様々なアーティクルを読み、現代社会におけるビジネスに必要

な知識・教養を英語を通して学ぶ。 

また、ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・

表現）を養うことを目的とする。ビジネスシーンで頻繁に使用される英語表現、文法構造を理

解し、正確な英語コミュニケーション能力を養う。 

履修条件・留意点 
Practical Business English Ⅰ に続き講義を行います。Practical Business English Ⅰ を

履修していることが望ましいです。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
① 英語を通してビジネスに必要な知識・素養を学ぶ。 

② ビジネスに必要な英語の読解力、語彙力、コミュニケーションスキルを身に着ける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業や課題のフィードバックは、授業時間内に適宜行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①Business Sense ，Andrew E. Bennett 著，南雲堂，

2015 年 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

母語が日本語でない受講者は、日本語能力 N２以上あることが望ましいです。また、春学期の

Practical Business English Ⅰと 秋学期の Practical Business EnglishⅡは連動しており、

両方とも履修することが望ましいです。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
Introduction：受講上の留意点、授業内容、

授業の進め方 
課題と予習 4 時間 

第２回 対面 Lesson ８: Women in Business 課題と予習 4 時間 
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アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

第３回 対面 

Lesson 8: Women in Business 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第４回 対面 

Lesson 9: Fighting African Poverty wi

th Cell Phones 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

課題と予習 4 時間 

第５回 対面 

Lesson 9: Fighting African Poverty wi

th Cell Phones 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第６回 対面 

Lesson 10: The Creative Vision of Wal

t Disney 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

 

課題と予習 4 時間 

第７回 対面 

Lesson 10: The Creative Vision of Wal

t Disney 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第８回 対面 

Lesson 11: Tata - India's Mega Group 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

課題と予習 4 時間 

第９回 対面 

Lesson 11: Tata - India's Mega Group 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第１０回 対面 

Lesson 12: Big Banks, Big Problems 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

課題と予習 4 時間 

第１１回 対面 

Lesson 12: Big Banks, Big Problems 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第１２回 対面 

Lesson 13. The Spending Habits of the

 Super Rich 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

課題と予習 4 時間 

第１３回 対面 

Lesson 13. The Spending Habits of the

 Super Rich 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

課題と予習 4 時間 

第１４回 対面 

Lesson 14: The Story of Marvel Comics 

アーティクルを読み、英語での質疑応答を

通して内容の理解、語彙の理解を深める。 

課題と予習 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

Lesson 14: The Story of Marvel Comics 

トピックについてのリスニング課題、語彙

の応用、ディスカッションを行う。 

事後学修 2 時間 
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 
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取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 ガイダンス 

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で

取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

4 時間 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 

2025/05/01
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取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 

2025/05/01

462



 

 

取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 吉田 明 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大学卒業後、大手鉄鋼メーカーで業務を行いつつ、同社ラグビー部にて

日本代表選手に選ばれるなどの活躍をしてきた。また、私立大学の学生課にてスポーツ推進を

行うとともに、ラグビー部の指導及びマネジメントを行うなどの実務経験を有している。本科

目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 ガイダンス 

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で

取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

4 時間 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 
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取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 

2025/05/01
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取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 

2025/05/01
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取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 

2025/05/01
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取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 
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取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 
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科目名 基礎演習 A 開講年度 2025 

担当者 呉原 志賢 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につける 

授業の目的及び概要 

この科目は、大学における学びの基礎（レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方等）を

修得するとともに、大学生に求められる学修態度や姿勢について学びます。また、2 年生までに

一人一資格を達成するために、資格取得に向けたモチベーションを高め、学修習慣を身につけ

ることを目指します。少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受け、学修計

画を立てる力を醸成し、各人の進捗状況、成果と課題について確認していきます。 また、充実

した大学生活を送る上では良好な人間関係を構築することは必要不可欠であることから、グル

ープワーク等を通して、他者への理解やコミュニケーション能力の向上を図ることも目的とし

ています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式に基づき作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、4 年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、豊かな人間関係を構築し、学生生活の基盤を形成することに努めてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で 4 時間 
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取り組む内容について理解を深めておいてくださ

い。 

大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから

大学生活をスタートする上で、具体的なイメージを

作るようにしてください。 

第２回 対面 大学内オリエンテーション 

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用す

るイメージを持ち、各施設の場所などを覚えるよう

にしてください。 

Universal Passport、Learning Portal、Teams等を

実際に開き、各自使い方を確認しておいてください。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
図書館ガイダンス 

動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際

に図書館で興味のある書籍を 1 冊以上借りた後、そ

の本を読んでおいてください。 

4 時間 

第４回 対面 
コミュニケーションスキルの向上を目的

としたグループワーク 

グループで共通の課題に取り組み、コミュニケーシ

ョンや協調性を高めることを目指します。グループ

ワークで、どのようなことに意識すべき点があるか

を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 会社四季報を見る 

本学図書館サイトから、デジタル版「会社四季報」に

アクセスして事前に、どのようなものか閲覧してお

いてください。 

また今後も企業調査する際には、必ず閲覧できるよ

うにしておいてください。 

4 時間 

第６回 対面 レポートの書き方（１） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 レポートの書き方（２） 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第８回 対面 
企業調査（書籍、ビジネス誌や統計資料、

企業サイトなどの調べ方） 

図書館などを活用しながら、情報収集を行い、まとめ

ておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 グループワーク①（テーマの設定） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク②（内容検討～プレゼン資

料作成） 

グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 グループワーク③（プレゼン資料作成） 
グループで検討や議論した内容について、次回まで

の整理しておいてください。 
4 時間 

第１２回 対面 グループワーク④（発表） 

自分たちのグループの報告と他のグループの報告を

比較し、良かった点や改善点についてまとめてきて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 秋学期に向けたガイダンス 
自分が進みたいコースについて、その理由を含めし

っかり検討しておいてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
レポートの書き方（３）添削フィードバッ

クと修正 

配布資料を事前に読んでおいてください。演習後は、

練習した箇所について実践できるようにしておいて

ください。 

4 時間 

第１５回 対面 
定期試験の準備 

春学期の振り返り 

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した

内容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善

点をまとめておいてください。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについて、より具体的に検討してください。 

4 時間 
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科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得および経営学部で学ぶための予備知識の習得 

授業の目的及び概要 

科⽬等履修⽣が⽇本で⼤学⽣活を送る上で必要な能⼒・態度等を⾝につけることを⽬的とした

科⽬です。大学においては、⾃ら学び、⾏動する主体的な学修態度が重要です。この科目では、

そのような大学における学び方や学修技法 (ア力デミツクスキル）を学びつつ、⼤学における

良好な⼈間関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能⼒の向上、将来に向けたキャリ

ア意識の形成を主な目的とします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①⼤学での学修に必要な、基礎的な専⾨⽤語を理解することができる 

②⽇本に留学した⽬的を明確にし、希望進路実現のための計画を作成することできる 

③基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出された課題につきコメントなどを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストはありません。プリントなどの教材を配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書 
①大学生 学びのハンドブック［6 訂版］，    世界思

想社編集部 編，世界思想社，2024 年 
ISBN ①9784790717911 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 70 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

（3クラス合同） 

ガイダンス はじめての大学生活 

シラバス・授業計画説明 

（片岡、張、朴担当） 

ガイダンスの内容についての復習 

秋学期の達成目標を設定する 
4 時間 
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第２回 対面 

（3クラス合同） 

講義ノートの取り方とまとめ方について

学ぶ 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第３回 対面 

（3クラス合同） 

テキストの読み方① 

本を読んで情報を集める。疑問や法顕から

問をたてみよう。 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第４回 対面 

（3クラス合同） 

テキストの読み方② 

問の答えである主張を考える。その根拠を

あつめて考えてみよう。 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第５回 対面 

（3クラス合同） 

レポートの書き方① アカデミックライ

ティングの基本 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第６回 対面 

（3クラス合同） 

レポートの書き方② アカデミックライ

ティングの基本 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第７回 対面 

（3クラス合同） 

資料の探し方 研究と調査のはじめかた 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第８回 対面 

（3クラス合同） 

大学図書館の使い方  

図書館にいって実際に本を借りてみよう。 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習  図書館にいって本を借りてみよう。借り

た本について⾃分の関⼼をもとにレポートをまとめ

る。 

4 時間 

第９回 対面 

（3クラス合同） 

ゼミ発表の仕方① 効果的なプレゼンテ

ーションの方法を学ぶ 発表の構成を考

えよう。 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第１０回 対面 

（3クラス合同） 

ゼミ発表の仕方② 

プレゼンテーションの準備、視覚資料の使

い方、話し方のコツ レジュメをつくろ

う。 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第１１回 対面 

（3クラス合同） 

大学の試験と評価について知る 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

4 時間 

第１２回 対面 
経営学で何を学ぶのか① 経営学編 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

6 時間 

第１３回 対面 

経営学で何を学ぶのか② マーケティン

グ編 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

めてみる。 

6 時間 

第１４回 対面 
経営学で何を学ぶのか③ 会計編 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 授業で示された内容を、わかりやすくまと

6 時間 

2025/05/01

479



 

 

めてみる。 

第１５回 
オンデ

マンド 

（3クラス合同） 

秋学期のふり返りとレポート作成 

（片岡担当） 

事前学習 配布された資料をもとに、調べものや課題

をやり、授業に臨む。 

事後学習 4⽉からの⼤学⽣活について、もういちど

⽇本に来た⽬的と将来の希望する進路をふり返り、

春休みにすべきことを明確にする。 

6 時間 

2025/05/01

480



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を 4 時間 

2025/05/01

481



 

 

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

6 時間 

2025/05/01

482



 

 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

483



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

2025/05/01

484



 

 

第１回 対面 ガイダンス 

新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

4 時間 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

6 時間 

2025/05/01

485



 

 

り組んでください。 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

486



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を 4 時間 

2025/05/01

487



 

 

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

6 時間 

2025/05/01

488



 

 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

489



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を 4 時間 

2025/05/01

490



 

 

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

6 時間 

2025/05/01

491



 

 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

492



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 ガイダンス 

新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

4 時間 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

6 時間 
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り組んでください。 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を 4 時間 

2025/05/01

496



 

 

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

6 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 吉田 明 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大学卒業後、大手鉄鋼メーカーで業務を行いつつ、同社ラグビー部にて

日本代表選手に選ばれるなどの活躍をしてきた。また、私立大学の学生課にてスポーツ推進を

行うとともに、ラグビー部の指導及びマネジメントを行うなどの実務経験を有している。本科

目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

2025/05/01

499



 

 

第１回 対面 ガイダンス 

新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

4 時間 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

6 時間 

2025/05/01

500



 

 

り組んでください。 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

501



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

2025/05/01

502



 

 

第１回 対面 ガイダンス 

新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

4 時間 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

6 時間 

2025/05/01

503



 

 

り組んでください。 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

504



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を 4 時間 

2025/05/01

505



 

 

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

6 時間 

2025/05/01
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第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

507



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 呉原 志賢 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を 4 時間 

2025/05/01

508



 

 

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

6 時間 

2025/05/01

509



 

 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

510



 

 

科目名 基礎演習 B 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 大学での学び方（学修技法や態度）を身につけ、経営学のテーマに取り組む 

授業の目的及び概要 

本科目は、春学期の「基礎演習Ａ」に引き続き、大学での学修に必要となる技法や姿勢、基礎

知識を修得することを目的としています。学修計画を立てる力を養うため、教員の指導のもと、

各自で課題の内容から進捗状況まで管理する手法を学びます。グループワークを通じて、２年

生以降に希望するコースに関連した内容を取り入れ、企業や組織が直面している課題に対して

学修した経営学の知識を活用する手法や、スライド作成やプレゼンテーション、レポート作成

の技法を身に着けます。以上の学修を通して、経営学に関する専門知識を課題に適用し考察す

ることで身につけるとともに、コミュニケーション能力、論理的に表現する力等を身につける

ことを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）書籍やインターネットなどの経営学に関する情報を適切に参照できる。 

（２）レポートを適切な書式で、経営学の基礎的な理論に合わせて作成することができる。 

（３）適切なプレゼンテーション技法に基づき、発表を行うことができる。 

（４）他者とのコミュニケーションを通じ、課題に適切に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目の履修を通して、４年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるととも

に、その基盤を形成することができるように努めて下さい。また２年次のコースやキャリア選

択について、考える機会としてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

2025/05/01

511



 

 

第１回 対面 ガイダンス 

新しい演習クラスとなりますので、まず自己紹介を

行います。さらに夏休みにどのように過ごしてきた

か？計画と照らし合わせてどうだったか？秋学期の

どのようなことに取り組みたいか？等、秋学期の抱

負や目標をまとめておいてください。 

4 時間 

第２回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題についての情報

収集を行い、調査内容まとめておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組②（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第４回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組③（調査、

まとめ作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第５回 対面 
演習クラス内発表に向けた取組④（演習ク

ラス内プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 
合同発表会に向けた取組①（グループ編

成、テーマ設定、役割分担） 

合同発表会に向け、新しいテーマのもと、新しいプレ

ゼンを行います。役割分担に基づき、与えられた課題

についての情報収集を行い、調査内容まとめておい

てください。 

4 時間 

第７回 対面 
合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第８回 対面 
合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ

作業、スライド作成等） 

各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにしてきてください。 

4 時間 

第９回 対面 
合同発表会に向けた取組④（演習クラス内

プレゼン） 

発表の準備と練習を十分に行い、プレゼンに備えて

ください。 

演習内でプレゼン実施後は評価を聞き、良かった点

や改善点を議論をし、プレゼン資料を完成させてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 合同発表会 

すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちの

グループとの比較を行い、良かった点、改善点をまと

めておいてください。 

合同発表会に関するワークシートを完成させて提出

するようにしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
合同発表会の振り返り 

コースガイダンス 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

コースガイダンスの資料を復習し、経営学部の 4 つ

のコースの理解を深めるようにしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 次年度演習の個別ガイダンス 

コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、

自分の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも

照らして、希望するコースや演習クラスについて検

討して下さい。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

り組んでください。 

4 時間 

第１３回 対面 演習申込書の作成(自己 PR、志望理由等） 

自身の長所や短所についてまとめてくることに加え

て、希望するコースや演習クラスについて詳しく調

べてきてください。 

作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・

形式面等を再点検して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科

目の授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備

を計画的に進めてください。 

期末レポート（合同発表会に向けた取組）の作成に取

6 時間 

2025/05/01

512



 

 

り組んでください。 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の振り返り 

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内

容と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点

についてまとめて来てください。 

振り返り結果を踏まえて、春休みや 2 年生の取組に

どのように活かしていくのかということを検討し、

具体的なスケジュールを立ててください。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 経営課題を解決するための IT活用方法の学修 

授業の目的及び概要 

現代の企業において事業を成長させるためにＩＴを如何に活用していくのかが重要な課題とな

っている。本演習では、経営課題にＩＴをどのように活用するべきかを提案できる力を身につ

けるために、まずはＩＴの知識として、基本情報技術者試験に出るレベルの用語を学び、さら

にデジタル人材として必須であるプログラム言語（Python）やビジネスモデルを学ぶ。そして

経営情報論のテキストを学修する。その後、グループ学習として企業における IT 活用について

の文献研究を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

IT の知識を理解し、説明できる。 

プログラミング言語を理解し、機械学習の基礎のプログラミングができる。 

企業での IT 活用について理解し、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト 
①コア・テキスト経営情報論、生稲史彦・高井文子・

野島美保、新世社、２０２１年 
ISBN 0 

参考書 

①スッキリわかる Python 入門 第２版，国本大悟・須

藤秋良、インプレス，２０２３年 

②Python による機械学習入門，須藤秋良、インプレス，

２０２０年 

③ビジネスモデル２．０図鑑, 近藤哲朗、KADOKAWA、

２０１８年 

ISBN 

①978-4295006329 

②978-4295009948 

③978-4046023612 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

IT はビジネスに欠かせないものです。興味を持って取り組んで下さい。 

春学期、情報ストラテジ、情報マネジメント、情報テクノロジーの授業は履修してください。

（IT パスポート合格者は除く） 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

進め方の説明 

Python入門 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】授業中に作成したプログラミングを再度コ

ーディングすることで理解を深めてください。次回

までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第２回 対面 Python入門② 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成したプログラミングを再度コ

ーディングすることで理解を深めてください。次回

までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第３回 対面 Python入門③ 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成したプログラミングを再度コ

ーディングすることで理解を深めてください。次回

までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第４回 対面 機械学習入門① 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成したプログラミングを再度コ

ーディングすることで理解を深めてください。次回

までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第５回 対面 機械学習入門② 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成したプログラミングを再度コ

ーディングすることで理解を深めてください。次回

までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第６回 対面 機械学習入門③ 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成したプログラミングを再度コ

ーディングすることで理解を深めてください。次回

までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第７回 対面 現代の情報システムと企業経営 

【予習】教科書第１章を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

4 時間 

第８回 対面 インターネットと企業経営 

【予習】教科書第２章を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

4 時間 

第９回 対面 モバイルのビジネスの特性と可能性 

【予習】教科書第３章を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 経営情報システムと経営戦略論 

【予習】教科書第４章を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 
企業経営におけるコンピュータ利用の変

遷 

【予習】教科書第５章を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 オンラインシステムの技術進歩、発展 

【予習】教科書第６章を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 流通を高度化する情報システム 
【予習】教科書第７章を事前に読んでおいてくださ

い。 
4 時間 
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【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

第１４回 
オンデ

マンド 
生産を高度化する情報システム 

【予習】教科書第８章を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

4 時間 

第１５回 対面 経営資源としての情報システム 

【予習】教科書第９章を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業中に議論した内容に基づき復習をして

おいて下さい。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 起業・新規事業立ち上げのためのリーダーシップ （基礎） 

授業の目的及び概要 

新たに起業するため、または既存の会社で新規事業を立ち上げるために必要なリーダーシップ

はどういうものか。 

民間企業の多数の部門で永らく実務をやってきた教員の知見を活かし、解き明かして行きます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

演習での取組みを通して、以下の到達目標の達成を目指します。 

① リーダーシップに関する理論を理解し、諸事象を説明できる。 

② 上記理論を使って、実践的課題に取り組み、問題意識をもって考察し、そして発表や論述が

できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表・報告等について、コメントするとともに、ゼミ生全員で共有します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 

意思決定論文ベスト 10 意思決定の教科書，ハーバー

ド・ビジネス・レビュー編集部，ダイヤモンド社，2019

年 

ISBN 9784478107577 

参考書 リーダーシップに関する教材を適宜配付します。 ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 50 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

学期末に、学修した内容、得られた知見についてレポートを提出すること。 

・研究成果等は、別途指示する方法にて提出し、蓄積すること。 

・学生研究発表大会に向けてグループ（班）で準備する。 

・卒業後の進路に向けた目標を立て、それに向けた計画を立てること。 

・ラーニング・ポータルに掲載する情報・資料は、事前に読んで授業に臨むこと。 

・授業ではメモをとりながら、内容を理解すること。 

・授業後は、資料を読んで重要な内容を復習しておくこと。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

「ガイダンス」 

・授業の目的・方法、授業の到達目標、授

業計画、受講者の心得、成績評価などにつ

いて説明します。 

・自己紹介およびアイスブレイクを行な

います。 

・第 3 回以降は、レジュメを作成・発表し

てもらうので、研究テーマを軸にして班分

けします。 

事前および事後）自分が研究したいテーマを考察す

ること。 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
レポートや論文の書き方 講義内容および資料をもとに、重要事項の確認。 4 時間 

第３回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第４回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第５回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第６回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第７回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第８回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第９回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第１０回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第１１回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第１２回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第１３回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 

4 時間 

第１４回 対面 
担当班が作成・発表するレジュメに基づき

議論します。 

事前）担当班は、レジュメの準備。 

事後）全員、授業後振り返って、重要な内容を復習。 
4 時間 
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発表にあっては、指定した資料を要約する

こと。 

第１５回 対面 
ビジネス・ゲーム（仕事体験）および今学

期の振り返り。 
ビジネスに必要な素養・作法など、復習のこと。 4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 引地 夏奈子 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計理論と企業分析の基礎を学ぶ 

授業の目的及び概要 

この授業は、会計学について深く学修し、より専門的な知識の修得を目的とした、会計職業人

を目指す履修者のため演習である。体系的・効率的に簿記・会計学を学び、確実な知識の定着

を進める。また、会計職業人に要請されるスキルや思考力を身につけることを目的とし、ワー

クショップにより演習を行う。さらに、簿記・会計理論面の知識のみならず、経営や経済等幅

広い教養を備え、総合的なビジネスセンスを身につけた、高度な会計職業人育成を目指す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①企業会計の仕組みおよび社会的役割についての議論を通じて、現行会計理論および制度の問

題点を見つけることができるようになる。 

②財務情報から、企業を分析することができるようになる。 

③経営戦略と企業会計との関係性について理解することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物については、個別に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 初回授業にて指示します。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
自己紹介、今後の進め方についてのオリエ

ンテーション、実力テスト 

【予習】日商簿記 2級、会計学基礎の学修範囲を完璧

に理解しておくこと。 

【復習】各自が使用するテキストの授業で扱った箇

所を十分に理解し、復習しておくこと。計算問題につ

6 時間 
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いては、間違うことがないレベルになるまで練習す

ること。 

第２回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第３回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第４回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第５回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第６回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、日商簿記検定１級予想問題 

【予習】日商簿記 1級範囲について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な始点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】日商簿記 1級範囲を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第７回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】日商簿記 1級範囲について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な始点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】日商簿記 1級範囲を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第８回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】日商簿記 1級範囲について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な始点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】日商簿記 1級範囲を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第９回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】日商簿記 1級範囲について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な始点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】日商簿記 1級範囲を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第１０回 対面 

財務会計理論、財務分析 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第１１回 対面 財務会計理論、財務分析 【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく 6 時間 

2025/05/01

521



 

 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

第１２回 対面 

発表大会テーマ報告 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第１３回 対面 

発表大会テーマ報告 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第１４回 対面 

発表大会テーマ報告 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】指示した箇所について、十分に予習しておく

こと。指定した日経記事について、会計的な視点から

説明することができるように準備すること。 

【復習】授業で扱った箇所を十分に理解し、復習して

おくこと。計算問題については、間違うことがないレ

ベルになるまで練習すること。 

6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

春学期の総括 

春学期に扱った会計処理・財務会計理論の

振り返り 

【予習】指示した箇所について十分に予習しておく

こと。 

【復習】春学期で学修した全範囲について十分に理

解し、復習し、秋学期までにさらに力をつけておくこ

と。夏休み中に発表大会に向けてテーマについて調

査しておくこと。 

6 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 徳丸 義也 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 

多様なデータが生かされ、リアル店舗と EC サイトの継ぎ目のない買物体験、消費者との絆を

深める 

―進化するデジタルマーケティングの戦略とマネジメントを学ぶ 

授業の目的及び概要 

１年生で学んだマーケティングの基礎理論（STP や 4P）の概念を振り返りながら、デジタル・

マーケティングの理論や概念をアマゾンやメルカリ、無印良品などの身近な事例を通じて体系

的な理解を進めます。デジタル時代におけるマーケティングの製品戦略、価格戦略、チャネル

戦略、プロモーション戦略の進化と拡張について理解することで、DX 化のもとでの現代ビジネ

スの業務変革やビジネスモデルについての課題を発見し、戦略を構想する力を身につけます。 

履修条件・留意点 特になし 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①デジタルマーケティングの基礎的概念を理解する 

②ビジネスモデルの基礎的概念を理解し説明することができる 

③デジタル技術を通じたビジネスモデルの課題について考え、意見を述べることができる 

④チーム活動を通じて課題解決に貢献し、コミュニケーション力やチームワーク力を身につけ

ることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポートおよびプレゼンテーション、実践活動についての講評を行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／

プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

①1 からのマーケティング，石井淳蔵，碩学舎，2020

年 

  テキストは授業で使用しますので必ず購入してく

ださい。 

②１からのデジタル･マーケティング，西川秀彦，碩学

舎，2019 年 

  テキストは授業で使用しますので必ず購入してく

ださい。 

ISBN 0 

参考書 
デジタルマーケティング入門，宇都 雅史，かんき出版， 

2023 年 
ISBN 978-4761276607 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に マーケティングの基礎理論をふまえてデジタル技術を通じたビジネスモデルの課題についての
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あたって 考えや意見を述べることができる。 

ゼミの授業では、全員が必ずこれらのテーマに関わって、説明したり、質問したり、意見交換

をしたり、ディスカッションを必須としています。 

プレゼンや文章作成も含めて、自らが発信することは学びの目的の一つでもあり、学びそのも

のです。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の目的と方法  授業計画 到達目

標 成績評価について説明します。  

授業計画は進捗度やフィールドワークの

関係上変更する場合があります。 

事前にシラバスを読んで準備しておく。 

授業後目的についてふりかえる。 
4 時間 

第２回 対面 

『1からのマーケティング』のふりかえり 

第 3 章「マーケティングの基本概念」 

第 4 章「製品のマネジメント」 

解説と質問、意見交換 

事前に第 3 章・4章を予習しておくこと 

授業後、第 3 章・4 章を振り返ること 
4 時間 

第３回 対面 

『1からのマーケティング』のふりかえり 

第５章「価格のマネジメント」 

第 6 章「広告のマネジメント」 

解説と質問、意見交換 

事前に第５章・第 6 章を予習しておくこと 

授業後、第５章・第 6章を振り返ること 
4 時間 

第４回 対面 

『1からのマーケティング』 

第 7 章「チャネルのマネジメント」 

解説と質問、意見交換 

事前に第７章を予習しておくこと 

授業後、第７章を振り返ること 
4 時間 

第５回 対面 

『1からのデジタルマーケティング』 

第 1 章「デジタル時代のマーケティング」 

解説と質問、意見交換 

事前に、第 1 章を予習しておくこと。 

授業後、第 1 章を復習しふりかえること。 
4 時間 

第６回 対面 

『1からのデジタルマーケティング』 

第２章「デジタル社会の消費者行動」 

解説と質問、意見交換 

事前に第２章を予習しておくこと 

授業後、第２章を振り返ること 
4 時間 

第７回 対面 

『1からのデジタルマーケティング』 

第 3 章「デジタル社会のビジネスモデル」 

解説と質問、意見交換 

事前に、第３章を予習しておくこと。 

授業後、第３章を復習しふりかえること。 
4 時間 

第８回 対面 

『1からのデジタルマーケティング』 

第４章「デジタル・マーケティングの基本

概念」 

解説と質問、意見交換 

事前に、第４章を予習しておくこと。 

授業後、第４章を復習しふりかえること。 
4 時間 

第９回 対面 

『1からのデジタルマーケティング』 

第５章「製品戦略の基本」 

解説と質問、意見交換 

事前に、第５章を予習しておくこと。 

授業後、第 5 章を復習しふりかえること。 
4 時間 

第１０回 対面 

『1からのデジタルマーケティング』 

第７章「価格戦略の基本」 

解説と質問、意見交換 

事前に、第７章を予習しておくこと。 

授業後、第７章を復習しふりかえること。 
4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

デジタルマーケティングをふりかえる動

画教材にもとづくレポート作成 

次々回の授業までに作成提出 

事前に、レポート作成について検討しておくこと。 

授業後、レポートの作成。 
4 時間 

第１２回 対面 

『1からのデジタルマーケティング』 

第９章「チャネル戦略の基本」 

解説と質問、意見交換 

事前に、第９章を予習しておくこと。 

授業後、第９章を復習しふりかえること。 
4 時間 

第１３回 対面 

『1からのデジタルマーケティング』 

第 11章「プロモーション戦略の基本」 

解説と質問、意見交換 

事前に、第 11 章を予習しておくこと。 

授業後、第 11 章を復習しふりかえること。 
4 時間 

第１４回 対面 
SNSマーケティングの運用、分析 

システムの運営方法の検討 

事前に運営方法について検討しておくこと。 

授業後、運営方法についてふりかえること。 
4 時間 

第１５回 対面 授業のふりかえりとまとめ 
事前に授業について振り返る 

授業について振り返る 
4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 食料品の流通・マーケティング研究 

授業の目的及び概要 

本演習は、マーケティング戦略コースに該当します。本演習は、食料品流通のしくみ、食品産

業の現状やマーケティング活動などについて理解を深めることが目的です。演習での活動を通

じて、流通やマーケティングに関する理解を深め、理解した内容をわかりやすく他者に伝える

能力を高めていきます。春学期は、主に 1．食料品の流通のしくみ、2．消費者が食品を購入す

る場である小売業のマーケティング活動などについて学んでいきます。 

 また、ゼミとして企業の方のお話を聞く機会や現場に触れる（フィールドワーク）機会もも

ちたいと考えています。 

履修条件・留意点 

留意点 

授業にはノートパソコン、タブレットなどを持参することを推奨します（毎回）。 

報告やグループワークの内容（意見交換等）を整理する際に使用します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．食料品の流通のしくみ、小売業のマーケティング手法を理解することができる 

2．食料品の流通のしくみ、小売業のマーケティング手法など授業で理解した内容を整理し、そ

の内容を他者に伝えることができる 

3．グループワークに積極的に参加し、他者と協力して行動することができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
フードシステム，藤島廣二・伊藤雅之編，筑波書房，

2021 年 
ISBN 0 

参考書 

①販売管理論入門〈改訂版〉，坪井晋也・河田賢一編著，

学文社，2021 年 

②食品の流通経済学，菊地哲夫，農林統計出版，2013

年 

③フードシステムの経済学第 6 版，時子山ひろみ・荏

開津典生，医歯薬出版，2019年 

④わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上

幹，有斐閣アルマ，2023 年 

・その他の参考書については、授業中に適宜紹介しま

す。 

ISBN 

①978-4762030482 

②978-4897322827 

③978-4263707401 

④978-4641222199 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 
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その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本演習ではグループでの活動が多くなります。グループワークに主体的・積極的に参加するこ

とを期待します。グループワークに積極的に参加（他の発表者への積極的なフィードバックや

質問含む）し、他者と協力して行動する学生を評価します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

 授業の概要、到達目標、成績評価の方法

等について説明します。テキスト報告のグ

ループ分けを行います。 

事前学修：シラバスを読んでください。 

事後学修：ガイダンスでの説明内容を復習するとと

もにテキストを一読してください。 

4 時間 

第２回 対面 

テキスト報告の準備 

 食料品流通に関する基礎的な説明を行

った後、テキストの概要、テキスト報告の

ルール等を説明します。テキスト報告の担

当を決めます。 

事前学修：グループで相談し、テキスト報告の担当箇

所を考えてください。 

事後学修：テキストを読み、報告準備を進めてくださ

い。 

4 時間 

第３回 対面 

テキスト報告（1章・2 章・3 章） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前学修：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自

分の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準

備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第４回 対面 

テキスト報告（4章・5 章・6 章） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前学修：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自

分の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準

備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第５回 対面 

テキスト報告（7章・8 章・9 章） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前学修：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自

分の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準

備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第６回 対面 

テキスト報告（10 章・11章・12章） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前学修：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自

分の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準

備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第７回 対面 

テキスト報告（13 章・14 章・テキスト全

体の振り返り） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前学修：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自

分の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準

備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第８回 対面 

食料品の流通および小売業に関する情報

の収集・整理 

 食料品の流通や食品企業のマーケティ

ング活動に関する情報の収集・整理に向け

た準備（グループで調査するテーマの設

定、調査内容、担当について相談等）を行

います。 

事前学修：食料品の流通や食品企業のマーケティン

グ活動に関する基礎データを調べておいてくださ

い。 

事後学修：今回の意見交換を踏まえて、報告準備をし

てください。 

4 時間 

第９回 対面 
特別講演 

実務者（食品流通業）による特別講演 

事前学修：講演内容に関する基礎的内容を調べてお

いてください。 

事後学修：講演の内容をノート等にまとめておいて

ください。 

4 時間 

第１０回 対面 
調査の実施 

 グループごとに担当箇所の進捗状況に

事前学修：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回
4 時間 
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ついて報告後、全員で意見交換を行いま

す。 

の内容の振り返りをしてください。 

第１１回 対面 

調査の実施 

 グループごとに担当箇所の進捗状況に

ついて報告後、全員で意見交換を行いま

す。 

事前学修：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

調査の実施 

 グループごとに担当箇所の進捗状況に

ついて報告後、全員で意見交換を行いま

す。 

事前学修：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

報告会 

 調査結果の報告会を行います。報告後、

質疑応答、意見交換を行います。 

事前学修：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

報告会 

 調査結果の報告会を行います。報告後、

質疑応答、意見交換を行います。 

事前学修：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

春学期のまとめ（OD） 

 春学期のまとめを行います。 

事前学修：グループ発表で取り組んだ内容をまとめ

てください。 

事後学修：これまでの授業内容を復習してください。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 企業活動に関する理論と現象についての学修 

授業の目的及び概要 

現代社会における経済主体として大きな影響力を持つ企業、その組織や活動を理解することは、

社会の一員として欠かせないことです。特に経営学部の学生はそれらを理解するだけではなく、

論理的に説明する力が必要です。この授業では、1 年生 の時に学習した諸理論を確かめながら、

更に「企業活動(経営管理・経営戦略)」の理論を学修し、それに関連する経営現象を理解・説

明するうえで必要な情報を自ら探し、まとめ、発表する練習をします。それを通して経営学部

生としての基本素養を身に着け、将来に社会人・企業人として活躍していく上で必要な知識や

技能の基盤を築くことを目的にします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①経営現象を説明するためのツールとして経営学の基本的な理論が理解できる。 

②自ら情報を収集し、それをまとめて資料を作成することができる。 

③他人の意見を聞きながら自分の意見を表現し、より良い結果を導き出すことができる。 

④他人と協力して得られた成果をプレゼンテーションとして発表することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 演習内の報告や課題について、演習内で振り返りとそれについての話し合いの時間を設けます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
新しいビジネスをつくる，加護野忠男・吉村典久，碩

学舎，2021 年 
ISBN 9784502394713 

参考書 
経営学入門キーコンセプト，井原久光編著，ミネルヴ

ァ書房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この演習は、教員の指導の下で学生自らが積極的に行動することが学びの前提になる科目です。

より積極的な参加がより大 きな学びや成長に繋ががることを意識しながら行動してください。

そして、グループワークでは、結果物を得るまでのプロセスの中で、責任感を持ってお互いに

協力しながら取り組んでください。教員と受講生、そして受講生同士がお互いに良い影響を与

えるよう、授業に臨んでいきましょう。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 
【ガイダンス】 

自己紹介・演習についての説明をします。 

【事前学修】 

自己紹介・自己アピール・学びたいことを考える。 

【事後学修】 

取り組みたいテーマを考える。 

4 時間 

第２回 対面 
『新しいビジネスをつくる』 

第 1 章 「会社」と「社会」 

【事前学修】 

テキストの第 1章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第３回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 2 章 「会社」を立ち上げるのに必要な

「志」 

【事前学修】 

テキストの第 2章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第４回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 3 章 会社を立ち上げるのに必要な「手

段」 

【事前学修】 

テキストの第 3章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第５回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 4 章 「会社」を動かし始めるのに必要

な「表側」の事業戦略 

【事前学修】 

テキストの第 4章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第６回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 5 章 「会社」を動かし続けるのに必要

な「裏側」の事業戦略 

【事前学修】 

テキストの第５章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第７回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 6 章 「会社」を動かし始める、続ける

のに必要な「カネ」 

【事前学修】 

テキストの第 6章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第８回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 7 章 「会社」を動かし始める、続ける

のに必要な「カネ」の難しさ 

【事前学修】 

テキストの第 7章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第９回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 8 章 「会社」を動かし始める、続ける

のに必要な「ヒト」の工面 

【事前学修】 

テキストの第 8章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１０回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 9 章 「会社」を動かし始める、続ける

のに必要な「ヒト」の難しさ 

【事前学修】 

テキストの第 9章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１１回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 10 章 「会社」をさらに動かし続ける

のに必要な企業戦略 

【事前学修】 

テキストの第 10 章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１２回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 11 章 「会社」をさらに動かし続ける

のに必要な国際化の戦略 

【事前学修】 

テキストの第 11 章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１３回 対面 

『新しいビジネスをつくる』 

第 12 章 「会社」をさらに動かし続ける

のに必要な「ヒト」と「ヒト」の関係 

【事前学修】 

テキストの第 12 章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１４回 対面 
『新しいビジネスをつくる』 

第 13章 再度、「会社」と「社会」 

【事前学修】 

テキストの第 13 章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
【春学期のまとめ】 

【事前学習】 

春学期の授業を振り返る。 

夏休みの計画発表に向けて準備を行う。 

【事後学習】 

期末レポートを作成する。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 勝 健真 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 現代の企業や組織のあり方について考える 

授業の目的及び概要 

この授業では、現代の企業や組織の諸課題に関する調査・分析を通じて、幅広い見識を身につ

けることを目指します。また、調査・分析した結果を論理的に説明するためのプレゼンテーシ

ョン能力を養い、社会人として活躍していく上で必要な知識・技能の基盤を築くことを目的と

しています。 

演習では、ディスカッションと発表・報告を積極的に行い、主体的に行動する力、協働力、リ

ーダーシップ力、論理的思考力等を高めていきます。そして、秋学期に開催される学生研究発

表大会への出場につなげていきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・学修した知識や自分の考えを論理的な文章でに書くことができる。 

・自分の考えや意見をまとめて、他者にわかりやすく伝えることができる。 

・他者と協力・協働しながら、物事を進めることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 グループ、または個人による発表・報告や、提出物に対するフィードバックを随時行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストは指定しません。 

必要な資料は、授業時に適宜配布します。 
ISBN 0 

参考書 適宜紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目は、学生の皆さんの主体的・積極的な姿勢が最も重要です。そして、失敗を恐れず様々

なことに挑戦する気持ちを持ち、実際に行動に移していってください。失敗や苦悩は、成長の

ための大きな原動力となります。楽な道と苦しい道があったときは、迷わず苦しい道を選べる

人になってほしいです。その選択をしたことが必ず、のちに大きな成果（力）となって現れる

はずです。共に成長していきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到

達目標、成績評価等） 

目標レポートの作成 

現在の企業や組織が抱える課題や問題について具体

的に調べ、まとめてくること。 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
本の読み方とレポート作成について 

現在の企業や組織が抱える課題や問題に関連する書

籍を借りて、その本の読み、要約をしておくこと。 
4 時間 

第３回 対面 
自己分析①（インパクトのある自己紹介に

ついて考える） 

授業資料（レジュメ）を読み返し、重要なポイントを

復習しておくこと。 

自分の長所と短所についてまとめてくること。 

4 時間 

第４回 対面 
自己分析②（90 秒間自己紹介に向けた発

表原稿の作成） 

授業資料（レジュメ）を読み返し、重要なポイントを

復習しておくこと。 

90 秒間自己紹介の発表原稿の修正と発表練習をして

おくこと。 

4 時間 

第５回 対面 90 秒間自己紹介のスライド作成 

自己紹介スライドを作成するにあたって、スライド

に入れ込む内容について考えてくること。 

スライド資料を見直し、適宜修正を加え、発表練習を

しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 90 秒間自己紹介発表会 
自身の発表を振り返り、他の学生の発表と比較して、

良かった点や、反省点・改善点をまとめてくること。 
4 時間 

第７回 対面 
グループワーク報告会に向けた取組①（グ

ループ編成、テーマ決め、役割分担） 

授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を復習し

ておく。 

教員が指定した資料を読み、コミュニケーションを

図る上で重要ポイントについてまとめてくる。 

4 時間 

第８回 対面 
グループワーク報告会に向けた取組②（デ

ィスカッション、まとめ作業） 

各自が情報収集を行い、内容をまとめて、次回の授業

で報告できるようにすること。 

報告会に向けたスライド資料を作成すること。 

4 時間 

第９回 対面 
グループワーク報告会に向けた取組③（デ

ィスカッション、まとめ作業） 

各自が情報収集を行い、内容をまとめて、次回の授業

で報告できるようにすること。 

報告会に向けたスライド資料を作成すること。 

4 時間 

第１０回 対面 
グループワーク報告会に向けた取組④（発

表練習） 

グループ毎に集まりスライド資料を見直し、適宜修

正を加え、全員が報告のイメージを持っておくこと。 

各自発表練習をしてくること。 

4 時間 

第１１回 対面 グループワーク報告会 

報告会の結果を踏まえて、自分たちのグループの改

善点を改めて検討するとともに、個々人でもグルー

プワーク全体を通した改善点・反省点を考える。 

4 時間 

第１２回 対面 

学生研究発表大会に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ決めに向けたディスカッシ

ョン） 

研究発表大会のテーマ決めに向けて、各自が自分の

考えをまとめてくること。 

テーマ決めのための事前調査を行うこと。 

4 時間 

第１３回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組②（テーマ

決め） 

学生研究発表大会のテーマを決めるための事前調査

を行うこと。 

テーマ報告会に向けた情報収集を行うこと。 

4 時間 

第１４回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組③（テーマ

報告会） 

学生研究発表大会のテーマ報告会に向けた資料作成

と報告の練習を行うこと。 

学生研究発表大会に向けた調査を行うこと。 

4 時間 

第１５回 対面 
春学期の総括 

振り返りレポートの作成 

春学期の学修状況や自身の行動について振り返り、

評価できる点や反省点・改善点をまとめて、発表する

ための準備をしておく。 

振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組

みについてより具体的に検討し、行動計画を作成す

ること。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
生産管理の教科書を活用しながら、トヨタ自動車の事例によるケースメソッドを用いて、その

理論と実践を修得する。 

授業の目的及び概要 

トヨタ自動車を事例に、その経営学の理論を修得する。その範囲は、生産管理を基本とするが、

ものづくり企業の競争力・大量生産システム（トヨタ生産方式）・品質管理・コスト管理（製造

原価企画）・納期管理・製品開発・国際経営など、事業戦略・競争戦略など幅広く取り扱う。ま

たゲストスピーカーを招待し講演いただくことや、経済新聞・ビジネス紙を補足的に使用し、

生きた経営に触れることによって、大学と経済社会の橋渡しの一助とする。 

履修条件・留意点 

・ものづくりの会社（製造業）に関心があること。 

・教科書を購入すること。文献（本）を読むこと。 

・他人の意見を聞き、自分の意見を述べ、ディスカッションする意思があること（沈黙は厳禁）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

トヨタ自動車の事例を通じて、ものづくり企業の競争力・大量生産システム（トヨタ生産方式）・

品質管理・コスト管理（製造原価企画）・納期管理・製品開発・国際経営など、事業戦略・競争

戦略などを理解し、その理論を修得すること。および経営管理の基本的な知識や理論を、経営

の実務に適用できる基礎力を身に付けることが、本授業の目標である。具体的には、 

①トヨタ生産方式を事例に、オペレーションマネジメントを説明できる。 

②競争戦略と事業戦略の違いを理解し、戦略立案の基礎知識を理解し、説明できる。 

③ものづくり企業において、どのような製品開発を実行しているか、説明できる。 

④トヨタの数度に渡る危機を事例に、マネジメントコントロールとしての矛盾と発展の仕組み

を、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・発表内容における論点不足や論理性の課題は、授業の中でフィードバックする。 

・発表方法やファシリテーション（議事進行）の課題は、授業の中でフィードバックする。 

・ディスカッションにおける形式的な課題は、授業の中でフィードバックする。 

・レポートや論文上の課題は、個別にフィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発

表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
この 1 冊ですべてがわかる 生産管理の基本，富野貴

弘，日本実業出版社，2017 年 
ISBN 9784534054739 

参考書 

①トヨタ生産方式 脱規模の経営をめざして，大野耐

一，ダイヤモンド社，1978 年 

②生産マネジメント入門Ⅰ 生産システム編，藤本隆

宏，日本経済新聞出版社，2001 年 

③生産マネジメント入門Ⅱ 生産資源・技術管理編，

藤本隆宏，日本経済新聞出版社，2001 年 

ISBN 

①9784478460016 

②9784532132057 

③9784532132064 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 70 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

「経営学は、経営の役に立ってこそ、意味がある」のスタンスでゼミを進めたいと思います。

実業界では不確実性（＝将来は誰もわからない）を前提に、正解の分からない中で、判断し実

行することが求められます。よって積極的にゼミに参加し、ディスカッションすること、他人

の意見を聞き自分の意見を主張することを大切にしてほしいと思います。ゼミは教師が学生に

教える場ではなく、正しいと思うことを探す場（真実の探求）です。人財育成目標は、「T 型人

財」です。経営管理全般に対して経営学の知識と知見を備えつつ、自分の得意分野では誰にも

負けない専門知識を修得してほしいと思います。そしてそれを武器に、社会へ旅立つ準備をし

ましょう。会社員生活 35 年の小職が、それを少しだけお手伝いいたします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

①ゼミ参加者紹介（タコ紹介）、②ゼミの

進め方（教科書、発表など）、③その他 

事前学修：シラバスを一読のこと、自分を説明する準

備。 

事後学修：ゼミの進め方の復習 

4 時間 

第２回 対面 
「ものづくり企業の競争力」（教科書第 1

章）を学ぶ 

事前学修：教科書（第 1 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第３回 対面 

教科書第 1 章に対して、トヨタの強み弱み

を考える 

＊資料は別途配布予定 

事前学修：教科書（第 1 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第４回 対面 
「大量生産システムの誕生と進化」（教科

書第 2 章）を学ぶ 

事前学修：教科書（第 2 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第５回 対面 
教科書第 2 章に対して、トヨタ生産方式を

学ぶ（共通点や相違点） 

事前学修：教科書（第 2 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第６回 対面 「品質管理」（教科書第 3章）を学ぶ 

事前学修：教科書（第 3 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第７回 対面 
教科書第 3 章に対して、トヨタの品質管理

について学ぶ 

事前学修：教科書（第 3 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第８回 対面 「コスト管理」（教科書第 4 章）を学ぶ 

事前学修：教科書（第 4 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第９回 対面 
教科書第 4 章に対して、トヨタのコスト管

理、特に原価企画と VA/VE について学ぶ 

事前学修：教科書（第 4 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第１０回 対面 
「納期管理」（教科書第 5 章）について学

ぶ 

事前学修：教科書（第 5 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第１１回 対面 
教科書第 5 章に対して、トヨタ自動車の実

際を学ぶ 

事前学修：教科書（第 5 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 
4 時間 
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事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

第１２回 対面 
「製品開発の基礎」（教科書第 6 章）を学

ぶ 

事前学修：教科書（第 6 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第１３回 対面 「生産開発と競争力」（教科書第 7 章） 

事前学修：教科書（第 7 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第１４回 対面 
教科書第 6 章第 7 章に対し、トヨタ自動車

の事例として「プリウス」のケースを扱う 

事前学修：教科書（第 7 章）や文献を読み、ポイント

を理解の上、不明な点や疑問点を整理する。 

事後学修：ゼミ生や教員の説明により理解が深まっ

たかを確認の上、ものづくり企業の課題を理解する。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

演習全体を通じて、習得すべき理論（含む

キーワード、キーコンセプト）を復習する。 

事前学修：不要 

事後学修：オンデマンドで、本演習の纏めを再読し、

習得すべく理論が身に付いたか、評価の上自習する。

習得するとは、覚えることではなく、それを他社に説

明できると同時に、それに従った行動が出来るかで

ある。最後に「経営は仮説と検証による実践」である

ことを、思い出してほしい。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 物流へのアプローチ：経済・経営の要である「物流」の知識を深める 

授業の目的及び概要 

私たちが欲しいと思ったものがスマートフォンのタップ数回ですぐ入手できるような日常や，

救援物資などが必要とされる災害時には，共通して「ものをはこぶ」という行為が必ず発生し

ています。これが物流の一側面です。よく物流は「経済の血流」とも言われますが，滞りなく

流れていて当たり前，異常が起こった際にその重要性に気づくものであると私は考えています。

この物流という機能は企業経営にも大きな影響を与えるもので，派手さこそありませんが，非

常に重要なものとして位置付けられます。この物流について様々な角度からアプローチし，企

業経営課題にも考えを及ばせることができることを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

企業にとっての物流の役割を説明できる。 

具体的には， 

・物流の 6 大機能について概要を説明することができる 

・日本における物流の課題について理解し，示唆を出すことができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
時間内で適宜フィードバックをおこないます。出席者のディスカッションでも示唆を得らえる

と考えます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
改訂第 2 版 ロジスティクスの基礎知識，浜崎章洋著，

海事プレス社，2020 年 
ISBN 9784905781585 

参考書 

参考書① 低炭素型サプライチェーン経営-MFCA と

LCA の統合，國部克彦編著・伊坪徳宏編著・中嶌道靖

編著・山田哲男編著，中央経済社，2015 年 

参考書② SDGs (持続可能な開発目標)，蟹江憲史著，

中央公論新社，2020 年 

ISBN 
①9784502145612 

②9784121026040 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 10 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業活動へ密接にかかわる物流の役割は，企業の要となり得るものです。ぜひ知識を深めてく

ださい。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
物流とは：イントロダクションとして，国

内物流についての概要を把握します。 

予習：事前配布の資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイント，ご自身の周辺にある物流

に関するトピックをピックアップしておいてくださ

い。 

4 時間 

第２回 対面 

物流俯瞰：第 1 回に続き国内物流について

俯瞰していきます。ディスカッションをお

こない，理解を深めます。 

予習：テキスト第 1 章の 1-4 を一読して臨んでくだ

さい。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第３回 対面 
物流の役割：輪読後に，ディスカッション

をおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 1 章の 5-9 を一読して臨んでくだ

さい。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第４回 対面 
物流の仕事：輪読後に，ディスカッション

をおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 2 章を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第５回 対面 
物流の 6大機能①：輪読後に，ディスカッ

ションをおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 3 章の 18-22 を一読して臨んでく

ださい。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第６回 対面 
物流の 6大機能②：輪読後に，ディスカッ

ションをおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 3 章の 23-28 を一読して臨んでく

ださい。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい 

4 時間 

第７回 対面 
物流マネジメント：輪読後に，ディスカッ

ションをおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 4 章を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第８回 対面 
物流の展望①：輪読後に，ディスカッショ

ンをおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 5 章 36-39 を一読して臨んでくだ

さい。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第９回 対面 

物流の環境経営の活動事例をみる：これま

でおこなわれてきた企業の活動事例から

環境負荷低減へのアプローチを学修しま

す。 

予習：事前配布の資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１０回 対面 
物流の展望②：輪読後に，ディスカッショ

ンをおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 5 章 40-43 を一読して臨んでくだ

さい。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

◆物流の表面化した課題をみる：第 1 回・

第 2 回と関連し，物流業界の課題など実例

を学修します。 

予習：事前配布の資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい 

4 時間 

第１２回 対面 
国際物流①：輪読後に，ディスカッション

をおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 6 章を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
国際物流②：輪読後に，ディスカッション

をおこない理解を深めます。 

予習：テキスト第 7 章を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

これまでの授業内容から，物流について穴

埋め問題と，小論文に取り組んでいただき

ます。 

予習：これまでの講義内容のポイントを振り返って

おいてください。 

復習：テストのポイントを振り返っておいてくださ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総復習：第 1 回から第 14 回までの最重要

ポイントをまとめたものを共有します。 

予習：配布資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ サービス化社会で活かせるマーケティングマインドの醸成 

授業の目的及び概要 

本演習では，実はとても身近な「サービス」を扱うサービスマーケティングを対象した学び・

研究を行います。担当教員はサービス研究（サービスマーケティング，サービスマネジメント，

サービスにまつわる消費者行動）が専門です。 

テーマに掲げたマーケティングマインドとは「ある製品・サービスが競合とどう違うのか，顧

客・利用者にとってどのように役立ち生活や人生を豊かにするのかをマーケティング論・消費

者行動の知識を使って考えられること」ことをいいます。 

このテーマのもと，専門演習 IA・IB（ゼミ）の目的は 5 つあります。 

1. マーケティング論や消費者行動の基本的な専門用語に慣れること。 

2. 実社会でどんなマーケティング論や消費者行動の話題があるかを知ること。 

3. マーケティング論や消費者行動のテーマの中で自分の興味・関心を見つけること。 

4. 調べる，読む，分析する，書く，伝える，質問するスキルを身につけること。 

5. スライドなどの資料をわかりやすく作成し発表すること。 

これらを達成するため，当ゼミではマーケティング論・消費者行動論の入門書を読んでサービ

スマーケティングの基礎知識をより固めたり，業界専門紙『日経 MJ』やその他専門誌の記事に

ついて調査・報告・質疑応答をしたり，自分やチームの興味・関心を分析するのに適した基本

的なマーケティングリサーチについて理解を深めたりします。研究対象は興味関心のあること

の中から各自・チームで決めます。 

履修条件・留意点 

この専門演習におけるマーケティングは基本的に BtoC (B2C) です。 

1 年間を通してこの専門演習 IA・IB を受講する間に，ビジネス統計学 I（できればビジネス統

計学 II も）・マーケティングリサーチ・消費者行動論を履修することが望ましいです（ただし，

他の授業との兼ね合いなどで難しい場合は 3 年次になってから履修しても構いません）。 

受講者の理解・進度などで授業計画を調整する場合があります。 

アクティブラーニングの取組みは受講者数や進度によってすべて行わない場合があります。 

必ずパソコンを持参してください（タブレットは不可）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 特にサービスに関するマーケティング論や消費者行動論の重要な概念・キーワードを把握し

理解できる。 

2. 自分の興味・関心があることを重要性・理由とともに他者にわかりやすく伝えることができ

る。 

3. 他者の興味・関心を理解し，適切な質問やコメント・助言を行うことができる。 

4. 自分およびチームの課題について，必要な資料を集めることができる。 

5. 集めた資料を読み，適切に内容を要約できる。 

6. 適切な方法で分析することができる。 

7. 文章および口頭で結果を他者にわかりやすく表現できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内での質疑応答，提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 受講者の理解度・興味・関心に合わせて選択する予定 ISBN 0 
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です。第 1 回のときに説明します。 

参考書 

①マーケティング＜第２版＞，恩蔵直人，日経文庫，

2019 年 

②マーケティングの力: 最重要概念・理論枠組み集，

恩蔵直人・坂下玄哲，有斐閣，2023 年 

③業界別マーケティングの地図，池田紀行，日経 BP，

2024 年 

④はじめてのマーケティング〔新版〕，久保田進彦・澁

谷覚 ，須永努，有斐閣，2022 年 

⑤マーケティングをつかむ 第 3 版，黒岩健一郎・水越

康介，有斐閣，2023 年 

⑥コトラーのマーケティング入門〔原書 14 版〕，恩蔵

直人，丸善出版，2022 年 

⑦Excel で今すぐはじめる心理統計 第 2 版，小宮あす

か・布井雅人，講談社，2024年 

⑧1 からのマーケティング分析（第 2 版），恩藏直人・

冨田健司，碩学社，2022 年 

⑨1 からのデータ分析，古川一郎・上原渉，碩学社，

2022 年 

⑩入門・消費者行動論，髙橋郁夫・高嶋克義，有斐閣，

2024 年 

⑪1 からの消費者行動，松井剛・西川英彦，碩学舎，

2020 年 

⑫心理学から解き明かす消費者行動論，中川宏道・津

村将章・松田憲，創成社，2024 年 

ISBN 

①9784532114046 

②9784641166134 

③9784296112562 

④9784641150973 

⑤9784641177321 

⑥9784621306772 

⑦9784065371800 

⑧9784502421617 

⑨9784502436413 

⑩9784641166264 

⑪9784502333415 

⑫9784794426321 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この専門演習 IA・IB では，特にサービスを中心にしてマーケティング論や消費者行動論の考え

方・枠組みを使って考えていきます。 

まず専門用語や必要な知識を覚えていきますが，一気に難しいことはせず，段階的に学んでい

けるようにします。入門書・専門書を輪読したり，新聞記事を使って実際の企業の取り組みを

見たり考えたりします。 

ゼミメンバーと一緒に考え，意見を出し合うことも大切にします。個人やチームで協力して企

業のマーケティング活動を分析し，発表します。 

自分の「好き」や「興味」をテーマにできるのも，この専門演習 IA・IB の特徴です。たとえば，

こんなテーマです。 

「人気のお店がお客さんを集める工夫」 

「ヒット商品やサービスが生まれる理由」 

「若者に人気のブランドの秘密」 

「自分が気になる会社・産業のマーケティング活動」 

「お気に入りの商品・サービスの購入・利用者はどんな人か？」 

知識に不安があっても大丈夫です（しかし 1 年次の「マーケティング基礎」の復習はしましょ

う）。「なぜ？」という好奇心と「知りたい」という気持ちを持っていることが大切です。同時

に「素直・プラス発想・勉強好き」という姿勢・態度を持ってゼミに臨んでください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

【イントロダクション＆ガイダンス】 

自己紹介をそれぞれ行い、各自の興味・関

心を共有します。授業の目的と方法，進め

方・受け方，授業計画，成績評価等につい

て説明します。テキストの選択についても

説明します。 

輪読・ケーススタディとは何かを説明し，

担当を決めます。 

事前学修としてシラバスを事前に読み，授業の目的

等を理解しておくこと。自己紹介を考えておくこと

（何分くらいのプレゼンになるかは事前に伝えま

す）。 

事後学修としてテキストを購入し，興味があるとこ

ろを読み，メモなどを書くこと。知識不足のところが

あれば「マーケティング基礎」の復習をしておくこ

と。 

4 時間 

第２回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ①】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第３回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ②】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第４回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ③】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第５回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ④】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第６回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ⑤】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第７回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ⑥】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第８回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ⑦】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第９回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ⑧】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１０回 対面 【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ 事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み， 4 時間 
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ィ⑨】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

第１１回 
オンデ

マンド 

【怖くない統計分析・マーケティングリサ

ーチ】 

統計分析・マーケティングリサーチの要点

について解説します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。疑問点をまとめておくこと。自分の興味関心には

どのような分析が向いているか調べておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習①】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。平均，分散，相関係数について復習して

おくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１３回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習②】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。帰無仮説検定の考え方について復習し

ておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１４回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習③】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１５回 対面 

【春学期の総括】 

これまでの学びを振り返り，夏休みの各自

の課題・目標設定や秋学期に達成すべきこ

とを考えます。 

事前学修として春学期の学修状況や自身の行動につ

いて振り返り，評価できる点や反省点・改善点をまと

めて発表する準備をする。 

事後学修として振り返り結果を踏まえて，夏休みや

秋学期の取り組みについてより具体的に検討し，目

標設定・行動計画を作成する。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠA 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
経営学の理論や概念を駆使し、実際のビジネスにあてはめ課題を見出し、これらを説明できる

能力を身に着けます。 

授業の目的及び概要 

これまで学修してきた経営学の知識を駆使し、自分の考えを説明できるようにトレーニングし

ます。知識定着のためや、自らのアイデアを精緻化するためには、他者との対話や議論が効果

的であり、それには自分の考えを適切に説明できる表現能力が必要となります。これらの点か

ら、この演習では、自分の考えを表現するためのトレーニングと議論の機会を積極的に設けま

す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）経営学の主要な理論を正しく理解し、考察するうえで、それらを適切に取り上げ、利用

できる。 

（２）理論や概念に基づき、事例にあてはめ経営上の課題点や問題点を見出すことができる。 

（３）自分の考えを他者に分かりやすく説明することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 特になし ISBN 0 

参考書 講義の中で参考書を別途指示します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

演習は対話に関する能力を高める機会であり、積極的な自己表現が期待され評価されます。ま

た毎回パソコンを持参してください。 

講義前にラーニングポータルを確認してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
オリエンテーション。本演習の目標と予定

の確認など。 

【予習】シラバスを読んでください。 

【復習】配布資料を読んでください。※自分が興味を

持った業界に関してネット記事や新聞など用意し

4 時間 
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て、なぜそれに興味をもったのか説明する準備をし

てください。 

第２回 対面 
指定された内容について要約し、発表をお

願いします。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで要

約をし、指定された発表方法に基づき準備してくだ

さい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第３回 対面 
指定された内容について要約し、発表をお

願いします。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで要

約をし、指定された発表方法に基づき準備してくだ

さい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第４回 対面 
指定された内容について要約し、発表をお

願いします。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで要

約をし、指定された発表方法に基づき準備してくだ

さい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第５回 対面 

指定された内容について要約し、発表をお

願いします。 

※レポート課題を設定します。レポートの

体裁など復習しておいてください。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで要

約をし、指定された発表方法に基づき準備してくだ

さい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第６回 対面 
ケースなどをもとに経営上の問題点や課

題点について、議論します。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで考

察し、指定された発表方法に基づき準備してくださ

い。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第７回 対面 
ケースなどをもとに経営上の問題点や課

題点について、議論します。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで考

察し、指定された発表方法に基づき準備してくださ

い。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第８回 対面 

ケースなどをもとに経営上の問題点や課

題点について、議論します。 

※レポート課題を設定します。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで考

察し、指定された発表方法に基づき準備してくださ

い。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第９回 対面 

課題を設定しますのでグループを組み、経

営学の理論に基づき問題点を議論してく

ださい。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで考

察し、指定された発表方法に基づき準備してくださ

い。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

課題を設定しますのでグループを組み、経

営学の理論に基づき問題点を議論してく

ださい。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで考

察し、指定された発表方法に基づき準備してくださ

い。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

課題を設定しますのでグループを組み、経

営学の理論に基づき問題点を議論してく

ださい。 

【予習】配布資料または指定された資料を読んで考

察し、指定された発表方法に基づき準備してくださ

い。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

課題を設定しますのでグループを組み、経

営学の理論に基づき問題点を議論してく

ださい。 

※レポート課題の設定します。 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１３回 対面 最終発表と議論① 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１４回 対面 最終発表と議論② 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
総括 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。夏休みの宿題（予定）。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 経営課題を解決するための IT活用方法の学修 

授業の目的及び概要 

現代の企業において事業を成長させるためにＩＴを如何に活用していくのかが重要な課題とな

っている。本演習では、経営課題にＩＴをどのように活用するべきかを提案できる力を身につ

けるために、まずはＩＴの知識として、基本情報技術者試験に出るレベルの理論を学び、さら

にデジタル人材として必須であるプログラム言語（Python）、ビジネスモデルを学ぶ。そして経

営情報論のテキストを学修する。その後、グループ学習として企業における IT 活用についての

文献研究を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

IT の基礎知識を理解し、説明できる。 

プログラミング言語を理解し、機械学習のいくつかのケースについてプログラミングができる。 

IE 手法を使って課題の可視化ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト 
①コア・テキスト経営情報論、生稲史彦・高井文子・

野島美保、新世社、２０２１年 
ISBN 0 

参考書 

①スッキリわかる Python 入門 第２版，国本大悟・須

藤秋良、インプレス，２０１９年 

②Python による機械学習入門，須藤秋良、インプレス，

２０２０年 

③ビジネスモデル２．０，近藤哲朗、KADOKAWA，２０

１８年 

ISBN 

①978-4295006329 

②978-4295009948 

③978-4046023612 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
IT はビジネスに欠かせないものです。興味を持って取り組んで下さい。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

研究発表大会に向けた進め方の説明 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】研究発表大会に向けて、春学期に取り組んで

きた内容をベースに解くべき課題を整理しておいて

ください。 

4 時間 

第２回 対面 
研究発表大会に向けた準備① 

取り上げるテーマとシナリオの検討 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第３回 対面 

研究発表大会に向けた準備② 

企業現場の題材を春学期に学修した IE 手

法で分析する 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

研究発表大会に向けた準備③ 

企業現場の題材を春学期に学修した IE 手

法で分析する 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

研究発表大会に向けた準備④ 

企業現場の題材を春学期に学修した IE 手

法で分析する 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第６回 対面 

研究発表大会に向けた準備⑤ 

企業現場の題材を春学期に学修した IE 手

法で分析する 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第７回 対面 
研究発表大会に向けた準備⑥ 

プレゼン資料への落とし込み 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第８回 対面 
研究発表大会に向けた準備⑦ 

プレゼン資料への落とし込み 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第９回 対面 
研究発表大会に向けた準備⑧ 

プレゼン資料への落とし込み 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

研究発表大会に向けた準備⑨ 

発表の練習および資料のブラッシュアッ

プ 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

研究発表大会に向けた準備⑩ 

発表の練習および資料のブラッシュアッ

プ 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

企業担当者に向けた発表準備① 

研究発表大会で発表した内容を企業担当

者に向けて説明できるよう情報を付加す

る。 

【予習】研究発表大会で発表した資料に、情報を付加

しておいて下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
企業担当者に向けた発表準備② 

発表の準備 

【予習】研究発表大会で発表した資料に、情報を付加

しておいて下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

企業担当者に向けた発表 

作成した資料に基づき企業担当者に発表

する。 

【予習】発表準備した内容で、練習をしておいて下さ

い。 

【復習】発表後の振り返りを行って下さい。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【予習】秋学期に取り組んだテーマの振り返りを行

って下さい。 

【復習】３年に向けて、身につけた手法の定着のため

の学修をお願いします。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 起業・新規事業立ち上げのためのリーダーシップ （基礎） 

授業の目的及び概要 

新たに起業するために、または、既存の会社で新規事業を立ち上げるために必要なリーダーシ

ップはどういうものか。 

民間企業の多数の部門で永らく実務をやってきた教員の知見を活かし、解き明かして行きます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

演習での取組みを通して、以下の到達目標の達成を目指します。 

① リーダーシップに関する理論を理解し、諸事象を説明できる。 

② 上記理論を使って、実践的課題に取り組み、問題意識をもって考察をし、そして発表や論述

ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表・報告等について、コメントするとともに、ゼミ生全員で共有します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 
なし。各自の研究テーマに応じて、個別に参考文献を

決めます。 
ISBN 0 

参考書 
リーダーシップに関する教材を適宜配付します。 

 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 50 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

学期末に、学修した内容、得られた知見についてレポートを提出すること。 

・研究成果等は、別途指示する方法にて提出し、蓄積すること。 

・学生研究発表大会に向けてグループ（班）で準備する。 

・卒業後の進路に向けた目標を立て、それに向けた計画を立てること。 

・ラーニング・ポータルに掲載する情報・資料は、事前に読んで授業に臨むこと。 

・授業ではメモをとりながら、内容を理解すること。 

・授業後は、資料を読んで重要な内容を復習しておくこと。 

（注）下記の授業計画は、学生研究発表大会の日程次第で、変更することがあります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメ（学生研

究発表大会に向けた進捗）に基づき議論・

助言します。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、引き続き下調べ。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
研究発表の意義 講義内容および資料をもとによく復習のこと。 4 時間 

第３回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメ（学生研

究発表大会に向けた進捗）に基づき議論・

助言します。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、引き続き下調べ。。 

4 時間 

第４回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメ（学生研

究発表大会に向けた進捗）に基づき議論・

助言します。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、引き続き下調べ。 

4 時間 

第５回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメ（学生研

究発表大会に向けた進捗）に基づき議論・

助言します。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、引き続き下調べ。 

4 時間 

第６回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメ（学生研

究発表大会に向けた進捗）に基づき議論・

助言します。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、引き続き下調べ。 

4 時間 

第７回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメ（学生研

究発表大会に向けた進捗）に基づき議論・

助言します。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、引き続き下調べ。 

4 時間 

第８回 対面 

担当班が作成・発表するレジュメ（学生研

究発表大会に向けた進捗）に基づき議論・

助言します。 

事前）担当班は、レジュメの準備。他の班も、担当す

る回に備えて下調べ。 

事後）全員、授業後振り返って、引き続き下調べ。 

4 時間 

第９回 対面 

全班が作成・発表するレジュメ（学生研究

発表大会に向けた進捗）に基づき議論・助

言します。 

事前）レジュメの準備。 

事後）研究発表大会の準備。 
4 時間 

第１０回 対面 

全班が作成・発表するレジュメ（学生研究

発表大会に向けた進捗）に基づき議論・助

言します。 

事前）レジュメの準備。 

事後）研究発表大会の準備。 
4 時間 

第１１回 対面 

全班が作成・発表するレジュメ（学生研究

発表大会に向けた進捗）に基づき議論・助

言します。 

事前）レジュメの準備。 

事後）研究発表大会の準備。 
4 時間 

第１２回 対面 
学生研究発表大会での発問を受け、各自の

研究をブラッシュアップします。 
発問の整理および今後の課題の明確化。 4 時間 

第１３回 対面 
学生研究発表大会での発問を受け、各自の

研究をブラッシュアップします。 
発問の整理および今後の課題の明確化。 4 時間 

第１４回 対面 
ビジネス・ゲームを通じ、仕事の体験をし

ます。 
ビジネスに必要な素養・作法など、復習のこと。 4 時間 

第１５回 対面 
前回に続き、ビジネス・ゲームを通じ、仕

事の体験をします。 
ビジネスに必要な素養・作法など、復習のこと。 4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 引地 夏奈子 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計の基礎研究と会計情報分析 

授業の目的及び概要 

この授業は、会計学について深く学修し、より専門的な知識の修得を目的とした、会計職業人

を目指す履修者のための演習である。体系的・効率的に簿記・会計学を学び、確実な知識の定

着を進める。また、会計職業人に要請されるスキルや思考力を身につけることを目的とし、ワ

ークショップにより演習を行う。さらに、簿記・会計理論面の知識のみならず、経営や経済等

幅広い教養を備え、総合的なビジネスセンスを身につけた、高度な会計職業人育成を目指す。

また、研究発表大会に会計理論や企業分析をテーマに出場する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①企業会計の仕組みおよび社会的役割についての議論を通じて、現行会計理論および制度の問

題点を見つけることができるようになる。 

②財務情報から、企業を分析することができるようになる。 

③経営戦略と企業会計との関係性について理解することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物については、個別に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 初回授業で指示します。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
授業中は必ず一人 1 回以上の自主的な発言を求めます 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス、秋学期のスケジュールについ

て確認 

【予習】春学期に学修した全範囲について、十分に予

習し、実力テストに備えること。 

【復習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

6 時間 
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が使用する簿記テキストの春学期学修範囲を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

第２回 対面 

研究発表大会発表準備① 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第３回 対面 

研究発表大会発表準備② 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第４回 対面 

研究発表大会発表準備③ 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第５回 対面 

研究発表大会発表準備④ 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第６回 対面 

研究発表大会発表準備⑤、 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第７回 対面 

研究発表大会発表準備⑥、 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 
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第８回 対面 

研究発表大会発表準備⑦、 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第９回 対面 

研究発表大会発表準備⑧、 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第１０回 対面 

研究発表大会発表準備⑨、 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第１１回 対面 

研究発表大会発表準備⑩、 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】研究発表大会の報告テーマの考察及び各自

が使用する簿記テキストの該当箇所について、十分

に予習しておくこと。指定した日経記事について、会

計的な視点から説明することができるように準備す

ること。 

【復習】研究発表大会報告テーマの考察及び各自が

使用する簿記テキストの授業で扱った箇所を十分に

理解し、復習しておくこと。計算問題については、間

違うことがないレベルになるまで解くこと。 

6 時間 

第１２回 対面 研究発表大会発表直前発表会 

【予習】演習以外の時間も使って研究発表大会の準

備に注力すること。 

【復習】演習以外の時間も使って研究発表大会の準

備に注力すること。 

6 時間 

第１３回 対面 

研究発表大会振り返り 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】配布資料と各自が使用するテキストの該当

箇所について、十分に予習しておくこと。指定した日

経記事について、会計的な視点から説明することが

できるように準備すること。 

【復習】配布資料と各自が使用するテキストの授業

で扱った箇所を十分に理解し、復習しておくこと。計

算問題については、間違うことがないレベルになる

まで解くこと。 

6 時間 

第１４回 対面 

１年間の振り返り① 

日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ 

【予習】配布資料と各自が使用するテキストの該当

箇所について、十分に予習しておくこと。指定した日

経記事について、会計的な視点から説明することが

できるように準備すること。 

【復習】配布資料と各自が使用するテキストの授業

で扱った箇所を十分に理解し、復習しておくこと。計

算問題については、間違うことがないレベルになる

まで解くこと。 

6 時間 

第１５回 オンデ 1 年間の振り返り② 【予習】今までの配布資料及び各自が使用する簿記 6 時間 
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マンド テキストの該当箇所について十分に予習しておくこ

と。 

【復習】今までの配布資料及び各自が使用する簿記

テキストの該当箇所について十分に理解し、次年度

までにさらに力をつけておくこと。 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 徳丸 義也 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 

多様なデータが生かされ、リアル店舗と EC サイトの継ぎ目のない買物体験、消費者との絆を

深める 

進化するデジタルマーケティングの戦略を学ぶ 

授業の目的及び概要 

１年生で学んだマーケティングの基礎理論（STP や 4P）の概念を振り返りながら、デジタル・

マーケティングの理論や概念をアマゾンやメルカリ、無印良品などの身近な事例を通じて体系

的な理解を進めます。デジタル時代におけるマーケティングの製品戦略、価格戦略、チャネル

戦略、プロモーション戦略の進化と拡張について理解することで、DX 化のもとでの現代ビジネ

スの業務変革やビジネスモデルについての課題を発見し、戦略を構想する力を身につけます。 

履修条件・留意点 特になし 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①デジタルマーケティングの基礎的概念を理解する 

②ビジネスモデルの基礎的概念を理解し説明することができる 

③デジタル技術を通じたビジネスモデルの課題について考え、意見を述べることができる 

④チーム活動を通じて課題解決に貢献し、コミュニケーション力やチームワーク力を身につけ

ることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポートおよびプレゼンテーション、実践活動についての講評を行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／

プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

１からのデジタル･マーケティング，西川秀彦，碩学舎，

2019 年 

テキストは授業で使用しますので必ず購入してくださ

い。 

ISBN 0 

参考書 
デジタルマーケティング⼊⾨，宇都 雅史，かんき出版，

2023 年 
ISBN 978-4761276607 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

マーケティングの基礎理論をふまえてデジタル技術を通じたビジネスモデルの課題についての

考えや意⾒を述べることができる。ゼミの授業では、全員が必ずこれらのテーマに関わって、

説明したり、質問したり、意⾒交換をしたり、ディスカッションを必須としています。プレゼ

ンや⽂章作成も含めて、⾃らが発信することは学びの⽬的の⼀つでもあり、学びそのものです。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の目的と方法  授業計画 到達目

標 成績評価について説明します。  

授業計画は進捗度やフィールドワークの

関係上変更する場合があります。 

事前にシラバスを読んで準備しておく。 

授業後目的についてふりかえる。 
4 時間 

第２回 対面 
学内発表大会にむけた調査研究、研究レポ

ート作成（準備１） 

事前に準備内容について考えておくこと 

授業後準備内容についてふりかえる 
4 時間 

第３回 対面 
学内発表大会にむけた調査研究、研究レポ

ート作成（準備２） 

事前に準備内容について考えておくこと 

授業後準備内容についてふりかえる 
4 時間 

第４回 対面 
学内発表大会にむけた調査研究、研究レポ

ート作成（調査１） 

事前に調査内容について考えておくこと 

授業後調査内容についてふりかえる 
4 時間 

第５回 対面 
学内発表大会にむけた調査研究、研究レポ

ート作成（調査２） 

事前に調査内容について考えておくこと 

授業後調査内容についてふりかえる 
4 時間 

第６回 対面 
学内発表大会にむけた調査研究、研究レポ

ート作成（まとめ１） 

事前にまとめについて考えておくこと 

授業後まとめについてふりかえる 
4 時間 

第７回 対面 
学内発表大会にむけた調査研究、研究レポ

ート作成（まとめ２） 

事前にまとめについて考えておくこと 

授業後まとめについてふりかえる 
4 時間 

第８回 対面 

学内発表大会にむけた調査研究、プレゼン

作成（プレゼン１） 

プレゼン、質問、意見交換 

事前にプレゼンについて考えておくこと 

授業後プレゼンについてふりかえる 
4 時間 

第９回 対面 

学内発表大会にむけた調査研究、プレゼン

作成（プレゼン２） 

プレゼン、質問、意見交換 

事前にプレゼンについて考えておくこと 

授業後プレゼンについてふりかえる 
4 時間 

第１０回 対面 学内発表大会への出場 
事前に学内発表大会の準備を行う 

授業後学内発表大会について振り返る 
4 時間 

第１１回 対面 
学内発表大会のプレゼン振り返り 

プレゼン、質問、意見交換 

事前に各自のプレゼン内容について準備する 

授業後各自のプレゼン内容についてふりかえる 
4 時間 

第１２回 対面 
SNSマーケティングの運⽤、分析 

システムの運営方法の検討 

事前に運営方法について検討しておくこと。 

授業後、運営方法についてふりかえること。 
4 時間 

第１３回 対面 
SNSマーケティングの運⽤、分析 

システムの運営方法の検討 

事前に運営方法について検討しておくこと。 

授業後、運営方法についてふりかえること。 
4 時間 

第１４回 対面 
SNSマーケティングの運⽤、分析 

企画書の作成 

事前に企画書について検討しておくこと。 

授業後、企画書についてふりかえること。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
授業のふりかえりとまとめ 

事前に授業についてふりかえる 

授業後授業についてふりかえる 
4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 企業活動に関する理論と現象についての学修 

授業の目的及び概要 

現代社会における経済主体として大きな影響力を持つ企業、その組織や活動を理解することは、

社会の一員として欠かせないことです。特に経営学部の学生はそれらを理解するだけではなく、

論理的に説明する力が必要です。この授業では、1 年生の時に学習した諸理論を確かめながら、

更に「企業活動(経営管理・経営戦略)」の理論を学修し、それに関連する経営現象を理解・説

明するうえで必要な情報を自ら探し、まとめ、発表する練習をします。それを通して経営学部

生としての基本素養を身に着け、将来に社会人・企業人として活躍していく上で必要な知識や

技能の基盤を築くことを目的にします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①経営現象を説明するためのツールとして経営学の基本的な理論が理解できる。 

②自ら情報を収集し、それをまとめて資料を作成することができる。 

③他人の意見を聞きながら自分の意見を表現し、より良い結果を導き出すことができる。 

④他人と協力して得られた成果をプレゼンテーションとして発表することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 演習内の報告や課題について、演習内で振り返りとそれについての話し合いの時間を設けます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
新しいビジネスをつくる，加護野忠男・吉村典久，碩

学舎，2021 年 
ISBN 9784502394713 

参考書 
経営学入門キーコンセプト，井原久光編，ミネルヴァ

書房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この演習は、教員の指導の下で学生自らが積極的に行動することが学びの前提になる科目です。

より積極的な参加がより大きな学びや成長に繋ががることを意識しながら行動してください。

そして、グループワークでは、結果物を得るまでのプロセスの中で、責任感を持ってお互いに

協力しながら取り組んでください。教員と受講生、そして受講生同士がお互いに良い影響を与

えるよう、授業に臨んでいきましょう。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

秋学期の演習について説明を行う。 

夏休みの成果について報告会を実施する。 

【事前学習】 

春学期の演習で発表した夏休みの計画とその結果な

どについてプレゼンテーションの準備をする。グル

ープワークのテーマ決めを行う。 

【事後学習】 

取り組みたいテーマを考える。 

4 時間 

第２回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち

合わせを行う。 

4 時間 

第３回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち

合わせを行う。 

4 時間 

第４回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち

合わせを行う。 

4 時間 

第５回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち

合わせを行う。 

4 時間 

第６回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち

合わせを行う。 

4 時間 

第７回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察

を行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練

習を行う。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

す。完成に向けて資料と発表の完成度を上げる。 

4 時間 

第８回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察

を行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練

習を行う。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

す。完成に向けて資料と発表の完成度を上げる。 

4 時間 

第９回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察

を行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練

習を行う。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

4 時間 
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す。完成に向けて資料と発表の完成度を上げる。 

第１０回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察

を行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練

習を行う。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

す。完成に向けて資料と発表の完成度を上げる。 

4 時間 

第１１回 対面 

【学生研究発表大会の振り返り】 

学生研究発表大会の振り返りと期末レポ

ートの作成準備を行う。 

【事前学修】 

各自学生研究発表大会の振り返りを行う。 

【事後学修】 

期末レポートの作成する。 

4 時間 

第１２回 対面 

【期末のレポートの作成・確認】 

研究発表大会の発表資料に基づいてレポ

ートを作成する。 

【事前学習】 

研究発表大会の発表内容に基づき、期末レポートを

作成する。 

【事後学習】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

し、修正する。 

4 時間 

第１３回 対面 【次年度の演習申込書を作成】 

【事後学習】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

し、修正する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【期末のレポートの作成・確認】 

研究発表大会の発表資料に基づいて作成

したレポートの中間報告や確認を行う。 

【事前学習】 

研究発表大会の発表内容に基づき、期末レポートを

作成する。 

【事後学習】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

し、修正する。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【まとめ】 

秋学期の総括 

【事後学習】 

期末レポートの作成を完了し、提出する。 
4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 勝 健真 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 現代の企業・組織のあり方について考える 

授業の目的及び概要 

この授業では、現代の企業や組織の諸課題に関する調査・分析を通じて、幅広い見識を身につ

けることを目指します。また、調査・分析した結果を論理的に説明するためのプレゼンテーシ

ョン能力を養い、社会人として活躍していく上で必要な知識・技能の基盤を築くことを目的と

しています。 

演習では、春学期に引き続きディスカッションと発表・報告を積極的に行い、主体的に行動す

る力、協働力、リーダーシップ力、論理的思考力等を高め、学生研究発表大会に出場します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・学修した知識や自分の考えを論理的な文章で書くことができる。 

・自分の考えや意見をまとめて、他者にわかりやすく伝えることができる。 

・他者と協力・協働しながら、物事を進めることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 グループ、または個人による発表・報告や、提出物に対するフィードバックを随時行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストは指定しません。 

必要な資料は、授業時に適宜配布します。 
ISBN 0 

参考書 適宜紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目は、学生の皆さんの主体的・積極的な姿勢が最も重要です。そして、失敗を恐れず様々

なことに挑戦する気持ちを持ち、実際に行動に移していってください。失敗や苦悩は、成長す

るための大きな原動力となります。楽な道と苦しい道があったときは、迷わず苦しい道を選べ

る人になってほしいです。その選択をしたことが必ず、のちに大きな成果（力）となって現れ

るはずです。共に成長していきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス（授業計画、到達目標、成績評 夏休みをどのように過ごしてきた？計画と照らし合 4 時間 
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価等） 

目標レポートの作成 

わせてどうだったか？秋学期の抱負等、各自考えを

まとめて報告できるようにしておくこと。 

第２回 
オンデ

マンド 

図書館ガイダンス（学生研究発表大会に向

けた図書の検索、及び専門学修のための情

報検索） 

動画教材の中の書籍の借り方を再度確認し、実際に

図書館で専門書、または論文を借り、精読しておくこ

と。 

出典の書き方に関するワークシートを完成させ、Lea

rning Portalに提出すること。 

4 時間 

第３回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組①（グルー

プ編成、テーマ設定、役割分担） 

役割分担に基づき、与えられた課題について情報収

集を行い、次回の授業で報告できるようにすること。 
4 時間 

第４回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組②（ディス

カッション、情報収集、まとめ作業） 

学生研究発表大会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにすること。 

4 時間 

第５回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組③（ディス

カッション、まとめ作業、スライド作成） 

学生研究発表大会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにすること。 

4 時間 

第６回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組④（ディス

カッション、まとめ作業、スライド作成） 

学生研究発表大会に向けた情報収集・調査を行い、そ

の内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるよ

うにすること。 

中間報告会に向けて、グループ間で発表の流れにつ

いて、共通理解を図っておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組⑤（中間報

告会、プレゼンテーション講座） 

スライド資料を見直し、適宜修正を加え、グループ全

員が報告のイメージを作っておくこと。 

プレゼンテーション講座の資料を復習し、発表のや

り方についての理解を深めておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組⑥（ディス

カッション、スライド作成、発表練習） 

発表資料に記載する参考・引用文献の記載方法につ

いて、チェック・修正を行うこと。 

発表資料に記載する理論や用語についての理解をさ

らに深めておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

学生研究発表大会に向けた取組⑦（ディス

カッション、まとめ作業、スライド作成、

発表練習） 

グループ毎に集まり、質疑応答に対する対策や発表

練習を繰り返し行うこと。 

発表資料に記載する専門理論や用語についての理解

をさらに深めておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 
学生研究発表大会に向けた取組⑧（クラス

発表会） 

他のグループの発表を聴いて、自分たちのグループ

との比較を行い、強みや改善点を明確にしておくこ

と。 

学生研究発表大会の本番に向けた最終チェックをし

ておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 
学生研究発表大会の振り返り 

レポート作成講座 

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的

な書式や構成要件等を確認しておくこと。 

期末レポート（学生研究発表大会に向けた取組）の作

成に取り組むこと。 

4 時間 

第１２回 対面 
演習募集に係るエントリーシートの作成

(自己 PR、志望理由書等） 

演習ガイダンス動画を視聴し、次年度志望する演習

を明確にすること。 

作成した演習申込書の内容について、誤字脱字がな

いか、正しい内容・形式で記載できているか等を再点

検すること。 

4 時間 

第１３回 対面 
目標設定（冬休みから定期試験までの計画

立案） 

各自が作成した目標設定シートを改めて見直し、実

際に行動に移していくこと。 

期末レポートの作成に取り組むこと。 

4 時間 

第１４回 対面 
定期試験の準備 

次年度演習クラスの顔合わせ 

定期試験の時間割と試験の実施形態について確認

し、定期試験に向けた準備を進めること。 

期末レポートの作成に取り組むこと。 

4 時間 

第１５回 対面 
秋学期の総括 

振り返りレポートの作成 

振り返り結果を踏まえて、春休みの計画や次年度の

目標等について検討し、実際の行動に移すためのス

ケジュールを立てること。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 食料品の流通・マーケティング研究 

授業の目的及び概要 

本演習は、マーケティング戦略コースに該当します。本演習は、食料品流通のしくみ、食品産

業の現状やマーケティング活動などについて理解を深めることが目的です。演習での活動を通

じて、流通やマーケティングに関する理解を深め、理解した内容をわかりやすく他者に伝える

能力を高めていきます。秋学期は、主に春学期に学修した内容を踏まえたうえで、食料品の流

通や小売業のマーケティング活動に関する研究テーマをグループで設定し、調べた内容を報告

後、全員で議論を重ね、グループで設定した研究テーマヘの理解を深めていきます。 

また、学内での発表大会に向けた準備も進めていきます（原則全員参加とします）。 

履修条件・留意点 

留意点 

授業にはノートパソコン、タブレットなどを持参することを推奨します（毎回）。 

報告やグループワークの内容（意見交換等）を整理する際に使用します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．食料品の流通のしくみ、小売業のマーケティング手法を理解することができる 

2．食料品の流通のしくみ、小売業のマーケティング手法など授業で理解した内容を整理し、そ

の内容を他者に伝えることができる 

3．グループワークに積極的に参加し、他者と協力して行動することができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト とくに指定しません ISBN 0 

参考書 

①フードシステム，藤島廣二・伊藤雅之編，筑波書房，

2021 年 

②食品の流通経済学，菊地哲夫，農林統計出版，2013

年 

③フードシステムの経済学第 6 版，時子山ひろみ・荏

開津典生，医歯薬出版，2019年 

④わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上

幹，有斐閣アルマ，2023 年 

・その他の参考書は、研究テーマに応じて、授業中に

適宜紹介します。 

ISBN 

①978-4811905976 

②978-4897322827 

③978-4263707401 

④978-4641222199 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 
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その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本演習では、グループでの活動が多くなります。グループワークに主体的・積極的に参加する

ことを期待します。グループワークに積極的に参加（他の発表者への積極的なフィードバック

や質問含む）し、他者と協力して行動する学生を評価します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

 授業の概要、到達目標、成績評価の方法

等について説明します。グループ分けを行

います。 

事前学修：シラバスを読んでください。 

事後学修：ガイダンスでの説明内容を復習するとと

もに研究テーマの案を考えてください。 

4 時間 

第２回 対面 

研究テーマの設定 

 各グループで研究テーマを決定します。

研究テーマについて報告した後、意見交換

し研究課題を設定してもらいます。 

事前学修：研究テーマの案をいくつか考えてくださ

い。 

事後学修：意見交換を踏まえて、研究テーマを振り返

り、研究計画を立ててください。 

4 時間 

第３回 対面 

研究テーマ・計画の設定 

 研究課題について報告した後、意見交換

を行います。 

事前学修：意見交換を踏まえたうえで、研究テーマと

研究課題をまとめ、報告準備（資料作成）をしてくだ

さい。 

事後学修：意見交換を踏まえて、研究課題を振り返

り、研究計画を立ててください。 

4 時間 

第４回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

4 時間 

第５回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

4 時間 

第６回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

4 時間 

第７回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

4 時間 

第８回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

4 時間 

第９回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 
調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

事前学修：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 
4 時間 
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告後、意見交換を行います。 事後学修：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の

見直しをしてください。 

第１３回 対面 

報告会 

 調査結果の報告会を行います。報告後、

質疑応答、意見交換を行います。 

事前学修：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

報告会 

 調査結果の報告会を行います。報告後、

質疑応答、意見交換を行います。 

事前学修：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後学修：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回

の内容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

秋学期のまとめ（OD） 

 秋学期のまとめを行います。 

事前学修：グループ発表で取り組んだ内容をまとめ

てください。 

事後学修：これまでの授業内容を復習してください。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
生産管理の教科書を活用しながら、トヨタ自動車の事例によるケースメソッドを用いて、その

理論と実践を修得する。 

授業の目的及び概要 

・トヨタ自動車の事例を用いて、生産管理を基本に、組織戦略・人的資源管理・オペレーショ

ンマネジメントや、外部環境への適応として、事業戦略・競争戦略など「ものづくりビジネス」

を幅広く学ぶ。 

・ゲストスピーカーを招待し講演いただくことや、経済新聞・ビジネス紙を補足的に使用し、 

生きた経営に触れることによって、大学と経済社会の橋渡しの一助とする。 

履修条件・留意点 

・企業(会社）に関心があること。 

・文献（本）を読むこと。 

・他人の意見を聞き、自分の意見を述べ、ディスカッションする意思があること（沈黙は厳禁）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

トヨタ自動車を事例に、生産管理を基本として、競争戦略、事業戦略、組織構造、人事管理、

マネジメントコントロール、オペレーションマネジメントの基本を理解し、その理論を習得す

ることが目標である。具体的には、 

①生産管理として、生産システム、品質管理、納期管理、コスト管理、製品開発を理解し、「も

のづくりビジネスとは何か」説明できる。 

②トヨタ生産方式を理解し、説明できる。 

③自動車の流通やマーケティングを理解し、説明できる。 

④自動車産業を事例として、多国籍企業の海外進出について理解し、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・発表内容における論点不足や論理性の問題は、授業の中でフィードバックする。 

・発表方法やファシリテーション（議事進行）の課題は、授業の中でフィードバックする。 

・ディスカッションにおける形式的な課題は、授業の中でフィードバックする。 

・レポートや論文上の課題は、個別にフィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発

表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし（テーマに沿った文献を別途配布） ISBN 0 

参考書 
この 1 冊ですべてわかる生産管理の基本，富野貴弘，

日本実業出版社，2017 年 
ISBN 9784534054739 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 70 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  
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この科目の受講に 

あたって 

「経営学は、経営の役に立ってこそ、意味がある」のスタンスでゼミを進めたいと思います。

実業界では不確実性（＝将来は誰もわからない）を前提に、正解の分からない中で、判断し実

行することが求められます。よって積極的にゼミに参加し、ディスカッションすること、他人

の意見を聞き自分の意見を主張することを大切にしてほしいと思います。ゼミは教師が学生に

教える場ではなく、正しいと思うことを探す場（真実の探求）です。人財育成目標は、「T 型人

財」です。経営管理全般に対して経営学の知識と知見を備えつつ、自分の得意分野では誰にも

負けない専門知識を修得してほしいと思います。そしてそれを武器に、社会へ旅立つ準備をし

ましょう。会社員生活 35 年の小職が、それを少しだけお手伝いいたします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

①ゼミ参加者紹介、②ゼミの進め方（ケー

ス、発表など）、③その他 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第２回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第３回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第４回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第５回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第６回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第７回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第８回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第９回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第１０回 対面 
学生研究発表大会に向けた研究や準備（そ

れに伴う文献調査や報告） 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 
学生研究発表会による成果 

事前学修：文献研究に対し、学生研究発表大会の研究

要旨作成、発表資料作成にむけた研究調査を進める 

事後学修：ゼミのグループワークで不足点を追加で

研究調査を進める 

4 時間 

第１２回 対面 ゲストスピーカーによる講演と QA セッシ 事前学修：登壇者への質問を用意し、事前に提出する 4 時間 
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ョン（登壇者は未定） 事後学修：講演を聞いての感想と、追加質問を整理す

る 

第１３回 対面 トヨタ自動車の日本国内販売網再編事例 

事前学修：文献を読み、トヨタの経営判断に対する合

意点と不同意点を整理する 

事後学修：疑問に対する考えたを理解する。 

4 時間 

第１４回 対面 トヨタ自動車の海外進出事例（アメリカ） 

事前学修：文献を読み、トヨタの経営判断に対する合

意点と不同意点を整理する 

事後学修：疑問に対する考えたを理解する。 

4 時間 

第１５回 対面 トヨタ自動車の海外進出事例（中国） 

事前学修：文献を読み、トヨタの経営判断に対する合

意点と不同意点を整理する 

事後学修：疑問に対する考えたを理解する。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 物流へのアプローチ：経済・経営の要である「物流」の知識を深める 

授業の目的及び概要 

私たちが欲しいと思ったものがスマートフォンのタップ数回ですぐ入手できるような日常や，

救援物資などが必要とされる災害時には，共通して「ものをはこぶ」という行為が必ず発生し

ています。これが物流の一側面です。よく物流は「経済の血流」とも言われますが，滞りなく

流れていて当たり前，異常が起こった際にその重要性に気づくものであると私は考えています。

この物流という機能は企業経営にも大きな影響を与えるもので，派手さこそありませんが，非

常に重要なものとして位置付けられます。この物流について様々な角度からアプローチし，企

業経営課題にも考えを及ばせることができることを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

企業にとっての物流の役割を説明できる。 

具体的には， 

・物流の 6 大機能について概要を説明することができる 

・日本における物流の課題について理解し，示唆を出すことができる 

ことが目標となります。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
時間内で適宜フィードバックをおこないます。出席者のディスカッションでも示唆を得らえる

と考えます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト テキストは，春学期と同じです。 ISBN 0 

参考書 参考書は，春学期と同じです。 ISBN 
参考書は，春学期と同じ

です。 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業活動へ密接にかかわる物流の役割は，企業の要となり得るものです。ぜひ知識を深めてく

ださい。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ロジスティクス・環境負荷低減を取り巻く

現状：イントロダクションとして，国土交

通省の「総合物流施策大綱(2021年度～20

25 年度)」を読み解き，日本の物流の課題

や求められていることを理解します。 

環境省の「令和７年度環境省重点」を読み

解き，日本の環境の課題や求められている

ことを理解します。 

研究発表大会についてのガイダンスもお

こないます。 

予習：事前配布の資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第２回 対面 

研究発表大会グループ準備①：研究発表大

会に向けて，グループで研究をおこなって

ください。 

予習：グループワークにて調査を進めてください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 

第３回 対面 

研究発表大会グループ準備②：研究発表大

会に向けて，グループで研究をおこなって

ください。 

予習：グループワークにて調査を進めてください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 

第４回 対面 

研究発表大会グループ準備③：研究発表大

会に向けて，グループで研究をおこなって

ください。 

予習：グループワークにて調査を進めてください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください 
4 時間 

第５回 対面 

研究発表大会グループ準備④：研究発表大

会に向けて，グループで研究をおこなって

ください。 

予習：グループワークにて調査を進めてください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 

第６回 対面 

研究発表大会グループ準備⑤：研究発表大

会に向けて，グループで研究をおこなって

ください。次回中間発表会についての発表

ポイントをお伝えします。 

予習：グループワークにて調査を進めてください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 

第７回 対面 

研究発表大会グループ準備⑥(中間報告)：

各グループの中間報告会とします。ディス

カッションから気づきを得てください。 

予習：PowerPoint を使用した発表の準備をおこなっ

てください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 

4 時間 

第８回 対面 

研究発表大会グループ準備⑦：研究発表大

会に向けて，グループで研究をおこなって

ください。 

予習：グループワークにて調査を進めてください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 

第９回 対面 

研究発表大会グループ準備⑧：研究発表大

会に向けて，グループで研究をおこなって

ください。 

予習：グループワークにて調査を進めてください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 

第１０回 対面 

研究発表大会グループ準備⑨：研究発表大

会に向けて，グループで研究をおこなって

ください。 

予習：グループワークにて調査を進めてください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 
4 時間 

第１１回 対面 

研究発表大会グループ準備⑩(直前報告)：

研究発表大会の前の最終チェックとなり

ます。発表手順や想定の質疑応答に備える

時間とします。 

予習：PowerPoint を使用した発表の準備をおこなっ

てください。 

復習：ポイントを振り返っておいてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

研究発表大会レビュー：発表会をとおして

今後の改善点，進め方などを振り返る場と

します。 

予習：研究発表大会を各自で振り返り，気づきを書き

出しておいてください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１３回 対面 

今後の研究テーマの選定①：研究発表大会

でのグループ研究をとおして，次は卒論を

念頭に置きご自身が興味を持った企業に

ついて調査をおこなっていただきます。 

予習：ご自身が興味を持った企業の概要を準備して

おいてください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

今後の研究テーマの選定②：研究発表大会

でのグループ研究をとおして，次は卒論を

念頭に置きご自身が興味を持った企業に

ついて各自発表をおこなっていただきま

す。 

予習：ご自身が興味を持った企業の調査ポイントを

準備しておいてください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 

総復習：第 1 回から第 14 回までの最重要

ポイントをまとめたものを共有します。 

予習：配布資料を一読して臨んでください。 

復習：講義内容のポイントを振り返っておいてくだ

さい。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ サービス化社会で活かせるマーケティングマインドの醸成 

授業の目的及び概要 

本演習では，実はとても身近な「サービス」を扱うサービスマーケティングを対象した学び・

研究を行います。担当教員はサービス研究（サービスマーケティング，サービスマネジメント，

サービスにまつわる消費者行動）が専門です。 

テーマに掲げたマーケティングマインドとは「ある製品・サービスが競合とどう違うのか，顧

客・利用者にとってどのように役立ち生活や人生を豊かにするのかをマーケティング論・消費

者行動の知識を使って考えられること」ことをいいます。 

このテーマのもと，専門演習 IA・IB（ゼミ）の目的は 5 つあります。 

1. マーケティング論や消費者行動の基本的な専門用語に慣れること。 

2. 実社会でどんなマーケティング論や消費者行動の話題があるかを知ること。 

3. マーケティング論や消費者行動のテーマの中で自分の興味・関心を見つけること。 

4. 調べる，読む，分析する，書く，伝える，質問するスキルを身につけること。 

5. スライドなどの資料をわかりやすく作成できること。 

これらを達成するため，当ゼミではマーケティング論・消費者行動論の入門書を読んでサービ

スマーケティングの基礎知識をより固めたり，業界専門紙『日経 MJ』やその他専門誌の記事に

ついて調査・報告・質疑応答をしたり，自分やチームの興味・関心を分析するのに適した基本

的なマーケティングリサーチについて理解を深めたりします。研究対象は興味関心のあること

の中から各自・チームで決めます。 

履修条件・留意点 

この専門演習におけるマーケティングは基本的に BtoC (B2C) です。 

1 年間を通してこの専門演習 IA・IB を受講する間に，ビジネス統計学 I・ビジネス統計学 II・

マーケティングリサーチ・消費者行動論を履修することが望ましいです（ただし，他の授業と

の兼ね合いなどで難しい場合は 3 年次になってから履修しても構いません）。 

受講者の理解・進度などで授業計画を調整する場合があります。 

アクティブラーニングの取組みは受講者数や進度によってすべて行わない場合があります。 

必ずパソコンを持参してください（タブレットは不可）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 特にサービスに関してマーケティング論や消費者行動論の重要な概念・キーワードを把握し

ている。 

2. 自分の興味・関心があることを重要性・理由とともに他者にわかりやすく伝えることができ

る。 

3. 他者の興味・関心を理解し，適切な質問やコメント・助言を行うことができる。 

4. 自分およびチームの課題について，必要な資料を集めることができる。 

5. 集めた資料を読み，適切に内容を要約できる。 

6. 適切な方法で分析することができる。 

7. 文章および口頭で結果を他者にわかりやすく表現できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内での質疑応答，提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 専門演習 IB の第 1 回で説明します。 ISBN 0 
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参考書 

①マーケティング＜第２版＞，恩蔵直人，日経文庫，

2019 年 

②マーケティングの力: 最重要概念・理論枠組み集，

恩蔵直人・坂下玄哲，有斐閣，2023 年 

③業界別マーケティングの地図，池田紀行，日経 BP，

2024 年 

④はじめてのマーケティング〔新版〕，久保田進彦・澁

谷覚 ，須永努，有斐閣，2022 年 

⑤マーケティングをつかむ 第 3 版，黒岩健一郎・水越

康介，有斐閣，2023 年 

⑥コトラーのマーケティング入門〔原書 14 版〕，恩蔵

直人，丸善出版，2022 年 

⑦Excel で今すぐはじめる心理統計 第 2 版，小宮あす

か・布井雅人，講談社，2024年 

⑧1 からのマーケティング分析（第 2 版），恩藏直人・

冨田健司，碩学社，2022 年 

⑨1 からのデータ分析，古川一郎・上原渉，碩学社，

2022 年 

⑩入門・消費者行動論，髙橋郁夫・高嶋克義，有斐閣，

2024 年 

⑪1 からの消費者行動，松井剛・西川英彦，碩学舎，

2020 年 

⑫心理学から解き明かす消費者行動論，中川宏道・津

村将章・松田憲，創成社，2024 年 

ISBN 

①9784532114046 

②9784641166134 

③9784296112562 

④9784641150973 

⑤9784641177321 

⑥9784621306772 

⑦9784065371800 

⑧9784502421617 

⑨9784502436413 

⑩9784641166264 

⑪9784502333415 

⑫9784794426321 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この専門演習 IA・IB では，特にサービスを中心にしてマーケティング論や消費者行動論の考え

方・枠組みを使って考えていきます。 

まず専門用語や必要な知識を覚えていきますが，一気に難しいことはせず，段階的に学んでい

けるようにします。入門書・専門書を輪読したり，新聞記事を使って実際の企業の取り組みを

見たり考えたりします。 

ゼミメンバーと一緒に考え，意見を出し合うことも大切にします。個人やチームで協力して企

業のマーケティング活動を分析し，発表します。 

自分の「好き」や「興味」をテーマにできるのも，この専門演習 IA・IB の特徴です。たとえば，

こんなテーマです。 

「人気のお店がお客さんを集める工夫」 

「ヒット商品やサービスが生まれる理由」 

「若者に人気のブランドの秘密」 

「自分が気になる会社・産業のマーケティング活動」 

「お気に入りの商品・サービスの購入・利用者はどんな人か？」 

知識に不安があっても大丈夫です（しかし 1 年次の「マーケティング基礎」の復習はしましょ

う）。「なぜ？」という好奇心と「知りたい」という気持ちを持っていることが大切です。同時

に「素直・プラス発想・勉強好き」という姿勢・態度を持ってゼミに臨んでください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 【イントロダクション＆ガイダンス】 事前学修としてシラバスを事前に読み，授業の目的 4 時間 
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各自の夏休みの達成事項，秋学期の目標に

ついて考え，報告する。 

等を理解しておくこと。夏休み達成報告，秋学期の目

標プレゼンの準備をすること（何分くらいのプレゼ

ンになるかは事前に伝えます）。 

事後学修として，自分のプレゼンについて振り返り，

改善点を探し，改善策を実行すること。 

第２回 対面 

【知識獲得・発表】 

ゼミ内でチームを作り，調査内容のテーマ

を検討します。安易に妥協せず意見を出し

尽くしましょう。 

事前および事後学修として，チームのテーマについ

て調査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，

次回の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第３回 対面 

【先行研究の調査】 

発表テーマが決まった後は，先行研究を調

べます。すでにチームが知りたいことの答

えが世の中にあるかもしれません。調べ方

については随時，説明を行います。 

事前および事後学修としてチームのテーマについて

調査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次

回の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第４回 対面 

【分析の準備】 

どのような仮説を立て，どのようなデータ

を集めて，どのような分析をするのかをし

っかり考えましょう。 

事前および事後学修としてチームのテーマについて

調査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次

回の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第５回 対面 

【分析の準備・実行】 

分析データをそろそろ集めて分析に取り

掛かる時期です。 

事前および事後学修としてチームのテーマについて

調査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次

回の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

【プレゼン・発表の方法】 

スライドや資料の作り方，プレゼン・口頭

で発表するときの注意点などを学びます。 

事前および事後学修としてチームのテーマについて

調査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次

回の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第７回 対面 

【分析の深い理解】 

定量分析（または定性分析）の方法，手順

の理解を深めておきましょう。 

事前および事後学修として質疑応答に対する対策や

発表練習を繰り返し行うこと。発表資料に記載する

理論や用語についての理解をさらに深めておく。 

4 時間 

第８回 対面 

【ゼミ内発表の準備】 

準備は思いどおりに行かないことも多い

です。意見がぶつかることもあるでしょ

う。しかし，お互いに敬意を持って丁寧に

コミュニケーションを取っていきましょ

う。 

事前および事後学修として質疑応答に対する対策や

発表練習を繰り返し行うこと。発表資料に記載する

理論や用語についての理解をさらに深めておく。 

4 時間 

第９回 対面 

【ゼミ内発表の準備】 

直前まであきらめない。ギリギリまで準備

をして，よりよい発表を目指します。 

事前および事後学修として質疑応答に対する対策や

発表練習を繰り返し行うこと。発表資料に記載する

理論や用語についての理解をさらに深めておく。 

4 時間 

第１０回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習①】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１１回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習②】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１２回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習③】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１３回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習④】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１４回 対面 【輪読・ケーススタディ・分析演習⑤】 事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑 4 時間 
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持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

第１５回 対面 

【1年間の振り返り】 

専門演習 IA・IB を通して，自分がどのよ

うに成長したのか，次の 1 年間の課題は何

か，どのように成長したいのかを発表す

る。 

事前学修として発表準備をすること（内容は別途連

絡します）。振り返り結果を踏まえて春休みの計画や

次年度の目標等について検討し，実際の行動に移す

ためのスケジュールを立てて実行していく。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅠB 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
経営学の理論や概念を駆使し、実際のビジネスにあてはめ課題を見出し、これらを説明できる

能力を身に着けます。 

授業の目的及び概要 

これまで学修してきた経営学の知識を駆使し、自分の考えを説明できるようにトレーニングし

ます。知識定着のためや、自らのアイデアを精緻化するためには、他者との対話や議論が効果

的であり、それには自分の考えを適切に説明できる表現能力が必要となります。これらの点か

ら、この演習では、春学期の専門演習ⅠＡに続き、自分の考えを表現するためのトレーニング

と議論の機会を積極的に設けます。またメジャーの完成に向け、順次専門性を高める内容とな

ります。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）経営学の理論に基づき、特に人材・組織マネジメント上における課題や問題点を見出す

ことができる。 

（２）適切に選択された理論に基づく考察や分析のもと、解決法を考察し提案することができ

る。 

（３）自分の考えを他者に分かりやすく説明することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 特になし ISBN 0 

参考書 講義の中で参考書を紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

演習は対話に関する能力を高める機会であり、積極的な自己表現が期待され評価されます。ま

た毎回パソコンを持参してください。 

講義前にラーニングポータルを確認してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 オリエンテーション： 本演習の目標と予 【予習】発表事項があればその準備。 4 時間 
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定の確認など。夏休みのレポートについて

報告をしてください。 

【復習】配布資料を読んでください。 

第２回 対面 
指定された内容についてワークをお願い

します。 

【予習】配布資料または指定された資料を読みを課

題テーマについて考え、指定された発表方法に基づ

き準備してください。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第３回 対面 
指定された内容についてワークをお願い

します。 

【予習】配布資料または指定された資料を読みを課

題テーマについて考え、指定された発表方法に基づ

き準備してください。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第４回 対面 
指定された内容についてワークをお願い

します。 

【予習】配布資料または指定された資料を読みを課

題テーマについて考え、指定された発表方法に基づ

き準備してください。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第５回 対面 

発表大会に向けた準備 

グループに分かれ、テーマの設定について

議論してください。 

【予習】テーマを議論するための題材を探してくだ

さい。 

【復習】作業をチーム内で分担し、その作業を進めて

ください。 

4 時間 

第６回 対面 

発表大会に向けた準備 

グループに分かれ、テーマの設定と内容の

進捗についてクラス内で説明してくださ

い。 

【予習】テーマを議論するための題材について説明

する資料を作成してください。 

【復習】作業をチーム内で分担し、その作業を進めて

ください。 

4 時間 

第７回 対面 

発表大会に向けた準備 

グループに分かれ、内容の進捗についてク

ラス内で説明してください。 

【予習】発表資料を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第８回 対面 

発表大会に向けた準備 

グループに分かれ、内容の進捗についてク

ラス内で説明してください。 

【予習】発表資料を作成し発表準備をしてください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第９回 対面 

発表大会に向けた準備 

グループに分かれ、内容の進捗についてク

ラス内で説明してください。 

【予習】発表資料を作成し発表準備をしてください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

発表大会に向けた準備 

グループに分かれ、内容の進捗についてク

ラス内で説明してください。 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

発表大会に向けた準備 

グループに分かれ、内容の進捗についてク

ラス内で説明してください。 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１２回 対面 発表大会終了後の改善案の議論 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

最終発表に向けての準備 

※最終レポートについての説明 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１４回 対面 ゼミ内最終発表 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１５回 対面 ゼミ内最終発表 全講義の総括 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。夏休みの宿題（予定）。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ショートムービーを活用した SNS マーケティング戦略の理論と実践 

授業の目的及び概要 

本演習は、マーケティング戦略コースに該当します。SNS を活用したマーケティング戦略を理

解し、ショートムービーや動画制作を通じて、実践的な応用力と課題解決スキルを身につける

ことを目的としています。授業では、SNS の概要や進化、ターゲットオーディエンスの分析、競

合調査、トレンド予測、ソーシャルメディアプラットフォームの研究を行い、その成果を活か

してショートムービーを制作します。また、理論だけでなく実践的なスキルを磨くため、実際

のクライアントと連携したプロジェクトに取り組むほか、動画制作コンペティションへの参加

も行います。これにより、現実の競争環境でスキルを試す機会を提供します。さらに、業界か

らゲストスピーカーを招き、実際のプロジェクトでの経験談や実用的なヒントを共有します。 

履修条件・留意点 授業にはノートパソコン、タブレットなどを持参することを推奨します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. SNS マーケティングの応用と実践を理解し、企業や組織が異なるソーシャルメディアプラッ

トフォームで戦略を策定できる 

2. ショートムービーや動画を含むデジタルコンテンツを制作するための実践的な技術とクリ

エイティブスキルを身につける 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 途中段階で内容確認、ディスカッションを行い補足説明を加えてフィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

①新世代のビジネスはスマホの中から生まれる ショ

ートムービー時代の SNS マーケティング  天野彬 世

界文化社 2022 年 

その他資料を適宜配布します。 

ISBN 0 

参考書 

①デジタル時代の基礎知識『SNS マーケティング』 第

3 版 「つながり」と「共感」で利益を生み出す新しい

ルール 長谷川 直紀 , 本門 功一郎 翔泳社 2023

年 

②ビジネス動画の教科書 オリカワ シュウイチ ペ

ンコム 2020 年 

③ショートムービー・マーケティング TikTok が変え

た打ち手の新常識 若井 映亮 KADOKAWA 2021 年 

ISBN 

①978-4798179254 

②978-4295404330 

③978-4046054364 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 
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その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

映像制作は人間関係とこだわりが大切です。 

一緒にモノを創り出すと、良い思い出と良い友人ができます。 

チームワークを大切にして絆を深めていきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

授業の目的、進め方、授業計画、到達目標、

成績評価の方法について説明します。 

なお、授業計画は進捗状況やフィールドワ

ークの都合により変更する場合がありま

す。 

【事前】 

授業内容に関連するテーマや分野について調べ、興

味を持ったポイントを考えておいてください。 

【事後】 

授業で説明された内容を整理し、質問や確認したい

点をまとめておいてください。 

また、テキストを一読してください。 

2 時間 

第２回 対面 

【テキスト報告の準備】 

SNSマーケティングの概要を説明した後、

使用するテキストの内容と報告方法につ

いて解説します。 

【事前】 

指定された SNS マーケティングに関する基本的な知

識や事例を調べておいてください。 

テキストの中から、自分が報告する担当箇所を考え

てください。 

【事後】 

授業で説明されたテキストや報告方法を確認してく

ださい。 

担当箇所を読み込み、報告の準備を進めてください。 

4 時間 

第３回 対面 

【テキスト報告】 

担当者がテキストの指定箇所を報告し、そ

の後、全員で意見交換を行います。 

【事前】 

報告箇所を読んで、自分の意見を整理し、意見交換の

準備をしてください。 

報告担当者は、報告内容を準備し、必要な資料を作成

してください。 

【事後】 

報告内容と意見交換を振り返り、理解を深めてくだ

さい。 

6 時間 

第４回 対面 

【テキスト報告】 

担当者がテキストの指定箇所を報告し、そ

の後、全員で意見交換を行います。 

【事前】 

報告箇所を読んで、自分の意見を整理し、意見交換の

準備をしてください。 

報告担当者は、報告内容を準備し、必要な資料を作成

してください。 

【事後】 

報告内容と意見交換を振り返り、理解を深めてくだ

さい。 

6 時間 

第５回 対面 

【SNS マーケティング実践】 

対象となる店舗や企業の調査・選定を行い

ます。 

【事前】 

対象店舗や企業の特徴や関連情報を調査してくださ

い。 

【事後】 

選定した店舗や企業向けの説明資料を作成してくだ

さい。 

4 時間 

第６回 対面 

【SNS マーケティング実践】 

店舗や企業とのプロモーションプランの

打ち合わせを行います。 

【事前】 

プロモーションプランを作成してください。 

【事後】 

打ち合わせ内容を反映し、プランの修正や実施に向

けた準備を進めてください。 

4 時間 

第７回 対面 

【SNS マーケティング実施】 

プランに基づき、撮影・編集・投稿の実践

を行います。 

【事前】 

必要な情報収集と準備をおこなってください。 

【事後】 

結果の振り返りと改善案の検討をしてください。 

4 時間 

第８回 対面 
【SNS マーケティング実施】 

プランに基づき、撮影・編集・投稿の実践

【事前】 

必要な情報収集と準備をおこなってください。 
4 時間 
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を行います。 【事後】 

結果の振り返りと改善案の検討をしてください。 

第９回 対面 

【SNS マーケティング実施】 

プランに基づき、撮影・編集・投稿の実践

を行います。 

【事前】 

必要な情報収集と準備をおこなってください。 

【事後】 

結果の振り返りと改善案の検討をしてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【SNS マーケティング実施】 

プランに基づき、撮影・編集・投稿の実践

を行います。 

【事前】 

必要な情報収集と準備をおこなってください。 

【事後】 

結果の振り返りと改善案の検討をしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【SNS マーケティング実施】 

プランに基づき、撮影・編集・投稿の実践

を行います。 

【事前】 

必要な情報収集と準備をおこなってください。 

【事後】 

結果の振り返りと改善案の検討をしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

【ゲストトーク SNS戦略】 

業界のゲストスピーカーが、実際のプロジ

ェクトでの経験談や実践的なヒントを共

有します。 

【事前】 

ゲストスピーカーの業界やテーマに関する基礎情報

を調べておいてください。 

【事後】 

講義内容を整理し、自分のプロジェクトや計画に活

かせるポイントをまとめてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

【SNS マーケティング実施】 

プランに基づき、撮影・編集・投稿・分析

の実践を行います。 

【事前】 

必要な準備と投稿後に分析する指標を確認してくだ

さい。 

【事後】 

投稿結果を分析し、改善点を整理してください。 

6 時間 

第１４回 対面 

【SNS マーケティング実施】 

プランに基づき、撮影・編集・投稿・分析

の実践を行います。 

【事前】 

必要な準備と投稿後に分析する指標を確認してくだ

さい。 

【事後】 

投稿結果を分析し、改善点を整理してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【まとめ】 

これまでの授業内容を振り返り、SNSマー

ケティングの成果や学びを共有します。 

また、今後の課題や次のステップについて

議論します。 

【事前】 

これまでの活動内容や成果を整理し、振り返りを行

ってください。 

【事後】 

授業で得た知識や経験をまとめ、今後の活用方法を

考えてください。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 現代の企業について考える。 

授業の目的及び概要 

本演習は、現代の企業が抱える諸課題に関する調査・分析を通じて、社会人として活躍してい

く上で必要な知識・技能を身に付けることを目的とします。具体的には、テーマについて調査・

分析を行い、その結果について発表とディスカッションを行うことで、社会人として活躍して

いく上で必要な論理的思考力や自分の考えを他者にわかりやすく伝える能力を培うことを目指

します。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・学修した知識や自分の考えをレポートとして論理的にまとめることができる。 

・学修した知識や自分の考えをわかりやすく発表することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 報告やレポートについて、コメントやアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 適宜紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

本演習は、主体的・積極的に取り組む姿勢が重要になります。失敗を恐れず様々なことに挑戦

することを期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション（授業の概要、到達目

標、成績評価の方法等） 

目標レポートの作成 

【事前学修】シラバスを事前に読んでください。 

【事後学修】春学期に取り組むことについて目標レ

ポートを作成してください。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 
プレゼンテーションについて 

【事後学修】プレゼンテーションのための準備を行

ってください。 
4 時間 

第３回 対面 プレゼンテーション① 【事前準備】プレゼンテーションのための準備を行 4 時間 
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ってください。 

第４回 対面 プレゼンテーション② 
【事前準備】プレゼンテーションのための準備を行

ってください。 
4 時間 

第５回 対面 報告会に向けた取り組み①（テーマ設定） 
【事後学修】報告会に向けて、情報収集を行ってくだ

さい。 
4 時間 

第６回 対面 報告会に向けた取り組み②（情報収集） 

【事前学修】報告会に向けて、情報収集を行ってくだ

さい。 

【事後学修】報告会に向けて、情報収集を行ってくだ

さい。 

4 時間 

第７回 対面 報告会に向けた取り組み③（まとめ作業） 

【事前学修】報告会に向けて、情報収集を行ってくだ

さい。 

【事後学修】報告会に向けて、準備を行ってくださ

い。 

4 時間 

第８回 対面 報告会 

【事前学修】報告会に向けて、準備を行ってくださ

い。 

【事後学修】報告会を振り返ってください。 

4 時間 

第９回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み①（テ

ーマ設定） 

【事後学修】学生研究発表大会に向けて、テーマ設定

を行ってください。 
4 時間 

第１０回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み②（図

書館ガイダンス・事前調査） 

【事後学修】学生研究発表大会に向けて、事前調査を

行ってください。 
4 時間 

第１１回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み③（事

前調査） 

【事後学修】学生研究発表大会に向けて、事前調査を

行ってください。 

【事後学修】テーマ報告会のためのスライド資料を

作成してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み④（テ

ーマ報告会） 

【事前学習】テーマ報告会のための資料を作成して

ください。 
4 時間 

第１３回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み⑤（レ

ポート作成） 

【事後学修】学生研究発表大会に向けて、レポートを

作成してください。 
4 時間 

第１４回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み⑥（レ

ポート添削） 

【事前学修】学生研究発表大会に向けて、レポートを

作成してください。 

【事後学修】添削結果を踏まえて、学生研究発表大会

に向けて、レポートを完成させてください。 

4 時間 

第１５回 対面 春学期のまとめ 

【事前学修】春学期に取り組んだ内容について振り

返ってください。 

【事後学修】夏休みに取り組むことについて目標レ

ポートを作成してください。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 引地 夏奈子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計の理論・企業分析の応用 

授業の目的及び概要 

本演習では、公認会計士・税理士・国税専門官・大学院入試などに出題される財務会計領域の

問題に必要な専門知識・能力の修得および高度化を目指します。個々の会計基準について理解

を深め、そこに存在する問題点について考察・検討を行います。また、財務分析だけではなく、

企業分析を高度な次元でできるようになることを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・財務会計理論の各論点を学び、会計専門職試験合格に必要な専門知識を修得できる。 

・企業分析の結果から、企業の今後の経営戦略を提案することができる。 

・日本経済新聞を会計的視点から読むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物については、個別に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 70 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 
授業中は必ず一人 1 回以上の自主的な発言を求めます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
今後の進め方についてのオリエンテーシ

ョン 

【予習】昨年度の講義で学んだ範囲（特に財務会計理

論）を完璧に理解しておくこと 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第２回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準①、企業分析① 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点
6 時間 
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から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

第３回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準②、企業分析② 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第４回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準③、企業分析③ 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第５回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準④、企業分析④ 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第６回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準⑤、企業分析⑤ 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第７回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準⑥、企業分析⑥ 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第８回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準⑦、企業分析⑦ 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第９回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準⑧、企業分析⑧ 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第１０回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準⑨、企業分析⑨ 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第１１回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、会計基準⑩、企業分析⑩ 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第１２回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、発表大会のテーマ報告 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第１３回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、発表大会のテーマ報告 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。発

表大会テーマ報告プレゼンの準備をしておくこと。 

6 時間 
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【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

第１４回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、発表大会のテーマ報告 

【予習】今回学ぶ会計基準について、十分に予習して

おくこと。指定した日経記事について、会計的な視点

から説明することができるように準備すること。発

表大会テーマ報告プレゼンの準備をしておくこと。 

【復習】各自が目指す資格試験に関して、使用するテ

キストを十分に理解し、復習しておくこと。 

6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
春学期の総括 

【予習】これまでの配布資料及び各自が使用するテ

キストの該当箇所について十分に予習しておくこ

と。 

【復習】これまでの配布資料及び各自が使用するテ

キストの授業で扱った箇所を十分に理解し、復習し、

秋学期までにさらに力をつけておくこと。発表大会

に向けてテーマに沿った資料を収集し、理解を深め

ておくこと。 

6 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 徳丸 義也 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 

多様なデータが⽣かされ、リアル店舗と EC サイトの継ぎ⽬のない買物体験、消費者との絆を

深める 

進化するデジタルマーケティングの戦略を学ぶ 

授業の目的及び概要 

デジタル・マーケティングの理論や概念の体系的な理解のもとで、デジタル時代におけるマー

ケティングの製品戦略、価格戦略、チャネル戦略、プロモーション戦略の進化と拡張について

学びます。あわせて、企業連携を通じて SNS マーケティングの企画、運営、分析等の実践活動

に取り組み、DX 化のもとでの現代ビジネスの業務変⾰やビジネスモデルについての課題を発⾒

し、戦略を構想する⼒を⾝につけます。 

履修条件・留意点 
この授業科目は、マーケティング基礎及びマーケティング戦略論ⅠⅡの基礎理論をもとに学修

を進めるため同科目の合格者の履修を推奨します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①デジタルマーケティングの基礎的概念を理解する 

②デジタル時代のマーケティング戦略を理解し説明することができる 

③SNS マーケティングの企画、運営、分析の実践を通じてデジタル時代のマーケティングの課

題について考え、意見を述べることができる 

④チーム活動を通じて課題解決に貢献し、コミュニケーション力やチームワーク力を身につけ

ることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポートおよびプレゼンテーション、実践活動についての講評を行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／

プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

①１からのデジタル･マーケティング，西川秀彦，碩学

舎，2019 年 

 テキストは授業で使用しますので必ず購入してくだ

さい。 

②デジタルマーケティング⼊⾨，宇都 雅史，かんき出

版，2023 年 

 テキストは授業で使用しますので必ず購入してくだ

さい。 

ISBN 0 

参考書 

①SNS マーケティングのやさしい教科書，清水将之，

エムディエヌコーポレーション，2024 年 ②SNS マー

ケティング 7 つの鉄則，飯高悠太・室谷良平・鈴木脩

平，日本経済新聞出版，2023年 

ISBN 

①ISBN-13  :  978-

4295206521 

②ISBN-13  :  978-

4296113705 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 
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その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の目的と方法  授業計画 到達目

標 成績評価について説明します。  

授業計画は進捗度や実践活動の関係上変

更する場合があります。 

事前にシラバスを読んで準備しておく。 

授業後目的についてふりかえる。 
4 時間 

第２回 対面 

教材資料：「デジタルマーケティングの基

本概念について」 

説明、質疑、意見交換 

事前に教材資料について予習しておくこと。 

授業後、質疑応答をふまえてふりかえること。 
4 時間 

第３回 対面 

テーマ：「進化する Web マーケティング と

SNSマーケティング」（教材資料） 

説明、質疑、意見交換 

事前に教材資料について予習しておくこと。 

授業後、質疑応答をふまえてふりかえること。 
4 時間 

第４回 対面 

テーマ：「SNS・デジタルプラットフォーム

というメディアの本質」（教材資料） 

説明、質疑、意見交換 

事前に教材資料について予習しておくこと。 

授業後、質疑応答をふまえてふりかえること。 
4 時間 

第５回 対面 

テーマ：「SNS 時代の購買プロセス とユー

ザーの発信」（教材資料）① 

説明、質疑、意見交換 

事前に教材資料について予習しておくこと。 

授業後、質疑応答をふまえてふりかえること。 
4 時間 

第６回 対面 

テーマ：「SNS 時代の購買プロセス とユー

ザーの発信」（教材資料）② 

説明、質疑、意見交換 

事前に教材資料について予習しておくこと。 

授業後、質疑応答をふまえてふりかえること。 
4 時間 

第７回 対面 

テーマ：「成果につなげる SNS マーケティ

ング の情報発信力」（教材資料）① 

説明、質疑、意見交換 

事前に教材資料について予習しておくこと。 

授業後、質疑応答をふまえてふりかえること。 
4 時間 

第８回 対面 

テーマ：「成果につなげる SNS マーケティ

ング の情報発信力」（教材資料）② 

説明、質疑、意見交換 

事前に教材資料について予習しておくこと。 

授業後、質疑応答をふまえてふりかえること。 
4 時間 

第９回 対面 
SNSマーケティングの運用、調査、分析① 

目的、商材、目標の設定 

事前に、目的、商材、目標の設定について検討してお

くこと。 

授業後、目的、商材、目標の設定について振り返るこ

と。 

4 時間 

第１０回 対面 

SNSマーケティングの運用、調査、分析② 

運用ポイント、ハッシュタグ、画像、動画

編集 

事前に運用ポイント、ハッシュタグ、画像、動画編集

について検討しておくこと。 

授業後、運用ポイント、ハッシュタグ、画像、動画編

集についてふりかえること 

4 時間 

第１１回 対面 
SNSマーケティングの運用、調査、分析③ 

画像、動画編集、連携企業との打ち合わせ、 

事前に連携企業との打ち合わせについて検討してお

くこと。 

授業後、連携企業との打ち合わせについてふりかえ

ること。 

4 時間 

第１２回 対面 
SNSマーケティングの運用、調査、分析④ 

SNS運用 

事前に SNS 運用について検討しておくこと。 

授業後、SNS 運用についてふりかえること。 
4 時間 

第１３回 対面 
SNSマーケティングの運用、調査、分析⑤ 

データの収集と分析 

事前にデータの収集と分析について検討しておくこ

と。 

授業後、データの収集と分析についてふりかえるこ

と。 

4 時間 

第１４回 対面 
SNSマーケティングの運用、調査、分析⑥ 

データ分析結果についての考察、改善策 

事前に分析結果についての考察、改善策について検

討しておくこと。 

授業後、分析結果についての考察、改善策についてふ

4 時間 
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りかえること。 

第１５回 
オンデ

マンド 
授業のふりかえりとまとめ 

事前に授業についてふりかえる 

授業後授業についてふりかえる 
4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 戦略的人的資源管理ー日本の組織を対象としてー 

授業の目的及び概要 

本演習は、人材・組織マネジメントコースに該当します。 

人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や

働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必要となります。また、就職活動をす

る上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な

問題、現象について理解し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが

実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつかることと思

います。その際に、使える知識・考え方を身につけて頂きます。 

人的資源管理のテキストの各章について、興味・関心のある章を担当し、講師役として発表し

てもらいます。また、他の講師役の発表を聞いて、疑問点・論点について、討議の中から学ん

でいきます。 

秋学期の研究発表大会での研究発表、卒論につながる個人研究のテーマにつながるテーマを探

しながら、学修してもらいます。 

履修条件・留意点 
人的資源管理論の履修をしていない学生は、必ず春学期に私の人的資源管理論の授業を履修し

て下さい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

現在の働く場における人的資源管理の基本的な問題について、実態、制度、背景などを理解し、

解決に向けての⾃分の意⾒を持ち、口頭や⽂章で他者に理解してもらえるように伝える能⼒を

⾝につけます。 

• 人的資源管理の基本的な問題について、実態を分析し、課題を抽出することができる。 

• その課題、現象が起きている理由・背景、仕組みについて調べ考えることができる。 

• 課題解決に向けての⾃分の意⾒を形成し、他者に表明し、理解してもらうことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 演習での発表については、直後に講評をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
経験から学ぶ人的資源管理[第３版]，上林憲雄・厨子

直之・森田雅也，有斐閣，2025 年 
ISBN 9784641184732 

参考書 
マネジメント・テキスト 人事管理入門(新装版)，今野

浩一郎・佐藤博樹，日本経済新聞出版，2022 年 
ISBN 9784532135287 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  
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この科目の受講に 

あたって 

人的資源管理論の単位を取得していない学生は、必ず春学期に私の人的資源管理論の授業を履

修して下さい。 

職場で起こる問題・課題に常に積極的に関心を持って下さい。皆様の関心のあるものを題材に

していきます。 

演習は、考え、議論する時間です。時間中は、積極的に参加して下さい。 

結論ではなく、「考える道筋」を重視して下さい。世の中の悩ましい問題には、「定番の答」は

ありません。様々な筋の通った考え方で、結論は違っていても「答」はいくつもあります。自

ら考え新たな「答」を創り出してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

演習の進め方、成績評価、発表の割り振り

等を説明します。 

第 1 章人の管理とはどんなことか（人的資

源管理入門） 

【予習】テキストの全体を見て、関心・興味のある章

を読んでみて、担当したい候補の章をいくつか決め

て下さい。 

    第 1 章を読んで、人的資源管理のイメージ

をもっておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

    決まった担当箇所の発表に向けて、準備の

スケジュールを立てて、作業を進めていきます。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

第 1 回で発表の担当章が決まりますが、そ

の発表内容について、個別に日程を決め

て、TEAMS で個別指導します。 

【予習】発表担当の章をよく読み、あらかじめ発表資

料を作成しておきます。 

【復習】TEAMS での指導内容を踏まえ、発表資料を修

正していきます。 

4 時間 

第３回 対面 
第 4 章組織は人をどのように雇い入れる

のか(採用・異動） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第４回 対面 
第 5 章組織は人をどのように育てるのか

（キャリア開発・人材育成・教育訓練） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第５回 対面 
第 6 章組織は仕事の結果をどのように評

価するのか（評価・考課） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第６回 対面 
第 7 章組織は人をどのように処遇するの

か（昇進・昇格） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第７回 対面 
第 8 章組織は人にどのような報酬を与え

るのか（賃金・福利厚生・退職金） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第８回 対面 
第 9 章組織は人の安全と健康をどのよう

に守っているのか（安全・衛生） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第９回 対面 
第 10 章組織は労働組合とどのように関わ

るのか（労使関係） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する
4 時間 
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質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

第１０回 対面 
第 11 章組織は辞めていく人とどのように

関わるのか（退職） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１１回 対面 
第 12 章多様化する働く人たちを組織はど

う管理するのか（女性労働・高年齢者雇用） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１２回 対面 
第 13 章多様化する雇用形態を組織はどう

管理するのか（非正規雇用） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１３回 対面 
第 14 章多様化する労働時間と場所を組織

はどう管理するのか（裁量労働・在宅勤務） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１４回 対面 

第 15 章多様化する働く意味づけを組織は

どう管理するのか（ワーク・ライフ・バラ

ンス） 

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わ

からない用語等を調べておきます。発表者に対する

質問項目を考えておきます。 

【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１５回 対面 
秋の研究発表大会での班別構成とテーマ

の検討 

【予習】テキストを復習して、秋の発表大会でのテー

マを考えておきます。 

【復習】研究発表大会のテーマについて、研究を開始

します。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 組織において、アントレプレナーシップがどのようにかかわるかが主要なテーマです。 

授業の目的及び概要 

興味のある企業に焦点を当てて、これまで学修してきた経営学の知識を駆使し課題を見つけ、

自らのアイデアでソリューションを考え提案していただきます。この提案までの過程で、問題

発見力や解決力、議論のための技術といったビジネスパーソンに求められる能力を研鑽し、社

会において活躍できる人材を目指します。この際、経営学だけでなく問題や課題の発見の技法、

アイデア創出など、ビジネスに役立つさまざまなスキルを学ぶ必要があります。これらについ

ては必要に応じて講義の実施や資料を配布します。また自らのアイデアを精緻化するためには、

他者との議論が効果的です。そのためには、自分の考えを適切に説明できる表現能力が求めら

れます。これらの点からこの演習では、自己表現のためのトレーニングと議論の機会を積極的

に設けたいと思います。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）経営学の理論に基づきビジネス上の課題を見出し、適切な解決法を考察し提案すること

ができる。 

（２）自分の考えを他者に分かりやすく説明することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 特になし ISBN 0 

参考書 講義の中で参考書を別途指示します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

課題発見やプレゼンテーションに関する能力を高める機会を提供する演習であり、そのため自

主的に実践して学ぶ要素も多くなります。結果として学生の皆さんには能動的な姿勢が必要と

なります。 

※毎回、講義前にラーニングポータルを確認してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 
オリエンテーション。本演習の目標と予定

の確認など。 

【予習】シラバスを読んでください。 

【復習】配布資料を読んでください。※自分が興味を

持った業界に関してネット記事や新聞など用意し

て、なぜそれに興味をもったのか説明する準備をし

てください。 

4 時間 

第２回 対面 

リアルな経営を知る：提示された経営学キ

ーワードをもとに、ある企業について調べ

て発表してもらいます。 

【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持

った業界に関してネット記事や新聞など用意して、

なぜそれに興味をもったのか説明する準備をしてく

ださい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第３回 対面 

リアルな経営を知る：経営学のキーワード

をもとに、ある企業について調べて発表し

てもらいます。 

(またはロジカルシンキングなどの講義を

予定しています。) 

【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持

った業界に関してネット記事や新聞など用意して、

なぜそれに興味をもったのか説明する準備をしてく

ださい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第４回 対面 

ロジカルシンキングの基本的な考え方と

使い方を学ぶために課題をチームで議論

します。 

【予習】配布資料を読んでください。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 
4 時間 

第５回 対面 
ロジカルシンキングの使い方を学ぶため

に課題をチームで議論します。 

【予習】課題についての考察をお願いします。配布資

料を読んでください。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第６回 対面 

研究テーマやリサーチクエスチョンにつ

いての講義と、チームで最終発表するテー

マに関する議論を行います。 

【予習】自分が興味を持った発表テーマに関してネ

ット記事や新聞など用意して、なぜそれに興味をも

ったのか説明する準備をしてください。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第７回 対面 

研究テーマやリサーチクエスチョンにつ

いての講義と、チームで最終発表するテー

マに関する議論を行います。 

（扱うテーマについて各チームで発表し

ます。） 

【予習】最終発表するテーマについて、チーム内のア

イデアの収斂をしてください。 

【復習】議論した内容や配布資料を読みなおしてく

ださい。 

4 時間 

第８回 対面 

先行研究や資料を探す：学内に用意されて

いる検索システムを使って雑誌記事や論

文検索を行います。図書館で書籍を借りる

ことも検討中です。 

【予習】どのような資料を探すか検討をつけておい

てください。 

【復習】議論した内容や配布資料を読みなおしてく

ださい。 

4 時間 

第９回 対面 

発表のアウトラインの作成および資料作

成のためのアウトラインの準備をお願い

します。 

この内容をプレゼンしていただき中間報

告とします。 

【予習】最終発表するテーマと、どのような内容かを

説明するための発表準備をお願いします。 

【復習】議論した内容や配布資料を読みなおしてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 分析とディスカッション 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１１回 対面 分析とディスカッション 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１２回 対面 発表準備 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１３回 対面 最終発表と議論① 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１４回 対面 最終発表と議論② 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
総括 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。夏休みの宿題（予定）。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 経営課題を解決するための IT活用方法の学修 

授業の目的及び概要 

現代の企業において事業を成長させるためにＩＴを如何に活用していくのかが重要な課題とな

っている。本演習では、経営課題にＩＴをどのように活用するべきかを提案できる力を身につ

けるために、企業における課題を発見し、解決策を導き出す手法を学修する。その後実際の企

業を事例として課題発見から解決策作成までをグループワークとして行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①企業における IT 活用の基礎知識を理解し、説明できる。 

②企業の課題を発見し、解決策を導くための手法を理解し、適用できる。 

③各自が導き出した課題と解決策をプレゼンテーション資料にまとめ、発表することができる。 

④プレゼンテーションした内容を、他社の意見を取り入れ、ブラッシュアップすることができ

る。 

⑤他者のプレゼンテーション内容に対して建設的な意見が言える。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト テキストはありません。講義資料を配布します。 ISBN 0 

参考書 

①コア・テキスト経営情報論，高橋京介，新世社，2021

年 

②新人 IEｒと学ぶ実践ＩＥの強化書，日本インダスト

リアル・エンジニアリング協会，日刊工業新聞社，2021

年 

ISBN 
①9784883843312 

②9784526081149 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 IE 手法の学修① 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した IE による流れ図を見直し

て下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第２回 対面 IE 手法の学修② 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した IE による流れ図を見直し

て下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第３回 対面 IE 手法の学修③ 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した IE による流れ図を見直し

て下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第４回 対面 IE 手法の学修④ 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した IE による流れ図を見直し

て下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第５回 対面 
IE 手法で導き出した解決策で情報システ

ムを開発する手法① 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した解決策を見直して下さい。

次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第６回 対面 
IE 手法で導き出した解決策で情報システ

ムを開発する手法② 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した解決策を見直して下さい。

次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第７回 対面 
IE 手法で導き出した解決策で情報システ

ムを開発する手法③ 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した解決策を見直して下さい。

次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

実際の企業での課題発見と解決策の策定

① 

企業現場の学修 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した課題発見と解決策を見直

して下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第９回 対面 

実際の企業での課題発見と解決策の策定

② 

企業現場の課題抽出① 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した課題発見と解決策を見直

して下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

実際の企業での課題発見と解決策の策定

③ 

企業現場の課題抽出② 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した課題発見と解決策を見直

して下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

実際の企業での課題発見と解決策の策定

④ 

企業現場の解決策策定① 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した課題発見と解決策を見直

して下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

実際の企業での課題発見と解決策の策定

⑤ 

企業現場の解決策策定② 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した課題発見と解決策を見直

して下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 

実際の企業での課題発見と解決策の策定

⑥ 

企業現場の課題と解決策のプレゼン資料

作成① 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した課題発見と解決策を見直

して下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

実際の企業での課題発見と解決策の策定

⑦ 

企業現場の課題と解決策のプレゼン資料

作成② 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した課題発見と解決策を見直

して下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 
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第１５回 対面 

実際の企業での課題発見と解決策の策定

⑧ 

企業担当者へのプレゼンテーション 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。宿題を行ってください。 

【復習】授業中に作成した課題発見と解決策を見直

して下さい。次回までの宿題をして下さい。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
食料品の流通・マーケティング研究 

－食品企業のマーケティング戦略研究－ 

授業の目的及び概要 

本演習は、マーケティング戦略コースに該当します。本演習は、食料品流通のしくみ、食品産

業の現状やマーケティング活動などについて理解を深めることが目的です。演習での活動を通

じて、自分で問題を発見する能力、その問題に関する調査結果を整理し、自分なりの考えをま

とめる能力、わかりやすく発表し、質疑応答やディスカッションできる能力を高めていきます。

春学期は、食料品の流通のしくみや食料品の流通や食品企業のマーケティング活動に関するデ

ータの収集、整理の方法を学修したうえで、食料品のブランド展開について理解を深めていき

ます。 

 また、ゼミとして企業の方のお話を聞く機会や現場に触れる（フィールドワーク）機会もも

ちたいと考えています。 

履修条件・留意点 

留意点 

授業にはノートパソコン、タブレットなどを持参することを推奨します（毎回）。 

報告やグループワークの内容（意見交換等）を整理する際に使用します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．食料品の流通や食品企業のマーケティング活動に関するデータを収集し、整理することがで

きる 

2．調査内容を整理し、その内容を他者に伝えることができる 

3．グループワークに積極的に参加し、他者と協力して行動することができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
フードシステム，藤島廣二・伊藤雅之編，筑波書房，

2021 年 
ISBN 9784811905976 

参考書 

①デジタル時代のブランド戦略，田中洋編，有斐閣，

2023 年 

 ②食品の流通経済学，菊地哲夫，農林統計出版，2013

年 

③フードシステムの経済学第 6 版，時子山ひろみ・荏

開津典生，医歯薬出版，2019年 

④わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上

幹，有斐閣アルマ，2023 年 

・その他の参考書については、授業中に適宜紹介しま

す。 

ISBN 

①978-4641166226 

②978-4897322827 

③978-4263707401 

④978-4641222199 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 
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【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本演習ではグループでの活動や発表（個人含む）が多くなります。グループワークや発表に主

体的・積極的に参加することを期待します。グループワークや発表に積極的に参加（他の発表

者への積極的なフィードバックや質問含む）し、他者と協力して行動する学生を評価します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

 授業の概要、到達目標、成績評価の方法

等について説明します。テキスト報告のグ

ループ分けを行います。 

事前：シラバスを読んでください。 

事後：ガイダンスでの説明内容を復習するとともに

テキストを一読してください。 

4 時間 

第２回 対面 

テキスト報告の準備 

 食料品流通に関する基礎的な説明を行

った後、テキストの概要、テキスト報告の

ルール等を説明します。テキスト報告の担

当を決めます。 

事前：グループで相談し、テキスト報告の担当箇所を

考えてください。 

事後：テキストを読み、報告準備を進めてください。 

4 時間 

第３回 対面 

テキスト報告（1章・2 章・3 章） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分の

考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備

（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第４回 対面 

テキスト報告（4章・5 章・6 章） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分の

考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備

（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第５回 対面 

テキスト報告（7章・8 章・9 章） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分の

考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備

（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第６回 対面 

テキスト報告（10 章・11章・12章） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分の

考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備

（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第７回 対面 

テキスト報告（13 章・14 章・テキスト全

体の振り返り） 

 報告担当者が担当箇所を報告後、全員で

意見交換を行います。 

事前：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分の

考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備

（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第８回 対面 

食料品の流通および食品企業に関する基

礎データの収集・整理 

 食料品の流通や食品企業のマーケティ

ング活動に関する基礎データの収集・整理

に向けた準備（グループで調査するテーマ

の設定、調査内容、担当について相談等）

を行います。 

事前：食料品の流通や食品企業のマーケティング活

動に関する基礎データを調べておいてください。 

事後：今回の意見交換を踏まえて、報告準備をしてく

ださい。 

4 時間 

第９回 対面 

調査の実施 

 グループごとに担当箇所の進捗状況に

ついて報告後、全員で意見交換を行いま

事前：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 
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す。 

第１０回 対面 

調査の実施 

 グループごとに担当箇所の進捗状況に

ついて報告後、全員で意見交換を行いま

す。 

事前：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

調査の実施 

 グループごとに担当箇所の進捗状況に

ついて報告後、全員で意見交換を行いま

す。 

事前：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

調査の実施 

 グループごとに担当箇所の進捗状況に

ついて報告後、全員で意見交換を行いま

す。 

事前：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

報告会 

 調査結果の報告会を行います。報告後、

質疑応答、意見交換を行います。 

事前：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

報告会 

 調査結果の報告会を行います。報告後、

質疑応答、意見交換を行います。 

事前：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

春学期のまとめ 

 春学期のまとめを行います。 

事前：グループ発表で取り組んだ内容をまとめてく

ださい。 

事後：これまでの授業内容を復習してください。 

4 時間 

2025/05/01

596



 

 

科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
トヨタ自動車を含めたグローバル企業の海外展開を事例に、生産管理を含めた企業の経営管理

全般をケースメソッドを用いて、その理論と実践を修得する。 

授業の目的及び概要 

・現代企業の経営戦略をケースを用いて、その理論を修得する。その範囲は、企業内部の組織

戦略・人的資源管理・オペレーションマネジメントや、外部環境への適応として、事業戦略・

競争戦略など幅広い事象を対象とする。その手法はケースを閲読の上、代表者にケースにおけ

る戦略の成否の理由、経営課題、疑問点を発表し、それをベースにディスカッションしながら、

進める。またゲストスピーカーを招待し講演いただくことや、経済新聞・ビジネス紙を補足的

に使用し、生きた経営に触れることによって、大学と経済社会の橋渡しの一助とする。 

・取り上げるケースは、日本企業のグローバル事例を中心とするが、それに限定されない。ま

た対象企業は、製造業、サービス業を中心とするが、それに限定されない。 

履修条件・留意点 

・企業(会社）に関心があること。 

・教科書は必ず購入すること。文献（本）を読むこと。 

・他人の意見を聞き、自分の意見を述べ、ディスカッションする意思があること（沈黙は厳禁）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

競争戦略、事業戦略、マネジメントコントロール、生産管理、オペレーションマネジメント、

経営組織を中心にして、国際経営戦略の販売、生産、研究開発の基本を理解し、その理論を修

得すること。および経営管理の基本的な知識や理論を、経営の実務に適用できる基礎力を身に

付けることが、本授業の目標である。具体的には、ケースを通じて 

①国際経営戦略の進展を、具体的な事例を用いて説明できる。 

②国際経営における組織と人的資源管理の課題を、具体的な事例を用いて説明できる。 

③国際マーケティングを、国内との違いを明確にして、具体的な事例を用いて説明できる。 

④海外生産の経緯と課題を、具体的な事例を用いて説明できる。 

⑤研究開発の国際化の進展とその課題を、具体的な事例を用いて説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・発表内容における論点不足や論理性の問題は、授業の中でフィードバックする。 

・発表方法やファシリテーション（議事進行）の課題は、授業の中でフィードバックする。 

・ディスカッションにおける形式的な課題は、授業の中でフィードバックする。 

・レポートや論文上の課題は、ゼミで説明の上、個別にフィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発

表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
ケースに学ぶ国際経営，吉原英樹・白木三秀・新宅純

二郎・浅川和弘編著，有斐閣，2013 年 
ISBN 9784641284152 

参考書 

①国際経営〔第 5 版〕，吉原英樹，有斐閣，2021 年 

②ものづくりの国際経営戦略 アジアの産業地理学，

新宅純二郎・天野倫文編，有斐閣，2009 年 

③東アジア優位産業 多元化する国際生産ネットワー

ク，塩地洋・田中彰編著，中央経済社，2020 年 

ISBN 

①9784641221727 

②9784641163324 

③9784502335112 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 70 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

「経営学は、経営の役に立ってこそ、意味がある」のスタンスでゼミを進めたいと思います。

実業界では不確実性（＝将来は誰もわからない）を前提に、正解の分からない中で、判断し実

行することが求められます。よって積極的にゼミに参加し、ディスカッションすること、他人

の意見を聞き自分の意見を主張することを大切にしてほしいと思います。ゼミは教師が学生に

教える場ではなく、正しいと思うことを探す場（真実の探求）です。人財育成目標は、「T 型人

財」です。経営管理全般に対して経営学の知識と知見を備えつつ、自分の得意分野では誰にも

負けない専門知識を習得してほしいと思います。そしてそれを武器に、社会へ旅立つ準備をし

ましょう。会社員生活 35 年の小職が、それを少しだけお手伝いいたします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

①ゼミ参加者紹介（タコ紹介）、②ゼミの

進め方（ケース、発表など）、③なぜケー

スメソッドへの理解、④その他 

事前学修：シラバスを一読のこと、自分を説明する準

備。 

事後学修：ゼミの進め方の復習 

4 時間 

第２回 対面 

味の素を取り上げ、国際経営全般の経営課

題を学ぶ 

①「序章 国際経営とは 味の素のケー

ス」・・・テキスト 

＊以降、テキストとは、『ケースに学ぶ国

際経営』，吉原英樹・白木三秀・新宅純二

郎・浅川和弘編著，有斐閣，2013年，を示

す 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第３回 対面 

トヨタ自動車（その１）を取り上げ、自動

車産業の国際経営戦略を学ぶ 

①「第 1 章 国際経営戦略 トヨタ自動車

のケース」・・・テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第４回 対面 

トヨタ自動車（その２）と現代自動車を取

り上げ、新興国市場（BRICs)の競争戦略を、

学ぶ 

①「第 8 章 自動車産業 新興国における

現代自動車とトヨタ自動車のケース」・・・

テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第５回 対面 

アクセンチュア、日産自動車、ソニーを取

り上げ、国際経営組織を学ぶ 

①「第 2 章 国際経営組織 アクセンチュ

アのケース」・・・テキスト 

②「Case12 日産自動車とソニー 欧州地

域統括会社」，『ケースブック国際経営』，

吉原英樹・板垣博・諸上茂登編著，有斐閣，

2003 年 

＊文献②は、別途配布 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第６回 対面 

資生堂を取り上げ、国際マーケティングの

基本を学ぶ 

①「第 3 章 国際マーケティング 資生堂

のケース」・・・テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

4 時間 
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を整理し、習得する。 

第７回 対面 
ゲストスピーカーによる講演と QA セッシ

ョン（登壇者は未定） 

事前学修：登壇者への質問を用意し、事前に提出する 

事後学修：講演を聞いての感想と、追加質問を整理す

る 

4 時間 

第８回 対面 

シーゲート・テクノロジーを取り上げ、海

外生産の基本を学ぶ 

①「第 4 章 海外生産 シーゲート・テク

ノロジーのケース」・・・テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第９回 対面 

IBM、ネスレを取り上げ、国際研究開発を

学ぶ 

①「第 5 章 国際研究開発とイノベーショ

ン IBM，ネスレのケース」・・・テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１０回 対面 

シーメンスを取り上げ、国際人的資源管理

を学ぶ 

①「第 6 章 国際人的資源管理 シーメン

スのケース」・・・テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１１回 対面 

エレクトロにクス産業を取り上げる 

①「第 9 章 レノボ、ノキア、サムスン電

子、パナソニックのケース」・・・テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１２回 対面 

IT 産業を取り上げる 

①「第 10章 グーグルとIBMのケース」・・・

テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１３回 対面 

流通を取り上げる 

①「第 10 章 アジアにおけるグローバル

小売競争の展開」・・・テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１４回 対面 

生活文化産業を取り上げる 

①「第 12 章 ユニリーバ、P&G、花王に見

る欧米日企業のケース」・・・テキスト 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。

特にパナソニックはどのような経営戦略を立案すべ

きか、考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

演習全体を通じて、習得すべき理論（含む

キーワード、キーコンセプト）を復習する。 

事前学修：不要 

事後学修：オンデマンドで、本演習の纏めを再読し、

習得すべく理論が身に付いたか、評価の上自習する。

習得するとは、覚えることではなく、それを他者に説

明できると同時に、それに従った行動が出来るかで

ある。最後に「経営は仮説と検証による実践」である

ことを、思い出してほしい。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 難関大学院進学のための研究指導 

授業の目的及び概要 

本演習では、在学中に修士論文レベルの卒論作成を指導することで、難関大学院進学に挑戦す

る学生を支援したい。ただしインターネット検索で収集した情報を引用して理論化する類の研

究アプローチは、ChatGPT をはじめとする生成 AI が最も得意とするところであり、人が時間と

労力を費やしても太刀打ちできなくなりつつある。 

 内閣府、文部科学省、経済産業省は『数理・データサイエンス・AI 教育』を重視する文理共

通教育に舵を切り、難関校ほどこの国策に迅速に追随している。このような実情を踏まえ、実

証研究の学術論文で用いるモデル分析の統計手法を修得する。これによって、大学教員が書い

た学術論文でも７割近く理解できるようになる。 

履修条件・留意点 

1．［ビジネス統計学Ⅰ］、［ビジネス統計学Ⅱ］、［マーケティングリサーチ］を受講すること 

2．研究テーマによっては、経済学部の授業を履修すること 

3．学会や学外の論文コンテストで、研究成果を発表すること 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．実証研究の学術論文を理解できるようになる。 

2．研究成果を学会発表するためのプレゼン力をつける。 

3．論文の質を学外のコンテストに投稿できるレベルに向上させる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

ゼミ報告や課題レポートについて、コメントし、補足説明を加えてフィードバックする。 

グループ・プロジェクトの企画については、事前に問題点の指摘し（ダメ出し）、フィードバッ

クする。 

学外に投稿するレポートについては、進捗が早いグループに対して、コメントし指導する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①『共分散構造分析』[Amos 編］，豊田秀樹，東京図書，

2011 年 
ISBN 0 

参考書 
①現代マーケティングリサーチ，照井伸彦・佐藤忠彦，

有斐閣，2022 年 
ISBN ①9784641166080 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 10 

その他の内容 ゼミ運営、クラス親睦への貢献 

この科目の受講に 

あたって 

研究に興味があれば、特に大学院進学を志望しない人も、歓迎します。 

１から 10 までをすべて教える授業ではありません。 

考えたり調べてきた成果を、コンサルタントに相談し。アドバイスを求める感覚で、自主的に
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取り組んでください。 

自分の考え方をしっかり伝えるとともに、教員やゼミ生の考えも良く聴いてください。 

他のゼミ生の研究からも専門知識やアイディアを学び取り、研究の幅を広げてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

自己紹介 

ガイダンス 

ユングの性格分類と MBTI 

【予習】なし 

【復習】研究テーマと志望校の探索（4 時間） 
4 時間 

第２回 対面 学術論文の読み方 1 
１．課題論文を読む 

２．課題論文を整理する 
4 時間 

第３回 対面 学術論文の読み方 2 
１．課題論文を読む 

２．課題論文を整理する 
4 時間 

第４回 対面 学術論文の読み方 3 
１．課題論文を読む 

２．課題論文を整理する 
4 時間 

第５回 対面 学術論文の読み方 4 
１．課題論文を読む 

２．課題論文を整理する 
4 時間 

第６回 対面 学術論文の読み方 5 
１．課題論文を読む 

２．課題論文を整理する 
4 時間 

第７回 対面 学術論文の読み方 6 
１．課題論文を読む 

２．課題論文を整理する 
4 時間 

第８回 対面 研究計画書 1 研究計画書を作成する 4 時間 

第９回 対面 研究計画書 2 研究計画書を修正する 4 時間 

第１０回 対面 データ収集 1 
アンケート調査票を作成する 

またはインターネットより公開データを探索する 
4 時間 

第１１回 対面 データ収集 2 
アンケート調査票を作成する 

またはインターネットより公開データを探索する 
4 時間 

第１２回 対面 データ収集 3 

収集したデータを分析用にフォーマットする 

短い変数名にする 

カテゴリデータをラベル化する 

4 時間 

第１３回 対面 データ分析 1 
分析結果を図表に整理する 

考察をまとめる 
4 時間 

第１４回 対面 データ分析 2 
分析結果を図表に整理する 

考察をまとめる 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
データ分析 3 

分析結果を図表に整理する 

考察をまとめる 
4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ サービス化社会で活かせるマーケティング思考力・分析力の獲得 

授業の目的及び概要 

本演習では，「サービス」を中心にしたマーケティングおよび消費者行動の学び・研究を行いま

す。担当教員はサービス研究（サービスマーケティング，サービスマネジメント，サービスに

まつわる消費者行動）が専門です。 

テーマに掲げたマーケティング思考力とは「ビジネスや社会現象をマーケティング論や消費者

行動論の考え方・フレームワークで説明し，その知見を自らの実践に役立てる能力」のことを

いいます。マーケティング分析力とは「マーケティング論・消費者行動論の視点から適切な仮

説（問題）を設定し，検証をするための適切な分析法を選択し，その分析を実行できる能力」

のことをいいます。 

このテーマのもと，専門演習 IIA・IIB（ゼミ）の目的は 3つあります。 

1. 自分の興味・関心とマーケティング論や消費者行動のトピックを結びつけること。 

2. 調べる，読む，分析する，書く，伝える，質問するスキルをさらに磨くこと。 

3. 自らテーマを決めてゼミ内で発表すること。可能なら学外での発表にチャレンジすること。 

これらを達成するため，当ゼミではマーケティング論・消費者行動論の専門書を読んで知識を

より固めたり，業界専門紙やその他専門誌の記事について，または PBL を通して調査・報告・

質疑応答をしたり，自分やチームの興味・関心を分析するのに適した基本および発展的なマー

ケティングリサーチ法について理解を深めます。そして（進度にもよりますが）アンケートを

作成し調査を行い，分析します。 

履修条件・留意点 

PBL（ゼミ単独もしくは他ゼミと協同）を実施する可能性があります。 

この専門演習におけるマーケティングは，基本的に BtoC (B2C) です。 

ビジネス統計学 I・ビジネス統計学 II・マーケティングリサーチ・消費者行動論を履修するこ

とが望ましいです。まだ履修していない科目があれば，3 年次にできるだけ履修してください

（スケジュール的に難しければ 4 年次でも構いませんが，なるべく早めの履修をおすすめしま

す）。 

受講者の理解・進度などで授業計画を調整する場合があります。 

アクティブラーニングの取組みは受講者数や進度によってすべて行わない場合があります。 

必ずパソコンを持参してください（タブレットは不可）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1.サービスを中心に マーケティング論や消費者行動論の重要な概念・キーワードを把握してい

る。 

2. 自分の興味・関心があることを重要性・理由とともに他者にわかりやすく伝えることができ

る。 

3. 他者の興味・関心を理解し，適切な質問やコメント・助言を行うことができる。 

4. 自分およびチームの課題について，必要な資料を集めることができる。 

5. 集めた資料を読み，適切に内容を要約できる。 

6. 適切な方法で分析することができる。 

7. 文章および口頭で結果を他者にわかりやすく表現できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内での質疑応答，提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ

ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル
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整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
受講者の理解度・興味・関心に合わせて選択する予定

です。第 1 回のときに説明します。 
ISBN 0 

参考書 

①マーケティング＜第２版＞，恩蔵直人，日経文庫，

2019 年 

②マーケティングの力: 最重要概念・理論枠組み集，

恩蔵直人・坂下玄哲，有斐閣，2023 年 

③業界別マーケティングの地図，池田紀行，日経 BP，

2024 年 

④はじめてのマーケティング〔新版〕，久保田進彦・澁

谷覚 ，須永努，有斐閣，2022 年 

⑤マーケティングをつかむ 第 3 版，黒岩健一郎・水越

康介，有斐閣，2023 年 

⑥コトラーのマーケティング入門〔原書 14 版〕，恩蔵

直人，丸善出版，2022 年 

⑦Excel で今すぐはじめる心理統計 第 2 版，小宮あす

か・布井雅人，講談社，2024年 

⑧1 からのマーケティング分析（第 2 版），恩藏直人・

冨田健司，碩学社，2022 年 

⑨1 からのデータ分析，古川一郎・上原渉，碩学社，

2022 年 

⑩入門・消費者行動論，髙橋郁夫・高嶋克義，有斐閣，

2024 年 

⑪1 からの消費者行動，松井剛・西川英彦，碩学舎，

2020 年 

⑫心理学から解き明かす消費者行動論，中川宏道・津

村将章・松田憲，創成社，2024 年 

ISBN 

①9784532114046 

②9784641166134 

③9784296112562 

④9784641150973 

⑤9784641177321 

⑥9784621306772 

⑦9784065371800 

⑧9784502421617 

⑨9784502436413 

⑩9784641166264 

⑪9784502333415 

⑫9784794426321 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

実は世の中にはマーケティングという単語を嫌う人があなたが思うより多く存在します。 

なぜこの単語は嫌われるのでしょうか？ 

いろんな理由があるでしょう。 

例えば，次のようなものです。 

「そんなことをしなくてもうちの商品は売れる」 

「派手なことをして，目立っているだけ」 

「ほぼ性能が同じ商品を見た目だけリニューアルして売りつける」 

「不安をあおって買わせる」 

マーケティングが上記のようなことだけしていたら，確かにマーケティングはこの世に不要で

す。 

一方で， 

「もっと早く買っておけばよかった」 

「こんなおいしいものがあるなんて知らなかった」 

「いい商品なんだから，もっと多くの人に使ってもらえたらいいのに」 

と思うこともあるでしょう。 

なぜあなたはマーケティング論や消費者行動論を学ぶのでしょうか？ 

これを自分の言葉で答えられれば，いじわるな質問が飛んできても大丈夫ですし，逆に「しっ

かりした学生だ」と好印象になるはずです。 

なかなか自分なりの答えを見つけるのは難しいことですが，ゼミでの活動・研究を通していっ
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しょに答えを見つけましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【イントロダクション＆ガイダンス】 

現時点での各自の興味・関心を共有しま

す。授業の目的と方法，進め方・受け方，

授業計画，成績評価等について説明しま

す。テキストの選択についても説明し、決

定します。輪読・ケーススタディとは何か

を説明し，担当を決めます。 

事前学修としてシラバスを事前に読み，授業の目的

等を理解しておくこと。現時点の興味・関心を考え、

発表準備をすること（何分くらいのプレゼンになる

かは事前に伝えます）。 

事後学修として輪読資料・文献を読み，メモなどを書

くこと。知識不足のところがあれば「マーケティング

基礎」の復習すること。 

4 時間 

第２回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ① or PBL】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

なお、状況により他ゼミと協同もしくはゼ

ミ単独で PBL を行う場合があります。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第３回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ② or PBL】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

なお、状況により他ゼミと協同もしくはゼ

ミ単独で PBL を行う場合があります。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第４回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ③ or PBL】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

なお、状況により他ゼミと協同もしくはゼ

ミ単独で PBL を行う場合があります。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第５回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ④】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第６回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ⑤】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第７回 対面 

【テキスト・新聞記事輪読・ケーススタデ

ィ⑥】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディを行います。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第８回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習①】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

4 時間 
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析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

第９回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習②】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１０回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習③】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

事前学修として輪読担当者はテキスト・資料を読み，

質疑応答に備えること。担当ではない者もテキスト・

資料を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１１回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習④】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。疑問点をまとめておくこと。自分の興味関心には

どのような分析が向いているか調べておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習⑤ 

or PBL】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

なお、状況により他ゼミと協同もしくはゼ

ミ単独で PBL を行う場合があります。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。平均，分散，相関係数について復習して

おくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１３回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習⑥ 

or PBL】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

なお、状況により他ゼミと協同もしくはゼ

ミ単独で PBL を行う場合があります。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。帰無仮説検定の考え方について復習し

ておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１４回 対面 

【マーケティングリサーチ・分析演習⑦ 

or PBL】 

マーケティングのリサーチの手法（定量調

査法）をさらに深く学び，手を動かして分

析します。必要であれば高度な手法も紹介

します。 

なお、状況により他ゼミと協同もしくはゼ

ミ単独で PBL を行う場合があります。 

事前学修としてこれまでの教材・資料を事前に読ん

でおくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【春学期の総括】 

これまでの学びを振り返り，夏休みの各自

の課題・目標設定や秋学期に達成すべきこ

とについて考えます。また挑戦したい人に

はマーケティング学会のことも考えまし

ょう。 

事前学修として春学期の学修状況や自身の行動につ

いて振り返り，評価できる点や反省点・改善点をまと

めて発表する準備をする。 

事後学修として振り返り結果を踏まえて，夏休みや

秋学期の取り組みについてより具体的に検討し，目

標設定・行動計画を作成する。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 基本的な経営理論を学習しながら、それに基づき様々な経営現象を理解する。 

授業の目的及び概要 

現代社会における経済主体として大きな影響力を持つ企業、その組織や活動を理解することは、

社会の一員として欠かせないことです。特に経営学部の学生は、それらを理解するだけでなく、

論理的に説明する力を身に着けることが求められます。この専門演習では、経営学のさまざま

な理論を確認しながら、経営現象を理解し説明するために必要な情報を自ら探し、まとめ、発

表する練習を行います。これを通じて、経営学部生としての基本的な素養を身に着けるととも

に、将来、社会人・企業人として活躍するために必要な知識や技能の基盤を築くことを目的と

します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①経営現象を説明するためのツールとして経営学の基本的な理論が理解できる。 

②自ら情報を収集し、それをまとめて資料を作成することができる。 

③他人の意見を聞きながら自分の意見を表現し、より良い結果を導き出すことができる。 

④他人と協力して得られた成果をプレゼンテーションとして発表することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 演習内の報告や課題について、演習内で振り返りとそれについての話し合いの時間を設けます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
１からの経営学(第３版)，加護野 忠男・吉村 典久，

碩学舎 ，2021 年 
ISBN 9784502375217 

参考書 
経営学入門キーコンセプト，井原久光編著，ミネルヴ

ァ書房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この演習は、 教員の指導の下で学生自らが積極的に行動することが学びの前提になる科目で

す。 より積極的な参加がより大きな学びや成長に繋ががることを意識しながら行動してくださ

い。 そして、 グループワ ー クでは、 結果物を得るまでのプロセスの中で、 責任感を持っ

てお互いに協力しながら取り組んでください。 教員と受講生、 そして受講生同士がお互いに

良い影響を与えるよう、 授業に臨んでいきましょう。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

自己紹介・演習についての説明をします。 

 

【事前学修】 

自己紹介・自己アピール・学びたいことを考える。 

【事後学修】 

取り組みたいテーマを考える。 

4 時間 

第２回 対面 
『１からの経営学』 

第 1 章 企業経営の全体像 

【事前学修】 

テキストの第 1章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第３回 対面 
『１からの経営学』 

第 2 章 経営学の全体像 

【事前学修】 

テキストの第 2章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第４回 対面 
『１からの経営学』 

第 3 章 企業と会社 

【事前学修】 

テキストの第 3章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第５回 対面 
『１からの経営学』 

第 4 章 企業とインプット 

【事前学修】 

テキストの第 4章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第６回 対面 
『１からの経営学』 

第 5 章 企業とアウトプット 

【事前学修】 

テキストの第 5章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第７回 対面 
『１からの経営学』 

第 6 章 競争戦略のマネジメント① 

【事前学修】 

テキストの第 6章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第８回 対面 
『１からの経営学』 

第 7 章 競争戦略のマネジメント② 

【事前学修】 

テキストの第 7章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第９回 対面 
『１からの経営学』 

第 8 章 多角化戦略のマネジメント 

【事前学修】 

テキストの第 8章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１０回 対面 
『１からの経営学』 

第 9 章 国際化のマネジメント 

【事前学修】 

テキストの第 9章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１１回 対面 
『１からの経営学』 

第 10章 マクロ組織のマネジメント 

【事前学修】 

テキストの第 10 章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１２回 対面 
『１からの経営学』 

第 11章 ミクロ組織のマネジメント 

【事前学修】 

テキストの第 11 章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１３回 対面 
『１からの経営学』 

第 12章 キャリアデザイン 

【事前学修】 

テキストの第 12 章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 

第１４回 対面 
『１からの経営学』 

第 13章 経営学の広がり 

【事前学修】 

テキストの第 13 章を読んで予習を行う。 

【事後学修】 

授業内容を振り返って、復習を行う。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
【春学期のまとめ】 

【事前学修】 

春学期の授業を振り返る。 

夏休みの計画発表に向けて準備を行う。 

【事後学修】 

期末レポ トを作成する。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡA 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 

デジタル時代の企業戦略に挑む： 

就職先として興味ある業界など、皆さん一人一人が関心ある企業の経営戦略を分析し、自ら戦

略づくりにチャレンジします。 

授業の目的及び概要 

春学期は、ゼミ生の皆さん一人一人が関心ある業界・企業を決めて、その経営戦略を分析しま

す。 

・就職先として興味がある、アルバイト先、実家の事業、顧客として関心がある、などから対

象業界・企業を選定してください。 

 業界・企業に関する情報をネット、新聞などで集めて、”自分事”として分析・考察し、戦

略分析の素材とします。 

・ デジタル技術・モデルを戦略づくり（秋学期）に活用できるよう、春学期はテキストの輪読

を通じて、基礎知識を学修します。 

 また、中国・アジア、米国の先進事例を教員（岡野）が解説しディスカッションを行います。 

・ 本学で実施される「学生研究発表大会」に参加しプレゼンすることも貴重なトレーニングの

機会であり、本演習の重要な要素として考えています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．経営学の理論に基づき企業戦略を分析し、その特徴・優位性や課題を説明できる。 

２．デジタル技術が企業戦略にどのように活用されているのか、具体的なケースに基づいて理

解し説明できる。 

３．自分の考えをわかりやすく説明し、他メンバーと建設的に議論ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物や報告に対してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

１からのデジタル経営，伊藤宗彦・松尾博文・富田純

一，碩学舎，2022 年 

 

ISBN 9784502410918 

参考書 

① 考える経営学，中川功一・佐々木将人・服部泰宏，

有斐閣，2021 年 

② 経営学入門，青島矢一，東洋経済新報社，2022 年 

③ 中国デジタル・イノベーション：ネット飽和時代の

競争地図，岡野寿彦，日本経済新聞出版，2020 年 

④ 中国的経営イン・デジタル：中国企業の強さと弱

さ，岡野寿彦，日本経済新聞出版，2023 年 

 

ISBN 

①9784641150836 

②9784492503362 

③9784532323585 

④9784296116324 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

2025/05/01

609



 

 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

一人一人が戦略づくりの主役です。生成 AI などデジタル技術が進化するなかで、経営戦略づく

りと実行をリードできる人材の重要性が、今後さらに高まっていきます。 

本演習は、課題発見やプレゼンテーションに関する能力を高める機会を提供することも目的と

しており、自主的に実践して学ぶ要素も多くなります。 

他のゼミ生の研究、意見を尊重し、建設的にディスカッションすることで、皆さんのキャリア

の武器づくりに、一緒に取り組みましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
【オリエンテーション】 

本演習の目標と予定の確認など 

【予習】シラバスを読んでください。 

【復習】配布資料を読んでください。 

 自分が興味を持った業界・企業に関して、ネット記

事や新聞なども参照して、なぜそれに興味をもった

のか説明する準備をしてください。 

3.5時間 

第２回 対面 

経営戦略の分析（春学期）、作成（秋学期）

に向けた経営学のふりかえり① 

※ テキスト報告の進め方を説明し、担当

を決めます。 

  

 

【予習】配布資料を読んでください。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

 ※ テキスト報告の準備を進めてください。 

4 時間 

第３回 対面 
経営戦略の分析（春学期）、作成（秋学期）

に向けた経営学のふりかえり② 

【予習】配布資料を読んでください。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

 ※ テキスト報告の準備を進めてください。 

4 時間 

第４回 対面 テキスト報告（第１章～第３章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

4 時間 

第５回 対面 テキスト報告（第４章～第６章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

4 時間 

第６回 対面 テキスト報告（第７章～第９章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

4 時間 

第７回 対面 テキスト報告（第 10 章～第 12 章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

4 時間 

第８回 対面 テキスト報告（第 13 章～第 15 章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

4 時間 
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い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

第９回 対面 
最終発表のアウトラインをプレゼン（中間

報告）① 

【予習】最終発表するテーマと、どのような内容かを

説明するための発表準備をお願いします。 

【復習】議論した内容や配布資料に基づいて、最終発

表するテーマ・内容を改善・具体化してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

最終発表のアウトラインをプレゼン（中間

報告）② 

分析とディスカッション① 

【予習】最終発表するテーマと、どのような内容かを

説明するための発表準備をお願いします。 

【復習】議論した内容や配布資料に基づいて、最終発

表するテーマ・内容を改善・具体化してください。 

4 時間 

第１１回 対面 分析とディスカッション② 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１２回 対面 発表準備 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１３回 対面 最終発表と議論① 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

最終発表と議論② 

※ 秋学期での学修内容について説明しま

す。 

 （１）経営戦略を作成する企業・業界、

テーマについて夏休みに考えてください。 

 （２）テキスト報告の分担を決めます。 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
春学期のまとめ 

【予習】授業についてふりかえる 

【復習】秋学期で作成する経営戦略の対象業界・企業

を考える 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ショートムービーを活用した SNS マーケティング戦略の理論と実践 

授業の目的及び概要 

本演習は、マーケティング戦略コースに該当します。SNS を活用したマーケティング戦略を理

解し、ショートムービーや動画制作を通じて、実践的な応用力と課題解決スキルを身につける

ことを目的としています。授業では、SNS の概要や進化、ターゲットオーディエンスの分析、競

合調査、トレンド予測、ソーシャルメディアプラットフォームの研究を行い、その成果を活か

してショートムービーを制作します。また、理論だけでなく実践的なスキルを磨くため、実際

のクライアントと連携したプロジェクトに取り組むほか、動画制作コンペティションへの参加

も行います。これにより、現実の競争環境でスキルを試す機会を提供します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. SNS マーケティングの応用と実践を理解し、企業や組織が異なるソーシャルメディアプラッ

トフォームで戦略を策定できる 

2. ショートムービーや動画を含むデジタルコンテンツを制作するための実践的な技術とクリ

エイティブスキルを身につける 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 途中段階で内容確認、ディスカッションを行い補足説明を加えてフィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 資料を適宜配布します。 ISBN 0 

参考書 

①デジタル時代の基礎知識『SNS マーケティング』 第

3 版 「つながり」と「共感」で利益を生み出す新しい

ルール 長谷川 直紀 , 本門 功一郎 翔泳社 2023

年 

②ビジネス動画の教科書 オリカワ シュウイチ ペ

ンコム 2020 年 

③ショートムービー・マーケティング TikTok が変え

た打ち手の新常識 若井 映亮 KADOKAWA 2021 年 

④新世代のビジネスはスマホの中から生まれる ショ

ートムービー時代の SNS マーケティング  天野彬  世

界文化社 2022 年 

ISBN 

①978-4798179254 

②978-4295404330 

③978-4046054364 

④978-4418206032 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 
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その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

映像制作は人間関係とこだわりが大切です。 

一緒にモノを創り出すと、良い思い出と良い友人ができます。 

チームワークを大切にして絆を深めていきましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス・SNS マーケティング実践】 

授業の目的、進め方、授業計画、到達目標、

成績評価について説明します。 

なお、授業計画は進捗状況やフィールドワ

ークの都合により変更する場合がありま

す。 

また、春学期に取り組んだ店舗や企業の分

析についても振り返ります。 

【事前】 

春学期に取り組んだ店舗や企業の内容を振り返り、

分析結果を確認してください。SNS マーケティングの

基本的な知識を復習してください。【事後】 

授業で説明された内容を整理し、後期の活動に向け

た準備や目標を考えてください。春学期の経験を基

に、自分の改善点や学びをまとめてください。 

2 時間 

第２回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

 

【事前】授業内容に関連する基本的な知識や事例を

調べ、活動に活かせる準備を行ってください。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。【事後学習】実施した内容を振

り返り、授業での学びや新たな発見を整理してくだ

さい。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

4 時間 

第３回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

【事前】 

授業内容に関連する基本的な知識や事例を調べ、活

動に活かせる準備を行ってください。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。 

【事後学習】 

実施した内容を振り返り、授業での学びや新たな発

見を整理してください。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

6 時間 

第４回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

【事前】 

授業内容に関連する基本的な知識や事例を調べ、活

動に活かせる準備を行ってください。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。 

【事後学習】 

実施した内容を振り返り、授業での学びや新たな発

見を整理してください。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

6 時間 

第５回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

【事前】 

授業内容に関連する基本的な知識や事例を調べ、活

動に活かせる準備を行ってください。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。 

【事後学習】 

実施した内容を振り返り、授業での学びや新たな発

見を整理してください。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

4 時間 

第６回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

【事前】 

授業内容に関連する基本的な知識や事例を調べ、活

動に活かせる準備を行ってください。 

4 時間 
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撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。 

【事後学習】 

実施した内容を振り返り、授業での学びや新たな発

見を整理してください。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

第７回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

【事前】 

授業内容に関連する基本的な知識や事例を調べ、活

動に活かせる準備を行ってください。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。 

【事後学習】 

実施した内容を振り返り、授業での学びや新たな発

見を整理してください。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

4 時間 

第８回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

【事前】 

授業内容に関連する基本的な知識や事例を調べ、活

動に活かせる準備を行ってください。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。 

【事後学習】 

実施した内容を振り返り、授業での学びや新たな発

見を整理してください。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

4 時間 

第９回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

【事前】 

授業内容に関連する基本的な知識や事例を調べ、活

動に活かせる準備を行ってください。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。 

【事後学習】 

実施した内容を振り返り、授業での学びや新たな発

見を整理してください。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【SNS マーケティングの実践】SNS マーケ

ティングの基礎を踏まえ、プランに基づい

た実践的な活動を行います。 

撮影、編集、投稿、分析を繰り返しながら、

テーマや方法に応じたアプローチを試み

ます。 

【事前】 

授業内容に関連する基本的な知識や事例を調べ、活

動に活かせる準備を行ってください。 

過去の活動や分析結果を確認し、次回の改善点を考

えておいてください。 

【事後学習】 

実施した内容を振り返り、授業での学びや新たな発

見を整理してください。 

次回の活動に向けて必要な資料や情報を収集し、準

備を進めてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【コンペティション参加用動画制作準備】

これまでの成果を活用し、ショートムービ

ー制作の準備を行います。コンセプトやタ

ーゲット設定を含みます。 

【事前】 

これまでの授業や活動で得た成果や分析結果を振り

返り、制作に活かせるポイントを整理してください。 

動画のコンセプトやターゲットについてのアイデア

を考えておいてください。 

【事後】 

授業中に決定したコンセプトやターゲットに基づ

き、必要な素材や情報を収集してください。 

次回の制作活動に向けて、構成や演出の具体案をま

とめておいてください。 

4 時間 
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第１２回 対面 

【コンペティション参加用動画制作】ショ

ートムービーの撮影と編集を行います。実

際の投稿を想定した形式で制作します。 

【事前】 

動画の撮影や編集に必要な素材や機材を準備してく

ださい。 

事前に決定したコンセプトやターゲットを再確認

し、撮影のイメージを固めておいてください。 

【事後】 

制作した動画を振り返り、完成度や改善点について

整理してください。 

コンペティションの要件や評価基準を基に、必要な

修正案や次回の方針を考えてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

【コンペティション参加用動画制作】ショ

ートムービーの撮影と編集を行います。実

際の投稿を想定した形式で制作します。 

【事前】 

動画の撮影や編集に必要な素材や機材を準備してく

ださい。 

事前に決定したコンセプトやターゲットを再確認

し、撮影のイメージを固めておいてください。 

【事後】 

制作した動画を振り返り、完成度や改善点について

整理してください。 

コンペティションの要件や評価基準を基に、必要な

修正案や次回の方針を考えてください。 

6 時間 

第１４回 対面 

【コンペティション参加用動画制作】ショ

ートムービーの撮影と編集を行います。実

際の投稿を想定した形式で制作します。 

【事前】 

動画の撮影や編集に必要な素材や機材を準備してく

ださい。 

事前に決定したコンセプトやターゲットを再確認

し、撮影のイメージを固めておいてください。 

【事後】 

制作した動画を振り返り、完成度や改善点について

整理してください。 

コンペティションの要件や評価基準を基に、必要な

修正案や次回の方針を考えてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【振り返り】全体を通じて取り組んだ内容

を振り返ります。各自の学びや課題を共有

し、今後の展望を考えます。 

【事前】 

これまでの活動内容や成果を整理し、発表の準備を

行ってください。 

自身の取り組みを振り返り、特に成長した点や課題

だと感じた部分を考えておいてください。 

【事後】 

授業内で共有されたフィードバックや他の発表内容

を基に、今後の改善案や目標をまとめてください。 

振り返りを通じて得た学びを、自分の将来の活動に

どのように活かせるかを考えてください。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 現代の企業について考える。 

授業の目的及び概要 

本演習は、現代の企業が抱える諸課題に関する調査・分析を通じて、社会人として活躍してい

く上で必要な知識・技能を身に付けることを目的とします。具体的には、テーマについて調査・

分析を行い、その結果について発表とディスカッションを行うことで、社会人として活躍して

いく上で必要な論理的思考力や自分の考えを他者にわかりやすく伝える能力を培うことを目指

します。 

また卒業論文の作成に向けた準備を進めます。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・学修した知識や自分の考えをレポートとして論理的にまとめることができる。 

・学修した知識や自分の考えをわかりやすく発表することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 報告やレポートについて、コメントやアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 適宜紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

本演習は、主体的・積極的に取り組む姿勢が重要になります。失敗を恐れず様々なことに挑戦

することを期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション（授業の概要、到達目

標、成績評価の方法等） 

目標レポートの作成 

【事前学修】シラバスを事前に読んでください。 

【事後学修】秋学期に取り組むことについて目標レ

ポートを作成してください。 

4 時間 

第２回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み①（調

査） 

【事前学修】学生研究発表大会に向けて、調査を行っ

てください。 
4 時間 
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【事後学修】学生研究発表大会に向けて、調査を行っ

てください。 

第３回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み②（調

査） 

【事前学修】学生研究発表大会に向けて、調査を行っ

てください。 

【事後学修】学生研究発表大会に向けて、調査を行っ

てください。 

4 時間 

第４回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み③（考

察） 

【事前学修】学生研究発表大会に向けて、考察を行っ

てください。 

【事後学修】学生研究発表大会に向けて、考察を行っ

てください。 

4 時間 

第５回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み④（資

料作成） 

【事前学修】学生研究発表大会に向けて、資料作成を

行ってください。 

【事後学修】学生研究発表大会に向けて、資料作成を

行ってください。 

4 時間 

第６回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み⑤（資

料作成） 

【事前学修】学生研究発表大会に向けて、資料作成を

行ってください。 

【事後学修】学生研究発表大会に向けて、資料作成を

行ってください。 

4 時間 

第７回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み⑥（ゼ

ミ内発表） 

【事前学修】ゼミ内発表に向けて、発表練習を行って

ください。 

【事後学修】ゼミ内発表を振り返り、資料の修正を行

ってください。 

4 時間 

第８回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み⑦（ゼ

ミ内発表） 

【事前学修】ゼミ内発表に向けて、発表練習を行って

ください。 

【事後学修】ゼミ内発表を振り返り、資料の修正を行

ってください。 

4 時間 

第９回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み⑧（ゼ

ミ内発表） 

【事前学修】ゼミ内発表に向けて、発表練習を行って

ください。 

【事後学修】ゼミ内発表を振り返り、資料の修正を行

ってください。 

4 時間 

第１０回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み⑨（ゼ

ミ内発表） 

【事前学修】ゼミ内発表に向けて、発表練習を行って

ください。 

【事後学修】ゼミ内発表を振り返り、資料の修正を行

ってください。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 
学生研究発表大会 

【事前学修】学生研究発表大会に向けて、発表練習を

行ってください。 
4 時間 

第１２回 対面 
学生研究発表大会に向けた取り組み⑩（振

り返り） 

【事前学修】学生研究発表大会に向けた取り組みを

振り返り、成果と課題について考えてください。 

【事前学修】学生研究発表大会に向けた取り組みに

おける課題について、改善方法を考えてください。 

4 時間 

第１３回 対面 
卒業研究に向けた取り組み①（研究テーマ

の設定） 

【事前学修】研究テーマについて、報告準備を行って

ください。 

【事後学修】報告や意見交換を踏まえて、報告内容を

振り返ってください。 

4 時間 

第１４回 対面 
卒業研究に向けた取り組み②（研究計画の

作成） 

【事前学修】研究テーマの課題について、報告準備を

行ってください。 

【事後学修】報告や意見交換を踏まえて、報告内容を

振り返ってください。 

4 時間 

第１５回 対面 秋学期のまとめ 

【事前学修】秋学期に取り組んだ内容について振り

返ってください。 

【事後学修】春学期に取り組むことについて目標レ

ポートを作成してください。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 引地 夏奈子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 財務会計の理論・企業分析の応用 

授業の目的及び概要 

本演習では、公認会計士・税理士・国税専門官・大学院入試などに出題される財務会計領域の

問題に必要な専門知識・能力の修得および高度化を目指します。また、財務分析だけではなく、

企業分析を高度な次元でできるようになることを目指します。これらについての理解を深め、

そこに存在する問題点について考察を行います。また、会計理論考察、企業分析をテーマに研

究発表大会に出場し、学期末には卒業論文の研究計画書を作成致します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・財務会計理論の各論点を学び、会計専門職試験合格に必要な専門知識を修得できる。 

・企業分析の結果から、企業の今後の経営戦略を提案することができる。 

・日本経済新聞を会計的視点から読むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物については、個別に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
授業中は必ず一人 1 回以上の自主的な発言を求めます 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

秋学期のスケジュールについて確認 

【予習】春学期全ての学修範囲について、十分に予習

し、実力テストに備えること。 

【復習】春学期全ての学修範囲を十分に理解し、復習

しておくこと。 

6 時間 

第２回 対面 日経新聞ディスカッション、財務分析クイ 【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 6 時間 
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ズ、研究発表大会テーマプレゼン① 【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

第３回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会テーマプレゼン② 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第４回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン③ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第５回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン④ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第６回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン⑤ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第７回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン⑥ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第８回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン⑦ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第９回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン⑧ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第１０回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン⑨ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第１１回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン⑩ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第１２回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン⑪ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第１３回 対面 
日経新聞ディスカッション、財務分析クイ

ズ、研究発表大会報告資料プレゼン⑫ 

【予習】研究発表大会に向けた報告準備。 

【復習】プレゼン後、資料のブラッシュアップを図

る。 

6 時間 

第１４回 対面 
研究計画書第 1回〆切、研究発表大会振り

返り 

【予習】配布資料及び各自が使用するテキストの該

当箇所について、十分に予習しておくこと。指定した

日経記事について、会計的な視点から説明すること

ができるように準備すること。研究計画書作成に取

り組むこと。 

【復習】配布資料及び各自が使用するテキストの授

業で扱った箇所を十分に理解し、復習しておくこと。

研究計画書作成に取り組むこと。 

6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
１年間の総括 

【予習】配布資料のすべて及び各自が使用する簿記

テキストの今までに扱った箇所について十分に予習

しておくこと。研究計画書の作成に取り組むこと。 

【復習】配布資料のすべて及び各自が使用する簿記

テキストの今までに扱った箇所について十分に理解

し、将来の目標に向かって絶え間ない努力を続ける

こと。 

6 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 徳丸 義也 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 

多様なデータが⽣かされ、リアル店舗と EC サイトの継ぎ⽬のない買物体験、消費者との絆を

深める 

進化するデジタルマーケティングの戦略を学ぶ 

授業の目的及び概要 

デジタル・マーケティングの理論や概念の体系的な理解のもとで、デジタル時代におけるマー

ケティングの製品戦略、価格戦略、チャネル戦略、プロモーション戦略の進化と拡張について

学びます。あわせて、企業連携を通じて SNS マーケティングの企画、運営、分析等の実践活動

に取り組み、DX 化のもとでの現代ビジネスの業務変⾰やビジネスモデルについての課題を発⾒

し、戦略を構想する⼒を⾝につけます。 

履修条件・留意点 
この授業科目は、マーケティング基礎及びマーケティング戦略論ⅠⅡの基礎理論をもとに学修

を進めるため同科目の合格者の履修を推奨します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①デジタルマーケティングの基礎的概念を理解する 

②デジタル時代のマーケティング戦略を理解し説明することができる 

③SNS マーケティングの企画、運営、分析の実践を通じてデジタル時代のマーケティングの課

題について考え、意見を述べることができる 

④チーム活動を通じて課題解決に貢献し、コミュニケーション力やチームワーク力を身につけ

ることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポートおよびプレゼンテーション、実践活動についての講評を行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

①１からのデジタル･マーケティング，西川秀彦，碩学

舎，2019 年 

 テキストは授業で使用しますので必ず購入してくだ

さい。 

②デジタルマーケティング⼊⾨，宇都 雅史，かんき出

版，2023 年 

 テキストは授業で使用しますので必ず購入してくだ

さい。 

ISBN 0 

参考書 

①SNS マーケティングのやさしい教科書，清水将之，

エムディエヌコーポレーション，2024 年 ②SNS マー

ケティング 7 つの鉄則，飯高悠太・室谷良平・鈴木脩

平，日本経済新聞出版，2023年 

ISBN 

①ISBN-13  :  978-

4295202165 

②ISBN-13  :  978-

4296113705 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 
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その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の目的と方法  授業計画 到達目

標 成績評価について説明します。  

授業計画は進捗度やフィールドワークの

関係上変更する場合があります。 

事前にシラバスを読んで準備しておく。 

授業後目的についてふりかえる。 
4 時間 

第２回 対面 
学内発表⼤会にむけた調査研究、研究レポ

ート 作成（準備１） 

事前に準備内容について考えておくこと 

授業後準備内容についてふりかえる 
4 時間 

第３回 対面 
学内発表⼤会にむけた調査研究、研究レポ

ート 作成（準備２） 

事前に準備内容について考えておくこと 

授業後準備内容についてふりかえる 
4 時間 

第４回 対面 
学内発表⼤会にむけた調査研究、研究レポ

ート 作成（調査１） 

事前に調査内容について考えておくこと 

授業後調査内容についてふりかえる 
4 時間 

第５回 対面 
学内発表⼤会にむけた調査研究、研究レポ

ート 作成（調査２） 

事前に調査内容について考えておくこと 

授業後調査内容についてふりかえる 
4 時間 

第６回 対面 
学内発表⼤会にむけた調査研究、研究レポ

ート 作成（まとめ１） 

事前にまとめについて考えておくこと 

授業後まとめについてふりかえる 
4 時間 

第７回 対面 
学内発表⼤会にむけた調査研究、研究レポ

ート 作成（まとめ２） 

事前にまとめについて考えておくこと 

授業後まとめについてふりかえる 
4 時間 

第８回 対面 

学内発表⼤会にむけた調査研究、プレゼン

作成 （プレゼン１） 

 プレゼン、質問、意⾒交換 

事前にプレゼンについて考えておくこと 

授業後プレゼンについてふりかえる 
4 時間 

第９回 対面 

学内発表⼤会にむけた調査研究、プレゼン

作成 （プレゼン２） 

 プレゼン、質問、意⾒交換 

事前にプレゼンについて考えておくこと 

授業後プレゼンについてふりかえる 
4 時間 

第１０回 対面 学内発表大会への出場、参加 
学内発表⼤会のプレゼン振り返り 

プレゼン、質問、意⾒交換 
4 時間 

第１１回 対面 

卒業研究計画書の作成に取りかかる① 

卒業研究に向けた各自の研究課題につい

て 

事前に各自の研究課題について考える 

授業後各自の研究課題についてふりかえる 
4 時間 

第１２回 対面 

卒業研究計画書の作成に取りかかる② 

卒業研究に向けた各自の研究課題につい

て 

事前に各自の研究課題について考える 

授業後各自の研究課題についてふりかえる 
4 時間 

第１３回 対面 

卒業研究計画書の作成に取りかかる③ 

卒業研究に向けた各自の研究の方法につ

いて 

事前に各自の研究の方法について考える 

授業後各自の研究の方法についてふりかえる 
4 時間 

第１４回 対面 

卒業研究計画書の作成に取りかかる④ 

研究課題と研究の方法、研究計画書を作成

する 

事前に各自の研究計画書について考える 

授業後各自の研究計画書についてふりかえる 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
授業のふりかえりとまとめ 

事前に授業についてふりかえる 

授業後授業についてふりかえる 
4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 経営課題を解決するための IT活用方法の学修 

授業の目的及び概要 

現代の企業において事業を成長させるためにＩＴを如何に活用していくのかが重要な課題とな

っている。本演習では、経営課題にＩＴをどのように活用するべきかを提案できる力を身につ

けるために、企業における課題を発見し、解決策を導き出す手法を学修する。その後実際の企

業を事例として課題発見から解決策作成までをグループワークとして行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①企業における IT 活用の基礎知識を理解し、説明できる。 

②企業の課題を発見し、解決策を導くための手法を理解し、適用できる。 

③各自が導き出した課題と解決策をプレゼンテーション資料にまとめ、発表することができる。 

④プレゼンテーションした内容を、他社の意見を取り入れ、ブラッシュアップすることができ

る。 

⑤他者のプレゼンテーション内容に対して建設的な意見が言える。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト テキストはありません。講義資料を配布します。 ISBN 0 

参考書 

①コア・テキスト経営情報論，生稲史彦・高井文子・

野島美保，新世社，2021 年 

②新人 IEｒと学ぶ実践ＩＥの強化書，日本インダスト

リアル・エンジニアリング協会，日刊工業新聞社，2021

年 

ISBN 
①9784883843312 

②9784526081149 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

研究発表大会に向けた進め方の説明 

【予習】LP に掲載している資料を事前に読んでおい

てください。 

【復習】研究発表大会に向けて、春学期に取り組んで

きた内容をベースに解くべき課題を整理しておいて

ください。 

4 時間 

第２回 対面 
研究発表大会に向けた準備① 

取り上げるテーマとシナリオの検討 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第３回 対面 

研究発表大会に向けた準備② 

企業現場の題材を春学期に学修した IE 手

法で分析する 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

研究発表大会に向けた準備③ 

企業現場の題材を春学期に学修した IE 手

法で分析する 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第５回 対面 

研究発表大会に向けた準備④ 

企業現場の題材を春学期に学修した IE 手

法で分析する 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第６回 対面 

研究発表大会に向けた準備⑤ 

企業現場の題材を春学期に学修した IE 手

法で分析する 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第７回 対面 
研究発表大会に向けた準備⑥ 

プレゼン資料への落とし込み 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第８回 対面 
研究発表大会に向けた準備⑦ 

プレゼン資料への落とし込み 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第９回 対面 
研究発表大会に向けた準備⑧ 

プレゼン資料への落とし込み 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 

研究発表大会に向けた準備⑨ 

発表の練習および資料のブラッシュアッ

プ 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

研究発表大会に向けた準備⑩ 

発表の練習および資料のブラッシュアッ

プ 

【予習】前回の授業で進んだ内容を更に深めておい

て下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 

企業担当者に向けた発表準備① 

研究発表大会で発表した内容を企業担当

者に向けて説明できるよう情報を付加す

る。 

【予習】研究発表大会で発表した資料に、情報を付加

しておいて下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
企業担当者に向けた発表準備② 

発表の準備 

【予習】研究発表大会で発表した資料に、情報を付加

しておいて下さい。 

【復習】授業で進めた内容で、宿題となった部分を進

めて下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

企業担当者に向けた発表 

作成した資料に基づき企業担当者に発表

する。 

【予習】発表準備した内容で、練習をしておいて下さ

い。 

【復習】発表後の振り返りを行って下さい。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【予習】秋学期に取り組んだテーマの振り返りを行

って下さい。 

【復習】３年に向けて、身につけた手法の定着のため

の学修をお願いします。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 組織において、アントレプレナーシップがどのようにかかわるかが主要なテーマです。 

授業の目的及び概要 

興味のある企業に焦点を当てて、これまで学修してきた経営学の知識を駆使し課題を見つけ、

自らのアイデアでソリューションを考え提案していただきます。この提案までの過程で、問題

発見力や解決力、議論のための技術といったビジネスパーソンに求められる能力を研鑽し、社

会において活躍できる人材を目指します。この際、経営学だけでなく問題や課題の発見の技法、

アイデア創出など、ビジネスに役立つさまざまなスキルを学ぶ必要があります。これらについ

ては必要に応じて講義の実施や資料を配布します。また自らのアイデアを精緻化するためには、

他者との議論が効果的です。そのためには、自分の考えを適切に説明できる表現能力が求めら

れます。これらの点からこの演習では、自己表現のためのトレーニングと議論の機会を積極的

に設けたいと思います。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

（１）経営学の理論に基づきビジネス上の課題を見出し、適切な解決法を考察し提案すること

ができる。 

（２）自分の考えを他者に分かりやすく説明することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 特になし ISBN 0 

参考書 講義の中で参考書を紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

課題発見やプレゼンテーションに関する能力を高める機会を提供する演習であり、そのため自

主的に実践して学ぶ要素も多くなります。結果として学生の皆さんには能動的な姿勢が必要と

なります。 

※毎回、講義前にラーニングポータルを確認してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

オリエンテーション： 本演習の目標と予

定の確認など。そのほか進捗があれば報

告。 

【予習】発表事項があればその準備。 

【復習】配布資料を読んでください。 
4 時間 

第２回 対面 

テーマの探索： 学生研究発表大会につい

ての説明とそれに向けた取り組みを説明

します。 

【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持

った業界に関してネット記事や新聞など用意して、

なぜそれに興味をもったのか説明する準備をしてく

ださい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第３回 対面 
テーマの探索(または基礎的な講義を予定

しています。) 

【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持

った業界に関してネット記事や新聞など用意して、

なぜそれに興味をもったのか説明する準備をしてく

ださい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第４回 対面 
テーマの探索(または基礎的な講義を予定

しています。) 

【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持

った業界に関してネット記事や新聞など用意して、

なぜそれに興味をもったのか説明する準備をしてく

ださい。 

【復習】配布資料を読みなおしてください。 

4 時間 

第５回 対面 
分析とディスカッション(または基礎的な

講義を予定しています。)。 

【予習】発表資料を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第６回 対面 
分析とディスカッション(または基礎的な

講義を予定しています。)。 

【予習】発表資料を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第７回 対面 発表準備とディスカッション 

【予習】発表資料を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第８回 対面 発表準備とディスカッション 

【予習】発表資料を作成し発表準備をしてください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第９回 対面 発表準備とディスカッション 

【予習】発表資料を作成し発表準備をしてください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
発表内容と議論についてのディスカッシ

ョン 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１１回 対面 分析とディスカッション 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１２回 対面 分析とディスカッション 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１３回 対面 分析とディスカッション 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１４回 対面 ゼミ内最終発表 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
ゼミ内最終発表 全講義の総括 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。夏休みの宿題（予定）。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 戦略的人的資源管理ー日本の組織を対象としてー 

授業の目的及び概要 

本演習は、人材・組織マネジメントコースに該当します。 

大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解し、

解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが実際に就職し働く現場では、

様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつかることと思います。その際に、使える知

識・考え方を身につけて頂きます。実践を意識した課題解決の方策について、力点を置いて論

じていきます。 

前半は、学生研究発表大会でのグループ発表準備、後半は、卒業研究につながる個人研究が中

心となります。研究発表大会は全員参加とします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

現在の働く場における人的資源管理の様々な専門的な問題について、実態、制度、背景などを

理解し、解決に向けての⾃分の意⾒を持ち、口頭や⽂章で他者に理解してもらえるように伝え

る能⼒を⾝につけます。 

• 人的資源管理の現代の悩ましい専門的な問題について、実態を分析し、課題を抽出すること

ができる。 

• その課題、現象が起きている理由・背景、仕組みについて調べ考えることができる。 

• 課題解決に向けての⾃分の意⾒を形成し、他者に表明し、理解してもらうことができる。 

• 他者との議論により、⾃分の意⾒を修正・改善することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 研究発表大会での発表、事前練習などについては、直後に講評をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
経験から学ぶ人的資源管理[第 3 版]，上林憲雄・厨子

直之・森田雅也，有斐閣，2025 年 
ISBN 9784641184732 

参考書 
マネジメント・テキスト 人事管理入門(新装版)，今野

浩一郎・佐藤博樹，日本経済新聞出版，2022 年 
ISBN 9784532135287 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

職場で起こる問題・課題に常に積極的に関心を持って下さい。皆様の関心のあるものを選んで

研究テーマにして下さい。 

演習は、考え、議論する時間です。時間中は、積極的に参加して下さい。 
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結論ではなく、「考える道筋」を重視して下さい。世の中の悩ましい問題には、「定番の答」は

ありません。様々な筋の通った考え方で、結論は違っていても「答」はいくつもあります。自

ら考え新たな「答」を創り出してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

演習の進め方、成績評価、グループ発表の

作業の割り振り等を行います。 

【予習】夏休みに考えておいたテーマ設定候補の整

理をしておきます。 

【復習】グループで興味のあるテーマに関連する情

報を収集します。 

4 時間 

第２回 対面 グループの研究テーマの決定 

【予習】研究発表大会のテーマに関連する情報を収

集しておきます。 

【復習】決定した研究テーマに関する情報を収集し

ます。 

4 時間 

第３回 対面 研究テーマの論点抽出 

【予習】研究テーマについて、論点に関連する文献を

読んでおきます。 

【復習】研究テーマの論点に関連する情報を引き続

き収集します。 

4 時間 

第４回 対面 研究テーマの要旨作成 

【予習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連す

る文献を読み、要旨を作成します。 

【復習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連す

る情報を収集し、要旨を加筆・修正等していきます。 

4 時間 

第５回 対面 研究要旨の作成 

【予習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連す

る文献を読み、研究要旨を作成します。 

【復習】引き続き、研究要旨を作成していきます。 

4 時間 

第６回 対面 研究要旨の完成 
【予習】研究要旨を完成していきます。 

【復習】研究要旨を加筆・修正等して、完成させます。 
4 時間 

第７回 対面 発表資料の作成 

【予習】発表スライド等を作成していきます。 

【復習】発表スライド等の不足点を、加筆・修正等し

ていきます。 

4 時間 

第８回 対面 発表資料の完成 

【予習】発表スライド等発表資料を完成していきま

す。 

【復習】発表資料の不十分な点を加筆・修正等してい

きます。 

4 時間 

第９回 対面 研究発表大会のリハーサル 

【予習】研究発表大会での準備作業を終えて、発表が

できるようにします。 

【復習】リハーサルでの指摘を踏まえて、さらに発表

資料の訂正など準備を完成させます。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 
研究発表大会当日 

【予習】研究発表大会用スライド、原稿等を精査し

て、発表の練習をしておきます。 

【復習】発表での審査員の指摘等を踏まえ、不十分な

点、反省すべき点等整理しておく。 

4 時間 

第１１回 対面 
学生研究発表大会の振り返り 

今後の個人研究の進め方 

【予習】研究発表大会での発表の反省・改善すべき

点、他のグループ等の発表の良かった点等まとめて

おきます。 

【復習】演習で挙げられた指摘等含めて、今後の個人

研究に活かしていきます。個人研究のテーマを考え

ます。 

4 時間 

第１２回 対面 プレ研究計画書の作成 
【予習】プレ研究計画書を作成します。 

【復習】プレ研究計画書を加筆・修正していきます。 
4 時間 

第１３回 対面 先行研究等の整理・検討 

【予習】テーマに関連する先行研究等を読み込み、ま

とめておきます。 

【復習】さらに関連の文献を読み込みます。 

4 時間 

第１４回 対面 先行研究等の整理・検討 

【予習】テーマに関連する先行研究等を読み込み、ま

とめておきます。 

【復習】さらに関連の文献を読み込みます。 

4 時間 
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第１５回 対面 個人研究の一次原稿の作成 

【予習】1 月末に提出する個人研究の一次原稿を作成

します。 

【復習】レポート提出に向けて、加筆・修正等を行い、

完成していきます。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
食料品の流通・マーケティング研究 

－食品企業のマーケティング戦略研究－ 

授業の目的及び概要 

本演習は、マーケティング戦略コースに該当します。本演習は、食料品流通のしくみ、食品産

業の現状やマーケティング活動などについて理解を深めることが目的です。演習での活動を通

じて、自分で問題を発見する能力、その問題に関する調査結果を整理し、自分なりの考えをま

とめる能力、わかりやすく発表し、質疑応答やディスカッションできる能力を高めていきます。

秋学期は、主に春学期に学修した内容を踏まえたうえで、研究テーマをグループで設定し、調

べた内容を報告後、全員で議論を重ねることにより、卒業論文作成のための準備を段階的に進

めていきます。 

また、学内での発表大会に向けた準備も進めていきます（原則全員参加とします）。 

履修条件・留意点 

留意点 

授業にはノートパソコン、タブレットなどを持参することを推奨します（毎回）。 

報告やグループワークの内容（意見交換等）を整理する際に使用します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．研究テーマに関する基礎的、専門的知識を身につけることができる 

2．調査内容を整理し、その内容を他者にわかりやすく伝えることができる 

3．グループワークに積極的に参加し、他者と協力して行動することができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行い

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト とくに指定しません ISBN 0 

参考書 

①デジタル時代のブランド戦略，田中洋編，有斐閣，

2023 年 

②フードシステム，藤島廣二・伊藤雅之編，筑波書房，

2021 年 

③食品の流通経済学，菊地哲夫，農林統計出版，2013

年 

④フードシステムの経済学第 6 版，時子山ひろみ・荏

開津典生，医歯薬出版，2019年 

⑤わかりやすいマーケティング戦略（第 3 版），沼上

幹，有斐閣アルマ，2023 年 

・その他の参考書は、研究テーマに応じて、授業中に

適宜紹介します。 

ISBN 

①978-4641166226 

②978-4811905976 

③978-4897322827 

④978-4263707401 

⑤978-4641222199 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本演習の大部分がグループでの活動になります。グループワークに主体的・積極的に参加する

ことを期待します。グループワークに積極的に参加（他の発表者への積極的なフィードバック

や質問含む）し、他者と協力して行動する学生を評価します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

 授業の概要、到達目標、成績評価の方法

等について説明します。 

事前：シラバスを読んでください。 

事後：ガイダンスでの説明内容を復習するとともに

研究テーマの案を考えてください。 

4 時間 

第２回 対面 

研究テーマの設定 

 各グループで研究テーマを決定します。

研究テーマについて報告した後、意見交換

し研究課題を設定してもらいます。 

事前：研究テーマの案をいくつか考えてください。 

事後：意見交換を踏まえて、研究テーマを振り返り、

研究計画を立ててください。 

4 時間 

第３回 対面 

研究テーマの設定 

 研究課題について報告した後、意見交換

を行います。 

事前：意見交換を踏まえたうえで、研究テーマと研究

課題をまとめ、報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：意見交換を踏まえて、研究課題を振り返り、研

究計画を立ててください。 

4 時間 

第４回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第５回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第６回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第７回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第８回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第９回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

4 時間 
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しをしてください。 

第１３回 対面 

報告会 

 調査結果の報告会を行います。報告後、

質疑応答、意見交換を行います。 

事前：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

報告会 

 調査結果の報告会を行います。報告後、

質疑応答、意見交換を行います。 

事前：報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の内

容の振り返りをしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

秋学期のまとめ 

 秋学期のまとめを行います。 

事前：グループ発表で取り組んだ内容をまとめてく

ださい。 

事後：これまでの授業内容を復習してください。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
グローバル企業の経営管理全般を、トヨタ自動車の事例にケースメソッドを用いて、その理論

と実践を修得する。 

授業の目的及び概要 

・グローバル企業であるトヨタ自動車の経営戦略のケースを用いて、その理論を修得する。そ

の範囲は、ゼミ生の関心を確認しながら、販売・生産・研究開発など幅広い事象を対象とする。

その手法はケースを閲読の上、代表者にケースにおける戦略の成否の理由、経営課題、疑問点

を発表し、それをベースにディスカッションしながら、進める。またゲストスピーカーを招待

し講演いただくことや、経済新聞・ビジネス紙を補足的に使用し、生きた経営に触れることに

よって、大学と経済社会の橋渡しの一助とする。 

履修条件・留意点 

・企業(会社）に関心があること。 

・文献（本）を読むこと。 

・他人の意見を聞き、自分の意見を述べ、ディスカッションする意思があること（沈黙は厳禁）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

トヨタ自動車における販売・生産・研究開発活動を理解し、経営管理、経営戦略、人事戦略等

の理論を修得すること。および経営管理の基本的な知識や理論を、経営の実務に適用できる基

礎力を身に付け、それを研究成果として説明できる・発表できることが本授業の目標である。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・発表内容における論点不足や論理性の問題は、授業の中でフィードバックする。 

・発表方法やファシリテーション（議事進行）の課題は、授業の中でフィードバックする。 

・ディスカッションにおける形式的な課題は、授業の中でフィードバックする。 

・レポートや論文上の課題は、個別にフィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発

表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
ケースブック経営戦略の論理（全面改訂版），伊丹敬之・

西野和美編著，日本経済新聞出版社，2012 年 
ISBN 9784532134273 

参考書 

①国際経営〔第 5 版〕，吉原英樹，有斐閣，2021 年 

②ものづくりの国際経営戦略 アジアの産業地理学，

新宅純二郎・天野倫文編著，有斐閣，2009 年 

③東アジア優位産業の競争力 多元化する国際生産ネ

ットワーク，塩地洋・田中彰編著，中央経済社，2020

年 

ISBN 

①9784641221727 

②9784641163324 

③9784502335112 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 70 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  
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この科目の受講に 

あたって 

「経営学は、経営の役に立ってこそ、意味がある」のスタンスでゼミを進めたいと思います。

実業界では不確実性（＝将来は誰もわからない）を前提に、正解の分からない中で、判断し実

行することが求められます。よって積極的にゼミに参加し、ディスカッションすること、他人

の意見を聞き自分の意見を主張することを大切にしてほしいと思います。ゼミは教師が学生に

教える場ではなく、正しいと思うことを探す場（真実の探求）です。人財育成目標は、「T 型人

財」です。経営管理全般に対して経営学の知識と知見を備えつつ、自分の得意分野では誰にも

負けない専門知識を習得してほしいと思います。そしてそれを武器に、社会へ旅立つ準備をし

ましょう。会社員生活 35 年の小職が、それを少しだけお手伝いいたします。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

①ゼミ参加者紹介、②ゼミの進め方（ケー

ス、発表など）、③学生研究発表会への準

備と進め方 

事前学修：シラバスを一読のこと、自分を説明する準

備。 

事後学修：ゼミの進め方の復習 

4 時間 

第２回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第３回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献①を読み、それぞれ同意できる

点、反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考え

る。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第４回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第５回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第６回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第７回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第８回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

4 時間 
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じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

第９回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１０回 対面 

学生研究発表会へ向けた研究と研究要旨・

報告資料作成（文献調査に従ったケースス

タディ等） 

事前学修：課題文献を読み、それぞれ同意できる点、

反対したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

学生研究発表大会（オンデマンドに代え

て） 

事前学修：同じゼミ生の報告内容を理解する 

事後学修：当日の出欠及びアンケートに回答する 
4 時間 

第１２回 対面 ゲストスピーカーに学ぶ（登壇者は未定） 

事前学修：登壇者への質問を用意し、事前に提出する 

事後学修：講演を聞いての感想と、追加質問を整理す

る 

4 時間 

第１３回 対面 

＜自由テーマ①＞ 

ゼミ生から取り上げたい企業、または産業

を募り、資料を集めて分析の上、ディスカ

ッションを進める。 

＊「ケースブック経営戦略の論理（全面改

訂版）」の中から 

事前学修：文献を読み、それぞれ同意できる点、反対

したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１４回 対面 

＜自由テーマ②＞ 

ゼミ生から取り上げたい企業、または産業

を募り、資料を集めて分析の上、ディスカ

ッションを進める。 

＊「ケースブック経営戦略の論理（全面改

訂版）」の中から 

事前学修：文献を読み、それぞれ同意できる点、反対

したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。特に

パナソニックはどのような経営戦略を立案すべき

か、考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 

第１５回 対面 

＜自由テーマ③＞ 

ゼミ生から取り上げたい企業、または産業

を募り、資料を集めて分析の上、ディスカ

ッションを進める。 

＊「ケースブック経営戦略の論理（全面改

訂版）」の中から 

事前学修：文献を読み、それぞれ同意できる点、反対

したい点、疑問点を整理し、その理由を考える。特に

パナソニックはどのような経営戦略を立案すべき

か、考える。 

事後学修：事前に用意した自分自身の意見と、他のメ

ンバーの意見の相違点をまとめ、それがどこから生

じているか、考える。また経営学における重要な理論

を整理し、習得する。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 難関大学院進学のための研究指導 

授業の目的及び概要 

本演習では、在学中に修士論文レベルの卒論作成を指導することで、難関大学院進学に挑戦す

る学生を支援したい。ただし、インターネット検索で収集した情報を引用して理論化する類の

研究アプローチは、ChatGPTをはじめとする生成 AI が最も得意とするところであり、人が時間

と労力を費やしても太刀打ちできなくなりつつある。 

 内閣府・文部科学省および経済産業省が『数理・データサイエンス・AI 教育』を重視する文

理共通教育に舵を切り、難関校ほどこの国策に迅速に追随している。このような実情を踏まえ、

実証研究に用いるモデル分析の統計手法を修得する。秋学期は、学外での学会報告や論文投稿

を目指したい。 

履修条件・留意点 

1．［ビジネス統計学Ⅰ］、［ビジネス統計学Ⅱ］、［マーケティングリサーチ］を受講すること 

2．研究テーマによっては、経済学部の授業を履修すること 

3．学会や学外の論文コンテストで、研究成果を発表すること 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．実証研究の学術論文を理解できる。 

2．研究成果を学会発表するためのプレゼンスキルを習得する。 

3．論文の質を学外のコンテストに投稿できるレベルに向上させる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

ゼミ報告について、コメントし、補足説明を加えてフィードバックする。 

グループ・プロジェクトの企画については、事前に問題点の指摘し（ダメ出し）、フィードバッ

クする。 

学外に投稿するレポートについては、進捗が早いグループに対して、コメントし指導する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①『共分散構造分析』[Amos 編］，豊田秀樹，東京図書，

2011 年 
ISBN 0 

参考書 

①現代マーケティングリサーチ，照井伸彦・佐藤忠彦，

有斐閣，2022 年 

②BayoLinks で実践するベイジアンネットワーク，木

村陽一編、Ohmsha、2023 年 

③ビッグデータ統計解析，経済学部／経営学部で学ば

ない統計学，照井伸彦，日本評論社 

ISBN 

①9784641166080 

②9784274230486 

③9784535559011 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 10 
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その他の内容 ゼミ運営、クラス親睦への貢献 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 プレゼン資料作成 1 全体のシートの配分を割り付ける 4 時間 

第２回 対面 プレゼン資料作成 2 コンテンツを作成する 4 時間 

第３回 対面 プレゼン資料作成 3 プレゼン資料を修正して完成する 4 時間 

第４回 対面 プレゼン練習 
プレゼン原稿を作る 

プレゼンを練習する 
4 時間 

第５回 対面 マーケティング夏の学校 
プレゼンの準備をする 

合宿に参加する 
4 時間 

第６回 対面 日本ホスピタリティ学会 プレゼンの準備をする 4 時間 

第７回 対面 論文作成 1 課題設定と現状分析 4 時間 

第８回 対面 論文作成 2 先行研究をまとめる 4 時間 

第９回 対面 論文作成 3 分析方法と分析結果をまとめる 4 時間 

第１０回 対面 論文作成 4 考察結果と結論をまとめる 4 時間 

第１１回 対面 受験する大学院と研究室の絞り込み 受験する大学院と研究室を調査する 4 時間 

第１２回 対面 大学院指導教員の論文研究 1 大学院指導教員の論文を理解する 4 時間 

第１３回 対面 大学院指導教員の論文研究 2 大学院指導教員の論文を理解する 4 時間 

第１４回 対面 大学院指導教員の論文研究 3 大学院指導教員の論文を理解する 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
大学院研究計画書 大学院研究計画書を完成させる 4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 五島 光 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ サービス化社会で活かせるマーケティング思考力・分析力の獲得 

授業の目的及び概要 

本演習では，「サービス」を中心にしたマーケティングおよび消費者行動の学び・研究を行いま

す。担当教員はサービス研究（サービスマーケティング，サービスマネジメント，サービスに

まつわる消費者行動）が専門です。 

テーマに掲げたマーケティング思考力とは「ビジネスや社会現象をマーケティング論や消費者

行動論の考え方・フレームワークで説明し，その知見を自らの実践に役立てる能力」のことを

いいます。マーケティング分析力とは「マーケティング論・消費者行動論の視点から適切な仮

説（問題）を設定し，検証をするための適切な分析法を選択し，その分析を実行できる能力」

のことをいいます。 

このテーマのもと，専門演習 IIA・IIB（ゼミ）の目的は 3つあります。 

1. サービスを中心に自分の興味・関心とマーケティング論や消費者行動のトピックを結びつけ

ること。 

2. 調べる，読む，分析する，書く，伝える，質問するスキルをさらに磨くこと。 

3. 自らテーマを決めて少なくともゼミ内で発表すること。可能なら学外での発表にチャレンジ

すること。 

これらを達成するため，当ゼミではマーケティング論・消費者行動論の専門書を読んで知識を

より固めたり，業界専門紙やその他専門誌の記事について，または PBL を通して調査・報告・

質疑応答をしたり，自分やチームの興味・関心を分析するのに適した基本および発展的なマー

ケティングリサーチ法について理解を深めます。そして（進度にもよりますが）アンケートを

作成し調査を行い，分析します。 

履修条件・留意点 

この専門演習におけるマーケティングは，基本的に BtoC (B2C) です。 

ビジネス統計学 I・ビジネス統計学 II・マーケティングリサーチ・消費者行動論を履修するこ

とが望ましいです。まだ履修していない科目があれば，3 年次にできるだけ履修してください

（スケジュール的に難しければ 4 年次でも構いませんが，なるべく早めの履修をおすすめしま

す）。 

受講者の理解・進度などで授業計画を調整する場合があります。 

アクティブラーニングの取組みは受講者数や進度によってすべて行わない場合があります。 

PBL を実施する可能性があります。 

必ずパソコンを持参してください（タブレットは不可）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. サービスにまつわるマーケティング論や消費者行動論の重要な概念・キーワードを把握し説

明できる。 

2. 自分の興味・関心があることを重要性・理由とともに他者にわかりやすく伝えることができ

る。 

3. 他者の興味・関心を理解し，適切な質問やコメント・助言を行うことができる。 

4. 自分およびチームの課題について，必要な資料を集めることができる。 

5. 集めた資料を読み，適切に内容を要約できる。 

6. 適切な方法で分析することができる。 

7. 文章および口頭で結果を他者にわかりやすく表現できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内での質疑応答，提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ 本科目の担当教員は、民間企業において、マーケティングおよびマネジメントに関わるコンサ
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る授業科目 ルティング・調査業務をおよそ 20 年間行ってきた。また社会人に対してコミュニケーションに

関する講義の実施や自社におけるコンサルタント育成のためのカリキュラム作成、マニュアル

整備等の経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 専門演習 IIB の第 1 回で説明します。 ISBN 0 

参考書 

①マーケティング＜第２版＞，恩蔵直人，日経文庫，

2019 年 

②マーケティングの力: 最重要概念・理論枠組み集，

恩蔵直人・坂下玄哲，有斐閣，2023 年 

③業界別マーケティングの地図，池田紀行，日経 BP，

2024 年 

④はじめてのマーケティング〔新版〕，久保田進彦・澁

谷覚 ，須永努，有斐閣，2022 年 

⑤マーケティングをつかむ 第 3 版，黒岩健一郎・水越

康介，有斐閣，2023 年 

⑥コトラーのマーケティング入門〔原書 14 版〕，恩蔵

直人，丸善出版，2022 年 

⑦Excel で今すぐはじめる心理統計 第 2 版，小宮あす

か・布井雅人，講談社，2024年 

⑧1 からのマーケティング分析（第 2 版），恩藏直人・

冨田健司，碩学社，2022 年 

⑨1 からのデータ分析，古川一郎・上原渉，碩学社，

2022 年 

⑩入門・消費者行動論，髙橋郁夫・高嶋克義，有斐閣，

2024 年 

⑪1 からの消費者行動，松井剛・西川英彦，碩学舎，

2020 年 

⑫心理学から解き明かす消費者行動論，中川宏道・津

村将章・松田憲，創成社，2024 年 

ISBN 

①9784532114046 

②9784641166134 

③9784296112562 

④9784641150973 

⑤9784641177321 

⑥9784621306772 

⑦9784065371800 

⑧9784502421617 

⑨9784502436413 

⑩9784641166264 

⑪9784502333415 

⑫9784794426321 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

実は世の中にはマーケティングという単語を嫌う人があなたが思うより多く存在します。 

なぜこの単語は嫌われるのでしょうか？ 

いろんな理由があるでしょう。 

例えば，次のようなものです。 

「そんなことをしなくてもうちの商品は売れる」 

「派手なことをして，目立っているだけ」 

「ほぼ性能が同じ商品を見た目だけリニューアルして売りつける」 

「不安をあおって買わせる」 

マーケティングが上記のようなことだけしていたら，確かにマーケティングはこの世に不要で

す。 

一方で， 

「もっと早く買っておけばよかった」 

「こんなおいしいものがあるなんて知らなかった」 

「いい商品なんだから，もっと多くの人に使ってもらえたらいいのに」 

と思うこともあるでしょう。 

なぜあなたはマーケティング論や消費者行動論を学ぶのでしょうか？ 

これを自分の言葉で答えられれば，いじわるな質問が飛んできても大丈夫ですし，逆に「しっ

かりした学生だ」と好印象になるはずです。 
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なかなか自分なりの答えを見つけるのは難しいことですが，ゼミでの活動・研究を通していっ

しょに答えを見つけましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【イントロダクション＆ガイダンス】 

各自の夏休みの達成事項，秋学期の目標に

ついて報告する。現在の興味・関心，調査

テーマなどの相談を行う。 

事前学修としてシラバスを事前に読み，授業の目的

等を理解しておくこと。夏休み達成報告，秋学期の目

標プレゼンの準備をすること（何分くらいのプレゼ

ンになるかは事前に伝えます）。 

事後学修として，調査テーマのアイデアを考えてお

くこと。 

4 時間 

第２回 対面 

【調査内容の準備】 

まだ個人またはチームでテーマが決まっ

ていないこともありますが，安易に妥協せ

ず意見を出し尽くしましょう。 

事前および事後学修として自らのテーマについて調

査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次回

の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第３回 対面 

【先行研究の調査】 

テーマが決まった後は，先行研究を調べま

す。すでにチームが知りたいことの答えが

世の中にあるかもしれません。調べ方につ

いては随時説明を行います。 

事前および事後学修として自らのテーマについて調

査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次回

の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第４回 対面 

【分析の準備】 

どのような仮説を立て，どのようなデータ

を集めて，どのような分析をするのかをし

っかり考えましょう。 

事前および事後学修として自らのテーマについて調

査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次回

の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第５回 対面 

【分析の実施】 

分析データをそろそろ集めて分析に取り

掛かる時期です。 

事前および事後学修として自らのテーマについて調

査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次回

の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

【発表の準備】 

スライドや資料などの作り方，発表すると

きの注意点などを学びます。 

事前および事後学修として自らのテーマについて調

査・分析などを行い，その内容を取りまとめて，次回

の授業で報告できるようにすること。 

4 時間 

第７回 対面 

【分析への深い理解】 

定量分析（または定性分析）の方法，手順

の理解を深めておきましょう。 

事前および事後学修として質疑応答に対する対策や

発表練習を繰り返し行うこと。発表資料に記載する

理論や用語についての理解をさらに深めておく。 

4 時間 

第８回 対面 

【発表の準備】 

準備は思いどおりに行かないことも多い

です。意見がぶつかることもあるでしょ

う。しかし，お互いに敬意を持って丁寧に

コミュニケーションを取っていきましょ

う。 

事前および事後学修として質疑応答に対する対策や

発表練習を繰り返し行うこと。発表資料に記載する

理論や用語についての理解をさらに深めておく。 

4 時間 

第９回 対面 

【発表の準備】 

直前まであきらめない。ギリギリまで準備

をして，よりよい発表を目指します。 

事前および事後学修として質疑応答に対する対策や

発表練習を繰り返し行うこと。発表資料に記載する

理論や用語についての理解をさらに深めておく。 

4 時間 

第１０回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習①】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１１回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習②】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１２回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習③】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

4 時間 
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スタディや分析を行います。 と。 

第１３回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習④】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１４回 対面 

【輪読・ケーススタディ・分析演習⑤】 

持ち回りでテキスト・資料などについて事

前に調べてきたことを発表します。また質

疑応答を行います。回によっては，ケース

スタディや分析を行います。 

事前学修として担当者はテキスト・資料を読み，質疑

応答に備えること。担当ではない者もテキスト・資料

を読み，質問したいことをメモしておくこと。 

事後学修として授業で得た知識を復習しておくこ

と。 

4 時間 

第１５回 対面 

【1年間の振り返り】 

専門演習 IIA・IIB を通して，自分がどの

ように成長したのか，次の 1 年間の課題は

何か，どのように成長したいのかを発表す

る。 

事前学修として発表準備をすること（内容は別途連

絡します）。振り返り結果を踏まえて春休みの計画や

次年度の目標等について検討し，実際の行動に移す

ためのスケジュールを立てて実行していく。 

4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 朴 亨珠 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 基本的な経営理論を学習しながら、それに基づき様々な経営現象を理解する。 

授業の目的及び概要 

現代社会における経済主体として大きな影響力を持つ企業、その組織や活動を理解することは、

社会の一員として欠かせないことです。特に経営学部の学生は、それらを理解するだけでなく、

論理的に説明する力を身に着けることが求められます。専門演習では、経営学のさまざまな理

論を確認しながら、経営現象を理解・説明するために必要な情報を自ら探し、まとめ、発表す

る練習を行います。これを通じて、経営学部生としての基本的な素養を身に着けるとともに、

将来、社会人・企業人として活躍するために必要な知識や技能の基盤を築くことを目的としま

す。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①経営現象を説明するためのツールとして経営学の基本的な理論が理解できる。 

②自ら情報を収集し、それをまとめて資料を作成することができる。 

③他人の意見を聞きながら自分の意見を表現し、より良い結果を導き出すことができる。 

④他人と協力して得られた成果をプレゼンテーションとして発表することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 演習内の報告や課題について、演習内で振り返りとそれについての話し合いの時間を設けます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

１からの経営学(第３版)，加護野 忠男・吉村 典久，

碩学舎 ，2021 年 

 

ISBN 9784502375217 

参考書 
経営学入門キーコンセプト，井原久光編著，ミネルヴ

ァ書房，2013 年 
ISBN 9784623064410 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

【ガイダンス】 

秋学期の演習について説明を行う。 

夏休みの成果について報告会を実施する。 

【事前学修】 

春学期の演習で発表した夏休みの計画などについて

プレゼンテーションの準備をする。グループワーク

のテーマ決めを行う。 

【事後学修】 

取り組みたいテーマを考える。 

4 時間 

第２回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とコミュニケーション・打合せ

を行う。 

4 時間 

第３回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とコミュニケーション・打合せ

を行う。 

4 時間 

第４回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とコミュニケーション・打合せ

を行う。 

4 時間 

第５回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とコミュニケーション・打合せ

を行う。 

4 時間 

第６回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

研究テーマに関する資料を読み込み、まとめ、作成す

る。 

【事後学修】 

グループメンバー間とコミュニケーション・打合せ

を行う。 

4 時間 

第７回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察

を行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練

習を行う。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

す。完成に向けて資料と発表の完成度を上げる。 

4 時間 

第８回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察

を行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練

習を行う。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

す。完成に向けて資料と発表の完成度を上げる。 

4 時間 

第９回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察

を行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練

習を行う。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

す。完成に向けて資料と発表の完成度を上げる。 

4 時間 
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第１０回 対面 

【学生研究発表大会の準備：グループ・ワ

ーク】 

研究発表大会の準備のための調査、議論、

資料作成、発表練習を行う。 

【事前学修】 

進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察

を行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練

習を行う。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

す。完成に向けて資料と発表の完成度を上げる。 

4 時間 

第１１回 対面 

【学生研究発表大会の振り返り】 

学生研究発表大会の振り返りと期末レポ

ートの準備を行う。 

【事前学修】 

各自学生研究発表大会の振り返りを行う。 

【事後学修】 

期末レポートを作成する。 

4 時間 

第１２回 対面 

【期末レポートの作成・確認】 

研究発表大会の発表資料に基づいてレポ

ートを作成する。 

【事前学修】 

研究発表大会の発表内容に基づき、期末レポートを

作成する。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

し、修正する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【期末レポートの作成・確認】 

研究発表大会の発表資料に基づいてレポ

ートを作成する。 

【事前学修】 

研究発表大会の発表内容に基づき、期末レポートを

作成する。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

し、修正する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【期末レポートの作成・確認】 

研究発表大会の発表資料に基づいてレポ

ートを作成したレポートの中間報告や確

認を行う。 

【事前学修】 

研究発表大会の発表内容に基づき、期末レポートを

作成する。 

【事後学修】 

フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出

し、修正する。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
【秋学期のまとめ】 

【事後学修】 

期末レポートの作成を完了し、提出する。 
4 時間 
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科目名 専門演習ⅡB 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 

デジタル時代の企業戦略に挑む： 

就職先として興味ある業界など、皆さん一人一人が関心ある企業の経営戦略を分析し、自ら戦

略づくりにチャレンジします。 

授業の目的及び概要 

秋学期は、ゼミ生の皆さん一人一人が関心ある業界・企業を決めて、その経営戦略を作成しま

す。 

・就職先として興味がある、アルバイト先、実家の事業、顧客として関心がある、などから対

象業界・企業を選定してください。 

 業界・企業に関する情報をネット、新聞などで集めて、”自分事”として分析・考察し、戦

略作りの素材とします。 

・ テキストに基づき経営学の復習を行い、戦略作りを通じて理論と実践をつなぎます。 

・ デジタル技術・モデルを戦略づくりに活用できるよう、中国・アジア、米国の先進事例を教

員（岡野）が解説しディスカッションを行います。 

・ 本学で実施される「学生研究発表大会」に参加しプレゼンすることも貴重なトレーニングの

機会であり、本演習の重要な要素として考えています。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．経営学の理論に基づき企業戦略を分析し、その特徴・優位性や課題を説明できる。 

２．デジタル技術が企業戦略にどのように活用されているのか、具体的なケースに基づいて理

解し説明できる。 

３．自分の考えをわかりやすく説明し、他メンバーと建設的に議論ができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物や報告に対してフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

考える経営学，中川功一・佐々木将人・服部泰宏，有

斐閣，2021 年 

 

ISBN 9784641150836 

参考書 

① １からのデジタル経営，伊藤宗彦・松尾博文・富田

純一，碩学舎，2022 年 

② 経営学入門，青島矢一，東洋経済新報社，2022 年 

③ 中国デジタル・イノベーション：ネット飽和時代の

競争地図，岡野寿彦，日本経済新聞出版，2020 年 

④ 中国的経営イン・デジタル：中国企業の強さと弱

さ，岡野寿彦，日本経済新聞出版，2023 年 

ISBN 

①9784502410918 

②9784492503362 

③9784532323585 

④9784296116324 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

一人一人が戦略づくりの主役です。生成 AI などデジタル技術が進化するなかで、経営戦略づく

りと実行をリードできる人材の重要性が、今後さらに高まっていきます。 

本演習は、課題発見やプレゼンテーションに関する能力を高める機会を提供することも目的と

しており、自主的に実践して学ぶ要素も多くなります。 

他のゼミ生の研究、意見を尊重し、建設的にディスカッションすることで、皆さんのキャリア

の武器づくりに、一緒に取り組みましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
【オリエンテーション】 

本演習の目標と予定の確認など 

【予習】経営戦略の作成を行う企業・業界、テーマの

発表（第２回、第３回）の準備 

【復習】配布資料を読んでください。 

3.5時間 

第２回 対面 

経営戦略の作成を行う企業・業界、テーマ

の発表① 

（または基礎的な講義を予定していま

す。） 

 

【予習】経営戦略の作成を行う企業・業界、テーマを

説明する準備をしてください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに、経営戦略

の作成を行う企業・業界、テーマを具体化してくださ

い。 

 ※ テキスト報告の準備を進めてください。 

4 時間 

第３回 対面 

経営戦略の作成を行う企業・業界、テーマ

の発表② 

（または基礎的な講義を予定していま

す。） 

【予習】経営戦略の作成を行う企業・業界、テーマを

説明する準備をしてください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに、経営戦略

の作成を行う企業・業界、テーマを具体化してくださ

い。 

 ※ テキスト報告の準備を進めてください。 

4 時間 

第４回 対面 テキスト報告（第１章～第３章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

4 時間 

第５回 対面 テキスト報告（第４章～第６章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

4 時間 

第６回 対面 テキスト報告（第７章～第９章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

4 時間 

第７回 対面 テキスト報告（第 10 章～第 12 章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

4 時間 

第８回 対面 テキスト報告（第 13 章～第 15 章） 

【予習】報告箇所を読み、意見交換をできるよう自分

の考えをまとめてください。 

 報告担当者は、報告準備（資料作成）をしてくださ

い。 

4 時間 
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【復習】報告や報告後の意見交換を踏まえて、内容の

ふりかえりをしてください。 

第９回 対面 
最終発表のアウトラインをプレゼン（中間

報告）① 

【予習】最終発表するテーマと、どのような内容かを

説明するための発表準備をお願いします。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表内容

を改善・明確化してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
最終発表のアウトラインをプレゼン（中間

報告）② 

【予習】最終発表するテーマと、どのような内容かを

説明するための発表準備をお願いします。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表内容

を改善・明確化してください。 

4 時間 

第１１回 対面 分析とディスカッション① 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１２回 対面 分析とディスカッション② 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１３回 対面 ゼミ内最終発表 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１４回 対面 ゼミ内最終発表 

【予習】最終発表する内容を作成してください。 

【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料

を改善してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
ゼミ全体のふりかえり 

【予習】最終発表での議論をふりかえってください 

【復習】ゼミでの取り組みをふりかえり、今後の学修

への取り組みを考えてください。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業論文執筆のための基礎づくり 

授業の目的及び概要 

卒業研究Ａでは、研究テーマに関する先行論文・著書を収集し、個人報告と意見交換を重ねな

がら、卒業論文を完成させることが目的です。4 年間にわたる勉学の集大成として、情報収集

力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけられるようにしてい

きます。 

履修条件・留意点 
授業にはノートパソコン、タブレットを持参することを推奨します（毎回）。 

報告や授業中の意見交換を整理する際に使用します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・研究テーマを設定することができる 

・研究テーマに関する基礎的、専門的知識を身につけることができる 

・研究テーマについて調査した内容をまとめ、他者にわかりやすく伝えることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業中に適宜フィードバックやコメント、アドバイスを行います 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布します。 ISBN 0 

参考書 テーマに応じ適宜紹介します ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

授業の概要及び到達目標、成績評価の方法

等について説明します。 

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流

れをつかんでおいてください。 

【事後学修】ガイダンスでの説明内容を復習し研究

テーマを考えてください。 

4 時間 

第２回 オンデ 【研究テーマの設定】 【事前学修】研究テーマを設定し、報告準備をしてく 4 時間 
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マンド 設定した研究テーマに付いて報告後、意見

交換してもらいます。 

ださい。 

【事後学修】意見交換を踏まえて研究テーマの振返

り、研究計画を立てて下さい。 

第３回 対面 

【研究テーマの設定】 

設定した研究テーマに付いて報告後、意見

交換してもらいます。 

【事前学修】意見交換を踏またうえで、研究テーマを

設定し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて研究テーマの振返

り、研究計画を立てて下さい。 

4 時間 

第４回 対面 

【研究計画書の完成・先行研究の収集】 

研究計画書を完成させ、研究テーマに関連

する先行研究（論文、著書など）を収集し、

その内容を報告後見交換を行います。 

【事前学修】研究計画書の完成と収集した先行研究

の内容をまとめ、報告するための準備（報告資料の作

成など）をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第５回 対面 

【先行研究の収集】 

研究テーマに関連する先行研究（論文、著

書など）を収集し、その内容を報告後見交

換を行います。 

【事前学修】収集した先行研究の内容をまとめ、報告

するための準備（報告資料の作成など）をしてくださ

い。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第６回 対面 

【先行研究の収集】 

研究テーマに関連する先行研究（論文、著

書など）を収集し、その内容を報告後見交

換を行います。 

【事前学修】収集した先行研究の内容をまとめ、報告

するための準備（報告資料の作成など）をしてくださ

い。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第７回 対面 

【調査の実施】 

研究テーマについて調査した内容を報告

した後、意見交換を行います。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告するための準備

（報告資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第８回 対面 

【調査の実施】 

研究テーマについて調査した内容を報告

した後、意見交換を行います。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告するための準備

（報告資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第９回 対面 

【調査の実施】 

研究テーマについて調査した内容を報告

した後、意見交換を行います。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告するための準備

（報告資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【調査の実施】 

研究テーマについて調査した内容を報告

した後、意見交換を行います。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告するための準備

（報告資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【調査の実施】 

研究テーマについて調査した内容を報告

した後、意見交換を行います。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告するための準備

（報告資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

【調査の実施】 

研究テーマについて調査した内容を報告

した後、意見交換を行います。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告するための準備

（報告資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて、報告内容の振返り

をしてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

【報告会】 

これまでの調査内容を整理した報告した

あと意見交換をおこないます。 

【事前学修】これまでの調査内容を整理した資料を

作成し、報告の準備をしてください。 

【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

【報告会】 

これまでの調査内容を整理した報告した

あと意見交換をおこないます。 

【事前学修】これまでの調査内容を整理した資料を

作成し、報告の準備をしてください。 

【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

4 時間 

第１５回 対面 
【春学期のまとめ】 

春学期のまとめを行う。 

【事前学修】これまでの研究容を踏まえたうえで、今

後の研究計画を整理してください。 

【事後学修】秋学期に向けて今後の研究計画を検討

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究課題をテーマとして設定し卒業研究に取り組む 

授業の目的及び概要 

卒業研究 A では卒業論文の完成に向けて、卒業論文のテーマを明確にするための情報の収集や

文献の検索を中心に行います。さらに、テーマに基づき自ら調査分析を計画し、実行すること

を目指します。またこの授業で卒業論文に取り組むことにより、論理構成力を身につけること

を目的とします。この研究課程を通して、経営学やマーケティングの専門知識・能力の高度化

を図り、幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざし、経営におい

て生じる諸課題を解決する力を身につけられるようにしていきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・自らの関心や問題意識を経営学の観点から研究課題を研究計画書にプランし、それに基づき

自ら調査分析を計画し実行することができる。 

・研究成果を卒業研究（卒業レポートや卒業論文）にまとめ、報告・発表することができる。 

・研究過程において、柔軟な発想と行動力をもって新たな価値を創造していく力を身につける

ことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
演習内の報告、プレゼンテーション資料や研究課題については、適宜演習内でフィードバック

やコメント、アドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、

学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書 
参考になる図書、論文、資料については、卒業論文の

内容に合わせて適宜案内いたします。 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
パワーポイントやレジュメの内容、報告の仕方、

議論・研究への貢献、研究計画の内容評価 

この科目の受講に 

あたって 

自分で情報を集め、考え、建設的な議論を行う等演習への主体的な姿勢での積極的な参加を期

待します。卒業研究を通じて社会人としての実践力を身につけ、 幅広い視点から社会・地域の

課題解決や活性化に貢献できる人をめざし、一緒に学んでいきましょう。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

「ガイダンス」卒論執筆のスケジュールな

どを説明します。 

さらに３年生（専門演習ⅡＢ）１４回目と

１５回目に作成した「研究計画書案」の確

認をします。 

事前学修として、３年生（専門演習ⅡＢ）の１４・１

５回目に行った卒論に関する研究計画書を再度確認

し、卒業研究に対する自身の持つイメージについて

考えておくこと。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。また執筆開始できる者から

執筆を開始する（2 時間程度） 

4 時間 

第２回 対面 

「テーマの選定と報告、指導＆執筆（1）」 

卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の

テーマについての概要の設定、報告、指導

を受ける。他の学生の内容も参考にする。 

事前学修として、研究計画書（テーマやリサーチクエ

スチョン）に基づき、卒業論文をどのような構成に基

づき説明するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。また執筆開始できる者から

執筆を開始する（2 時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 

「テーマの選定と報告、指導＆執筆（2）」 

卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の

テーマについての概要の設定、報告、指導

を受ける。他の学生の内容も参考にする。 

事前学修として、研究計画書（テーマやリサーチクエ

スチョン）に基づき、卒業論文をどのような構成に基

づき説明するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。また執筆開始できる者から

執筆を開始する（2 時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（１）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（２）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（３）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（４）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第８回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（５）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第９回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（6）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

4 時間 
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料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

第１０回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（7）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第１１回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（8）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第１２回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（9）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 

「中間報告会のための卒業論文執筆（10）」 

卒業論文（中間報告会のための執筆）の進

捗状況について報告、指導を受ける。他の

学生の内容も参考にする。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておく。（2時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第１４回 対面 

「中間報告会のための準備（1）」 

中間報告会において卒業論文の内容をど

のように説明するかの発表トレーニング 

夏休み中に完成を目指すための指導を行

う。 

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてど

のように報告するかを準備しておくことと、どのよ

うに発表するかを検討しておく（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表やディスカッション、

説明の内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資

料とを整理し復習する。執筆内容や必要に応じて研

究計画書の是正も行う（2 時間程度） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

「総括」 

この授業の総括を行います。 

事前学修として、これまでの研究に関して作成した

各種資料等について読み返し、成果と課題について

明らかにしておく。（2 時間程度） 

事後学修として、これまでに取り組んだ結果を秋学

期の展開にどのようにつなげていくのかについて検

討する。（2 時間程度） 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
卒業論文完成にむけて、研究計画書の作成、先行研究の調査（文献研究）、ゼミでの発表や報告

を行います。 

授業の目的及び概要 

専門分野の学修を進め、大学での学修の集大成として、卒業論文作成を目指します。 

①自らの関心や問題意識を研究課題（リサーチクエスチョン）として設定することができる。 

②研究課題に対し、文献調査の上、先行研究のレビューができる。 

③研究過程（リサーチメソッド）を設計し、自ら検討したことを定量・定性的に分析すること

ができる。 

④研究成果をアカデミックな文章として、表現することができる。 

履修条件・留意点 卒業論文作成に、積極的に取り組むこと、ただ 1 点です。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 学術研究としての卒業論文の完成を目指します。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
発表、報告、各種の提出物などを、フィードバックします。また Teams や個別面談での対応も

可能です。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 
リサーチ・デザイン 経営知識創造の基本技術，田村

正紀，白桃書房，2006 年 
ISBN 9784561264576 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
参加状況、発表資料、提出物などを総合的に判断

して評価。 

この科目の受講に 

あたって 

・授業には、各自の PC を持参のこと。Microsoft のソフトを利用のこと。 

・連絡事項は、MicrosoftTeams を使いますので、最低 1 日 1 回はチェックし、必要な返信をし

て下さい。 

・締切は厳守。 

・ホウレンソウ（報告、連絡、相談）の基本行為は、身につけて下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 ガイダンス 

事前学修 卒業論文の研究計画案を考えること。 

事後学修 ガイダンスの内容を踏まえて、各自の春

学期の計画を確認。 

4 時間 

第２回 対面 研究計画書の発表と修正１ 

事前学修 卒業論文の研究計画案を考えること。 

事後学修 説明内容を踏まえて、各自の春学期の計

画を確認。 

4 時間 

第３回 対面 研究計画書の発表と修正２ 

事前学修 卒業論文の研究計画案を考えること。 

事後学修 説明内容を踏まえて、各自の春学期の計

画を確認。 

4 時間 

第４回 対面 卒論の書き方と研究の進め方１ 

事前学修 考えた研究計画案を修正しつつ、研究を

推進。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第５回 対面 卒論の書き方と研究の進め方２ 

事前学修 考えた研究計画案を修正しつつ、研究を

推進。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第６回 対面 卒論の書き方と研究の進め方３ 

事前学修 考えた研究計画案を修正しつつ、研究を

推進。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第７回 対面 卒論の書き方と研究の進め方４ 

事前学修 考えた研究計画案を修正しつつ、研究を

推進。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
卒業論文作成の留意事項 

事前学修 第７回までの復習をすること。 

事後学修 卒業論文作成の注意事項を理解するよう

に、復習。 

4 時間 

第９回 対面 卒論の書き方と研究の進め方５ 

事前学修 考えた研究計画案を修正しつつ、研究を

推進。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第１０回 対面 中間報告１ 

事前学修 中間報告を用意し、発表準備をする。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第１１回 対面 中間報告２ 

事前学修 中間報告を用意し、発表準備をする。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第１２回 対面 中間報告３ 

事前学修 中間報告を用意し、発表準備をする。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第１３回 対面 中間報告４ 

事前学修 中間報告を用意し、発表準備をする。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第１４回 対面 中間報告５ 

事前学修 中間報告を用意し、発表準備をする。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画を修正し、論文執筆推進。 

4 時間 

第１５回 対面 
春学期の振り返り、夏休みにやること、秋

学期の準備 

事前学修 春学期の進捗確認の上、夏季休暇と秋学

期日程を検討。 

事後学修 研究計画案を再検討し、研究・執筆日程を

修正すること。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマを設定し、資料を集め、卒業研究に取り組む 

授業の目的及び概要 

本演習では、研究テーマを自ら設定と論文著書などの先行研究の収集して研究テーマに関する

調査にとりくみながら、他の人と意見交換を行うことにより卒業論文執筆のための基礎を作り

ます。各自の報告では、自分で調査した内容や自分の考え（自律性と責任感の育成）を、他者

にわかりやすく伝える力（コミュニケーション能力）を中心に身につけることができるように

していきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 自ら設定した研究テーマについて深く学び、その分野における専門知識を深め、思考力や理

解力を高めることができる。 

2. 研究方法論を学び、データ収集、分析、評価といった研究スキルが身についている。 

3. 論文の執筆とプレゼンテーションを通じて、自分の考えを明確に伝え、他人と議論する能力

を高めることができる。 

4. 卒論は自主的にとりくむ課題であり、そのプロセスと書き上げることを通して自律性と責任

感をもつことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
報告、プレゼンテーション資料や研究課題については、適宜演習内でフィードバックやコメン

ト、アドバイスを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストはなし。適宜、必要な資料、文献を紹介しま

す。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 35 

その他の内容 
資料の内容、報告の内容、そして意見交換など、

研究計画書の内容などを総合的に評価する。 

この科目の受講に 

あたって 

これまで学修した専⾨知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。 

主体的・積極的に個人報告と意見交換に取り組むことを期待します。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の概要及び到達目標、成績評価の方法

等について 

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流

れをつかむ 

【事後学修】卒業論文を作成するための研究計画に

ついて考える 

4 時間 

第２回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン、発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第３回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第４回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第５回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第６回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第７回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第８回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第９回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１０回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１１回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１２回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１３回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１４回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ 

夏休みにおける卒業研究の計画について

まとめる。 

卒業研究計画書についてまとめたものを事前に準備

する。 

研究計画書の修正等を行い、本論の内容を確定する。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究指導(前半）－卒業論文の草稿の完成を目指す 

授業の目的及び概要 

業研究論文の作成を体験することは、ロジカルシンキングの実践的な訓練でもあり、ビジネス

の現場で必要とされる構想力、情報処理、分析力、問題解決力、表現力等が総合的に養われる

はずです。研究テーマや学期はじめの完成度によっては、学外の懸賞論文への投稿や、AI によ

る分析手法を導入したより高度な分析に挑戦することも指導します。 

各自の研究テーマに応じて、統計学的手法、数理モデル、質的比較分析（質的比較分析）、テキ

スト計量分析、機械学習、構造学修等の分析手法を指導する。 

履修条件・留意点 

インターネット検索により情報を収集し、既存の知見を引用して論文を組み立てる、貼り合わ

せ（パッチワーク）的な研究アプローチは、ChatGPT をはじめとする生成 AI が最も得意とする

ところであり、もはや人が時間や労力を費やしても太刀打ちができなくなりつつある。新しい

知見を導いて価値を創造するような研究を期待する。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

卒業論文の作成を通して、以下の知識。スキル、能力を獲得すること 

１．学術的な先行研究の内容を理解し、テーマを多面的な視点から捉えることができる 

２．専門的な理論や分析手法を用いて、テーマを分析・考察することができる 

３．学術的な表記方法を用いて、学術論文としての体裁を整えることができる 

４．既存の知識・情報を編集するだけでなく、新しい知識を創造することができる 

５．根拠や論理に基づき、説得力のある主張ができる 

６．読者の反応を想定し、公開に耐えうる論文に仕上げることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポート、毎回の報告に対して講評を行い、改善点、参考文献を紹介してフィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 使用しない ISBN 0 

参考書 

①リサーチ・デザイン 経営知的創造の基本技術，田

村正紀，白桃書房，2016 年以降の最新版 

『2016 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2017 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2018 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2019 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2020 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2021 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2022 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2023 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

ISBN ①9784561264576 
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室で閲覧） 

『2024 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 70 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 卒業論文 

この科目の受講に 

あたって 

12000 字の論文を提出することは、「卒業研究」（4 単位）の単位取得の必要条件ではあるが十分

条件ではないことに注意して下さい。 

つまり、卒業論文の配点は 30%に過ぎず、ゼミで報告して指導を受けながら作成していく過程

を重視して 70%の配点としました。 

全く指導を受けずに提出された論文は、合格基準を満たしていないことが多々ありますが、フ

ィードバックすることができません。 

最悪、論文に致命的な問題点があっても修正の機会を逸してしまい、不合格にせざるをえない

場合もあることを念頭に置いてください。 

他人の研究を卒論に無断で盗用した場合は、失格となります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 杋 ガイダンス 

・シラバスの顤便（30 分程度） 

・今学期の計画立案（90 分程度） 

・桠檤歑頠の顤便（2 時間程度） 

4 時間 

第２回 対面 

卒論テーマと、それに関連する先行研究（2

編以上）の概要報告❶ 

報告者 3名程度 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、次の報告に備えてください。 

4 時間 

第３回 対面 

卒論テーマと、それに関連する先行研究（2

編以上）の概要報告❷ 

報告者 3名程度 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、次の報告に備えてください 

4 時間 

第４回 対面 

卒論テーマと、それに関連する先行研究（2

編以上）の概要報告❸ 

報告者 3名程度（1 巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、次の報告に備えてください 

4 時間 

第５回 対面 

卒論テーマと、それに関連する先行研究（2

編以上）の概要報告❹ 

報告者 3名程度（1 巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

4 時間 
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て、次の報告に備えてください 

第６回 対面 

卒論テーマと、それに関連する先行研究（2

編以上）の概要報告❺ 

報告者 3名程度（1 巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、次の報告に備えてください 

4 時間 

第７回 対面 

卒論テーマと、それに関連する先行研究（2

編以上）の概要報告❻ 

報告者４名程度（１巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、次の報告に備えてください 

4 時間 

第８回 対面 

卒論テーマと、それに関連する先行研究（2

編以上）の概要報告❼ 

報告者４名程度（１巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、次の報告に備えてください 

4 時間 

第９回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❶ 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、卒論作成に備えてください 

4 時間 

第１０回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❷ 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、卒論作成に備えてください 

4 時間 

第１１回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❸ 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、卒論作成に備えてください 

4 時間 

第１２回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❹ 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、卒論作成に備えてください 

4 時間 

第１３回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❺ 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、卒論作成に備えてください 

4 時間 
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第１４回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❻ 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 

１．研究報告の準備（2 時間程度） 

・報告予定者は報告資料を準備してください。 

２．文献調査（2時間程度） 

・報告後は、指摘された改善点等を資料に反映させ

て、卒論作成に備えてください 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
期末レポート執筆のポイント 

春学期の学習で作成してきた春学期末レポートの採

点ポイントを説明しますので、提出前にレポートを

チェックして修正してください。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 徳丸 義也 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究課題を設定し卒業研究に取組む 

授業の目的及び概要 

卒業研究 A では、卒業研究での卒業論文の完成に向けて、テーマや研究課題を設定する研究計

画書の作成を目指します。先輩学生の卒業論文を参考にするとともに、専門演習Ⅱでレポート

にまとめた経営学の専門分野であるマーケティング論を中心に先行研究のレビューを中心に学

修を進めていきます。さらに、自らの研究テーマの絞り込みを進めながら事例企業等の調査研

究を進め卒業論文に結びつけていきます。卒業論文の作成を通じて経営学の専門知識・能力の

高度化を図り、就業力の育成に資する科目です。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

自らの関心や問題意識を研究課題として設定することができる。 

自ら調査・検討したことを理論的、実証的に分析することができる。 

研究成果を卒業論文にまとめることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポートおよびプレゼンテーション、卒業研究についての講評および指導を行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 60 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

大学での学修の集大成としての卒業研究です。記憶に残る、記録に残る研究成果を残してくだ

さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の目的と方法、授業計画、到達目標、

成績評価について説明します。 

なお、授業計画の順序は研究計画の進捗状

況によって変更することがあります。 

事前にシラバスを読んで授業の目的を考えておくこ

と。 

授業後は、授業の目的についてふりかえること。 

4 時間 
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第２回 対面 
研究計画書に基づく研究目的と問いの明

確化、深掘り① 

事前に卒業研究のテーマの設定について検討してお

くこと。 

授業後は、卒業研究のテーマの設定についてふりか

えること。 

4 時間 

第３回 対面 
研究計画書に基づく研究目的と問いの明

確化、深掘り② 

事前に卒業研究のテーマの設定について検討してお

くこと。 

授業後は、卒業研究のテーマの設定についてふりか

えること。 

4 時間 

第４回 対面 
卒業研究のテーマの設定と進め方の検討 

先輩学生の卒業論文から学ぶ 

事前に先輩学生の卒業論文を読んでおくこと。 

授業後は、先輩学生の卒業論文についてふりかえる

こと。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

卒業研究のテーマの設定と進め方の検討 

動画教材にもとづくレポートの作成 

次々回の授業までに提出 

事前に動画教材先を読んでおくこと。 

授業後は、動画教材についてレポートを作成。 
4 時間 

第６回 対面 
研究計画書に基づく先行研究のレビュー

① 

事前に先行研究について調べておくこと。 

授業後は、先行研究についてふりかえること。 
4 時間 

第７回 対面 
研究計画書に基づく先行研究のレビュー

② 

事前に先行研究について調べておくこと。 

授業後は、先行研究についてふりかえること。 
4 時間 

第８回 対面 
研究計画書に基づく先行研究のレビュー

③ 

事前に先行研究について調べておくこと。 

授業後は、先行研究についてふりかえること。 
4 時間 

第９回 対面 
研究計画書に基づく事例企業等の調査研

究① 

事前に事例企業等について調べておくこと。 

授業後は、事例企業等についてふりかえること。 
4 時間 

第１０回 対面 
研究計画書に基づく事例企業等の調査研

究② 

事前に事例企業等について調べておくこと。 

授業後は、事例企業等についてふりかえること。 
4 時間 

第１１回 対面 
研究計画書に基づく事例企業等の調査研

究③ 

事前に事例企業等について調べておくこと。 

授業後は、事例企業等についてふりかえること。 
4 時間 

第１２回 対面 

先行研究レビューおよび事例研究等の報

告① 

プレゼンテーション 質疑応答 

事前に報告内容について検討しておくこと。 

授業後は、報告内容についてふりかえること。 
4 時間 

第１３回 対面 

先行研究レビューおよび事例研究等の報

告② 

プレゼンテーション 質疑応答 

事前に報告内容について検討しておくこと。 

授業後は、報告内容についてふりかえること。 
4 時間 

第１４回 対面 

先行研究レビューおよび事例研究等の報

告③ 

プレゼンテーション 質疑応答 

事前に報告内容について検討しておくこと。 

授業後は、報告内容についてふりかえること。 
4 時間 

第１５回 対面 

これまでの卒業研究の総括  

夏休み期間を通じた卒業論文（8,000字～

10,000字）の概成 

事前にこれまでの卒業研究について検討しておくこ

と。 

授業後は、夏休みを通じた卒業論文作成計画を立て

ること。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業論文作成 

授業の目的及び概要 

卒業研究 A では、卒業研究 Bでの卒業研究の完成に向けて、テーマを設定し、研究計画を立て、

データや参考文献の収集などの準備を行う。 

また、個人発表では研究内容をまとめて伝えるスキルを身につけることを目的とする。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・経営学の視点から卒業研究テーマを設定する（研究のリサーチ・クエスチョンは何か）。 

・研究計画書を作成する。 

・参考文献から必要な知識を習得し、学問の到達点を知る。 

・データや資料の調査や分析を自ら行う。 

・論文の執筆要領を習得する。 

・卒業研究の骨子を作成し、報告・発表する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 途中段階で進捗状況等の確認、論文原稿の講評等を行い、卒業研究の作成を指導する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 
リサーチ・マインド 経営学研究法，藤本隆宏・新宅純

二郎・粕谷誠・高橋伸夫・阿部誠，有斐閣，2005 年 
ISBN 9784641122383 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

卒業論文を着実に作成することが唯一の演習の目標です。各自の研究テーマに意欲的に取り組

むこと。特に大学院進学を希望している方は、充実した論文の作成に努力すること。また、他

のゼミ生の発表やそれに対する教員の講評・指摘についても、関心を持って聞いておくこと。

他のゼミ生の報告に対する指摘事項が自分の研究にも当てはまる場合は、必ずそれらを踏まえ

修正しておくこと。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 【ガイダンス】 【予習】専門演習ⅡBで提出した個人研究レポートを 4 時間 
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本演習の進め方、成績評価等の説明を行

う。また、専門演習ⅡBで提出した個人研

究レポートについて、講評する。 

確認し、卒業論文作成に向けて、どのように作業を進

めていくのかを考える。 

【復習】演習でのレポートの講評を踏まえ、今後の論

文作成に向けて、具体的に作業スケジュール等を検

討する。 

第２回 
オンデ

マンド 

卒業論文に関する研究計画書作成につい

てオンライン個別指導を行う。 

【予習】卒業論文作成に向けて、研究計画書を作成す

る。 

【復習】個別指導を踏まえ、研究計画書を修正する。 

4 時間 

第３回 対面 

【研究計画書の完成】 

研究計画書について、課題や調査結果の進

捗報告、ディスカッション，発表などを行

い、完成させる。 

【予習】研究計画書の内容をまとめたものを事前に

準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、研究計画書を

完成させる。 

4 時間 

第４回 対面 

【卒業論文に向けて研究の発表とディス

カッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第５回 対面 

【卒業論文に向けて研究の発表とディス

カッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第６回 対面 

【卒業論文に向けて研究の発表とディス

カッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第７回 対面 

【卒業論文に向けて研究の発表とディス

カッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第８回 対面 

【卒業論文に向けて研究の発表とディス

カッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第９回 対面 

【卒業論文に向けて研究の発表とディス

カッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第１０回 対面 

【卒業論文8０００字原稿作成に向けて研

究の発表とディスカッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第１１回 対面 

【卒業論文8０００字原稿作成に向けて研

究の発表とディスカッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第１２回 対面 

【卒業論文8０００字原稿作成に向けて個

人研究の発表とディスカッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第１３回 対面 

【卒業論文8０００字原稿作成に向けて個

人研究の発表とディスカッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第１４回 対面 

【卒業論文8０００字原稿作成に向けて個

人研究の発表とディスカッション】 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 
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第１５回 対面 

【本演習の総括】 

卒業論文 8０００字原稿作成を完成させ、

夏休みの検討作業をまとめる。 

【予習】卒業論文 8０００字原稿を完成させ、夏休み

の検討作業について、考えておく。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、卒業論文 8００

０字原稿を完成させ、夏休みの検討作業の計画を立

てる。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 引地 夏奈子 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマを明確にして卒業研究に取り組む。 

授業の目的及び概要 

卒業研究Ａでは、研究テーマに関する先行論文・著書を収集し、個人報告と意見交換を重ねな

がら、卒業論文を完成させることが目的です。4 年間にわたる勉学の集大成として、情報収集

力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけられるようにしてい

きます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・研究テーマに関する基礎的および専門的知識を身につけることができる。 

・情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけることが

できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 個人報告については、講評とアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 指定しません。 ISBN 0 

参考書 各自の研究テーマに応じて、適宜紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
報告資料の内容、報告の仕方と内容、意見交換へ

の貢献、研究計画の内容を総合的に評価 

この科目の受講に 

あたって 

大学 4 年間の集大成です。今まで以上に主体的・積極的に個人報告と意見交換に取り組むこと

を期待します。 

悔いの残らない 1 年にしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
授業の概要及び到達目標、成績評価の方法

等についてガイダンスを行います。 

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流

れをつかんでおいてください。 

【事後学修】卒業論文を書くための研究計画につい

て考えてください。 

4 時間 
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第２回 対面 
卒業論文を作成するためのガイダンスを

行います。 

【事前学修】配布資料を事前に読んでおいてくださ

い。 

【事後学修】配布資料を読み直し、ポイントを整理し

てください。 

6 時間 

第３回 対面 

【研究テーマと研究計画】 

研究テーマがもっている課題、問題点、争

点などを洗い出し、それを報告した後、意

見交換を行います。これらを踏まえて研究

計画を立てていきます。 

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問

題点、争点などを洗い出し、それを報告するための準

備（先行論文・著書の収集、報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究

計画を立ててください。 

6 時間 

第４回 対面 

【研究テーマと研究計画】 

研究テーマがもっている課題、問題点、争

点などを洗い出し、それを報告した後、意

見交換を行います。これらを踏まえて研究

計画を立てていきます 

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問

題点、争点などを洗い出し、それを報告するための準

備（先行論文・著書の収集、報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究

計画を立ててください。 

6 時間 

第５回 対面 

【研究テーマと研究計画】 

研究テーマがもっている課題、問題点、争

点などを洗い出し、それを報告した後、意

見交換を行います。これらを踏まえて研究

計画を立てていきます。 

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問

題点、争点などを洗い出し、それを報告するための準

備（先行論文・著書の収集、報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究

計画を立ててください。 

6 時間 

第６回 対面 

【研究テーマと研究計画】 

研究テーマがもっている課題、問題点、争

点などを洗い出し、それを報告した後、意

見交換を行います。これらを踏まえて研究

計画を立てていきます。 

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問

題点、争点などを洗い出し、それを報告するための準

備（先行論文・著書の収集、報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究

計画を立ててください。 

6 時間 

第７回 対面 

【研究テーマと研究計画】 

研究テーマがもっている課題、問題点、争

点などを洗い出し、それを報告した後、意

見交換を行います。これらを踏まえて研究

計画を立てていきます。 

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問

題点、争点などを洗い出し、それを報告するための準

備（先行論文・著書の収集、報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究

計画を立ててください。 

6 時間 

第８回 対面 

【個人報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況

を報告し、意見交換を行います。 

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容

を整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告

資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

6 時間 

第９回 対面 

【個人報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況

を報告し、意見交換を行います。 

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容

を整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告

資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

6 時間 

第１０回 対面 

【個人報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況

を報告し、意見交換を行います。 

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容

を整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告

資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

6 時間 

第１１回 対面 

【個人報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況

を報告し、意見交換を行います。 

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容

を整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告

資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

6 時間 

第１２回 対面 

【個人報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況

を報告し、意見交換を行います。 

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容

を整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告

資料の作成など）をしてください。 

6 時間 

2025/05/01
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【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

第１３回 対面 

【個人報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況

を報告し、意見交換を行います。 

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容

を整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告

資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

6 時間 

第１４回 対面 

【個人報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況

を報告し、意見交換を行います。 

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容

を整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告

資料の作成など）をしてください。 

【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直してください。 

6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
春学期の総括を行います。 

【事前学修】これまでの研究報告の内容および作成

した報告資料を読み直しておいてください。 

【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を、

今後の研究の展開にどのようにつなげていくのかに

ついて検討してください。 

6 時間 

2025/05/01
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマを決定し、卒業論文の作成に取り組む 

授業の目的及び概要 

本演習は、企画マーケティングコースに該当します。本演習は、流通、マーケティングに関す

る研究テーマを自ら設定し、論文著書などの先行研究の収集、研究テーマに関する調査を実施

し、個人報告と意見交換を行い、卒業論文を執筆していきます。個人報告では、自分で調査し

た内容や自分の考えを他者にわかりやすく伝える力（コミュニケーション能力）を中心に身に

つけることができるようにしていきます。 

履修条件・留意点 

留意点 

授業にはノートパソコン、タブレットなどを持参することを推奨します（毎回）。 

報告や授業中の意見交換を整理する際に使用します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．研究テーマを設定することができる 

2．研究テーマに関する基礎的、専門的知識を身につけることができる 

3．研究テーマについて調査した内容をまとめ、他者にわかりやすく伝えることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト とくに指定しません ISBN 0 

参考書 研究テーマに応じて、適宜紹介します ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

卒業論文は、大学で自身が取り組んできた学修の集大成です。各自、設定した研究テーマにし

っかりと取り組むことを期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

 授業の概要、到達目標、成績評価の方法

等について説明します。 

事前：シラバスを読んでください。 

事後：ガイダンスでの説明内容を復習するとともに

研究テーマを考えてください。 

4 時間 
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第２回 対面 

研究テーマの設定 

 設定した研究テーマについて報告した

後、意見交換してもらいます。 

事前：研究テーマを設定し、報告準備（資料作成）を

してください。 

事後：意見交換を踏まえて研究テーマを振り返り、研

究計画を立ててください。 

4 時間 

第３回 対面 

研究テーマの設定 

 研究課題について報告した後、意見交換

を行います。 

事前：意見交換を踏まえたうえで、研究テーマと研究

課題をまとめ、報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：意見交換を踏まえて研究課題を振り返り、研究

計画を立ててください。 

4 時間 

第４回 対面 

先行研究の収集と整理 

 研究テーマに関連する先行研究（論文、

著書など）を収集、整理し、その内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：収集した先行研究の内容をまとめ、報告準備

（資料作成）をしてください。 

事後：意見交換を踏まえて報告内容の振り返りをし

てください。 

4 時間 

第５回 対面 

先行研究の収集と整理 

 研究テーマに関連する先行研究（論文、

著書など）を収集、整理し、その内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：収集した先行研究の内容をまとめ、報告準備

（資料作成）をしてください。 

事後：意見交換を踏まえて報告内容の振り返りをし

てください。 

4 時間 

第６回 対面 

先行研究の収集 

 研究テーマに関連する先行研究（論文、

著書など）を収集、整理し、その内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：収集した先行研究の内容をまとめ、報告準備

（資料作成）をしてください。 

事後：意見交換を踏まえて報告内容の振り返りをし

てください。 

4 時間 

第７回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第８回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第９回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

 卒業論文の本文を 5000 字以上完成させ

ます。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

調査の実施 

 研究テーマについて調査した内容を報

告後、意見交換を行います。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

報告会 

 これまでに執筆した卒業論文の内容を

報告した後、意見交換を行います。 

事前：これまでに執筆した卒業論文の内容を整理し

た資料を作成し、報告準備をしてください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

報告会 

 これまでに執筆した卒業論文の内容を

報告した後、意見交換を行います。 

 卒業論文の本文を 8000 字以上完成させ

ます。 

事前：これまでに執筆した卒業論文の内容を整理し

た資料を作成し、報告準備をしてください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

春学期のまとめ 

 春学期のまとめを行います。 

事前：これまでの研究内容を踏まえたうえで、今後の

研究計画を整理してください。 

事後：秋学期に向け今後の研究計画を検討してくだ

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマに基づき卒業研究に取り組む。 

授業の目的及び概要 

卒業研究 A では、演習ⅡB で設定した研究テーマに基づき卒業研究 B での卒業論文の完成に向

けて、情報の収集や文献の検索、先行研究のレビューを行い、卒論での「問い」明確にします。

その後問いを解くための「研究目的」を明らかにすることで、章立ての道筋を作り、研究計画

書にまとめます。卒論を作成する目的は、大学での学修の総まとめであるとともに、就職後に

必要となる論理的な思考能力と文書作成能力を培うものです。また資料収集や先行研究のリサ

ーチなどでつける IT 活用能力も企業で役立つスキルです。卒業論文の作成を通じて経営学の専

門知識・能力の高度化を図り、幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人

をめざし社会人としての基礎や実践力を身につけられるようにしていきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・研究テーマに関する基礎的および専門的知識を文書化することができる。 

・情報収集力、読解力、論理的思考力、IT 活用能力を使って研究に必要なデータ、情報などを

適切に見つけ出し文書化することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 個人報告については、講評とアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト 指定しません。 ISBN 0 

参考書 
参考になる図書、論文、資料については随時案内しま

す。 
ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 期末までに作成できた論文の内容 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 「ガイダンス」 【事前学修】 4 時間 
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授業の目的、到達目標、成績評価の方法な

どについて説明します。 

演習ⅡBの最後に提出した研究計画書の確

認を行います。 

シラバスを読んで演習の進め方を理解しておいてく

ださい。 

【事後学修】 

卒論を書くための研究の「問い」、「目的」を考えてく

ださい。 

第２回 対面 
「研究計画書」 

この授業で完成させます。 

【事前学修】 

卒論を書くための研究の「問い」、「目的」を考えてく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深

めてください。 

4 時間 

第３回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深

めてください。 

4 時間 

第４回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深

めてください。 

4 時間 

第５回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深

めてください。 

4 時間 

第６回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深

めてください。 

4 時間 

第７回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深

めてください。 

4 時間 

第８回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深め

ていくための情報収集、内容執筆をすすめ 

授業での意見交換に備える。 

【事後学修】 

授業内で意見交換した内容を反映させてください。 

4 時間 

第９回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深め

ていくための情報収集、内容執筆をすすめ 

授業での意見交換に備える。 

【事後学修】 

授業内で意見交換した内容を反映させてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

【事前学修】 

研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深め

ていくための情報収集、内容執筆をすすめ 

授業での意見交換に備える。 

4 時間 
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交換する。 【事後学修】 

授業内で意見交換した内容を反映させてください。 

第１１回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

本文、５０００字程度を完成させる 

【事前学修】 

研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深め

ていくための情報収集、内容執筆をすすめ 

授業での意見交換に備える。 

【事後学修】 

授業内で意見交換した内容を反映させてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深め

ていくための情報収集、内容執筆をすすめ 

授業での意見交換に備える。 

【事後学修】 

授業内で意見交換した内容を反映させてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を報告し、意見

交換する。 

【事前学修】 

研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深め

ていくための情報収集、内容執筆をすすめ 

授業での意見交換に備える。 

【事後学修】 

授業内で意見交換した内容を反映させてください。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

「個人別報告」 

作成した研究テーマの「問い」、「目的」に

対して 

論文の章立て、各章の概要を深め研究テー

マに反映させる。 

【事前学修】 

研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深め

ていくための情報収集、内容執筆をすすめる。 

【事後学修】 

研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深め

ていくための情報収集、内容執筆をすすめる。 

4 時間 

第１５回 対面 

「総括」 

この授業の総括を行います。 

本文、８０００字を完成させる 

【事前学修】 

これまで作成してきた論文内容を振り返り、整理し

てください。 

【事後学修】 

授業内で意見交換した内容を論文に反映させて、卒

業研究 Bに向けて備えてください。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究 

授業の目的及び概要 
この演習では、①研究計画を作成し、②先行研究を調査し、③ゼミでの発表やディスカッショ

ンを行なう工程を踏み、④卒業論文の完成へと、取り組んでいきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

大学での学修の集大成として卒業論文を完成させることを目標とします。具体的には、 

・研究テーマ、リサーチクエッションの設定 

・研究計画書の作成 

・資料の収集、読み込み 

・論文の執筆の作法の確認 

・論文ドラフトの報告、発問へのリプライ、推敲 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表や提出物に対するコメントにより行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト テキストはありません。適宜、資料を紹介します。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 

事前学修 春学期の目標を立てましょう。 

事後学修 春学期の計画を確認しましょう。研究計

画書を作成しましょう。 

4 時間 

第２回 対面 発表とディスカッション１ 
事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 引き続き研究計画書を作成し、そして、卒
4 時間 
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業論文作成のために参考文献や資料、企業研究を続

けましょう。 

第３回 対面 
発表とディスカッション２ 

研究計画書の完成、提出 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第４回 対面 発表とディスカッション３ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第５回 対面 発表とディスカッション４ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第６回 対面 発表とディスカッション５ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第７回 対面 発表とディスカッション６ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第８回 対面 発表とディスカッション７ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第９回 対面 発表とディスカッション８ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 発表とディスカッション９ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第１１回 対面 発表とディスカッション１０ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第１２回 対面 発表とディスカッション１１ 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 卒業論文作成のために参考文献や資料、

企業研究を続けましょう。 

4 時間 

第１３回 対面 中間報告提出および発表 

事前学修 発表準備を行ないましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第１４回 対面 中間報告提出および発表：続き 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

中間提出（８千字）。 

春学期の振り返り。 

夏季休業中の TO DO(すべきこと)指示。 

事前学修 春学期を振り返ってみましょう。 

事後学修 秋学期に向けて計画を立てましょう（秋

学期開始時点で 12千字）。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究 

授業の目的及び概要 

この演習では、卒業論文の完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発

表やディスカッションを行いながら取り組み、大学での学修の集大成として卒業論文を完成さ

せます。授業は、調べ学修(研究や調査)とその発表を中心に授業を行いますが、毎回進捗状況

を確認し、評価の積極的な参加度・取組みに反映させる予定です。また、卒業研究 A では卒業

研究の研究計画書と 8000 字完了の卒論を作成し、レポートなど授業外課題に反映します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 大学での学修の集大成として卒業論文を完成させることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表や提出物に対するコメントにより行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
参加状況、発表資料、提出物などを総合的に判断

して評価します。 

この科目の受講に 

あたって 
大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 

事前学修 先行研究、参考文献や資料をもとに連休

前提出締切の卒論の研究計画案を考えておきましょ

う。 

事後学修 ガイダンスの内容を踏まえて、各自の春

学期の計画を確認しましょう。 

4 時間 
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第２回 対面 研究計画案の発表１ 

事前学修 研究計画案の発表準備を行いましょう。 

事後学修 コメントをもとに先行研究、参考文献や

資料を見直し、連休前提出締切の研究計画書を作成・

提出し、発表の準備をしましょう。 

4 時間 

第３回 対面 研究計画案の発表２ 

事前学修 研究計画案の発表準備を行いましょう。 

事後学修 コメントをもとに先行研究、参考文献や

資料を見直し、連休前提出締切の研究計画書を作成・

提出し、発表の準備をしましょう。 

4 時間 

第４回 対面 研究計画書の発表１ 

事前学修 連休前提出締切の研究計画書の発表準備

を行いましょう。 

事後学修 コメントをもとに先行研究、参考文献や

資料を見直し、連休前提出締切の研究計画書を加筆

修正しましょう。 

4 時間 

第５回 対面 研究計画書の発表２ 

事前学修 連休前提出締切の研究計画書の発表準備

を行いましょう。 

事後学修 コメントをもとに先行研究、参考文献や

資料を見直し、連休前提出締切の研究計画書を加筆

修正しましょう。 

4 時間 

第６回 対面 研究計画書の発表３ 

事前学修 連休前提出締切の研究計画書の発表準備

を行いましょう。 

事後学修 コメントをもとに先行研究、参考文献や

資料を見直し、連休前提出締切の研究計画書を加筆

修正しましょう。 

4 時間 

第７回 対面 研究計画書の発表４ 

事前学修 連休前提出締切の研究計画書の発表準備

を行いましょう。 

事後学修 コメントをもとに先行研究、参考文献や

資料を見直し、連休前提出締切の研究計画書を加筆

修正しましょう。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
卒業論文作成の注意事項 

事前学修 配布資料を読んでおきましょう。 

事後学修 注意事項についてチェックし、卒業論文

作成時に活用できるようにしましょう。 

4 時間 

第９回 対面 研究発表１ 

事前学修 7 月末夏休み前提出締切の 8000 字完了卒

論に向け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経

過を発表しましょう。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画をさらに検討し、卒業論文作成の注意事項に留意

して卒業研究を進めていきましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 研究発表２ 

事前学修 7 月末夏休み前提出締切の 8000 字完了卒

論に向け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経

過を発表しましょう。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画をさらに検討し、卒業論文作成の注意事項に留意

して卒業研究を進めていきましょう。 

4 時間 

第１１回 対面 研究発表３ 

事前学修 7 月末夏休み前提出締切の 8000 字完了卒

論に向け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経

過を発表しましょう。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画をさらに検討し、卒業論文作成の注意事項に留意

して卒業研究を進めていきましょう。 

4 時間 

第１２回 対面 研究発表４ 

事前学修 7 月末夏休み前提出締切の 8000 字完了卒

論に向け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経

過を発表しましょう。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画をさらに検討し、卒業論文作成の注意事項に留意

して卒業研究を進めていきましょう。 

4 時間 

第１３回 対面 研究発表５ 
事前学修 7 月末夏休み前提出締切の 8000 字完了卒

論に向け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経
4 時間 

2025/05/01

680



 

 

過を発表しましょう。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画をさらに検討し、卒業論文作成の注意事項に留意

して卒業研究を進めていきましょう。 

第１４回 対面 研究発表６ 

事前学修 7 月末夏休み前提出締切の 8000 字完了卒

論に向け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経

過を発表しましょう。 

事後学修 発表時のコメントなどを踏まえて研究計

画をさらに検討し、卒業論文作成の注意事項に留意

して卒業研究を進めていきましょう。 

4 時間 

第１５回 対面 春学期の振り返り 

事前学修 7 月末夏休み前提出締切の 8000 字完了卒

論を提出しましょう。 

事後学修 夏休みの計画を立て、計画に従って卒論

研究などを進めましょう。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマを設定し、卒業研究に取り組む。 

授業の目的及び概要 

本科目は、研究テーマを設定し、卒業論文もしくは卒業レポートを作成するための基礎を固め

ることが目的です。進捗報告と意見交換を通して、研究計画を完成させ、卒業論文もしくは卒

業レポートの作成に取り組みます。大学での学修を通して培った基礎的・専門的知識をさらに

深めるとともに、自身の研究成果を他者にわかりやすく伝える能力を身につけることを目指し

ます。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①研究テーマを設定することができる。 

②研究テーマに関する基礎的・専門的知識を身につけることができる。 

③自身の研究テーマについて調査した結果を他者にわかりやすく伝えることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 進捗報告について、コメントやアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 研究テーマに応じて、適宜紹介します。 ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
報告資料の内容、報告の仕方などを総合的に評価

する。 

この科目の受講に 

あたって 

卒業研究は大学での学修の集大成です。自身が設定した研究テーマに積極的に取り組むことを

期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス、卒業研究の準備 

授業の概要、到達目標、成績評価の方法等

について説明後、今後のスケジュールにつ

いて確認します。 

【事前学修】シラバスを事前に読んでください。 

【事後学修】卒業論文を作成するための研究テーマ

を考えてください。 

4 時間 
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第２回 対面 

・研究テーマの設定 

研究テーマについて報告後、意見交換を行

います。 

【事前学修】研究テーマについて、報告準備をしてく

ださい。 

【事後学修】意見交換を踏まえて研究計画を立てて

ください。 

4 時間 

第３回 対面 

・研究計画の作成 

研究計画について報告後、意見交換を行い

ます。 

【事前学修】研究テーマの課題について、報告準備を

してください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて研究計画をより洗

練させてください。 

4 時間 

第４回 対面 

・先行研究の収集 

研究テーマに関連する先行研究について

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマに関連する先行研究につい

て収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第５回 対面 

・先行研究の収集 

研究テーマに関連する先行研究について

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマに関連する先行研究につい

て収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第６回 対面 

・先行研究の収集 

研究テーマに関連する先行研究について

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマに関連する先行研究につい

て収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第７回 対面 

・先行研究の収集 

研究テーマに関連する先行研究について

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマに関連する先行研究につい

て収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第８回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第９回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１０回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１１回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１２回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１３回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１４回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・春学期のまとめ 

春学期のまとめを行います。 

【事前学修】これまでの先行研究の収集・調査の結果

を振り返ってください。 

【事前学修】今後の研究をどのように展開していく

か考えてください。 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 卒業研究 A 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマを設定し、卒業研究に取り組む。 

授業の目的及び概要 

本科目は、研究テーマを設定し、卒業論文もしくは卒業レポートを作成するための基礎を固め

ることが目的です。進捗報告と意見交換を通して、研究計画を完成させ、卒業論文もしくは卒

業レポートの作成に取り組みます。大学での学修を通して培った基礎的・専門的知識をさらに

深めるとともに、自身の研究成果を他者にわかりやすく伝える能力を身につけることを目指し

ます。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①研究テーマを設定することができる。 

②研究テーマに関する基礎的・専門的知識を身につけることができる。 

③自身の研究テーマについて調査した結果を他者にわかりやすく伝えることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 進捗報告について、コメントやアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 研究テーマに応じて、適宜紹介します。 ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
報告資料の内容、報告の仕方などを総合的に評価

する。 

この科目の受講に 

あたって 

卒業研究は大学での学修の集大成です。自身が設定した研究テーマに積極的に取り組むことを

期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス、卒業研究の準備 

授業の概要、到達目標、成績評価の方法等

について説明後、今後のスケジュールにつ

いて確認します。 

【事前学修】シラバスを事前に読んでください。 

【事後学修】卒業論文を作成するための研究テーマ

を考えてください。 

4 時間 

2025/05/01
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第２回 対面 

・研究テーマの設定 

研究テーマについて報告後、意見交換を行

います。 

【事前学修】研究テーマについて、報告準備をしてく

ださい。 

【事後学修】意見交換を踏まえて研究計画を立てて

ください。 

4 時間 

第３回 対面 

・研究計画の作成 

研究計画について報告後、意見交換を行い

ます。 

【事前学修】研究テーマの課題について、報告準備を

してください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて研究計画をより洗

練させてください。 

4 時間 

第４回 対面 

・先行研究の収集 

研究テーマに関連する先行研究について

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマに関連する先行研究につい

て収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第５回 対面 

・先行研究の収集 

研究テーマに関連する先行研究について

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマに関連する先行研究につい

て収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第６回 対面 

・先行研究の収集 

研究テーマに関連する先行研究について

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマに関連する先行研究につい

て収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第７回 対面 

・先行研究の収集 

研究テーマに関連する先行研究について

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマに関連する先行研究につい

て収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第８回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第９回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１０回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１１回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１２回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１３回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１４回 対面 

・研究テーマの調査 

研究テーマについて調査した結果を報告

後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究テーマについて調査した結果につ

いて収集し、報告準備をしてください。 

【事後学修】意見交換を踏まえて卒業論文にまとめ

てください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・春学期のまとめ 

春学期のまとめを行います。 

【事前学修】これまでの先行研究の収集・調査の結果

を振り返ってください。 

【事前学修】今後の研究をどのように展開していく

か考えてください。 

4 時間 

2025/05/01

685



 

 

科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業論文の作成 

授業の目的及び概要 

卒業研究 B では、卒業研究 A での研究計画に基づき、個人報告と意見交換を重ねながら、充実

した内容の卒業論文を完成させることが目的です。 

4 年間にわたる勉学の集大成として、情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケ

ーション能力を身につけられるようにしていきます。 

履修条件・留意点 
授業にはノートパソコン、タブレットを持参することを推奨します（毎回）。 

報告や授業中の意見交換を整理する際に使用します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・研究テーマに関する基礎的、専門的知識を身につけることができる 

・研究テーマについて調査した内容をまとめ、他者にわかりやすく伝えることができる 

・研究成果を卒業論文としてまとめることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内で適宜フィードバックやコメント、アドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布します。 ISBN 0 

参考書 研究テーマに応じて適宜紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

授業の概要及び到達目標、成績評価の方法

等についてガイダンスを行います。 

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流

れをつかんでおいてください。 

【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を、

今後の研究の展開にどのようにつなげていくのかに

ついて検討してください。 

4 時間 
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第２回 
オンデ

マンド 

【卒業論文の作成準備】 

見直しを行った今後の研究計画と研究ス

ケジュールを報告後、意見交換を行いま

す。 

【事前学修】今後の研究計画と研究スケジュールを

まとめ報告準備をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換を踏まえて報告内容

の見直しをしてください。 

4 時間 

第３回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告の意見交換と指導の内容を踏まえ

て卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第４回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第５回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第６回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第７回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第８回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第９回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

【卒業論文の作成】 

卒業論文をまとめるために実施した調査

の内容を報告後に意見交換や指導を行い

ます。 

【事前学修】調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

【事後学修】報告後の意見交換と指導の内容を踏ま

えて卒業論文をまとめてください。 

4 時間 

第１５回 対面 
【本演習の総括】 

秋学期の総括を行います。 

【事前学修】これまでの研究成果をまとめてくださ

い。 

【事後学修】１年間の研究活動全体の振返りをして

ください。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究に取り組み完成させる。 

授業の目的及び概要 

卒業研究 B では卒業論文を完成させます。これまでの授業での学修をふまえ、自らの関心や問

題意識のもとに調査・検討してきた内容に、理論的、実証的な分析を加えていきます。また卒

業論文に取り組むことにより、論理構成力を身につけることを目的とします。卒業研究をつう

じて経営学やマーケティングの専門知識・能力の高度化を図り、幅広い視点から社会・地域の

課題解決や活性化に貢献できる人をめざし、経営において生じる諸課題を解決する力を身につ

けられるようにしていきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・自らの関心や問題意識を経営学の観点から研究課題として設定し、自ら調査分析を計画し実

行することができる。 

・研究成果を卒業研究（卒業レポートや卒業論文）にまとめ、報告・発表することができる。 

・研究過程において、柔軟な発想と行動力をもって新たな価値を創造していく力を身につける

ことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
演習内の報告、プレゼンテーション資料や研究課題については、適宜演習内でフィードバック

やコメント、アドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布し

ます。 
ISBN 0 

参考書 
参考になる図書、論文、資料については、卒業論文の

内容に合わせて適宜案内いたします。 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
パワーポイントやレジュメの内容、報告の仕方、

議論・研究への貢献、研究計画の内容評価 

この科目の受講に 

あたって 

自分で情報を集め、考え、建設的な議論を行う等演習への主体的な姿勢での積極的な参加を期

待します。卒業研究を通じて社会人としての実践力を身につけ、 幅広い視点から社会・地域の

課題解決や活性化に貢献できる人をめざし、一緒に学んでいきましょう。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

「ガイダンス」 

授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、

成績評価などについて、授業計画の詳細と

ともに説明します。 

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだこ

とより、卒業研究の完成にむけてどのように取り組

み、どのようなものにするか等卒業研究の完成に対

する自身の持つイメージについて考えておくこと。

（2時間程度） 

事後学修として、卒業研究の執筆にむけ、自身がどの

ように取り組むことができるかについて、自身で考

えまとめておき、次回以降の授業や課外で実践でき

るようにする。（2 時間程度） 

4 時間 

第２回 対面 

「卒業研究の中間発表（報告）（1）」 

卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の

内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。

問題意識、課題設定、章別編成、予想され

る結論、主要参考文献リスト等他の学生の

卒業研究内容も参考にする。 

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだこ

とより、卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめ

ておく。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

卒業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習

しておく。（2時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 

「卒業研究の中間発表（報告）（2）」 

卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の

内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。

問題意識、課題設定、章別編成、予想され

る結論、主要参考文献リスト等他の学生の

卒業研究内容も参考にする。 

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだこ

とより、卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめ

ておく。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

卒業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習

しておく。（2時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 

「卒業研究の中間発表（報告）（3）」 

卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の

内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。

問題意識、課題設定、章別編成、予想され

る結論、主要参考文献リスト等他の学生の

卒業研究内容も参考にする。 

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだこ

とより、卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめ

ておく。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

卒業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習

しておく。（2時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 

「卒業研究の中間発表（報告）（4）」 

卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の

内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。

問題意識、課題設定、章別編成、予想され

る結論、主要参考文献リスト等他の学生の

卒業研究内容も参考にする。 

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだこ

とより、卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめ

ておく。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

卒業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習

しておく。（2時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 

「卒業研究の中間発表（報告）（5）」 

卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の

内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。

問題意識、課題設定、章別編成、予想され

る結論、主要参考文献リスト等他の学生の

卒業研究内容も参考にする。 

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだこ

とより、卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめ

ておく。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

卒業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習

しておく。（2時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 

「卒業研究執筆状況の報告、指導（1）」 

研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レ

ポート）としてまとめるため、随時報告し、

指導を受ける。 

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒

業研究（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組

み、報告資料をまとめる。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

踏まえて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2 時

間程度） 

4 時間 

第８回 対面 

「卒業研究執筆状況の報告、指導（2）」 

研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レ

ポート）としてまとめるため、随時報告し、

指導を受ける。 

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒

業研究（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組

み、報告資料をまとめる。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

踏まえて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2 時

間程度） 

4 時間 

第９回 対面 

「卒業研究執筆状況の報告、指導（3）」 

研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レ

ポート）としてまとめるため、随時報告し、

指導を受ける。 

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒

業研究（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組

み、報告資料をまとめる。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

踏まえて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2 時

4 時間 
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間程度） 

第１０回 対面 

「卒業研究執筆状況の報告、指導（4）」 

研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レ

ポート）としてまとめるため、随時報告し、

指導を受ける。 

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒

業研究（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組

み、報告資料をまとめる。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

踏まえて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2 時

間程度） 

4 時間 

第１１回 対面 

「卒業研究執筆状況の報告、指導（5）」 

研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レ

ポート）としてまとめるため、随時報告し、

指導を受ける。 

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒

業研究（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組

み、報告資料をまとめる。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

踏まえて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2 時

間程度） 

4 時間 

第１２回 対面 

「卒業研究執筆状況の報告、指導（6）」 

研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レ

ポート）としてまとめるため、随時報告し、

指導を受ける。 

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒

業研究（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組

み、報告資料をまとめる。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

踏まえて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2 時

間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 

「卒業研究執筆状況の報告、指導（7）」 

研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レ

ポート）としてまとめるため、随時報告し、

指導を受ける。 

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒

業研究（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組

み、報告資料をまとめる。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

踏まえて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2 時

間程度） 

4 時間 

第１４回 対面 

「卒業研究執筆状況の報告、指導（8）」 

研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レ

ポート）としてまとめるため、随時報告し、

指導を受ける。 

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒

業研究（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組

み、報告資料をまとめる。（2 時間程度） 

事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を

踏まえて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2 時

間程度） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

「総括」 

この授業の総括を行います。 

事前学修として、これまでの取り組んできた卒業研

究に関して、成果と課題について明らかにしておく。

（2時間程度） 

事後学修として、これまでの卒業研究に取り組んだ

結果を今後の自身のキャリアにどのようにつなげ、

発展していくのかについて検討する。（2時間程度） 

4 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
卒業論文完成にむけて、研究計画書の作成、先行研究の調査（文献研究）、ゼミでの発表や報告

を行います。 

授業の目的及び概要 

専門分野の学修を進め、大学での学修の集大成として、卒業論文作成を目ざす。 

①自らの関心や問題意識を研究課題（リサーチクエスチョン）として設定することができる。 

②研究課題に対し、文献調査の上、先行研究のレビューができる。 

③研究過程（リサーチメソッド）を設計し、自ら検討したことを定量・定性的に分析すること

ができる。 

④研究成果をアカデミックな文章として、表現することができる。 

履修条件・留意点 卒業論文作成に、積極的に取り組むこと、ただ 1 点です。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 学術研究としての卒業論文の完成を目指します。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
発表、報告、各種の提出物などを、フィードバックします。また Teams や個別面談での対応も

可能です。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 
リサーチ・デザイン 経営知識創造の基本技術，田村正

紀，白桃書房，2006 年 
ISBN 9784561264576 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
参加状況、発表資料、提出物などを総合的に判断

して評価。 

この科目の受講に 

あたって 

・授業には、各自の PC を持参のこと。Microsoft のソフトを利用のこと。 

・連絡事項は、MicrosoftTeams を使いますので、最低 1 日 1 回はチェックし、必要な返信をし

て下さい。 

・締切は厳守。 

・ホウレンソウ（報告、連絡、相談）の基本行為は、身につけて下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 進捗報告会（発表及び質問）１ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第２回 対面 進捗報告会（発表及び質問）２ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第３回 対面 進捗報告会（発表及び質問）３ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第４回 対面 進捗報告会（発表及び質問）４ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第５回 対面 進捗報告会（発表及び質問）５ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第６回 対面 進捗報告会（発表及び質問）６ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第７回 対面 進捗報告会（発表及び質問）７ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第８回 対面 進捗報告会（発表及び質問）８ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第９回 対面 進捗報告会（発表及び質問）９ 

事前学修：自分の論文を執筆し、報告の準備をする。

発表者以外は、聞きたいことを予め考えておくこと。 

事後学修：報告会で得たことを、論文に修正させてい

くこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

卒論仕上げ／卒論発表会１ 

ゼミ内で卒業研究の内容を発表。PPTとし

て発表内容を作成の上、報告する。 

事前学修：発表会に備えて、PPT 資料を準備。 

事後学修：フィードバックを受けて、論文を修正。 
4 時間 

第１１回 対面 

卒論仕上げ／卒論発表会２ 

ゼミ内で卒業研究の内容を発表。PPTとし

て発表内容を作成の上、報告する。 

事前学修：発表会に備えて、PPT 資料を準備。 

事後学修：フィードバックを受けて、論文を修正。 
4 時間 

第１２回 対面 

卒論仕上げ／卒論発表会３ 

ゼミ内で卒業研究の内容を発表。PPTとし

て発表内容を作成の上、報告する。 

事前学修：発表会に備えて、PPT 資料を準備。 

事後学修：フィードバックを受けて、論文を修正。 
4 時間 

第１３回 対面 

卒論仕上げ／卒論発表会４ 

ゼミ内で卒業研究の内容を発表。PPTとし

て発表内容を作成の上、報告する。 

事前学修：発表会に備えて、PPT 資料を準備。 

事後学修：フィードバックを受けて、論文を修正。 
4 時間 

第１４回 対面 

卒論仕上げ／卒論発表会５ 

ゼミ内で卒業研究の内容を発表。PPTとし

て発表内容を作成の上、報告する。 

事前学修：発表会に備えて、PPT 資料を準備。 

事後学修：フィードバックを受けて、論文を修正。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
卒業論文完成による大学での研究の総括 

事前学修：これまで取り組んできた卒業研究の成果

と課題について、考える。 

事後学修：卒業研究で得た学びを将来、どのように活

かしていくかを考える。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマを設定し、資料を集め、卒業研究を完成させる 

授業の目的及び概要 

本演習では、研究テーマを自ら設定と論文著書などの先行研究の収集して研究テーマに関する

調査にとりくみながら、他の人と意見交換を行うことにより卒業論文執筆のための基礎を作り

ます。各自の報告では、自分で調査した内容や自分の考え（自律性と責任感の育成）を、他者

にわかりやすく伝える力（コミュニケーション能力）を中心に身につけることができるように

していきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1. 自ら設定した研究テーマについて深く学び、その分野における専門知識を深め、思考力や理

解力を高めることができる。 

2. 研究方法論を学び、データ収集、分析、評価といった研究スキルが身についている。 

3. 論文の執筆とプレゼンテーションを通じて、自分の考えを明確に伝え、他人と議論する能力

を高めることができる。 

4. 卒論は自主的にとりくむ課題であり、そのプロセスと書き上げることを通して自律性と責任

感をもつことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
報告、プレゼンテーション資料や研究課題については、適宜演習内でフィードバックやコメン

ト、アドバイスを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストはなし。適宜、必要な資料、文献を紹介しま

す。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 35 

その他の内容 
資料の内容、報告の内容、そして意見交換など、

研究計画書の内容などを総合的に評価する。 

この科目の受講に 

あたって 

これまで学修した専⾨知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。 

主体的・積極的に個人報告と意見交換に取り組むことを期待します。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

秋学期の授業の概要及び到達目標、成績評

価の方法等について 

卒業研究の作成段階の報告と今後の予定

について 

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流

れをつかむ 

【事後学修】卒業論文を作成するための執筆計画を

作成する 

4 時間 

第２回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第３回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第４回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第５回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第６回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第７回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第８回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第９回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１０回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１１回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１２回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１３回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

ョン，発表などを行う。 

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 

第１４回 対面 

卒業論文準備と作成 個人の発表とディ

スカッション 

課題や調査結果の進捗報告、ディスカッシ

報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

演習における自身の報告に対する指摘を踏まえ、論

文作成を進める。 

4 時間 
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ョン，発表などを行う。 

第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ 

4 年間の学びを振り返り、作成した卒論の

意義と今後の取り組んでいく自分の課題

について考える。 

卒業研究について書き上げてたものを事前に準備す

る。 

内容を精査し、これまでの学びを振り返り、4 月から

の自分の生き方に如何に資するかを考えてまとめ

る。 

4 時間 

2025/05/01

695



 

 

科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業論文完成 

授業の目的及び概要 
卒業研究 B では、卒業研究 A で立てた研究計画書に基づき、研究発表やディスカッシュン等を

通じて、自らの考えをまとめ、卒業論文を完成させる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・経営学の視点から卒業研究テーマを設定することができる（研究のリサーチ・クエスチョン

は何か）。 

・研究計画書に沿って研究を進捗させることができる。 

・参考文献から必要な知識を習得し、学問の到達点を知ることができる。 

・データや資料の調査や分析を自ら行うことができる。 

・論文の執筆要領を習得し、卒業研究を完成させることができる（卒業論文と報告・発表）。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 途中段階で進捗状況等の確認、論文原稿の講評等を行い、卒業研究の完成に向けて指導する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 
リサーチ・マインド 経営学研究法，藤本隆宏・新宅純

二郎・粕谷誠・高橋伸夫・阿部誠，有斐閣，2005 年 
ISBN 9784641122383 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

卒業論文を完成することが唯一の演習の目標です。各自の研究テーマに意欲的に取り組むこと。

特に大学院進学を希望している方は、充実した論文の作成に努力すること。また、他のゼミ生

の発表やそれに対する教員の講評・指摘について 

も、関心を持って聞いておくこと。他のゼミ生の報告に対する指摘事項が自分の研究にもある

場合は、必ずそれらを踏まえ修正しておくこと。毎日着実に書いていくと必ず完成に近づいて

いくので、辛くても諦めず、努力して下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 【ガイダンス】 【予習】夏休みの研究の進捗状況を確認し、卒業論文 4 時間 
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秋学期の演習の進め方、評価方法等の説

明。夏休みの各自の研究進捗状況の報告。 

完成に向けて、どのように作業を進めていくのかを

考える。 

【復習】今後の論文完成に向けて、具体的に作業スケ

ジュール等を調整・検討する。 

第２回 
オンデ

マンド 

卒業論文に関する中間報告・１２０００字

原稿作成に向けてオンライン個別指導を

行う。 

【予習】卒業論文に関する中間報告及び１２０００

字原稿を作成する。 

【復習】個別指導を踏まえ、中間報告及び１２０００

字原稿を修正等行う。 

4 時間 

第３回 対面 

【卒業論文に関する中間報告】 

各自の中間報告において、論文作成の進捗

報告、ディスカッション，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進

める。 

4 時間 

第４回 対面 

【卒業論文に関する中間報告及び１２０

００字原稿の完成】 

各自の中間報告において、論文作成の進捗

報告、ディスカッション，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、１２０００字

原稿を完成させる。 

4 時間 

第５回 対面 

【卒業論文に関する中間報告及び１２０

００字原稿の完成】 

各自の中間報告において、論文作成の進捗

報告、ディスカッション，発表などを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、１２０００字

原稿を完成させる。 

4 時間 

第６回 対面 

【１２０００字原稿の発表とディスカッ

ション】 

１２０００字原稿について発表し、ディス

カッションを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、１２０００字

原稿をブラッシュアップする。 

4 時間 

第７回 対面 

【１２０００字原稿の発表とディスカッ

ション】 

１２０００字原稿について発表し、ディス

カッションを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、１２０００字

原稿をブラッシュアップする。 

4 時間 

第８回 対面 

【１２０００字原稿の発表とディスカッ

ション】 

１２０００字原稿について発表し、ディス

カッションを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、１２０００字

原稿をブラッシュアップする。 

4 時間 

第９回 対面 

【１２０００字原稿の発表とディスカッ

ション】 

１２０００字原稿について発表し、ディス

カッションを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、１２０００字

原稿をブラッシュアップする。 

4 時間 

第１０回 対面 

【１２０００字原稿の発表とディスカッ

ション】 

１２０００字原稿について発表し、ディス

カッションを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、１２０００字

原稿をブラッシュアップする。 

4 時間 

第１１回 対面 

【１２０００字原稿の発表とディスカッ

ション】 

１２０００字原稿について発表し、ディス

カッションを行う。 

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、１２０００字

原稿をブラッシュアップする。 

4 時間 

第１２回 対面 
【卒業論文の完成】 

卒業論文１２０００字原稿を完成させる。 

【予習】これまでの議論を踏まえ、卒業論文１２００

０字原稿を完成する。 

【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の

報告者の報告に対する指摘を踏まえ、卒業論文１２

０００字原稿を完成させる。 

4 時間 

第１３回 対面 
【卒業論文の成果を発表する】 

卒業論文の成果を発表し、講評する。 

【予習】卒業論文の成果を事前にまとめる。 

【復習】他の人からの講評を踏まえて、自身の成果を

再認識する。 

4 時間 

第１４回 対面 
【卒業論文の成果を発表する】 

卒業論文の成果を発表し、講評する。 

【予習】卒業論文の成果を事前にまとめる。 

【復習】他の人からの講評を踏まえて、自身の成果を

再認識する。 

4 時間 

第１５回 対面 
【卒業論文の成果を発表する】 

卒業論文の成果を発表し、講評する。 

【予習】卒業論文の成果を事前にまとめる。 

【復習】他の人からの講評を踏まえて、自身の成果を
4 時間 
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再認識する。 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 徳丸 義也 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究課題を設定し卒業研究に取組む 

授業の目的及び概要 

卒業研究 B では、卒業研究 A での研究計画書に基づき卒業論文を完成させます。今までのゼミ

活動や講義での学修をふまえ、自らの関心や問題意識のもとに調査・検討してきた内容に、理

論的、実証的な分析を加えていきます。それらを卒業論文に結びつけていきます。卒業論文の

作成を通じて経営学の専門知識・能力の高度化を図り、就業力の育成に資する科目です。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

自らの関心や問題意識を研究課題として設定することができる。 

自ら調査・検討したことを理論的、実証的に分析することができる。 

研究成果を卒業論文にまとめることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポートおよびプレゼンテーション、卒業研究についての講評および指導を行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 60 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

大学での学修の集大成としての卒業研究です。記憶に残る、記録に残る研究成果を残してくだ

さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の目的と方法、授業計画、到達目標、

成績評価について説明します。 

なお、授業計画の順序は研究計画の進捗状

況によって変更することがあります。 

事前にシラバスを読んで授業の目的を考えておくこ

と。 

授業後は、授業の目的についてふりかえること。 

4 時間 

第２回 対面 
卒業論文の作成継続① 

事例研究と考察、まとめ 

事前に事例研究と考察、まとめについて検討するこ

と。 
4 時間 
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授業後は、事例研究と考察、まとめについてふりかえ

ること。 

第３回 対面 
卒業論文の作成継続② 

事例研究と考察、まとめ 

事前に事例研究と考察、まとめについて検討するこ

と。 

授業後は、事例研究と考察、まとめについてふりかえ

ること。 

4 時間 

第４回 対面 
卒業論文（12,000 字）の概成と発表① 

報告、質疑応答、指導 

事前に卒業論文（12,000 字）を概成すること。 

授業後は、報告、質疑応答、指導ついてふりかえるこ

と。 

4 時間 

第５回 対面 
卒業論文（12,000 字）の概成と発表② 

報告、質疑応答、指導 

事前に卒業論文（12,000 字）を概成すること。 

授業後は、報告、質疑応答、指導ついてふりかえるこ

と。 

4 時間 

第６回 対面 
卒業論文（12,000 字）の概成と発表③ 

報告、質疑応答、指導 

事前に卒業論文（12,000 字）を概成すること。 

授業後は、報告、質疑応答、指導ついてふりかえるこ

と。 

4 時間 

第７回 対面 
卒業論文（12,000 字）の概成と発表④ 

報告、質疑応答、指導 

事前に卒業論文（12,000 字）を概成すること。 

授業後は、報告、質疑応答、指導ついてふりかえるこ

と。 

4 時間 

第８回 対面 
卒業論文（12,000 字）の概成と発表⑤ 

報告、質疑応答、指導 

事前に卒業論文（12,000 字）を概成すること。 

授業後は、報告、質疑応答、指導ついてふりかえるこ

と。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

卒業論文に関する動画教材の提供とレポ

ートの作成 

次々回の授業までに提出 

事前に動画教材にもとづくレポートについて検討し

ておくこと。 

授業後は、動画教材にもとづくレポート作成するこ

と。 

4 時間 

第１０回 対面 卒業論文（12,000 字）の添削指導と修正① 
事前に添削指導内容について検討しておくこと。 

授業後は、添削指導内容についてふりかえること。 
4 時間 

第１１回 対面 卒業論文（12,000 字）の添削指導と修正② 
事前に添削指導内容について検討しておくこと。 

授業後は、添削指導内容についてふりかえること。 
4 時間 

第１２回 対面 卒業論文（12,000 字）の添削指導と修正③ 
事前に添削指導内容について検討しておくこと。 

授業後は、添削指導内容についてふりかえること。 
4 時間 

第１３回 対面 卒業論文（12,000 字）の完成と報告① 
事前に報告内容について検討しておくこと。 

授業後は、報告内容についてふりかえること。 
4 時間 

第１４回 対面 卒業論文（12,000 字）の完成と報告② 
事前に報告内容について検討しておくこと。 

授業後は、報告内容についてふりかえること。 
4 時間 

第１５回 対面 総括とふりかえり 
事前に全体の総括について考えておくこと。 

授業後は、全体の総括についてふりかえること。 
4 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 引地 夏奈子 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマを明確にして卒業研究に取り組む。 

授業の目的及び概要 

卒業研究 B では、卒業研究 A での研究計画に基づき、個人報告と意見交換を重ねながら、卒業

論文又は卒業レポートを完成させることが目的です。4 年間にわたる勉学の集大成として、情

報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけられるように

していきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・研究テーマに関する基礎的および専門的知識を身につけることができる。 

・情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけることが

できる。 

・研究成果を卒業論文又は卒業レポートにまとめることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 個人報告については、講評とアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 指定しません。 ISBN 0 

参考書 各自の研究テーマに応じて、適宜紹介します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
報告資料の内容、報告の仕方と内容、意見交換へ

の貢献を総合的に評価 

この科目の受講に 

あたって 

1 年間の集大成です。今まで以上に主体的・積極的に個人報告と意見交換に取り組むことを期

待します。 

意欲的に卒業論文の作成に取り組むことを期待します。 悔いのない 1 年を過ごしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
授業の概要及び到達目標、成績評価の方法

等についてガイダンスを行います。 

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流

れをつかんでおいてください。 

【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を、

今後の研究の展開にどのようにつなげていくのかに

6 時間 
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ついて検討してください。 

第２回 対面 

【卒業研究の中間報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告

し、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究

成果を整理し報告する準備（報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直し充実させてください。 

6 時間 

第３回 対面 

【卒業研究の中間報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告

し、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究

成果を整理し報告する準備（報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直し充実させてください。 

6 時間 

第４回 対面 

【卒業研究の中間報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告

し、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究

成果を整理し報告する準備（報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直し充実させてください。 

6 時間 

第５回 対面 

【卒業研究の中間報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告

し、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究

成果を整理し報告する準備（報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直し充実させてください。 

6 時間 

第６回 対面 

【卒業研究の中間報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告

し、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究

成果を整理し報告する準備（報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直し充実させてください。 

6 時間 

第７回 対面 

【卒業研究の中間報告と意見交換】 

卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告

し、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究

成果を整理し報告する準備（報告資料の作成など）を

してください。 

【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、

報告内容を見直し充実させてください。 

6 時間 

第８回 対面 

【卒業研究のまとめ】 

研究成果を卒業論文にまとめるために、個

人報告を行い、指導を受けます。 

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成

果を報告する準備（報告資料の作成など）をしてくだ

さい。 

【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容

を卒業論文にまとめてください。 

6 時間 

第９回 対面 

【卒業研究のまとめ】 

研究成果を卒業論文にまとめるために、個

人報告を行い、指導を受けます。 

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成

果を報告する準備（報告資料の作成など）をしてくだ

さい。 

【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容

を卒業論文にまとめてください。 

6 時間 

第１０回 対面 

【卒業研究のまとめ】 

研究成果を卒業論文にまとめるために、個

人報告を行い、指導を受けます。 

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成

果を報告する準備（報告資料の作成など）をしてくだ

さい。 

【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容

を卒業論文にまとめてください。 

6 時間 

第１１回 対面 

【卒業研究のまとめ】 

研究成果を卒業論文にまとめるために、個

人報告を行い、指導を受けます。 

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成

果を報告する準備（報告資料の作成など）をしてくだ

さい。 

【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容

を卒業論文にまとめてください。 

6 時間 

第１２回 対面 

【卒業研究のまとめ】 

研究成果を卒業論文にまとめるために、個

人報告を行い、指導を受けます。 

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成

果を報告する準備（報告資料の作成など）をしてくだ

さい。 

【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容

を卒業論文にまとめてください。 

6 時間 

第１３回 対面 【卒業研究のまとめ】 【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成 6 時間 
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研究成果を卒業論文にまとめるために、個

人報告を行い、指導を受けます。 

果を報告する準備（報告資料の作成など）をしてくだ

さい。 

【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容

を卒業論文にまとめてください。 

第１４回 対面 

【卒業研究のまとめ】 

研究成果を卒業論文にまとめるために、個

人報告を行い、指導を受けます。 

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成

果を報告する準備（報告資料の作成など）をしてくだ

さい。 

【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容

を卒業論文にまとめてください。 

6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
秋学期の総括を行います。 

【事前学修】研究成果である卒業論文を読み返して

ください。 

【事後学修】これまでに培ってきた情報収集力、読解

力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力

を、今後のキャリアにどのように活かすのかについ

て考えてみてください。 

6 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究指導（後半）－卒業研究のバージョンアップ 

授業の目的及び概要 

業研究論文の作成を体験することは、ロジカルシンキングの実践的な訓練でもあり、ビジネス

の現場で必要とされる構想力、情報処理、分析力、問題解決力、表現力等が総合的に養われる

はずです。研究テーマや学期はじめの完成度によっては、学外の懸賞論文への投稿や、AI によ

る分析手法を導入したより高度な分析に挑戦することも指導します。 

秋学期は、夏休みに作成した卒業論文の草稿をもとに、理論と実証分析に重点を置き、修正を

重ねていきながら、12000 字の学術的な卒業論文を完成させます。論文は加筆修正の過程で仕

上がっていくものであり、この過程で新たにいろいろなことを学ぶため、とても重要です。 

履修条件・留意点 
秋学期の始業時に、卒業論文の草稿を完成していることを前提とします。 

特に優秀な作品については、学外の論文コンテスト等への投稿を指導します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

卒業論文の作成を通して、以下の知識。スキル、能力を獲得すること 

１．学術的な先行研究の内容を理解し、テーマを多面的な視点から捉えることができる 

２．専門的な理論や分析手法を用いて、テーマを分析・考察することができる 

３．学術的な表記方法を用いて、学術論文としての体裁を整えることができる 

４．既存の知識・情報を編集するだけでなく、新しい知識を創造することができる 

５．根拠や論理に基づき、説得力のある主張ができる 

６．読者の反応を想定し、公開に耐えうる論文に仕上げることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
夏休み明けに提出する草稿、毎回の報告に対して講評を行い、改善点、参考文献を紹介してフ

ィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 

①リサーチ・デザイン 経営知的創造の基本技術，田

村正紀，白桃書房，2016 年以降の最新版 

『2016 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2017 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2018 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2019 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2020 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2021 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2022 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

『2023 年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習

室で閲覧） 

ISBN ①9784561264576 
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 70 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 卒業論文 

この科目の受講に 

あたって 

12000 字の論文を提出することは、「卒業研究」（4 単位）の単位取得の必要条件ではあるが十分

条件ではないことに注意して下さい。 

つまり、卒業論文の配点は 30%に過ぎず、ゼミで報告して指導を受けながら作成していく過程

を重視して 70%の配点としました。 

全く指導を受けずに提出された論文は、合格基準を満たしていないことが多々ありますが、フ

ィードバックすることができません。 

最悪、論文に致命的な問題点があっても修正の機会を逸してしまい、不合格にせざるをえない

場合もあることを念頭に置いてください。 

他人の研究を卒論に無断で盗用した場合は、失格となります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 

・夏休み中の研究成果のまとめ（２時間） 

・今学期の卒業論文完成に向けた計画・工程の再確認

（２時間） 

4 時間 

第２回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告➊ 

報告者 3名程度（1 巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第３回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❷ 

報告者 3名程度（1 巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第４回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❸ 

報告者 3名程度（1 巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第５回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❹ 

報告者 3名程度（1 巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第６回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❺ 

報告者 3名程度（1 巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第７回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❻ 

報告者 3名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第８回 対面 

卒論における「分析方法および分析結果」

の概要報告❼ 

報告者 3名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第９回 対面 

卒論における「考察結果と、知見の学術・

実務への含意」の概要報告❶ 

「研究背景」との擦り合わせ調整 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第１０回 対面 

卒論における「考察結果と、知見の学術・

実務への含意」の概要報告❷ 

「研究背景」との擦り合わせ調整 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 
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第１１回 対面 

卒論における「考察結果と、知見の学術・

実務への含意」の概要報告❸ 

「研究背景」との擦り合わせ調整 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第１２回 対面 

卒論における「考察結果と、知見の学術・

実務への含意」の概要報告❹ 

「研究背景」との擦り合わせ調整 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第１３回 対面 

卒論における「考察結果と、知見の学術・

実務への含意」の概要報告❺ 

「研究背景」との擦り合わせ調整 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第１４回 対面 

卒論における「考察結果と、知見の学術・

実務への含意」の概要報告❻ 

「研究背景」との擦り合わせ調整 

報告者４名程度（２巡目） 

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに

指摘箇所を改善し、充実を図ること 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
卒業論文提出の最終確認 

動画教材で、下記を確認して卒業論文を提出して下

さい。 

卒業論文提出前の最終確認（チェックリスト） 

提出方法 

4 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 仲川 直毅 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業論文を完成させる 

授業の目的及び概要 

本演習は、企画マーケティングコースに該当します。本演習では、専門演習で立てた研究計画

に基づき卒業論文を完成させることが目的です。春学期に引き続き、研究テーマに関する調査

を実施し、個人報告と意見交換を行い、その内容を踏まえ、卒業論文の作成に取り組むととも

に、執筆した卒業論文の推敲を繰り返し、卒業論文を完成させます。個人報告では、研究テー

マに関する基礎的、専門的知識を深めるとともに自分で調査した内容や自分の考えを他者にわ

かりやすく伝える力（コミュニケーション能力）を中心に身につけることができるようにして

いきます。 

履修条件・留意点 

留意点 

授業にはノートパソコン、タブレットなどを持参することを推奨します（毎回）。 

報告や授業中の意見交換の内容を整理する際に使用します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

1．研究テーマに関する基礎的、専門的知識を身につけることができる 

2．研究テーマについて調査した内容をまとめ、他者にわかりやすく伝えることができる 

3．自身の研究した結果を卒業論文としてまとめることができる 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト とくに指定しません ISBN 0 

参考書 研究テーマに応じて、適宜紹介します ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

卒業論文は、大学で自身が取り組んできた学修の集大成です。各自、設定した研究テーマにし

っかりと取り組むことを期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 事前：シラバスを読んでください。 4 時間 
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 授業の概要、到達目標、成績評価の方法

等について説明します。 

事後：ガイダンスでの説明内容を復習するとともに

今後の研究計画をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

第２回 対面 

卒業論文の作成 

 見直しを行った今後の研究計画と研究

スケジュールを報告後、意見交換を行いま

す。 

事前：今後の研究計画と研究スケジュールをまとめ

報告準備（資料作成）をしてください。 

事後：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見直

しをしてください。 

4 時間 

第３回 対面 

卒業論文の作成 

 卒業論文をまとめるために実施した調

査の内容を報告後、意見交換、指導を行い

ます。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、卒

業論文をまとめてください。 

4 時間 

第４回 対面 

卒業論文の作成 

 卒業論文をまとめるために実施した調

査の内容を報告後、意見交換、指導を行い

ます。 

 卒業論文の本文を 12000 字以上完成さ

せます。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、卒

業論文をまとめてください。 

4 時間 

第５回 対面 

卒業論文の作成 

 卒業論文をまとめるために実施した調

査の内容を報告後、意見交換、指導を行い

ます。 

 卒業論文の本文を 12000 字以上完成さ

せます。 

事前：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし

てください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、卒

業論文をまとめてください。 

4 時間 

第６回 対面 

卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

後、意見交換、指導を行います。 

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

4 時間 

第７回 対面 

卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

後、意見交換、指導を行います。 

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

4 時間 

第８回 対面 

卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

後、意見交換、指導を行います。 

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

4 時間 

第９回 対面 

卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

後、意見交換、指導を行います。 

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

後、意見交換、指導を行います。 

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

後、意見交換、指導を行います。 

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

後、意見交換、指導を行います。 

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

後、意見交換、指導を行います。 

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 

事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

4 時間 

第１４回 対面 
卒業論文の推敲 

 卒業論文を推敲し、改訂した内容を報告

事前：改訂した内容をまとめ、報告準備（資料作成）

をしてください。 
4 時間 
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後、意見交換、指導を行います。 事後：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、推

敲を重ねてください。 

第１５回 
オンデ

マンド 

秋学期のまとめ 

 秋学期の総括を行います。 

事前：これまでの研究成果をまとめてください。 

事後：1 年間の研究活動の振り返りをしてください。 
4 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究 

授業の目的及び概要 
この演習では、①研究計画を作成し、②先行研究を調査し、③ゼミでの発表やディスカッショ

ンを行なう工程を踏み、④卒業論文の完成へと、取り組んでいきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

大学での学修の集大成として卒業論文を完成させることを目標とします。具体的には、 

・資料の収集、読み込み 

・論文の執筆の作法の確認 

・論文ドラフトの報告、発問へのリプライ、推敲 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表や提出物に対するコメントにより行ないます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト テキストはありません。適宜、資料を紹介します。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス、 

12 千字論文提出および中間報告 

事前学修 秋学期の目標を立てましょう。 

事後学修 秋学期の計画を確認しましょう。 
4 時間 

第２回 対面 中間報告（改訂版）提出および発表 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 
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第３回 対面 中間報告（改訂版）提出および発表：続 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第４回 対面 中間報告（改訂版）提出および発表：続 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第５回 対面 中間報告（改訂版）提出および発表：続 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第６回 対面 中間報告（改訂版）提出および発表：続 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第７回 対面 中間報告（改訂版）提出および発表：続 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第８回 対面 中間報告（改訂版）提出および発表：続 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第９回 対面 中間報告（改訂版）提出および発表：続 

事前学修 発表準備を行いましょう。 

事後学修 授業中に出た質問・コメントへのリプラ

イ（回答）を考えること。また、引き続き、卒業論文

作成のために参考文献や資料、企業研究を続けまし

ょう。 

4 時間 

第１０回 対面 卒業論文の内容発表１ 
事前学修 卒業論文発表の準備。 

事後学修 卒業論文発表後の加筆修正。 
4 時間 

第１１回 対面 卒業論文の内容発表２ 
事前学修 卒業論文発表の準備。 

事後学修 卒業論文発表の加筆修正。 
4 時間 

第１２回 対面 
卒業論文の内容発表３、 

卒業論文（完成版）の提出 

事前学修 卒業論文発表の準備。 

事後学修 卒業論文の再チェック。 
4 時間 

第１３回 対面 卒業論文の内容発表表４ 
事前学修 卒業論文発表の準備。 

事後学修 卒業論文の再チェック。 
4 時間 

第１４回 対面 卒業論文の内容発表５ 
事前学修 卒業論文発表の準備。 

事後学修 卒業論文の再チェック。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
研究の総括および講評 

事前学修 大学での研究の総括をしましょう。 

事後学修 今後の目標を考えましょう。 
4 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 研究テーマに基づき卒業研究に取り組む。 

授業の目的及び概要 

卒業研究 B では、卒業研究 A でまとめた研究計画書に基づき、卒業論文を書き進めます。卒論

を作成する目的は、大学での学修の総まとめであるとともに、就職後に必要となる論理的な思

考能力と文書作成能力を培うものです。また資料収集や先行研究のリサーチなどでつける IT 活

用能力も企業で役立つスキルです。卒業論文の作成を通じて経営学の専門知識・能力の高度化

を図り、幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざし社会人として

の基礎や実践力を身につけられるようにしていきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・研究テーマに関する基礎的および専門的知識を文書化することができる。 

・情報収集力、読解力、論理的思考力、IT 活用能力を使って研究に必要なデータ、情報などを

適切に見つけ出し文書化することができる。 

・研究計画書に基づき卒業論文を作成することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 個人報告については、講評とアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト 指定しません。 ISBN 0 

参考書 
参考になる図書、論文、資料については随時案内しま

す。 
ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 作成した資料およびレポート、論文の内容 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
「ガイダンス」 

授業の目的、到達目標、成績評価の方法、

【事前学修】 

シラバスを読んで演習の進め方を理解しておいてく
4 時間 
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卒業論文完成への手順などについて説明

します。 

ださい。 

【事後学修】 

各自で作成していた研究計画と本日の授業にもとづ

き、卒業論文をブラッシュアップしてください。 

第２回 対面 

「卒業研究の作成」 

卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を

行います。 

１０，０００字を書き上げます 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を報告できるように

整理してください。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させ

てください。 

4 時間 

第３回 対面 

「卒業研究の作成」 

卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を

行います。 

１０，０００字を書き上げます 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を報告できるように

整理してください。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させ

てください。 

4 時間 

第４回 対面 

「卒業研究の作成」 

卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を

行います。 

１２，０００字を書き上げます 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を報告できるように

整理してください。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させ

てください。 

4 時間 

第５回 対面 

「卒業研究の中間報告」 

卒業論文の中間報告、意見交換を行いま

す。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を報告できるように

整理してください。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させ

てください。 

4 時間 

第６回 対面 

「卒業研究の中間報告」 

卒業論文の中間報告、意見交換を行いま

す。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を報告できるように

整理してください。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させ

てください。 

4 時間 

第７回 対面 

「卒業研究のまとめ」 

これまで書き進めた１２０００字の卒業

論文の推敲を行います。 

卒業論文の内容を見直し充実を図る。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を報告できるように

整理してください。 

【事後学修】 

授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させ

てください。 

4 時間 

第８回 対面 

「卒業研究のまとめ」 

これまで書き進めた１２０００字の卒業

論文の推敲を行います。 

卒業論文の内容を見直し充実を図る。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に

向けて推敲してください。 

4 時間 

第９回 対面 

「卒業研究のまとめ」 

これまで書き進めた１２０００字の卒業

論文の推敲を行います。 

卒業論文の内容を見直し充実を図る。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に

向けて推敲してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

「卒業研究のまとめ」 

これまで書き進めた１２０００字の卒業

論文の推敲を行います。 

卒業論文の内容を見直し充実を図る。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に

4 時間 
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向けて推敲してください。 

第１１回 対面 

「卒業研究のまとめ」 

これまで書き進めた１２０００字の卒業

論文の推敲を行います。 

卒業論文の内容を見直し充実を図る。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に

向けて推敲してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

「卒業研究のまとめ」 

これまで書き進めた１２０００字の卒業

論文の推敲を行います。 

卒業論文の内容を見直し充実を図る。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に

向けて推敲してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

「卒業研究のまとめ」 

これまで書き進めた１２０００字の卒業

論文の推敲を行います。 

卒業論文の内容を見直し充実を図る。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に

向けて推敲してください。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

「卒業研究のまとめ」 

これまで書き進めた１２０００字の卒業

論文の推敲を行います。 

卒業論文の内容を見直し充実を図る。 

【事前学修】 

各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してく

ださい。 

【事後学修】 

授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に

向けて推敲してください。 

4 時間 

第１５回 対面 
「総括」 

この授業の総括を行います。 

【事前学修】 

完成させた卒業論文を読み返し、振り返ってくださ

い。 

【事後学修】 

卒業論文作成過程で身に付けた、論理的思考能力、I

T 活用力などが、これからのキャリアの強みとなるよ

うに再確認してください。 

4 時間 
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科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究 

授業の目的及び概要 

この演習では、卒業論文の完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発

表やディスカッションを行いながら取り組み、大学での学修の集大成として卒業論文を完成さ

せます。授業は、調べ学修(研究や調査)とその発表を中心に授業を行いますが、毎回進捗状況

を確認し、評価の積極的な参加度・取組みに反映させる予定です。また、卒業研究 B では卒論

の質向上に向けた、仕上げの時期として、一定水準以上の卒論提出に向けて研究を進めます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 大学での学修の集大成として卒業論文を完成させることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 フィードバックは発表や提出物に対するコメントにより行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 使用しません。 ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
参加状況、発表資料、提出物などを総合的に判断

して評価します。 

この科目の受講に 

あたって 
大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究をよりよいものにすることに取り組みましょう。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンス 

事前学修 夏休みまでの研究成果を確認しておきま

しょう。 

事後学修 秋学期のスケジュールを確認し、準備を

進めましょう。 

4 時間 

第２回 対面 中間報告準備と発表１ 事前学修 10 月末の 12000 字完了卒論に向け、研究 4 時間 
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計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発表しま

しょう。 

事後学修 コメントをもとに 10月末の 12000字完了

卒論に向け、研究を進めましょう。 

第３回 対面 中間報告準備と発表２ 

事前学修 10 月末の 12000 字完了卒論に向け、研究

計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発表しま

しょう。 

事後学修 コメントをもとに 10月末の 12000字完了

卒論に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第４回 対面 中間報告準備と発表３ 

事前学修 10 月末の 12000 字完了卒論に向け、研究

計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発表しま

しょう。 

事後学修 コメントをもとに 10月末の 12000字完了

卒論に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第５回 対面 中間報告準備と発表４ 

事前学修 10 月末の 12000 字完了卒論に向け、研究

計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発表しま

しょう。 

事後学修 コメントをもとに 10月末の 12000字完了

卒論に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第６回 対面 卒論事前提出の準備と発表１ 

事前学修 １２月の完成した 12000 字卒論提出に向

け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発

表しましょう。 

事後学修 コメントをもとに１２月の完成した 1200

0 字卒論提出に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第７回 対面 卒論事前提出の準備と発表２ 

事前学修 １２月の完成した 12000 字卒論提出に向

け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発

表しましょう。 

事後学修 コメントをもとに１２月の完成した 1200

0 字卒論提出に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第８回 対面 卒論事前提出の準備と発表３ 

事前学修 １２月の完成した 12000 字卒論提出に向

け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発

表しましょう。 

事後学修 コメントをもとに１２月の完成した 1200

0 字卒論提出に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第９回 対面 卒論事前提出の準備と発表４ 

事前学修 １２月の完成した 12000 字卒論提出に向

け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発

表しましょう。 

事後学修 コメントをもとに１２月の完成した 1200

0 字卒論提出に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 卒論事前提出の準備と発表５ 

事前学修 １２月の完成した 12000 字卒論提出に向

け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発

表しましょう。 

事後学修 コメントをもとに１２月の完成した 1200

0 字卒論提出に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第１１回 対面 卒論事前提出の修正１ 

事前学修 １２月の完成した 12000 字卒論提出に向

け、研究計画書に基づいて研究を進め、途中経過を発

表しましょう。 

事後学修 コメントをもとに１２月の完成した 1200

0 字卒論提出に向け、研究を進めましょう。 

4 時間 

第１２回 対面 卒論事前提出の修正２ 

事前学修 １２月の完成した 12000 字卒論提出に向

け、事前提出した卒論に加筆修正しましょう。 

事後学修 コメントをもとにさらに事前提出した卒

論に加筆修正しましょう。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
卒論のプレゼンテーション１ 

事前学修 卒論のプレゼンテーションの準備をしま

しょう。 

事後学修 大学での研究成果を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

2025/05/01

716



 

 

第１４回 対面 卒論のプレゼンテーション２ 

事前学修 卒論のプレゼンテーションの準備をしま

しょう。 

事後学修 大学での研究成果を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第１５回 対面 卒論のプレゼンテーション３ 

事前学修 卒論のプレゼンテーションの準備をしま

しょう。 

事後学修 大学での研究の総括を行い、今後の目標

を考えましょう。 

4 時間 

2025/05/01

717



 

 

科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究に取り組む。 

授業の目的及び概要 

本科目は、研究計画に基づき、卒業論文もしくは卒業レポートを完成させることが目的です。

進捗報告と意見交換を通して、卒業論文もしくは卒業レポートの作成に取り組みます。大学で

の学修を通して培った基礎的・専門的知識をさらに深めるとともに、自身の研究成果を他者に

わかりやすく伝える能力を身につけることを目指します。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①研究テーマに関する基礎的・専門的知識を身につけることができる。 

②自身の研究テーマについて調査した結果を他者にわかりやすく伝えることができる。 

③研究成果を卒業論文もしくは卒業レポートにまとめることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 進捗報告について、コメントやアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 研究テーマに応じて、適宜紹介します。 ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
報告資料の内容、報告の仕方などを総合的に評価

する。 

この科目の受講に 

あたって 

卒業研究は大学での学修の集大成です。自身が設定した研究テーマに積極的に取り組むことを

期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス、卒業論文の作成準備 

授業の概要、到達目標、成績評価の方法等

について説明後、今後のスケジュールにつ

いて確認します。 

【事前学修】シラバスを事前に読んでください。 

【事後学修】卒業論文を作成するための今後の計画

を立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

718



 

 

第２回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第３回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第４回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第５回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第６回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第７回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第８回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第９回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究成果をまとめ、進捗報告準備（資料

作成など）をしてください。 

【事後学修】進捗報告の意見交換の内容を踏まえて

卒業論文にまとめてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・秋学期のまとめ 

秋学期のまとめを行います。 

【事前学修】これまでの研究成果を振り返ってくだ

さい。 

【事後学修】大学での学修を今後のキャリアにどの

ように活かすか考えてください。 

4 時間 

2025/05/01

719



 

 

科目名 卒業研究 B 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G4 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業研究に取り組む。 

授業の目的及び概要 

本科目は、研究計画に基づき、卒業論文もしくは卒業レポートを完成させることが目的です。

進捗報告と意見交換を通して、卒業論文もしくは卒業レポートの作成に取り組みます。大学で

の学修を通して培った基礎的・専門的知識をさらに深めるとともに、自身の研究成果を他者に

わかりやすく伝える能力を身につけることを目指します。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①研究テーマに関する基礎的・専門的知識を身につけることができる。 

②自身の研究テーマについて調査した結果を他者にわかりやすく伝えることができる。 

③研究成果を卒業論文もしくは卒業レポートにまとめることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 進捗報告について、コメントやアドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 研究テーマに応じて、適宜紹介します。 ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 
報告資料の内容、報告の仕方などを総合的に評価

する。 

この科目の受講に 

あたって 

卒業研究は大学での学修の集大成です。自身が設定した研究テーマに積極的に取り組むことを

期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス、卒業論文の作成準備 

授業の概要、到達目標、成績評価の方法等

について説明後、今後のスケジュールにつ

いて確認します。 

【事前学修】シラバスを事前に読んでください。 

【事後学修】卒業論文を作成するための今後の計画

を立ててください。 

4 時間 

2025/05/01

720



 

 

第２回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第３回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第４回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第５回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第６回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第７回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第８回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第９回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】研究成果をまとめ、進捗報告準備（資料

作成など）をしてください。 

【事後学修】進捗報告の意見交換の内容を踏まえて

卒業論文にまとめてください。 

4 時間 

第１０回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１１回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１２回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１３回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１４回 対面 

・卒業論文の作成 

卒業論文の完成に向けて、卒業研究の進捗

報告後、意見交換を行います。 

【事前学修】卒業研究の進捗について、報告準備をし

てください。 

【事後学修】意見交換の内容を踏まえて卒業論文に

まとめてください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・秋学期のまとめ 

秋学期のまとめを行います。 

【事前学修】これまでの研究成果を振り返ってくだ

さい。 

【事後学修】大学での学修を今後のキャリアにどの

ように活かすか考えてください。 

4 時間 

2025/05/01

721



 

 

科目名 卒業論文 開講年度 2025 

担当者 卒業研究 A・B 担当教員 配当年次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード G4 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 卒業論文の作成 

授業の目的及び概要 

「卒業研究Ａ・Ｂ」では、「卒業論文の手引」を使いながら、教員の指導のもとに卒業論文を完

成させます。 

３年次に選んだ自分の所属ゼミの専攻分野の中から卒業研究テーマを確定し、そのテーマに基

づく研究計画書を作成します。その後、研究計画書に基づき、資料収集、考察等を進めるとと

もに、研究の経過報告を行いながら、卒業論文を完成させます。 

卒業論文は、大学 4 年間に積み重ねてきた全ての知識と技能を活用して取り組む、大学におけ

る学びの集大成といえるものです。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

卒業論文を作成することによって、幅広い専門知識と多様な応用能力だけでなく、ディプロマ・

ポリシーが掲げる課題解決力や情報活用能力などの知識・能力が身についていることを確認す

ることができます。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 アドバイス・添削等の指導を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト ― ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 100 

その他の内容 卒業論文 

この科目の受講に 

あたって 

卒業論文を作成するためには、講義科目で学修した知識や分析手法・思考法に基づき、演習を

はじめとした各科目で身につけた情報収集力、文献理解力、文章力、分析力、課題解決能力、

ICT スキル等を十全に発揮し、自身の集中力と忍耐力の全てをもって取り組むことが必要です。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
卒業論文の書き方、スケジュール、および

評価基準についてのガイダンス― 

事前に、「卒業論文の手引」を用いて書き方等を学修

すること。 

授業後は書き方等を振り返ること。 

4 時間 
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― 

第２回 対面 
卒業論文テーマについての検討および絞

り込み 

事前に、卒業論文テーマについて検討すること 

授業後、卒業論文テーマについて絞り込むこと 
4 時間 

第３回 対面 

卒業論文テーマに関連する先行研究①の

レビュー 

卒業論文テーマに関連する専門分野につ

いての書籍、論文のレビュー 

事前に、卒業論文テーマに関連する先行研究①を精

読する 

授業後、先行研究についてふりかえる 

4 時間 

第４回 対面 
卒業論文テーマに関連する先行研究①の

まとめと要約 

事前に、先行研究①のまとめと要約を検討する 

授業後、先行研究①のまとめと要約についてふりか

える 

4 時間 

第５回 対面 
先行研究①のまとめと要約についての研

究指導 

事前に、先行研究①のまとめと要約について再検討

する 

授業後、研究指導に基づいて先行研究①のまとめと

要約を精査する 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

卒業論文テーマに関連する先行研究②の

レビュー 

卒業論文テーマに関連する専門分野につ

いての書籍、論文のレビュー 

事前に、卒業論文テーマに関連する先行研究②を精

読する 

授業後、先行研究②についてふりかえる 

4 時間 

第７回 対面 
卒業論文テーマに関連する先行研究②の

まとめと要約 

事前に、先行研究②のまとめと要約を検討する 

授業後、先行研究②のまとめと要約についてふりか

える 

4 時間 

第８回 対面 
先行研究②のまとめと要約についての研

究指導 

事前に、先行研究②のまとめと要約について再検討

する 

授業後、研究指導に基づいて先行研究②のまとめと

要約を精査する 

4 時間 

第９回 対面 
卒業論文の研究対象、事例、事象について

の調査 

事前に、研究対象、事象、事例について情報を収集す

る 

授業後、研究対象、事例、事象について情報を精査す

る 

4 時間 

第１０回 対面 研究対象、事例、事象の分析方法の検討 

事前に、研究対象、事象、事例の分析方法を検討する 

授業後、研究対象、事例、事象の分析方法をふりかえ

る 

4 時間 

第１１回 対面 
研究対象、事例、事象の分析方法について

の研究指導 

事前に、分析方法について再検討する 

授業後、研究指導に基づいて分析方法を精査する 
4 時間 

第１２回 対面 

研究計画書の作成、成文化 

卒業論文テーマ、問題意識、先行研究、分

析方法等を研究計画書としてまとめる 

事前に、研究計画書の作成準備と検討をおこなう 

授業後、研究計画書についてふりかえる 
4 時間 

第１３回 対面 研究計画書の報告・発表と研究指導① 

事前に、研究計画書について検討する 

授業後、発表および研究指導に基づいて研究計画書

を精査する 

4 時間 

第１４回 対面 研究計画書の報告・発表と研究指導② 

事前に、研究計画書について検討する 

授業後、発表および研究指導に基づいて研究計画書

を精査する 

4 時間 

第１５回 対面 これまでの卒業研究をふりかえる 

事前に これまでの卒業研究の成果と課題を検討す

る 

授業後、これまでの卒業研究の課題の解決策を検討

する 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 A 開講年度 2025 

担当者 佐々木 研 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き

方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、ビジネス現場で求められる就業力を培う科

目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力となる。 

この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会理解、業界理解、職業理解」をテーマと

して、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア

形成に向けた自己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。 

さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキ

ルを涵養する。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

ビジネスキャリア基礎Ａの目標は以下のとおりである。 

①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てる

ことができる。 

②企業はどのよう人材を求めているのか理解できる。 

③現代社会の変化を踏まえ、どのような業種、職業、働き方があるのかを説明することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は採点し、次回の授業にて総評を⾏う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、事業会社に勤務しながら、社会貢献事業の一環として、まちづくりやキ

ャリア教育事業等に携わり、現在は若者の「働く」価値観を変えるミライ企業プロジェクトを

中心に、大学のキャリア教育事業や企業の経営サポートなどに従事している。本科目では、こ

れらの実務経験を活かして、社会理解、業界企業理解、職業理解に関する具体的な指導を行う。 

テキスト 
学生生活でやっておきたいこと学就 BOOK 改訂第 5版, 

日経 HR 編集部, 日経 HR, 2023 年 
ISBN 9784296117635 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 
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キャリア形成科目は、ビジネス現場で活躍するために必要な素養を身につける授業である。 

ビジネス現場では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 

特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

キャリアとは何か、本科目で何を学ぶかに

ついてガイダンスを行う。 

【復習】配布資料等を読み直し 、入学までを振り返

る。 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

大学生活を考えよう① 

学生生活の過ごし方（資格取得、留学・海

外体験、インターンシップ、課外活動など）

を知り、今後の学修計画を立てる。 

【予習】テキストを事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、学生生活

の取り組みについて復習する。 

4 時間 

第３回 対面 

大学生活を考えよう② 

学生生活に必要なマインド、能力、そのた

めに必要な基本的な姿勢を考える。 

【予習】テキスト「6章・7 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、学生生活

に必要なマインド、能力、基本的な姿勢について復習

する。 

4 時間 

第４回 対面 

働くことを考えよう① 

ライフプランから、正規雇用として働く必

要性を考える。 

【予習】テキスト「2 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、正規雇用

として働く必要性について復習する。 

4 時間 

第５回 対面 

働くことを考えよう② 

正規雇用・非正規雇用の違いを知り、正規

雇用として働くことの必要性を考える。 

【予習】正規雇用・非正規雇用との違いについて事前

に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、正規雇用として働く

必要性について復習する。 

4 時間 

第６回 対面 中間試験 
【予習】中間試験に向けて第 5 回までの内容を復習

する。 
6 時間 

第７回 対面 
働くことを考える③ 

どのような業界があるか知る。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どのような業界があ

るかについて復習する。 

4 時間 

第８回 対面 
働くことを考える③ 

どの業界で働きたいかを考える。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どの業界で働きたい

かについて考える。 

4 時間 

第９回 対面 

就職活動を知る① 

就職活動の流れを知り、学生生活で取り組

むべきことを考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「11 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、就職活動

の流れについて復習する。 

4 時間 

第１０回 対面 

就職活動を知る② 

ビジネス現場で必要な能力を問う SPI 試

験について確認し、どのように対策を行う

か計画する。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】SPI 試験について事前に調べておく。 

【復習】SPI 試験の自身の結果を踏まえて、自身がど

のような対策を行うかを計画する。 

4 時間 

第１１回 対面 

企業が求める人材像を知る 

ゲスト講師（採用担当者）による講演を聴

講し、「企業が求める人材像」をについて

知る。 

【予習】「企業が求める人材像」について事前に調べ

ておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、働く上で必要な素養

について復習する。 

4 時間 

第１２回 対面 

社会人基礎力を考える 

企業が求める人材像から、学生生活で身に

つけるべき素養（社会人基礎力）を考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「10 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、社会人基

礎力について復習する。 

4 時間 

第１３回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う 

経営学部において学ぶことが、自分のキャ

リアにどのように活かされるか考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、専門を学ぶことがキ

ャリアにどのように活かされるかについて復習す

る。 

4 時間 
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第１４回 対面 

大学生活を考えよう③ 

先輩学生のインタビュー動画を通して、学

生生活の過ごし方のポイント、学生時代に

「やって良かったこと・やれば良かったこ

と」を知り、今後の学生生活を考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「4 章・5 章・６章」を事前に読ん

でおく。 

【復習】テキスト「4 章・5章・６章」、配布資料等を

読み直し、学生生活の取り組みについて復習する。 

4 時間 

第１５回 対面 まとめ・学修計画の振り返り 【予習】第 14 回までの内容を復習する。 4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 A 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き

方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を培う科目であ

る。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要

な能力となる。 

この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会理解、産業・企業理解、職業理解」をテ

ーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキ

ャリア形成に向けた自己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。 

さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキ

ルを涵養する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

ビジネスキャリア基礎Ａ（留学生クラス）の目標は以下のとおりである。 

1．自己理解を通じて日本に留学した志望理由を認識し希望進路への目的と課題を考えることが

できる。 

2．大学で必要な日本語の力を理解し、向上させるために自分にとって必要な学修を理解できる。 

4.  日本の雇用環境を理解し、就活へのスケジュールや手順を理解することができる。 

5.  企業が求める人材を理解し、必要なスキルや資質獲得について理解することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）を課し、適宜授業にてフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
久保田 学、改訂版 留学生のための就職内定ワークブ

ック、日本能率協会マネジメントセンター 
ISBN 9784820729907 

参考書 

① 就職四季報 企業研究・インターンシップ版、東洋

経済新報社、2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

② 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

③ 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

④ 杉村太郎、絶対内定 自己分析とキャリアデザイ

ンの描き方，ダイヤモンド社、２０２５年 

⑤ 杉村太郎、絶対内定 エントリーシート・履歴書、

ダイヤモンド社、２０２５年 

ISBN 

① 5 月刊予定 

② 9784492973349 

③ 9784492971413 

④ 5 月刊予定 

⑤ 5 月刊予定 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 
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【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末課題 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 

キャリア形成科目は、大学を出て社会で生きていくために必要な素養を身につける授業である。 

社会では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 

①時間厳守、②授業中の飲食禁止、③TPO を考えた服装、④私語や必要ない携帯端操作の禁止、

⑤机の上にカバンやコートを置かないことは最低限のルールとマナーである。 

特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【自己理解】ガイダンス 異文化社会で学

ぶ① 

キャリアとは何か、本科目で何を学ぶかに

ついてガイダンスを行う。 

日本へ留学した目的をもう一度考える。 

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し

 、改めてこれまでの学生生活と留学の目的を振り返

りましょう。 

2 時間 

第２回 対面 

【自己理解】異文化社会で学ぶこと② 

・異なる言語、文化、社会の土地に来てい

ます。人と出会ってどのように感じました

か。 

・異文化を学ぶ意味は何だと思いますか。 

【予習】日本に留学してやってみたいこと、いままで

思っていた日本像と違いはなにがあるか考え、書き

出してくる。 

【復習】挨拶や生活様式など自国文化との違いを考

え、その理由もかんがえる。 

4 時間 

第３回 対面 

【自己理解】日本の大学で学ぶということ

① 

・私の日本語学修の意味 

・大学で必要な日本語の力 

・日本語の力を向上させるための良い方

法とはなにかについて考える 

【予習】大学での授業を受けて、日本語の力について

どのような課題あるとおもいます。 

【復習】日本語の力を向上させるための良い方法と

はなにかについて考え、7 月の JLPT で合格について

すべきことを考えて、まとめる。 

4 時間 

第４回 対面 

【自己理解】日本の大学で学ぶということ

② 

・日本の大学で学ぶということと将来の

自分の姿を考える 

・資格の魅力・大学で取れる資格について

知り、大学生活を考える 

【予習】大学の授業と授業以外の学修には何がある

のか、日本でとれる資格には何があるのかを考える。 

【復習】日本への留学の目的を実現するために必要

になる資格を挙げて、その取得計画を立てる。 

4 時間 

第５回 対面 

【自己理解】日本の大学で学ぶということ

④ 

・勉強の困難を乗り越える方法 

・大学で勉強する際に困ったことがあっ

たらどうすればいいか考えよう 

・先生に相談してみる（敬語を使う） 

【予習】大学の授業で困っていることは何かを具体

的にあげ、その原因を考えてくる。 

【復習】困っている課題について、ではどのようにす

れば解決できるのか、だれに相談すればよいのかを

考える。自分の言葉でどのように伝えればよいのか

考え記述してみる。 

4 時間 

第６回 対面 中間課題 
【復習】これまでの授業の内容を復習し、中間課題の

準備をする。 
6 時間 

第７回 対面 

将来の「キャリア」を考えよう。 

・卒業したあとのことを考えよう。進路は

就職？進学？ 

・どのようなスキル・能力が必要なのか考

えよう 

・将来、どんな働き方をしたいですか？ 

【予習】「キャリア」という言葉の意味をまず調べる。

留学した目的をもう一度ふりかえり、大学を卒業し

てなりたい「自分」を考える。 

【復習】将来なりたい自分、活躍している自分にひつ

ようなスキルはなにかを考える。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】就職活動について知る① 

日本の雇用環境について知る 

新規学卒労働市場と就職活動の流れを理

【予習】Chapter1-1 を事前に読んでくる。自国での

大学での学修と卒業そして就職活動の時期、雇用環

境をしらべる。 

4 時間 
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解する。 【復習】Chapter1-1、資料を読み直す。新規学卒労働

市場と日本の就職活動制度とその流れを理解する。 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動について知る② 

留学生の日本企業への就職事情の基本知

識 

・留学生を多く採用している企業につい

て 

・就職活動の流れについて 

【予習】Chapter1-2を事前に読んでおく。 

【復習】Chapter1-2、資料を読み直し、留学生の新規

学卒労働市場と就職活動の流れについて復習する。 

4 時間 

第１０回 対面 

【職業理解】就職活動について知る③ 

日本企業が求める留学生像 

「企業が求める人材像」とコンピテンシー

について 

【予習】Chapter1-3を事前に読んでおく。「企業が求

める人材像」とコンピテンシーについてについて⾃

⾝で調べ、理解を深める。 

【復習】Chapter1-3、資料を読み直し、「企業が求め

る人材像」とコンピテンシーについてについて復習

し、理解を深める。 

4 時間 

第１１回 対面 
【職業理解】就職活動について知る④ 

日本の採用文化について知る 

【予習】Chapter1-4を事前に読んでおく。採用文化、

正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調べ、理

解を深める。 

【復習】Chapter1-4、資料を読み直し、正規雇⽤・非

正規雇⽤について復習する。 

4 時間 

第１２回 対面 
【職業理解】就職活動について知る⑤ 

就職活動のスケジュールの把握と準備 

【予習】Chapter1-4 を事前に読んでおく。就職活動

の開始時期について、自国と日本の違いを理解する。 

【復習】Chapter1-4、資料を読み直し、日本における

就職活動の開始とスケジュールから必要な準備とス

キル取得時期を考える。 

4 時間 

第１３回 対面 

【職業理解】就職活動について知る⑥ 

日本で就職するためには、何が必要か知

る。 

・大学での専門、専攻を生かした就職につ

いて 

・就職に有利な資格について 

【予習】Chapter1-4 を事前に読んでおく。自分が将

来なりたい人材とそれを実現するために必要なスキ

ルを考える。 

【復習】Chapter1-4、資料を読み直し、学部の学び・

進路特性を踏まえた仕事について復習する。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
春学期のふり返り・復習回 

【予習】これまでの資料やメモを読み返し、留学の目

的、自己理解と職業理解について理解を深める。 

【復習】資料を読み直し、留意すべきポイントについ

て復習する。 

4 時間 

第１５回 対面 まとめ・期末課題 
【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内

で実施するので、第 14 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 A 開講年度 2025 

担当者 勝 健真 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き

方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、ビジネス現場で求められる就業力を培う科

目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力となる。 

この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会理解、業界理解、職業理解」をテーマと

して、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア

形成に向けた自己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。 

さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキ

ルを涵養する。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

ビジネスキャリア基礎Ａの目標は以下のとおりである。 

①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てる

ことができる。 

②企業はどのよう人材を求めているのか理解できる。 

③現代社会の変化を踏まえ、どのような業種、職業、働き方があるのかを説明することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は採点し、次回の授業にて総評を⾏う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
学生生活でやっておきたいこと学就 BOOK 改訂第 5版, 

日経 HR 編集部, 日経 HR, 2023 年 
ISBN 9784296117635 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 

キャリア形成科目は、ビジネス現場で活躍するために必要な素養を身につける授業である。 

ビジネス現場では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 
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特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

キャリアとは何か、本科目で何を学ぶかに

ついてガイダンスを行う。 

【復習】配布資料等を読み直し 、入学までを振り返

る。 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

大学生活を考えよう① 

学生生活の過ごし方（資格取得、留学・海

外体験、インターンシップ、課外活動など）

を知り、今後の学修計画を立てる。 

【予習】テキストを事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、学生生活

の取り組みについて復習する。 

4 時間 

第３回 対面 

大学生活を考えよう② 

学生生活に必要なマインド、能力、そのた

めに必要な基本的な姿勢を考える。 

【予習】テキスト「6章・7 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、学生生活

に必要なマインド、能力、基本的な姿勢について復習

する。 

4 時間 

第４回 対面 

働くことを考えよう① 

ライフプランから、正規雇用として働く必

要性を考える。 

【予習】テキスト「2 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、正規雇用

として働く必要性について復習する。 

4 時間 

第５回 対面 

働くことを考えよう② 

正規雇用・非正規雇用の違いを知り、正規

雇用として働くことの必要性を考える。 

【予習】正規雇用・非正規雇用との違いについて事前

に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、正規雇用として働く

必要性について復習する。 

4 時間 

第６回 対面 中間試験 
【予習】中間試験に向けて第 5 回までの内容を復習

する。 
6 時間 

第７回 対面 
働くことを考える③ 

どのような業界があるか知る。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どのような業界があ

るかについて復習する。 

4 時間 

第８回 対面 
働くことを考える③ 

どの業界で働きたいかを考える。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どの業界で働きたい

かについて考える。 

4 時間 

第９回 対面 

就職活動を知る① 

就職活動の流れを知り、学生生活で取り組

むべきことを考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「11 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、就職活動

の流れについて復習する。 

4 時間 

第１０回 対面 

就職活動を知る② 

ビジネス現場で必要な能力を問う SPI 試

験について確認し、どのように対策を行う

か計画する。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】SPI 試験について事前に調べておく。 

【復習】SPI 試験の自身の結果を踏まえて、自身がど

のような対策を行うかを計画する。 

4 時間 

第１１回 対面 

企業が求める人材像を知る 

ゲスト講師（採用担当者）による講演を聴

講し、「企業が求める人材像」をについて

知る。 

【予習】「企業が求める人材像」について事前に調べ

ておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、働く上で必要な素養

について復習する。 

4 時間 

第１２回 対面 

社会人基礎力を考える 

企業が求める人材像から、学生生活で身に

つけるべき素養（社会人基礎力）を考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「10 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、社会人基

礎力について復習する。 

4 時間 

第１３回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う 

経営学部において学ぶことが、自分のキャ

リアにどのように活かされるか考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、専門を学ぶことがキ

ャリアにどのように活かされるかについて復習す

る。 

4 時間 

第１４回 対面 

大学生活を考えよう③ 

先輩学生のインタビュー動画を通して、学

生生活の過ごし方のポイント、学生時代に

【予習】テキスト「4 章・5 章・６章」を事前に読ん

でおく。 

【復習】テキスト「4 章・5章・６章」、配布資料等を

4 時間 
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「やって良かったこと・やれば良かったこ

と」を知り、今後の学生生活を考える。 

・秘書検定の練習問題 

読み直し、学生生活の取り組みについて復習する。 

第１５回 対面 まとめ・学修計画の振り返り 【予習】第 14 回までの内容を復習する。 4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 A 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き

方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、ビジネス現場で求められる就業力を培う科

目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力となる。 

この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会理解、業界理解、職業理解」をテーマと

して、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア

形成に向けた自己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。 

さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキ

ルを涵養する。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

ビジネスキャリア基礎Ａの目標は以下のとおりである。 

①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てる

ことができる。 

②企業はどのよう人材を求めているのか理解できる。 

③現代社会の変化を踏まえ、どのような業種、職業、働き方があるのかを説明することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は採点し、次回の授業にて総評を⾏う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
学生生活でやっておきたいこと学就 BOOK 改訂第 5版, 

日経 HR 編集部, 日経 HR, 2023 年 
ISBN 9784296117635 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 

キャリア形成科目は、ビジネス現場で活躍するために必要な素養を身につける授業である。 

ビジネス現場では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 

2025/05/01

733



 

 

特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

キャリアとは何か、本科目で何を学ぶかに

ついてガイダンスを行う。 

【復習】配布資料等を読み直し 、入学までを振り返

る。 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

大学生活を考えよう① 

学生生活の過ごし方（資格取得、留学・海

外体験、インターンシップ、課外活動など）

を知り、今後の学修計画を立てる。 

【予習】テキストを事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、学生生活

の取り組みについて復習する。 

4 時間 

第３回 対面 

大学生活を考えよう② 

学生生活に必要なマインド、能力、そのた

めに必要な基本的な姿勢を考える。 

【予習】テキスト「6章・7 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、学生生活

に必要なマインド、能力、基本的な姿勢について復習

する。 

4 時間 

第４回 対面 

働くことを考えよう① 

ライフプランから、正規雇用として働く必

要性を考える。 

【予習】テキスト「2 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、正規雇用

として働く必要性について復習する。 

4 時間 

第５回 対面 

働くことを考えよう② 

正規雇用・非正規雇用の違いを知り、正規

雇用として働くことの必要性を考える。 

【予習】正規雇用・非正規雇用との違いについて事前

に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、正規雇用として働く

必要性について復習する。 

4 時間 

第６回 対面 中間試験 
【予習】中間試験に向けて第 5 回までの内容を復習

する。 
6 時間 

第７回 対面 
働くことを考える③ 

どのような業界があるか知る。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どのような業界があ

るかについて復習する。 

4 時間 

第８回 対面 
働くことを考える③ 

どの業界で働きたいかを考える。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どの業界で働きたい

かについて考える。 

4 時間 

第９回 対面 

就職活動を知る① 

就職活動の流れを知り、学生生活で取り組

むべきことを考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「11 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、就職活動

の流れについて復習する。 

4 時間 

第１０回 対面 

就職活動を知る② 

ビジネス現場で必要な能力を問う SPI 試

験について確認し、どのように対策を行う

か計画する。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】SPI 試験について事前に調べておく。 

【復習】SPI 試験の自身の結果を踏まえて、自身がど

のような対策を行うかを計画する。 

4 時間 

第１１回 対面 

企業が求める人材像を知る 

ゲスト講師（採用担当者）による講演を聴

講し、「企業が求める人材像」をについて

知る。 

【予習】「企業が求める人材像」について事前に調べ

ておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、働く上で必要な素養

について復習する。 

4 時間 

第１２回 対面 

社会人基礎力を考える 

企業が求める人材像から、学生生活で身に

つけるべき素養（社会人基礎力）を考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「10 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、社会人基

礎力について復習する。 

4 時間 

第１３回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う 

経営学部において学ぶことが、自分のキャ

リアにどのように活かされるか考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、専門を学ぶことがキ

ャリアにどのように活かされるかについて復習す

る。 

4 時間 

第１４回 対面 

大学生活を考えよう③ 

先輩学生のインタビュー動画を通して、学

生生活の過ごし方のポイント、学生時代に

【予習】テキスト「4 章・5 章・６章」を事前に読ん

でおく。 

【復習】テキスト「4 章・5章・６章」、配布資料等を

4 時間 
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「やって良かったこと・やれば良かったこ

と」を知り、今後の学生生活を考える。 

・秘書検定の練習問題 

読み直し、学生生活の取り組みについて復習する。 

第１５回 対面 まとめ・学修計画の振り返り 【予習】第 14 回までの内容を復習する。 4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 A 開講年度 2025 

担当者 佐々木 研 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き

方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、ビジネス現場で求められる就業力を培う科

目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力となる。 

この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会理解、業界理解、職業理解」をテーマと

して、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア

形成に向けた自己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。 

さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキ

ルを涵養する。 

履修条件・留意点 － 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

ビジネスキャリア基礎Ａの目標は以下のとおりである。 

①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てる

ことができる。 

②企業はどのよう人材を求めているのか理解できる。 

③現代社会の変化を踏まえ、どのような業種、職業、働き方があるのかを説明することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は採点し、次回の授業にて総評を⾏う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、事業会社に勤務しながら、社会貢献事業の一環として、まちづくりやキ

ャリア教育事業等に携わり、現在は若者の「働く」価値観を変えるミライ企業プロジェクトを

中心に、大学のキャリア教育事業や企業の経営サポートなどに従事している。本科目では、こ

れらの実務経験を活かして、社会理解、業界企業理解、職業理解に関する具体的な指導を行う。 

テキスト 
学生生活でやっておきたいこと学就 BOOK 改訂第 5版, 

日経 HR 編集部, 日経 HR, 2023 年 
ISBN 9784296117635 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 
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キャリア形成科目は、ビジネス現場で活躍するために必要な素養を身につける授業である。 

ビジネス現場では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 

特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

キャリアとは何か、本科目で何を学ぶかに

ついてガイダンスを行う。 

【復習】配布資料等を読み直し 、入学までを振り返

る。 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

大学生活を考えよう① 

学生生活の過ごし方（資格取得、留学・海

外体験、インターンシップ、課外活動など）

を知り、今後の学修計画を立てる。 

【予習】テキストを事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、学生生活

の取り組みについて復習する。 

4 時間 

第３回 対面 

大学生活を考えよう② 

学生生活に必要なマインド、能力、そのた

めに必要な基本的な姿勢を考える。 

【予習】テキスト「6章・7 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、学生生活

に必要なマインド、能力、基本的な姿勢について復習

する。 

4 時間 

第４回 対面 

働くことを考えよう① 

ライフプランから、正規雇用として働く必

要性を考える。 

【予習】テキスト「2 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、正規雇用

として働く必要性について復習する。 

4 時間 

第５回 対面 

働くことを考えよう② 

正規雇用・非正規雇用の違いを知り、正規

雇用として働くことの必要性を考える。 

【予習】正規雇用・非正規雇用との違いについて事前

に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、正規雇用として働く

必要性について復習する。 

4 時間 

第６回 対面 中間試験 
【予習】中間試験に向けて第 5 回までの内容を復習

する。 
6 時間 

第７回 対面 
働くことを考える③ 

どのような業界があるか知る。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どのような業界があ

るかについて復習する。 

4 時間 

第８回 対面 
働くことを考える③ 

どの業界で働きたいかを考える。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どの業界で働きたい

かについて考える。 

4 時間 

第９回 対面 

就職活動を知る① 

就職活動の流れを知り、学生生活で取り組

むべきことを考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「11 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、就職活動

の流れについて復習する。 

4 時間 

第１０回 対面 

就職活動を知る② 

ビジネス現場で必要な能力を問う SPI 試

験について確認し、どのように対策を行う

か計画する。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】SPI 試験について事前に調べておく。 

【復習】SPI 試験の自身の結果を踏まえて、自身がど

のような対策を行うかを計画する。 

4 時間 

第１１回 対面 

企業が求める人材像を知る 

ゲスト講師（採用担当者）による講演を聴

講し、「企業が求める人材像」をについて

知る。 

【予習】「企業が求める人材像」について事前に調べ

ておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、働く上で必要な素養

について復習する。 

4 時間 

第１２回 対面 

社会人基礎力を考える 

企業が求める人材像から、学生生活で身に

つけるべき素養（社会人基礎力）を考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「10 章」を事前に読んでおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、社会人基

礎力について復習する。 

4 時間 

第１３回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う 

経営学部において学ぶことが、自分のキャ

リアにどのように活かされるか考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、専門を学ぶことがキ

ャリアにどのように活かされるかについて復習す

る。 

4 時間 
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第１４回 対面 

大学生活を考えよう③ 

先輩学生のインタビュー動画を通して、学

生生活の過ごし方のポイント、学生時代に

「やって良かったこと・やれば良かったこ

と」を知り、今後の学生生活を考える。 

・秘書検定の練習問題 

【予習】テキスト「4 章・5 章・６章」を事前に読ん

でおく。 

【復習】テキスト「4 章・5章・６章」、配布資料等を

読み直し、学生生活の取り組みについて復習する。 

4 時間 

第１５回 対面 まとめ・学修計画の振り返り 【予習】第 14 回までの内容を復習する。 4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 B 開講年度 2025 

担当者 范 沈俐 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎 B は、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・

学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求められる就業力を培う科目である。

就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能

力となる。さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキ

ャリアスキルを涵養する。 

 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々な働き方を知る」・「業界について考える」

などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザイン

をイメージしつつ、社会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、

最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケーション能力

をはじめとする汎用的基礎力を養成する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

ビジネスキャリア基礎 B（留学生）の目標は以下のとおりである。 

1．自己分析を通じて自分の強みと弱みを理解することができる。 

2．これまでの日本との関わりから将来どうしたいのか考えることができる。 

3．企業が求めるコンピテンシーについて理解することができる。 

4．将来の進路に向けてキャリアプランを立てることができる。 

5．学部での学び（専門）を通じて、自らの強みを理解することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）を課し、適宜授業にてフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 改訂版 留学生のための就職内定ワークブック ISBN 0 

参考書 

① 就職四季報 企業研究・インターンシップ版、東洋

経済新報社、2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

② 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

③ 就職会社四季優良・中堅企業・業界版 地図、東

洋経済新報社、2024・25 年（図書館 DB で閲覧可） 

④ 杉村太郎、絶対内定 自己分析とキャリアデザイ

ンの描き方，ダイヤモンド社、２０２５年 

ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 
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その他（％） 40 

その他の内容 期末課題 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 

キャリア形成科目は、大学を出て社会で生きていくために必要な素養を身につける授業である。 

社会では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 

特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【自己理解】ガイダンス キャリアを考え

る 

・キャリアデザインに必要な素養・技能を

修得することの意義を確認し、授業の概要

を紹介する。                         

                                      

・キャリアとは何か 「内的キャリア」と

「外的キャリア」を考える 

【予習】Chapter2-1、Chapter2-2 を事前に読んでお

く。 

【復習】Chapter2-1、Chapter2-2、パワーポイント資

料を読み直し、自分自身の「内的キャリア」と「外的

キャリア」を考える。 

4 時間 

第２回 対面 

自分理解】自分がどういう人間か考える① 

・自己分析とは 

・自分を分析する観点をを理解する。 

・人生曲線を作成してみる 

【予習】Chapter2-3、Chapter2-4 を事前に読んでお

く。自己分析の意義目的を理解する。 

【復習】Chapter2-3、Chapter2-4、配布資料等を読み

直し、人生曲線を完成させる。 

4 時間 

第３回 対面 

【自分理解】自分がどういう人間か考える

② 

・自分史とは 

・自分史を作成と分析 

【予習】Chapter3-4、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Chapter3-4 およびワークシートを振り返り、

自分史を完成させる。 

4 時間 

第４回 対面 

【自分理解】自分がどういう人間か考える

③ 

「自己」を理解し表現する①（自分の興味・

関心・強みの認識） 

キャリア理論（ジョハリの窓、リフレーミ

ング）に基づき、自己の経験を棚卸し、自

己を分析する。 

【予習】Chapter3-4 を事前に読んでおく。作成した

自分史から、自分にとっての強みは何かを考える。 

【復習】Chapter3-4、配布資料等を読み直し、ジョハ

リの窓作成による自分の姿を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【自分理解】自分がどういう人間か考える

④ コンピテンシーについて 

企業がもとめる特性・資質について考え

る。 

【予習】Chapter3-6、配布資料を事前に読んでおく。

コンピテンシーという言葉の意味、使われ方を確認

する。 

【復習】Chapter3-6、配布資料等を読み直し、企業が

もとめる特性・資質、人材について確認する。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

【オンデマンド】【職業理解】特別講演① 

「働くことの意義」を考える 

働き方改革やダイバーシティ＆インクル

ージョンの基本的知識を習得する。 

 

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルー

ジョンについて事前に調べる。 

【復習】資料を読み直し、働き⽅、働くことの意義に

ついて理解を深める。 

4 時間 

第７回 対面 中間試験 
【復習】これまでの学修についての中間試験を実施

するので、第 6回までの内容を復習する。 
6 時間 

第８回 対面 

自分がどうしたいかを考える① 

死ぬまでにしたいこと、人生の目標を考え

る。 

人生 100年時代。10代、20 代、30 代、40

代・・・それぞれステージごとの人生イベ

ントを考えなりたい自分を描いてみる。 

財産、家族の姿などを具体的に書き出して

みよう。 

活躍する自分の姿、なりたい自分の姿か

【予習】配布資料を事前に読んでおき、人生の目標に

ついて具体的に考え、書き出してみる 

【復習】配布資料を読み直し、活躍する自分の姿、な

りたい自分の姿から、キャリアパスを書き出してみ

る。 

4 時間 
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ら、どのようなキャリアパスが考えられる

か？ 

第９回 対面 

自分がどうしたいかを考える② 

・「自己」を理解し表現する（キャリアア

ンカー） 

・自分の未来の活躍を描き、人生設計を立

てる 

・キャリアアンカーチェックシートを用

い、自己の価値観について分析する。 

【予習】自分の未来の活躍を描き、10 年後、15 年後、

20 年後の人生設計を立ててみる 

【復習】キャリアアンカーチェックシートを用い、自

己の価値観について分析しワークシートを完成させ

る。 

4 時間 

第１０回 対面 

自分がどうしたいかを考える③ 

日本の良いところ・悪いところを考える 

自分と日本の関係史をつくる。 

はじめて「日本」にであった日のことを、

その理由を思い出してみる。 

留学に挑戦し今日本で学んでいる自分の

姿をふり返り、次に実現したいことを具体

的に考えてみる。 

【予習】はじめて「日本」にであった日のことを、そ

の理由を思い出してみる。そしてなぜ今日本で学ん

でいるのかを考えてみる。 

【復習】日本に留学した自分を見つめ直し、日本で実

現したいことを具体的に書き出してみる。 

4 時間 

第１１回 対面 

【職業理解】特別講演② 

ゲスト講師による「企業が求める人材像」

について知る。 

【予習】第 5 回のコンピテンシーについて再度復習

し、事前資料の「企業が求める人材像」について事前

に調べる。 

【復習】資料を読み直し、「企業が求める人材像」と

コンピテンシーについて復習する。 

4 時間 

第１２回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】学部での学びと自身のキャリアについ

て考えよう① 

学部での学びを通じて、進路を見据えた 2

年生からの学修計画について考える。（学

部コース選択） 

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振

り返る。 

【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学

び・進路特性を踏まえた仕事について復習する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】学部での学びと自身のキャリアについ

て考えよう② 

先輩学生による学生生活に関する講演を

聞き、自身の成長に向けた学生生活につい

て考える。 

【予習】配付資料を事前に読み、これまでと次年度の

学生生活のあり方について考えをまとめる。 

【復習】資料・資料を読み直し、自身が成⻑できる学

⽣⽣活と専門との関連について考える。 

4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】学部での学びと自身のキャリアについ

て考えよう③ 

1 年間を振り返り、2 年生からの計画をた

てる。 

【予習】学部での学習内容を⾒直し、学部での学びに

ついて振り返る。 

【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学

び・進路特性を踏まえた仕事について復習する。 

4 時間 

第１５回 対面 まとめ・期末課題 
【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内

で実施するので、第 14 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 B 開講年度 2025 

担当者 佐々木 研 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎 B は、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・

学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、ビジネス現場で求められる就業力を培う科目で

ある。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必

要な能力となる。さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につける

べきビジネスリテラシーを涵養する。 

 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々な働き方を知る」・「業界について考える」

などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザイン

をイメージしつつ、ビジネス現場で求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、

最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケーション能力

をはじめとする社会人基礎力を養成する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分の興味・関心や価値観に基づき、卒業後にどのような仕事に就きたいかを説明すること

ができる。 

②ビジネスリテラシーを理解し、ビジネス現場で必要なルールやマナーを身につける。 

③自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は採点し、次回の授業にて総評を⾏う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、事業会社に勤務しながら、社会貢献事業の一環として、まちづくりやキ

ャリア教育事業等に携わり、現在は若者の「働く」価値観を変えるミライ企業プロジェクトを

中心に、大学のキャリア教育事業や企業の経営サポートなどに従事している。本科目では、こ

れらの実務経験を活かして、社会理解、業界企業理解、職業理解に関する具体的な指導を行う。 

テキスト 
秘書検定 ２級 集中講義 改訂新版, 公益財団法人 実

務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 
ISBN 9784776610342 

参考書 
秘書検定２級実問題集  2024 年度版, 公益財団法人 

実務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 
ISBN 9784776614562 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 

キャリア形成科目は、ビジネス現場で活躍するために必要な素養を身につける授業である。 
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ビジネス現場では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 

特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス、ビジネスリテラシーを学ぶ① 

ビジネスリテラシーとは何か、何を学ぶか

を知る。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、ビジネスリテラシー

について復習する。 

4 時間 

第２回 対面 

自分を知る① 

自己分析を行い、自分の強みや弱みを考え

る。 

・秘書検定、SPIの練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、自分の強みや弱みに

ついて考える。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

自分を知る② 

動画を視聴し、多様な価値観（働き方改革

やダイバーシティ＆インクルージョン）を

知り、自分の価値観を考える。 

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルー

ジョンについて事前に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、多様な価値観につい

て復習するとともに、自分の価値観について考える。 

4 時間 

第４回 対面 

自分を知る③ 

キャリア理論（スーパー、ホランド）から

自分の強みや弱み、価値観から、やりたい

仕事の方向性を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、自分のやりたい仕事

の方向性について考える。 

4 時間 

第５回 対面 中間試験 
【予習】中間試験に向けて第 2 回から第 4 回までの

内容を復習する。 
6 時間 

第６回 対面 

ビジネスリテラシーを学ぶ② 

ビジネス現場で必要とされる「マナー」に

ついて学ぶ。 

【予習】テキスト「第４章」、第 1 回から第 4 回まで

のビジネスリテラシーに関する配布資料を読んでお

く。 

【復習】テキスト・配布資料等を読み直し、ビジネス

現場で必要とされる「マナー」について復習する。 

4 時間 

第７回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う① 

どのような業界があるかを振り返る。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どのような業界があ

るかについて復習する。 

4 時間 

第８回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う② 

ゲスト講師による講演を聴講し、「経営学

部での学びを活かして挑戦できる業界」を

知る。 

【予習】指定された業界について事前に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、経営学部での学びを

活かして挑戦できる業界について考える。 

4 時間 

第９回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う② 

自分の興味・関心に基づいて、卒業後に働

きたい業界を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】働きたい業界について調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、興味・関心がある業

界について考える。 

4 時間 

第１０回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う④ 

自分の興味・関心に基づいて、卒業後に働

きたい業界を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】働きたい業界について調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、働きたい業界に隣接

する業界について考える。 

4 時間 

第１１回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う⑤ 

卒業後に働きたい業界について、自分の興

味・関心や価値観に基づいて表現する。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、卒業後に働きたい業

界について自分の興味・関心や価値観に基づいて考

える。 

4 時間 

第１２回 対面 

ビジネスリテラシーを学ぶ③ 

ビジネス現場で必要とされる「資質」や「一

般知識」を学ぶ。 

【予習】テキスト「1 章・3 章」、第 8 回から第 12 回

までのビジネスリテラシーに関する配布資料を読ん

でおく。 

4 時間 
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【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、ビジネス

現場で必要とされる資質」や「一般知識」について復

習する。 

第１３回 対面 

大学生活を考えよう① 

先輩学生による学生生活に関する講演を

聴講し、就きたい仕事に就くために必要な

自身の成長を意識したに向けた２年生以

降の学生生活を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、成長を意識したする

２年生以降の学生生活について考える。 

4 時間 

第１４回 対面 

大学生活を考えよう② 

１年間を振り返り、就きたい仕事に就くた

めに必要な自身の成長を意識した２年生

以降の学修計画を立てる。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】１年間の経営学部での学びについて振り返

る。 

【復習】配布資料等を読み直し、成長を意識した２年

生以降の学修計画を考える。 

4 時間 

第１５回 対面 まとめ 【予習】第 14 回までの内容を復習する。 4 時間 

2025/05/01

744



 

 

科目名 ビジネスキャリア基礎 B 開講年度 2025 

担当者 勝 健真 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎 B は、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・

学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、ビジネス現場で求められる就業力を培う科目で

ある。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必

要な能力となる。さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につける

べきビジネスリテラシーを涵養する。 

 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々な働き方を知る」・「業界について考える」

などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザイン

をイメージしつつ、ビジネス現場で求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、

最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケーション能力

をはじめとする社会人基礎力を養成する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分の興味・関心や価値観に基づき、卒業後にどのような仕事に就きたいかを説明すること

ができる。 

②ビジネスリテラシーを理解し、ビジネス現場で必要なルールやマナーを身につける。 

③自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は採点し、次回の授業にて総評を⾏う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
秘書検定 ２級 集中講義 改訂新版, 公益財団法人 実

務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 
ISBN 9784776610342 

参考書 
秘書検定２級実問題集  2024 年度版, 公益財団法人 

実務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 
ISBN 9784776614562 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 

キャリア形成科目は、ビジネス現場で活躍するために必要な素養を身につける授業である。 

ビジネス現場では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 
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特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス、ビジネスリテラシーを学ぶ① 

ビジネスリテラシーとは何か、何を学ぶか

を知る。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、ビジネスリテラシー

について復習する。 

4 時間 

第２回 対面 

自分を知る① 

自己分析を行い、自分の強みや弱みを考え

る。 

・秘書検定、SPIの練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、自分の強みや弱みに

ついて考える。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

自分を知る② 

動画を視聴し、多様な価値観（働き方改革

やダイバーシティ＆インクルージョン）を

知り、自分の価値観を考える。 

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルー

ジョンについて事前に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、多様な価値観につい

て復習するとともに、自分の価値観について考える。 

4 時間 

第４回 対面 

自分を知る③ 

キャリア理論（スーパー、ホランド）から

自分の強みや弱み、価値観から、やりたい

仕事の方向性を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、自分のやりたい仕事

の方向性について考える。 

4 時間 

第５回 対面 中間試験 
【予習】中間試験に向けて第 2 回から第 4 回までの

内容を復習する。 
6 時間 

第６回 対面 

ビジネスリテラシーを学ぶ② 

ビジネス現場で必要とされる「マナー」に

ついて学ぶ。 

【予習】テキスト「第４章」、第 1 回から第 4 回まで

のビジネスリテラシーに関する配布資料を読んでお

く。 

【復習】テキスト・配布資料等を読み直し、ビジネス

現場で必要とされる「マナー」について復習する。 

4 時間 

第７回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う① 

どのような業界があるかを振り返る。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どのような業界があ

るかについて復習する。 

4 時間 

第８回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う② 

ゲスト講師による講演を聴講し、「経営学

部での学びを活かして挑戦できる業界」を

知る。 

【予習】指定された業界について事前に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、経営学部での学びを

活かして挑戦できる業界について考える。 

4 時間 

第９回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う② 

自分の興味・関心に基づいて、卒業後に働

きたい業界を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】働きたい業界について調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、興味・関心がある業

界について考える。 

4 時間 

第１０回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う④ 

自分の興味・関心に基づいて、卒業後に働

きたい業界を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】働きたい業界について調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、働きたい業界に隣接

する業界について考える。 

4 時間 

第１１回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う⑤ 

卒業後に働きたい業界について、自分の興

味・関心や価値観に基づいて表現する。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、卒業後に働きたい業

界について自分の興味・関心や価値観に基づいて考

える。 

4 時間 

第１２回 対面 

ビジネスリテラシーを学ぶ③ 

ビジネス現場で必要とされる「資質」や「一

般知識」を学ぶ。 

【予習】テキスト「1 章・3 章」、第 8 回から第 12 回

までのビジネスリテラシーに関する配布資料を読ん

でおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、ビジネス

4 時間 
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現場で必要とされる資質」や「一般知識」について復

習する。 

第１３回 対面 

大学生活を考えよう① 

先輩学生による学生生活に関する講演を

聴講し、就きたい仕事に就くために必要な

自身の成長を意識したに向けた２年生以

降の学生生活を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、成長を意識したする

２年生以降の学生生活について考える。 

4 時間 

第１４回 対面 

大学生活を考えよう② 

１年間を振り返り、就きたい仕事に就くた

めに必要な自身の成長を意識した２年生

以降の学修計画を立てる。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】１年間の経営学部での学びについて振り返

る。 

【復習】配布資料等を読み直し、成長を意識した２年

生以降の学修計画を考える。 

4 時間 

第１５回 対面 まとめ 【予習】第 14 回までの内容を復習する。 4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 B 開講年度 2025 

担当者 佐々木 研 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎 B は、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・

学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、ビジネス現場で求められる就業力を培う科目で

ある。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必

要な能力となる。さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につける

べきビジネスリテラシーを涵養する。 

 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々な働き方を知る」・「業界について考える」

などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザイン

をイメージしつつ、ビジネス現場で求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、

最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケーション能力

をはじめとする社会人基礎力を養成する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分の興味・関心や価値観に基づき、卒業後にどのような仕事に就きたいかを説明すること

ができる。 

②ビジネスリテラシーを理解し、ビジネス現場で必要なルールやマナーを身につける。 

③自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は採点し、次回の授業にて総評を⾏う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、事業会社に勤務しながら、社会貢献事業の一環として、まちづくりやキ

ャリア教育事業等に携わり、現在は若者の「働く」価値観を変えるミライ企業プロジェクトを

中心に、大学のキャリア教育事業や企業の経営サポートなどに従事している。本科目では、こ

れらの実務経験を活かして、社会理解、業界企業理解、職業理解に関する具体的な指導を行う。 

テキスト 
秘書検定 ２級 集中講義 改訂新版, 公益財団法人 実

務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 
ISBN 9784776610342 

参考書 
秘書検定２級実問題集  2024 年度版, 公益財団法人 

実務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 
ISBN 9784776614562 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 

キャリア形成科目は、ビジネス現場で活躍するために必要な素養を身につける授業である。 
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ビジネス現場では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 

特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス、ビジネスリテラシーを学ぶ① 

ビジネスリテラシーとは何か、何を学ぶか

を知る。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、ビジネスリテラシー

について復習する。 

4 時間 

第２回 対面 

自分を知る① 

自己分析を行い、自分の強みや弱みを考え

る。 

・秘書検定、SPIの練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、自分の強みや弱みに

ついて考える。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

自分を知る② 

動画を視聴し、多様な価値観（働き方改革

やダイバーシティ＆インクルージョン）を

知り、自分の価値観を考える。 

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルー

ジョンについて事前に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、多様な価値観につい

て復習するとともに、自分の価値観について考える。 

4 時間 

第４回 対面 

自分を知る③ 

キャリア理論（スーパー、ホランド）から

自分の強みや弱み、価値観から、やりたい

仕事の方向性を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、自分のやりたい仕事

の方向性について考える。 

4 時間 

第５回 対面 中間試験 
【予習】中間試験に向けて第 2 回から第 4 回までの

内容を復習する。 
6 時間 

第６回 対面 

ビジネスリテラシーを学ぶ② 

ビジネス現場で必要とされる「マナー」に

ついて学ぶ。 

【予習】テキスト「第４章」、第 1 回から第 4 回まで

のビジネスリテラシーに関する配布資料を読んでお

く。 

【復習】テキスト・配布資料等を読み直し、ビジネス

現場で必要とされる「マナー」について復習する。 

4 時間 

第７回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う① 

どのような業界があるかを振り返る。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どのような業界があ

るかについて復習する。 

4 時間 

第８回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う② 

ゲスト講師による講演を聴講し、「経営学

部での学びを活かして挑戦できる業界」を

知る。 

【予習】指定された業界について事前に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、経営学部での学びを

活かして挑戦できる業界について考える。 

4 時間 

第９回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う② 

自分の興味・関心に基づいて、卒業後に働

きたい業界を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】働きたい業界について調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、興味・関心がある業

界について考える。 

4 時間 

第１０回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う④ 

自分の興味・関心に基づいて、卒業後に働

きたい業界を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】働きたい業界について調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、働きたい業界に隣接

する業界について考える。 

4 時間 

第１１回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う⑤ 

卒業後に働きたい業界について、自分の興

味・関心や価値観に基づいて表現する。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、卒業後に働きたい業

界について自分の興味・関心や価値観に基づいて考

える。 

4 時間 

第１２回 対面 

ビジネスリテラシーを学ぶ③ 

ビジネス現場で必要とされる「資質」や「一

般知識」を学ぶ。 

【予習】テキスト「1 章・3 章」、第 8 回から第 12 回

までのビジネスリテラシーに関する配布資料を読ん

でおく。 

4 時間 
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【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、ビジネス

現場で必要とされる資質」や「一般知識」について復

習する。 

第１３回 対面 

大学生活を考えよう① 

先輩学生による学生生活に関する講演を

聴講し、就きたい仕事に就くために必要な

自身の成長を意識したに向けた２年生以

降の学生生活を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、成長を意識したする

２年生以降の学生生活について考える。 

4 時間 

第１４回 対面 

大学生活を考えよう② 

１年間を振り返り、就きたい仕事に就くた

めに必要な自身の成長を意識した２年生

以降の学修計画を立てる。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】１年間の経営学部での学びについて振り返

る。 

【復習】配布資料等を読み直し、成長を意識した２年

生以降の学修計画を考える。 

4 時間 

第１５回 対面 まとめ 【予習】第 14 回までの内容を復習する。 4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア基礎 B 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 1 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G1 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア基礎 B は、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・

学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、ビジネス現場で求められる就業力を培う科目で

ある。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必

要な能力となる。さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につける

べきビジネスリテラシーを涵養する。 

 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選

択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「様々な働き方を知る」・「業界について考える」

などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザイン

をイメージしつつ、ビジネス現場で求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、

最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュニケーション能力

をはじめとする社会人基礎力を養成する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分の興味・関心や価値観に基づき、卒業後にどのような仕事に就きたいかを説明すること

ができる。 

②ビジネスリテラシーを理解し、ビジネス現場で必要なルールやマナーを身につける。 

③自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は採点し、次回の授業にて総評を⾏う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
秘書検定 ２級 集中講義 改訂新版, 公益財団法人 実

務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 
ISBN 9784776610342 

参考書 
秘書検定２級実問題集  2024 年度版, 公益財団法人 

実務技能検定協会, 早稲田教育出版, 2024 年 
ISBN 9784776614562 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に

取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。 

キャリア形成科目は、ビジネス現場で活躍するために必要な素養を身につける授業である。 

ビジネス現場では当たり前のルールとマナーを守り、積極的な授業参加が必要となる。 
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特に、授業中の私語は他の受講生の迷惑になるので、私語がやめられない場合は退室してもら

う。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス、ビジネスリテラシーを学ぶ① 

ビジネスリテラシーとは何か、何を学ぶか

を知る。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、ビジネスリテラシー

について復習する。 

4 時間 

第２回 対面 

自分を知る① 

自己分析を行い、自分の強みや弱みを考え

る。 

・秘書検定、SPIの練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、自分の強みや弱みに

ついて考える。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

自分を知る② 

動画を視聴し、多様な価値観（働き方改革

やダイバーシティ＆インクルージョン）を

知り、自分の価値観を考える。 

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルー

ジョンについて事前に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、多様な価値観につい

て復習するとともに、自分の価値観について考える。 

4 時間 

第４回 対面 

自分を知る③ 

キャリア理論（スーパー、ホランド）から

自分の強みや弱み、価値観から、やりたい

仕事の方向性を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、自分のやりたい仕事

の方向性について考える。 

4 時間 

第５回 対面 中間試験 
【予習】中間試験に向けて第 2 回から第 4 回までの

内容を復習する。 
6 時間 

第６回 対面 

ビジネスリテラシーを学ぶ② 

ビジネス現場で必要とされる「マナー」に

ついて学ぶ。 

【予習】テキスト「第４章」、第 1 回から第 4 回まで

のビジネスリテラシーに関する配布資料を読んでお

く。 

【復習】テキスト・配布資料等を読み直し、ビジネス

現場で必要とされる「マナー」について復習する。 

4 時間 

第７回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う① 

どのような業界があるかを振り返る。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、どのような業界があ

るかについて復習する。 

4 時間 

第８回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う② 

ゲスト講師による講演を聴講し、「経営学

部での学びを活かして挑戦できる業界」を

知る。 

【予習】指定された業界について事前に調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、経営学部での学びを

活かして挑戦できる業界について考える。 

4 時間 

第９回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う② 

自分の興味・関心に基づいて、卒業後に働

きたい業界を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】働きたい業界について調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、興味・関心がある業

界について考える。 

4 時間 

第１０回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う④ 

自分の興味・関心に基づいて、卒業後に働

きたい業界を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】働きたい業界について調べておく。 

【復習】配布資料等を読み直し、働きたい業界に隣接

する業界について考える。 

4 時間 

第１１回 対面 

学部での学びと自身のキャリアを考えよ

う⑤ 

卒業後に働きたい業界について、自分の興

味・関心や価値観に基づいて表現する。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、卒業後に働きたい業

界について自分の興味・関心や価値観に基づいて考

える。 

4 時間 

第１２回 対面 

ビジネスリテラシーを学ぶ③ 

ビジネス現場で必要とされる「資質」や「一

般知識」を学ぶ。 

【予習】テキスト「1 章・3 章」、第 8 回から第 12 回

までのビジネスリテラシーに関する配布資料を読ん

でおく。 

【復習】テキスト、配布資料等を読み直し、ビジネス

4 時間 
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現場で必要とされる資質」や「一般知識」について復

習する。 

第１３回 対面 

大学生活を考えよう① 

先輩学生による学生生活に関する講演を

聴講し、就きたい仕事に就くために必要な

自身の成長を意識したに向けた２年生以

降の学生生活を考える。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】配布資料等を読み直し、成長を意識したする

２年生以降の学生生活について考える。 

4 時間 

第１４回 対面 

大学生活を考えよう② 

１年間を振り返り、就きたい仕事に就くた

めに必要な自身の成長を意識した２年生

以降の学修計画を立てる。 

・秘書検定、SPI練習問題 

【予習】１年間の経営学部での学びについて振り返

る。 

【復習】配布資料等を読み直し、成長を意識した２年

生以降の学修計画を考える。 

4 時間 

第１５回 対面 まとめ 【予習】第 14 回までの内容を復習する。 4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 A 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を

自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態

度・姿勢について身につけることを目的とする。授業の目的を達成するために、講義をベース

としながらもペアワークやグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。 

授業の概要としては、まず、「働くことの意義」について自分なりの価値観を見出し、それを具

体的な進路に結びつけて考える。次に、 社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集

を行い、それに対する自身の考えを表現する。そして、「自己」について理解するとともに将来

の目標を実現するために必要なことをまとめ、学部の進路として想定される業界についても、

業界間のつながりや特色について理解したうえで他者へ説明する。さらに、国家試験対策の徹

底（１回１５分、年間２０回実施）により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①「働くことの意義」について自分なりの価値観を見出し、それを具体的な進路に結びつけて

考えることができる。  

②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集を行い、それに対する自身の考えを表

現することができる。 

➂「自己」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ、他

者に説明することができる。  

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

➄国家試験対策の徹底により、希望進路の実現に向けた基礎を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
市販テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配

付し、授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  
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この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

キャリアデザインに必要な素養・技能を修

得することの意義を確認し、授業の概要を

紹介する。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 
2 時間 

第２回 対面 

・職業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第３回 対面 

・職業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第４回 対面 

・職業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第５回 対面 

・業界理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第６回 対面 

・業界理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
6 時間 

第７回 対面 

・業界理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第８回 対面 

・企業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第９回 対面 

・企業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１０回 対面 

・企業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１１回 対面 

・企業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１２回 対面 

・グループディスカッション（時事問題） 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１３回 対面 
・グループディスカッション（時事問題） 

・実践トレーニング 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 
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希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

第１４回 対面 

・グループディスカッション（時事問題） 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ・期末課題 

これまで学修してきた内容について総括

し、夏休みに取り組むことを確認する。 

【復習】期末課題の準備 4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 A 開講年度 2025 

担当者 林 紫乃 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を

自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態

度・姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明でき

ることを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の

目的を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入

れながら、授業を進める。さらに、SPI 対策をやりきる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて、他者に印象に残るように表現できる。 

②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、「自分は将来どのような職業について，何をし

たいのか」希望進路を実現するための計画について具体的に考えることができる。 

➂将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事が

できる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

⑤自分の発言、文章が、他者にどのように受けとめられるのかを常に意識して行動することが

できる。 

⑥社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

⑦SPI 対策の徹底により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で、良い回答例を紹介するなど補足説明

をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
市販テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配

付し、授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 
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この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【職業理解】ガイダンス 

キャリアデザインに必要な素養・技能を修

得することの意義を確認し、授業の概要を

紹介する。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 
2 時間 

第２回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する①

（自分の興味・関心・強みの認識）  

キャリア理論（ジョハリの窓、リフレーミ

ング）に基づき、自己の経験を棚卸し、自

己を分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する②

（キャリアアンカー） 

キャリアアンカーチェックシートを用い、

自己の価値観について分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第４回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する③

（自己分析にどう向き合うか）  

各種ツールを使って、自己の経験を棚卸

し、自己を分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】「自己」を理解し表現する④（自分の

興味・関心・強みの認識）  

学部で学んだことを棚卸し、自己を分析

し、他者に魅力的な人物として伝わるよう

に説明する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】『「自己」を理解し表現する』

まとめ 

※中間課題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第７回 対面 

【自己理解】「働くことの意義」を考える

①（働き方改革、ダイバーシティ） 

「働き方改革」や「ダイバーシティ」をテ

ーマに、講義とグループワークを通じて考

え、議論し発表する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

②（SDGs） 

学部の主な進路先とこれからの企業選び

のモノサシを理解し、各自の興味・関心、

強みと重ねてみる。（SDGs） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

③（観察とディスカッション） 

職場で奮闘する社会人の動画を視聴し、働

くことの意義・価値観について考える。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

④（特別講演） 

ゲストスピーカー／企業人による講話 

＊企業人に代えて、就活終了生とする場合

もある（未定） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【職業理解】業界・企業研究入門①（業界・

職種理解） 

外部講師（マイナビ）による業界解説講義

を受講し、各業界の特徴・動向を理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 
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第１２回 対面 

【職業理解】業界研究入門②（グループワ

ーク１）  

興味関心のある業種毎にグループに分か

れ、グループで特定の業界内企業の比較研

究に取り組む。 特に当該企業の長所、課

題を的確に把握する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【職業理解】業界研究入門③（グループワ

ーク２） 

前回につづき、グループワークを通して、

特定の業界内企業の比較研究に取り組み、

中間発表をする。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】業界研究入門④（グループワ

ーク３） 

前回につづき、完成した業界内企業の比較

研究成果を発表する。  特に当該企業の長

所、課題を的確に説明する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題 

これまで学修してきた内容について総括

し、夏休みに取り組むことを確認する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】春学期の授業を振り返り、秋学期に向け行動

計画を立てる。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 A 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を

自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態

度・姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明でき

ることを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の

目的を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入

れながら、授業を進める。さらに、SPI 対策をやりきる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて、他者に印象に残るように表現できる。 

②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、「自分は将来どのような職業について，何をし

たいのか」希望進路を実現するための計画について具体的に考えることができる。 

➂将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事が

できる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

⑤自分の発言、文章が、他者にどのように受けとめられるのかを常に意識して行動することが

できる。 

⑥社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

⑦SPI 対策の徹底により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で、良い回答例を紹介するなど補足説明

をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
市販テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配

付し、授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 
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この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【職業理解】ガイダンス 

キャリアデザインに必要な素養・技能を修

得することの意義を確認し、授業の概要を

紹介する。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 
2 時間 

第２回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する①

（自分の興味・関心・強みの認識）  

キャリア理論（ジョハリの窓、リフレーミ

ング）に基づき、自己の経験を棚卸し、自

己を分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する②

（キャリアアンカー） 

キャリアアンカーチェックシートを用い、

自己の価値観について分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第４回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する③

（自己分析にどう向き合うか）  

各種ツールを使って、自己の経験を棚卸

し、自己を分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】「自己」を理解し表現する④（自分の

興味・関心・強みの認識）  

学部で学んだことを棚卸し、自己を分析

し、他者に魅力的な人物として伝わるよう

に説明する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】『「自己」を理解し表現する』

まとめ 

※中間課題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第７回 対面 

【自己理解】「働くことの意義」を考える

①（働き方改革、ダイバーシティ） 

「働き方改革」や「ダイバーシティ」をテ

ーマに、講義とグループワークを通じて考

え、議論し発表する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

②（SDGs） 

学部の主な進路先とこれからの企業選び

のモノサシを理解し、各自の興味・関心、

強みと重ねてみる。（SDGs） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

③（観察とディスカッション） 

職場で奮闘する社会人の動画を視聴し、働

くことの意義・価値観について考える。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

④（特別講演） 

ゲストスピーカー／企業人による講話 

＊企業人に代えて、就活終了生とする場合

もある（未定） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【職業理解】業界・企業研究入門①（業界・

職種理解） 

外部講師（マイナビ）による業界解説講義

を受講し、各業界の特徴・動向を理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 
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第１２回 対面 

【職業理解】業界研究入門②（グループワ

ーク１）  

興味関心のある業種毎にグループに分か

れ、グループで特定の業界内企業の比較研

究に取り組む。 特に当該企業の長所、課

題を的確に把握する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【職業理解】業界研究入門③（グループワ

ーク２） 

前回につづき、グループワークを通して、

特定の業界内企業の比較研究に取り組み、

中間発表をする。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】業界研究入門④（グループワ

ーク３） 

前回につづき、完成した業界内企業の比較

研究成果を発表する。  特に当該企業の長

所、課題を的確に説明する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題 

これまで学修してきた内容について総括

し、夏休みに取り組むことを確認する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】春学期の授業を振り返り、秋学期に向け行動

計画を立てる。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 A 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を

自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態

度・姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明でき

ることを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の

目的を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入

れながら、授業を進める。さらに、SPI 対策に取り組む。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①「働くことの意義」について自分なりの価値観を見出し、それを具体的な進路に結びつけて

考えることができる。 

②社会課題や業界・企業について関心を持ち，企業の理念やビジネス内容について情報収集を

行い、それに対する自身の考えを表現することができる。 

③「自己」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ、他

者に説明することができる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

⑤「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明できる。 

⑥SPI 対策により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）を課し、適宜授業にてフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
久保田 学、改訂版 留学生のための就職内定ワークブ

ック、日本能率協会マネジメントセンター 
ISBN 9784820729907 

参考書 

① 就職四季報 企業研究・インターンシップ版、東洋

経済新報社、2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

② 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

③ 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

④ 杉村太郎、絶対内定 自己分析とキャリアデザイ

ンの描き方，ダイヤモンド社、２０２５年 

⑤ 杉村太郎、絶対内定 エントリーシート・履歴書、

ダイヤモンド社、２０２５年 

ISBN 

① 5 月刊予定 

② 9784492973349 

③ 9784492971413 

④ 5 月刊予定 

⑤ 5 月刊予定 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 
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【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【職業理解】ガイダンス 

キャリアデザインに必要な素養・技能を修

得することの意義を確認し、授業の概要を

説明する。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 
2 時間 

第２回 対面 

業界を知る① 業界・企業研究とは  

自分のやりたい仕事とその業界・企業を知

る。 

SPI練習 

【予習】Ch5−1、配布資料を事前に読んでおく。業界

研究、企業研究の意義を理解する。 

【復習】Ch5−1、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、自分のやりたい仕事の業界を調べる。SPI 復習。 

4 時間 

第３回 対面 

業界を知る② 業界研究の視点 

業種・顧客・成長と安定性の 3つの視点を

理解する 

SPI練習。 

【予習】Ch5−2、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch5−2、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 習得した 3 つの視点をもとに興味ある業界の

研究を行う。SPI復習。 

4 時間 

第４回 対面 

業界を知る③ 企業研究の視点① 

・規模・資本関係・業態という 3つの視点

を理解する。 

・留学生の就職実績 

・グローバル・ニッチ企業とジャパンブラ

ンドについて理解する 

SPI練習。 

【予習】Ch5−3、配布資料を事前に読んでおく。配布

資料を事前に読んでおく。留学生を採用している業

界、企業を調べる。 

【復習】Ch5−3、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 身近にあるグローバル・ニッチ企業を調べ、

それぞれの企業の価値を考える。SPI復習。 

4 時間 

第５回 対面 

業界を知る④ 企業研究の視点② 

自分の興味のある企業を調査し、分析す

る。 

SPI練習。 

【予習】Ch5−3、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch5−3、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 さらに興味ある企業を選んで分析する。SPI 復

習。 

4 時間 

第６回 対面 中間課題 

【予習】これまでの資料や教科書の内容を復習し中

間課題の準備をする。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第７回 対面 

業界を知る⑤ 職種研究とは 

・職種とは 

・組織の中の職種について調べてみよう。 

SPI練習。 

【予習】Ch5−4、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch5−4、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 習得した知識を確認する。SPI 復習。 

4 時間 

第８回 対面 

業界を知る⑥ 日本企業の雇用形態 

・日本企業の雇用形態と採用形態 

・正社員、契約社員、派遣社員の違い 

・総合職、技術職、一般職の違い 

・留学生の配属について  

・在留資格変更時に審査される専攻と職

種について 

SPI練習。 

【予習】Ch5−5、配布資料を事前に読み、日本企業の

雇用形態、採用形態を理解する。自国の雇用・採用シ

ステムと比較する。 

【復習】Ch5−5、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 留学生が活躍する職種について詳しく調べ

る。SPI 復習。 

4 時間 

第９回 対面 

業界を知る⑦ 日本企業の雇用形態 

自分の興味のある企業の雇用形態を調べ

てワークシートを完成させる。 

SPI練習。 

【予習】Ch5−5、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch5−5、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 雇用形態について自国と比較する。SPI 復習。 

4 時間 

第１０回 対面 
業界を知る⑧ 業界研究の手順 

業界研究のステップ 「1 から 5の理解」 

【予習】Ch5−6、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch5−6、授業内で使用した配布資料等を読み
4 時間 
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SPI練習。 直し、 習得した知識を確認する。SPI 復習。 

第１１回 
オンデ

マンド 

【業界・企業研究（業界・職種理解）】 

外部講師（マイナビ）による業界解説講義

を受講し、各業界の特徴・動向を理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、各

業界の特徴・動向について理解を深める。 

4 時間 

第１２回 対面 

業界を知る⑨ 自分の気になる業界を調

べる 

業界調べワークシート作成 

SPI練習。 

【予習】Ch5−7、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch5−7、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 ワークシートを完成する。SPI 復習。 

4 時間 

第１３回 対面 

業界を知る⑦ 業界のつながり、周辺の業

界を調べる。 

ワークシートに沿って、気になる業界のつ

ながりを理解する。 

SPI練習。 

【予習】Ch5−8、9、配布資料を事前に読み、ワークシ

ートを完成させる。 

【復習】Ch5−8、9、まとめた内容の課題点などを整理

して、知識の理解を深める。 

4 時間 

第１４回 対面 

1-13 回目までの総復習とふり返り（業界

を知ることとやりたい仕事について） 

SPI練習。 

【予習】これまでの資料を読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。SPI復習。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題 

これまで学修してきた内容について総括

し、夏休みに取り組むことを確認する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】春学期の授業を振り返り、秋学期に向け行動

計画を立てる。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 A 開講年度 2025 

担当者 林 紫乃 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を

自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態

度・姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明でき

ることを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の

目的を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入

れながら、授業を進める。さらに、SPI 対策をやりきる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて、他者に印象に残るように表現できる。 

②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、「自分は将来どのような職業について，何をし

たいのか」希望進路を実現するための計画について具体的に考えることができる。 

➂将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事が

できる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

⑤自分の発言、文章が、他者にどのように受けとめられるのかを常に意識して行動することが

できる。 

⑥社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

⑦SPI 対策の徹底により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で、良い回答例を紹介するなど補足説明

をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
市販テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配

付し、授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 
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この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【職業理解】ガイダンス 

キャリアデザインに必要な素養・技能を修

得することの意義を確認し、授業の概要を

紹介する。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 
2 時間 

第２回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する①

（自分の興味・関心・強みの認識）  

キャリア理論（ジョハリの窓、リフレーミ

ング）に基づき、自己の経験を棚卸し、自

己を分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する②

（キャリアアンカー） 

キャリアアンカーチェックシートを用い、

自己の価値観について分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第４回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する③

（自己分析にどう向き合うか）  

各種ツールを使って、自己の経験を棚卸

し、自己を分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】「自己」を理解し表現する④（自分の

興味・関心・強みの認識）  

学部で学んだことを棚卸し、自己を分析

し、他者に魅力的な人物として伝わるよう

に説明する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】『「自己」を理解し表現する』

まとめ 

※中間課題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第７回 対面 

【自己理解】「働くことの意義」を考える

①（働き方改革、ダイバーシティ） 

「働き方改革」や「ダイバーシティ」をテ

ーマに、講義とグループワークを通じて考

え、議論し発表する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

②（SDGs） 

学部の主な進路先とこれからの企業選び

のモノサシを理解し、各自の興味・関心、

強みと重ねてみる。（SDGs） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

③（観察とディスカッション） 

職場で奮闘する社会人の動画を視聴し、働

くことの意義・価値観について考える。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

④（特別講演） 

ゲストスピーカー／企業人による講話 

＊企業人に代えて、就活終了生とする場合

もある（未定） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【職業理解】業界・企業研究入門①（業界・

職種理解） 

外部講師（マイナビ）による業界解説講義

を受講し、各業界の特徴・動向を理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 
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第１２回 対面 

【職業理解】業界研究入門②（グループワ

ーク１）  

興味関心のある業種毎にグループに分か

れ、グループで特定の業界内企業の比較研

究に取り組む。 特に当該企業の長所、課

題を的確に把握する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【職業理解】業界研究入門③（グループワ

ーク２） 

前回につづき、グループワークを通して、

特定の業界内企業の比較研究に取り組み、

中間発表をする。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】業界研究入門④（グループワ

ーク３） 

前回につづき、完成した業界内企業の比較

研究成果を発表する。  特に当該企業の長

所、課題を的確に説明する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題 

これまで学修してきた内容について総括

し、夏休みに取り組むことを確認する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】春学期の授業を振り返り、秋学期に向け行動

計画を立てる。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 A 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を

自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態

度・姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明でき

ることを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の

目的を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入

れながら、授業を進める。さらに、SPI 対策をやりきる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて、他者に印象に残るように表現できる。 

②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、「自分は将来どのような職業について，何をし

たいのか」希望進路を実現するための計画について具体的に考えることができる。 

➂将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事が

できる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

⑤自分の発言、文章が、他者にどのように受けとめられるのかを常に意識して行動することが

できる。 

⑥社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

⑦SPI 対策の徹底により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で、良い回答例を紹介するなど補足説明

をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 
市販テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配

付し、授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 
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この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【職業理解】ガイダンス 

キャリアデザインに必要な素養・技能を修

得することの意義を確認し、授業の概要を

紹介する。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 
2 時間 

第２回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する①

（自分の興味・関心・強みの認識）  

キャリア理論（ジョハリの窓、リフレーミ

ング）に基づき、自己の経験を棚卸し、自

己を分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する②

（キャリアアンカー） 

キャリアアンカーチェックシートを用い、

自己の価値観について分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第４回 対面 

【自己理解】「自己」を理解し表現する③

（自己分析にどう向き合うか）  

各種ツールを使って、自己の経験を棚卸

し、自己を分析する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】「自己」を理解し表現する④（自分の

興味・関心・強みの認識）  

学部で学んだことを棚卸し、自己を分析

し、他者に魅力的な人物として伝わるよう

に説明する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】『「自己」を理解し表現する』

まとめ 

※中間課題 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第７回 対面 

【自己理解】「働くことの意義」を考える

①（働き方改革、ダイバーシティ） 

「働き方改革」や「ダイバーシティ」をテ

ーマに、講義とグループワークを通じて考

え、議論し発表する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

②（SDGs） 

学部の主な進路先とこれからの企業選び

のモノサシを理解し、各自の興味・関心、

強みと重ねてみる。（SDGs） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

③（観察とディスカッション） 

職場で奮闘する社会人の動画を視聴し、働

くことの意義・価値観について考える。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 

【職業理解】「働くことの意義」を考える

④（特別講演） 

ゲストスピーカー／企業人による講話 

＊企業人に代えて、就活終了生とする場合

もある（未定） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【職業理解】業界・企業研究入門①（業界・

職種理解） 

外部講師（マイナビ）による業界解説講義

を受講し、各業界の特徴・動向を理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 
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第１２回 対面 

【職業理解】業界研究入門②（グループワ

ーク１）  

興味関心のある業種毎にグループに分か

れ、グループで特定の業界内企業の比較研

究に取り組む。 特に当該企業の長所、課

題を的確に把握する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【職業理解】業界研究入門③（グループワ

ーク２） 

前回につづき、グループワークを通して、

特定の業界内企業の比較研究に取り組み、

中間発表をする。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】業界研究入門④（グループワ

ーク３） 

前回につづき、完成した業界内企業の比較

研究成果を発表する。  特に当該企業の長

所、課題を的確に説明する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題 

これまで学修してきた内容について総括

し、夏休みに取り組むことを確認する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】春学期の授業を振り返り、秋学期に向け行動

計画を立てる。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 B 開講年度 2025 

担当者 林 紫乃 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、春学期のビジネスキャリア研究 A に続いて、自分の将来の生き方・働き方を自

分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態度・

姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明できるこ

とを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の目的

を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入れな

がら、授業を進める。さらに、SPI 対策をやりきる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①「働くことの意義」について自分なりの価値観を見出し、それを具体的な進路に結びつけて

考えることができる。 

②社会課題や業界・企業について関心を持ち，企業の理念やビジネス内容について情報収集を

行い、それに対する自身の考えを表現することができる。 

➂「自己」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ、他

者に説明することができる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

➄「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明できる。 

⑥SPI 対策の徹底により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）については、良い回答例を紹介するなど補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、

授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 

この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【自己理解】ガイダンス 

夏休みの振り返りを行い、授業概要につい

てガイダンスを実施する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

2 時間 

第２回 対面 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（１）

ガクチカ 

自分の経験を整理し、「学生時代に力を入

れたこと」を、読み手・聞き手に印象に残

るよう、文章および口頭で表現する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング①ES 対策（２）自己

PR 

自分の経験を整理し、「自己 PR」を、読み

手・聞き手に印象に残るよう、文章および

口頭で表現する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（３）

文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章

を書こう」（特別講演） 

報道記者や人事局などマスコミ業界で幅

広い活躍経験をもつゲストスピーカーが、

読み手に伝わる文章を書くためのポイン

トを具体的に解説する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【就業力】復習（３）文章表現力養成講座

「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講

演） 

実践トレーニング ES①ES 対策 まとめ 

※中間課題 

 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第６回 対面 

【就業力】ガクチカの講評 

中間課題のガクチカの問題点を理解し，再

度 ESを書く力をつける 

 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第７回 対面 

【職業理解】企業研究入門①企業の探し

方、求人票の見方 

ナビサイトを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方を学び、企業・

インターンシップ情報収集のポイントを

理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】２・３年生夏のインターンシ

ップでターゲットにする業界・企業の選定 

２・３年生のインターンシップの応募先と

してターゲットにする業界を複数、企業を

30 社選定する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第９回 対面 

【就業力】実践トレーニング②グループデ

ィスカッション対策（１）アサーション 

相手を尊重しつつ、自分自身の意見、気持

ちを適切に伝える方法を学び、その大切さ

を認識する。ペアやグループでワークを行

い、アサーションの有用性を体感する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング②グループディスカ

ッション対策（２）グループディスカッシ

ョン実践 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 
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学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

 

第１１回 対面 

【職業理解】企業研究入門①企業実務家か

ら業界・職種を知る（特別講演） 

学部特性に合わせた企業実務家による特

別講演を行い、企業が求める人材像を知

り、同業他社比較の重要性や職種を知り、

情報収集の重要性を理解する。 

＊就活終了生に代える場合もある（未定） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（１）簡潔な自己表現 

自己分析、企業研究をもとに企業が求める

人材像に沿って、簡潔に自己表現する力を

養う。グループワークでの相互評価を通じ

て自身の課題に気づく。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（２）集団面接実践 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（３）集団面接実践 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題  

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】1年間の授業を振り返り、３年次のインター

ンシップ・就職活動に備える。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 B 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、春学期のビジネスキャリア研究 A に続き、自分の将来の生き方・働き方を自分

の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態度・

姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明できるこ

とを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の目的

を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入れな

がら、授業を進める。さらに、SPI 対策をやりきる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて、他者に印象に残るように表現できる。 

②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、「自分は将来どのような職業について，何をし

たいのか」希望進路を実現するための計画について具体的に考えることができる。 

➂将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事が

できる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

⑤自分の発言、文章が、他者にどのように受けとめられるのかを常に意識して行動することが

できる。 

⑥社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

⑦SPI 対策の徹底により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）については、良い回答例を紹介するなど補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 
テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、

授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 
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この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【自己理解】ガイダンス 

夏休みの振り返りを行い、授業概要につい

てガイダンスを実施する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

2 時間 

第２回 対面 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（１）

ガクチカ 

自分の経験を整理し、「学生時代に力を入

れたこと」を、読み手・聞き手に印象に残

るよう、文章および口頭で表現する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング①ES 対策（２）自己

PR 

自分の経験を整理し、「自己 PR」を、読み

手・聞き手に印象に残るよう、文章および

口頭で表現する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（３）

文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章

を書こう」（特別講演） 

報道記者や人事局などマスコミ業界で幅

広い活躍経験をもつゲストスピーカーが、

読み手に伝わる文章を書くためのポイン

トを具体的に解説する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【就業力】復習（３）文章表現力養成講座

「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講

演） 

実践トレーニング ES①ES 対策 まとめ 

※中間課題 

 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第６回 対面 

【就業力】ガクチカの講評 

中間課題のガクチカの問題点を理解し，再

度 ESを書く力をつける 

 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第７回 対面 

【職業理解】企業研究入門①企業の探し

方、求人票の見方 

ナビサイトを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方を学び、企業・

インターンシップ情報収集のポイントを

理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】２・３年生夏のインターンシ

ップでターゲットにする業界・企業の選定 

２・３年生のインターンシップの応募先と

してターゲットにする業界を複数、企業を

30 社選定する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第９回 対面 

【就業力】実践トレーニング②グループデ

ィスカッション対策（１）アサーション 

相手を尊重しつつ、自分自身の意見、気持

ちを適切に伝える方法を学び、その大切さ

を認識する。ペアやグループでワークを行

い、アサーションの有用性を体感する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 【専門を学ぶことによる自身の強みの理 【予習】配布資料を事前に読んでおく。 4 時間 
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解】実践トレーニング②グループディスカ

ッション対策（２）グループディスカッシ

ョン実践 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

第１１回 対面 

【職業理解】企業研究入門①企業実務家か

ら業界・職種を知る（特別講演） 

学部特性に合わせた企業実務家による特

別講演を行い、企業が求める人材像を知

り、同業他社比較の重要性や職種を知り、

情報収集の重要性を理解する。 

＊就活終了生に代える場合もある（未定） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（１）簡潔な自己表現 

自己分析、企業研究をもとに企業が求める

人材像に沿って、簡潔に自己表現する力を

養う。グループワークでの相互評価を通じ

て自身の課題に気づく。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（２）集団面接実践 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（３）集団面接実践 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題  

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】1年間の授業を振り返り、３年次のインター

ンシップ・就職活動に備える。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 B 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、春学期のビジネスキャリア研究 A に続いて、自分の将来の生き方・働き方を自

分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態度・

姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明できるこ

とを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の目的

を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入れな

がら、授業を進める。さらに、SPI 対策をやりきる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①「働くことの意義」について自分なりの価値観を見出し、それを具体的な進路に結びつけて

考えることができる。 

②社会課題や業界・企業について関心を持ち，企業の理念やビジネス内容について情報収集を

行い、それに対する自身の考えを表現することができる。 

➂「自己」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ、他

者に説明することができる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

➄「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明できる。 

⑥SPI 対策の徹底により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）については、良い回答例を紹介するなど補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、

授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 

この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【自己理解】ガイダンス 

夏休みの振り返りを行い、授業概要につい

てガイダンスを実施する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

2 時間 

第２回 対面 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（１）

ガクチカ 

自分の経験を整理し、「学生時代に力を入

れたこと」を、読み手・聞き手に印象に残

るよう、文章および口頭で表現する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング①ES 対策（２）自己

PR 

自分の経験を整理し、「自己 PR」を、読み

手・聞き手に印象に残るよう、文章および

口頭で表現する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（３）

文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章

を書こう」（特別講演） 

報道記者や人事局などマスコミ業界で幅

広い活躍経験をもつゲストスピーカーが、

読み手に伝わる文章を書くためのポイン

トを具体的に解説する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【就業力】復習（３）文章表現力養成講座

「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講

演） 

実践トレーニング ES①ES 対策 まとめ 

※中間課題 

 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第６回 対面 

【就業力】ガクチカの講評 

中間課題のガクチカの問題点を理解し，再

度 ESを書く力をつける 

 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第７回 対面 

【職業理解】企業研究入門①企業の探し

方、求人票の見方 

ナビサイトを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方を学び、企業・

インターンシップ情報収集のポイントを

理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】２・３年生夏のインターンシ

ップでターゲットにする業界・企業の選定 

２・３年生のインターンシップの応募先と

してターゲットにする業界を複数、企業を

30 社選定する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第９回 対面 

【就業力】実践トレーニング②グループデ

ィスカッション対策（１）アサーション 

相手を尊重しつつ、自分自身の意見、気持

ちを適切に伝える方法を学び、その大切さ

を認識する。ペアやグループでワークを行

い、アサーションの有用性を体感する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング②グループディスカ

ッション対策（２）グループディスカッシ

ョン実践 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 
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学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

 

第１１回 対面 

【職業理解】企業研究入門①企業実務家か

ら業界・職種を知る（特別講演） 

学部特性に合わせた企業実務家による特

別講演を行い、企業が求める人材像を知

り、同業他社比較の重要性や職種を知り、

情報収集の重要性を理解する。 

＊就活終了生に代える場合もある（未定） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（１）簡潔な自己表現 

自己分析、企業研究をもとに企業が求める

人材像に沿って、簡潔に自己表現する力を

養う。グループワークでの相互評価を通じ

て自身の課題に気づく。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（２）集団面接実践 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（３）集団面接実践 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題  

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】1年間の授業を振り返り、３年次のインター

ンシップ・就職活動に備える。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 B 開講年度 2025 

担当者 藤原 大花 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 

・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・国家試験及び就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）

を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、春学期のビジネスキャリア研究 A に続き、自分の将来の生き方・働き方を自分

の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態度・

姿勢について身につけることを目的とする。授業の目的を達成するために、講義をベースとし

ながらもペアワークやグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。さらに、国家試

験対策（１回１５分、年間２０回実施）を徹底する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて、他者に印象に残るように表現できる。 

②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、希望進路を実現するための計画について具体

的に考えることができる。 

➂将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事が

できる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

⑤自分の発言、文章が、他者にどのように受けとめられるのかを常に意識して行動することが

できる。 

⑥社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

⑦国家試験対策の徹底により、希望進路実現に向けた基礎固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）については、良い回答例を紹介するなど補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、

授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 
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この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・ガイダンス 

夏休みの振り返りを行い、授業概要につい

てガイダンスを実施する。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 
2 時間 

第２回 対面 

・職業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第３回 対面 

・職業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第４回 対面 

・職業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第５回 対面 

・業界理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
6 時間 

第６回 対面 

・業界理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第７回 対面 

・業界理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第８回 対面 

・企業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第９回 対面 

・企業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１０回 対面 

・企業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１１回 対面 

・企業理解 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１２回 対面 

・グループディスカッション（時事問題） 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１３回 対面 

・グループディスカッション（時事問題） 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 
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件である筆記試験対策を行う。 

第１４回 対面 

・グループディスカッション（時事問題） 

・実践トレーニング 

希望するキャリアの実現に向けて、採用条

件である筆記試験対策を行う。 

【予習】新聞やニュース等を見て、次回授業に備える 

【復習】筆記試験問題の復習 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 【復習】期末課題の準備 6 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 B 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、春学期のビジネスキャリア研究 A に続き、自分の将来の生き方・働き方を自分

の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要 

自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を

実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業につい

て，何をしたいのか」説明できることを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会

社の一覧表を作成する。授業の目的を達成するために、講義をベースとしながらもペアワーク

やグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。さらに、SPI 対策に取り組む。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

① 就職活動に向けてどのように情報を収集するのか、企業人と接するのか、その手順や常識、

マナーを理解することができる。 

② 就職活動に向けて目標をもって、業界研究に取り組むことができる。 

③ インターンシップに参加することの意義目的を理解し企業研究に取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）を課し、適宜授業にてフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
久保田 学、改訂版 留学生のための就職内定ワークブ

ック、日本能率協会マネジメントセンター 
ISBN 0 

参考書 

① 就職四季報 企業研究・インターンシップ版、東洋

経済新報社、2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

② 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

③ 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

④ 杉村太郎、絶対内定 自己分析とキャリアデザイ

ンの描き方，ダイヤモンド社、２０２５年 

⑤ 杉村太郎、絶対内定 エントリーシート・履歴書、

ダイヤモンド社、２０２５年 

ISBN 

① 5 月刊予定 

② 9784492973349 

③ 9784492971413 

④ 5 月刊予定 

⑤ 5 月刊予定 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 
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その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【自己理解】ガイダンス 

夏休みの振り返りを行い、授業概要につい

てガイダンスを実施する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

2 時間 

第２回 対面 

企業と出会う① 

企業研究の方法とそのタイミング 

SPI練習。 

【予習】Ch6−1、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch6−1、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 習得した知識を確認する。SPI 復習。 

4 時間 

第３回 対面 

企業と出会う ② インターンシップと

は 

・インターンシップとは そのメリット 

・インターンシップと早期選考 

・インターンシップ参加に向けて、企業の

探し方について学ぶ 

・留学生に特化したインターンシップ（外

国人雇用センターの情報をみる） 

・業界・企業動向調査興味のある業界に関

して、新聞記事（インターネット含む）か

ら最新の業界トピックスを調査 

SPI練習。 

【予習】Ch6−2、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch6−2、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 習得した知識を確認する。SPI 復習。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（３）

文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章

を書こう」（特別講演） 

報道記者や人事局などマスコミ業界で幅

広い活躍経験をもつゲストスピーカーが、

読み手に伝わる文章を書くためのポイン

トを具体的に解説する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章

を書こう」（特別講演） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第６回 対面 

企業と出会う④ プレエントリー 

就活 プレエントリーとその方法 注意

すること 

いくつエントリーすべきか、どうやって検

索するか（企業と業界を調べる） 

SPI練習。 

【予習】Ch6−4、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch6−4、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 エントリーしたい企業を１０社考える。SPI 復

習。 

4 時間 

第７回 対面 中間課題 
【予習】これまでの授業内で使用した配布資料等を

読み直し、 習得した知識を確認する。 
6 時間 

第８回 対面 

企業と出会う⑤ 会社説明会・セミナー 

・会社説明会・セミナーとは 

・会社説明会・セミナーの種類と内容 

・登録の注意点 

SPI練習。 

【予習】Ch7-1、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch7-1、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 留学生用セミナー開催情報をネット等で調べ

る。SPI 復習。 

4 時間 

第９回 対面 

企業を知る・選ぶ① 

・企業を選ぶ 6つの視点 気になる企業を

調査する ワークシート作成 

・企業 HP から得られる情報と確認する情

報 

・企業の探し方、求人票の見方ナビサイト

を活用し、インターンシップ参加に向け

【予習】Ch7-2、Ch7-3、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch7-2、Ch7-3、授業内で使用した配布資料等

を読み直し、 興味ある企業 HP から得られる 6 つの

視点で情報を調べる。SPI 復習。 

4 時間 
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て、企業の探し方を学び、企業・インター

ンシップ情報収集のポイントを理解する。 

 

第１０回 対面 

企業を知る・選ぶ② 

・9つの企業類型 

・経営視点の企業類型について 

・職場視点の企業類型について 

・企業類型をもとに調べて、分析してみよ

う 

SPI練習。 

【予習】Ch7-4、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch7-4、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 習得した知識を確認する。SPI 復習。 

4 時間 

第１１回 対面 

企業を知る・選ぶ③  

企業を分析するフレームワーク 3C 分析 

SPI練習。 

【予習】Ch7-5、配布資料を事前に読んでおく。専門

科目で学んだ 3C 分析を復習する。 

【復習】Ch7-5、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 興味ある企業を数社選択しフレームワーク（3

C 分析）をおこなう。SPI復習。 

4 時間 

第１２回 対面 

企業を知る・選ぶ④  

・業界・企業研究まとめ 

SPI練習。 

【予習】Ch7-6、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch7-6、授業内で使用した配布資料等を読み

直し、 習得した知識を確認する。SPI 復習。 

4 時間 

第１３回 対面 

企業を知る・選ぶ⑤ 

・仕事選びの基準 

・志望企業とその理由 

SPI練習。 

【予習】Ch7-7・8・9、配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】Ch7-7・8・9、授業内で使用した配布資料等

を読み直し、 習得した知識を確認する。SPI 復習。 

4 時間 

第１４回 対面 

復習 

1-13 回目までの総復習 

夏のインターンシップでターゲットにす

る業界・企業の選定 

インターンシップの応募先としてターゲ

ットにする業界を複数、企業を 20 社選定

する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】これまで授業内で使用した配布資料等を読

み直し、 仕事選びの基準を明確にし、インターンシ

ップの応募先としてターゲットに志望企業を 20社挙

げる。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題  

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】1年間の授業を振り返り、３年次の就職活動

に備える。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア研究 B 開講年度 2025 

担当者 林 紫乃 配当年次 2 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
・自己理解及び業界・職種への理解を深め、卒業後のキャリアを設計する。 

・就職活動本番に向けた実践的な対策を行うことで、就業力（文章・口頭表現）を養う。 

授業の目的及び概要 

この授業では、春学期のビジネスキャリア研究 A に続いて、自分の将来の生き方・働き方を自

分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像を実現するために必要な技能と態度・

姿勢について身につけ，「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明できるこ

とを目的とする。業界研究・企業研究の上，就職したい会社の一覧表を作成する。授業の目的

を達成するために、講義をベースとしながらもペアワークやグループワークを適宜採り入れな

がら、授業を進める。さらに、SPI 対策をやりきる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①「働くことの意義」について自分なりの価値観を見出し、それを具体的な進路に結びつけて

考えることができる。 

②社会課題や業界・企業について関心を持ち，企業の理念やビジネス内容について情報収集を

行い、それに対する自身の考えを表現することができる。 

➂「自己」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ、他

者に説明することができる。 

④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明

することができる。 

➄「自分は将来どのような職業について，何をしたいのか」説明できる。 

⑥SPI 対策の徹底により、採用選考への参加を確保出来る基礎力を固める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）については、良い回答例を紹介するなど補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、

授業を進める。 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 — 

この科目の受講に 

あたって 

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、

課題に取り組むことを期待する。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【自己理解】ガイダンス 

夏休みの振り返りを行い、授業概要につい

てガイダンスを実施する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

2 時間 

第２回 対面 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（１）

ガクチカ 

自分の経験を整理し、「学生時代に力を入

れたこと」を、読み手・聞き手に印象に残

るよう、文章および口頭で表現する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング①ES 対策（２）自己

PR 

自分の経験を整理し、「自己 PR」を、読み

手・聞き手に印象に残るよう、文章および

口頭で表現する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■ 

【就業力】実践トレーニング①ES対策（３）

文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章

を書こう」（特別講演） 

報道記者や人事局などマスコミ業界で幅

広い活躍経験をもつゲストスピーカーが、

読み手に伝わる文章を書くためのポイン

トを具体的に解説する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

【就業力】復習（３）文章表現力養成講座

「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講

演） 

実践トレーニング ES①ES 対策 まとめ 

※中間課題 

 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

6 時間 

第６回 対面 

【就業力】ガクチカの講評 

中間課題のガクチカの問題点を理解し，再

度 ESを書く力をつける 

 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第７回 対面 

【職業理解】企業研究入門①企業の探し

方、求人票の見方 

ナビサイトを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方を学び、企業・

インターンシップ情報収集のポイントを

理解する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

【職業理解】２・３年生夏のインターンシ

ップでターゲットにする業界・企業の選定 

２・３年生のインターンシップの応募先と

してターゲットにする業界を複数、企業を

30 社選定する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第９回 対面 

【就業力】実践トレーニング②グループデ

ィスカッション対策（１）アサーション 

相手を尊重しつつ、自分自身の意見、気持

ちを適切に伝える方法を学び、その大切さ

を認識する。ペアやグループでワークを行

い、アサーションの有用性を体感する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング②グループディスカ

ッション対策（２）グループディスカッシ

ョン実践 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 
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学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

 

第１１回 対面 

【職業理解】企業研究入門①企業実務家か

ら業界・職種を知る（特別講演） 

学部特性に合わせた企業実務家による特

別講演を行い、企業が求める人材像を知

り、同業他社比較の重要性や職種を知り、

情報収集の重要性を理解する。 

＊就活終了生に代える場合もある（未定） 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（１）簡潔な自己表現 

自己分析、企業研究をもとに企業が求める

人材像に沿って、簡潔に自己表現する力を

養う。グループワークでの相互評価を通じ

て自身の課題に気づく。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（２）集団面接実践 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

【就業力】実践トレーニング③面接対策

（３）集団面接実践 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 

習得した知識を確認する。 

4 時間 

第１５回 対面 

まとめ・期末課題  

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

【予習】配布資料を事前に読んでおく。 

【復習】1年間の授業を振り返り、３年次のインター

ンシップ・就職活動に備える。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 中嶋 孝恵 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活で、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業にて 2003 年から現在まで総務・人事担当者として、新卒採用の

実務に長年携わっている。また、本学の様々なキャリア支援行事に従事しており、2009年から

2014 年の期間にはキャリアセンターでのキャリア相談員としての実績も有している。本科目で

は、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行

う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 
【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 玉利 有紀子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活で、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタント等を有し、各種求職者セミナーや企業

内研修における講師として活動しており、幅広い世代を対象にしたキャリア支援活動の実績と

経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理

解に関する具体的な指導を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 
【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 林 紫乃 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活で、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 授業への積極的な参加度・取組み 0 
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授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 

【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 全 允子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディ

スカッション、志望動機アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。  

  

  

 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタントを有し、民間企業で留学生の就職支援

を行ってきた。また、ハローワークの職業訓練講師としてキャリアコンサルティングの業務に

従事している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に

関する具体的な指導を行う。 

テキスト 
久保田 学、改訂版 留学生のための就職内定ワークブ

ック、日本能率協会マネジメントセンター 
ISBN 9784820729907 

参考書 

① 就職四季報 企業研究・インターンシップ版、東洋

経済新報社、2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

② 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

③ 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

④ 杉村太郎、絶対内定 自己分析とキャリアデザイ

ンの描き方，ダイヤモンド社、２０２５年 

⑤ 杉村太郎、絶対内定 エントリーシート・履歴書、

ISBN 

① 5 月刊予定 

② 9784492973349 

③ 9784492971413 

④ 5 月刊予定 

⑤ 5 月刊予定 

⑥ 5 月刊予定 
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ダイヤモンド社、２０２５年 

⑥ 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，２

０２５年 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末課題 

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

【復習】テキスト該当箇所を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

企業の採用説明会動画を視聴し、業界理解

を深める。グループワークを通して、業界・

企業研究の方法や情報収集の重要性につ

いて理解する。 

SPI復習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方、

求人票の見方 

ナビサイトを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI復習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業や官公

庁自治体を選定することについて、クラス

内で発表する。 

SPI復習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI復習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 
【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI復習。 

第７回 対面 

【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

SPI復習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI復習 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI復習 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI復習 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI復習 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

※期末課題提出 

春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート

の作成）を授業内で実施するので、第 14回までの内

容を復習する。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活で、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 授業への積極的な参加度・取組み 0 
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授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 

【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 石井 里奈 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活で、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、キャリアコンサルタント有資格者であり、専門学校での学生就職指導や

民間企業での人事採用等の業務に携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かして、

自己分析や業界・企業研究に関する実践的な教育を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 授業への積極的な参加度・取組み 0 
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授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 

【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディ

スカッション、志望動機アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。  

  

  

 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
久保田 学、改訂版 留学生のための就職内定ワークブ

ック、日本能率協会マネジメントセンター 
ISBN 9784820729907 

参考書 

① 就職四季報 企業研究・インターンシップ版、東洋

経済新報社、2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

② 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

③ 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

④ 杉村太郎、絶対内定 自己分析とキャリアデザイ

ンの描き方，ダイヤモンド社、２０２５年 

⑤ 杉村太郎、絶対内定 エントリーシート・履歴書、

ダイヤモンド社、２０２５年 

ISBN 

① 5 月刊予定 

② 9784492973349 

③ 9784492971413 

④ 5 月刊予定 

⑤ 5 月刊予定 

⑥ 5 月刊予定 
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⑥ 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，２

０２５年 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末課題 

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

【復習】テキスト該当箇所を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

企業の採用説明会動画を視聴し、業界理解

を深める。グループワークを通して、業界・

企業研究の方法や情報収集の重要性につ

いて理解する。 

SPI復習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方、

求人票の見方 

ナビサイトを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI復習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業や官公

庁自治体を選定することについて、クラス

内で発表する。 

SPI復習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI復習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI復習。 

第７回 対面 

【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

SPI復習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI復習 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI復習 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI復習 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI復習 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

※期末課題提出 

春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート

の作成）を授業内で実施するので、第 14回までの内

容を復習する。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、トップ企業で必要となる、質の高い発想力、コミュニケーシ

ョン力、行動力を身につけるため演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②望む業界・企業について主体的に研究・探索をまとめる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥夏季インターンシップに参加する。 

⑦希望する企業の適性検査（SPI）のレベルに達している。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

1.トイアンナ，確実内定(二訂版)，KADOKAWA，2024 年 

2.会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2025 年（図

書館 DB で閲覧可） 

ISBN 0 

参考書 

1.就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経

済新報社，2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

2.杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザイン

の描き方，ダイヤモンド社，２０２５年 

3.杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，

ダイヤモンド社，２０２５年 

4.杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，２０

２５年 

5.日本経済新聞を各自日々読むこと 

ISBN 

1.5 月刊予定 

2.5 月刊予定 

3.5 月刊予定 

4.5 月刊予定 

成績評価の方法・基準 
授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 
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成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末課題 

この科目の受講に 

あたって 
本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト①第 1章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方、

求人票の見方 

ナビサイトを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業を選定する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

夏季インターンシップにエントリー(業界

トップ３)。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 

【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 夏季インタ

ーンシップ準備 （自己 PR 動画の作成） 

SPI練習。 

配布資料を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 夏季インタ

ーンシップ準備 

SPI練習。 

配布資料を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動に向けて、これからや

るべきことについて整理する。 

※期末課題提出 

春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート

の作成）を授業内で実施するので、第 14回までの内

容を復習する。 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 玉利 有紀子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活で、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタント等を有し、各種求職者セミナーや企業

内研修における講師として活動しており、幅広い世代を対象にしたキャリア支援活動の実績と

経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理

解に関する具体的な指導を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

2025/05/01
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 
【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 全 允子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活で、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタントを有し、民間企業で留学生の就職支援

を行ってきた。また、ハローワークの職業訓練講師としてキャリアコンサルティングの業務に

従事している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に

関する具体的な指導を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

2025/05/01

817



 

 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 
【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

2025/05/01
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の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 

2025/05/01
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年                     

加えて、日本経済新聞を各自日々読むこと。 

ISBN 未刊 

2025/05/01
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定（著名 400社や

東証プライム市場上場企業）。 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ(著名企

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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業、大企業)。 

第７回 対面 

【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 中嶋 孝恵 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワークを中心に授業を進める。

この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。 

自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じ

て産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とをリンクさせる志望動機の素地を形成し、

職業人となるための基礎力を養成する。 

授業においては、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することが

できる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

⑦就活で、採用評価につながる SPI 得点が出来る基礎力がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業にて 2003 年から現在まで総務・人事担当者として、新卒採用の

実務に長年携わっている。また、本学の様々なキャリア支援行事に従事しており、2009年から

2014 年の期間にはキャリアセンターでのキャリア相談員としての実績も有している。本科目で

は、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行

う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経済

新報社，2025 年（図書館 DBで閲覧可） 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

2025/05/01
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの

課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。 

・なお、テキストは秋学期も使用する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス 

雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の

流れ等についてガイダンスを行い、自らの

経験の棚卸に取り組む。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【職業理解】企業研究入門 業界理解 

業界理解を深める。グループワークを通し

て、業界・企業研究の方法や情報収集の重

要性について理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【職業理解】企業研究入門 企業の探し方 

四季報などを活用し、インターンシップ参

加に向けて、企業の探し方と求人票の見方

を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエント

リーを行い、企業研究を行う。情報収集の

ポイントや調べ方を、実践を通して理解す

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【職業理解】インターンシップでターゲッ

トにする業界・企業の選定 

ターゲットにする業界を複数、企業を選定

することについて、クラス内で発表する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 対面 

【就業力】対象企業へのアプローチ／ディ

スカッション 

インターンシップを公募している企業ば

かりではないため、志望企業が公募してい

ない場合に、就活も睨んでどのような企業

にどのようにアプローチすべきかを考え

る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第６回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて① 

就職活動で求められるエントリーシート

の作成に向けて、自身の経験の棚卸し、言

語化を行う。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 
【自己理解】志望動機を考える① 

志望動機の評価ポイントを知り、採用者側

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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の意図を理解する。応募企業を 1社選び、

志望動機の作成を進める。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【就業力】読み手に伝わる文章を書く 

幅広い実務経験をもつ講師が、読み手に伝

わる文章を書くためのポイントを具体的

に解説する。 

※中間課題提出 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 6 時間 

第９回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング グループディスカ

ッション 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。 

SPI練習。 

夏季インターンシップにエントリ。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】適性検査対策 

採用試験で実施される適性検査について

理解する。（経法 SPI の受験） 

 

SPI復習 4 時間 

第１１回 対面 

【自己理解】エントリーシートの作成に向

けて② 

就職活動で求められるエントリーシート

について、読み手・聞き手に印象に残るよ

う推敲する。 

SPI練習。 

テキスト第 3 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【自己理解】志望動機を考える② 

応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ

ループワークを通じて、作成した志望動機

の足りない点や課題に気づき、改善を行

う。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第６章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接（WEB 含む）特有の雰囲気に慣れるとと

もに、簡潔に自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

春学期全体を振り返り、自身の課題への対

応や今後の就職活動、公務員試験準備に向

けて、これからやるべきことについて整理

する。 

今学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 A 開講年度 2025 

担当者 島本 克彦 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 A では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要なエン

プロイアビリティを養成することをねらいとし、講義以外に演習の特性を活かしてディスカッ

ションを取り入れながら授業を進める。簿記科目では、財務諸表を作成する際の複式簿記によ

る技術的側面が中心だが、この授業では、なぜそのような会計処理を行うのか（理論的背景）、

またどのような規則が設定されているのか（制度会計）といった財務会計の考え方について理

解・応用できる能力を身につけることを目的とする。したがって簿記・会計の上級者を対象と

して、主に日商簿記検定 2 級程度の知識があることを前提として授業を行う。 

履修条件・留意点 
この授業科目は、会計関連科目の上級に位置づけられる科目である。留意点としてテキストを

必ず購入し、毎回の授業に出席し、予習復習を徹底して行うこと。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①会計事象について、自分自身の言葉で、具体的に説明ができる 

②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思

考することができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することが

できる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、

対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、会計の観点から理解し

説明することができる。 

⑥インターンシップに向けて具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
財務会計の重要論点，桜井久勝，税務経理協会，2019

年 
ISBN 9784419066161 

参考書 
なお、他の文献ないし資料については、適宜指示ない

し配布する。 
ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 0 
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この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組み、自己の専門的な資質・能力を向上させることが大切である。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンスと第 1 章 財務会計の機能と

制度について 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

2 時間 

第２回 対面 第 2 章 概念フレームワーク 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 
第 3 章 資産負債アプローチ・収益費用ア

プローチ 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 第 4 章 資産・負債の評価基準 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 第 5 章 財務諸表の体系 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 第 6 章 キャッシュ・フロー計算書 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 第 7 章 有価証券の時価会計 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第８回 対面 第 8 章 デリバティブとヘッジ会計 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

6 時間 

第９回 対面 第 9 章 売上高の認識と測定 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１０回 対面 第 10章 外貨建取引の換算 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 
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【予習】CAREER ROAD「筆記試験の目的」「SPI・CAB・

GAB」を事前に読んでおく。 

【復習】CAREER ROAD「筆記試験の目的」「SPI・CAB・

GAB」の読み直し、経法 SPI を受験し、適性検査対策

を進める。 

第１１回 対面 第 11章 棚卸資産と固定資産の期末評価 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１２回 対面 第 12章 退職給付の会計 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 第 13章 純資産の部の構成項目 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１４回 対面 第 16章 会社法による配当規制 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ 

春学期全体を振り返り、財務会計の論点に

ついて各自の理解と問題点について、整理

する。 

※期末課題提出 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、春学期の授業を振り返ってください（2 時間程度） 

4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 玉利 有紀子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタント等を有し、各種求職者セミナーや企業

内研修における講師として活動しており、幅広い世代を対象にしたキャリア支援活動の実績と

経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理

解に関する具体的な指導を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 中嶋 孝恵 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業にて 2003 年から現在まで総務・人事担当者として、新卒採用の

実務に長年携わっている。また、本学の様々なキャリア支援行事に従事しており、2009年から

2014 年の期間にはキャリアセンターでのキャリア相談員としての実績も有している。本科目で

は、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行

う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 林 紫乃 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 
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【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 【就業力】実践トレーニング 集団面接② テキスト第 6 章を読み予習・復習。 6 時間 
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「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

SPI復習。 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 全 允子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式、を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタントを有し、民間企業で留学生の就職支援

を行ってきた。また、ハローワークの職業訓練講師としてキャリアコンサルティングの業務に

従事している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に

関する具体的な指導を行う。 

テキスト 
久保田 学、改訂版 留学生のための就職内定ワークブ

ック、日本能率協会マネジメントセンター 
ISBN 9784820729907 

参考書 

① 就職四季報 企業研究・インターンシップ版、東洋

経済新報社、2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

② 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

③ 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

④ 杉村太郎、絶対内定 自己分析とキャリアデザイ

ンの描き方，ダイヤモンド社、２０２５年 

⑤ 杉村太郎、絶対内定 エントリーシート・履歴書、

ダイヤモンド社、２０２５年 

⑥ 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，２

０２５年 

ISBN 

① 5 月刊予定 

② 9784492973349 

③ 9784492971413 

④ 5 月刊予定 

⑤ 5 月刊予定 

⑥ 5 月刊予定 

成績評価の方法・基準 授業への積極的な参加度・取組み 0 
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授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末課題 

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付い

てくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション② 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（プロカメラマンによ

る「外見力」講座） 

プロの写真家が、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

講義資料を読み、課題を解く。 

講義内容の復習。 
2 時間 

2025/05/01

839



 

 

解説する。 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途準備する資料を事前に読んでおく。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。  

※期末課題提出 

秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 川村 明世 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業において 20 年以上の勤務経験を有しており、サプライチェーン

に関する営業開発やロジスティクス品質マネジメントを担う部署のマネジャー職を歴任してき

た。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 
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【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 【就業力】実践トレーニング 集団面接② テキスト第 6 章を読み予習・復習。 6 時間 
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「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

SPI復習。 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 片岡 浩史 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式、を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機

アピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
久保田 学、改訂版 留学生のための就職内定ワークブ

ック、日本能率協会マネジメントセンター 
ISBN 9784820729907 

参考書 

① 就職四季報 企業研究・インターンシップ版、東洋

経済新報社、2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

② 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

③ 会社四季報 業界地図、東洋経済新報社、2024・

25 年（図書館 DB で閲覧可） 

④ 杉村太郎、絶対内定 自己分析とキャリアデザイ

ンの描き方，ダイヤモンド社、２０２５年 

⑤ 杉村太郎、絶対内定 エントリーシート・履歴書、

ダイヤモンド社、２０２５年 

⑥ 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，２

０２５年 

ISBN 

① 5 月刊予定 

② 9784492973349 

③ 9784492971413 

④ 5 月刊予定 

⑤ 5 月刊予定 

⑥ 5 月刊予定 

成績評価の方法・基準 
授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 
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成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末課題 

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付い

てくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション② 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（プロカメラマンによ

る「外見力」講座） 

プロの写真家が、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義資料を読み、課題を解く。 

講義内容の復習。 
2 時間 
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第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。 

SPI練習。 

テキスト該当箇所を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途準備する資料を事前に読んでおく。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。  

※期末課題提出 

秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年                     

加えて、日本経済新聞を各自日々読むこと。 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 
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自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【職業理解】労働法について① 

内定後～入社まで、基本的な労働に関する

法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について➁ 

内定後～入社まで、基本的な労働に関する

法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 石井 里奈 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、キャリアコンサルタント有資格者であり、専門学校での学生就職指導や

民間企業での人事採用等の業務に携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かして、

自己分析や業界・企業研究に関する実践的な教育を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 
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【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 【就業力】実践トレーニング 集団面接② テキスト第 6 章を読み予習・復習。 6 時間 
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「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

SPI復習。 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 全 允子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタントを有し、民間企業で留学生の就職支援

を行ってきた。また、ハローワークの職業訓練講師としてキャリアコンサルティングの業務に

従事している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に

関する具体的な指導を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 玉利 有紀子 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタント等を有し、各種求職者セミナーや企業

内研修における講師として活動しており、幅広い世代を対象にしたキャリア支援活動の実績と

経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理

解に関する具体的な指導を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 酒井 立夫 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、トップ企業で必要となる、質の高い発想力、コミュニケーシ

ョン力、行動力を身につけるため演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的かつ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的かつ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧希望する企業の適性検査（SPI）のレベルに達している。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、36 年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した

商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任者として携わってきた。本科目では、

これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト トイアンナ，確実内定(二訂版)，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

1.就職四季報 企業研究・インターンシップ版，東洋経

済新報社，2025 年（図書館 DB で閲覧可） 

2.会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25

年（図書館 DB で閲覧可） 

3.就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館

DB で閲覧可） 

4.杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザイン

の描き方，ダイヤモンド社，２０２５年 

5.杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，

ダイヤモンド社，２０２５年 

6.杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，２０

２５年 

7.日本経済新聞を各自日々読むこと。 

 

ISBN 

1.9784046068224 

2.5 月刊予定 

3.9784492973349 

4.9784492971413 

5.5 月刊予定 

6.5 月刊予定 
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末課題 

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・インターンシップ

の振り返り 

インターンシップの取り組みを振り返り、

今後の就職活動の目標とスケジュールを

確認し、実践力を高める。 

SPI練習。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、自己 PR・

自身の強みの洗い出しを再度行う。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのケーススタ

ディ型の議論（新規事業提案、顧客対応改

善案など）を想定し、実践練習に取り組む。

特に集団内で採用評価につながる発言が

できるようにする。 

SPI練習。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション② 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 
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第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】企業研究入門 企業実務家から業界・

職種を知る（特別講演） 

学部特性に合わせた企業実務家による特

別講演を行い、企業が求める人材像を知

り、同業他社比較の重要性や職種を知り、

情報収集の重要性を理解する。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。 

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

企業への逆質問対策。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【職業理解】労働法について➁ 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。雇用解

約書の読み方 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について➁ 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。  

※期末課題提出 

秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 中嶋 孝恵 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業

力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に授業を進める。このう

ちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。 

授業において、双方向型実践型形式を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機ア

ピール、集団面接、個人面接など実践を通して学ぶ。 

また、授業後半には、進路を決定した 4 年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイ

ス等を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

⑧就活に向け、採用評価につながる SPI 得点が出来る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業にて 2003 年から現在まで総務・人事担当者として、新卒採用の

実務に長年携わっている。また、本学の様々なキャリア支援行事に従事しており、2009年から

2014 年の期間にはキャリアセンターでのキャリア相談員としての実績も有している。本科目で

は、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行

う。 

テキスト トイアンナ，確実内定，KADOKAWA，2024 年 ISBN 9784046068224 

参考書 

会社四季報 業界地図，東洋経済新報社，2024・25 年

（図書館 DB で閲覧可） 

就職四季報，東洋経済新報社，2024・25 年（図書館 DB

で閲覧可） 

杉村太郎，絶対内定 自己分析とキャリアデザインの

描き方，ダイヤモンド社，2025 年 

杉村太郎，絶対内定 エントリーシート・履歴書，ダ

イヤモンド社，2025 年 

 杉村太郎，絶対内定 面接，ダイヤモンド社，2025 年 

ISBN 未刊 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課

題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採用試験に必要な汎用的基礎力、就業力

が着実に身に付いてくる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【就業力】ガイダンス・夏休みの振り返り 

夏休み中の取り組みを振り返り、今後の就

職活動の目標とスケジュールを確認し、実

践力を高める。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ。 

テキスト第 1 章を読み復習。 

SPI復習。 
2 時間 

第２回 対面 

【就活戦略】就活本番に向けて、インター

ンシップの参加経験を踏まえて、ターゲッ

トを再設定する。 

ターゲットにする業界、企業を、インター

ンシップ経験を踏まえて、再設定する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 2 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第３回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解 】実践トレーニング グループディス

カッション① 

学部特性に合わせ、採用選考で実施される

グループディスカッションのテーマを想

定し、実践練習に取り組む。特に集団内で

採用評価につながる発言ができるように

する。 

SPI練習。 

秋冬インターンシップにエントリ（続）。 

テキスト第 5 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第４回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

■オンデマンド■【就業力】特別講演：ビ

ジネスマナーの基本（「外見力」講座） 

この道のプロが、動画選考や証明写真にお

ける表情・髪型等による印象の違いや、選

考での印象面の重要性について講演を行

う。業界・企業の特徴を踏まえ、外見力で

自己表現する面白さ等について、具体的に

解説する。 

講義内容の復習。 4 時間 

第６回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接① 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。SPI 練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 
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第７回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接② 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。特に集団内で採用

評価につながる自己表現ができるように

する。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
6 時間 

第８回 対面 

【専門を学ぶことによる自身の強みの理

解】業界および企業研究を深め、また、職

能、職種を知る。 

SPI練習。 

参考書を使い予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第９回 対面 

【職業理解】就職活動とキャリア 

これまでの学習を通じて得られた学びか

ら、⾃⾝の希望進路を実現するために必要

なことについて内省し、まとめる。 

※中間課題提出 

テキスト第 1、2 章を読み予習・復習。 4 時間 

第１０回 対面 

【就業力】実践トレーニング 集団面接③ 

「集団面接」の実践練習を通して、集団面

接特有の雰囲気に慣れるとともに、簡潔に

自己表現する力を養う。 

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１１回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接① 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI復習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１２回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接② 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１３回 対面 

【就業力】実践トレーニング 個人面接③ 

「個人面接」について、その意図や評価ポ

イントを理解する。実践練習を通して、個

人面接における対話力をつける。特に採用

評価につながる対話ができるようにする。

SPI練習。 

テキスト第 6 章を読み予習・復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１４回 対面 

【職業理解】労働法について 

内定後～入社まで、入社前後の基本的な労

働に関する法律に関して理解する。 

SPI練習。 

別途配付する資料を使い復習。 

SPI復習。 
4 時間 

第１５回 対面 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、総括する。 

秋学期の学修に関する定期試験を実施するので、第 1

4 回までの内容を復習する。 
4 時間 
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科目名 ビジネスキャリア実践 B 開講年度 2025 

担当者 島本 克彦 配当年次 3 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 演習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 

授業の目的及び概要 

ビジネスキャリア実践 B では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要なエン

プロイアビリティを養成することをねらいとし、講義以外に演習の特性を活かしてディスカッ

ションを取り入れながら授業を進める。簿記科目では、財務諸表を作成する際の複式簿記によ

る技術的側面が中心だが、この授業では、なぜそのような会計処理を行うのか（理論的背景）、

またどのような規則が設定されているのか（制度会計）といった財務会計の考え方について理

解・応用できる能力を身につけることを目的とする。したがって簿記・会計の上級者を対象と

して、主に日商簿記検定 2 級程度の知識があることを前提として授業を行う。 

履修条件・留意点 
この授業科目は、会計関連科目の上級に位置づけられる科目である。留意点としてテキストを

必ず購入し、言うまでもなく毎回の授業に出席し、予習復習を徹底して行うことが大切である。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①会計事象について、自分自身の言葉で、具体的に説明ができる。 

②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動

機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。 

③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。 

④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基

に周りに助言を行うことができる。 

⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することが

できる。 

⑥就活本番に向けて、具体的に業界・企業を絞り、戦略を立てて、活動することができる。 

⑦就活で、採用評価につながる発言を行うことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

① 財務会計の重要論点，桜井久勝，税務経理協会，

2019 年 

② エッセンシャル連結会計 第 2 版，山地範明，中

央経済社，2023 年 

ISBN 0 

参考書 
なお、他の文献ないし資料については、適宜指示ない

し配布する。 
ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 
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その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題

にしっかりと取り組み、自己の専門的な資質・能力を向上させることが大切である。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス・桜井久勝『財務会計の重要論

点』第 14 章 組織再編の会計 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

2 時間 

第２回 対面 
桜井久勝『財務会計の重要論点』第 15 章

 税金費用と税効果会計 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 
桜井久勝『財務会計の重要論点』第 18 章

 会計基準の国際的統合 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 

・桜井久勝『財務会計の重要論点』第 17章

 親会社説と経済的単一体説 

・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 1 章 連結財務諸表の基礎 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 
・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 2 章 連結貸借対照表 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 
・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 3 章 投資と資本の相殺消去 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 

・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 4 章 支配獲得後の追加取得と

一部売却就業力 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

6 時間 

第８回 対面 
・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 5 章 連結損益計算書 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第９回 対面 
・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 6 章 連結会計上の税効果会計 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１０回 対面 

・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 7 章 連結株主資本等変動計算

書 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

4 時間 

2025/05/01
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しておいてください（2時間程度） 

第１１回 対面 
・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 8 章 持分法 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１２回 対面 

・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 10 章 連結キャッシュ・フロ

ー計算書 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 

・山地範明『エッセンシャル 連結会計 

第 2 版』第 11 章 在外子会社等の財務諸

表の換算 

【事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解して

おくようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１４回 対面 
第 11 章 在外子会社等の財務諸表の換算

 第 12 章 企業結合・事業分離会計 

事前学修は、テキストの該当箇所を読み、理解してお

くようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、テキストの授業で扱った箇所を再度読

み、授業での説明事項と議論したことについて復習

しておいてください（2時間程度） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ 

これまで学修してきた内容について振り

返りを行い、財務会計全体の問題点を総括

する。 

※期末課題提出 

事前学修は、財務会計全体を振り返り、問題点を提示

しておくようにしてください（２時間程度）。 

事後学修は、授業で扱った問題点について各自再度

考え、授業で議論したことについて復習しておいて

ください（2 時間程度） 

4 時間 

2025/05/01
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科目名 インターンシップⅠ 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html/ 

単位数 1 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ インターンシップ（就業体験学習）を通じて社会、働く意味、そして自分を知る。 

授業の目的及び概要 

インターンシップでは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）にお

いて、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うもので、実習を通じて社会や職

業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。企業、団体、

事業所等への派遣にあたっては、学内で事前のガイダンスもしくは研修を経て、インターンシ

ップの意義・目的についての理解を深めた後、受入事業所において、1 週間（実働５日間）以上

の実習を行う。実習終了後、体験レポートを作成することで、インターンシップでの成果と課

題を認識する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

企業・団体・事業所等における一定期間の就業体験を行い、大学における学習と社会での実習

経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自立を意識できるようになる。さらに、主体

的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、社会観・職業観を含む就業力を育成し、希望

進路の実現に不可欠な就職活動に対する意識を高めることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 企業担当者によって、口頭や実習中に作成する日誌へのコメントで行われる。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワー

ク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 
指定テキストはありま

せん。 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 ― 

成果発表（口頭・実技） 50 

中間試験 ― 

【定期試験】レポート試験 ― 

【定期試験】筆記試験（対面） ― 

その他（％） ― 

その他の内容 ― 

この科目の受講に 

あたって 

＜重要＞この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、

インターンシップの基本的な意義目的について理解しておくこと。 

なお、インターンシップは実習先において社会人としてのマナーが厳しく問われる。そのため、

欠席・遅刻・早退は論外である。自覚して臨んでほしい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

2025/05/01

868



 

 

第１回 対面 イントロダクション 

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認し

ておく。 

【復習】事後学修として、説明があった内容について

再確認しておく。 

1 時間 

第２回 対面 事前研修 

【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部

分を事前に準備しておく。 

【復習】事後学修として、事後学修として、講義とグ

ループワークの内容について再確認しておく。 

1 時間 

第３回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

①（1 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、その内容を業務報告として実

習日誌を作成することで、業務の理解や社

会のしくみ、社会人としての行動規範を身

に着け、ビジネスに関する基本的な素養を

培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。 

1 時間 

第４回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

②（2 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、業務報告として実習日誌を作

成することで、社会人としての行動規範を

身に着け、ビジネスに関する基本的な素養

を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。 

1 時間 

第５回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

③（3 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、業務報告として実習日誌を作

成することで、社会人としての行動規範を

身に着け、ビジネスに関する基本的な素養

を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。 

1 時間 

第６回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

④（4 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、業務報告として実習日誌を作

成することで、社会人としての行動規範を

身に着け、ビジネスに関する基本的な素養

を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。 

1 時間 

第７回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

⑤（5 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、業務報告として実習日誌を作

成することで、社会人としての行動規範を

身に着け、ビジネスに関する基本的な素養

を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行

い、体験レポートの作成に活かす。 

1 時間 

第８回 対面 

体験レポートの作成・提出 

インターンシップ派遣先企業等にて行っ

た就業体験について、体験レポートを作成

し、インターンシップでの成果と課題を振

り返り、社会人として必要なビジネススキ

ル等について復習を行う。 

【予習】事前学修として、これまでの実習内容の振り

返りを行い、体験レポートの作成に活かす。 

【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社

会人としての自らのあり方について考える。 

6 時間 

2025/05/01
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科目名 インターンシップⅡ 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html/ 

単位数 1 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経済学部専門教育科目 

テーマ インターンシップ（就業体験学習）を通じて社会、働く意味、そして自分を知る。 

授業の目的及び概要 

インターンシップでは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）にお

いて、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うもので、実習を通じて社会や職

業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。企業、団体、

事業所等への派遣にあたっては、学内で事前のガイダンスもしくは研修を経て、インターンシ

ップの意義・目的についての理解を深めた後、受入事業所において、1 週間（実働５日間）以上

の実習を行う。実習終了後、体験レポートを作成することで、インターンシップでの成果と課

題を認識する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

企業・団体・事業所等における一定期間の就業体験を行い、大学における学習と社会での実習

経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自立を意識できるようになる。さらに、主体

的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、社会観・職業観を含む就業力を育成し、希望

進路の実現に不可欠な就職活動に対する意識を高めることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 企業担当者によって、口頭や実習中に作成する日誌へのコメントで行われる。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワー

ク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 
指定テキストはありま

せん。 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 ― 

成果発表（口頭・実技） 50 

中間試験 ― 

【定期試験】レポート試験 ― 

【定期試験】筆記試験（対面） ― 

その他（％） ― 

その他の内容 ― 

この科目の受講に 

あたって 

＜重要＞この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、

インターンシップの基本的な意義目的について理解しておくこと。 

なお、インターンシップは実習先において社会人としてのマナーが厳しく問われる。そのため、

欠席・遅刻・早退は論外である。自覚して臨んでほしい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

2025/05/01

870



 

 

第１回 対面 イントロダクション 

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認し

ておく。 

【復習】事後学修として、説明があった内容について

再確認しておく。 

1 時間 

第２回 対面 事前研修 

【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部

分を事前に準備しておく。 

【復習】事後学修として、事後学修として、講義とグ

ループワークの内容について再確認しておく。 

1 時間 

第３回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

①（1 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、その内容を業務報告として実

習日誌を作成することで、業務の理解や社

会のしくみ、社会人としての行動規範を身

に着け、ビジネスに関する基本的な素養を

培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。 

1 時間 

第４回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

②（2 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、業務報告として実習日誌を作

成することで、社会人としての行動規範を

身に着け、ビジネスに関する基本的な素養

を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。 

1 時間 

第５回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

③（3 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、業務報告として実習日誌を作

成することで、社会人としての行動規範を

身に着け、ビジネスに関する基本的な素養

を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。 

1 時間 

第６回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

④（4 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、業務報告として実習日誌を作

成することで、社会人としての行動規範を

身に着け、ビジネスに関する基本的な素養

を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。 

1 時間 

第７回 対面 

インターンシップ派遣先等において実習

⑤（5 日目） 

インターンシップ派遣先企業等にて就業

体験を行い、業務報告として実習日誌を作

成することで、社会人としての行動規範を

身に着け、ビジネスに関する基本的な素養

を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行

い、体験レポートの作成に活かす。 

1 時間 

第８回 対面 

体験レポートの作成・提出 

インターンシップ派遣先企業等にて行っ

た就業体験について、体験レポートを作成

し、インターンシップでの成果と課題を振

り返り、社会人として必要なビジネススキ

ル等について復習を行う。 

【予習】事前学修として、これまでの実習内容の振り

返りを行い、体験レポートの作成に活かす。 

【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社

会人としての自らのあり方について考える。 

6 時間 
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科目名 インターンシップⅢ 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html/ 

単位数 1 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
働く現場の見学型プログラムを通じて、実際の企業等における労働の実態に触れて、将来の進

路や職業の選択に向けた職業観を養う。 

授業の目的及び概要 

インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9 月）や春季休暇期間（2・3 月）において、

企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うもので、実習を通じて社会や職業への

理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。しかしながら、イ

ンターンシップ先を選ぶにあたっても、企業等において働くということ、各業界、企業、職場

の実情等について、知識、情報に乏しく、選択に苦慮している学生が多い。 

そのため、働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等

について、知ることにより、将来の進路や職業の選択に向けた職業観を養う。受け入れ先との

調整が済み、プログラムが確定次第、参加募集を行うこととする。実施時期は、受け入れ先と

の調整次第であるが、10 月～2 月の間に設定する見込みであり、募集時の要領に具体的な記載

を行うので、注意されたい。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態に触れることにより、将来の進路や職業の選択に向けた

職業観を養う。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 実習等については、現場にて講評等行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN なし 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

＜重要＞見学型プログラム参加にあたっては、社会人としてのマナーを守ることは当然必要で

す。欠席・遅刻、早退はしないこと。また、受け入れ先のご厚意で見学させてもらっているこ

とを充分認識し、積極的な態度で参加をしてもらいたい。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

イントロダクション 

授業の目的、授業の進め方、成績評価の方

法など、授業の概要を説明する。本見学型

プログラムの意義と目的について概要を

説明する 

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認し

ておく。 

【復習】事後学修として、説明があった内容について

再確認しておく。 

1 時間 

第２回 対面 

事前研修 

見学先企業、業界等について、基礎的な知

識を学んでおく。併せて、ビジネス社会で

求められる素養、ビジネスマナー、コミュ

ニケーションスキル等社会人にとって必

要な常識等について理解する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、業界等につい

て自分なりに調べておく。 

【復習】事後学修として、説明があった内容について

再確認しておく。 

1 時間 

第３回 対面 

企業等における見学プログラム①（1日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第４回 対面 

企業等における見学プログラム②（1日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第５回 対面 

企業等における見学プログラム③（2日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第６回 対面 

企業等における見学プログラム④（2日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第７回 対面 

企業等における見学プログラム⑤（3日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第８回 対面 

企業等における見学プログラム⑥（3日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

プログラムのレポートの作成・提出 

見学型プログラム全体のレポートを作成

し、プログラム参加の成果と今後の課題を

認識する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。これまで

の内容の振り返りを行っておく。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめるとともに、全体レポート

も作成し、プログラム参加の成果と今後の課題を認

識する。 

1 時間 
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科目名 インターンシップⅣ 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html/ 

単位数 1 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
働く現場の見学型プログラムを通じて、実際の企業等における労働の実態に触れて、将来の進

路や職業の選択に向けた職業観を養う。 

授業の目的及び概要 

インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9 月）や春季休暇期間（2・3 月）において、

企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うもので、実習を通じて社会や職業への

理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。しかしながら、イ

ンターンシップ先を選ぶにあたっても、企業等において働くということ、各業界、企業、職場

の実情等について、知識、情報に乏しく、選択に苦慮している学生が多い。 

そのため、働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等

について、知ることにより、将来の進路や職業の選択に向けた職業観を養う。受け入れ先との

調整が済み、プログラムが確定次第、参加募集を行うこととする。実施時期は、受け入れ先と

の調整次第であるが、10 月～2 月の間に設定する見込みであり、募集時の要領に具体的な記載

を行うので、注意されたい。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態に触れることにより、将来の進路や職業の選択に向けた

職業観を養う。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 実習等については、現場にて講評等行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN なし 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

＜重要＞見学型プログラム参加にあたっては、社会人としてのマナーを守ることは当然必要で

す。欠席・遅刻、早退はしないこと。また、受け入れ先のご厚意で見学させてもらっているこ

とを充分認識し、積極的な態度で参加をしてもらいたい。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

イントロダクション 

授業の目的、授業の進め方、成績評価の方

法など、授業の概要を説明する。本見学型

プログラムの意義と目的について概要を

説明する 

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認し

ておく。 

【復習】事後学修として、説明があった内容について

再確認しておく。 

1 時間 

第２回 対面 

事前研修 

見学先企業、業界等について、基礎的な知

識を学んでおく。併せて、ビジネス社会で

求められる素養、ビジネスマナー、コミュ

ニケーションスキル等社会人にとって必

要な常識等について理解する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、業界等につい

て自分なりに調べておく。 

【復習】事後学修として、説明があった内容について

再確認しておく。 

1 時間 

第３回 対面 

企業等における見学プログラム①（1日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第４回 対面 

企業等における見学プログラム②（1日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第５回 対面 

企業等における見学プログラム③（2日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第６回 対面 

企業等における見学プログラム④（2日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第７回 対面 

企業等における見学プログラム⑤（3日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめる。 

1 時間 

第８回 対面 

企業等における見学プログラム⑥（3日目） 

企業等における見学プログラムを通じて、

当該業界、企業、職場の実情等について知

り、実際の企業等における労働の実態を認

識する。その後、実習日誌を作成する。 

プログラムのレポートの作成・提出 

見学型プログラム全体のレポートを作成

し、プログラム参加の成果と今後の課題を

認識する。 

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職

業の現状、今後の展望などについて調べる。これまで

の内容の振り返りを行っておく。 

【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等に

ついて実習日誌にまとめるとともに、全体レポート

も作成し、プログラム参加の成果と今後の課題を認

識する。 

1 時間 
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科目名 海外インターンシップ 開講年度 2025 

担当者 中川 隆広 配当年次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 実習 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
東南アジアやオーストラリアでの就業体験を通じ、異文化理解を深め、グローバルマインドを

養う。 

授業の目的及び概要 

海外インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）において、東南アジア、オー

ストラリアにある日系企業等での就業体験するプログラムである。海外での実習を通じて将来

の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成するとともに、グローバル人材で求められ

る素養や態度、価値観について理解を深める。海外の企業、団体、事業所等への派遣にあたっ

ては、学内での事前ガイダンス受講を必須とする。 

授業の目的は、海外の日系企業・事業所等における就業体験を行い、大学における学習と社会

での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自立を目指すことである。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

海外の日系企業・事業所等における就業体験を行い、大学における学習と社会での実習経験を

結びつけることで、将来の社会的・職業的自立を意識できるようになる。さらに、異文化社会

における就業体験により、海外でのワークスタイル、海外勤務の職務特性、現地スタッフとの

協働について理解を深め、グローバル人材で求められる素養や態度、価値観を培う。また、英

語コミュニケーション能力の向上、国際的視野の涵養、海外で活躍できるグローバル人材への

準備、そして、最終的には日本国内外での広いフィールドで活躍できることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
実習中に作成する日誌は、提出後、担当者から返却する。返却した日誌を元に自身を振り返っ

て、次の実習に活かすこと。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、1986 年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には

本社情報企画部部長、2021 年には本社情報戦略部部長に就任するなど、同社の情報システムに

関する実務経験を 30 年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

海外現地での円滑なコミュニケーションには、一定レベルの英語コミュニケーション能力が必

要。そのため、研修前か研修後の TOIEC®受験（IP も可）を必須とする。 

この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、海外イン

ターンシップの基本的な意義目的について理解しておくこと。 

なお、海外インターンシップは国内でのインターンシップと同様に、社会人としてのマナーが
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厳しく問われる。さらに、派遣先地域・国の治安状況は比較的安定しているものの、日本国内

とは異なることを肝に銘じておく。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

イントロダクション・ガイダンス 

授業の目的、授業の進め方、成績評価の方

法など、授業の概要を説明する。併せて、

インターンシップの意義と目的について

概要を説明する。 

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認し

ておく。（30 分程度） 

【復習】事後学修として、説明があった内容について

再確認しておく。（30 分程度） 

4 時間 

第２回 対面 

事前研修①（ビジネスマナー講座） 

ゲスト講師による講義とグループワーク

を通じて、ビジネス社会で求められる素

養、ビジネスマナー、コミュニケーション

スキルを養い、社会人にとって必要な素

養・能力等を理解する。 

【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部

分を事前に準備しておく。（30分程度） 

【復習】事後学修として、講義とグループワークの内

容について再確認しておく。（30分程度） 

4 時間 

第３回 対面 

事前研修②（現地事情理解講座） 

ゲスト講師による講義を通じて渡航先の

政治・経済事情、文化、歴史に関する理解

を深める。 

【予習】事前学修として、現地の歴史・文化・経済な

どの情報や治安に関する新聞・ニュースに接し、雇用

や社会情勢に関心を高めておく。（30 分程度） 

【復習】事後学修として、講義とグループワークの内

容について再確認しておく。（30分程度） 

4 時間 

第４回 対面 

事前研修③（危機管理講座） 

海外の治安状況を踏まえ、危機管理に対す

る基本事項を理解する。 

【予習】事前学修として、現地の歴史・文化・経済な

どの情報や治安に関する新聞・ニュースに接し、雇用

や社会情勢に関心を高めておく。（30 分程度） 

【復習】事後学修として、講義とグループワークの内

容について再確認しておく。（30分程度） 

4 時間 

第５回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習①（1 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、派遣先に関わる業界の最新

動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

4 時間 

第６回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習②（2 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

4 時間 

第７回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習③（3 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

4 時間 

第８回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習④（4 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

4 時間 

第９回 対面 
海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習⑤（5 日目） 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30
4 時間 
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海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

第１０回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習⑥（6 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

4 時間 

第１１回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習⑦（7 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

4 時間 

第１２回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習⑧（8 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

4 時間 

第１３回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習⑨（9 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分

程度） 

4 時間 

第１４回 対面 

海外インターンシップ派遣先企業等にお

いて実習⑩（10 日目） 

海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて

就業体験を行い、業務報告として実習日誌

を作成することで、社会人としての行動規

範を身につけ、ビジネスに関する基本的な

素養を培う。 

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業

界の最新動向や今後の展望などについて調べる。（30

分程度） 

【復習】事後学修として、就業体験結果について実習

日誌にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行

い、体験レポートの作成に活かす。（30 分程度） 

4 時間 

第１５回 対面 

レポート作成・提出 

企業実習の総括を行うことで、海外インタ

ーンシップの成果と課題を認識する。 

【予習】事前学習として、これまでの実習内容の振り

返りを行い、体験レポートの作成に活かす。（30 分程

度） 

【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社

会人としての自らのあり方について考える。（30分程

度） 

4 時間 

2025/05/01

878



 

 

科目名 中小企業経営論 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 中小企業及び中小企業の経営について理解し、その課題について考える。 

授業の目的及び概要 

現在の日本において、働く人の大多数が中小企業で働き、企業数でもほとんどが中小企業です。

日本の産業は、このような中小企業によって成り立っているといっても過言ではありません。

このような中小企業には、大企業とは異なる性質があります。本科目では、そのような特質を

見据えながら、中小企業が日々どのように活動しているのか、どのように直面する問題を解決

しているのか、詳しく見ていきます。一口に中小企業といっても、その内容は様々です。本授

業では、個々の具体的な事例に基づきながら、激変する現代の産業・経済のなかで、中小企業

が直面する課題について様々な角度から見ることによって、中小企業の経営について考えてい

きます。このことは皆さんが社会に出て企業等で働くとき、企業経営や現実の経済について理

解する助けになると考えます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・中小企業とは何かについて、定義や事例を用いて説明できる。 

・戦後の中小企業の歩みについて経済、社会、環境の変化とともに説明できる。 

・中小製造業・商業の現状と課題について説明できる。 

・現代の中小企業が直面する課題とそれに対する方策について知識が身に着いている。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・コメント・シートを用いて理解度を確認し、理解不足の場合は補足します。 

・授業に関する質問・意見についてはチャットか電子メールでお寄せ下さい。極力はやくリプ

ライします。 

・中間試験は返却し、理解不足や誤解の箇所を明らかにします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 21 世紀中小企業論，渡辺幸男他，有斐閣，2022 年 ISBN 9784641221956 

参考書 
中小企業・スタートアップを読み解く: 伝統と革新,

地域と世界，加藤厚海他，有斐閣，2023 年 
ISBN 9784641151048 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

（先ず、ガイダンスとして、授業の内容、

進め方、成績評価などについての説明をし

た後、次のテーマを扱います） 

中小企業で働くこと 

・働く場としての中小企業の特徴は？ 

予習・復習で、テキスト第 1章を熟読すること。 4 時間 

第２回 対面 

中小企業の創業と進化 

・創業の仕方は？ 

・事業の仕組みをどうつくるか？ 

・成長する企業は？ しない企業は？ 

予習・復習で、テキスト第２章を熟読すること。 4 時間 

第３回 対面 

中小企業とは何か―多様性と共通性 

・規模が中小とは？ 

・中小企業の経営組織は独特か？ 

・カネの調達の難しさ 

・中小企業もいろいろ 

予習・復習で、テキスト第３章を熟読すること。 4 時間 

第４回 対面 

戦後日本の中小企業問題の推移 

・戦後復興～行動成長～減速経済～長期

停滞の中、中小企業にはどういう問題があ

ったか？ 

・コロナ大不況のなかの中小企業問題

は？ 

予習・復習で、テキスト第４章を熟読すること。 4 時間 

第５回 対面 

戦後日本の中小企業発展の軌跡 

・戦後復興～行動成長～減速経済～長期

停滞の中、中小企業はどう生き抜いたか？ 

・コロナ大不況を中小企業はどう乗り越

えたか？ 

予習・復習で、テキスト第５章を熟読すること。 4 時間 

第６回 対面 

ものづくりと中小企業―中小工業の存立

状況 

・国内ものづくりの環境は変化どう変化

したか？ 

・国内ものづくりはどう進むのか？  

・国内の中小製造業の今後の可能性は？ 

予習・復習でテキスト第 6 章を熟読すること。 4 時間 

第７回 対面 

中小製造業の経営 

・中小製造業の経営はどういう点が特殊

か？ 

・中小製造業のイノベーションは？ 

・新しいネットワークによる経営の創造

とは？ 

予習・復習でテキスト第７章を熟読すること。 4 時間 

第８回 対面 中間試験 
事前の試験勉強として、第１～７回までの総復習を

しておくこと。 
4 時間 

第９回 対面 

中小商業と流通―その構造的側面   

・流通の中で中小商業はどういう存在

か？ 

・中小商業の特徴はどういうものか？ 

予習・復習でテキスト第８章を熟読すること。 4 時間 

第１０回 対面 

中小商業経営と商人性―その行動的側面 

・中小商業の経営の特徴は？ 

・中小商業を取り巻く閑居委の変化は？ 

・中小商業もいろいろ 

予習・復習でテキスト第９章を熟読すること。 4 時間 

第１１回 対面 

中小企業の金融 

・中小企業の資金調達は？ 難しい点

は？ 

・政府系金融機関の役割は？ 

予習・復習でテキスト第 10 章を熟読すること。 4 時間 

第１２回 対面 
戦後日本の中小企業政策の変遷 

・戦後の中小企業政策はどう移り変わっ
予習・復習でテキスト第 11 章を熟読すること。 4 時間 
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てきたか？ 

第１３回 対面 

ベンチャーとスタートアップ 

・シリコンバレーは移民が支えている 

・高度人材は国際移動する（アメリカで発

案，マレーシアで開業：グラブの例をもと

に） 

・ボーン・グローバル企業の登場（日本の

ボーン・グローバル企業の事例をもとに） 

・国を超えたコミュニティの出現 

配付する資料で復習すること。 4 時間 

第１４回 対面 総復習（１） 第 1～13回の授業の総復習をすること。 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
総復習（２） 

第 1～13 回の授業の総復習をし、定期試験に備える

こと。 
4 時間 
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科目名 経営立地論 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
企業の経営戦略を、経済史・経営史を踏まえ、立地（地理的、空間的）の視角から理解し、戦略

立案の能力向上を目指す。 

授業の目的及び概要 

・企業は、どこに立地するのでしょうか。世界史を振り返れば、大航海時代以降欧州列強は東

インド会社を成立させ、アジアで国際貿易や植民地経営を進めました。日本は、明治維新後富

国強兵政策を進め、紡織の輸出やアジア(特に中国）での事業を拡大してきました。第 2次世界

大戦終戦後は、貿易立国（輸出）から国際経営戦略を進め、現在は生産・販売サービスや研究

開発の海外移転も進んでいます。また日本企業が海外企業を買収したりされたりと、M&A も活

発に行われています。一方、インバウンドにより企業レベルに留まらず国レベルで、「内なる国

際化」が進行しています。冷戦終了後、グローバル化の恩恵を受けてきた日本企業は、現在地

政学リスクを負うこととなりました。これら経済事象を、国際経済学、国際貿易論、国際経営

論、経済地理学、消費者行動論、経営史など経営学と経済学の知見を用いながら、紐解き理解

していくことが、本授業の目的である。 

・Ⅰの前半は国際経営論に基づく海外進出、Ⅰの後半は地域経済論に基づき各市場と地政学リ

スク、Ⅱの前半は国際経済学と国際経営論に基づく理論、Ⅱの後半はケースメソッド主体で進

める。 

履修条件・留意点 

・企業（会社）に関心があること。 

・海外（グローバル）に目を向けてみたいこと。 

・自分の意見を述べること。 

・国際経営概論、貿易論を受講していることが、望ましい（必須ではない）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①企業が海外進出する理由とそれによって得られる優位性と困難点を、経営戦略、国際貿易、

マーケティング、海外生産、研究開発、国際人的管理の各ポイントから、具体的な事例を用い

ながら説明することができる。 

②地域経済を理解し、北米、欧州、アジア・中国、新興国市場における海外進出と地政学リス

クを含めた課題を、具体的な事例を用いて説明できる。 

③製造業に限定されず、サービス業の海外進出やオフショアビジネスについて、具体的な事例

を用いて説明できる。 

④インバウンドの現状と課題を具体的に説明できる。 

⑤日本人口減少の中、外国人労働力の現状と課題を具体的に説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 テスト結果は、採点の上、フィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 

①新もう一度読む山川世界史，「世界の歴史」編集委員

会，山川出版社，2017 年 

②国際経営〔第 5 版〕，吉原英樹，有斐閣，2021 年 

③新経済地理学概論，松原宏編著，原書房，2022 年 

④わかりやすいマーケティング戦略〔第 3 版〕，沼上

幹，有斐閣，2023 年 

ISBN 

①9784634640900 

②9784641221727 

③9784562092239 

④9784641123557 
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成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

①講師の紹介、②本授業の進め方、③評価

方法と受講者へのお願い事項、④その他 

事前学修：シラバスを一読する 

事後学修：本授業での自分の目標を考える 
4 時間 

第２回 対面 

国際経営（グローバルビジネス） 

（1.多国籍企業、2.経営資源の国際移転、

3.経営者の国際化の夢・・・なぜ海外を目

指すのか） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

国際経営戦略 

（1.国際経営戦略とは、2.国際経営戦略の

歴史的展開、3.国際経営戦略の政治的性

格） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第４回 対面 

国際貿易とマーケティング 

（1.国際貿易の仕組み、2.輸出マーケティ

ングの発展、3.国際調達、4.グローバル・

サプライ・チェーン・マネジメント） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第５回 対面 

海外生産 

（1.海外生産の発展、2.日本的生産のグロ

ーバル展開、3.モジュール生産の台頭、4.

日本的生産の試練） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第６回 対面 

技術移転と海外研究開発 

（1.技術の国際移転、2.海外研究開発、3.

ソフトウェアの海外開発） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第７回 対面 

国際経営マネジメント（国際人的資源管

理） 

（1.国際経営組織、2.国際経営と言語、3.

海外子会社の日本人、4.海外の日本的経営

の明暗） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第８回 対面 中間テスト 

事前学修：中間テストのための復習 

事後学修：中間テストの答え合わせと理解不足点の

復習 

4 時間 

第９回 対面 
北米・欧州市場と日本企業 

（1.北米、2.欧州、3.ブレグジット） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 
アジア市場と日本企業 

（1.中国、2.インド、3.ASEAN諸国） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 
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第１１回 対面 

新興国市場と日本市場 

（1.新興国とは、2.外国企業の新興国戦

略、3.日本企業の新興国戦略） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第１２回 対面 

サービス企業の海外進出 

（1.サービス企業、2.海外進出の事例、3.

海外進出の特徴と要点） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 
インバウンドと日本 

（1.インバウンド、2.外国人労働力） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

＊ゲストスピーカーの場合は、事前質問の用意とそ

の後の感想へ変更。 

4 時間 

第１４回 対面 

地政学リスク 

（1.米中対立、2.ロシア・ウクライナ対立

と EU、3.中東問題、4.私が中国で直面した

こと） 

第 14回までの復習 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

第 14 回までの復習。これまでの論点と課

題の整理 

事前学修：講義ノートとオンデマンドでの復習 

事後学修：習得できなかったことや疑問点の解消 
4 時間 
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科目名 キャリアマネジメント論 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ キャリアを考える上で必要なキャリア理論等について学修する。 

授業の目的及び概要 

キャリアに関する関心は、高齢者雇用の拡大、職業人生の長期化、個人主導のキャリア形成へ

のシフトなどを背景に、高まっている状況である。しかしながら、キャリアの理論については、

難しい部分も多く、ともすれば、実践との乖離が問題となっているところである。授業では、

古典的・基礎的なキャリア理論から、最近の理論に関しても幅広く取り上げ、さらに、カウン

セリング理論やキャリアコンサルティングについても触れていきたいと考えている。 

なお、キャリア関係の科目をいくつか履修済みで、自分自身のキャリアについて、授業等で真

剣に考えてきた経験がある者を前提に講義を行うこととなる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

キャリアに関する理論等について、理解することができる。 

キャリア理論を自分のキャリア形成に当てはめて、考えることができ、それを説明することが

できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出課題等については、優秀なものについては、授業中に紹介する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
１からのキャリア・マネジメント，鈴木竜太他編，碩

学舎，2023 年 
ISBN 9784502457715 

参考書 

①新版 キャリアの心理学【第 2 版】―キャリア支援へ

の発達的アプローチ―，渡辺三枝子，ナカニシヤ出版，

2018 年 

②新時代のキャリアコンサルティング―キャリア理

論・カウンセリング理論の現在と未来，労働政策研究

研修機構 (編集)，労働政策研究研修機構，2016 年 

③キャリアコンサルティング理論と実際 6 訂版，木村

周・下村英雄，雇用問題研究会，2022 年 

④キャリア論研究[補訂版]，柏木仁，文眞堂，2020 年 

⑤キャリアコンサルタント・人事パーソンのためのキ

ャリアコンサルティング，浅野浩美，労務行政，2022

年 

ISBN 

①9784779512940 

②9784538411590 

③9784875632719 

④9784830950780 

⑤9784845224227 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 

その他（％） 0 
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その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

授業外レポートや定期試験については、本格的に考える問題を出題し、多くの字数の記載が必

要となるものであることを、あらかじめ承知して履修して頂きたい。なお、授業での内容を自

分のキャリア形成の参考として考えていくことがこの科目のねらいであり、自分のキャリア形

成についての考え方なども、授業で語っていただくことを、承知しておいて頂きたい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス：授業の進め方、概要、成績評

価の方法など、ガイダンスを行う。 

第 1 章キャリアとは何か 

キャリア・パスポート、キャリア・レイン

ボー、組織と個人の調整 

【予習】テキストを購入し、全体を見て、どのような

内容があるのかを認識しておく。テキストの第 1 章

を一読し、わからない用語などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。 

4 時間 

第２回 対面 

第 2 章 学生の世界から仕事の世界へ 

様々な職業の選び方、職業選択の理論、職

業志向性と世代、予期的社会化を促進する

インターンシップと OB/OG 訪問 

【予習】テキストの第 2 章を一読し、わからない用語

などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身の大学卒

業後の進路を考え、どのような職業選択をしたいの

かを考える。 

4 時間 

第３回 対面 

第 3 章 仕事世界への適応 

就職とは会社と個人の結婚、入社の後のす

り合わせ、組織社会化、通過儀礼 

【予習】テキストの第 3 章を一読し、わからない用語

などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第４回 対面 

第 4 章 キャリアにおける停滞と組織との

関係 

キャリアにおける先の見通し、組織におけ

るキャリアに対する個人の認識、キャリ

ア・プラトー 

【予習】テキストの第 4 章を一読し、わからない用語

などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。 

4 時間 

第５回 対面 

第 5 章 新たな道を探る（転職・再適応） 

転職の難しさ、転職者の組織適応課題、転

職活動に重要な弱連結 

【予習】テキストの第 5 章を一読し、わからない用語

などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第６回 対面 

第 6 章 キャリア・アンカーとキャリア・

サバイバル 

ある起業家のキャリア、キャリア・アンカ

ーとキャリア・サバイバル分析、ネットワ

ーク 

【予習】テキストの第 6 章を一読し、わからない用語

などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第７回 対面 

第 7 章 偶然を増やす、偶然を活かす 

偶然の出来事とキャリア、キャリアにおけ

る偶然、ハップンスタンス、選択肢を増や

すことの功罪 

【予習】テキストの第 7 章を一読し、わからない用語

などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第８回 対面 

第 8 章 キャリア・チェンジ：セカンド・

キャリア 

キャリア・チェンジと複数のキャリアの道

筋、キャリアカウンセラー 

【予習】テキストの第 8 章を一読し、わからない用語

などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第９回 対面 

第 9 章 ワーク・ライフ・バランス 

仕事と子育ての両立、日本の WLBの取り組

みと働き方の変化、コンフリクト、スピル

オーバー、クロスオーバー 

【予習】テキストの第 9 章を一読し、わからない用語

などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第１０回 対面 
第 10章 マネジャーとして生きる 

マネジャーの割合とその仕事内容、マネジ

【予習】テキストの第 10 章を一読し、わからない用

語などを調べておく。 
4 時間 
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ャーの役割と昇進時の課題、マネジャーの

キャリアと成長、管理職の役割、専門分野

（部門）に応じたキャリア 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

第１１回 対面 

第 11章 社内と社外のキャリア：培った経

験や知識で起業する 

IT ビジネスの起業家、シリアル・アントレ

プレナー、キャリア・トランジション、エ

フェクチュエーション理論 

第 12章 専門職として生きる 

専門職が組織に雇用されるということ、ロ

ーカルとコスモポリタン、スペシャリスト

とジェネラリスト 

【予習】テキストの第 11・12 章を一読し、わからな

い用語などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第１２回 対面 

第 13章 フリーランスのキャリア 

境界にとらわれない柔軟なキャリア、フリ

ーランスの仕事の獲得、クラウドソーシン

グ、コワーキング・スペース 

【予習】テキストの第 13 章を一読し、わからない用

語などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第１３回 対面 

第 14章 企業のキャリア・マネジメント 

企業の人事管理、企業の中のキャリアの仕

組み、企業のキャリアに関する制度、ジョ

ブ型雇用とメンバーシップ型雇用、リカレ

ント教育とリスキリング 

【予習】テキストの第 14 章を一読し、わからない用

語などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第１４回 対面 

第 15章 キャリア支援 

ピアニストのキャリア、つながりにより育

まれるキャリア、メンター 

終章 キャリアの終わりを考える：仕事世

界からの引退 

定年前のキャリア選択、いくつもの転機と

節目の選択、 

【予習】テキストの第 15・終章を一読し、わからな

い用語などを調べておく。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度テキストの

該当箇所を読んで理解しておく。自分自身のキャリ

ア形成に当てはめて考える。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体総括 

第 1 回～第 14 回までの復習 

【予習】第 1 回～第 14 回までの授業を思い出し復習

し、学修した知識の整理を行う。 

【復習】授業の内容を思い出し、理解が足りない箇所

を中心にテキスト等をもう一度読み込み、キャリア

の諸理論を理解するとともに、自分自身のキャリア

形成に当てはめて考える。 

4 時間 
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科目名 ＳＤＧｓと企業 開講年度 2025 

担当者 竹田 次郎 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
持続可能な開発目標（SDGs=Sustainable Development Goals)を理解の上、企業の利益追求と人

間社会の幸福はいかに統合できるかを学ぶ。 

授業の目的及び概要 

・本授業は、2015 年に国連総会で採択された「われわれの世界を変革する：持続可能な開発の

ための 2030 アジェンダ」である SDGs の基本知識を理解の上、現代企業の CSR（Corporate Social 

Responsibility，企業の社会的責任）の重要性を認識し、直面する ESG（Enverament・Social・

Government, 環境・社会・統治）に関わる課題を取り上げる。具体的には、①環境、②人権、

③労働、④企業倫理と不正、⑤ジェンダー、⑥マイノリティと LGBT、⑦ハラスメント等、現代

企業が直面する問題（時事的な問題を含めて）を取り上げる。 

履修条件・留意点 ・企業における現在の課題に対して、真摯に向き合う気持ちのあること。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①SDGs の基礎知識を理解し、説明できる。 

②ESG や企業倫理に関する現在的な問題に対して、課題を理解し、説明できる。 

③企業はなぜ社会性が重要なのか理解し説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

・コメント・シートを用いて理解度を確認し、理解不足の場合は補足する。 

・質問や意見があれば、電子メールやチャットで受け付け、極力早くリプライする。 

・中間試験は返却し、理解不足や誤解の箇所を明らかにする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、セメントメーカーで 20 年以上に渡って人事部門や会計部門で業務に従事

しており、人事課長の経験も有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行

う。 

テキスト 
SDGs の経営学: 経営問題の解決へ向けて，上林憲雄・

小松章編著，千倉書房，2022年 
ISBN 9784805112601 

参考書 無し ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

企業の持つ「社会性」に焦点を当てて、進めます。国連総会で採択された SDGs だけではなく、

CSR、ESG、企業倫理に関心のある方に、受講をお勧めします。また本授業を受講することによ

って、日々報道される企業の環境問題、人権問題、労働問題（過労死や児童労働など）、不正問

題、差別問題など、企業を取り巻く課題とそのステークホルダー（株主、顧客、調達先、従業

員、政府機関、NPO/NGO 等）との関係を理解し、自分自身の意見（主張）を身に付けてもらいた

いと思います。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

（オリエンテーション：講義の進め方、評

価方法など説明の上、次のテーマを扱う） 

SDGs とは？ 経営学との関係は？ 

予習・復習として、テキスト第 1章を熟読すること。 4 時間 

第２回 対面 
日本的経営の歴史と SDGs：SDGs に適合す

る日本的経営 
予習・復習として、テキスト第 2章を熟読すること。 4 時間 

第３回 対面 
SDGs の問題に、道徳的にはどうアプロー

チされるのか？ 
予習・復習として、テキスト第 3章を熟読すること。 4 時間 

第４回 対面 
SDGs と企業家の機能（働き）とはどう関係

するか？ 
予習・復習として、テキスト第 4章を熟読すること。 4 時間 

第５回 対面 
コーポレート・ガバナンスとは何か？ 機

関投資家の役割は？ 
予習・復習として、テキスト第５章を熟読すること。 4 時間 

第６回 対面 
日本企業では女性活躍が進んでいるか？

 役員の登用と企業業績との関係は？ 
予習・復習として、テキスト第 6章を熟読すること。 4 時間 

第７回 対面 

事業活動が持続可能なものになるには何

が必要か？：長寿企業の事業承継とイノベ

ーション 

予習・復習として、テキスト第７章を熟読すること。 4 時間 

第８回 対面 中間試験 
事前の試験勉強として、第１～７回までの総復習を

しておくこと。 
4 時間 

第９回 対面 

CSV（Creating Shared Value）とは？ こ

れを実践するには？：企業の SDGs の取り

組み事例 

予習・復習として、テキスト第 8章を熟読すること。 4 時間 

第１０回 対面 
環境問題に人的資源管理はどう関係する

か？ 

予習・復習として、テキスト第１０章を熟読するこ

と。 
4 時間 

第１１回 対面 

人的資源管理は、従業員のウェルビーイン

グにどうつながるか？：健康経営とキャリ

ア自立支援の観点から 

予習・復習として、テキスト第 11章を熟読すること。 4 時間 

第１２回 対面 地方創生が SDGs にどうつながるか？ 予習・復習として、テキスト第 13章を熟読すること。 4 時間 

第１３回 対面 
グローバル社会の中、SDGs を進めるため

の経営哲学は？ 
予習・復習として、テキスト第 15章を熟読すること。 4 時間 

第１４回 対面 総復習（１） 第１～13 回の総復習。 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
総復習（２） 第１～13 回授業を十分復習し、試験に備えること。 4 時間 
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科目名 スポーツマネジメント論 開講年度 2025 

担当者 吉田 明 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ スポーツの現状及び課題について、マネジメントの観点から考察する。 

授業の目的及び概要 

スポーツマネジメント論の基礎知識を把握するとともに、スポーツ組織や地域スポーツのあり

方について、理解を深めることを目的とする。具体的には、現代、スポーツを楽しむ人々の年

齢層が広がるとともに、スポーツやレジャーを楽しむ場所や機会か飛゙躍的に増大しました。「す

るスポーツ」や「見るスポーツ」においても旺盛な消費活動を展開するようになり、ビジ

ネスとしてスポーツか注゙目されるようになりました。この授業では、スポーツマネジメント、

スポーツ活動・組織のマネジメントについて学びます。組織の事業活動が機能するためには、

マネジメントが必要になり、スポーツ活動・組織においても例外ではありません。スポーツ

活動・組織における事例をもとにマネシメ゙ントの必要性を理解します。そして、チームマネジ

メントに欠かせない「リーダーシップ」や「リーダーの役割やスタイル」、「チームワーク」や

「チーム・組織の魅力」、「指導者のマネジメント」についても学びます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

授業では、以下の到達目標を掲げる。 

①スポーツマネシメ゙ントに必要な考え方や倫理観について理解することができる。 

②スポーツマネジメントの専門的・実践的知識を修得し、それらを統合・活用することができ

る。 

③スポーツマネジメントにおけるリーダーシップやチームワークについて理解することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内に、適時、口頭によるフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大学卒業後、大手鉄鋼メーカーで業務を行いつつ、同社ラグビー部にて

日本代表選手に選ばれるなどの活躍をしてきた。また、私立大学の学生課にてスポーツ推進を

行うとともに、ラグビー部の指導及びマネジメントを行うなどの実務経験を有している。本科

目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
指定のテキストはありません。必要な資料を適宜配布

します。 
ISBN 0 

参考書 

①スポーツ・マネジメント入門「24 のキーワードで理

解する」、広瀬一郎著、東洋経済、2014 年 

②スポーツ集団のマネジメント、永田靖章著、きょ゙う

せい、1998 年 

③組織マネジメント戦略、高木晴夫監修、慶応義塾大

学ビジネススクール編集、有斐閣、2005 年 

④宇宙兄弟「今いる仲間でうまくいくチーム」の話、

長尾彰著、Gokken、2019 年 

⑤チームの心を一つにする技術、村田祐造著、日本実

業出版社、2010 年 

⑥スポーツマネジメント、原田宗彦・小笠原悦子著、

大修館書店、2015 年 

ISBN なし 

成績評価の方法・基準 
授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 
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成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

スポーツマネジメントという学問領域を理解するためには、問題意識を持つとともに幅広い知

識を身につけることが求められる。 

スポーツマネジメントに関する予備知識、そして、授業に臨む学修者の積極的な姿勢が重要で

ある。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
授業の概要や到達⽬標等について、ガイダ

ンスを⾏います。 

【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んで

おいてください。 

【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、講義

で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第２回 対面 

「スポーツマネジメントとは」（「スポーツ

マネジメントとは何か」を何故、必要なの

かを理解する） 

【予習】「スポーツマネジメント」に関する書籍やイ

ンターネットを利用して予習しておくこと。 

【復習】「スポーツマネジメント」に関する配布資料

を読み直し、講義で得た知識を確認しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

スポーツマネジメントの時代（「スポーツ

マーケティングの時代」から「スポーツマ

ネジメントの時代」へ移り変わってきた底

流を理解する） 

【予習】「スポーツマーケティング」に関する書籍や

インターネットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

スポーツ企業のマネジメント（スポーツ用

具やスポーツメーカーが与える影響を理

解する） 

【予習】「スポーツ用具」に関する書籍やインターネ

ットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

組織マネジメントについて（組織が事業活

動によって、生産性を上げるためには、組

織を効率的に運用するマネジメントが必

要なことを理解する） 

【予習】「組織のマネジメント」に関する書籍やイン

ターネットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

スポーツ組織について（スポーツ組織にお

いても、単なる目標ではなく、理念(ミッ

ション、ヒジョ゙ン)が必要なことを理解す

る） 

【予習】「スポーツ組織」に関する書籍やインターネ

ットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 
スポーツ組織に学ぶマネジメント（組織の

仕組み作りについて理解する） 

【予習】「スポーツ組織」に関する書籍やインターネ

ットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

中間テスト 

マネジメントの仕組みと成果（スポーツで

は、仕組みと成果においては他の業界と異

なる要因で動く、その要因について理解す

る） 

【予習】「マネジメントの仕組みと成果」に関する配

布資料を事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

スポーツ集団のマネジメントはどうある

べきか？（スポーツ集団の目標管理やマネ

ジメントについて理解する） 

【予習】「スポーツ集団のマネジメント」に関する配

布資料を事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

組織・チームを阻害する要因（理想の組織

の実現が難しい局面は多く、阻害する要因

について、どのようにして解決していくか

【予習】「チームを阻害する要因」に関する配布資料

を事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

4 時間 
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を理解する） 知識を確認し、復習しておくこと。 

第１１回 対面 

組織・チームのリーダースタイル（組織に

変革をもらたす変革リーダーシップなど

のリーダースタイルを理解する） 

【予習】「リーダースタイル」に関する配布資料を事

前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

組織のコミュニケーション（組織やスポー

ツチームにおけるコミュニケーションの

重要性を理解する） 

【予習】「コミュニケーション」に関する配布資料を

事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

スポーツ集団の活動意欲、チームリーダー

の条件とは（個の能力を上げる意欲の向上

に向けた素養について理解する） 

【予習】「活動意欲、リーダーの条件」に関する配布

資料を事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 
期末テスト（前回までの講義を踏まえたう

え、学期末確認テストを行います） 

【予習】今までの講義で配布された資料を事前に読

んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

授業の総括・まとめ（学期末試験の解説を

行います） 

【予習】これまでの授業回の配布資料を事前に読ん

でおいてください。 

【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し、講

義で得た知識を総復習してください。 

4 時間 
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科目名 スポーツマネジメント論 開講年度 2025 

担当者 吉田 明 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ スポーツの現状及び課題について、マネジメントの観点から考察する。 

授業の目的及び概要 

スポーツマネジメント論の基礎知識を把握するとともに、スポーツ組織や地域スポーツのあり

方について、理解を深めることを目的とする。具体的には、現代、スポーツを楽しむ人々の年

齢層が広がるとともに、スポーツやレジャーを楽しむ場所や機会か飛゙躍的に増大しました。「す

るスポーツ」や「見るスポーツ」においても旺盛な消費活動を展開するようになり、ビジ

ネスとしてスポーツか注゙目されるようになりました。この授業では、スポーツマネジメント、

スポーツ活動・組織のマネジメントについて学びます。組織の事業活動が機能するためには、

マネジメントが必要になり、スポーツ活動・組織においても例外ではありません。スポーツ

活動・組織における事例をもとにマネシメ゙ントの必要性を理解します。そして、チームマネジ

メントに欠かせない「リーダーシップ」や「リーダーの役割やスタイル」、「チームワーク」や

「チーム・組織の魅力」、「指導者のマネジメント」についても学びます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

授業では、以下の到達目標を掲げる。 

①スポーツマネシメ゙ントに必要な考え方や倫理観について理解することができる。 

②スポーツマネジメントの専門的・実践的知識を修得し、それらを統合・活用することができ

る。 

③スポーツマネジメントにおけるリーダーシップやチームワークについて理解することができ

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内に、適時、口頭によるフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大学卒業後、大手鉄鋼メーカーで業務を行いつつ、同社ラグビー部にて

日本代表選手に選ばれるなどの活躍をしてきた。また、私立大学の学生課にてスポーツ推進を

行うとともに、ラグビー部の指導及びマネジメントを行うなどの実務経験を有している。本科

目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
指定のテキストはありません。必要な資料を適宜配布

します。 
ISBN 0 

参考書 

①スポーツ・マネジメント入門「24 のキーワードで理

解する」、広瀬一郎著、東洋経済、2014 年 

②スポーツ集団のマネジメント、永田靖章著、きょ゙う

せい、1998 年 

③組織マネジメント戦略、高木晴夫監修、慶応義塾大

学ビジネススクール編集、有斐閣、2005 年 

④宇宙兄弟「今いる仲間でうまくいくチーム」の話、

長尾彰著、Gokken、2019 年 

⑤チームの心を一つにする技術、村田祐造著、日本実

業出版社、2010 年 

⑥スポーツマネジメント、原田宗彦・小笠原悦子著、

大修館書店、2015 年 

ISBN なし 

成績評価の方法・基準 
授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

2025/05/01

893



 

 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

スポーツマネジメントという学問領域を理解するためには、問題意識を持つとともに幅広い知

識を身につけることが求められる。 

スポーツマネジメントに関する予備知識、そして、授業に臨む学修者の積極的な姿勢が重要で

ある。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
授業の概要や到達⽬標等について、ガイダ

ンスを⾏います。 

【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んで

おいてください。 

【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、講義

で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第２回 対面 

「スポーツマネジメントとは」（「スポーツ

マネジメントとは何か」を何故、必要なの

かを理解する） 

【予習】「スポーツマネジメント」に関する書籍やイ

ンターネットを利用して予習しておくこと。 

【復習】「スポーツマネジメント」に関する配布資料

を読み直し、講義で得た知識を確認しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

スポーツマネジメントの時代（「スポーツ

マーケティングの時代」から「スポーツマ

ネジメントの時代」へ移り変わってきた底

流を理解する） 

【予習】「スポーツマーケティング」に関する書籍や

インターネットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

スポーツ企業のマネジメント（スポーツ用

具やスポーツメーカーが与える影響を理

解する） 

【予習】「スポーツ用具」に関する書籍やインターネ

ットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

組織マネジメントについて（組織が事業活

動によって、生産性を上げるためには、組

織を効率的に運用するマネジメントが必

要なことを理解する） 

【予習】「組織のマネジメント」に関する書籍やイン

ターネットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

スポーツ組織について（スポーツ組織にお

いても、単なる目標ではなく、理念(ミッ

ション、ヒジョ゙ン)が必要なことを理解す

る） 

【予習】「スポーツ組織」に関する書籍やインターネ

ットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 
スポーツ組織に学ぶマネジメント（組織の

仕組み作りについて理解する） 

【予習】「スポーツ組織」に関する書籍やインターネ

ットを利用して予習しておくこと。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第８回 対面 

中間テスト 

マネジメントの仕組みと成果（スポーツで

は、仕組みと成果においては他の業界と異

なる要因で動く、その要因について理解す

る） 

【予習】「マネジメントの仕組みと成果」に関する配

布資料を事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

スポーツ集団のマネジメントはどうある

べきか？（スポーツ集団の目標管理やマネ

ジメントについて理解する） 

【予習】「スポーツ集団のマネジメント」に関する配

布資料を事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

組織・チームを阻害する要因（理想の組織

の実現が難しい局面は多く、阻害する要因

について、どのようにして解決していくか

【予習】「チームを阻害する要因」に関する配布資料

を事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

4 時間 
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を理解する） 知識を確認し、復習しておくこと。 

第１１回 対面 

組織・チームのリーダースタイル（組織に

変革をもらたす変革リーダーシップなど

のリーダースタイルを理解する） 

【予習】「リーダースタイル」に関する配布資料を事

前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

組織のコミュニケーション（組織やスポー

ツチームにおけるコミュニケーションの

重要性を理解する） 

【予習】「コミュニケーション」に関する配布資料を

事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

スポーツ集団の活動意欲、チームリーダー

の条件とは（個の能力を上げる意欲の向上

に向けた素養について理解する） 

【予習】「活動意欲、リーダーの条件」に関する配布

資料を事前に読んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 
期末テスト（前回までの講義を踏まえたう

え、学期末確認テストを行います） 

【予習】今までの講義で配布された資料を事前に読

んでおいてください。 

【復習】授業で配布した資料を読み直し、講義で得た

知識を確認し、復習しておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

授業の総括・まとめ（学期末試験の解説を

行います） 

【予習】これまでの授業回の配布資料を事前に読ん

でおいてください。 

【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し、講

義で得た知識を総復習してください。 

4 時間 
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科目名 貿易論Ⅱ （経営）／貿易論（貿易実務）（経

済） 
開講年度 2025 

担当者 八井田 收 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 貿易に関する理論と実践知識の修得 

授業の目的及び概要 

現代において、海外との貿易取引なくして日本経済は成り立ちません。将来もグローバルな貿

易取引がますます拡大していくものと考えられます。このような現状を踏まえ、本科目では貿

易取引の基礎的な理論と貿易における代金決済やリスク、保険、クレーム、輸出入通関の手続

き等の実践的な知識の習得を目指し、社会において実務に活かせる内容を提供します。したが

って、「貿易実務検定 C 級」の資格取得を目指すことも指導します。 

この授業は、「貿易論Ⅰ」に引き続き、国際貿易の理論的背景をもとに、貿易実務に欠かせない

輸出入管理について取り上げます。授業で 、貿易取引の形態についての特徴や役割等、貿易取

引に欠かせない取引準備や契約交渉、代金決済方法、インコタームズ等の各種貿易の具体的な

仕組み、それに輸出入規制に関する法令遵守等を説明します。さらに、インボイス等の輸出入

通関書類の具体的な内容を説 明しながら輸出入取引の全体的な流れを理解することを目標と

します。 

履修条件・留意点 

・本科目は対面授業で行う。授業に関する案内は、Learning Portal に記載します。 

・教材の公開は、学年暦に沿って、毎週日曜日に公開します。 

・毎週の授業に関する課題（小テスト）を実施し、その提出・解答で出席と評価を行います。 

・授業に関する質問は、教室またはメールで質疑応答します。 

・中間試験および期末定期試験は対面で実施します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

以下の内容を到達レベルとします。 

・貿易の目的と意義を理論的に説明できる。 

・貿易における代金決済やリスクと保険、クレームについて理解できる。 

・輸出入通関の手続きについて理解できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の小テストや、レポートまたは中間試験については、模範解答を示し、理解の定着を図り

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
クリッカー等の理解度把握システムの利用 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、製品開発部門、生産管理部門、

貿易取引部門などの部署を経験し、それらに対する豊富なマネジメント経験を有している。本

科目では、これらの実務経験を活かし、生産管理における理論だけでなく現場の経験や知見を

授業の中で提供する。 

テキスト 
なし（テキストは指定しないが、適宜レジュメを配布

します） 
ISBN 0 

参考書 

①入門・貿易実務＜第３版＞、椿 弘次 、日本経済新

聞出版社 、2011 年 

②図解 貿易実務ハンドブック ベーシック版 第 7 版 

「貿易実務検定®」C 級オフィシャルテキスト、日本貿

易実務検定協会、  日本能率協会マネジメントセンタ

ー、2020 年 

ISBN 
①978-4-532112448 

②978-4820728016 

成績評価の方法・基準 
授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 
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成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

１．本科目は、「貿易論Ⅰ（経営学部）」/「貿易論（貿易基礎）（経済学部）」を履修しておくこ

とが望ましい。 

２．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。商社もしくは企業の海外業

務担当部署や輸出入管理部署に関心があれば、履修することを勧めます。 

３．関連科目として、「国際経営概論」、「ビジネス取引法」を履修することを勧めます。 

４．将来、留学生も自国と日本とのビジネスに関わる事を想定して履修すること勧めます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【ガイダンス】 

授業の概要と進め方、評価方法、受講者の

心得等の説明を行います 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第２回 対面 

【貿易の意義と特色（応用）】 

貿易の意義と概要および貿易を行う企業

と業務について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第３回 対面 

【伝統的貿易論（応用）①】 

絶対優位論と比較優位論に加えて顕示的

比較優位指数と貿易特化係数について理

解する 

特定の品目を事例に、貿易統計から貿易特

化係数を求める演習を行う。 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第４回 対面 

【伝統的貿易論（応用）②および現代の貿

易理論】 

・伝統的貿易論のヘクシャー=オリーンモ

デルに加えて生産可能性フロンティアに

ついて理解する 

・新貿易理論（クルーグマンの新貿易理論

やメリッツの新々貿易論）と産業内貿易に

ついて理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第５回 対面 

【外国為替による代金決済①】 

貿易における代金決済方法（L/C決済、D/

P、D/A 決済）と外国為替について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 
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第６回 対面 

【外国為替による代金決済②】 

貿易における代金決済方法（外国為替送

金）と外国為替について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第７回 対面 

【運送契約と貨物の受け渡し】 

運送契約や船荷証券（B/L）について理解

する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第８回 対面 

【貿易取引のリスクと保険】 

貿易における保険（海上保険、貿易保険、

P/L保険）について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

※中間試験またはレポート課題を課す（授

業の進行によって前後する場合がある） 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第９回 対面 

【契約条件（インコタームズ）】 

11 種類の規則による費用負担と危険負担

の違いについて理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１０回 対面 

【輸出入通関の手続き①】 

輸出通関の手続きおよび申告に必要な書

類について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１１回 対面 

【輸出入通関手続き②】 

輸入通関の手続きおよび申告に必要な書

類について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１２回 対面 

【輸出入通関手続き③】 

輸入消費税の仕組みおよび評価申告につ

いて理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１３回 対面 

【運送クレームと貿易クレーム】 

貿易におけるクレーム（運送クレームと貿

易クレーム）について対処および手続きに

ついて理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 

第１４回 対面 【税関と事後調査】 ・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ 4 時間 
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税関が貿易を行う企業に対して実施する

「事後調査」について理解する 

※授業期間中はラーニングポータルにお

ける小テストで理解度の評価を行う 

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

第１５回 
オンデ

マンド 

【授業の総括】 

これまでの内容の総括をオンデマンド授

業で行う 

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュ

メ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む

こと 

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解するこ

と 

・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な

内容を復習しておくこと 

4 時間 
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科目名 銀行論 （経営）／銀行論（銀行制度）（経済） 開講年度 2025 

担当者 小巻 善郎 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 銀行の役割とその業務 

授業の目的及び概要 

この銀行論を受講することによって、銀行が経済社会で果たしている役割・機能やその業務内

容を知識を習得できることはもとより、実務経験に基づいた講義を通じて、社会に出てから必

要となる金融全般の知識と、銀行を使った資金の運用・調達の知識を身につけることを目的と

しています。 

授業では、制度的な面を中心にして、銀行の役割とその業務内容を学修します。 

具体的には、まず銀行が金融市場で担っている役割を学び、次いで銀行の預金業務、貸出業務、

為替業務、証券業務、国際業務などの業務の内容を学びます。加えて、明治期から現在までの

銀行制度の歩みや、銀行の収益構造と収益動向、預金保険制度のしくみ、そして中央銀行であ

る日本銀行の役割・機能を学ぶことにより、銀行の役割とその業務に対する理解を補強します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

以下の３点を学修の到達目標とします。 

・金融市場の構造と銀行が果たしている役割を理解できるようになる。 

・銀行の主な業務内容を理解できるようになる。 

・銀行の収益構造と収益動向を理解できるようになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

パワーポイントを使った講義中心の授業を行います。パワーポイント資料は、事前にラーニン

グポータルに「授業レジュメ」として掲載します。 

授業中に毎回課題を出しますので、授業終了時にその課題を提出することが必要です。課題の

結果は、授業において口頭でフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部

事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わってきた。本科目では、そうした長年にわ

たる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例

の紹介などを基とした実践的な教育を行う。 

テキスト テキスト指定はありません。 ISBN 0 

参考書 
➀図説 わが国の銀行，全国銀行協会企画部金融調査

室，財経詳報社，2017 
ISBN ➀9784881774434 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 45 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 55 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 
「銀行の経済社会における地位は、あたかも人体における心臓のようなものである」。１９世紀

のドイツの学者が述べた言葉です。 
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あたって 戦後のわが国の経済社会は大きな変貌を遂げ、銀行も大きな変化を遂げてきました。そうであ

っても、銀行が「人、企業、国・自治体などにお金という血液を送り込む心臓のような存在」

であることは、今も昔も変わっていません。むしろ銀行の重要性は、一層高まっていると思い

ます。 

そうした銀行の姿を、証券会社など銀行以外の金融機関との比較も加えながら分かりやすく解

説します。しっかりと学修してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の概要や進め方について、ガイダンス

を行います。 

・第１回授業レジュメを復習する。 4 時間 

第２回 対面 

金融市場のしくみ 

間接金融と直接金融、短期金融市場と長期

金融市場などの金融市場のしくみについ

て学びます。 

・参考書の第１章「わが国の金融構造」を予習する。 

・第２回授業レジュメを復習する。 
4 時間 

第３回 対面 

金融機関の種類 

金融機関の種類について学ぶとともに、銀

行の業態別の特徴について学びます。 

・参考書の第２章「銀行の基本的機能」を予習する。 

・第３回授業レジュメを復習する。 
4 時間 

第４回 対面 

銀行の役割と機能 

銀行の基本的な３つの機能（資金仲介・信

用創造・資金決済）について学びます。 

・参考書の第２章「銀行の基本的機能」を予習する。 

・第４回授業レジュメを復習する。 
4 時間 

第５回 対面 

預金業務 

銀行の固有業務である預金業務で取り扱

っている預金の種類のほか、信託、利子課

税などについて学びます。 

・参考書の第５章「預金業務」を予習する。 

・第５回授業レジュメを復習する。 
4 時間 

第６回 対面 

貸出業務① 

銀行の固有業務である貸出業務の基本５

原則と、企業向け貸出の種類、銀行取引約

定書などについて学びます。 

・参考書の第６章「貸出業務」を予習する。 

・第６回授業レジュメを復習する。 
4 時間 

第７回 対面 

貸出業務② 

銀行の個人向けローンの種類、貸出のリス

ク管理、自己査定などについて学びます。 

・参考書の第６章「貸出業務」を予習する。 

・第７回授業レジュメを復習する。 
4 時間 

第８回 対面 

為替業務 

銀行の固有業務である為替業務の種類と

ともに、決済システムのしくみについて学

びます。 

・参考書の第７章「為替業務」を予習する。 

・第８回授業レジュメを復習する。 
4 時間 

第９回 対面 

証券業務・国際業務 

銀行本体による証券業務と証券子会社等

による証券業務の内容について学びます。

また、海外展開を中心とした銀行の国際業

務について学びます。 

・参考書の第９章「証券業務」、第１１章「銀行の国

際業務」を予習する。 

・第９回授業レジュメを復習する。 

4 時間 

第１０回 対面 

銀行制度のこれまでの歩み 

わが国に銀行が創設された明治期以降、現

在に至るまでのわが国の銀行制度の歩み

について学びます。 

・参考書の第３章「我が国の金融制度と金融機関」を

予習する。 

・第１０回授業レジュメを復習する。 

4 時間 

第１１回 対面 

銀行の収益動向 

銀行の収益構造と、業態別（都市銀行、地

方銀行、第二地銀、信託銀行、信用金庫、

信用組合）の収益動向およびその要因を学

びます。、 

・参考書の第１３章「銀行の経営」を予習する。 

・第１１回授業レジュメを復習する。 
4 時間 

第１２回 対面 

預金保険制度 

預金者の保護と破綻金融機関の資金決済

の確保を目的とする預金保険制度のしく

みについて学びます。 

・参考書の第１２章「銀行に対する規制・監督」を予

習する。 

・第１２回授業レジュメを復習する。 

4 時間 

第１３回 対面 金融サービスの新潮流 ・参考書の第１２章「銀行に対する規制・監督」を予 4 時間 
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近年の銀行規制の緩和と、フィンテックな

どの新たに登場してきた金融サービスに

ついて学びます。 

習する。 

・第１３回授業レジュメを復習する。 

第１４回 対面 

日本銀行の機能 

中央銀行である日本銀行の機能と役割に

ついて学びます。 

・参考書の第３章「我が国の金融制度と金融機関」を

予習する。 

・第１４回授業レジュメを復習する。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

春学期の総括 

春学期の学修内容の総括を行い、学期末の

定期試験についての説明を行います。 

・第１５回授業レジュメを復習する。 

・学期末の定期試験に向けた春学期全体の復習を行

う。 

4 時間 
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科目名 情報処理論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 岩田 順敬 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ Python によるデータ分析/機械学習 

授業の目的及び概要 

この授業は、データ分析ツールやデータ分析システム等を利用することで、実践的な諸問題に

対する様々な分析方法を身に付けることを目的とする。近年の情報処理技術の進歩によりアル

ゴリズムやデータ構造に関する高度な知識が無くとも、分析ツールや分析システム等を利用す

ることで、膨大な情報を処理することが可能となった。授業では、これらのツールやシステム

を利用しながらデータから新たな知見を抽出する様々な手法ついて学修する。プログラミング

言語は、データ分析に広く使われている Python を用いる。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①データ分析の必要性を理解する。 

②Python の基本的な文法を理解し、コーディングすることができる。 

③Python ライブラリーを使ってデータ分析をすることができる。 

④AI における機械学習の基礎を理解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
スッキリわかる Python による機械学習入門、須藤秋

良、インプレス、2021 年 
ISBN 0 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
ビジネス現場で使えるスキルを身に付けられるよう演習を繰り返してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
授業ガイダンス 

Pythonの基礎文法 

テキストの 11～20 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 
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第２回 対面 

AI と機械学習 

・AI の定義 

・機械学習の基礎知識 

・Python の基礎文法① 

テキストの 31～50 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第３回 対面 

機械学習に必要な基礎統計学 

・データの種類 

・基礎統計量 

・統計学でよく使われるグラフ 

・Python の基礎文法② 

テキストの 53～74 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第４回 対面 

機械学習によるデータ分析の流れ 

・目的の明確化 

・データの収集と前処理 

・モデルの選択と学習 

・モデルの評価 

・Python の基礎文法③ 

テキストの 75～89 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第５回 対面 

機械学習体験 第４章（前半） 

・pandas 入門 

・データの前処理 

・モデルの準備と機械学習の実行 

・モデルの評価 

テキストの 91～126 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第６回 対面 

機械学習体験 第４章（後半） 

・pandas 入門 

・データの前処理 

・モデルの準備と機械学習の実行 

・モデルの評価 

テキストの 91～126 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第７回 対面 4 章練習問題 
テキストの 127～130ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第８回 対面 

教師あり学習の理解を深める 第５章 

事例 1：分類 （前半） 

・データの前処理 

・モデルの作成と学習 

・モデルの評価 

・決定木の図の作成 

テキストの 136～177ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第９回 対面 

教師あり学習の理解を深める 第５章 

事例 1：分類 （後半） 

・データの前処理 

・モデルの作成と学習 

・モデルの評価 

・決定木の図の作成 

テキストの 136～177ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第１０回 対面 5 章練習問題 
テキストの 178～184ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第１１回 対面 

教師あり学習の理解を深める 第 6 章 

事例２：回帰 （前半） 

・データの前処理 

・モデルの作成と学習 

・モデルの評価 

・回帰式による影響度の分析 

テキストの 188～229ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第１２回 対面 

教師あり学習の理解を深める 第 6 章 

事例２：回帰 （後半） 

・データの前処理 

・モデルの作成と学習 

・モデルの評価 

・回帰式による影響度の分析 

テキストの 188～229ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第１３回 対面 ６章練習問題 
テキストの 230～235ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

復習① 

第４～第５章 

テキストの 92～235 ページを事前に読んで授業を受

け、授業後に復習してください。 
4 時間 
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第１５回 対面 
復習② 

第６章 
復習の内容を学修しておいてください。 4 時間 
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科目名 情報管理論 （経営）／情報管理概論（経済） 開講年度 2025 

担当者 山本 訓弘 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
現代社会の人々の意思決定や行動は、多種多様な情報に基づいてなされている。本講義では「現

代社会に溢れる情報を管理することで、どう利潤最大化をするか」を講義する。 

授業の目的及び概要 

本講義では、様々な具体的事例を通して、「“情報”をどう“管理”すれば、利潤最大化になる

か」を考察する。それにより、現代社会が今後もどう発展する可能性があるのかを探り、情報

を管理する大切さを学ぶ。特に、理論（学理、解釈）と実践（実務）を融合させて講義を行う。 

履修条件・留意点 

授業時間中に、今回の授業内容に基づいた「書き物」を執筆し、提出をします。第 1 回目、グ

ループ討議の実施回（2 回）と発表（2 回）の 5 回の授業を除く授業（全 10 回）で書き物を課

します。1 回 3%の合計 30%この提出で出欠を取ります。この書き物のペーパーは担当教員が１

人１枚手渡しで配布します。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．理論と実践の融合から、現代社会における「情報をどう管理すれば利潤最大化になるか」

に答えられる学力を身に付けることができる。 

２．現代社会での情報管理の現状に関する基礎的知識を習得し、自分がどう情報管理を行えば

利潤最大化になるかを考えて説明できる。 

３．資料や事実を基にした考察を文章表現し、自分自身のオリジナルレポートとして執筆でき

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
１．グループディスカッション（GD）とプレゼンテーションの内容（P 内容）を講評します。 

２．レポートの講評を行い、優秀なレポートは授業中に紹介します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、町の観光協会の役割を担う一般社団法人吉野ビジターズビューローにて、

観光振興コンサルティングや調査を行う業務に 6 年間従事してきた。また、ビデオゲーム開発

職に 18 年従事し、プロジェクトマネジメントを行う経験も有する。観光振興の実践的な知識に

加え、情報管理など、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
なし。レジュメ（PDF）を Learning Portal で配布しま

す。 
ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 40 

その他の内容 

グループディスカッション 5%（グループへの貢

献）+プレゼンテーション内容 15%（調査量と発表

態度）＝20% 

それら 2 回で 40% 
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この科目の受講に 

あたって 

情報管理は実際のビジネス活動そのものに直結し、ICT を活用した現代社会で活躍するための

必須の知識です。現代社会においては「ヒト・モノ・カネ・情報・ナレッジ」という経営 5 資

源が今後の経営に大きな影響を与え、この情報とナレッジを本講義では学びます。履修生の皆

さんが卒業後に社会で活躍する基盤になるように、理論と実務を融合した内容で講義します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

第 1 回 「情報」と「管理」を学ぶとは（オ

リエンテーション、ガイダンス） 

〇担当教員の自己紹介 

〇授業の受け方の説明（特に、グループデ

ィスカッション、プレゼンテーション） 

〇授業内容の説明 

〇単位認定の仕方の説明 

復習：授業内容の振り返りを行う 1 時間 

第２回 対面 

第 2 回 情報とは何か① 

〇情報の定義 

〇情報をどう収集・分析するか 

〇情報をどう評価するか 

予習：新聞記事検索で、情報の収集・分析・評価につ

いて調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

2.5時間 

第３回 対面 

第 3 回 情報とは何か② 

〇情報からどうメリットを得るか 

〇情報をどう活かして行動し、利潤最大化

になるか 

〇情報経済論から「中古市場」を考える 

〇売り手と買い手の情報量から、マーケテ

ィングを考える 

予習：google 検索で、情報経済論、中古市場、売り

手と買い手の情報量について調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

2.5時間 

第４回 対面 

第 4 回 管理とは何か① 

〇CRM（Customer Relationship Manageme

nt）とは 

予習：google検索で、CRM について調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 
3 時間 

第５回 対面 

第 5 回 管理とは何か② 

〇顧客価値とは 

〇One to One マーケティングとは 

予習：google 検索で、顧客価値、One to One マーケ

ティングについて調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

3 時間 

第６回 対面 

第 6 回 グループディスカッションの仕

方・評価方法 

〇グループディスカッションの仕方・評価

方法を学ぶ 

予習：google検索等で、「問題の構造化」について調

べておく 

復習：グループディスカッションの仕方・評価方法を

復習し、第 7 回目でのお題について考えておく 

6 時間 

第７回 対面 

第 7 回 グループディスカッションとプ

レゼンテーション① 

〇第 2～6 回の授業内容を基に、各学生チ

ームが「どう顧客情報を管理すれば利潤最

大化になるか」を考える 

〇チームで議論した内容を基にプレゼン

テーション資料の原案を作成する 

予習：自分自身で「どう顧客情報を管理すれば利潤最

大化になるか」を考えておく 

復習：自分自身のチームで話し合った内容をまとめ、

提出日までに提出すること 

6 時間 

第８回 対面 

第 8 回 グループディスカッションとプ

レゼンテーション② 

〇第 8 回で作成したプレゼンテーション

資料を基に、プレゼンテーションを行う 

〇プレゼンテーション内容の Q&A、担当教

員の講評を行う 

予習：第 7 回の内容をまとめ、Q&A に回答できるよう

にしておく 

復習：講評を受けて、より良いプレゼンテーション資

料にすべく、加筆・修正する 

6 時間 

第９回 対面 

第 9 回 データベース① 

〇データベースとは 

〇なぜ、情報を蓄積し、流通させるのか 

予習：新聞記事検索で、データベースについて調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 
3 時間 

第１０回 対面 

第 10回 データベース② 

〇情報セキュリティの３原則 

〇OECDの個人情報８原則 

予習：google検索で、情報セキュリティの３原則、O

ECDの個人情報８原則について調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

3 時間 

第１１回 対面 
第 11回 ナレッジマネジメント① 

〇ナレッジマネジメントとは 

予習：google 検索で、ナレッジマネジメントについ

て調べる 
3 時間 
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復習：授業内容の振り返りを行う 

第１２回 対面 

第 12回 ナレッジマネジメント② 

〇知識創造のためのナレッジマネジメン

ト 

予習：新聞記事検索で、ナレッジマネジメントを活用

した企業の実例について調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

3 時間 

第１３回 対面 

第 13 回 グループディスカッションとプ

レゼンテーション③ 

〇第 9～12 回の授業内容を基に、各学生チ

ームが「ナレッジマネジメントで、とある

企業の利潤最大化をどう行うか」を考える 

〇チームで議論した内容を基にプレゼン

テーション資料の原案を作成する 

予習：自分自身が考える「ナレッジマネジメント」に

ついてまとめておく 

復習：自分自身のチームで話し合った内容をまとめ、

提出日までに提出すること 

6 時間 

第１４回 対面 

第 14 回 グループディスカッションとプ

レゼンテーション④ 

〇第 13 回で作成したプレゼンテーション

資料を基に、プレゼンテーションを行う 

〇プレゼンテーション内容の Q&A、担当教

員の講評を行う 

予習：第 13 回の内容をまとめ、Q&A に回答できるよ

うにしておく 

復習：講評を受けて、より良いプレゼンテーション資

料にすべく、加筆・修正する 

6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

第 15回 まとめ 

〇「情報を管理することで得られる利潤最

大化とは何か」に自分自身の回答を出す 

〇優秀レポートの紹介、プレゼンテーショ

ン内容の振り返り 

予習：「情報を管理することで得られる利潤最大化と

は何か」に自分自身の回答を準備する 

復習：これまでの授業を振り返る 

6 時間 
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科目名 日本経済論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 米山 秀隆 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 日本の経済データの読み方 

授業の目的及び概要 

この授業では、日本経済の現状を把握する上で必要な、経済データ（経済指標）の見方につい

て学びます。まず、データを見る上で必要な基礎知識を説明し、経済全体の動向を捉えるため

の経済データとして GDP（国内総生産）と景気動向指数を取り上げます。次いで、企業部門の動

向を捉えるための経済データ（生産、設備投資など）、家計部門を捉えるための経済データ（消

費、雇用など）についてそれぞれ学び、さらに経済の体温とも言うべき物価について学びます。

政府、日銀は、これら経済データの全体から、景気動向を分析する文書を定期的に発表してい

ますが、その読み方も説明します。また、政府、日銀や経済の調査機関（シンクタンク）は、現

状を把握した上で、将来の予測を行っていますが、予測手法の基本も学びます。こうした一連

の知識を身に付けることで、新聞の経済面に掲載される経済データに関する記事を読みこなし、

生活や将来の仕事に役立てられるようになることを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・経済データを読むための基礎知識を身に付ける。 

・経済全体と物価を捉える経済指標について説明できる。 

・企業部門、家計部門を捉える経済指標を説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
コメントシート、課題の結果については、授業内または Learning Portal でフィードバックし

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN 0 

参考書 
予測の達人が教える経済指標の読み方，新家義貴，日

本経済新聞出版，2017 年 
ISBN 9784532357030 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
経済データの読み方を習得すれば、世の中の流れがわかるようになります。 
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形式 学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

授業の目標や到達目標等についてガイダ

ンスを行います。 

【予習】Learning Portal に掲載する配布資料を事前

に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

何が景気循環をもたらすのかについて学

びます。 

【予習】配布資料（参考書第 1 章 1～3 の内容）を事

前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

経済データを読み解くための基礎知識に

ついて学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 1章 4 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

経済データのチェックポイントについて

学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 2 章の内容）を事前に読

んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

経済全体の動向を捉える経済データ（GDP、

景気動向指数）について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 3章 1、2の内容）を事

前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

企業部門を捉える経済データ（貿易）につ

いて学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 4章 1 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

企業部門を捉える経済データ（生産、企業

収益）について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 4章 2、3の内容）を事

前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

企業部門を捉える捉える経済データ（景況

感）について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 4章 4 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

企業部門を捉える捉える経済データ（設備

投資）について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 4章 5 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

家計部門を捉える経済データ（雇用・賃金）

について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 5章 1 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

家計部門を捉える経済データ（消費）につ

いて学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 5章 2 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

物価を捉える経済データについて学びま

す。 

【予習】配布資料（参考書第 5章 3 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
月例経済報告について学びます。 

【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
経済見通しについて学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 6 章の内容）を事前に読

んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
経済予測の方法について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 6 章の内容）を事前に読

んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 
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科目名 日本経済論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 米山 秀隆 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 日本の経済データの読み方 

授業の目的及び概要 

この授業では、日本経済の現状を把握する上で必要な、経済データ（経済指標）の見方につい

て学びます。まず、データを見る上で必要な基礎知識を説明し、経済全体の動向を捉えるため

の経済データとして GDP（国内総生産）と景気動向指数を取り上げます。次いで、企業部門の動

向を捉えるための経済データ（生産、設備投資など）、家計部門を捉えるための経済データ（消

費、雇用など）についてそれぞれ学び、さらに経済の体温とも言うべき物価について学びます。

政府、日銀は、これら経済データの全体から、景気動向を分析する文書を定期的に発表してい

ますが、その読み方も説明します。また、政府、日銀や経済の調査機関（シンクタンク）は、現

状を把握した上で、将来の予測を行っていますが、予測手法の基本も学びます。こうした一連

の知識を身に付けることで、新聞の経済面に掲載される経済データに関する記事を読みこなし、

生活や将来の仕事に役立てられるようになることを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・経済データを読むための基礎知識を身に付ける。 

・経済全体と物価を捉える経済指標について説明できる。 

・企業部門、家計部門を捉える経済指標を説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
コメントシート、課題の結果については、授業内または Learning Portal でフィードバックし

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN 0 

参考書 
予測の達人が教える経済指標の読み方，新家義貴，日

本経済新聞出版，2017 年 
ISBN 9784532357030 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
経済データの読み方を習得すれば、世の中の流れがわかるようになります。 
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形式 学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

授業の目標や到達目標等についてガイダ

ンスを行います。 

【予習】Learning Portal に掲載する配布資料を事前

に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

何が景気循環をもたらすのかについて学

びます。 

【予習】配布資料（参考書第 1 章 1～3 の内容）を事

前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

経済データを読み解くための基礎知識に

ついて学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 1章 4 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

経済データのチェックポイントについて

学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 2 章の内容）を事前に読

んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

経済全体の動向を捉える経済データ（GDP、

景気動向指数）について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 3章 1、2の内容）を事

前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

企業部門を捉える経済データ（貿易）につ

いて学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 4章 1 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

企業部門を捉える経済データ（生産、企業

収益）について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 4章 2、3の内容）を事

前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

企業部門を捉える捉える経済データ（景況

感）について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 4章 4 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

企業部門を捉える捉える経済データ（設備

投資）について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 4章 5 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

家計部門を捉える経済データ（雇用・賃金）

について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 5章 1 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

家計部門を捉える経済データ（消費）につ

いて学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 5章 2 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

物価を捉える経済データについて学びま

す。 

【予習】配布資料（参考書第 5章 3 の内容）を事前に

読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 
月例経済報告について学びます。 

【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 
経済見通しについて学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 6 章の内容）を事前に読

んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

2025/05/01

913



 

 

第１５回 
オンデ

マンド 
経済予測の方法について学びます。 

【予習】配布資料（参考書第 6 章の内容）を事前に読

んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

2025/05/01

914



 

 

科目名 日本経済論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 米山 秀隆 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 現代日本経済の構造 

授業の目的及び概要 

この授業では、現代の日本経済を理解する上で重要なトピックスを取り上げ、経済学の知識や

分析道具を使って、理解を深めていきます。取り上げるトピックスは、日本経済の成長の歩み、

労働市場、産業構造、環境・エネルギー、金融、財政、地域、社会保障、グローバル化などで

す。これら日本経済の様々な側面は、一見、どうしてそのような状況になったのかを理解しに

くい場合でも、経済学の枠組みを使えば、その構造がよくわかることがあります。現象の背後

に隠れたメカニズムを解き明かしながら、現代の日本経済が直面する課題の全体像に迫ってい

きます。経済学といっても、使うのは最低限の基礎的な部分で、その都度必要な知識は説明し

ていきます。経済学的に考えてみる習慣は、普段の生活や将来の仕事にも役立つはずです。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・日本経済の成長の歩みについて説明できる。 

・日本の労働市場や産業構造、環境・エネルギー問題について説明できる。 

・日本の金融や財政、社会保障の問題について説明できる 

・日本の地域経済やグローバル化の問題について説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
コメントシート、課題の結果については、授業内または Learning Portal でフィードバックし

ます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
日本経済論（第 2 版），宮川努・細野薫・細谷圭・川上

淳之，中央経済社，2021 年 
ISBN 9784502374814 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

日本経済の課題の全体像について理解を深めておくことは、個々の専門的な勉強に進んでいく

上での基礎となります。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の

2025/05/01

915



 

 

形式 学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

授業の目標や到達目標等についてガイダ

ンスを行います。 

【予習】テキスト第 1 章と Learning Portal に掲載

する配布資料を事前に読んでおいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

高度成長はなぜ実現できたのかについて

学びます。 

【予習】テキスト第 2 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

バブルとその後の長期停滞について学び

ます。 

【予習】テキスト第 3 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

労働市場の構造変化と所得格差について

学びます。 

【予習】テキスト第 4 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

中小企業・ベンチャー企業の役割について

学びます。 

【予習】テキスト第 5 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

産業構造の変化と日本経済の盛衰につい

て学びます。 

【予習】テキスト第 6 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

環境・エネルギー問題の克服について学び

ます。 

【予習】テキスト第 7 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 
日本の金融システムについて学びます。 

【予習】テキスト第 8 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

デフレと非伝統的金融政策について学び

ます。 

【予習】テキスト第 9 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 
財政の維持可能性について学びます。 

【予習】テキスト第 10 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 
地域経済と政府の役割について学びます。 

【予習】テキスト第 11 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 
人口減少と社会保障について学びます。 

【予習】テキスト第 12 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

国際経済の中の日本経済について学びま

す。 

【予習】テキスト第 13 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

これからの日本経済（平成経済から令和経

済へ）について学びます。 

【予習】テキスト第 14 章と配布資料を事前に読んで

おいて下さい。 

【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た

知識を確認して下さい。 

4 時間 

2025/05/01

916



 

 

第１５回 
オンデ

マンド 
経済財政白書について学びます。 

【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

して下さい。 

4 時間 

2025/05/01

917



 

 

科目名 世界経済論 開講年度 2025 

担当者 張 哲 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 世界経済の現状と課題 

授業の目的及び概要 

経済の国際化が進んでいる中で、国境を超える財・サービスの輸出と輸入は活発に発生してい

る。 

この講義では、国際経済学の基礎理論を踏まえ、国際社会で起きている主要な経済問題につい

ての理解を深める、国際経済の動向を分析していきます。また、具体例として中国および ASEAN

等を取り上げ、国際経済社会における役割を検証します。 

この講義を受講することにより、国際経済学の基礎知識を身に付けることを目的とします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
（１）世界経済の実態について認識を深ること。 

（２）世界経済の動向と各国・地域の経済との関係を把握できること。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 テストの内容や解答方法については、授業の中で解説する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

特定のテキストは使用しない。毎回の講義資料をラー

ニングポータル上に掲載するので、各自で取得してお

くこと。 

ISBN 0 

参考書 随時、授業の中で紹介していく。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

講義資料や参考書などを予習しておくことを期待します。なお、授業の進行状況により内容を

変更することがあります。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
イントロダクション、授業の進め方につい

て 

【予習】シラバスや資料等を事前に確認しておきま

しょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

4 時間 

2025/05/01

918



 

 

う。 

第２回 対面 国際貿易のまとめ 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第３回 対面 為替レートと国際取引 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第４回 対面 固定為替相場制と変動相場制 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第５回 対面 中国の経済状況① 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第６回 対面 中国の経済状況② 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第７回 対面 中国の経済状況③ 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第８回 対面 中国の経済状況④ 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第９回 対面 中間試験と解説 

【予習】今までの受講内容を復習しましょう。 

【復習】中間試験でわからなかった内容を復習し、理

解を深めましょう。 

4 時間 

第１０回 対面 食料問題を考える 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第１１回 対面 貧困と格差問題を考える 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第１２回 対面 開発協力を考える 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第１３回 対面 環境問題を考える 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第１４回 対面 現在の世界経済の諸課題やリスク 

【予習】資料等を事前に確認しておきましょう。 

【復習】受講した内容を整理し、理解を深めましょ

う。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

講義の振り返りと定期試験に向けての準

備 

これまでの講義内容を復習し、試験の準備をしまし

ょう。 
4 時間 

2025/05/01

919



 

 

科目名 商法・会社法概論 開講年度 2025 

担当者 川口 将輝 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 会社法の基本的知識の修得 

授業の目的及び概要 

本科目は、会社法の初学者を対象に会社法の基本的知識を修得するために開設されるものであ

り、現代社会になくてはならない存在である「会社」のためのルールである会社法の基本的な

内容を理解することを目的とする。株式会社を中心として会社法を体系的に学修することによ

り、会社の特徴や会社法の諸制度の意義・機能及び趣旨を理解することを目指す。 

履修条件・留意点 
本科目は、法学分野の専門科目であり、「ビジネス法入門」の単位を取得していることが望まし

い。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・会社の特徴について理解し、説明できる。 

・会社法の諸制度の意義・機能及び趣旨について理解し、説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 中間試験は返却し、解説・講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監

査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
手にとるようにわかる会社法入門，川井信之，かんき

出版，2021 年 
ISBN 9784761275297 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 40 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 60 

その他（％） 0 

その他の内容 － 

この科目の受講に 

あたって 

会社法は現代社会になくてはならない存在である会社のためのルールであり、起業や会社の経

営者を目指す学生には不可欠な知識です。また、日常生活やビジネスにおいても役立つ知識で

あり、興味関心のあるすべての学生に履修を推奨します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス後、会社および会社法とは何

か、株式会社と持株会社の特徴について学

びます。 

【事前学修】テキストの PART1「会社とは、会社法と

はなんだろう」（pp.12-21）、PART9「持分会社とはな

んだろう」（pp282-285）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 
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第２回 対面 
株式会社の機関①（株主総会）について学

びます。 

【事前学修】テキストの、PART4「会社を構成する機

関とは何だろう」（pp.78-83、pp.94-119）を読んでお

くこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 
株式会社の機関②（取締役、取締役会）に

ついて学びます。 

【事前学修】テキストの PART4「会社を構成する機関

とは何だろう」（pp.120-135）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業で学んだ知

識を確認してください。 

4 時間 

第４回 対面 
株式会社の機関③（取締役、取締役会）に

ついて学びます。 

【事前学修】テキストの PART4「会社を構成する機関

とは何だろう」（pp.136-151）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業で学んだ知

識を確認してください。 

4 時間 

第５回 対面 
株式会社の機関④（監査役、監査役会、会

計監査人、会計参与）について学びます。 

【事前学修】テキストの PART4「会社を構成する機関

とは何だろう」（pp.156～171）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業で学んだ知

識を確認してください。 

4 時間 

第６回 対面 
株式会社の機関⑤（指名委員会等、監査等

委員会、役員等の責任）について学びます。 

【事前学修】テキストの PART4「会社を構成する機関

とは何だろう」（pp.88-93、pp.172-191）を読んでお

くこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業で学んだ知

識を確認してください。 

4 時間 

第７回 対面 中間試験 
中間試験に向けてテキスト等を読み直し、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 

第８回 対面 
中間試験の解説後、株式会社の設立につい

て学びます。 

【事前学修】テキストの PART2「会社はどうやって設

立するのだろう」（pp.24-31）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

      中間試験で間違えた箇所について、テ

キスト等を読み直し、授業での説明事項とともに復

習しておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 株式①について学びます。 

【事前学修】テキストの PART3「株式のルールを知っ

ておこう」（pp.42-57）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 株式②について学びます。 

【事前学修】テキストの PART3「株式のルールを知っ

ておこう」（pp.58-76）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 株式会社の計算について学びます。 

【事前学修】テキストの PART5「会社の計算について

知っておこう」（pp.196-221）を読んでおくこと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 
株式会社の資金調達（新株の発行、新株予

約権、社債）について学びます。 

【事前学修】テキストの PART6「会社はどうやって資

金調達をするのだろう」（pp.224-241）を読んでおく

こと。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 組織再編①について学びます。 

【事前学修】テキストの PART7「M&A、組織再編のポ

イントをおさえよう」（pp.244-255）を読んでおくこ

と。 

【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 
組織再編②、解散と清算、倒産手続につい

て学びます。 

【事前学修】テキストの PART7「M&A、組織再編のポ

イントをおさえよう」（pp.256-268）、PART8「会社が

消滅する場合をおさえよう」（pp.270-279）を読んで

おくこと。 

4 時間 
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【事後学修】テキスト等を読み直し、授業での説明事

項とともに復習しておくこと。 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けて、これまでの内容のまと

めをオンデマンドで配信します。 

定期試験に向けてテキスト等を読み直し、授業での

説明事項とともに復習しておくこと。 
4 時間 
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科目名 企業コンプライアンスとリスク管理 開講年度 2025 

担当者 田坂 駿佑 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 企業コンプライアンスやリスク管理に関わる問題とその対処方法について学ぶ。 

授業の目的及び概要 

企業は日々さまざまな困難（リスク）に直面をしており、それに対処することが求められてい

る。そのようなリスクには、地震、洪水・台風といった自然災害にとどまらず、企業の不祥事

や事故なども含まれる。これらのリスクを適切に管理し、経営の安定を図ることは近年ますま

すその重要性が高まってきている。この講義の目的は、この企業リスク・マネジメントについ

て、企業活動において生じる具体的なリスクを知り、その対処方法等を学ぶことで、企業の総

務・法務・人事部門等リスクマネージメントに携わる仕事がどういうものかを理解すると同時

に、企業内で活躍する人材として必要なリスク管理に関わる知識を修得することにある。授業

のレベルとしては、会社法等の知識があることが望ましいが、知識がなくとも会社組織につい

て興味を持っていれば十分に理解できる程度のレベルである。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
企業リスクの概念、その種類等について説明することができる。 

さまざまな企業リスクの場面に応じて、その対処方法について、説明をすることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回アンケート機能によりコメントを受け付けます。その記入内容についてフィードバックを

行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 指定しません。配布資料を用いて授業を行います。 ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

企業・組織内での仕事に興味があること。 

会社法などの知識があることが望ましい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 １．イントロダクション、リスク概念と企 【予習】配布資料を事前に読んでおいてください。 4 時間 
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業リスク 

イントロダクションとして本講義の概要

を説明するとともに、リスクの概念と種類

について検討を行う。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

第２回 対面 

２．経営リスクのマネジメントとリスク対

応のプロセス 

企業が困難に対処するために実施する

様々な活動と、リスク・マネジメントとの

関係について検討する。 

【予習】配布資料を事前に読んで、事例について検討

しておいてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第３回 対面 

３．環境変化に伴う新たなリスクに対する

戦略と組織 

環境変化への対応が求められる企業にと

ってのリスクは何か、新たなリスクに対応

するための企業としての戦略と組織につ

いて検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第４回 対面 

４．企業の内部統制構築義務と会社法 

実際に企業において内部統制構築義務が

課される場面を紹介し、企業における内部

統制構築義務と会社法の関係等について

検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第５回 対面 

５．企業のコンプライアンス体制①（組織

作り） 

企業におけるコンプライアンスのための

組織作り、リスクマネージメントの手法に

ついて検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第６回 対面 

６．企業のコンプライアンス体制②（法制

度） 

公益通報者保護法、個人情報保護法等の企

業のコンプライアンスに関わる法制度に

ついて検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第７回 対面 

７．金融商品取引法上のコンプライアンス

体制 

情報開示制度等の金融商品取引法上、企業

に求められるコンプライアンス体制、金融

商品取引法と会社法の関係等について検

討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第８回 対面 

８．企業の法的責任とレピュテーションリ

スクについて 

企業が活動する中で負う法的責任とレピ

ュテーションリスクの関係について検討

する。 

また、授業内で中間試験を実施する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第９回 対面 

９．企業の情報に関するリスク管理 

企業における個人情報の管理体制と情報

漏洩時の対処方法について実例を元に検

討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第１０回 対面 

10．欠陥製品による事故のリスク管理 

欠陥製品が生じた場合の企業に対するリ

コール、欠陥製品が生じた場合の調査、対

処方法について実例を元に検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

4 時間 
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に行ってください。 

第１１回 対面 

11．企業の役員・従業員に関わるリスク管

理 

企業内でパワハラ・セクハラ等の人的な各

種リスクについて、関連する法令とリスク

が生じた場合の対処方法について実例を

元に検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第１２回 対面 

12．緊急事態発生時のリスク管理 

自然災害や感染症など、企業外から生じる

リスクに対する企業としてのリスク管理

について実例を元に検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第１３回 対面 

13．企業不祥事対応の実務①（事実調査・

第三者委員会について） 

企業内で不祥事が発生した場合の企業と

しての対応について実例を元に検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第１４回 対面 

14．企業不祥事対応の実務②（調査後のリ

スク分析、対応策の構築について） 

企業内で不祥事が発生した場合の企業と

しての対応について実例を元に検討する。 

【予習】配布資料を読んで、事例について検討してお

いてください。 

【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください。不明な点についてはコメントシート

に記入するほか、次回授業の冒頭等で質問を積極的

に行ってください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

15．総括 

今学期で学んだ内容の総括を行う。 

【予習】これまでの配布資料を読んでおいてくださ

い。 

【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し、講

義で得た知識を総復習してください。 

4 時間 
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科目名 雇用関係法 開講年度 2025 

担当者 兪 根 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
労働基準法・労働契約法を中心とした雇用関係法の内容を習得し、その背景にある理念や基本

的な考え方を理解する。 

授業の目的及び概要 

雇用関係法は、労働法の一分野であり、労働者個人と使用者（企業）との労働契約関係（雇用

関係）を扱うルールである。具体的には、賃金や労働時間、解雇等に関するルールを扱う。社

会的にニュースとなる労働問題の多くは、雇用関係法の領域に関わるものであり、日常生活に

とっても非常に重要な法分野である。本講義では、雇用関係法を形成する法ルールの内容につ

いて概説する。また、それと合わせて、雇用関係法に関する最近の立法の動向についても触れ

る予定である。本授業は、単なる条文暗記ではなく、法の趣旨目的やその背景にある理念を理

解することを目的とする。 

履修条件・留意点 
この科目は、法学分野の専門科目であり、「ビジネス法入門」あるいは「法学入門」等履修して

いることが望ましいです。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・雇用関係法に関する基本的な事項について理解し、説明することができる。 

・職場で出会う基本的な労働問題を理解し、その解決方法を法的に考えることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・授業内容に関する質問については適宜回答する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
『労働法』、川田知子、長谷川聡、弘文堂、 2020 年 

授業は配布するレジュメに沿って行う。 
ISBN 9784335358388 

参考書 

詳しくは初回の授業で説明する。 

①書名：『労働法 第 5 版』、著者名：荒木尚志、(弘文

堂 2022 年) 

②書名：『労働判例百選 第 10 版』、著者名：村中孝

史、荒木尚志、(有斐閣 2022年) 

ISBN 
①9784641243576 

②13425048 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％） 0 

その他の内容 
持参する参考文献 : 労働六法、木内洋育、旬報

社、202４年を参考 

この科目の受講に 

あたって 

・本授業では多くの法律・判例を扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。 

・日ごろから雇用問題に関するニュース等に接しておくことや、各自のアルバイト経験の中で

遭遇する法的問題について意識しておくことが授業の理解に役立つ。 

 

2025/05/01

926



 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業のガイダンス（授業の進め方や成績評

価の説明など） 

労働法の沿革・体系 

・事前に必ずシラバスを読むこと（0.5 時間程度）。 

・学習した内容について説明できるように、レジュメ

や参考書を用いて復習すること（3.5時間程度）。 

4 時間 

第２回 対面 雇用関係法の当事者（労働者・使用者） 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第３回 対面 労働契約の成立（採用・募集） 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第４回 対面 労働契約の基本的内容とその決定方法 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第５回 対面 

賃金（1） 

・賃金の意義と体系 

・賃金の保護 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第６回 対面 

賃金（2） 

・賞与・退職金 

・最低賃金制度 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第７回 対面 

労働時間（1） 

・労働時間概念 

・労働時間の現象と規制 

・時間外労働 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第８回 対面 

労働時間（2） 

・柔軟な労働時間制度 

・適用除外制度 

・休日 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第９回 対面 
・年次有給休暇 

・育児介護休業法 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第１０回 対面 

ハラスメントへの法規制  

・セクハラを法理 

・パワーハラスメント法理 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第１１回 対面 

高齢者の雇用 

・高齢者の雇用促進法 

・高齢者保護 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第１２回 対面 外国人労働者の雇用 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授 4 時間 

2025/05/01

927



 

 

・外国人労働者と労働法規制 

・差別禁止 

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

第１３回 対面 

懲戒権(1) 

・企業の規律と対応 

・懲戒処分 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第１４回 対面 

懲戒権(2) 

・類型別規律と対応 

・懲戒救済 

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授

業用レジュメや資料を用いて十分に予習する（2 時

間）。 

・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2

時間）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総まとめ 

・試験に向けて全体の復習をすること 
・試験に向けて全体の復習をすること（4 時間） 4 時間 
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科目名 租税法Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 租税法の基礎的知識を身につける 

授業の目的及び概

要 

この授業では、法学分野の専門科目の中でも、租税法について学修します。租税法の初学者を対象に、

租税に関する基本的な概念、基礎的知識の修得を目的として、所得税法を中心に、さまざまな租税法

について学修します。 

テキスト、参考書、書込み式の配布資料を用いて講義形式で授業を行い、また毎回、確認テストを実

施します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・租税に関する基本的な概念、基礎的知識を説明することができる。 

・社会で起きている租税に関する問題について、その論点・争点を理解することができる。 

資格・検定試験へ

の対応 
 

フィードバックの

方法 
確認テストについては授業中に講評を行います。 

アクティブ・ラー

ニングの取組み 
 

実務経験のある教

員による授業科目 
 

テキスト 
『税法入門』 税大講本 国税庁 

https://www.nta.go.jp/about/organization/ntc/kohon/index.htm 
ISBN 0 

参考書 

『所得税法』、『法人税法』、『消費税法』、『相続税法』 税大講本 国

税庁 

https://www.nta.go.jp/about/organization/ntc/kohon/index.htm 

その他、授業中に配布プリント等でお知らせします。 

ISBN 

WEB から無料でダ

ウンロードできま

す。 

成績評価の方法・

基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

テキスト、参考書、書込み式の配布資料を用いて講義形式で授業を行い、また毎回、確認テストを実

施します。ラーニングポータルに資料を載せ、授業では PowerPoint を使用します。テキスト、参考書

で使用する税務大学校講本(税大講本)は、初めて税法に触れる税務職員の研修生に税法の基礎的知識

を学ばせるために、税務大学校が作成しているもので、毎年新しく改訂され、授業では新年度の最新

版を使用します。WEB から無料でダウンロードできますので、各自、PDF ファイルをダウンロードして

準備してください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンスと租税の概要 

【予習】テキストの第 1 章 租税を事前に読んでお

いてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第２回 対面 租税体系と税法の法体系 

【予習】テキストの第２章 租税体系、第３章 税法の

法体系を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第３回 対面 
国税の大要１ 所得税１ 所得税の概説、

納税義務 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第１節 所 

得 税と参考書の『所得税法』第１章 総 説、第２章

 納税義務を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

知識を確認してください。 

4 時間 

第４回 対面 
国税の大要２ 所得税 2 所得の種類、課

税標準 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第１節 所 

得 税と参考書の『所得税法』第３章 所得の種類、第

４章 課税標準の計算を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

知識を確認してください。 

4 時間 

第５回 対面 国税の大要３ 所得税 3 所得控除 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第１節 所 

得 税と参考書の『所得税法』第５章 所得控除を事前

に読んでおいてください。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

知識を確認してください。 

4 時間 

第６回 対面 
国税の大要４ 所得税 4 税額計算、源泉

徴収、申告納付及び還付 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第１節 所 

得 税と参考書の『所得税法』第６章 税額計算、第７

章 源泉徴収、第８章 申告、納付及び還付を事前に読

んでおいてください。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

知識を確認してください。 

4 時間 

第７回 対面 国税の大要５ 法人税 法人税の概要 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第２節 法 

人 税と参考書の『法人税法』はじめにの部分を事前

に読んでおいてください。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

知識を確認してください。 

6 時間 

第８回 対面 
国税の大要６ 相続税等 1 総説、納税義

務者、相続税の課税価格と税額 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第３節 相

続税と贈与税と参考書の『相続税法』第１章 総 説、

第２章 納税義務者、第３章 相続税の課税価格と税

額を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

知識を確認してください。 

4 時間 

第９回 対面 

国税の大要７ 相続税等２ 贈与税の課

税価格と税額、第６章 申告・更正及び決

定、第７章 税金の納付と延納及び物納 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第３節 相

続税と贈与税と参考書の『相続税法』第４章 贈与税

の課税価格と税額、第６章 申告・更正及び決定、第

７章 税金の納付と延納及び物納を事前に読んでお

いてください。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

知識を確認してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

国税の大要８ 消費税 1 総説、課税の対

象、非課税と免税、納税義務者と納税義務

の成立 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第４節 消 

費 税と参考書の『消費税法』第１章 総説、第２章 

課税の対象、第３章 非課税と免税、第４章 納税義務

者と納税義務の成立を事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

4 時間 
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知識を確認してください。 

第１１回 対面 

国税の大要８ 消費税 2 課税標準と税

率、税額控除等、 課税期間、申告・納付、

納税地 

【予習】テキストの第４章 各税の大要 第４節 消 

費 税と参考書の『消費税法』第５章 課税標準と税

率、第６章 税額控除等、第７章 課税期間、申告・納

付、納税地を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキスト、参考書を読み直し、講義で学んだ

知識を確認してください。 

4 時間 

第１２回 対面 国税の大要８ 酒税他 

【【予習】テキストの第４章 各税の大要 第５節 酒

 税、第６節 印 紙 税、第７節 その他の国税を事前

に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第１３回 対面 国際課税 

【予習】テキストの第５章 国際課税を事前に読んで

おいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第１４回 対面 地方税の大要 

【予習】テキストの第８章 地方税の大要を事前に読

んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【復習】テキスト、参考書とこれまでの配布資料を読

み直し、講義で学んだ知識を総復習してください。 
4 時間 
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科目名 租税法Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 法人税法の概要を理解する 

授業の目的及び概

要 

この授業では、法学分野の専門科目の中でも、租税法のひとつである法人税法について学修します。

租税法の初学者を対象に、法人税法に関する基本的な概念、基礎的知識の修得を目的とします。講義

で学んだ知識の修得度を確認するために小テストを実施します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 
・法人税法に関する基本的な概念、基礎的知識を説明することができる。 

・社会で起きている法人税法等に関する問題について、その論点・争点を理解することができる。 

資格・検定試験へ

の対応 
 

フィードバックの

方法 
確認テストについては授業中に講評を行います。 

アクティブ・ラー

ニングの取組み 
 

実務経験のある教

員による授業科目 
 

テキスト 
テキスト『法人税法』 税務大学校講本 国税庁 

https://www.nta.go.jp/about/organization/ntc/kohon/index.htm 
ISBN 0 

参考書 授業中に配布プリント等でお知らせします。 ISBN  

成績評価の方法・

基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

テキスト、参考書、書込み式の配布資料を用いて講義形式で授業を行い、また毎回、確認テストを実

施します。ラーニングポータルに資料を載せ、授業では PowerPoint を使用します。テキストとして使

用する税務大学校講本(税大講本)は、初めて税法に触れる税務職員の研修生に税法の基礎的知識を学

ばせるために、税務大学校が作成しているもので、毎年新しく改訂され、授業では新年度の最新版を

使用します。WEB から無料でダウンロードできますので、各自、PDF ファイルをダウンロードして準備

してください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 ガイダンスと租税の概要 

【予習】テキストのはじめにを事前に読んでおいて

ください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

4 時間 
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認してください。 

第２回 対面 申告納付 

【予習】テキストの第１章 総則と申告に関する規定

を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第３回 対面 課税標準 

【予習】テキストの第２章 課税標準の計算のあらま

しを事前に読んでおいてください。 

【復習】テテキストを読み直し、講義で学んだ知識を

確認してください。 

4 時間 

第４回 対面 益金の額１ 

【予習】テキストの第３章 益金の額の計算（その１）

を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第５回 対面 益金の額２ 

【予習】第４章 益金の額の計算（その２）を事前に

読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第６回 対面 損金の額１ 

【予習】テキストの第５章 損金の額の計算（その１）

を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第７回 対面 損金の額２ 

【予習】テキストの第６章 損金の額の計算（その２）

の第 5 節貸倒損失までを事前に読んでおいてくださ

い。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第８回 対面 損金の額３ 

【予習】テキストの第６章 損金の額の計算（その２）

の第 6節その他の経費からと第７章 損金の額の計算

（その３）を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第９回 対面 有価証券 

【予習】テキストの第８章 有価証券を事前に読んで

おいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第１０回 対面 税額計算 

【予習】テキストの第９章 税額の計算を事前に読ん

でおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第１１回 対面 純資産の部１ 

【予習】テキストの第 10 章 税法上の純資産の部の

第１節 資本金等の額、第２節 利益積立金額を事前

に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第１２回 対面 純資産の部２ 

【予習】テキストの第 10 章 税法上の純資産の部の

第３節 申告書別表四の機能、第４節 申告書別表五

(一)の機能を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第１３回 対面 グループ法人税制 

【予習】テキストの第 11 章 グループ法人税制とグ

ループ通算制度を事前に読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 

第１４回 対面 更正及び決定 

【予習】テキストの第 12 章 更正及び決定を事前に

読んでおいてください。 

【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確

認してください。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【復習】テキストとこれまでの配布資料を読み直し、

講義で学んだ知識を総復習してください。 
4 時間 
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科目名 情報管理論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 山本 訓弘 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ 
現代社会は情報システムが情報管理の機能を果たしているので、情報システムをどう活用して

情報管理をするかを講義する。 

授業の目的及び概要 

本講義では、様々な具体的事例を通して、「“情報の活用と流通”と“情報システム”に注目し、

情報がどう人々に影響を与えるか」を現代社会での情報管理から考察する。それにより、現代

社会が今後もどう発展する可能性があるのかを探り、情報を管理する大切さを学ぶ。特に、理

論（学理、解釈）と実践（実務）を融合させて講義を行う。 

履修条件・留意点 

・授業時間中に、今回の授業内容に基づいた「書き物」を執筆し、提出をします。第 1 回目、

グループ討議の実施回（2 回）と発表（2 回）の 5 回の授業を除く授業（全 10 回）で書き物を

課します。1 回 3%の合計 30%この提出で出欠を取ります。この書き物のペーパーは担当教員が

１人１枚手渡しで配布します。 

・情報管理論 （経営）／情報管理概論（経済）の履修・単位取得済が望ましい。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．理論と実践の融合から、「現代社会では、“情報の流通”と“情報システム”に注目して、

どう情報管理をすればよいか」に答えられる学力を身に付けられる。 

２．現代社会での情報管理の現状、特に、地域の企業の「情報の活用」「情報システム（特に、

クラウドコンピューティング）」「情報の流通」に関する基礎的知識を習得し、自分がどう情報

管理を行えば利潤最大化になるかを考え、答えを出せる学力を身に付けられる。 

３．資料や事実を基にした考察を文章表現し、自分自身のオリジナルレポートとして執筆でき

る。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
１．グループディスカッション（GD）とプレゼンテーションの内容（P 内容）を講評します。 

２．レポートの講評を行い、優秀なレポートは授業中に紹介します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、町の観光協会の役割を担う一般社団法人吉野ビジターズビューローにて、

観光振興コンサルティングや調査を行う業務に 6 年間従事してきた。また、ビデオゲーム開発

職に 18 年従事し、プロジェクトマネジメントを行う経験も有する。観光振興の実践的な知識に

加え、情報管理など、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
なし。レジュメ（PDF）を Learning Portal で配布しま

す。 
ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 40 

その他の内容 
グループディスカッション 5%（グループへの貢

献）+プレゼンテーション内容 15%（調査量と発表
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態度）＝20% 

それら 2 回で 40% 

この科目の受講に 

あたって 

情報管理は実際のビジネス活動そのものに直結し、ICT を活用した現代社会で活躍するための

必須の知識です。本講義では、担当教員が中小企業庁の事業で得た地域の企業の「情報活用の

実例」「情報システム（特に、クラウドコンピューティング）」「情報の流通」に注目して、どう

情報管理を行うべきかを幅広く講義します。履修生の皆さんが卒業後に社会で活躍する基盤に

なるように、理論と実務を融合した内容で講義します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

第 1 回 「情報の活用と流通」と「情報シ

ステム」を学ぶとは（オリエンテーション、

ガイダンス） 

〇担当教員の自己紹介 

〇授業の受け方の説明（特に、グループデ

ィスカッション、プレゼンテーション） 

〇授業内容の説明 

〇単位認定の仕方の説明（レポート各 10

点×２、グループディスカッション及びプ

レゼンテーション各 25 点×２、定期試験

30 点） 

復習：授業内容の振り返りを行う 1 時間 

第２回 対面 

第 2 回 地域の企業の情報活用の実例① 

〇実務での情報活用（特に、DX、ビジネス

ICTツールの活用） 

予習：google 検索で、DX、ビジネス ICT ツールにつ

いて調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

2.5時間 

第３回 対面 

第 3 回 地域の企業の情報活用の実例② 

〇企業経営者が経営に生かす情報の流通

とその管理 

予習：google 検索で、WWW、イントラネット、繋がる

化について調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

2.5時間 

第４回 対面 

第 4 回 地域の企業の情報活用の実例③ 

〇情報システムの構築、オープンイノベー

ション、コンプライアンス 

予習：google 検索で、オープンイノベーション、コ

ンプライアンスについて調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

3 時間 

第５回 対面 
第 5 回 地域の企業の情報活用の実例④ 

〇AI（人工知能）の活用 

予習：新聞記事検索で、AI の活用事例について調べ

る 

復習：授業内容の振り返りを行う 

3 時間 

第６回 対面 

第 6 回 グループディスカッションの仕

方・評価方法 

〇グループディスカッションの仕方・評価

方法を学ぶ 

予習：google検索等で、「問題の構造化」について調

べておく 

復習：グループディスカッションの仕方・評価方法を

復習し、第 7 回目でのお題について考えておく 

6 時間 

第７回 対面 

第 7 回 グループディスカッションとプ

レゼンテーション① 

〇第 2～6 回の授業内容を基に、各学生チ

ームが「情報をどう活用し、どう管理すれ

ばよいか」を考える 

〇チームで議論した内容を基にプレゼン

テーション資料の原案を作成する 

予習：自分自身が考える「情報をどう活用し、どう管

理すればよいか」を考えておく 

復習：自分自身のチームで話し合った内容をまとめ、

提出日までに提出すること 

6 時間 

第８回 対面 

第 8 回 グループディスカッションとプ

レゼンテーション② 

〇第 7 回で作成したプレゼンテーション

資料を基に、プレゼンテーションを行う 

〇プレゼンテーション内容の Q&A、担当教

員の講評を行う 

予習：第 7 回の内容をまとめ、Q&A に回答できるよう

にしておく 

復習：講評を受けて、より良いプレゼンテーション資

料にすべく、加筆・修正する 

6 時間 

第９回 対面 

第 9 回 クラウドコンピューティング① 

〇情報システムはクラウドコンピューテ

ィングへ 

予習：新聞記事検索や google 検索等で、クラウドコ

ンピューティングについて調べる 

復習：授業内容の振り返りを行う 

3 時間 

第１０回 対面 
第 10回 クラウドコンピューティング② 

〇クラウドコンピューティングのメリッ

予習：新聞記事検索や google 検索等で、クラウドコ

ンピューティングについて調べる 
3 時間 
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ト、デメリット、法的課題 復習：授業内容の振り返りを行う 

第１１回 対面 

第 11回 情報の流通の事例① 

〇外食産業における AISAS 戦略の事例研

究 

予習：新聞記事検索や google 検索等で、AISAS の記

事を一読しておく 

復習：授業内容の振り返りを行い、レポートを執筆

し、提出日までに提出する 

3 時間 

第１２回 対面 
第 12回 情報の流通の事例② 

〇大塚製薬の「ファイブミニ」の事例研究 

予習：新聞記事検索や google 検索等で、ファイブミ

ニの記事を一読しておく 

復習：授業内容の振り返りを行い、レポートを執筆

し、提出日までに提出する 

3 時間 

第１３回 対面 

第 13 回 グループディスカッションとプ

レゼンテーション③ 

〇第 9～12 回の授業内容を基に、各学生チ

ームが「“情報の流通”を基に、とある企

業の情報の活用をどう行うか」を考える 

〇チームで議論した内容を基にプレゼン

テーション資料の原案を作成する 

予習：自分自身が考える「“情報の流通”を基に、と

ある企業の情報の活用をどう行うか」についてまと

めておく 

復習：自分自身のチームで話し合った内容をまとめ、

提出日までに提出すること 

6 時間 

第１４回 対面 

第 14 回 グループディスカッションとプ

レゼンテーション④ 

〇第 13 回で作成したプレゼンテーション

資料を基に、プレゼンテーションを行う 

〇プレゼンテーション内容の Q&A、担当教

員の講評を行う 

予習：第 13 回の内容をまとめ、Q&A に回答できるよ

うにしておく 

復習：講評を受けて、より良いプレゼンテーション資

料にすべく、加筆・修正する 

6 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

第 15回 まとめ 

〇「情報を管理することで得られる利潤最

大化とは何か」に自分自身の回答を出す 

〇優秀なレポートの紹介、プレゼンテーシ

ョン内容の振り返り 

予習：「現代社会では、“情報の流通”と“情報システ

ム”に注目して、どう情報管理をすればよいか」に自

分自身の回答を準備する 

復習：これまでの授業を振り返る 

6 時間 
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科目名 国際ビジネス論 開講年度 2025 

担当者 岡野 寿彦 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
日本企業はどのように国際ビジネスを切り開いてきたのか、国際経営論などの理論を参照しな

がらその実践について学修します。 

授業の目的及び概要 

企業が持続的に成長するためには、海外市場での販売、生産拠点としての活用など、国際ビジ

ネスへの取組みが重要になります。日本国内においても、インバウンドや外国企業の日本進出

が今後さらに進み、ビジネスの機会となります。 

そして、皆さんのキャリアにおいても、国際ビジネスの知識を学修することは、様々な機会を

つかむための武器になると考えます。 

この授業では、国際経営（企業の海外進出、コミュニケーションなど）やグローバルマーケテ

ィングに関する基本的な理論を踏まえて、日本企業がどのように国際ビジネスを切り開いてき

たのか、その戦略と実践について学びます。そして、国際ビジネスで活躍できるための人材像

やスキルについて考えていきます。 

教員のグローバル IT 企業での勤務経験を踏まえて、学生の皆さんにビジネス現場のイメージを

持ってもらえるように授業を進めます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１． 日本企業の国際ビジネスの動機と戦略について理解し説明できる。 

２． 日本企業がどのように国際ビジネスを切り開いてきたのか、実践的な手法について理解し

説明できる。 

３． 国際ビジネスで求められる人材像やスキルについて理解し説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、情報・通信業の民間企業にて、中国でのプロジェクトのマネージャー（担

当課長）、現地法人経営（経営トップとして戦略策定と組織管理）等を歴任しており、海外での

豊富な業務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
授業資料（レジュメ）については授業ごとに提示しま

す。 
ISBN 0 

参考書 
はじめての国際経営，中川功一・林正・多田和美・大

木清弘，有斐閣，2017 年 
ISBN  9784641150171 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

実務家としてのグローバルビジネスに長くかかわった経験則に基づいて、理論と事例との橋渡

しをできるよう説明していきます。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【オリエンテーションと国際ビジネスの

基礎】 

科目の目的、授業の概要と計画、到達⽬標

と評価⽅法の説明国際ビジネスの基本概

念: 国際ビジネスとは何か、その重要性国

際ビジネスについて教員の経験談 

【予習】シラバスの授業内容をよく読んでおいてく

ださい。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

3 時間 

第２回 対面 

【日本企業の海外進出の動機と戦略】 

海外進出の目的と動機戦略的アプローチ:

 海外進出における戦略の立て方［事例研

究］トヨタ自動車の国際ビジネス戦略とマ

ネジメント 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第３回 対面 

【国際経営論の基礎】 

国際経営に関する基本的な理論とモデル

グローバル化が企業経営に与える影響［事

例研究］ソニーの国際ビジネス戦略とマネ

ジメント 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第４回 対面 

【日本企業の海外市場参入戦略】 

市場調査と参入戦略直接投資と合弁事業:

 海外市場への参入手段［事例研究］ダイ

キンの海外市場参入戦略 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第５回 対面 

【文化と国際ビジネス】 

異文化（文化の違い）がビジネスに与える

影響異文化コミュニケーション: 異文化

間での効果的なコミュニケーション方法

を探る［事例研究］日立の異文化マネジメ

ント 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第６回 対面 

【日本企業のサプライチェーンと生産戦

略】 

サプライチェーンマネジメント根幹であ

る製造・販売・在庫の仕組みについてグロ

ーバルサプライチェーンの構築生産拠点

の選定と管理［事例研究］ キャノンのグ

ローバル生産戦略、サプライチェーン 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第７回 対面 

【総合商社の役割と機能】 

総合商社の歴史と役割の変遷総合商社が

国際ビジネスで果たす機能［事例研究］伊

藤忠商事の商社機能、国際ビジネス 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第８回 対面 

【日本企業のグローバル人材マネジメン

ト】 

グローバル人材の育成と管理海外駐在員

の役割と課題［事例研究］ユニクロのグロ

ーバル人材戦略・マネジメント 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第９回 対面 

【日本企業のマーケティング戦略】 

グローバルマーケティングの基本ブラン

ド戦略と現地化［事例研究］資生堂のグロ

ーバルマーケティング 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【日本の中小企業の国際ビジネス】 

中小企業の海外進出の現状と課題進出形

態と政府等による支援策［事例研究］中小

企業の国際ビジネスの成功事例（例: 地域

特産品の海外展開） 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１１回 対面 
【インバウンドビジネス】 

インバウンドビジネスの現状と課題観光

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 
4 時間 
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業と地域経済への影響［事例研究］ドンキ

ホーテのインバウンド対応 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

第１２回 対面 

【海外企業の日本進出】 

海外企業の日本市場への参入状況、方法日

本市場の特性と課題日本の産業・企業への

影響［事例研究］海外企業の日本進出成功

事例 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

【NTT データの国際ビジネス】 

 講師の実務経験に基づき、NTTデータの

国際ビジネスの発展経緯、各段階での戦略

とマネジメント、直面した課題を紹介しな

がら、この授業で学んできた国際経営など

理論と企業の実践について理解を深めま

す。 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

【国際ビジネスの新潮流】 

デジタル化と国際ビジネスの未来持続可

能なビジネスモデルまとめと今後の展望 

【予習】ラーニングポータルに掲載する授業資料（レ

ジュメ）を授業前に読んで授業に臨んでください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【振り返りとまとめ】（オンデマンド） 

1 回～14 回の授業に関する補足説明と定

期試験に向けた振り返りを行います。 

【予習】今までの総復習をします。あらかじめわから

ないところを洗い出してから、視聴してください。 

【復習】授業資料（レジュメ）を読み直し、ポイント

を見直してください。 

4.5時間 
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科目名 経営立地論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 垣谷 幸介 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
企業の経営戦略を、経済史・経営史を踏まえ、立地（地理的、空間的）の視角から理解し、戦略

立案の能力向上を目指す。 

授業の目的及び概要 

・企業は、どこに立地するのでしょうか。世界史を振り返れば、大航海時代以降欧州列強は東

インド会社を成立させ、アジアで国際貿易や植民地経営を進めました。日本は、明治維新後富

国強兵政策を進め、紡織の輸出やアジア(特に中国）での事業を拡大してきました。第 2次世界

大戦終戦後は、貿易立国（輸出）から国際経営戦略を進め、現在は生産・販売サービスや研究

開発の海外移転も進んでいます。また日本企業が海外企業を買収したりされたりと、M&A も活

発に行われています。一方、インバウンドにより企業レベルに留まらず国レベルで、「内なる国

際化」が進行しています。冷戦終了後、グローバル化の恩恵を受けてきた日本企業は、現在地

政学リスクを負うこととなりました。これら経済事象を、国際経済学、国際貿易論、国際経営、

経済地理学、消費者行動論、経営史など経営学と経済学の知見を用いながら、紐解き理解して

いくことが、本授業の目的である。 

・Ⅰの前半は国際経営論に基づく海外進出、Ⅰの後半は地域経済論に基づき各市場と地政学リ

スク、Ⅱの前半は国際経済学と国際経営論に基づく理論、Ⅱの後半はケースメソッド主体で進

める。 

履修条件・留意点 

・企業（会社）に関心があること。 

・海外（グローバル）に目を向けてみたいこと。 

・自分の意見を述べること。 

・国際経営概論、貿易論を受講していることが、望ましい（必須ではない）。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

①国際経営と国際経済学の理論を基に、企業が海外進出する理由とそれによって得られる優位

性と困難点を、具体的な事例を使いながら説明できる。 

②消費者行動論の理論を基に、企業がどこに進出すべきか、具体的な事例を使いながら説明で

きる。 

③グローバル戦略遂行の結果、現在直面する経営課題（地政学リスク、SCM など）を理解し、現

在の課題（例：ウクライナ、パレスチナ等）に対する自分の意見を述べることが出来る。 

④上記を踏まえ、企業立地の計画立案（事業計画）能力を持つ（「あなたなら、どこに、何を作

って、進出しますか」に答えられる）。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 テスト結果は、採点の上、フィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、大手自動車会社で 35 年以上勤務し 5回の海外駐在経験があり、中国での

現地法人設立及び営業企画や国際貿易に加え、生産管理や人事労務管理の業務に従事するなど

の実務経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト なし ISBN 0 

参考書 

①新もう一度読む山川世界史，「世界の歴史」編集委員

会，山川出版社，2017 年 

②国際経営〔第 5 版〕，吉原英樹，有斐閣，2021 年 

③新経済地理学概論，松原宏編著，原書房，2022 年 

④わかりやすいマーケティング戦略〔第 3 版〕，沼上

幹，有斐閣，2023 年 

ISBN 

①9784634640900 

②9784641221727 

③9784562092239 

④9784641222199 

成績評価の方法・基準 授業への積極的な参加度・取組み 20 
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授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

①講師の紹介、②本授業の進め方、③評価

方法と受講者へのお願い事項、④その他 

事前学修：シラバスを一読する 

事後学修：本授業での自分の目標を考える 
4 時間 

第２回 対面 

リカードの比較優位説とポーターの国の

競争優位 

（ツールとしての，貿易特化係数，商品交

易条件，生産国基準，メーカー基準，供給

-需要パターン図） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第３回 対面 

海外直接投資論 

（ハイマーの海外直接投資論、内部化理

論、折衷理論：OLI パラダイム） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第４回 対面 バーノンのプロダクト・サイクル仮説 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第５回 対面 
トランスナショナル型組織（バートレット

とゴジャールの研究） 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第６回 対面 海外子会社論 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第７回 対面 グローバル・イノベーション論 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第８回 対面 中間テスト 

事前学修：中間テストのための復習 

事後学修：中間テストの答え合わせと理解不足点の

復習 

4 時間 

第９回 対面 

＜ケースで考える：ネット空間とリアル＞ 

消費者行動とネットビジネス（AIDMAから

AISAS、ECと O2Oビジネス） 

文献：アマゾンの強み、アマゾンを越える

Taobao（アリババ） 

＊別途配布予定 

事前学修：文献を一読し、疑問点や問題点を整理す

る。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得出来たか確

認する。 

4 時間 

第１０回 対面 

＜ケースで考える：SPA＞ 

ユニクロを事例に、SPA（Speciality sto

re retailer of Private label Appare

事前学修：文献を一読し、疑問点や問題点を整理す

る。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

4 時間 
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l）の立地における強み弱みを学ぶ 

文献：「Case8 ユニクロ SPAと中国調達」

『ケースブック国際経営』，杉田俊明，有

斐閣，2003 年 

＊文献は別途配布 

確認する。 

第１１回 対面 

＜ケースで考える：自動車産業の九州立地

＞ 

トヨタ自動車・日産自動車・ダイハツ工業

等は創業の地から、九州へ生産工場を拡大

した。その背景を考えながら、工業立地論

と集積論を再考する。 

文献：「第 2 章 専属的な委託生産企業の

生成と継続のメカニズム」『自動車委託生

産・開発のマネジメント』，三嶋恒平，中

央経済社，2016 年 

事前学修：文献を一読し、疑問点や問題点を整理す

る。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第１２回 対面 

＜ケースで考える：商業立地＞ 

百貨店、チェーンストア、公設小売市場、

商店街、ヤミ市、総合スーパー、食品スー

パー、専門量販店の歴史的経緯を学び、立

地の変遷を理解する 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 

＜ケースで考える：事業転地＞ 

PPM（プロダクトポートフォリオ）と多角

化の理論を踏まえ、事業転地の重要性と困

難さを学ぶ 

文献：「三品和弘の日本企業改造論」，日経

ビジネスオンライン，2010年 

＊既にオンラインでは公開されていない

ので、コピーを配布 

事前学修：講義ノートを一読し、疑問点や問題点を整

理する。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 

＜ケースで考える：事業転地＞ 

空間的立地以上に困難さを伴う「時間的」

立地の事例として、富士フィルムを扱う 

文献：「ケースに学ぶ経営学（第 3 版）」、

第 7 章富士フィルム企業変貌、東北大学経

営学グループ編著、2019 年 

事前学修：文献を一読し、疑問点や問題点を整理す

る。 

事後学修：疑問点と問題点に対して、習得できたかを

確認する。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

第 14 回までの復習。これまでの論点と課

題の整理 

事前学修：講義ノートとオンデマンドでの復習 

事後学修：習得できなかったことや疑問点の解消 
4 時間 
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科目名 国際観光論 開講年度 2025 

担当者 仙波 慶子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
国際観光とホスピタリティ、ビジネス、文化とのかかわりを考察し、観光事業の動向、まちづ

くりについて理解を深める。 

授業の目的及び概要 

「観光」は 21 世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。また、人々

のグローバルな移動が増加し、特に日本では近年インバウンド観光客が大幅に増加し、様々な

産業の成長や発展を促す大きなトレンドとなっています。 

しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限

定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会に向かっていることなどを踏まえ、

新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まって

います。 

本講義では、国際観光の基礎を理解したうえで、日本が観光立国を目指すために、何ができて

いるのか、何をすべきなのか、官民の役割や目標を考えていきます。 

「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決す

る力」をつけることをポイントにしていますので、観光関連業界を進路として目指すかどうか

によらず、「人間力向上」に役立つものです。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような力をつけることを到達目標としま

す。 

①社会や環境の変化を適切に分析できるようになる。 

②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、

プランすることができるようになる。 

③観光ビジネスについて理解し、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題解決できるよ

うになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。 

また、対面形式では、双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記

載内容は都度指示）の提出を求め、理解を深めます。コメントシートの中で提起された問題や

質問、傑出したコメントについては、次回授業で紹介して解説を行います。 

オンデマンド形式では、毎回の出席確認兼小テストで学修内容を振り返り、理解を深めます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①新版「はじめての国際観光学」，山口一美・椎野信雄

大〔編著〕，創成社，2018 年 
ISBN 0 

参考書 

①新・観光立国論，デービッド・アトキンソン著，東

洋経済，2015 年 

〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介し

ますので、必ずしも購入の必要はありません〕 

ISBN ①9784492502754 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 
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中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てから

の第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体性のある講義です。 

社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に国際観光を学んで下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

講義概要の説明： 

授業の内容や目標、評価方法などについて

ガイダンスを行います。 

また、テキスト第 1 章第 3～5 節を参照し

て「国際観光とホスピタリティ・マネジメ

ント」、「ホスピタリティと外国人」につい

て、解説します。 

授業後に、テキスト第 1 章を復習し、テキスト第 2 章

を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第２回 対面 

国際観光とホスピタリティ・マネジメン

ト：「ホテル・マネジメント」 

ホテルの役割、ホテル産業の歩んできた道

について学修し、サービス業分野への理解

を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2 章第 1～3

節）を読んで復習し、テキスト第 2 章第 4 節を読んで

予習して下さい。 

4 時間 

第３回 対面 

観光立国と日本のホテル産業の課題： 

宿泊の多様性（ホテル、民泊、IR、など）

について学修します。 

また、参考書から日本や世界の具体的な事

例と問題点を引用してパワーポイントで

紹介し、理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章第 4節）

を復習し、テキスト第 5章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第４回 対面 

国際観光と観光ビジネス：トラベルビジネ

ス 

トラベルビジネスの仕組み、ポスト・マス

ツーリズム時代の国際観光ビジネスにつ

いて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 5章）を復習

し、テキスト第 6章第 1～6節を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第５回 対面 

交通ビジネス（1）： 

国際観光にける交通の位置づけ、訪日外国

人に対する交通機関の対応について、学修

します。 

また、参考書から日本や世界での具体的な

事例と問題点を引用してパワーポイント

で紹介し、理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 6 章第 1～6

節）を復習し、テキスト第 6 章第 7～8 節を読んで予

習して下さい。 

4 時間 

第６回 対面 

交通ビジネス（2）： 

日本の国際観光政策と交通ビジネス、訪日

外国人にやさしい交通への取り組みにつ

いて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 6 章第 7～8

節）を復習し、テキスト第 7章を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第７回 対面 

フードビジネス（1）： 

インバウンド時代のフードビジネスにつ

いて、学修します。 

また、参考書から日本や世界での具体的な

事例と問題点を引用してパワーポイント

で紹介し、理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 7章）を復習

し、次回に使用する（今回提供する）パワーポイント

を読んで予習して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

フードビジネス（2）: 

旅行者の多様化、宿泊の多様化に伴って必

要となる、食の多様化について、パワーポ

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習

し、テキスト第 8 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 
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イントで紹介し、学修します。 

また、参考書から日本や世界での具体的な

事例と問題点を引用してパワーポイント

で紹介し、理解を深めます。 

第９回 対面 

スポーツビジネス： 

スポーツビジネスの概要、スポーツツーリ

ズムのありかたについて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 8章）を復習

し、テキスト第 9 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１０回 対面 

国際観光と交流文化： 

国際観光と文化のかかわりについて、学修

します。 

日本のアピールポイントは何であるか、日

本人が思う「よいといころ」は外国人に理

解されているのか、など、外国人の視点か

らも考えます。 

また、参考書から日本や世界での具体的な

事例と問題点を引用してパワーポイント

で紹介し、理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 9章）を復習

し、次回に使用する（今回提供する）パワーポイント

を読んで予習して下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 

国際観光ビジネスのためのマーケティン

グ： 

「観光立国に必要なこと」、「オーストラリ

アの観光マーケティング例」、「まだまだ工

夫できる日本の観光マーケティング」につ

いて、参考書から引用し、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習

し、テキスト第 10章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１２回 対面 

交流文化とエコツーリズム： 

サステナブル・ツーリズム、エコ・ツーリ

ズムについて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 10 章）を復

習し、テキスト第 11 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１３回 対面 

魅力ある文化施設づくり： 

ミュージアムの口コミランキングと訪日

観光客の動向、魅力ある文化施設のありか

たについて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 11 章）を復

習し、次回に使用する（今回提供する）パワーポイン

トを読んで予習して下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 

観光立国のためのコンテンツ： 

参考書から引用し、国際観光における文化

財の位置づけ、正しい見せ方、適切な説明

について、学びます。また、観光ビジネス

において、「発信力」よりも「文化資源の

魅力」が更に大切であることについて、考

えます。 

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習

し、これまでの全体を振り返ってわからないところ

が無いか、確認して下さい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

講義内容を総括し、インバウンドビジネス

の今後の形について、考察します。 

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り

返って復習して下さい。 
4 時間 
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科目名 国際観光論 開講年度 2025 

担当者 仙波 慶子 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G2 授業方法 講義（オンデマンド） 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 
国際観光とホスピタリティ、ビジネス、文化とのかかわりを考察し、観光事業の動向、まちづ

くりについて理解を深める。 

授業の目的及び概要 

「観光」は 21 世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。また、人々

のグローバルな移動が増加し、特に日本では近年インバウンド観光客が大幅に増加し、様々な

産業の成長や発展を促す大きなトレンドとなっています。 

しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限

定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会に向かっていることなどを踏まえ、

新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まって

います。 

本講義では、国際観光の基礎を理解したうえで、日本が観光立国を目指すために、何ができて

いるのか、何をすべきなのか、官民の役割や目標を考えていきます。 

「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決す

る力」をつけることをポイントにしていますので、観光関連業界を進路として目指すかどうか

によらず、「人間力向上」に役立つものです。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような力をつけることを到達目標としま

す。 

①社会や環境の変化を適切に分析できるようになる。 

②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、

プランすることができるようになる。 

③観光ビジネスについて理解し、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題解決できるよ

うになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をし、理解を深

めます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①新版「はじめての国際観光学」，山口一美・椎野信雄

大〔編著〕，創成社，2018 年 
ISBN 0 

参考書 

①新・観光立国論，デービッド・アトキンソン著，東

洋経済，2015 年  

〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介し

ますので、必ずしも購入の必要はありません〕 

ISBN ①9784492502754 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 
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【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てから

の第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体性のある講義です。 

社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に学修して下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

講義概要の説明： 

授業の内容や目標、評価方法などについて

ガイダンスを行います。 

また、テキスト第 1 章第 3～5 節を参照し

て「国際観光とホスピタリティ・マネジメ

ント」、「ホスピタリティと外国人」につい

て、解説します。 

授業後に、テキスト第 1 章を復習し、テキスト第 2 章

を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

国際観光とホスピタリティ・マネジメン

ト：「ホテル・マネジメント」 

ホテルの役割、ホテル産業の歩んできた道

について学修し、サービス業分野への理解

を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2 章第 1～3

節）を読んで復習し、テキスト第 2 章第 4 節を読んで

予習して下さい。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

観光立国と日本のホテル産業の課題： 

宿泊の多様性（ホテル、民泊、IR、など）

について学修します。 

また、参考書から日本や世界の具体的な事

例と問題点を引用してパワーポイントで

紹介し、理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 2章第 4節）

を復習し、テキスト第 5章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

国際観光と観光ビジネス：トラベルビジネ

ス 

トラベルビジネスの仕組み、ポスト・マス

ツーリズム時代の国際観光ビジネスにつ

いて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 5章）を復習

し、テキスト第 6章第 1～6節を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

交通ビジネス（1）： 

国際観光にける交通の位置づけ、訪日外国

人に対する交通機関の対応について、学修

します。 

また、参考書から日本や世界での具体的な

事例と問題点を引用してパワーポイント

で紹介し、理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 6 章第 1～6

節）を復習し、テキスト第 6 章第 7～8 節を読んで予

習して下さい。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

交通ビジネス（2）： 

日本の国際観光政策と交通ビジネス、訪日

外国人にやさしい交通への取り組みにつ

いて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 6 章第 7～8

節）を復習し、テキスト第 7章を読んで予習して下さ

い。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

フードビジネス（1）： 

インバウンド時代のフードビジネスにつ

いて、学修します。 

また、参考書から日本や世界での具体的な

事例と問題点を引用してパワーポイント

で紹介し、理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 7章）を復習

し、次回に使用する（今回提供する）パワーポイント

を読んで予習して下さい。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

フードビジネス（2）: 

旅行者の多様化、宿泊の多様化に伴って必

要となる、食の多様化について、パワーポ

イントで紹介し、学修します。 

また、参考書から日本や世界での具体的な

事例と問題点を引用してパワーポイント

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習

し、テキスト第 8 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 
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で紹介し、理解を深めます。 

第９回 
オンデ

マンド 

スポーツビジネス： 

スポーツビジネスの概要、スポーツツーリ

ズムのありかたについて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 8章）を復習

し、テキスト第 9 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド 

国際観光と交流文化： 

国際観光と文化のかかわりについて、学修

します。 

日本のアピールポイントは何であるか、日

本人が思う「よいといころ」は外国人に理

解されているのか、など、外国人の視点か

らも考えます。 

また、参考書から日本や世界での具体的な

事例と問題点を引用してパワーポイント

で紹介し、理解を深めます。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 9章）を復習

し、次回に使用する（今回提供する）パワーポイント

を読んで予習して下さい。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

国際観光ビジネスのためのマーケティン

グ： 

「観光立国に必要なこと」、「オーストラリ

アの観光マーケティング例」、「まだまだ工

夫できる日本の観光マーケティング」につ

いて、参考書から引用し、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習

し、テキスト第 10章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

交流文化とエコツーリズム： 

サステナブル・ツーリズム、エコ・ツーリ

ズムについて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 10 章）を復

習し、テキスト第 11 章を読んで予習して下さい。 
4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

魅力ある文化施設づくり： 

ミュージアムの口コミランキングと訪日

観光客の動向、魅力ある文化施設のありか

たについて、学修します。 

授業後に、今回の授業内容（テキスト第 11 章）を復

習し、次回に使用する（今回提供する）パワーポイン

トを読んで予習して下さい。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

観光立国のためのコンテンツ： 

参考書から引用し、国際観光における文化

財の位置づけ、正しい見せ方、適切な説明

について、学びます。また、観光ビジネス

において、「発信力」よりも「文化資源の

魅力」が更に大切であることについて、考

えます。 

授業後に、今回の授業内容（パワーポイント）を復習

し、これまでの全体を振り返ってわからないところ

が無いか、確認して下さい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

講義内容を総括し、インバウンドビジネス

の今後の形について、考察します。 

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り

返って復習して下さい。 
4 時間 
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科目名 外国為替 開講年度 2025 

担当者 高砂 謙二 配当年次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 
経済学部専門教育科目 

経営学部専門教育科目 

テーマ 外国為替における全般的な知識の修得 

授業の目的及び概要 

この授業では、外国為替の基礎的な知識である外国為替相場の構造と変動要因、為替リスクに

対する知識と対処方法について理解することを目標とします。また、外国為替の基礎的な知識

に基づき、国際収支、デリバティブ、国際通貨体制等についても解説します。授業では、近年

の世界金融危機、ユーロ危機等の国際通貨情勢、暗号資産等に関する事例も取り上げながら理

解を深めます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・外国為替相場の構造と変動要因が説明できる。 

・外国為替リスクに対する知識と対処方法を説明できる。 

・外国為替と国際収支の関係を説明できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 小テストについては、授業中に解説及び講評を⾏います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、金融機関において営業店や外国部、審査部、経営企画等で 16 年間勤務し、

銀行業務全般や国際業務（外国為替リーディング業務、外為与信審査業務、国際経営・貿易相

談業務、輸出入貿易書類点検業務）、法務・市場調査・広報等の実務経験を積んできた。本科目

では、国際的なマーケットの実態や外国為替相場の特性などについて、こうした実務経験を活

かして解説するなど、実践的な教育を行う。 

テキスト 
①外国為替の知識＜第 4 版＞, 国際通貨研究所（編）, 

日本経済新聞出版社,2018 年 
ISBN 0 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 70 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この授業ではノートを必携し、必要に応じてメモを取るようにして下さい。また、近年の事例

を取り上げるため、常日頃から新聞・ニュース等で関連の情報収集に努めること。事前に教科

書で事前学修することが、復習については教科書、講義資料、ノートで授業外の学修を行うこ

とが望まれます。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 
講義の概要と今後の授業の進め方につい

て説明を行う。 

【予習】事前学修として、この科目のシラバスを読み

込むとともに、外国為替論を受講するにあたっての

ポイントについて確認しておいて下さい。 

【復習】事後学修として、授業での説明部分につい

て、ノートを読み返し、あらためてポイントになると

ころは何かを考えながら復習して下さい。 

4 時間 

第２回 対面 

外国為替の基礎（1）について解説を行い

ます。 

①外国為替の特徴（内国為替と外国為替の

違い） 

②外国為替相場の読み方（外国為替相場の

表示方法・クロスレート） 

③直物相場と先物相場（直物為替取引・先

物為替取引・直物相場と先物相場の関係） 

【予習】事前学修として、教科書（14 頁-25頁）を読

み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第３回 対面 

外国為替の基礎（2）について解説を行い

ます。 

①銀行間相場と対顧客相場 

②為替ポジション 

③実需取引と投機取引 

【予習】事前学修として、教科書（25 頁-32頁）を読

み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第４回 対面 

外国為替相場を決めるものについて解説

を行います。 

①国際間の経常取引 

②国際間の資本取引 

③中央銀行の為替介入 

【予習】事前学修として、教科書（34 頁-42頁）を読

み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第５回 対面 

外国為替相場の変動要因について解説を

行います。 

①経済的要因・政治的要因・市場心理要因 

②国際収支説・購買力平価説・為替心理説 

【予習】事前学修として、教科書（42 頁-59頁）を読

み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第６回 対面 

外国為替市場について解説を行います。 

①外国為替市場の参加者 

②外国為替市場の 24 時間取引 

③世界の主要外国為替市場 

【予習】事前学修として、教科書（62 頁-72頁）を読

み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第７回 対面 

日本の外国為替管理について解説を行い

ます。 

①戦後日本の外国為替管理の歴史 

②国際決済システム（SWIFT 等） 

【予習】事前学修として、教科書（72 頁-81頁）を読

み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第８回 対面 

外国為替リスク（1）について解説を行い

ます。 

①外国為替リスクとエクスポージャー 

②外国為替リスクの種類 

【予習】事前学修として、教科書（84 頁-93頁）を読

み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第９回 対面 

外国為替リスク管理（2）について解説を

行います。 

①外国為替リスクの管理体制 

②外国為替リスクの管理手法 

【予習】事前学修として、教科書（94頁-114 頁）を

読み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第１０回 対面 

国際収支と外国為替（1）について解説を

行います。 

①国際収支統計の見方 

②経常収支と外国為替相場 

【予習】事前学修として、教科書（116頁-134 頁）を

読み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第１１回 対面 

国際収支と外国為替（2）について解説を

行います。 

①国際収支の発展段階説 

【予習】事前学修として、教科書（134頁-147 頁）を

読み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

4 時間 
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②日本の経常収支の構造変化 トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

第１２回 対面 

国際通貨制度の変遷（1）について解説を

行います。 

①ブレトンウッズ体制 

②固定相場から変動相場 

③変動相場制移行後の外国為替相場（アジ

ア通貨危機、欧州単一通貨ユーロ） 

【予習】事前学修として、教科書（150頁-180 頁）を

読み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第１３回 対面 

国際通貨制度の変遷（2）について解説を

行います。 

①世界金融危機 

②アジア地域金融協力と円の国際化 

③中国経済の台頭と人民元の国際化 

【予習】事前学修として、教科書（180頁-208 頁）を

読み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第１４回 対面 

暗号資産について解説を行います。 

①暗号資産（仮想通貨） 

②ビットコイン事例 

【予習】事前学修として、教科書（210頁-255 頁）を

読み事前に予習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括 

【予習】事前学修として、教科書・ノートで事前に予

習して下さい。 

【復習】事後学修として、授業で説明した重要ポイン

トを中心に教科書、ノートを読み返し、復習して下さ

い。 

4 時間 

2025/05/01

952



 

 

科目名 ＩＣＴビジネス論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下記を参照してくださ

い。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード G3 授業方法 講義 

科目区分 経営学部専門教育科目 

テーマ ＩＣＴ、インターネットを活用した企業活動、マーケティング活動の基本を理解する。 

授業の目的及び概要 

社会的な状況の変化、ＩＣＴ、インターネットの進化により経営環境が著しく変化するなか、

デジタル技術を適切に扱える人材が必要となっている。本講義は、ＩＣＴ、インターネットを

活用した企業活動・マーケティング活動の基本を、ビジネスの現状と課題の事例とともに学修

する。 

履修条件・留意点 

基本的な知識を理解したうえでの受講が望ましいため、まずはＩＣＴビジネス論Ⅰを履修する

ことをお勧めします。 

知識やノウハウなどを正しく理解したうえで、最終レポートを書いていただくため、中間試験

を 2 回行います。 

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

ＩＣＴ、インターネットを活用したビジネスモデルを企画・策定するために必要な知識やノウ

ハウについて説明できる。 

またこれら知識やノウハウについて、他のケースや新しいビジネスにあてはめて説明でき、さ

らに発展的に考察できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回講義の最後にミニッツシート（コメントシート）を書いていただきます。優秀な回答につ

いては、翌週、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
デジタル社会のマーケティング，廣田章光・大内秀二

郎・玉置了，中央経済社，2019 年 
ISBN 0 

参考書 講義の中で別途指示します。 ISBN 
講義の中で別途指示し

ます。 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 10 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

技術面や社会面をはじめ経営環境が著しく変化するなか、ＩＣＴを活用したビジネスの基礎知

識を習得し、新たな価値を創造していく力を身につけることが求められています。基本から展

開するビジネス事例を一緒に学修し、自分自身がめざす進路で、自ら行動し積極的なアクショ

ンがとれるビジネスパーソンを目指して学んでいきましょう。 

毎回、復習レポートの作成と、授業前に復習レポートを発表していただく機会を設定します。 

※毎回、講義前にラーニングポータルを確認してください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の目的と方法、授業計画、成績評価等

について説明します。 

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的

等を理解しておくこと。（1時間程度） 

事後学修として授業で配布した資料を読んで ICT ビ

ジネス論Ⅱの概略等を復習しておくこと。（1 時間程

度） 

2 時間 

第２回 対面 

デジタル社会の製品開発 

マザーハウス社を事例にデジタル技術を

活用した製品開発について学びます。 

事前学修としてテキストの「第 1 章デジタル社会の

製品開発」を事前に読んでおくこと。（2時間程度） 

事後学修としてテキストの「第 1 章デジタル社会の

製品開発」を読んで授業で得た知識を復習しておく

こと。（2 時間程度） 

4 時間 

第３回 対面 

デジタル社会の価格戦略と購買行動 

サブスクリプション型、シェアリング、フ

リーミアムについて学びます。 

事前学修としてテキストの「第 2 章デジタル社会の

価格戦略と購買行動」を事前に読んでおくこと。（2 時

間程度） 

事後学修としてテキストの「第 2 章デジタル社会の

価格戦略と購買行動」を読んで授業で得た知識を復

習しておくこと。（2時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 

デジタル社会のコミュニケーション 

リンナイ社を事例にデジタル・コミュニケ

ーションについて学びます。 

事前学修としてテキストの「第 3 章デジタル社会の

コミュニケーション」を事前に読んでおくこと。（2 時

間程度） 

事後学修としてテキストの「第 3 章デジタル社会の

コミュニケーション」を読んで授業で得た知識を復

習しておくこと。（2時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 

中間テスト１：第 1 回～第 4回の復習 

最終レポートを正しい用語で書いていた

だくために、用語確認を含めた中間テスト

を行います。 

事前学修としてテキストの「序章、第 1 章、第 2章、

第 3 章」を事前に読んでおくこと。（2 時間程度） 

事後学修として第 1 回から第 4 回の資料およびテキ

ストの「序章、第 1 章、第 2章、第 3 章」を読んで授

業で得た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 

デジタル社会の消費者間コミュニケーシ

ョン 

スマートフォンや SNS によるコミュニケ

ーションの変化について学びます。 

事前学修としてテキストの「第 4 章デジタル社会の

消費者間コミュニケーション」を事前に読んでおく

こと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの「第 4 章デジタル社会の

消費者間コミュニケーション」を読んで授業で得た

知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 

デジタル社会のファンマーケティング 

ヤッホーブルーイング社を事例にファン

創造について学びます。 

事前学修としてテキストの「第 5 章デジタル社会の

ファンマーケティング」を事前に読んでおくこと。（2

時間程度） 

事後学修としてテキストの「第 5 章デジタル社会の

ファンマーケティング」を読んで授業で得た知識を

復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第８回 対面 

デジタル社会の流通 

コスモス・ベリーズ社を事例に生活プラッ

トフォーム創造について学びます。 

事前学修としてテキストの「第 6 章デジタル社会の

流通」を事前に読んでおくこと。（2時間程度） 

事後学修としてテキストの「第 6 章デジタル社会の

流通」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。

（2時間程度） 

4 時間 

第９回 対面 

デジタル社会のワントゥワンマーケティ

ング 

Target 社、Amazon 社を事例にデジタルデ

ータを利用したワントゥワンマーケティ

ングを学びます。 

事前学修としてテキストの「第 7 章デジタル社会の

ワントゥワンマーケティング」を事前に読んでおく

こと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの「第 7 章デジタル社会の

ワントゥワンマーケティング」を読んで授業で得た

知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第１０回 対面 

中間テスト２：第６回～第９回の復習 

最終レポートを正しい用語で書いていた

だくために、用語確認を含めた中間テスト

を行います。 

事前学修としてテキストの「第 4章、第 5章、6 章、

第 7 章」を事前に読んでおくこと。（2 時間程度） 

事後学修として第 6 回から第 9 回の資料およびテキ

ストの「第 4 章、第 5 章、6 章、第 7 章」を読んで授

4 時間 
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業で得た知識を復習しておくこと。（2 時間程度） 

第１１回 対面 

デジタル社会の中国電子商取引 

アリババ社、テンセント社を事例に中国の

インターネット通信販売について学びま

す。 

事前学修としてテキストの「第 8 章デジタル社会の

中国電子商取引」を事前に読んでおくこと。（2 時間

程度） 

事後学修としてテキストの「第 8 章デジタル社会の

中国電子商取引」を読んで授業で得た知識を復習し

ておくこと。（2 時間程度） 

4 時間 

第１２回 対面 

デジタル社会のリレーションシップ・マー

ケティング 

RAIZAP 社を事例に IoT を活用した CRM 戦

略を学びます。 

事前学修としてテキストの「第 10 章デジタル社会の

リレーションシップ・マーケティング」を事前に読ん

でおくこと。（2 時間程度） 

事後学修としてテキストの「第 10 章デジタル社会の

リレーションシップ・マーケティング」を読んで授業

で得た知識を復習しておくこと。（2時間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 

デジタル社会の社会問題解決 

ソーシャル・イシューへのデジタル活用に

ついて学びます。 

事前学修としてテキストの「第 12 章デジタル社会の

社会問題解決」を事前に読んでおくこと。（2 時間程

度） 

事後学修としてテキストの「第 12 章デジタル社会の

社会問題解決」を読んで授業で得た知識を復習して

おくこと。（2時間程度） 

4 時間 

第１４回 対面 

デジタル社会の資金調達 

READYFOR 社を事例にクラウドファンディ

ングの仕組みについて学びます。 

事前学修としてテキストの「第 13 章デジタル社会の

資金調達」を事前に読んでおくこと。（2時間程度） 

事後学修としてテキストの「第 13 章デジタル社会の

資金調達」を読んで授業で得た知識を復習しておく

こと。（2 時間程度） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでの秋学期のまとめ 

事前学修としてテキストや授業で配布した資料等を

事前に読み、予習しておくこと。（3時間程度） 

事後学修としてテキストや授業で配布した資料等で

これまで学修した部分を復習しておくこと。（3 時間

程度） 

6 時間 
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